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午後 五 時發の 列車の 切符が 賫 出されろ のに は、 未だ 彼此 二十 五分 も 間が ある。 九月の 初め 

で II 二三 日 前の 大 雷雨に 洗 はれた 大 磯の 物象 は、 滅切 秋め いて 来たから、 避暑の 客 は 坐ろ 都可懷 

しの 念に 動かされて、 言合した やうに、 ぞろぞろ 歸途に 就く ので ある。 

丁度 入って 來 たの は、 半 書生 半 紳士の 廿 四 五の で、 白 耕に 黑紹の 羽織、 ヘルメット を 冠って、 

, つ ゥ  きゃしゃ  あるきぶ り 

上靴 を専、 -てゐ る。 ！^：：：格 は 孰 か と い ふ と華車な 方 で ぁ る が 、 右の 肩 が 少し つ て 仰. 1^ 力 ち び 歩 振 力 

.  ちょつ 

となく i つ い、 絨氈 の飽を ベ ン チ へ 卸して、 鼠 縮緬の 兵兒帶 から 引出した 時計 を些と 見て -资 に 

横 を 向きながら、 

「お、 其 慮に 居た のか。 ：- 

それ ま 十五 歳く らゐ の、 極-隙 病 ものら しい 娘の 子で。 

じつ  たる 

「|:!-0」と£§ で 上 H を 使 ひながら、 前の 方へ 出る と、 男 は 熟と 其顏を 見て、 活活 した 顏が 急に 弛 

んで 人って 來る e 

「唤 さん は 可 恐い： n 遣 ひ をす るね え。， 一 

ーがぷ ひやう に 言って、 立ちながら 篾を K しはじめ ろと、 さんと 言 はれた 娘の 子 は 鉢 を 縮めて、 あ 


づ お づ 横 の 方から 彼が 様子 を. ^ つ た C 

s  >  あからみ  め じり 

成程 藩氣味 の 惡ぃ 目 遣 ひで ある。 朿髮の 耗 けた 緒 味が かった^が、 外眦 のと ころへ 亂れ かかって、 

濃くて 細い 眉毛の 下から、 ぎろ りと した 二重 HI 蓋の 切の 好い 目、 鼻筋の 餘り 能く； 迎 つて は 居らぬ の 

と、 鼻と； ：！ とが 寄 過ぎて ゐる ほか は、 都て 道具の 揃った 顔 立で あるが、 佤 何となく 義眼で でも ある 

かと W 心 はれる H: の 瞳子 を^ ゑて、 上 E 遺 ひ をす ろの が缺點 で、 淋しい 顏 である だけ、 いと ど 其が 目 

立つ ので ある。 

どやどやと 入って 來 たの は 四 人の 書生 速で、 孰 も 色 は眞黑 の、 光る もの は 目ば かり、 洋装の 腰 

の 吸 筒 を 垂下げ たの も 有れば、 袴の 股 立 を 取って、 ステッキの 端に 包 を 結 ひつけた の も 有る。 此が 

前後して 一時 構内 を濶步 して ゐ るので、 、子 は 熟と 眺めて た。 其が 名 名 ベ ン チ へ 坐って 了った 

sr つかつかと 飛び込んで 來 たのが、 2 じハ牛 の 手に 小い 合 財 袋 を 下げた 娘で、 人 も なげに w 下 を 

i して ゐ ると、 後から M 十 前後の、 パナマ を！： 彌陀に 冠って、 一 樂の單 だに-,; -所 紋の鋁 羽織、 重た 

げな飽 を 提げて、 足袋の 黑 いのに、 兵 兒帶を 腹の 横手に 結んだ の は、 請負師 かと も 見られる。 續ぃ 

て 人った のが、 色の 黑ぃ、 蒸び た、 雀 形の 丸 髭の、 手に sfUS のと 女 持の 傘と を 一 つに して 持った ii 

人で、 娘の 子 を 呼び 呼び、 ^子の 突立って ゐる 前へ 腰 を 卸した。 - 

「まだ、 切符 を寶ら ない の。」 


と 甘た るく 言 ひっつ 跃 けて 來 たの は 娘の 子で。  • 

ある 

「それ を 持って、 然ぅ 飛んで 行く んぢ やない よ。」 

と 婦人 は 引 寄せて、 5g 縮緬の 摇抨の 襟 を 直して ると、 娘 は 袋の 絲を 弄りながら、 大様に-^ 子の 

顏を 見た ので、 ^子 は 癖の 上： n 遣 ひで、 頭から 服装、 足袋の {II いのに 赤い 襦 珍の 下駄の 轟 緒、 賸め 

了る と、 萎頓 した 體で、 私と 飽の橫 へ 小くな つて 坐った。 外 は そろそろ 夕 景色で ある。 人 は 幾 ど 絶 

.is. ひぎ は 

えまな し、 ぼつぼつ 人って 來る。 段段 騷駿 しくな つて 來 たので、 呤子は 始終 件の 娘が、 帶 際から 扇 

子 を 出して 開いたり-、 袋の 口 を 啓け て 小い ノオト を 出したり、 化 被 箱 を 出したり、 小い 雜誌ゃ 新聞 

紙、 それ かと 思 ふと 手紙 や 書類 を 引く り 覆したり 爲 ろの を 眺て茫 乎して 居た が、 大した 忘 もの をし 

つ.！ 1  しきり 

たやう に氣が 着いて、 速の 紳士 を 見る と、 彼 は 今 を 喫し 喫し、 速に 新 を 請んで 居る C 

處へ大 の、 悠然として 遣って 來 たの は、 無法に 丈の 高い 西洋人で、 群壞 を橫截 つて 奥の 方へ 入 

つたので、 # 、子 は 希し さう に 其 行方 を 情め てお ろと、 如び かり H: が 光った C 北 ハは電 氣が點 いたの 

で C 

「おお、 吃驚した！」 

おそろ  *  A はんけ ち 

と 隣の 娘が 叫んだ ので、 返って 見ろ と 可 恐し い 好い 句の 紹手 帕を袂 から 取 出して、 句み-^ いて 

見る のであった。 


六 

そんな ぼん や ゥ 

「何 を那 様に _、忙 然して； 1$ ろの だえ。」 

とや 右 純 士は 何時か ゆ、 子の 方 を. 11 くと、 はっとし たやうな 體で、 

「いいえ。」 

と 口 籠りつつ 呤子 は 淋しく 笑 つ た。 其 の 哀 つぼい 顔み」 熟々 戌つ て、 

「喚、 さん は、 今まで 何 をして 居た の だえ。」 

と 思 出した やうに、 聲 を^め て閱 いたが、 解せ ぬらしく H: を 丸く した。 

「何 か敎 はって 居た の？」 

「いいえ。 

「それでも、 御父さん は 可愛がって くれたら うねえ。」 

ゆ、 子 は 暫く 考へ てお たが、 

「何た か、 須美が 居ない から、 闽る W るって 毎で も然ぅ 言って； るの よ。」 

「須 美と は？」 と 紳士 は怳 けが ほに 反問す ると、 与 i-i 伏： E になって、 


•i? つか 

「阿 母さんよ。.」 と 小い 驟 で.^ 

「それで？」 

くさつ ぼら 

「だからね、 お前 は須 美の 代りにな ろんだ つて、 縉を 書く 時なん か、 椅子に 坐ら したり、 草原で 横 

ね  つった  レ ろん たり さ 

に 臥 かしたり、 突立た してお いたり、 色色な 形を爲 せる のよ。 それが ズ なかなか 難し いんだから、 

お前 は 我儘 だってね、 モデルに はならない からって、 毎で も 私 を 叱ろ の。」 

わ？ とつ 

「其奴 は 厄介 だね。 御父さん は相變 らず椿 を 書いて 居ろ のかい。」 

や  また や 

「去年の 夏から、 暫く 休めて 居たん です けれど、 今 歳の 春から 復 行り はじめた の。 書い ちゃ 皆な 人 

はりあ ひ 

にくれ て 了 うんです もの C だけれ ど、 出 含の 人に ゃ畫 なんか 解かり やしないから、 張 合が 無い つて 

然ぅ 言って ゐる わよ。」  , 

と 急に 物に 怯ぢ たやう に 口 を噤ん だ。 

あんな おさつ  し や 5  あんな  ぼ 

「那麼 御父さんの 側にば かり 居ても、 爲 様が 無い のさ。 那麼 でも 無かった の だが、 近頃 は 酷く 耄け 

て來 たやう だ。」 

と 段段 聲の 調子が 脫け ろかと 思 ふと、 暫く 氣脫 の體 であった が、 

あし-よ ふ- f 

「勿論、 繪は 最初から 餘り 巧く はなかった の だが、 妻 君に 死れ ると、 人 は那" 麼風 になって しまう 

もの か 知ら。」 


til-  „ 

と 語つ のであった c 出拔 に， 

「油綺 は 難し いんです つてね。.」 

「油 繪？」 

, と 沈思して ゐた彼 は、 勢の ない 返辭 をして、 なに 叉、  . 

「然 うさ。 |^?^にょっては隨分難しぃ，、 何しろ 那様 貧乏 をして ゐ ちゃ 可け ない ね。 私 は那の 部屋へ 

人る と、 可 だかもう l^i な 心 持に なって 來る もの。 何とか 遣 方 はない もの かねえ。 I 

Si に ¥ が 鳴った。 & ると 切符 は 早 ゃ賣 出されつつ ある。 "あさん は、 - 横の 方 を 向いた が、 例の 娘 

の 一 族 はもう 其 處には 居なかった C 

國府雞 から 來た 列車 は、 程なく 海 笛 を 鳴した と 3 心 ふと、 下 is- の 人 は ぼつぼつ 入って 來る。 込 あ ふ 

だ-!! を まけて、 哈子は i* 紙く、 ひらりと 客車へ 登つ 一」、 窓から 額 を 出して ゐる e 繽 いて 人ら うと 

する 途端、 

「さおぶ さん。」 

と 前に 突立って 振 返った の は、 眞 白い I* 膚に透 綾の、 嫂i^とした、 凄い ほど 艷な 年增 であった の 

しばらくた Q た 

で、 彼 は <1 ^に 立 停って、 少時 通うて ゐた。 


「〔十く よ。」 

つや 

と 咬 子が 内から 聲を かけろ。 ギ增 は^の あろ 朗な聲 で， 

「おや、 贵下、 まあ どうぞ。」 

と會釋 をす る。 彼 も亦些 と會釋 をして 其 まま を飽を ぶら 提げて ぬつ， と 押 あがった。 續 いて 年增が 

入る と、 後から 遣って 來 たのが、 三十 前後の 巖 とした 男で、 大ー の 字 k ざの 裕 衣に、 白つ ぼい 壁 透 

綾の 羽織、 白紹の 兵兒帶 をぐ る. ぐる 卷 にして、 扇子と 組^の 女 持 かと も 3 心 はれる 傘み」 持って ゐる。 

「成程、 好い 鹽 梅に 透いて 居ら あ。 i 

どう  ちう と -3 

「ああ、 夏 は 何した つて 中等に 限る のさ。」 と 女 は 小 f 零、 ある。 

^  すつ  たま 

「さう さ、 夏の 下等と 來た 日に や、 酸 ぱい 臭 ひが 耐っ たもん ぢ やない 力ら な。」 

と 調子 を 合 はしつつ 膝 を 餅べ て 坐った が、 紳士の 顔 を 見る と、 忽ち 默 つて、 扇子 を 擴げて 1? 々と 

い ささ 

ナ. た 胸のと ころ を 偏-ぐ。 後 は 西洋人が 一 人に、 夏 トン ビを 着けた、 顏の 蒼白い のが、 輕ガ 日に 燒 

ナた、 肺病 串い 者で でも ありさうな、 三十 五六め. 紳士が 一 人、 發 Is- の 時限が 來 たので、 扉 は檔と 締め 


.  1 〇 

あたり  し- M らく しん  くわん  し 

四 下 は.^, 時 森と して 了った。 列車 間の 鐶が ちゃりち やり 鳴った あと、 蒸滚の 昔が 爲て、 そろそろ 

動き 出した。 窓から 外 を 眺めて ゐた  > 咲 子 は、 紳士の 側に 小さくな つて、 きょろきょろ 人の 顔 を視て 

居た が、 

「何時頃に 着 くんで せう ね。」 

「譯は 無い さ。」 

i のない 返^ をした が、 飽から 枕 を 取 出して、 横にな つて 了った ので、、 あ 子 は 心細 さう に 俯いた e 

「久振 だ わね、. 京へ 行く の は。」 と晴晴 しく 言った の は 件の 美人で、 聞く と 男 は 与-に 扇子の 手 を 休 

めて、 横から 顔 を^いて、 

ひとり  i  つら  か-つ  くっつ 

「東京 束 京って、 然ぅ獨 で 嬉しがる こと もな いぢ やない か。 倚 は 好い 面の 皮に、 恁 やって 喰 着いて 

まるで  - 

行く の は 、宛然.；？ 前を送 つて 行く やうな もの だせ。」 

1.  ちつ  なつか  やれに 

「たって、 丸 三年 越 だもの、 些とは 可 懐し から うぢ やない か。 加 之 そら 麻布に ゃハ や-取った 伯父さん 

ごくな か  .9^ 

が 居る し、 小 供の 時分から 極 間の よかった、 お 島さん ての が、 今 ぢゃ京 橋に 宅 を 持って、 御 亭主が 

どんな  あつ  これ  つま 

保險會 社： ほと かで、 此春 子供が 産れ たてから、 茶麼だ か 逢ても 見たい し、 此 でね、 色色 詰らない こ 

とが 樂 みになる も S よ。」 

1., つま  い つ 

「巧く 言つ てら C だってお 前、 何時か 然ぅ 言って ゐた、 華族さん に 懇意な のが あるん ぢ やない か。」 


「華族？」 と 女は鮮 かな 眉を攀 めて、 

さ  さ  そんな はなし  むか ふ 

「然う然う、 那樣話 をした 事 もあった つけね。 だけれ ど、 今、 となつ ちゃ、 向 だって 寄せつ け もし ま 

いし、 又 私 だって、 何 ぼ 面の 皮が 千 枚 張で も、 のこのこ 玄關 先へ 押 かけて 行れた 義理で もな しさ、 

もれ  ほん  そんな 

他はぉ前さん懇意な人が^^ったとぃふ、 唯の 昔の 話さ。 ず ぼらの 癖に 碑-く、 まあ 那様 事が 覺 えて 居 

られ たもの ね。 私 は 其のち 薩張思 ひ 出し も爲 なかった よ。」 

「何う だかな。」 

「あれ だ。 も 前さん は、 それで 屮巾 疑 深いの ね。 てんで 疑ら れる やうな 筋ぢ やな いんだ もの。」 

「だってお 前、 華族に 懇意が あろと 云 や、 大した もん ぢ やない か。」 

「何が 大した もんなん だら う 。常節の 華族 は、 一向 爲 様がない のよ。」  . 

ね  まつち  はま き 

臥て ゐた^ 神士 が、 ぱっと 燧火を 招って、 胸から 上 を 搽げて 葉 捲に 火な 點 けたので、 二人の 話 は 

や  ひとしきり 

急に 遏ん だ。 列車 は 一 時 嵐 笛の 聲を 揚げて、 速度が 殺くな つた。 

i もう， 平壞か 知ら。」 と 女 は 起って、 お 純士の 横手の 窓から 顏を 出す と、 劇しく 吹 込む 夕 に、 麝 

まざ  ラ 

香と 畑と 混った 句が 妙に を撲 つので ある。 


「滅法 好い 風 だ こと。 亲 いくら ゐ よ。」 

吹亂 された 餐の 毛を眞 白い 手で 抑へ ながら 座に 反ろ と、 徐行して ゐた 列車 は 丁度 停った。 

「何だか ® う、 氣が くさくさして、 可け ねえから、 此 いらで 麥洒 でも 一本 i- らう や。」 

「まあ、 那様 もの を寶 つて ゐは爲 ません よ。」 

男 は 介 はす、 窓から 顏を 出して 見 M して ゐ ると、 希し くも 恰も 寄って 來 たので、 間もなく 瓶 を 抱 

へ 込んだ G 

「有難い、 東京 ビィ ルと來 てゐら あ。 此奴 は 此のと ころ を旋 ると、 ぼうんと 脫 ける 奴 さ、 世話が な 

くって 誠に 重寶 なんだ。」 

「まだ^め もしない のに、 お 休な ね。」 

寧 は 何時か 進行し はじめた。 はぐい ぐい つて、 

「どうも 尻ッ彈 のしない 麥酒 だから 可け ない。 何う だい、 一 口。」 と 無造作に 瓶 を 差つ ける。 

「私 は澤 山。」 

「これ だって 醉 ふから 不思議な もの さ。」 と 半分 も i- つたので、 少し 息づ いた 體 である。 

「お前の 知合の 華族ての は、 何て 名前 だな。」 

「まだ 那様 こと を^に して ゐろ のかい。 格^深く立人った^.5をしたとぃふ譯でもなぃんだからね、 


名なん か 知り ゃ爲 ない のさ。」 

「名 を 知らない。 名 を 知らな け や 宅 を 知って ゐろ だら う。」 

「知りません よ。」 

そつけ  i も  かますが ぬめ 

素氣 なく 言 放って、 ii; 紳士の 方な 戌って ゐ たが、 取 出した のは叭 形の 統の If 草 人で、 銀の 延 管 

に |!3{を 詰めろ と、 マッチ を 招っても 招つ てん 吹 込む 風が 刺しい ので、 餘 依ない 顔で、 

「^みません が、 些 とお 火 を。.」 と屮^ になって、 2 側の 神 士へ^ 脊を 向ける。 

見る ともなく 連の の 様子 を 見て ゐた 紳士 は、 まに 灰を敲 いて 默 つて 差 出した。 ラム プが簿 噔 い 

のと、 さして 見る 氣 もなかつ たのが、 差 寄られて みろ と、 夏 の 少し 殺け た顿 から 口元の 仇つ ぼい 

工合、 睫毛の 長い： n: に 何 處か劍 を 有って ゐて、 周 尻の ややお つたの は 全 體の顔 を 強く 見せて るろ C 

夜風が おひお ひ 冷 かなので、 ^ら 塞げに 襟を搔 合して は、 、子と 紳士に ：= を 注ぐ ので あつたが、 

「それにお 前さん、 極少ぃ 時分の 事 だもの。」 

「何しろ 今夜 束 京へ 着いたら、 何處 かへ を 決めて、 俺 も 三 WH は. ガ すろ から、 寬り 話す としゃ 

う、 可い かい。 俺 だって 未だ 話したい こと も あり や、 お前 だって 餘り 好い 心 持は爲 まい。」 

太い 少し 寂び たやうな 聲の 話の 端端、 紳士 は 耳 を 傾けて はゐ たが、 ぎ 列ポの 昔が 刺しい ので 聞え 

もしない ので ある C 


- 四 

「だって 大 磯で 散 I ^つばら 遊んで、 も？ S くこ とん 言 ふこと もなかり さうな もの。 心 持の 惡 いのは 其 

は お 互 さ。 - 

「だから、 三 四日 逗 する から、 お前ん 附 合って くれたって 可 いぢ やない か。 柬京 にや 俺 だって、 

友達 も 大勢 居 やうて もんだ。 事に よったら、 何處 かへ 鉢 を 落つ けて 當分 宅へ 歸ら ねえて 氣も あるん 

で。」 

「ああ、 それ は お前さんの 勝手にお 爲 よ。」 

n.7i まどろ  ？ つねん 

钟士は 何時か 懵 情と 微睡み かけた ので、 、あ 子 は：. V 然と 氣味 惡げに 二人 を 見比べて ゐる。 話 は 段段 

込 人って 來た。 何 かする と 滅入った 調子で 3^ が 熟と 腕 組 をす ると、 女 は 起って 憤れった さう に宽の 

あたり  あき， ひん  ん ぞり 

四 下 を 動いて 居た が、 茅ケ 崎へ 着く と 同時に、 紳士 は不圖 H が覺 める と、 明 瓶 を 枕に して、 蹈反か 

まくら ちと  かの  も の-つ  からだ-つ しろ もた 

へって 鼾 を かいて ゐる の 枕頭に、 寄 添った 被 美人 は、 慵げな 鉢 を 後に 凭せ て、 眠たげ な 目の 片 一 

はんけ ち  ぴ つた 

方に 手 {2 を 押 常て てゐ る。 窓 は 何時か 直り 締 つて ゐた。 

第 六： ナ、 から 大 へ脫 ける お 荷 谷の. s: ベの 方、 子爵 比 企と 門札の 出た 一個の 住 郡が ある。 住 古した 建 

物で、 そして义頓ろ掃1^-の行屆かぬ家でぁるが、 左右に 三 四侗の 武者 憲長 3：: を控 へて、 ^^門のとこ 


くづ やい るべ から キ 

ろ、 箪 頭が 巡査で、 色色の 名札が 出て ゐ ろ。 屑屋 不可 入 はお 定まりで、 武者 意の 一 つから 仕立物 

さすが  めかくし 

：: とい ふ 札 も 久しく 人の H に 着いて るろ けれど、 門. 2： は 有 繁に玉 川 砂利が 敷いて あって、 H 隱の 

松の梢 越しに 狩 野 虱の 古雅な 衝立、， 庭 は黑板 街で 圍 うて あろが、 右 は 打 遠 ひの 勝手口から 始屮 終の 

あ ひの 二 くろぶち  5 すぎた な 

ら のら 出 人り をして ゐる、 雑種 黑 斑の 犬の 簿 汚さ 加減と いふの は 有るまい。 

さん- c-i ん  あだま かキ 

たしか 參遠 あたりの 某 藩主で、 --儿 老院の 頭數に 人って ゐ たこと も ある 故 子爵が 亡くなつ てから、 

今の 比企寬 とい ふの が 家督 を繼 いたので あるが、 財 產は四 五萬圓 以上と も 謂ったり、 高高 一 ニニ 千と 

もい つたり、 故 子爵の 素行が 治まらなかった から、 負^が 殘 つて ゐ るとの： 説 も あるが、 去年まで 慕 

もり  ゐま はり  . 

欝と生 茂って ゐた居 周の 森が、 此頃 大方 伐ら れて、 代りに 五六 軒の 貸家が 新築 さるる ところ を 見る 

と、 學習院 の 教化 も 可 恐し いもので、 當年 三十 三 歳の 比 企 子 は、 毎朝 毎朝 楊枝 を 使 ひ 使 ひ、 庭から 

脫 けて 貸家の HI に 日に 出来 あがる の を 見廻ろ ので ある。 それ はの つべ りした 顔の、 色の 白い、 脊の 

高い 男で、 時と すろ と 庭の 垣根 を 結へ てゐ たり、 尻 端折で 土 掘 を 遣って ゐろ こと も 有る。 

比 企 子 は 今 路地 庭に 臨んだ、 居 問の 椽 側で 楊枝 を 使 ひながら、 新聞 を 讀んで 居た が、 棒 樫 4 澥の 

梢 を.， U つて、 段段 日が 赫赫 i 一って 來 るので、 急に 洗 手 を 使って、 椽傳 ひに 次の 書院 作の 十疊へ 人る 

ね どこ  さ  の， ひの. ひ  てい  ゅヅた -ゥ まゐ 

と、 其 處には 今 蚊帳 を 取 外した ばかりの 寢 所に、 然も 氣の 暢暢 した 體で、 夫人が 優りと 熟睡 をして 

居る。 年 は 二十 四 五 歳の 小柄ら しい 女で、 細い 髮 の？； I くないのに 眉が 尻 こけ をして ゐ るのと、 痩せ 


一 六 

•「 すか は やや あ .J- ざ  すきと ほ  ： ， -、 匚/ 

てゐ るのと で、 何となく 淋しい 顔で あるが、 薄皮の 較蒼 白めながら、 透 通る ばかりの 皮膚の 色 笑 

はば か 口元に 笑播が 彫られ さう である。 平庭から 習 習と 吹來る 朝の 微風に、 紊れた 丸 驚の 餐の毛 

は輕く 動いて、 乳の あたりから 下 を 覆うた、 郡內の 夜着の 上へ 仲べ た 指環の 手が、 動 もす ると 意な 

く 指先 を 動して 居る。 

庭の 彼方、 樹林に ひ 鯛 の聲の ー咼ぃ 今朝の 風の 冷 かなのに、 度 を 失うた 蚊が 一 羽、 寢顏 の.？^ の あた 

り を 去らぬ ので、 比 企 子 は 阒扇を 取って、 輕く塌 ぐ 途端、 夫人 は 太い 引 息をして、 身 動 をす るかと 

見る と、 私と： E を睜 いたので、 ^!.6に煽ぐ手を後へ組んで、 中腰に なった。 

「E が覺 めた ね。 氣分 は甚麼 だい。」 

と 言 ふと、 捲 くれて ゐた 中形の 縮の 袖 n を 仲して、 夫人 は 私と 頭 を 擦げ ようとす る。 

去年の 春、 家督 相鑌と s; 時に 結婚 をした ので、 或實業 家の 娘と いふので あろが、 名は牧 子と いつ 

ここ  どらし  とみ 

て、 高等の 敎 育が あるから、 此へ來 てから、 亂次 なく 紛亂を 極めて ゐた比 企 家の 家政が、 頓 に引締 

つて 來た —— 恐く 評判の 宜しくない、 前の 子爵が 亡くなつ たからで も あらう が。 

「今朝 は 誠に 好い 心 持で ございます。」 と 庭先 を 眺めて、 

「此 分なら 大した こと も 有ます まいで 御座います。」 

「然し 陽氣 が陽氣 だから、 用心 せんと. T かんよ。 お前に 寝られる と、 宅は眞 闇で 法が 着かん の だ、 


ああ。 不圖 すると、 何ぢ やない 力と 思 ふが、 然ぅ でもない？」 

と 夫人の 顔 を 打 戌る と、 小さい 兩 手で 餐の處 を 押へ ながら、 耳 朵の邊 が 赧んで 来る。.. 

「何も 勉めて 起きる に は 及ばん の だよ。 牛^でも 飮ん では 何 だね。」 

こんち 

「いいえ、 今日は 何 か 起きられ さう ですから、 後で 戴き ませう でございます 。一と 布阐の 上に 起 直つ 

て、 だらけた 細帶 をー极 しごいて、 結 直した。 

「これから 何 だね、 いよいよ 唤が 居る ことに なれば、 此 また 手 數が掛 ろね え。 何かと 面倒 だけれ 

ど、 何も 餘 儀ない 次 で。」 

「却って 脤 かで 宜ぅ ございませうよ。 實 家なん か は 妹が 一 一人に、 從 妹が 一 人で ご V- いませう、 隨分 

紛擾して は をり ます けれど、 其 代り 何 かの 折 は、 誠に 面白い ので ございます よ。」 と 少し 4^ 込と、 甘 

ちつ 

たるく や ：！ の 纆れる 物の 言 やうで ある。 

「兄弟 は 又 格別 さ。」 

「でも、 本 統の御 姉 様のお 孃 さんな ので ご-ざい ませう。」  ， 

「然 うね、 本 統の娃 は ilf だが、 その また 父親が、 繪具か 何 か 弄って 居って， 碌な 繪も 出來ん 癖に、 


高慢 風 を 吹かす のたら う。 んぅ彼 i4 一十 六ヒケ ににんな らうが、 相. i{ ら ず w 舍 廻りの 平凡 畫^ とレ ふの 

だから、 娘の 敎育 など は 5 心 ひも 寄らぬ 事な の だよ。 まあ 様子 を 見て i. 解る が、 他で は 人中へ も 出さ 

れぬ 始宋、 當分は 一 つ 山 出 を 使う 意で、 小 使で もさせて 置かう とも 思 ふの だよ C  i 

「お 可愛 さう に、 然ぅ もま ゐ ります まいが、 本當に 面白い お 子で ございます のね。」 

1 此. 「と は 物が 解ろ か 知ら。 1 

「なかなかお 悧巧 さう でございますよ。 何しろ 敎# がない のです から、 那 です けれど、 學 校へ でも 

お出に なれば、 屹度 可いだら うと 思 ひます の。 へ r-nl はもう 何方へ か 行し つたんで せう。 一 

「今朝 早く 卜 部へ 行った よ。」 

こんら  y-t 

「おや 然 うです か。 では 今日は 淋ぅ ございま すね。 他で 色色 面白い お 話 をな さ ろんで ございます 

よ。」 と 思 出 笑 をす る。 

「へえ、 他で 何 か 口 を 利く のかね。」 

「お利きな さろ 段ぢゃ ございません とも。 色色 彼方のお 話なん か 伺った のです が、 誠に 罪が なくつ 

いらつ  ちょい  > 

て 在し やる から。 です けれど、 何處か 些と變 でございますね OJ 

「變 だと も、 丸で 常識がない の だものね。」 

「それに 祌經 が、 大變 過敏で 在し やる から、 些 とだ 附が惡 いかと も 思 はれろ ので ございます が。」 


と遲 うた。 比 企 子 は 熟々 其 顔 を 戌って、 

r 然ぅ あらう ともね。 一 鉢 姉が 那 云った やうな、 妙に 欝 いで をる かと 思 ふと、 また 度外れに I- ぐ。 

第一 顔から して 風つ きが 似て ゐる. よ。 其 邊の ところ は、 切 角お 前に 嬌 めて 貰 はなく ちゃな らんよ。」 

どう  ひとし 

「何 致しまして。 私よりか 均さん の 方が、 差 詰め 適任で ございませう。」 

「それ はま あ、 連れて 來た當 人 だけに、 均の 引 背負 ふの は 勿論で は 有る がね、 また 女で ない と f け 

ん 場合 も あらう から 0  J 

夫人 は 何した のか、 急に 横 を 向いて、 床の 問の 籠の 花 活に揷 した、 桔梗の 萎び かかった- S を 見て 

ゐ たが、 突如に、 

「まあ 可 厭です こと。 未だ 那麼 もの を 活けて あるんで すね。」 と 眩いた。 

ひ あ ふぎ  す  ，rl が 

「今度 は 干 射 か 何 かに 爲 ると 可い ねえ。」 と 氣色を 候った。 

1 ひ.. あ ふぎ  にえきら  S ん やり 

1 射 干 も 可う ござ，.， ます けれど：：。」 と 煮 切ぬ 返辭 であるので、 子爵 は 何處を 見る ともなし、 茫然 

口 を 開いて 見遣る 緣 頭へ、 

「ぉ早ぅござぃます.^と金緣眼鏡の小作の神士が現れた。 


二 〇 

これ は 横 村と いふ 驟物 學士 で、 眞 先に 新築され た、 比 企の 貸家へ 來 たのが 先先 H:、 今のところ 職 

業は鑛 山の 鑑定と 云 ふので あるが、 當年 三十 歳の 獨 法師で、 年取った 女 を 使って、 時時 車で 外出 を 

す ばら  ス なり 

する かと ふと、 三 四日 も歸ら なかったり、 豪し ぃ身牲 をして ゐ るかと 見る と、 急に また 質朴な 書 

生 風で あったり、 家に は 成程 色色な 鑛石 を澤山 もって ゐ ろが、 生活の 模様が 頗る 希有で ある。 先月 

の 初めから、 飛 驊 の 方へ 行って 居た のが、 昨今 歸 つて 來 ると、 其處に 無類の 銅鱭 脈を發 見した か 

ら、 金主 を 見 着ける 運動 をして ゐ ると いふので、 其と なく 脈の 有望なる こと を說 いて、 內 內比企 子 

を 釣 込う とする 口吻 も 見えた。 近頃 無性に 金の 有難 味を覺 えて 蓄財に 渴 して ゐる比 企 子 は、 多少 其 

の 口車に 乘 せられた 氣 味であった が、 義弟の 均が、 其危 險を說 いて. 挹村は 一種の 山師で あらう と 

謂った ので、 急に 思 止まった ので ある。 

楷村は 素朴な やうな、 親切な やうな 調子で、 

「奥さん、 御 病氣は 如何で ございます。」 と 細い 調子で、 

こんち 

「はい、 有難う ございます。 お蔭 を 持ちまして、 今日は 餘程 {1 いやう でございます OI 

「道现 で、 大分お 顔の 色が お 宜しい やうです よ。」 

と 何か袂 を播撈 つて ゐ たが、 難しい 顏 をして 取 出した のが 一 つの 罐 詰で、 

「これ は 近 -0、 僕の 友人が 發 明した 米の ジャムなん でございますが、 召 あられなかったら、 gl 王 犬 


にで もお 遣 下さい まし。 發 明の 常人 は殊の ほか 効能 を駢べ 立てる のです けれど、 其 程 結構な ものち 

ちょつ  > 

や 有りません。 然し また、 些と 希し うご-ざいます から。」 

まくらもと 

言 ひ 言 ひ 榴村は 手 を 仲して、 枕頭の 方へ 押 遣つ た。 

「それ はま あ、 毎度 頂戴ば かりして 居りまして。 有難う ございます c」 と 夫人が 挨拶 をす ると、 槽村 

は 少し 反身に なって、 311 を ぱちくり させて 居る。 

「何です ね 櫓 村さん、 金 主 が 着き そ うです か。」 

比 企 子が 突如に 口 を 利いた。 

てい  しばらく 

槽村は 意外とい ふ體 で、 少時 その 顏を 見て 居た が、 急に 冷 かな 調子で、 

「はい、 有難う、 お 薩で何 か 成立ち さう です。」 

と 外方 を 向いて ゐ る。 

「はは あ。」 

な あに  のつ け  ぶつつ 

「何 有譯は 無い のです よ。 劈頭から 大した 金 を 注 込む 譯ぢ やない のです からな。 巧く 脈に 打 突かり 

し  こっち  あなた  のんき 

さへ 爲 ますり や 此方の ものです。 何ですな、 貴下な ぞ然 うやって 遊んで ゐて、 暢氣に 大金 を 儲ける 

に は、 是非 竊山を 行って ごらんなさい ましよ。」 

「！^りゃしませんかね。」 

E の ゆ くへ  二 1 


ニニ 

「そり や？， ：5 くす ると、 招らない とも 限りません さ。 然し 其 は 此方の 見込 次第で。 ：： けれど、 まあ 

-  まづ  いらつ 

ik% ものに 手 をお 出しな さらない 方が 可い のですな、 先 地所 家宅で も 買 込んで、 手堅-くやって 在し 

やる 方が 安心です よ。」 と 嘲む やうな 調子で。 

「いや、 私 はね、 此で隨 分 何でも 行って 見やう とい ふ氣が あるので すがね え。」 

「貴下が。 へ え。」 

「幼少の をり 頭 を 馬に 蹴られた のです よ。 其から とい ふ もの は 深く 學問 をす るで もな く、 頓と隱 居 

じみて 了った のです が。」 

「それで は腦 がお 惡ぃ のですな。」 

「ilg 腦が宜 くないの です。 其です から、 學 問の 方 は 休して 了って、 何 か 骨の 折れない 金 儲が あつ 

たらと、 思って 居る のです が、 借ない ものです よ。」 

「でも 株なん か は、 大分お 持ちの 方で。」 

「少し は 有ります がね。」 とい ふ 時、 此 もとへ 饗き來 たの は、 玄關の 索 鈴で。 

八 

問 もな く 子爵の m ろへ 來 たの は、 家扶の 牟 部と いふ 四十 恰好の 男で、 希臘の 武士に でも ありさう 


&  s,  せん ひら 

な、 巖疊の 骨格、 づん ぐり むつく りと、 衍の 短い 着物に 五泉 平の 萎えた 袴 を 着けて ゐる。 

牟出部 は  一 ばかり 隔てて、 何 か 言 はう として、 忸扼子 81： の 面 を 見て ゐろ。 

「何た。」  . 

おしぬ ぐ 

「は c」 と 鼻の 先 を 推 拭って、 

「ちょっと、 御前へ 御 面 が 致したい と 中し まする ので。」 

「私に。 誰 だ。」 

「それが 其の。」 と 切 出し かねてる る。 

「名 を 聞いたら 可 いぢ やない か。， 一 

「は。 司 ひました ところ、 名 は 巾 あげず とも、 御前に お： E にか かれば 解ります と、 恁樣に 申します 

ろので。」 

「甚 ili 人 だえ。」 

「一 ー十六七の^！人でござぃまするが。」 

を かし  どんな 

「お 人？ はて ^HilK いねえ。 麼風 をして 居ろ え。」 

さ や-つ  まづ  みなり  いづれ 

「然^；^でござります、 先尋 《£ の 身粧で ござります るが、 孰 かと 申せば、 洒落た 風俗と でもい ふので 

ご ざ いませう かご 


二 四 

子爵 は 夫人の 顔 を 見て、 其から 稱 村の 方 を 向く と、 彼 はくる くろした の 中に、 笑を湛 へて、 捂 

ゆす 

しさう に 身 を搖 つて ゐる。 

「誰 だら うね、 お， M 心 常り はない かえ。」 

「さやう で 御座いま すねえ。」 と 愛らしき 周を舉 めた が、 

「も 一 度 名 を 聞かしたら 如何で ご. ざいます。 - 

「それで は牟 m 部、 お前 名 を 伺 ひたう ございま すと、 然ぅ 言って ごらん。」 

ひきさが 

牟 ffl 部 は 畏まって 引退った。 玄關の 方で、 何 か朗な 好い 調子の 女の 挨 移が 聞え る。 かと 思 ふと、 

ぶつ  みろ みる か： i 

熟と 耳 を 澄して るた 比 企 子の 顔色が、 看看變 つて 來る。 

おし もんだ ふ 

「何 か 推 問答 をして るる 様ね え」 

と 比 企 子 は 目の色 を變 へて、 起 あがらう とすると、 樹 村が、 

「さて、 又 伺 ひませ う。.」 

「まあ、 お 宜しう ございませう。 - 

比 企 子 は 憤れた 氣 味で、 枏 村に 介 はず、 衝と 出て 行った。 丁度 玄關 口へ 行かう とすろ 途端、 引返 

して 來た牟 m 部に 出 I" した。 

「何 だって。」  . 


「は。 えいと、 姓名 は舂 井關と 申す さう にごさり ます。」 

比 企 子 は、 はっとした やうな E 色で、 

くちの .ゥ ち 

「春 井關い：— と 一 一三 度 口中で 繰返して 居た。 

「そして 甚麼風 だえ C まあ 人の 妻 君と いった やうな 女で？」 

「然樣 さう に 見受 けます るが C  .  I 

「居ろ と 言った か。」 

「はッ C  I  .  . 

どぎ まぎした 鉢で、 比 企 子 は 後へ引 返して、 夫人の 側へ 來 たが、  . 

「お 解りに なりました か。」 と 夫人 は 胡 散く さい 目色 をす る。 

「さあ、 或は 國にゐ る 時分の 知合 かと も 思 ふが。 ：： まあ 會 つて 見やう ねえ。」 と 制斷を 仰ぎ 顔で あ 

ろ C 

「お 差 支の ない 方なら、 ぉ會 ひなす つた 方が 可う ござ い ま せ う。」 

「ぢ やま あ、 應接窒 へ 通して おくれ c」 と 命じた が、 念に 乂、 

「これ。」 と 呼び返して、 

「別に 薄汚い 風 をして 居は爲 まいね。」 


二 六 

「決して o」 

「可し、 1.？ し。 今會 ふから。」 と 漸く 決しる と、 牟田部 は まごまごしながら、 再び 玄關 口へ 出た。 旣 

に 庭へ 下 立って、 其 慮此處 動いて 居た 栂村 は、 

「お客様で すな。 然様なら。」 と植 込の 横手へ 罩 むる、 マニラの 烟を殘 して 去った。 

應接 室と いふの は 玄關を 上って、 取!！ 5 の 左の 八疊 で、 入る と 正面 一 間の 床に 伊川 法 印の 一 軸、 靑 

磁杵 形の 大 花瓶に、 芒と 芙蓉が 無造作に 投 込んで ある。 比 企 子が 衝と 入る と、 女 は ぼつぼつ 汚點の 

すべ  5 めね すみ 

出來た 小豆 革の 布團を 退って、 慇 勤に 其の 坐る の を 待って ゐ ろ。 水淺 黄の 紹の襦 神の 上が 梅 鼠の 明 

し 二ん  ほヅそ  す. I;- 

石、 帶は 瀨の 紫紺 を 締めた 胸の 細りして、 揚 捲の餐 を 引 詰めた 中高の 顏に、 ぱっちりした H の淸 

しいの が、 最ど引 立って 見える。 じろ りと 見下して 坐り かけた 比 企 子 は、 急に 緣 側へ 出て、 

おいや  のち  し 

「爺、 少し 水 を 撒いて お掃きよ。 其で なけり や 後に ぉ爲ょ C 埃が、 こら。」 

あしら  なり  おいや 

聲を かける と、 庭 境の 板 * 際、 少し 小高い ところ、 五六 本 的った 姿の 好い 松の 際 を 掃いて ゐた爺 

は、 遽 にお 辩義 をして、 悄悄 立 去った。 

比 企 子が 上段へ 坐る と、 氣可恥 さう に 身 を 竦めて ゐた女 は、 慇 勤-に 兩手を 支いて、 


「其 後 は 誠に 暫く。」 と發 揮した 調子で ある。 

「いや 何も、 お 珍しい！」 と 餘所餘 所し く挨 接を爲 ながら、 忙しく 圑扇を 使 ふ。 女 は附穩 ない 顏 

で、 忸^ して ゐ たが、  - 

「何で ございま すか、 勝手が 解らない もので 御座いま すから、 此方へ 伺って 可い やら、 惡 いやら、 

實は 一 度 は 伺 ひ 申したい と 存じながら、 遂遂控 へて をり まして：. 。 I 言 淀む。 

_ 否、 實は 誰かと 思って ね、 fo; 女が 來 やうと は 思 はない ものです から、 大に面 陰った ところ。」 

「然様で ございませう とも。 突如に 伺ったり 何 か 致しまして、 定めし：：。」 と 氣色を 候 ふと、 彼 は 

庭の 彼方へ、 張の ない 目を据 ゑて、 大様に 構へ て 居る。 

「あのう、 此頃 は、 もう 悉皆お 丈夫 さう でございますが：：。」 

「ま づ惡く はない 方です がね、 IK 張 何も 發揮 しないので、 唯恁 やって、 茫然 日 を 送って ゐる 始末で 

す。， 一 

少時 伏 H: になって、 關子は 淡 紅 ij の 手帕で 指頭 を 包んだり、 解いたり して ゐ ろと、 比 企 子 は をり 

わざと  み や 

をり 故ら しい 咳 拂 をして、 ちょくちょく 女の 方 を 見遣って 居た が、 奥の 方で、 女中 を 呼ぶ 愛らしい 

甲高な 夫人の 聲が 聞え たので、 俄に、 

「そして 今度 は 何して お出な すった？」 と 妙に 焦燥す る 鉢で。 


二八 

女 は g と IH を擧げ て、 屹 となった が、 む づむづ と 簿ぺら な- #の あたり、 何 か 冷笑の 氣 味を帶 びて 

ゐる やう、 かと 見る と nz のうちが 段段 險 しくな つて 來る。 

「さう 有 仰る と、 何で ございま すか、 私 も 誠に、 お 伺 ひ 申した のが、 今更：：。」 

と 言 差して、 急に、 

まヅ くら  か-つ 

「女と. e. す もの は、 それ は 誠に 氣の狹 い、 思 詰める となり ますと、 もお 先眞簡 で、 恁 やって、 力 

ましく お尋ね 巾した やうな 譯： ：。」 

と 左の 手を疊 に 支いて、 俛 きながら、 沈んだ 人可懷 しげな 聲音 である。 比 企 子 は 低い？ K で、 

さ. 3  まヅ たく  いひ わ け 

「いや、 何、 然 云ふ譯 ではない が、 眞 筒のと ころ 餘り 意外だった もの だから。 I と辨疏 をして、 用心 

深く 相手の 顔色 を 候って るる。 

一 鉢が 氣の， i おい、 其 癖隨分 大風な、 何處か 茫然した 若様 育ちで、 威張らし ておけば 疳癖も 募る の 

であるが、 打 伏せれば 羊より 順し い 質な ので ある。 彼 は 意地 氣 なく 肩 を 窄めて、 

「それに 近顷、 少しば かり 作 事 を 起して ゐろ。 E 舍 から は 姪が 來 ろし、 病人 は 有る し、 何や彼や 氣 

が くさくさして ゐる 矢先 だもの だから、 遂 それ。」 

と 底の ない 笑 方を爲 た。 

「まあ、 一と 眉を攀 め攀 めして ゐた關 子 は、 


「それ は、 飛んだ 處 へお 邪魔 を 致しまして。」 

と 世辭笑 をす るので あった C 

此で些 と、 比 企 子と 彼女の 昔 を 話して おかう。 

比 企 子 は 自身に も 言って ゐる 通り、 十七 八 歳の 頃餘り 健な 鉢 力でなかった から、 馬術 弓術に 耽つ 

て 居た ので あるが、 或 時搖れ 出した 馬 を 御し きれず、 過って 腦天を 蹄に かけられた ので、 釗 しい 腦 

病 を 患って、 一時 は 幾ど廢 人の 形であった。 其が ため 學事 は遲れ る、 頭の 或 部分 は 麻痺して ゐるゃ 

うなので、 到底 難しい 研究に は堪 へがたい とい ふので、 道樂 半分 西洋 畫 ややり 初めた ので あろ C 然 

うまれ 

れどー 鉢が 美術家に は 產てゐ なかった からで も あらう が、 頭が 快くない ので あろから、 二三 年勉强 

した 果、 到底 藝術家 骨がない との 衆評 を 得る に畢 つた。. 11: 等の 希望 を も 有たず、 ズ 意義の ある 事と 

いって は 何も 行って みず、 と 言 ふ靑年 は、 恐く 一人 も 居ない ので あろが、 若 居た とすれば、 比 企 寛 

子の 如き は 取りも直さず 其 一 人で。 

のみなら キ  よ そ  しょ ヅち 5  ぶに- 

加 之、 先 子爵の 家庭が 亂脈を 極めて 居た ので、 彼 は 其 煩を餘 所に 見ん ため、 始中 終飽を 提げて は、 

あさ  ある 

東京 附近の 景 隊を獵 り、 相 州から 房 州、 常 陸、 下總の 山と 海 を 追 ひっつ、 カンバス を 移し 行いて 居 
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た。 不朽の 色 を カンバスの 面に？ S め やうな どの 野心 は 無かった が、 華族の 畫師 とい ふので、 所所 救 

迎 さわろ と！： 時に、 地方に 多くの 知己が 出来た 中に、 絶えず 利根 川 河畔で 出会 C して は、 各が じし 寫 

した 输の 批判 を爲 合った の は、 此も 東京の 青年 畫ェ 小柳翠 美と いふ 男で。 

然し、 それ は 今此に 叙すべき 人で は あるまい。 

比 企 子が 跳 子の 町で、 圖ら ず、 少時 自然 を 捨てて 人 を 書いて 見やう と 思 做った 動機 は、 哀れな 一 

人の 娘 を 見た からで ある C それ は、 或 實業圑 鉢の 事務所に、 僅の 俸給 を 貰って ゐた 爺さんの 孤兒 で。 

旅籠 屋の騷 騒し いの を 嫌って、 廿歲餘 の をり、 比 企 子が 一 夏 逗留して ゐ たのが、 其 爺さんの 浪宅、 

しま ひ  ほと  は •* 'どい  ふるま 

親切な 人であった から、 終に は 幾ん ど 家人： E 様になって、 比 企 子が 爲 たい 方 題の 我儘 を 行 ふと、 舂 

井 老人 は 半生の 經歷を 語って、 此 珍客 ケ 喜ばさう とした。 それ は、 高祖父と 祖父が 築き 成した、 家 

あやまち 

と藏と 船と を蕩盡 したと いふ、 過の 多かった 條悔 話に 過ぎぬ ので あるが、 詰らん 自負の 高い 春井老 

人 は、 其 を 功名 話と 心得る のか、 晚餐に は 毎ん 其片々 の 閱歷の 一局部 を 物語って は、 陶然と 醉 うて 

來 ると、 譯も なく 浮れ て、 若い 聲で 自慢の 歌を謠 出す。 荒れて 冷たい 大玄 關の內 より、 結句 比 企 子 

に は此が 面白かった ので。 

娘の年がト^^、 老人が 何處 からか 引 張って 來た 後妻の 子で、 又 老人の 一粒種で あつたが、 稚ぃ時 

分に 母 を 亡くした ので、 家事 は 一切 自分の 手で 始末 をして、 其 は 評判の 高い 悧巧 ものの 美人で あつ 


比 企 子が 讃 めて モデルに 爲 るので、 老人 は笑談 半分、 乘 京へ 歸 る 時分、 共共 滚 車に 載け て、 ：！： れ 

は 廣ぃ星 敷の 召使 ひに なりと、 ，SJ 言 ふの を、 比 企 子 は、 お前が 亡くなったら 是非 世話 を爲 やうと 言 

つた 事 もあった。 其から 奥方に 爲 やうと 言った こと も 有る。 

段段 娘 は 比 企 子に 眤んで 来た。 毎 も 東京の 邸の 様子 を、 根 問 ひ 葉 問 ひする のが 癖で、 話して 聞か 

すと 何となく 嬉し さう に、 自分の 想像 を 逞しう して 居る、 或 大望が あると すれば、 其が 充 されつつ 

あるかの 目色であった。 

比 企 子 は 其 翌年の 夏 も 亦、 衆 京のお 土產 をし こた ま 鞠に 詰めて 春 井 を 訪れた。 老人 は 意外に 衰へ 

て 了って、 もう 歌 どころ では 無かった が、 其と：^ 比例に、 娘 は 十六 歳の、 悉皆 緒が 着いて、 顏も艷 

やかに 色づ いてる た.^ 

十一 

よりよ り  ひんる  どんな 

寄 寄 養子の 話な ど をす るので あつたが、 へ マ は 貧窶な 小世帶 に？ i 齪 して ゐて も、 何時 甚麼， 運が 輝い 

うち  か しづ 

て來 て、 自分 は廣ぃ 宅に 住って、 好い もの を 着て、 召使に 侍 かれる 身に ならぬ とも. 限らぬ、 と 言 張 

るが 娘の 癖で。  . 


三 二 

ナれど 4- 企 子 は、 敢て si はう とい ふ惡氣 があった ので はない が、 又 前年の 約諾 を斷 行しょう と 

いふ 氣 もない ので、 鬼 角 は 一月の 餘も 逗留して、 大な 娘の 肖像 畫を携 へて 歸 つたので ある。 

其 翌年 は 他の 方面へ 出かける、 秋の 末つ方 i 一と 姚 子へ 寄って 見た が、 何した のか、 春 井 老人と 娘 

と は、 もう 額の 家に は 居なかった。 先 好い 鹽 梅と 思つ. たが、 亦 何となく 本意ない 念の、 何處 かで 又 

吃 度 逢 ふべき ものの やうな 感が爲 たので ある。 比 企 子け 赏際、 今の 夫人と 結婚式 を舉. ぐる 迄、 後生 

大事と 彼の 拙い 肖像 畫を、 ：！$ 問に 飾って 居た。 

春 井關 子と いふの は此 娘の ことで、 一昔 過ぎた 今、 此 女が 襲ひ來 やうと は 思はなかった。 少時 は 

ill して 居た が、 何 か 落着かぬ 様で、 比 企 子 は 俄に 立って、 

「いや、 然程 迷惑 をして ゐ るので は 無い が：：。」 

と I 一^ &て、 奥の 方へば たばた. つて 行く。 元の 座敷へ 來 ると、 床 は 旣に取 除 けられて、 只 看ろ と、 

夫人 牧子 は緣 先で 洗 手 を 遣って 居る C  . 

「もう、 起きても：？ いの かい。」 と 側へ 寄った C 夫人 は 跪 坐んで、 手拭で 手 を 拭き 拭き、 

「え、 え" う 大丈夫です。」 と 元 氣 らしく 言って、 

,  ただ 

「貴下 お客様 は 何うな さいました ので ございます？」 と 凡なら ぬ： E 色で ある。 

あすこ 

「彼處 に 居る よ。」  . 


「何です か、 大層 好い 女です つて、 牟田 部が 然ぅ 言って 居ります の。」 

けれど 比 企 子 は、 目 を 丸く して、 夫人の 面 を 守る ばかり。 

「 一 鉢 何です の。」 

「何 有、 何時か 些と會 つた 事の ある 婦人な ので、 けれど、 もう 餘程 以前の： ：。」 と 言定ん だ。 

「御友 人の 御 夫人で でも、 お 有ん なさる ので ございま すか。」 

「まあ， 然 云った やうな 關係 だけれ ど、 お前の 知った 人で はない。 何 か 話が ある 様子 だが、 m した 

もの だら う e  , 

夫人 は 澄した 顔で、 

「御飯 は 召 上りません か。」 . 

「さあ。 ： ： 今に 歸る だら うから。」 

夫人 は 「さう。」 と 愛 相の ない 返辭 をして、 急急臺 所の なへ 出た。 

悄悄 應接窒 へ 戻る と、 關子 は見迎 ふる H: に媚を 作って、 

「お 忙し さうな ところ、 誠に 相^み ませんで ござい す。」 調子が 可 恐し く碎 けて ゐ る。 

「色色 伺ったり、 お 話 申したり、 寬 りお 目に かかりた う 御座いま すが、 貴下 御迷惑で ご. ざい ませう 

か、 勿論 御迷惑 は 知れ 切って は 居ります けれど。 - 


一 1 一四 

「^^、 一  向 迷惑で はない が。 J と 座の 左右 を 見 il した。 

「では 是非、 ： ： と. 5. しました ところで 寳は悟 棒 もので 恁 やって 伺った 位で ございま すから、 何で 

すか 恁ぅ更 つて 何から お 話 をした もの やら、 薩張 勝手が 解ら なくなって 了った ので ご-ざいます。」 

比 企 子 は 連り に 不安の E 遣 をして 居た が、 

「實は 私 も、 其 後久し く 書 を 休して ゐる もの だから、 一向 出かけ も爲 ず。」 と獨 語つ やうな 挨拶の、 

いっても 着かず、 けろ りと 庭の 方 を 向いて る。 

十二 

關子は 少時 呆氣に 取られて 居た が、 

r 隨分、 書で は苦勞 をなさい ましたの ね。」 

「s^、 え i の氣 保養 かたがた。 ：： 加 之 去 ijl. 結姘 をして から は、 家事 向の 事 は 一 切. M べに 任して 了って 

あるから、 私 は 先 づ若隱 居の 格で、 何に よらず、 私 一箇の 意見で は 可け ない ことにな つて ゐる。 お 

句 此方が 暢氣で 宜しい。」 と 又 高 笑 をした。 

「まあ 然 やうで ご. ざいます か、 一 向 存じませんで ございました。」 

わか * 

「奥 は 又 私と 違って、 極緣密 な考を 持って 居る。 年の 少 いに は 感心に 宜 くして くれる し、 來 てから 


とい ふ もの、 家が 何となく、 きりり と 引 締まって 來 たやうな ので、 以前の やうに 餘り 外へ 出ようと 

も 思 はず。」 と 調子に 乘 つて、 うかう か 辯 じた。 

i  A  ゐ f- まひ  —ばた た  いなづま 

只 看る と、 關子は 返 辭も爲 ず、 急に 居住 を 正して、 虔 瞬く 凉 しい H が電の やう、 口元に 嘲笑の 氣 

味を帶 んでゐ る。 比 企 子 は 低い 調子で、 

「そして、 i! 貝 女 は 其のち、 何 爲てゐ ました。」 

「私？ いいえ、 もお 可 恥し いことば かり、 巾し あげた 處で 始まりません o」 

「實は 翌年の 秋、 些と 寄って みたが、 もう 彼方に はお 出でなかった。」 

「然 やうで ございまし たか。 私 もね、 父が 亡くなりました ものです から、 i 所へ 引取られたり、 奉 

公 をし ましたり、 種種 難儀 は爲 ました けれど、 正 可の 時 は、 比 企さん て 方が あるから、 何 かして 下 

さる だら うなん て、 隨分蟲 の 好い お 話です けれど、 然ぅ 思つ ちゃ、 幾分 か 心丈夫だった ので ご. ざい 

ますよ、 眞筒。 一と 帶 から 莨 入 を 探って、 三四服^5績けに喫して炳を輪に吹ぃたので、 比 企 子 は默っ 

て n 木氣に 取られて 居る。 關子は ぼん ぼん 叩いて、 

あなた  あのと き  いろん  からお  はす 

「貴下 も 彼 時 は、 種種な ことな 有 仰い ましたの ね。」 と 鉢 を 少し 斜 にして 笑顔 を 作る e 

「いや、 彼 時の 事 を 言 出される と、 私 も 面 H: がない。」 

「私 は 何です か、 今日 恁 やって 伺った の は、 態態 困らされ にで，， >參 つた やうな ので、 御挨 接の 巾 あ 


三 六 

げやう がない ので ござんす よ。」 

「然し、 些と 披露までに。 - 

あなた  ひど  おっしゃ 

「御 披露 は 誠に 結構なん です けれども、 貴下が 又、 酷く 當 つけが ましく 有 仰る ものです から、 私 だ 

つて 遂遂 僻み 魂 性 か 何 か 出ようと いふ もので ござんせ う。」 と 輕輕に 一一 一一 11 去って、 手 巾で 目 を 推 拭った。 

「いや、 決して 然云ふ 意で はない：：。」 

「です けれど、 贵下 も隨 分、 お 酷 いぢ や ございま せんか。」 

「\^ 力 *5 レ 9.. 」 

「だって 然 うぢ や 有ません かね、 やって 唯 さへ 棒 律して 居ります もの を、 遂拂 ふやうな 權漠か 何 

むやみ 

かで、 妄に 脅かしな さる ぢゃ 有りません か、 何 ぼ 何 だって、 人情ても の は 然した もの ぢ やなから う 

と 思 ひます の。， I 

と 相手 を 見る と、 罪のない 顔の 驚いて、 HI ばかり ぱちぱ ち連瞎 いて ゐる。 

「それ は隨分 久しい 事です から、 多分 那樣事 だら うと は 存じて をり ました やうな ものの、 又 種種 自 

分 勝手な ことば かり 考 へたり 何 か 致し ましてね、 一度お 目に かからな いうち は、 何です か氣 が^ ま 

ない といった やうな 勘定 だんので すから、 極の 惡 いところ を、 小くな つて 參 りました の。」 

默 つて 了う と、 戕に 森と した 邸內、 築山の 方で、 夫人の 聲 がする ので、 關子は 今更 募げ て、 


「初めて 伺って、 つけつ け 物な 言 ひまして ノーと 伏：：： になった ので、 

お ほ 

「いや、 其 は 一向 構 はない。 然ぅ言 はれて みると、 私 も大に 工合が 惡 いが、 決して 忘却した 譯 では 

ゆつ く 

ない。 何 か 又 話が あるなら、 寬り 聞く として：：。」 

きょろきょろ  そろそろ  かいつ くろ 

と 言 さして、 8«翟 庭の 方へ 目 を 配って ゐ るので、 關子 は氣を かへ て、 徐徐 歸り 支度の、 襟 を搔繕 

ひながら、 其方 を 見る と、 植 込の 繁 越に 見える の は、 正しく 夫人であった。 

十三 

い とま 

「それで は、 もうお 暇に 致し ませう c」 

おち ひき  つ  たち 

關子 は思斷 つて 衝と起 あがった。 玄關 口まで 送って 出た 比 企 子 は、 物 足りぬ やうな 眼 色で、 うつ 

とり 其 後 姿 を 見送って 居た が、 急に 氣を替 へて 入らう とすると、 入替 りに 入った の はへ ルメットの 

紳士 均で、 比 企 子 を 見て、 帽子 を 除って 足 を 速めた が、 上 框の處 まで 來 ると、 會釋 をして、 

「只今 女の 客が ございましたら う。」 

「ああ。」 と 勢の ない？ K で。 

でつく は  あれ 

「丁度 其處 のと ころで 出 八 n したので ございま すが、 他 は 御^知の： 人で ございま すか。」 

あれ  な ザ 

「彼 を 見た のか。 何爲 だ。」 


し, I  rt-  つ 

^？はぁ時冴冴した其目を睜ってゐたが、 何 か 言 はう とすると， 相手 は衝と 入って 了った ので， 引 

返して、 坦 根の 打 交 ひから 勝手口へ 押 あがった。 

奥へ 通ろ と、 比 企 子 は 緣の板 敷に 坐って、 萎頓 した 鉢で ある。 處へ 築山の 方から、 億劫 さう に そ 

ろ そろ 歩いて 來 ろの は 夫人で、 近寄り ざま、 

「好い 女です のね。」 と？ S を かける。 

比 企 子 は f: と HE を舉 げたが、 夫人 は怳 けた 顔色で、 吾亦紅の 一房 を 口の 邊に 押當 てながら、 其處 

に 腰 を かけた。 

「御 病氣 は甚麼 でございます。」 と 均が 羽織 を 除らず、 闕の處 に 坐る。 

「難 有う。 今 珍客が あった ものです から、 泡 を 喰って 起きました ところ。 行いて みます と、 矢 張 ひ 

よろ ひよ ろして ゐて 可け ません の。 此の まあ 足の 懈 いこと！」 と 着物の 上から、 膝 節の 邊を敲 いて 

ゐる。 

迂 かりして 居た 比 企 子が、 

からだ 

「足が 懈ぃ？ 何も 起きず とも 可い のに、 然ぅ〕 が 立って ゐて は、 體に 宜しくな いよ。 え、 寐 てお 

出なさい。」 と 言 つたが 返？ 1 が な い。 

「あの， i„< は、 些と でせ うね、 素人 風に は 作って ゐ ます けれど、 他 は 素人 ぢゃ 有りません ね。 と 突 


如に、 獨 りで 批判 を爲 はじめた。 

「私に は薛張 解らない が、 然ぅ 見える かね。」 ， 

と 小首 を 傾げる。  . 

「然ぅ DB- える かって、 貴下 は 御存知の 害ぢゃ 有ません か。」 

「何 爲？」 

「何爲 です か。」 

まったく しろ- < 'と くろう i  あかぬけ レ 

「眞箇 素人 か 商寶人 か、 其 邊は 知らないが、 兎に角 W 舍 ものにして は、 感心に！ 脫が 爲てゐ ろと 思 

つたよ。」 

と 比 企 子 は、 勝手の 惡ぃ 部分 を 除いて、 あらまし 以前の 話 をした。 

「いや、 他なら ば 私 も些と 見た ことが 有る ので ございます。」 と 均が 口 を 利いた。 

「たしか 大 礎から 歸る嵐 5f の 中で、 其 時 は 適と 意 氣な風 をして をり ましたから、 或は 有 仰る 通り、 

商寶 人の 方 かも 解りません よ。」 

： 他が？」 と 比 企 子 は 思 はず H を 丸く する e 

「もう、 大抵 其 鹿 いらで 解って るぢ やありません か。」 

そろそろ  まんな. J  もじもじ 

と 夫人 は 徐徐 上へ 攀ぢ あがって、 二人の 眞 中へ 坐った が、 受取れ ぬ 額で 墨1| して ゐ るの は 比 企 子 

S め ゆく へ  一 11 九 


である。 

「ちょっと、 闻 ひものと 云 ふ風ぢ や；,.； i*:5x- ん かね。」 

「成程、 此は大 に 其邊 かも 解りません。」 

「それで、 何 爲て來 たとい ふので す。」 と 語尾に 力を入れて、 夫人が 比 企 子の 顔を观 くと、 m か 

の 鉢で、 頓にロ を も 得 開かぬ ので あろ。 丁度、 

「御 敏の御 支度が 出來 まして 御座います。」 と 人口に sf- まった の は、 蒼 脹れの、 束髮の 女中で ある。 

女中 部； ffi の 八 角が、 せせ こまし く 九 時を擊 つと、 續 いて 鳴った の は、 室， 2： の ボン. ボンで ある。 

十四 

昨夜の 一 雨で、 ^^荷ハ介の{ゃ.は、 また 一 入の 凉グ. ^增 して 來た。 隣の { や 地の く fcl らを 見ろ と、 黄 や 紫 

や 色の 淡い 花の ところどころ、 丁度： 先" した 終 具が 雨に 洗 はれた やう、 廬 くと 立った 大銀卉 の 黄 味が か 

つた 葉 は、 大した 風 もない らしい に、 方方へ 散ば つて 35 ろ e 加 之-此方 では 庭木の 枝 は 下される、 垣 

根 は 結 ひ 直される、 四 阿 g の 側に ある 大な 柳と 櫻の^ 樹と は、 11 徵：^ を, られ て、 地境に £ ハ本植 

つた 杉の 手 入 をされ ぬのが、 nz 立って 陰：；^ くさく 見える。 

朝 三時 顷、 何處 かの fg, 折が 鳴って、 @ 敷の 横手の 坂を曳 いて 行く、 牛乳の 車の 音が すろ と、 朝 £ 


の 子 は最ぅ ぱっちり： n を 開いて、 板戶の 白む の を 待 かねる ので あるが、 昨夜 は 凝 町の 方に 謠^ 铃 

が あろと かで、 出て 行った 御前 は、 十二時に なっても らず、 辛辛の こと 一時 少し 廻った 時分、 お 

しらせ -fi- つ i  それ  まじ まじ  めづら  ，  . 

歸 り，." の 報、 情懵 して ゐた H: は 其に 覺 めて、 聞いて るると、 希し くぐで ぐで に醉 つて ゐろ らし 

く、 もう. おて ゐた 夫人 は出迎 をしょう とも &ず、 牟 £ 部と 仲 働 のおお とが 立 寄っての 介抱。 其 か 

ら 座敷で 少時 謠の 聲が爲 た。 他より 海邊で 聞く、 碳 節の 方が 何のく らゐ 面白い かと、 父の 畫 帥と 方 

方經 巡って 行いた、 海 邊の事 を 想 出したり 柯 かして、 到頭 前後 を 忘 じたの が、 彼此 二 時半の 頃で あ 

つたから、 今朝 は 六 時の ボン ボンが 鳴って から、 渐 く.；^ 離を爲 たくら ゐ。 

クじ も臺 所では、 女中が 辛辛 焚つ けた 火の番 を爲 つつ、 お 汁の 赏の 里芋 を 洗って ゐた。 W 舍娘だ 

とい ふので、 莫迦に 爲 切って ゐ るから、 水 を 汲んでも くれず、 ゆ、 子 は獨り 勝手口の 井 側で 顏を 洗つ 

て、 家の 圍を 其處 はかと なく 歩いて 見た。 

、あ 子 は 今、 築山の 後の、 だらだら 低み になった ところ、 e;- の 木 や 花 Is^ があって、 植木鉢の 壌れ た 

の、 鉢から 卸した 植木、 其から 茄子 畑、 枝： Hi が 少し 作って あって、 秋草の 色色が 生 茂って 居ろ 邊、 

茅葺の k 阿 屋に腰 を かけて 無 * 花の 熟し 切らぬ の を、 抉から 出して は 食べて ゐ ろと、 tr おり 氣 味の 

どれ あ 

虫の 昔が、 しどろ に亂 合って 聞え る。 

阿 母さんの 顔は覺 えぬ ので あろが、 主寬 子に 二 歳 遠の 姊が 其で、 前 子 の 亂雜な 家.；^ に產れ て、 


四 二 

敎肯は 一 ； 迎り 受けた ので あるが、 過って 淫奔 ものとの 非難 を 受けて、 到頭 父から 勘當 il: 様に される、 

親戚に は 介 ひつ けられず、 子 ©豕の 令嬢で ありながら、 方方 漂 ひ 行いた *、  子が つお ぎの 時 亡くな 

つたので ある。 

其 は須美 子と いふ 女で、 古い 寫奠を 見る と、 什 麼も人 か、 子 酷 $" のと ころが ある。 さして 生意氣 .—— 

£ り、 とい ふので は 無かった が、 妙に 拗ねた 風が あつたから、 十七 歳の 夏から 某の 高等 女 學校を 

廢 して、 或 音樂學 校へ 入った が、 時と すると 基督 敎の會 堂へ 現れたり、 文學を 研究したり、 雜 誌の 

記者に なったり、 歌と 字が 巧かった から、 趣味 は總て 其方へ 傾いて、 家政 學の 一 頁 を も 碌碌 鋭クた 

こと は 無い くら ゐ。 

處へ 盛に 出 人 をした の は、 小柳翠 美と いふ 寛 子の 友人 畫師 で、 美術の 趣味が 合って ゐ たので は 

なかった が、 漸く 運 の 工合 を覺 えた 此の 靑年 畫ェ が、 自分で 作った 一種の { 番美說 ともい ふべき も 

の を、 报迥す 熱心と、 可 恐し く 遠大な 抱負 を說く 鎮焰の 高い のに 捲 かれて、 何時か 小.' からぬ 同情 を 

寄せた ので ある。 

小 柳の 舉 動と 說 話に は、 毎も此 種の 輕 佻な 人を悅 ばすべき 一種の 情熱が あった。 普通の 女なら 

. ；ク でら  と ほざ 

ば、 ^く 狂と して 之 を 遠け るので もあった らうが、 須美子 は 不思議に、 其の 迹 るが 如き 氣焰に 爆ら 

れて、 根底 を 有たぬ 穴  1 想 的の 頭 は、 知らず 識ら ず、 其に 動 さるろ と： 1： 時に、 此は 不遇の 美術家で あ 


らうと 感じた ので ある。 11 或は 不遇の 美術家であった：： 八 マ も 在る：： のか も 知れぬ ので。 

十五 

寬 子が 一 i の 夏、 利根の 河畔で 出金した のが、 卽ち 此の 小柳翠 美と いふ 旅檎師 で、 それから 一緒 

に その 邊を 彷徨いて、 共共 幾 葉の スケッチ を 取って ま 京へ ろと、 是非 自分の 畫を 見せろ からと い 

ふので、 寬 子が 邸へ 引 張って 來 たのが 因緣 で、 始終 比 企 家へ 出入 を爲 たので ある。 一通り は 腕が 殿 

えて あるので あろから、 前 子爵の 恩顧 を 蒙って、 ぼつぼつ 肖像 畫の： ぼ 文な ど を 引受けろ C 夫夫 夤緣 

を 求めて 小さい 景色 畫 など を寶 つても らう。 折折 は义 一 月の 餘も 邸： に 1^ 泊 をして、 書生 を 兼ねて 

寄食の 客と なって ゐる うち、 何時か 須美 子と も 交際 を爲 たので ある" 孰 も 感情的な！ e であった か 

ら、 互に 接觸 する こと も敏 くて、 少 からぬ 繪具料 や 研究の 資本が、 心 やさしい 須美 子の 巾着から 出 

たのであった。 

小 柳に は 友人と いふべき ものが 無かった。 自分の 畫を 持って 廻らう とも 爲ず、 自分 を 世 問へ 標識 

しょうと も 1:1^^、 始終 自分自身の 狭い 天地に 住って ゐた 人で、 何處か 天才ら しいと ころも 發 見され 

ぬで は 無かった が、 其 を 啓くべき ^鏡 を 有たなかった ので あるか、 抑 も 未だ 自分 を 意識す るの 明が 

なかった ので あるか、 自負の 高い 割に は 自信が 薄くて、 始終 何等か 疑を懷 いて は、 煩悶す るので あ 


四 四 

つた。 其 を 打明ける のに は、 這 筒の 女性が 最も 適當 であった ので、 先天的 吻合すべく 作られた かの 

如く 感じた から、 同 情の 度 は 次第に 高まって、 自分の 事業に 對 する 希望 を 想 出す 毎に、 伴うて 起ろ 

もの は 必ず 須美 子で、 須美 子と 希望と は 離る る ことの 出來 ぬ、 彼が 生命と なった ので ある" 

此 こそ 小 柳が 生涯の 發展 時機と もい ふべき で、 何となく 畫 くものに 生彩が ある 様に 思 はれた の 

そろそろ  ささや  うち 

と、 比 企 子の 補助 や 何かとで、 小 柳の 綺は 徐徐 世 へ 知れ はじめた。 で、 谷 中に 小 かな 宅 を 持って、 

畫の 共進會 にも 出品す る、 牧人 も 幾分 か 殖えて 來 たので、 益 熱心に 硏究を 力めて 居た が、 善く 遊び 

に來 ろの が須美 子と 弟の 寬 とで、 殊に は須美 子との 往來 が最ど 頻繁であった。 二人が 相携 へて、 秋 

の 空の 高き に 澄んだ 星の 瞬き そめる 谷 中の 邊、 さて は 梢 まばらの 上野の 森の 下隆、 落葉 を^んで 漫 

歩の 夕の 樂し さは、 或 時 天来の 奇想に 逢った 其に も 勝 さる 滿 足であった ので。 

けれど、 此の 關係 を覺 つた 時の、 前 子爵が 怒の 激し さに は、 小 柳 も 須美子 も 有繁に 縮み あがった 

ので ある。 彼 は 美術家 は 畢竟 一 筒の 踐 しい 工人に 過ぎぬ と 心得て 居た ので —— 繪を寶 つ て 命 を繁 

ぎ、 义權 門に 出入 すれば、 彼等の 榮ゃ 足れり である、 と 恁ぅ考 へて ゐ たので、 其箏 法より すろ と、 

彼の 見る 影 もない 繪師 は、 自分の 娘 を 唆 かして、 華族 家の 家名 を濟 し、 爵位 ある 自分 を 侮辱した の 

である、 と ー圖に 赫怒した の も無现 ならぬ 事で。 

須美 子と 寬 子の 食の 母 は、 夙く 亡くなって、 其 時分に は、 召使から 直った、 意地の 惡ぃ繼 母が 我 


意 を 行うて ゐた、 もう 一人、 均の 母で あつたの は、 古くから 父 子爵が 枕席の 塵を拂 つて ゐ たので あ 

ろが、 I は 素直の い 女で、 內内須 美 子を紀 護うて ゐろ ものの、 表立って 父 子爵 を 宥める だけの 

技量. かなかった から、 萬事繼 母の 言 ふが ままで、 須美子 は 到頭 勢 父の 意に 逆って、 家出 をして、 

其戀 人に 身 を 寄す るの 場合に 立 到った ので ある。 

其から 少時 小 柳 は 東京の 美術界で、 兎に角 一部の 人の 注意 を 引いて 居た やうな ものの、 さて 戀愛 

おそ 

と 密接して 起る の は 生活 問題で、 彼が 間もなく 世帶 を疊ん で、 上野から 東の 方へ 旅立つ 時分 は、 恐 

可しぃ須美子が面！^、 隨分 派手 を 好んだ 其 風俗 も、 無下に 哀れな 姿と 成果て て、 下 脹の愛 くるしい 

頰を 染めて ゐた、 其 美しい 血色 も、 艷 かであった 鬢の黛 も、 凉 しい 目のう ちに 湛 うて ゐた 情の 光 も、 

失せて は 再び 尋 ぬべ からざる 昔の 面影 を、 喚起 さしむ る 名 殘をさ へ に 留めぬ のであった。 

十六 

翠 美と 須美 子との 戀 愛史 は、 ざっと 恁 なので、 暫は 希望の 雲の 輝いて ゐた、 都の 空 を見粲 てて、 

何處 とも 知らぬ 漂浪の 旅路に 啓 行した 頃、 須美 子の 胎に 宿って ゐ たのが、 吹 子で ある。 其後杳 とし 

て、 二人の 消息 は 解らなかった ので あるが、 五 年の 後、 白 河から 希し くも 一片の 書信が 來た。 それ 

しらせ 

は須美 子が 心 織 病で 死んだ と 云 ふ、 悲しむべき 報知で。 


一 鉢が、 華族の 令 壊 を 。した、 とい ふの が 小 柳の 生涯に 致命の 苦痛 を與 へた 大 打撃で、 彼 は 意 

地に も、 比 企 家に 向って 一片の 恩 惠を請 ふこと を 潔し と爲 なかった ため、 其 最愛の 妻の 疾苦 を も訴 

へようと は爲 なかった- S であるが、 此に 至って、 比 企 家と 小 柳と は 全然 疎隔して 了った ので ある。 

また  も より  わすれがたみ  い..^， さいお ひ 

此 -g 開く と、 彼 は 役. 5- 京 最寄を 漂泊して 居る との 事で、 須美 子の 遺 片身 を さへ 伴 ひっつ 最ど悻 

g き 美術家の 生活に 備.) れた狀 の 哀れ さは、 北 パキ 四十に 數 年を餘 せる に、 頭 は 半ば 白く、 肉 落ち 頰殺 

けて、 隱？ 《 しい 健康の 衰 へやう、 惡く すると^ 忠 では あるまい か、 との 昔 を 知った 人の 噶。 昔の 寛 

子なら ば、 放 抛って はおかぬ のでん あらう が、 彼の 頭 は 今や 美祌を 崇敬す ろ 念旣に 空しで、 黄金 を 

唯一 の 生命と して ゐ ろので あろから、 然して 心 を； しも 爲 なかった。 

それ  これ  ひそか 

其より は、 比 企 家の 血を引いた 唤子、 藩 命な 須美 子が 後 身と も 謂 ふべき 唤子 11 此は寬 子 も、 窃 

に其の身のぅへ を^！^遣ってゐたところで、 况 して 均は滿 幅の ！：！ 情 を 寄せて 居た ので、 一 二度 小 柳の 

害 一室 を 訪れて、 それとなく 其 様子 を 窺 ふと、 此 はまた、 思った より は 劇しい 放 抛ら かし 方で、 產れ 

て大 くな つて、 而 して 活 きて ゐ ろと いふの が、 .wi 幾 見 着 ものであった。 來 てから 未だ 幾日も 經 たぬ 

に、 人 見知 をす ろので、 克く は居眤 まぬ ので あるが、 中に も 1 子の 變な寛 子に 物 を 言 はれる と、 I 

お おおけ  そわに 

いで ゐる時 すら 直に 怯氣づ いて 小くな ろので ある。 加 之 夫人が 面白がって 揶揄 ふ、 行儀 を 難しく 云 

ふので、 自分の 無作法な のに 氣が 着く と、 起つ にも 坐る にも 氣が 置る ろので、 可成 人の 目に 着かぬ 


やうと 竦んで ぱ かり ゐ るので ある。 

あけがた * つ さび. L み  はっきり 

明 方の？ M 靄が 少しづつ れて 行く と、 何ん となく 寂 味の ある 日の 光が 次第に 明暉 して 來ろ。 其處 

き f ろで  しぶき 

此處 野生の 萩に 張った、 蛛蜘の 網に かかった 露 は、 宛然 水銀の 飛沫が 散った やう、 足の 側の 葉 鶏頭 

,  ほんやり き ぬけ  やが 

の むる ばかりの 色の 赤 さと 言ったら 無い。 ゆ、 子 は 茫然 氣脫の 鉢で あつたが、 旋て叉 3 い： 出した や 

ひとみ  あきち  み や  う つす 

うに、 無 花 を 取 出して は、 瞳子 を 見張って、 隣の 明 地の 方 を 見 遺る と、 {ゃ に 淡り 朝 月が 夢の やう 

に殘 つてる て、 今濡 色の 銀杏に 差 かかった R の 色の 工合の 好 さ。 其から 枝の 繁 みの 下方から 遠見の 

向 は、 常 盤 木の 翠を 隈取る 枏 林で、 ぼつと 塗った やう な^が 揚 つてる ろ。 

「おう、 好い ことね！」 

b3 はず n 走し ると、 

「お；： 十う. - 

と聲 かける ものが 有る。 振 返り ざま、 起 あがる と、 それ は 花增： の 彼方から 來ろ 均で、 吃す 莨の 煙 

が、 横手の 柳の 幹に 垂下った、 大な 糸瓜の 邊を這 昇つ. て ゐる。 

「大層、 早 起 だね。 一言 ひ 一一 H ひ 近寄って 來ろ C 

「これで も、 今朝なん か、 隨 分寢坊 をした 方な のよ。 し-と 嫣然 微笑んだ が、 

ちょい あすこ  .；；i.^  ？ f  i  し 

「ねえ、 些と 彼方ん とこ 好いで せう。 御父さんなら 吃度寫 生を爲 てよ。 - 


E 八 

と 其顏を 見ろ と、 彼 は 返 辭も爲 ず、 据 つた H: が 自分に 注がれて ゐ ろので、 

して、 私の 顔ば かり 視る のよ。」 と 上目 遣を爲 る。 

十七 

「何處 から ^ 樣 もの を 持って 來 たの だえ。」 

と 尊ね ろと、 唤 子は默 つて 彼方の 湯殿 口 を 指した。 

「成程、 ^恐しぃs^^麟ぃ目だね。 鋭 熟さない.， J の を 食べろ と、 お腹 を惡 くします よ。 そして まあ、 

其髮の i け 加減と 言ったら 無い ね、 今日 あたりお 若に、 丁と 結って お 貰なさい よ、 見と もない か 

ら 0」 

「だって、 私の 髮は恁 う i れつ 毛で せう。 ですから 癖が あって、 誠に 結 ひにくい からって、 なかなか 

結つ ちゃくれ ません もの。」 

「ぢ^^.、 獨で くるくる 束ねて お置きなさい。」 

「あれ、 其ぢ やぎ 11 がない わよ。」 と. S むいて、 節で 無花果 を 推 割って、 そしてロへ^^着ける。 

「そんな 食べ やうての が、 有ろ ものです か。」 

人 吹 子 は 委細 構 はず、 n の 側に 着いた 赤い の を、 平手で 推 拭 ひ 推 拭 ひ、 


いし  ひとりご 

「あ、 お 旨い！」 と獨 語った C 

均 は 思 はず 眉を犖 めて、 さも 愁む やうな H に 熟と 晚め るので あった。 

「不思議な もの さね！」 と 眩く の を 聞つ けて、 

な あに 

「何、 解らない わ。」 

「ゆ、 さん は 阿 母さんに 酷肯 だよ c」 

あんな 

「私？ 那麼 こと を 言つ ちゃ、 私の 顔 を 見て 居ち や 可 厭よ。」 

こっち 

「何 だね、 段段 此方が 面白くな つたら う： 

けれど 呤子は 伏； IE になって、 頭を掉 る- S であった。 

ぁヅち 

「ぢゃ 矢 張、 彼方が 面白い？」 

「そり や、 那の 方が 面白い ことよ。」 

あんな  し f 

「だって、 那麼 ところに 居て、 汚い 獵師 や！！ 頭の 小 供と 一 つに なって、 貝 を 拾って ゐて は爲樣 がな 

おつか 

い。 折角 行儀 を 習って、 裁縫 やなん か 巧くなら なくち や 可け ない よ。 阿 母さんに 代って、 立派な 女 

にならぬ の は 嘘 だ。.」 

そヅぼ -3 

铘揄 ふやうな 調子で 言 ふと、 子 は 外方 を 向いて、 けろ りと して 居ろ。 

？ ん やり 

「これ、 茫 乎して 居ち や 可け ない よ。」 

S  8- ゆ  <  へ  F*f 


「だって、 私 彼方ん とこが 好い から、 £0 やって 見て ゐ るんで す もの。」 と脫 める やうな M が 白 かつ 

， 一 C 

均 は 驚いた が、 

「何が 好い もんか。」 と 言った が、 、子 は 故ら しく、 熟と M を据 ゑて、 平然として 居ろ。 

「然 云ふ痴 からして 直して、 人の 首 ふこと は 何でも、 然様で ございま すか、 と 素直に 爲 なくち や 可 

けない。 

「付く つ てよ。」 と 外 眦が稻 妻の やうに 閃いた。 

「なかなか 剛情 張 だね。 ； 

おどろ  そぼ  ニリち  ざ  た 

聊か 骸 いたの か、 子 は H を 側めて、 熟と 此方 を 見た^り、 又 顔 を 背 向けた。 0:が！^^.!:^4^けて來 

ろと、 虫 S 昔 は 一つ 一 つ 消えて、 遂： E の 先の 柳の 枝 頭に、 今 飛びつ いたば かりの i. が 勢よ く啼 出し 

た。 丁度 夫人の 居^らし ぃ板戶 が、 ：tt ぶ： 爱と繰 啓 けられた ので、 

「さあ、 ゆ、 さん、 誰かお： n 覺 だよ。」 

けれど 身 動 もしない ので、 

「私 は 介 はない よ。」 と 銜 と 行かう とすると、 子 も 身 を 起した が、 反對の 方へ 廻って、 ずんずん 林 

の 中へ 曙れ て 了った。 


均 は 花壇の 際 を、 ぐろ ぐろ 回って、 殿の 横手から 勝手の 方へ 人り ざま、 不圖 此方 を 見る と、 今 

森から 出て 來る咬 子 は、 心細 さう に 伏 M になって、 秋^：卞の^に冷たぃ^？を徐徐行ぃて居たが、 不意 

に 此方 を 見て は、 又； を 低れ る。 如何にも 寂しい 姿で ある。 

rt- さん！ 一 

夫人の 驛が ira える と ふと 奥へ 人る 均と、 丁度 其 居 i§ の 入 n で 出 伶した。 

十八 

只 看る と、 夫人 は 手に 何 か 招待 狀の 返辭 らしい の を 持って ゐる。 

「あらお 下が 來 ちゃ、 爲 様がない わ。 ゆ、 さん は？」 

「今 庭へ 出て 居ります が。」 

「では 後で も 可う ござんす がね。」 と 言った が、 w) に 座に つて、 呼 鈴 を 推す と牟 W 部が 遣って 來 

すれちが 

た。 で、 手紙 を 渡して、 擦 違 ひに 行かう とする 均 を 呼 止めて、 

「あのう、 ■ かんこと を ig  くやう です がね。」 と 机の 上 を取片 着けながら、 起つ て^の nl5 を 一枚 引 

刹して、 又 座に 就いた。 均はづ かづ かと 人って、 散かった 新 を 引 覆 しつつ、 

「私に 御用です か。」 


五一 1 

「格段お 呼留 t す ほどの ことで も 有ません けれど、 此 間の 女 は 貴下 御存知で せう ね。」 

突飛な 質問な ので、 均 は 驚いて、 

「いいえ。 私は氣 車で 些と 見た 限なん ですから。」 

「それでも。 兄さんが ぉ眤 近の 方です から、 貴下 も 御存知で 在し やる 害で せう。」 

「兄さんと は、 甚麼關 係の II 人 か、 其 すら 一向 知らないの ですから、 無論 名前 も 知りません。 其が 

亦何爲 たのです。」 奇怪な 質問 を 詰り 顏 である。 

「貴下 然ぅ惯 つち や 困る わ。」 

「否、 ^に II る理. E はない のです が、 妙に 貴女が 疑る から。」 

「いいえね、 何でも、 以前 旅行先で 知合に なった 女 だと、 然ぅ 言って をり ますが ね、 尋ねて 來 ろく 

らゐ ですから、 何 ぞ其處 に譯が 有さう にも 思 はれます の。 貴下 は 何う お 思 ひなさい ますの。」 

「私に は薩張 解りません が、 其 後 遣って 來 ました か。」 

と素氣 のない 挨 接で。 

「が、 來は爲 ません けれど、 一 1 一度 手紙が 來 たやう です の。 其 手紙が 來 ますと、 さあ 寬の 様子が、 

何です か變 です の。 昨夕 あたり、 謠の會 だと 言 ひます けれど、 其に して は餘 り、 1| 來が遲 いぢ や 有 

ません か。 加 之 毎に ない、 大層 醉 つて ゐ たやう です し。」 


下らぬ こと やと 言 は ぬば かりに、 均は蓖 や 吹し 吹し 新聞に 目 を 注ぎ はじめた C 

まヅ たく  . 

「眞筒 御存知な いのです ね。.」 

そんな 

「那様 嘘を吐いた 處で、 何の 利益が 有ろ ものです かごと 吃 度と なった ので、 夫人 は 急に 調子 を變へ 

て、 

まさか  ん 

「ぉ氣 に 障ったら 御免なさい まし。 私 も 正 可と は 思 ひます けれど、 ひょっと ズ 私に 秘密で、 何か那 

な  これ  もしゃ 

麼 女と 交際で もす る やうです と、 此 はお 互の 不名譽 でせ う。 ですから、 今朝 起きろ と 萬 一と、 ふッ 

つと 那樣 念が 浮んだ ものです から、 遂 詰らない 事 をお 聞き 申した のです。 此が祀 憂と やらなら 可う 

ま  それ  これ  ごくい さ 5? よ 

ござんす けれど、 朝の 問 は、 心が 至って 淸 いものです、 其に 映る 思想 は、 此 また 極 潔 いものなん 

こん. な こと  はか 

で す ね。 それ で 早速 這麼事 をお 聞き 申した のです。 一と 何 か 相手の 胸 を 度る やうな 口吻で ある。 

「それに 女 は 御存知の 那の 風で せう。 此頃 寬の樣 子が 何 か、 そ は そ は爲る やうなん でせ う。 此は何 

ぞ 間違が 出 來ゃ爲 まい かと 思った ものです から。」 

「いや、 那樣 事は斷 じて 有りません c」 

「然 でせ うか。」 

隣の 寢窒 で、 突如 寬 子の 苦し さうな 呻吟が 聞え たので、 二人 は^に 口 を噤ん だ。 


夫人ま^ i;:? 澄して、 kit を つて 居た が、 不安の M 色で、 衝と 起って 襖 を 細目に 啓け た。 一 

，-  と-^  もろて 

枚 置に 繰った 板戸の 緣 から 差し込む H は、 名残な く 部展を 照して、 只 ると 寬子 は、 諸手で 頭 を 抱 

へて、 あんぐり 口 を 1! いて ゐる。 ばらばら れて 光って ゐ るの は 淸心 丹で、 湯 沸に コップが 

添へ て ある。 餘り酒 は 深山に けぬ のに、 何 處の勸 め 上手 か、 雨く 彼 をして 醉 はしめ たので あら 

う。 夫人 は-め を- g かめて、 ずっと 立 寄って、 

「お 苦しい の？」 

寬子は 不意に、 ぼかり と い 白 H; 勝の M を 啓いて、 うん うん つたが、 嘆 語の やうに， 

「枬村 君け、 もう JI つた か 。一と 言った。 

「 TH' で. r 'つて？  I 

「まあ. F い。 大丈夫！ 承知した て 事！」 と 首 ひ 首 ひ、 くろり と 身 を飜 した、 と 思 ふと ズ寐 入って 

了った 様子。 

「氣 味の 惡 いこと！」 夫人 は 私と 換を 締切って、 乂 座に 屍った。 

「^ぎに 苦しがる.； S に、 何 だって 飮 むんで せう ね。 他です から、 お 酒 は 可け ません よ。 ：： 然し、 


大丈夫で せう ね。 

「那樣 に醉 つて 居た のでせ うか。」 

「大 變な騷 でした とさ。」 と 小さい 聲で、 

ミさ あんな  きづか  しか 

「正 可謠 の會ぢ や， 那麼に 醉ふ氣 遣 ひ は 有ません し。」 と、 ズそ くそく 愁 HT か犖 んで來 る。 

「けれど、 附 合と いふ 事 もあります から。」 

ス. なさ A おとた  ま で  -プ ノ. 

「でも、 皆様 順し い 方ば かりなので せう。 でなければ 馬 里さん の御隱 居に、 阿閉 様の 御 次男 —— 此 

方なん ぞ は 肺病で はあり、 禁酒 今』 貝 其方 退けと い ふ保險 つきの 方方な のでせ う。」 

と 急 込んだ 調子の、 ^が 縫れ るので あった。 

「其で は、 まあ 何處 かで 飮ん だので せうよ。 J 

「ですから、 私の 邪推 か は 知りません けれど、 此^の 一件と いひ、 此 頃の 寛の 様子と いひ、 前後 を 

^合して みます と、 此は 何しても、 何 か 爲てゐ るの ぢゃ 無から うかと 思 ひます の。 屹度 然 なので せ 

うよ。」 と 隣室に 氣を 配る。 

「それ は、 私が 然 でない と保證 を爲ろ 限りで は 有ません が、 然し 兄樣 は^ 來 評！： の 謹直 家な のです 

から： ：。」 と 幼 幼し く 辯 護 をした。 

「私の 5^:4! 兄なん ぞが 矢張然 でした が、 那 様の がー 旦 崩れ 出します と、 さあ 今度 は！^ 動で、 始末に 行 

ほ の ゆく へ  E 五 


五六 

けなくなる もの です よ o」 

「…- 。」 

「諄い やうです けれど、 眞個氣 が 揉めて 爲 様がない のです から、 私の 氣を 安め ると 思って、 貴下 一 

つ 探って 見て 下さいな。」 

「探れと は？」 

「お似 合な さらぬ 事です から、 實は申 難いので すけれ ど、 牟 m 部で は 向が 莫迦に して かかります か 

ら 心細う ござんす し、 貴下なら：：。」 

「私に 那樣才 は 有り は爲 ません よ。」 

-否、 譯 のない 事なん です。 唯 向へ 行って です ね、 公然と 那の 女に 面會 する のです よ。 何せ 此頃往 

來 をして ゐ ろの は 知れき つたこと ですから、 何か是 迄の 關係を 聞して くれろ、 と然ぅ 言って 見ろ の 

です よ。 其 は、 先方 も那 して、 ずうずうしく 來る 位です もの、 何に か 野心が あるに 決って ゐま すか 

St  4 ぶち あ  si 

ら、 屹度 打明けて 了 ひます よ。 然したら です ね、 後 は 又。」 

と 手 の 底から、 一葉の 封筒 を 取 出した。 

「處 は此 です。」  . 

均 は 然程 熱心で ない のみ か、 愚の 至と 蔑んで ゐろ らしく、 


こ. d  ちに さん  ち A  ，ハ i 

「此 は先づ 貴女から 兄 様の 訟議 をして 戴く 方が、 捷： ゆらしく 田.^ はれますな。」 

二十 

夫人 は 冷 かな 目に 均 を 見遣って、 

なるべく 

「寛の 方 を 詮議す る 分なら、 譯は 無い のです けれど、 可成なら 穩 便に 事が 濟 ませた いぢ や 有ません 

か。 其が 私の 希望な のです から、 態態 均さん にお 願 ひ 申した やうな 譯： ：。」 

こんな  ゆが 

ー鉢牧 子の 手先に 使 はれる の は、 均の 快し とせぬ ところで あるが、 當 面這麼 羽： R になって は、 逭 

ろべき 辭柄を 見出し かねた ので ある。 牧 子の 悧巧な のに は、 毎 も 均の 氣先を 制せら るろ ところで、 

日頃 は 傲然と して 澄 込んで ゐて、 自分に 臨む 調子と 言ったら、 冷 を 極め、 酷を盡 すので あるが、 悟 

二と £ ま は  い つ 

或 時事が 難しくな つて 來 ると、 言 を 舞して 運動せ しめる のが、 そが慣用手1^-で、牧子の腹には毎も、 

妾腹の 義弟： とい ふ 念が 蟠 つて ゐ るら しい。 

「而 して 一 鉢、 何 云ふ鹽 梅に 談を する のです。」 

「それ は 先、 臨機 應變 といった やうな 譯で すが、 愈よ 關 係が ついて をる と 成り ますれば、 いくらか 

むか ふ ひきさが 

手 切ぐ らゐは 遣らなくて は、 向 も 引退り ますまい よ。 先 八 「のと ころ、 其處 まで 踏 込む 必要 もない の 

です ね。」 


くろぶち し，？ り  3  ノ 

庭先で、 黑 力 述に森 を^して 居る。 と ふと、 ー聲 悲鳴 を 揚げた。 夫人 は i と 伸 あがって、 ト 

H ずたずたに 破れ SJ 蕉の 影に、 Ha  g& つて 居る の は？ であつ 

た。 

「おや、 咬さん，. 費 孃其處 に 何 をして ゐ るので す。」 

V.  -"^ なィ  あし-つ しろ 

吩子は 傅と して、 一歩 後へ引い たが、 夫人の 顔 を 見る と、 船び るが 如く 微笑んだ。 

「まあ， 氣 味の 惡ぃ笑 方 をす る 人：」 と 言った が、 更に 語調 を； おめて、 

「贵孃 屹度 犬を撲 つか、 蹴る か S たでせ う。」 

「いいえ。」  • 

し？". らく  一二"  二 

呤、 子 は 少時 伏 2= になって、 s うて ゐ ろと、 黑斑がiっ^を掠める秋風に、く§ゲ{i^^o 

_  一 5- 笑し い 犬 だ こと，.」 

と 人 咲 子が ロ定 つた。 

そんな 

「那様 事 を 言って 胡 魔 化すの は； 厭よ。 货孃 屹度 犬 を!； ^ めた でせ う。」 

「だって、 私の 足 I いでば つかし 居 るんで す もの。 曹 りず ござんす から、 少しば かし 撲？ 

見ました の。」 

「撲 つて 兒る 奴が ある ものです か。 そり， や、 货 嫁が 礎. „犬 いからで.，， う。」 


聞つ けぬ 顔で、 

はな ヅさ さ 

「意地のお い 犬です のね。」 と 無 花 wi- の 皮 を 鼻 頭へ 投げた ので、 黑斑は 夫人の 顔 を、 訴 へが ほに 見 詰 

めて 居る。 

よ  •  それ  いおい や 

「可う ござんす よ、 意地が 汚い くら ゐは。 其 だって、 比 企 家の 家族な のです。 呵 めちゃ 可 厥よ。」 

子 は 平然として、 

「畜生の 癖に、 お前 私 を ゆ 、ぐん ぢ やん" ません よ、 ねえ、 ねえ、 いかい. -」 と 仔細ら しく 1 目 問した" 

犬 は^ 蕉の 根に 丸くな つ て ゐた C 

「まあ、 爲 様がない のね。」 

と 夫人 は爲 うこと なし 引 込み かける と、 入替 りに 横から 顏を 出した の は 均で、 

「-, あさん、 犬なん かに II 揄 つて ゐ ずと、 人って 部屋のお 掃除で も爲 なさい。」 

ゆ、 子 は 急に 立 練んで、 例の 上：：： 遣み-す るかと 思 ふと、 さっさと 横手の 庭木へ 隱れて 了った。 

「唤 さんにん W ります ね。」 

「然し また、 可愛 さう は； F 愛さう です。」 

ちょ.！.' 

「些 と も 可愛 氣が な いぢゃありません か。」 

「それ は 5^_s 手に 大く なった のです から、 爲 方が 有ません。 然し、 北つつ ち义、 大に 天性の 美が 潜ん 


六 o 

で 居ない とも 限らない。 何しろ、 今後 は 貴女の 御世 話で、 折角 啓發 して 戴かなくて は 成ません。 一 

と屹と 言った ので、 

「何 致しまして。」 と 夫人 は 聊か 面 を 銀め た。 

二十 一 

しぶき  ぼつ. ん 

朝 は 九 時の 頃で、 しょ ぼしょ ぼ小爾 の、 飛沫 を 持って 來る 風の 冷な する のに、 ぉ關は 孑然緣 端の 

柱に おれて、 動 もす ろと 氣脫の 鉢で あろ。 

後が 軍 鷄屋の 物干、 横手 を 密閉して ゐろ のが 通の 藥種 問屋の 藏、 片一方 はまた 隣の 庭で、 三方 を 

闐 つた 板 群の 中が、 一二 四 坪 此方の 小 庭で あろ。 それでも 立 ものの 横 を 中心に して、 木 榭ゃ楓 が 二三 

本、 後 は 葉蘭が 配って あって、 緣日 ものの 植木 棚が 前に 据 つて 居る。 取 外し もせぬ 風鈴 は、 最ぅ 寒 

さう で、 埜 籠の 押 m された のが、 洗 手 鉢の 下、 日蔭の 秋 海棠の 葉隱れ に、 泥塗れに なって 居ろ。 

ぉ關は 蒲ら 狭 さう に、 中形の 上に 端折った 白い 糸 織の 羽織の 襟を搔 繕って、 何 を 見る のか、 骨 細 

い 薄肉 着の 手の指 を 仲して、 熟と 躜 めて 居た が、 出 脫に檐 に 吊した 籠の 松虫が、 勢の 好い ー聲、 あ 

と は 段段 吸れ 1^: れて 了った ので、 不意に 目 を あげる と、 に 顔の 道具が 引 稀って 来る。 淡い 日影 は 

雨の 中 を 通して、 ぼんやり 差して ゐ るので、 彼此 屮ハ 牛增と ii つて 好い くら ゐの渠 が、 血の 氣の 失せ 


た 顔、 眞白 いのが 輕か黃 味 を帶ん で、 皮 は 亦 張 切れる やうな 肉の 臀腴 した 面影 を 留めず、 一 鉢に 弛 

あから さ ま 

み を 持って ゐ るかと も 思 はれる のが、 いと ど 明明 地に 視られ る。 

「ああ ッ！」  . 

と いき  どらし  ま 

如何にも 億劫 さうな 太 息が；^ れ たと 思 ふと、 立てて ゐた 小膝 は亂次 もな く 崩れた。 隨分 劣け 嫌 ひ 

の、 我意の 强ぃ、 見え 坊„3、 快 肌で あるが、 其 は 人前で、 獨でゐ ろと、 偖 何が 心細い のか、 熟 孰^ 物 

を 思 ふやうな 様子の、 打って 變 つた 哀れ さが 見えろ。 

「何した つて、 まあ 那麼 ！」 

ひとりご  あざ  みるみる  じ 

と獨 語って、 自ら 嘲む やうな 辱 の 微笑、 看 看 また 引締 つて 來 ると、 慎れ つた さう に 頭の 簪を 引拔 

むしゃう  あたり  からり  あ 

いて、 無上に 黉 の 遂 を引搔 いたが、 と 格子が 啓いた ので、 4. わに 耳 を 引立てた。 

「お 留守です の。」 

どなた 

「誰 方。」 

と應 ずる 途端、 上 框の處 から、 明 っぱ^しの 臺所を 通して、 此方 を舰 いた 顔 は、 てら てら 光った 

S* ひたて  こヅち 

好い 艷の 丸髯の 首で、 結 立の を 大切 さう に、 HT はかり 此方 を 向いて 居る。 

「おや、 お 向の 內 儀さん、 お 上ん なさい ましよ， こ 

- つす ばた  め じり  一 I う * かふ  し f らく  A ま は 

と 言った ので、 女 は 簿{ ^痕の 外眦の 下った 相恰を 崩して、 少時 臺所 を狗 して ゐ たが、 


「ま 大層 芋荧を お 買 ひなす つた ぢ や^ま せんか、 胡」 # 酢の 和 物 をな さるんで すの。」 

「何です か、 八 に、 どつ さり 置いて 行かれ たんで、 爲 様がない つて 然 いって るんで すよ。」 

「おや 然で すが、 ぢゃ n 干に でもな さると. E- うご ざん すのに。」 

ぉ關は 返辭も a ず、 出て 來 やうと も爲 ぬので、 附德 なさに、 

そんな  ゐらヅ 

「まあ、 姉さん 那様 冷たい 處に 坐って 在し やろ の。.」 

「何です か 逆. 4 性な ものです から。 加 之 じめじめ すろ 眷： の 上よりか、 反って 板 敷の 方が、 坐り 心地 

が宜 うご ざん すの。」 

「毒です よ、 お 休しなさい。 松ち やん は、 最 うお 稽古。」 

おし ヅ ばな 

「は 今し がた 出かけた やうなん です よ。 私 は、 今 起きて 二， g から 降りた ばっかり、 御 臉を出 放し 

で、 此 から 食べ ようかと も 2 心って 居る 處 なんです。，」 

「おやおや、 大層 御 寛り。 私共 は 徐徐お 股が 减 きさうな 時分です のに。」 ， 

「もう 那 様です か。 - ちゃ まあ、 朝の 御飯 は拔 てこと にし ませうよ。」 と懈 さうな 鉢 を 起して、 延喜棚 

の梳の 六角 時計 を 見て、 辛辛 長火鉢に 坐った。 

「まあ、 4? 上ん なさい まし。」 と^ゃ 吹し はじめた 様子で、 T 沐着 はらって 居る ので、 女 は 少時 遞 うて 

居た。 


二十 二 

上りながら も 手 持 無沙汰の 女 を、 碧し むる かの 如く、 お 關は獨 で^ を 喫して、 じろ じろ ^Ic- を 01^ 

てゐ るので、 

「あの、 失禮 です が 暫く f 方に。」 

「さあ、 何爲 たって 此方 は 可う ござす けれど、 朝 は這麼 に.》》 坊を する、 雑巾が け 一つ 爲ろぢ やな 

し、 誠に づ うづう しい 代物なん ですから、 ：e ぼ 叔父 だって 然う然う は i 毒で も ござんす し、 又何處 

ぞ 釘い 奉公口で も ；、 J ざ ん すなら、 萬 望。 」 と 餘所餘 所し く 言 つて、 火鉢の 鐵炙を 拭いて ゐ る。 

「御 笑談 もんです よ C そり や 姐さん なんかが お利きな さる 口-ちゃ 有ますまい。 - 

「何 致しまして。」 

はたらき  どんよ 

- たって、 ずっと 技倆 力お 有ん なさ るんで す もの、 ^」| ^我儘 だって 人が 通して くれます わ。 - 

と 言った が、 相手 は 辛 氣^< さうな 顔で、 一向 榮 えなかった ので、 出直して、 

さん は 赵 子なん で ございませう、 姚子は 誠に 好い ところ だって 言 ひます ね C  - 

「は、 ^れは 跳 子なん です けれど、 方方 飛 廻つ ちゃ、 今に 5^ といった やうな もの もない 始末、 考へ 

て 見ます と隨分 心細い 譯 の，， J のです ね。」 


「だって、 御 亭主が お 有ん なさ るんで せう。」 

「いづれ 有つ たんで せう けれど、 何處 かで 外れつ 了つ たんで せうよ。」 

「おやおや、 御 亭主が 迷兒の 方なん です ね、 夫ぢ ゃ尙更 結構です ね。 でも まあ <fr にお 片 づきな さる 

ん だって 聞いて 居ました が、 然 なんで ございませう。」 

「そり や、 好い 慮が ありさへ すり や、 何時 だって 片づ かう てんです がね、 此方で 片づ かう つたって、 

爲 様がないで せう。 せ 持 崩した 鉢です から、 崩しつ いで、 一 曆恁麼 で 送らう かなんて 言つ ちゃ 叱 

られて 居ます の。」 

と 相手の 氣色を 候 ふと、 

^.7  どん ，£  ±たら き 

「然 いっち や 何です けれど、 姐さん なんか は是 からです もの。 持た うと 思 や、 ^麼 技倆の ある 御亭 

主 だって 持てる ぢゃ 有ません か。 眞個面 {E いのは、 二十 三 四、 私の やうに、 髮を梳 くたん びに、 白 

髮の 五六 本 も 出ろ やうに なつち や、 から も駄 nil です よ。」 

と 襟を氣 にして、 始中終 胸 を 押へ る。 

「お宅のお 金さん のお 話ぢ や、 何で も 今度 は 此方で ぉ片 づきな さるんで すって 》  o」 

「， 何です か、 然云ふ 寸法なん ださう です けれど、 這麼 じゃじゃ馬の 事て すから、 大方 手が 着けられ 

な いんで せうよ。 寅 は 私 もね 少し 所思が 遠った ものです から、 <fr 更 歸る譯 にも 行きません し、 恁遣 


つて ごろつ ちゃらして ゐ ろので すよ  ，1 

「それ はね、 ちらちらお 聞 申さないでも ない の OJ 

_  J1. ベ  と ョ 

「ii{s- のお 金さん が、 何 かお 辯り をした でせ う。 其ぢゃ 私が 怳 けて ゐ たと ころで、 何にもな り や 

爲 ません わね。」 と大に 極の 惡 さうな 顔な ので、 

そ J* な  い きさ つ 

「いいえ、 那樣 詳し ぃ經 をお 聞き 申した のぢゃ ござん せん」 

こっち  J 

ぉ關は 氣味惡 さう に 此方 を 見て ゐ たが 

「言って 見 ますれば、 i も 私が 虫の 好 過ぎた お 話なん です けれど、 其處が 女の 弱味と でも 言 ふんで 

, 7  > フ  こん ヒ 

せうよ。 1611=5 云.^ 人が、 何時か 這 麼事を 言った こと も 有った つけが なんて、 心細くな りゃ遂 出 も 

しま さね。 何せ S つた なんです から、 正 可 奥様に 押 直らう なんて 妄な こと を 言った 譯ぢゃ 有り ま 

むか ふ  あんま  /、フ 

せんけれ ど、 向の 首 草が、 また 餘り 憎い ちゃ りません 力」 

ほき 

「大 にね。」 

「ねえ、 今と なつち ゃ爲樣 がない から、 默 つて ゐて くれろ とで もい ふんなら、 また 格 刖。」 と 言 差し 

つった 

たが、 格子戸の 外で 突立って ゐる 人影が 爲た。 

二十-一 

31 の ゆく へ  ."'s 


ぉ關は 俄に 口 を 喋んで、 外の 方 を 透して i:^ ると、 今 中腰に なって、 格子 戶 から 內の氣 勢 を % つて 

いでたち 

ゐ るの は、 糸 織の 縞の 羽織に 絕 セルの ffi- 衣、 -iSii 麵の兵 兒帶、 焦 茶の 中 折と いふ 打 扮の若 紳士。 

旋て 啓け て顏を 出す と 精子 を 除って、 

「春 井さん は 此方です か。」 

何處か t いが、 亦 決して 硬い 調子と は 謂 はれぬ。 視 ると、 此は嶽 卓で 會 つた 男で、 そして 又 比 企. 

の 門前で、 再 ％ の緣 のあった 男で あろ。 其 時から 見る と、 適と 人物が 打揚 つて 居て、 成程 貴公子ら 

しい 風釆 である。 

向の 內 俵さん が 目 を 丸く して、 懵乎 見惚れて ゐ ると、 お 關は吞 込みが ほで、 

「まあ、 貴下 は！」 

と 衣紋 を搔繕 ひっつ 起 あがった。 

「關 子さん と 有 仰る の は、 たしか 貴女で。」 と 輕く會 釋を爲 ろ。 

「はい 私が 關 でございます。 ま 萬 望。： 一と 膳 や 散かった 四 下 を取片 着ける。 

「私 は 比 企の 弟です。」 

「然 やうで ございまし たか。 まあ：：。」 

ど 5  そそく さ 

「何もお 喧しう。」 と 泡 を 喰 つ て 女 は貪皇 出て 行 つ た。 


「あ のう、 ニ揩の 方が、 少し は 取片づ いて をり ますから、 何ぞぉ t り 下さい まし。 - 

案內 をす ると、 均 は 適と 押入の 上 を斜に 立てた、 段楷子 を攀ぢ あがつ だ。 上 口が 三疊 で、 班； か 六 

疊、 隅 子に^ 紙 を 被た 簞笥の 上が 行李 葛籠、 箱 入の 人形、 一 i§ の 置 床に 下った の は、 が lq あ 出；^ た 

らんま  さ； A 

壽老 祌の掛 ものに、 楣間 のが、 大ぃ 美人の 石版 畫 であろ。 請じ入れて 次へ 退った ぉ關 が、 下へ 降り 

て 間もなく、 現れた の を 見る と、 * の % 毛 は 奇麗に 搔繕 はれて、 井析 耕の 銘 撰に 壽 と 八端の 鯨帶、 

すす 

入口に 坐って 茶 を 侑め る。 均は惡 びれ ず、 

「貴女 は、 ちょくちょく お見かけ 申した やうです ね。」 

と 蔑 を 摘んだ 右の 手の 袖口へ、 左の 手 を 突 込んで、 嚴 格に 構へ た、 が 何處か 優しい 物 1^ で、 物 を 

言 ふ 度に、 一 種の 和氣が 絶えず 凛凛しい 眉宇の 間 を來往 して ゐる。 

彼 は 常に、 父 子爵の 妾であった 其母繁 子と いふの が、 邸內の 召使で あつたと いふの を恥ぢ て、 物 

心の つかぬ うちから、 己 は繁の 腹から は產れ ぬ！ と 主張す ろの が 癖で あつたが、 其實繁 子の 感化 

を 受け-たこと は 莫大で、 3n 鼻 立から が 母に 似通うて 居る ので ある。 繼母 のために は、 須美 子よ りん 

寬 よりも 多く 呵 めら れて、 學校も 學習院 ではなく、 常の 小學 から 尋 中へ 移って、 其のち 或 私立の 大 

擧を 卒業した のが 今ハ 牛の 夏、 引續 いて、 高等 文官 試驗を 受け やうと する 矢先へ、 可 憎 肋 膜 炎に 罹つ 

たので、 其が 準備 は 打 遣って、 七 八月の は 熱 海 あたりに 保養して ゐ たので ある。 


六 < 

お 闢は羞 ゆげに！ s を 擡げた が、 

「不思議に 善くお：： Z にか かろと 存じましたら、 貴下が 比 企さん の 弟御、 然 うと は 存じ ませぬ もので 

すから、 誠に 何も 失禮 を。 ：： よく、 まあ 這麼 ところへ。」 

「突然に 出て、 御迷惑と 思った のです が、 お 聞 をしたい 事が ありまして 止むを得ず、 お 邪魔に 出た 

のです。」 

わざわざ  I 

「それ はま あ、 態態 誠に 恐 入まして ございます」 

なす  しばらく  し 

均 は 莨の 灰 を 灰 吹の 緣に 塗り 塗り、 少時 田 《案 を 爲てゐ ると、 ぉ關は 少し 鉢 を 打； 明して 

「嵐 車の 中で お 目に かかりました 時分、 お 連の お嬢さんが 在 しゃいました やうでした が： ：。」 

「他 は、 姉の 娘です。」 

「へ え、 那麼大 いお 嫁さん がお 有ん なさ るんで ございます か。」 

話 は 少時 其 身のう へ に涉 つて ゐた。 

二十 四 

少時 默し 合って ゐ たが、 均が 口 を 切らう とすると、 不意にお^ が、 - 

「贵下 は 矢 張 御 兄 様と 御 一 緒なん で ございませう。」 


「唯今の 處、 一 つに 居ります。」 

すっかり 

「御 兄 様と は 極 仲の 好かった 事 も ございました つけが、 今では 最ぅ髯 なんかお 生し なすって， 悉皆 

御 様子が ぉ變ん なすった ものです から、 此？？ 伺った 節なん ぞ、 誠にお 話が 致に くう ございま してね、 

萎げ てば か り 居りました ので 御， 座い ますよ。 」 と 伏 ほ に な る。 

「成程、 然で せうな あ。 一と 勢の ない 返辭 で。 

きまり  そ 一 1 

「本統 に、 うかう か 伺って、 こり や、 まあ 酷く 拙い こと をした ものと、 極が 惡 くって 惡 くって、 倉 

そこ 

皇 にお 暇に 致しました の。」 

「それ はお 氣毒 でした。」 

「後で 嘸、 何とか 有 仰って で 御座いまし たらう 0  J 

「いいえ、 格^ 何とも 聞きませんで したが、 然し 以前 は 大層 御 厄介に なった とかい ふ 事でした。： 一 

「眞 個ね、 御最 cp: に 毎年 來て 戴いた ものです から、 私の 方で も- 2： の 方 か 何ぞの やうに 心得まして、 

隨分 面白かった ので ご. ざいます よ。 其から 貴下、 私 は 父が 亡くなります、 色色 辛い 目 を 致しまして、 

今度ぎ 方へ まゐ りましても、 此の 宅が 何か恁 かやって をり ますから、 居候み たやうな 工合で、 世話 

になって をり ます やうな ものの、 外に 誰 一人 身 寄の ものと て は 御座いませず、 厚かまし いお 話です 

けれど、 比 企さん を 一 つお 尋ね 申して、 固より 御 多人數 でも ございませ うし、 お 針な りお 爨 どんな 


さ 

りさして 戴かう かなんて、 不意と 思 着きまして、 のこのこ 出ました やうな 譯で ございま すの。 然し 

ますと 贵下、 何でせ う：：。」 と 調子に 乘 つたが、 急に 默 つて、 

あんな  はじめて 

「那， M まあ、 心細い ことての は、 初發 でございますよ。」 

と 袖口で E の 緣を檫 つて 居る。 

均 は 驚いた やうな ni を- 眯 つて、 

「奈何 心細かった のですな。」 

「いいえね OJ と あ 關は鉢 を 正して、 

で-, 0 

「私が 何ぞ强 請に でも 來た とか、 何とか、 まあお 思 ひなす つたので ございませうよ。」 

と ^做 子 を 透して、 外の 方 を 見た。 

「其 は 可 笑 いぢ や 有ません か。 1 

「どうも、 然とし か 思 はれない 御 様子でした もの。」 

「何ぞ 叉、 然思 ふ现. E が あるので せう か。」 

「格^ 理. m ての も ご. ざいません けれど：：。」 

と 貢 辛 さう に 手 を 揉み 揉み、 

いら  おとつ 

「跳 子へ 入し つた 時分、 まあ 私の こと を 色色 心配して 下す つて、 御父さん は 頑固 だから 可け ない け 


れど、 其 さへ 巧く 承知 をして くれり や、 婚禮 をす るから なんて、 善く 然有 仰い ました ものです から、 

私が 今 それ を 言 出す ことになります れば、 其處 のと ころが 酷く 面倒で せう。 ですから、 何でも 私に 

口 を 利か. tJ まい てんで、 脅す お 意で も 有ますまい けれど、 私に は 然とし か 思 はれない ので ございま 

，r, 1^ 

せう。 其 は 其 善で も ございませ、 ブ よ。」 

あらた 

と 言った が、 調子. 5- 更 めて、 

「貴下に lg% 事 を 巾した ところで、 始まらな いお 話です けれど、 ま然 云った 譯 なので ございます。」 

「いや、 は 初めて 承 はりました。 そして 其のち 兄に お 逢 ひに 成ません か。」 

つもり  あんた 

「ヽ 、え、 もうお ：n に はかから ない 意で 居ります くら ゐ。 ：：？5|- もね、 那麼 こと を 言 はれて 見ます 

れば、 も? 事が あつたって、 我慢に も 思 出 もしない て 決心で もって、 其 代り：：。」 

ぉ關の 調子が S% しく 殺 氣を帶 びて 來 たので、 驚いて 均が 目 を あげる と、 彼女 は 急に 口 を 襟んで、 

焦燥す る 鉢で、 薄い 唇が 顫 うて ゐる。 

二十 五 

ど- r- す  も おも； D 

「其 代り、 何お ろと いふので。 J と 均が 不{# を 打った。 ぉ關 は性坭 して 居た が、 

「"^^、- 何! 1- るって、 私の やうな 田舍 もの ぢゃ、 お 玄關へ 坐り こんで、 痰 火 かなん か 切って 見た とこ 


•  .  七 二 

t  あんま みつ 

ろで、 お，^ が 利き ゃ爲 ません し、 其 かと 言って、 御門 內で首 を 溢って 見たところで ■ 餘り 見と もい 

こ 1*  やつ '"つと な  さ っぽり  ， . ， , 

、もの. ちゃありません し、 此ゃ 矢^ 順し く 引退って、 薩 張と 諦めて 了った 方が 可 ささう なんで こざ 

いますよ O.J 

と笑談 かと 問く と、 心から 出た やうな、 妙に 皮肉の 言で ある。 

「否、 ils を 〔仃 られて は、 耐ら ない！」 と 均 も 微笑みな がらの、 輕ぃ 受け やうで ある。 

「です ナ L ど、 W ぼ 町 だって、 ロ惜ぅ ござんす からね。」 と 力 を 人れ て、 相手の 顏を 熟と 視 て、 

あんま 

「あんなに ぎつ ばら 恥 を かかされて、 指 を 咬へ て、 引退るな んぞ は、 餘り氣 の 利かない 話です か 

ら、 lif そのこと 左榜 でも 取って、 お 座敷へ 出ち や 吹いて ま はらう かなんて、 まあ 詰らない 惡 鼓です 

けれど、 其處が 女の 淺 3^ 敢な 智慧と かいふんで せうよ。」 

「いや、 其奴 は尙 さら 厄介で。」 と 笑 出した。 

「でね、 然 なり や 耻も私 itj んっ たもの ぢ やない、 何 かなし、 華族さん の 比企寬 とい ふ 方に 棄 てら 

れ トー 女...： とか、 けの 女房 だと かてんで、 有る こと 無い こと 出鳕 H に吹聽 をして ま はつち や、 自棄 

どう 

，を 甲って 騷が うか 知らん なんて こと も考 へて 見ましたり、 自分で も 時時 こり や；^ fe 力 何 力し 

きち *.A ク  し 

てゐ るん ぢゃ ないかと 思 ひます くら ゐ、 狂人 じみた 眞 似が 爲て 見た くな るんで ございま すよ。」 

「  o」 


「それに は 又 持って 來 いとい ふ 種が ござんす の o„_ 

ちて i; ま 

「はは あ、， 一と 均 は 犬に； Ji^ 餘 しの 氣 味で C 

「それ はね、 跳 子へ 入し つた 時分、 澤山畫 を かいて 戴いた のが、 今に 一枚 だって 散 かさずに 藏 つて 

ございませう、 一番 都合の 可 いのは、 二人で 撮った キャビネ がー 妆 ござんす から、 他 を 持って ま は 

いは. d  くっつ  その  か 5 い 

つち や、 现. mra: 緣を喰 着け るんで すよ。 其 また 寫眞 てえ のが、 恁云ふ 屈に ならんで、 比 企さん の 手 

が、 私の 肩のと ころへ 載 かって ゐ ようとい ふ、 極お 安くない 品なん でございますよ。」 

と 身 振 をしながら、 ^勝な 笑 方で、 前へ 屈んだ。 

「それ は、 愈よ 難題です な。」 

と 均 も爲ぅ 事な し、 {.^{1^ しく 笑った が、 

「然 う い ふ寫眞 が あります か。」 

あれ こっち 

「何なら、 貴下 だけにお 見せ 申す の は、 譯は ござん せんけれ ど、 今 申す やうな 次第で、 他 は 此方の 

大切な 種です から、 迂濶 にお 見せ 申さない 意：：。」 と 輕か身 を 反した ので、 

「いや、 私が 那様 もの を 見たところで、 始まらん 話 だが。」 

と何氣 なく 言 去って、 

「實は 今 H お訪ね をした の は、 其 邊の關 係 を 一 應 取調べて みてくれ ろと いふ 賴 みで、 私 も大に 弱つ 

S の ゆく へ  七三 


七 四 

たので あるが、 然ぅ厥 味 を 一一 E はれて は、 誠にお 話が 爲 にくい と 言った やうな 譯 で：： それで：：。」 

からだ  -っ ちま も 

と 鉢を搖 りつつ、 相手の 顔 を 打 戌る。 

ぉ關は に 固くな つ て、 

「何です か、 大層 難しさう なんです のね。 何 だって 可 いぢ や ございま せんか。」 

それ 

「貴女 さへ 可ければ、 其で 可い 話です が、 段段 伺って 見る と、 全く 然 でもない 様子。」 

ま .io まぢ 

と 溢 墨して ゐる。 

まさか  こんな  し 5 ち 

「いいえ、 正 可本氣 で、 這麼 事が 申された 譯の もの ぢゃ ございません けれど、 比 企さん のお 爲 打が 

ぉ爲 打です から：：、 そり や、 私 は 諦めて 居ります のさ：： 世間 ぢゃ然 は 思 ひません からね。 それ 

あんま 

ぢゃ、 お前さん、 餘り人 を 蹄つ けにして るぢ やない か、 お前さん がー 鉢意氣 地が なさ 過ぎる から 可 

けない とか、 . 可 とか、 まあ さ 隨分油 を かける 速屮 もお らうと いふ もんで さあね、 其處が 女です か 

ら、 遂然 かと も 思ったり、 何 か 致しまして：：。」 

とお 頓 して、 お 關は太 息 を 吐いた。 

二十 六 

「然します と、 何ですな、 貴女 自身 は敢て 寬に對 して、 何の 恁 のと 云 ふこと はない ので。」 


と嚴 格に 構へ ると、 ぉ關 は、 些と 手を掉 つて、 

「いいえ、 無い 段ぢゃ ございません よ。」 

「然し、 わざわざ 其 事で 御 出京な す つ た譯 でもない や うなお 話です から。」 

「いいえ、 それ は Ifi^ なんで ございま すよ。 私 も 父が 亡な りまして から、 色色 世話 をす ると か、 養子 

を 入れよ とか、 其 は最ぅ 煩い ほど 勸 めて 下す つた 方 も ございました けれど、 何です か氣が 進まない 

とい ふの は、 此 一件が あつたから なんで ございます もの。 恁巾 しちや 口 幅 いお 話です けれど、 其 

ひ ？ さん  つもり  •， ち 

時分 は 全く 比 企 様の 奥 さまに 成 澄した 意で、 誰が 何とい はう と、 平民の 宅なん ぞ へお 嫁に 行く もの 

かなんて、 唯もう 大な n を 利いて 威張りち らして ゐ たでせ う。 お 終に や、 ほら 衆に 愛想 を盡 されて 

了って、 他 は 飛んだ 厄介 もの だてんで、 相手に なって くれ 手がない ぢゃ 有ません か。 然 かと 言って、 

此が 漸く 十八 九の 初です から、 比 企 様 をお 尋 申さう なんて 思斷 つたこと は 尙更出 來ゃ爲 ませず、 世 

へ は 意地 を 立 通さう とする、 心の 內ぢゃ 段段 心細くな ると 言った やうな 始末で、 何にも 恁 にも 遣 

那 がっかな いて 騒ぎで せう。」 と 辯じ來 つた 語尾が 急に 緩くな つて、 而 して 半ば 笑 薺に 埋れ てゐ る。 

ちょ.：'  ゆ. r  く 

お 關は些 と 一服 吸って、 寬り烟 を 吹いて、 

し かた  む  しり ざえ 

「爲 方がない からと いふんで ：：0」 と 少し 烟に 咽せ た 聲が尻 消 をした が、 

「もう 恁 なり や、 意固地で さね。」 と 機械的に 莨 を 詰めて、 口な 袖口で 拭いて、 平氣で 均に 差つ けた 


ので、 均 は I ^に 面 喰った 鉢で、 輕 く會釋 をした ばかり、 ぼか ッ ぼか ッと、 濃い 濃い 葉 捲の 烟を 吹い 

てゐ る。 

ぉ關 は^した 額で、 

そんな  むやみ 

「贵 下、 お 毒です よ、 邠様强 いの を妄 にお 吹し なすつ ちゃ。」 と 言った 

「いや、 那様御 心配に は 及びません。」 

「爲 様が おりません ね。」 と 自分 で 吸って、 ぼん と敲き な が ら 、 

「t ，よいと 何して、 まあ 那様强 いものが 吸 はれ るんで せう ね」. 一と 美 さうな 均の 口元 を、 梦 ^ と 戌って、 

「私 はズ、 I ぶぎの 匂と 來 たら、 直にもう 胸が むかむかして、 我慢に も 熟と しちや ふられません の。 

：  れ 

ですから、 側で 紫 捲 を 吐して る やう ものなら、 其 こそ 一 本が 一 一十 錢だ らうが 一 圓だ らう 力 構 ふこ 

と はない、 强 奪って 泰 てて 了 ふんで ございま すよ。」 

均 は 取合 はず、 ！！堪 して ゐ たが、 

こ L  ふんだ く  よ 

「いや、 然う 嫌った 匂で も 有ません よ。 然し、 此 は失禮 ですな。 强 奪ら れな いうち 休す ことに 致 ま 

せう。」 

「いいえ、 贵下に那様11^なことをするものですか。 それ は、 ずっと 昔の事て すよ 商寶 をして をり ま 

した… •。」 


「商賣 と は？」 と、 うかう か 聞いた ので、 

わ ほき  んゃ まひ 

「いいえね、 此は大 に！ 御免なさい ましよ。，」 と獨で 笑って居 たが、 急に 坐 住 を 正して、 語調 を 

吏め て、 

「それから、 貴下 今のお 話で ございま すよ。」 

わきみち そ 

「成程、 これ は 大分 側 道へ 外れました。」 

「誠に 相濟 みません。 ：： 遂 燥ぎ 出した ものです から。」 と 格子 戶の 啓く 音に 耳 を 傾けて るた が、 眩 

くやうな 小い 聲で、 

「然 云った やうな 譯で、 私 は 到頭、 今 申した、 其商賫 をす る やうな ことにな つて 了 ひました の。」 

出 蛇に 段楷 子のと ころから、  . 

「姉さん、 大きに 有難う！」 

と 言った の は、 盲目の 女の子で。 

二十 七 

「あいよ。 もう. ぉ歸 りかえ C 大層 速かった のね。」 

ここ  さか  うかが 

と 板 返る と、 松 ちゃんと いふ 此の 盲目の 娘の 子 は、 氣 味の 惡ぃ 白い 目を瞎 つて、 黠 しく 氣勢を 候 


つて ゐ る。 

「松ち やん や、 お 客 さま だから、 下へ 行て お irl  . 

「誰。」 と 上り かける ので、 

「誰でも 可い からさ OJ 

松ち iO- ん は赛げ て、 (3^てろりそろりと下り.ざまに、 

「ぢ やお 稽古 は 何時 爲 ろの？」 

「晚 方に でもお 爲ょ。 騒^しい から 今彈 いちや^けな いよ。.」 

「ああ。」 と 探り足に 下りて 了った C  . 

「さぞ、 お 短いで せう ねえ。」 とお 關は向 直って、 

「すると 何でせ う。 正， H -、 其 時 は 華族 を 振 廻し ゃ爲 ません けれど、 何した 譯の ものです か、 張が あ 

ると か、 氣 位が 高い とか、 腕极 だと かなんと か 云 ふんで、 此 まあ 藝 者が 賫出 したから、 不思議 ぢゃ 

有ません か。 

それでも、 まあ、 日！ 那 取なん か爲 るよりか 增 しだら うてんで、 お 客の 前へ 出ち や 好い加減に お茶 

を獨 しちや 居ました やうな ものの、 何せ 意固地で 醉與 な眞似 をして るんで すから、 調子の い 時 

は、 人一倍 座敷 を 取 持ん しませう けれど、 一 っ氣に 向かない となると、 何處 から 座敷が かかって 來 


たって 出 やしませ ず、 設んば 出た ところで、 御神酒ち や 毒 口 を 吐いたり、 隨分 厄介な 藝 者ん 有った 

ものです けれど、 那様 時に 限って、 比 企 様 は 何爲、 被 限り 顔 を 出しち や くれないんだ らう、 那」 *J 様子 

の 好い こと を 言って おきながら、 私が 您 やって、 0,:!  くんない お i ヰの 機嫌 を 取って、 慰みん のにな 

つて ゐる とも 知らずに ゐ るんだら う。 誰も 成れと は 言ゃ爲 ない けれど、 此ん^ な 比 企 様の, 爲 なん 

だ、 ああ 詰らない、 活 やって 段段 年を取って 了 ふの か 知ら。 何時までも 三味線と ぉ铫 子に 摘まって、 

笑ったり、 笑 談ロを 利いたり、 謠 つたり、 ^^iぃたりして暮すのか知ら。 私が 騙された のか 知ら。 

とも、 私が 這. ：|5 鉢に なった のが 惡 かった のか 知ら。 今に、 ひょっと 叉來て 下さらな いと 限った もの 

でもない に、 商寶 人に なって 了った とお 聞な すったら、 i= ^麼ぉ 心 持 だら う。 意地 を 立 通す 私の 心 

意 氣も 知らないで、 吃 度爪彈 きをな さろ に 遠 ひない。 して 見ろ と、 身裝ゃ風は播樓を^；^てゐたって 

も 可い から、 矢 張 昔の 境涯が 可かった か 知ら、 なんてな 事 を 思つ ちゃ、 意氣地 もな く 悲しくな つて 

來 ろんで すよ。 恁 見えても、 私 は 眞個氣 がお いんです からね。」 

ぉ關は H を展 瞬いて、 

「その 位で すん の、 比 企さん には此 で、 うんと 怨が有 ろんで すよ。」  . 

言畢 ると、 熟と. 斗 を 傾けて ゐた 均が、 急に 火 入 を 掘く つて、 葉 捲 を 星の やうな 火に 推 けた。 

「何もね、 私 だって 責下を 神へ て、 愚痴 を駢 ベた か 有ません のさ。 です けれど 爲 方がない、 比企樣 


八 o 

の 代り だと 思って、 まあ 關 いて 下さい。 ね、 私 は恁云 ふ莫. i ですから、 のこのこお 玄關へ 出向いた 

の は、 餘り 目端の 利かな さ 過ぎた 處 置です けれど、 劍突を 喰して、 逐拂 はずと も 可 いぢ や 有ません 

かと、 言って 見たところで、 昔の 比 企さん なら 話せます けれど、 人間が もう、 がらり と變っ 了った 

ん ですから、 f  一  ：！ ふだけ が 野暮で さ。 ちょ ッ、 面白く もない、 妻 君 てんです か、 夫人 てんです か、 此 

方們 にや 上つ方の 事 は、 极ッ から 解り ゃ爲 ません けれど、 ぉ自： |i を 聞され て、 耐る もんです か。 貴 

下の 前で 失 禮な申 分です けれど、 比 企 様 も 大分 燒が 廻った やうです ね。 - 

話の 隙 を 午 報が ー發 した。 すると、 丁度 下の 時計が 十二時 を 撃った。 

均 は遽に 時計 を 引出して、 观 いて 見た ので、 

ま, よ J  ま 

「まあ、 お 宜しいで は 有ません かねえ。 お 飯で も 喰べ ませう。 貴下、 可いで せう。 尙 お話した いこ 

とも 澤山 ござんす し、 お 可 厭で も、 何處 ぞ其處 等まで 附 合って 下さい ましな ね。 是非。」 

何時か 又碎 けたお 關の 調子であった。 

二十 八 

悉く 毒 is かと 思へ ぱ思 はれる が、 言言 感情 の 迸し ると ころ を 見る と、 何處 か 同情 を 寄すべき とこ 

ろ も あるので、 均 は 何となく、 ぼつと した 氣味 である。 で、 彼が 半生 を 過るべき 竟 遇に 落ちた 動機 


は、 全く 兄の 寛が、 少ぃ 血の 機 ゆるに 任した 輕 佻な 戀 愛が、 主なる 原因であった とすれば、 ぉ關が 

今 毒舌 を 逞しう する までに 怨み 思 ふ、 心情の 憐 むべき を 察する の も、 强ち 婦人の 仁で は 有るまい と 

思った。 

均 は 一 鉢、 婦人に 對 して 一 種の 觀念を 有って 居る。 其 は 父の 妾であった、 自身の 母から 割出され 

ぞんざい   

たので、 母子 二人の # 合 では、 無論 母親 扱 ひで、 苟も 存在な 口 を 利かぬ ので あつたが、 人前 だけ は 

其 名 を呼棄 にして、 腹 は假り ものの、 賤む ベく 耻づ べき ものと やうに 外面 を 装うて ゐ なければ なら 

なかった、 其 辛 さと 情な さと を 思 ふと、 自分 は甚麼 日蔭の 女に 逢っても、 決して 冷淡な 考を 有って 

はならぬ、 とい ふので、 單純 では 有る が、 深く 頭に 染 込んで るた。 お 關に對 しても、 彼 は唯此 婦人 

* つろ は  しつどく  か は  つぶ 

の 美しい 一面 を 見得る の ほか、 他の 嫉毒、 野心、 驕慢な どの 側に は、 總て目 を P ハ つて ゐ ようとした。 

均は更 まって、 

「何だか 恁ぅ、 耍領を 得ない やうです が、 其邊は 宅へ 歸 つて 話 をして 見 ませう が、 昨今 困る とい ふ 

のなら、 何分の 御 助力ぐ らゐ は出來 ませう が、 私 は 日蔭 ものの ことです から、 も御滿 足を與 へる 

譯には 行きますまい C  とも 貴女の 方に 何ぞ お望み でんあるなら： ： 0 」 

と 斷斷に 述べた ので、 ぉ關は 今更 面 伏の 體で、 

きしゃ 

「いいえ、 然ぅ有 仰つ ちゃ、 私が 何 ぞ 御 無心で も 中した やうに 常る ぢゃ ；、 ，- ざいません か。 」 


「では 矢跟、 彼此 は 無い ので？」 

「ですからね、 今更； gfe:iH つたと ころで、 始まらない 話です から、 比 企さん が何處 まで も 突 放さう 

とな さ ろん なら、 其 迄です のさ。」 

「それで は、 幾 ど 話が 干ない！」 

「では 货下、 私 は 何す り や 可 いんです の。」 

と 額 然と 鉢 を 崩し かけて、 憤れた やうな、 媚びる やうな、 取 着 端の ない 1: 一！： である。 

「ですから、 何し やうと； K ふの か、 其 を 聞きたい ので、 今の やうな 中 ぶら りんの 御 挨拶で は、 贵女 

は 唯 人 おらせに、 管 を 捲いて るる やうな もの だ。」 

「4 うご ざん すよ。 管 を 捲いて ろと 思 はれた つて 爲 方が 有りません のさ。 贵下だ つて 折角 恁 して 來 

て 下す つた 位です から、 其 は 可愛 さう だと か、 お前さんの 首 ふのに は现 屈が あると か、 ね 私の 味方 

だって 少し は爲て 下す つたって、 可 いぢ や ございま せんか。 私 は這麼 ね、 物の 解らない、 手 頼の な 

い、 氣の狹 い、 詰らない 女です から、 少しば かり 優しくされ ると、 莫迦に 有難くな つて 耐ら ない の 

です けれど、 其 代り 藩 な ことで もされる と、 人一倍 腹が立って 爲 様がない て 性分なん です。」 と 伏 

HE になった が、 

「眞^  ロ惜 いんです からね。」 と 咬いた。 


「はは。」 と 均 は 熟 熟 其 様子 を 戌って、 思 出した やうに 笑った ので、 

きち •..； ひ  ど. ゥ 

「あれ、 笑 ひごつ ちゃ 有ません よ。 私 は 恁云ふ 狂人 じみた 女です から、 何せ 辻 褸の合 はない 事ば つ 

おどか  ひやか 

かり 首って ゐ るんで せうよ。 比 企さん に は 脅されろ、 貴下に は 冷され る、 私みたい な莫遍 は 二人と 

有 はしない！」 

と 溜息 を 吐いて、 怳け たやうな 目色 をす ろ。 僞 つてる るの かと 見る と、 故ら しからぬ 痴體 でも あ 

ろので、 均 は 幾 ど 解釋に 苦んだ。 

「さて、 大變ぉ 邪魔 をし ました。」 

「ちゃ、 參り ませう。 可 いんで せう。」  • 

たち 

「いや、 私 は 格 刖{ や 肘で もない から。」 と 起 かける と、  • 

つ ひち か ま 

「でも、 遂 近間です から 御迷惑で も、 附 合って 下さい ましな ね。」 

つきあたり ゐど  ここ 

と、 羽織 を 引かけ て、 づ んづん 後から 隨 いて 出た、 路 次の 突 の 井で 水 を 汲んで ゐた、 此の 女房 

らしい 女が、 

はした  ひきす^»  こ 

「ぉ關 さん、 お 馳走 さま！」 と仿 なく 喚いた ので、 均 は 更に 肝 を して、 帽子の 緣を引 t せめて、 仆 

けさうな 步速 であろ。 


二十 九 

谷 中の 方から 花圜 町を脫 けて、 今し も 乘照宮 の 横手の 森へ 人った の は、 比 企 均で、 散步 とも 見え 

けんち 5  かたて  ぶら さ 

ず 帽子 を 冠って、 黑三 ッ紋の 絕轴の 羽織に、 黒つ ぼい 親 セルの 單衣、 雙 手に 垂下げ たの は、 紫揪紗 

の 本の 包みで、 お 納戸色の 一 樂の緖 のす がった、 桐の 薩摩 下駄に、 白 足袋 を 穿いて ゐる。 孰 かとい 

ふと 寛の 粗野に 比べて、 均は實 際、 萬が ゼン トル マン 的に 出來 あがって ゐて、 妾腹の 日薩 もので あ 

るに 拘ら ず、 中學 時代から 高帽を 冠って、 ステッキの 華 is- なの を携 へて、 ft 内で 母から 贳ふ小 遣で、 

友人 を 料理屋へ 連 込む、 玉 を 突く、 花 を 引く とい ふ 風で あつたが、 事實其 等に 或 趣味 を もって ゐた 

ので、 其が ため 篤學の 人た る を 失 ふやうな 事はなかった。 

淡す り 梢に 殘 つて ゐる 曰の 光 は、 森の 緣 にある 二三 本の 樱 紅葉に 映って、 風 もない のに、 ちら ほ 

ら. 太？ れる木 葉の 乾き 切った のが、 動 もす ると 蜘蛛の に 引か かって、 言 ふ 許な く 淋しい 四 下、 松脂 

のか 秋草のと 思 はれる、 一 種の 句が 充滿 ちて ゐて、 十月に 人ら うとして 愈よ 高く 蒼 蒼と 水氣 立った さ 

ちょ-つく なす  だしぬけ  5 しろ  ，  す 

は、 所所 白墨で 塗った、 波の やうな 雲 を 漂 はして 居る。 突如に、 後の方で 鼻歌の 聲が爲 るので、 振 

返る と、 だらだらと 低い ところ、 太い 杉の 蔭から 現れた の は、 今時分 パナマの 藩 汚い の を 冠った、 

たまごいろ レず ぼん  やせ こ  ちょ ヅき 

卵色の 窄 袴の 足の 無法に 長い、 權瘦 けた 男で、 黑ぃ 上着に 白い 下着、 赤い 平 靴 を i 牙いて、 りうり う 


し g ゲ振 廻す 後から、 丸顔の 色の 白い、 金緣 眼鏡の 琉球 耕の 羽織 を 着けた、 小肥りの 男が 續 いて 遣 

つて 来た。 

「おい、 人が 居る ぞ、 靜 にせん か。」 

ちら , こ.； ：，• ち  そ 

言った の は、 瘦 せた 方で、 瞥と 此方 を 見て、 側面へ 外れた。 

5 しろ  す 

「莫迦 言へ、 何 ぼ 東照宮の 後 だって、 首を縊 りに 來ゃ爲 まいし！」 

こヅ 

「いや、 此 際の 事た、 縊 らんと も 限らん。」 

こ- I いら  ぶら さか 

「さう 言 や、 君の 風 鉢 は、 何した つて、 此 等の 技から 垂下って ゐ さうな 柄 だ。」 

「sgli 柄が あるか。 それよ か 第一、 洋服の 縊死 は 未だ 曾て 無い ぞ。 J 

「あるか 無い か、 差 結め、 君が 枝 を 見 立って、 一 つ 行って 見る は 何 だい。」 

「いや、 其 どこか、 俺 は 腹が減って 立 切れん わい。」 

「はは、 不景氣 な 事 を、 言つ こなし！」 

「此 際、 餘り 景氣の 好い ことなん ぞ、 言つ ちゃ ：5 ら れんから- S う。」 

「大に 其邊も あるね。， I 

「人 を！ 何が 其邊の もんかよ。 君 は 一 鉢 調子が 輕 藩で 可 けんの ぢゃ。 櫟原 ともい はるろ、 男の 浮 

沈に 關 する 難問題 ぢゃ。 笑 談ロを 叩いて をる 秋ぢゃ 有ろ まい。」 
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洋服の 男 は、 立 停って 詰り 顏に 突立って 居る。 

「はは、 空腹 だって した 慮で、 追 着かん I 秋 だ。 笑 談は拔 にして、 腹 も 減ろ 譯だ、 吾 吾は晝 飯ぬ 

きの 麥酒腹 だら う。 茶腹なら、 だぶだぶ しょうが、 麥 酒て 奴 は、 覺 めて 了う と、 腹の 心に 應が なく 

て、 誠に 始末に 行けん もの だ。」 

「其 位 知つ とったら、 せし く 腹 を 持へ ろ" 計.^ & さんと 可かん ぢ やない か。 而後、 徐ろに 方略 を 案 

ずろ として。」 

いたしかた 

「しかし、 君の 言草ぢ やない が、 此際致 方がない。」 

「ぢ や、 何し よる 者なん ぢ や。」 

「爲 ザがない から、 今夜 も 何 € てへ 沈沒 する さ。」 

「それ ぢゃ、 愈よ 可 けん！」 

と 言 ひ 言 ひ、 何時か 又 へ 出て 來 ると、 人 待 顏に均 は 未だ 森の 堪を 彷徨いて ゐた。 日 は、 とつ 

ぶり^ ちて、 かさ こそと 枝 を拂ふ 夕風が A む 冷と、 何 か 雨 を も 待って 來 さう である。 

一二 十 

あすこ  . . ) 

「待てよ、 彼處に 立って ゐ るな 比 企た。」 


ちょ 一.'  こク ち  7  7^4 

眼鏡 は S と金 緣へ手 を かけて、 木ブぉ 越に 此方 を 見て 首った. - 瘦 せた 方 は、 杖の 手 を 尻の 虐で 組ん 

で、 惊劫 さう に 左足 を 横の 方へ 投 出して、 

「烟眼 炯眼！  ：i|l は 翁から、 何 鹿の 御前 かと 思 ひ をり や、 道现 こそ。」 

「占めた，.」 と 眼鏡 は 急に 歩 を 速めた。 

「駄 H: 駄： 11。」 穴 ^ 嘯いた C 

きん J« た めの さき  み のが  もと 

「いや、 然 でない から 來 給へ。 ffi:K ふ 金 方が H 前に ぶらついて ゐ ようての に、 見逭 すの は 天意に 悖 

め 5 ばつ  とつち 

ろと 一般、 其 罰が 可 恐し いから、 是非 取^めて 了 は うぢ やない か。」 

きのどく  ま. 0 ご めん 

「其奴 ぁ惡ぃ 了簡 ぞ。 比 企なん か を 脅す の は、 氣毒ぢ やから、 俺 は 先 御免 を 蒙らう。」 

そろそろ あと 

と 徐徐 後に 蹤 いて 来る。 

「此 際、 そんな 君子 流 は 不利益 だから、 まあ 休す 方が 可い よ。 いや、 瘦 我慢ても の はね、 鬼 角 君 

い ひまへ 

やうな 偽善者の ロ賁 になる もの だが、 此位 迂濶な もの はない のなん だ。」 

「先 あそん な 事 は、 何でも 可え。 ：il は股ぺ こで 耐 らん。」 

「それ a たまへ、 はッは ッ。」 と 笑 ひ 笑 ひ、 均に 近寄った。 

均 は 精子 を 除って、 

「機 原 君 か。 何も 然 だと 3 心った。 J 

s の ゆく へ  < 七 
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「後から 來る のが、 お 馴染の 奴 可 £ さ。 あの 様 を 見て くれた まへ、 サンフランシスコの 勞働 者み た 

やう だ。」 

「はは、 然言ふ 面影が あるね。」 

と 言って ゐ ろと、 ひょろひょろ 奴 可 M が 追つ きざま、 

「比 企、 化した，.」 

と 仰向 勝の： E を睜 つた。 均 は にゃにゃ 笑って、 

「犬に 評 刹が 惡 いよ、 君！」 

だろ 

-然 うか。 何が？」 と懈 さう に 言って、 

「いや、 大 失敗 大 失敗。」 と^で 黝 い- M の 大ぃロ を 開いた、 愛橋の あろ 笑顏 である。 

眼鏡 はくす くす 笑って ゐ たが、  に袂 から 口 シャ卷 を 摘み 出して、 マッチ を 指り 指り、 

「比 企 君 は 試驗を 受けん かったつ てね、 近 S は御勉 ifi か。」 

「あ ッ、 少時 また 本 を 見る 意で ね。 色色 世の中へ 顔 を 出す 計畫を 行って 兒 たけれ ど、 思った より 面 

白くない から、 又 引 込み さ。 君達 は 又、 何爲 失敗し たんだ。」 

「うむ。」 と 眼鏡 は 餘儘を 草原 へ投 つて、  ， 

「矢 張 その 何なん だよ、 ノオトの 下 調が 不充分 だから 取 逸すの さ。 殊に 憲法と 來 たら 吾 吾 は 吾 吾の 


獨创の 意見が ある だら う、 法王の やうな 窟な 解釋に は、 全く 服さん の だから、 マァク がな いのは 

あたり ±、 へ  いや あれ 

當然 だ。 否、 那 だけの ノオト を 頭へ 詰 込む の は、 到底 企及す ベから ざろ 事なん だ G」 

雨が ぼつぼつ 降って 來 たので、 均が、 

ど ある 

「何です、 行きません か、 然し 君達の： E 的 地 は？」 

「目的地と 言って 別に 無 いんだが、 兎に角 動く としょう。」 

「目的な しに 動くな、 俺 は 御免 ぞ。」 と 後から 奴 可 田が 言った ので、 均 は 立 停った。 

だしね け  しばたた 

「比 企、 君 は 晚飯は W ん だか。. 1 と 奴 可 田が 突如に 聞いて、 ばちば ち 目 を度敲 いて ゐ たが、 返^ を 待 

たず、 

「西洋 料理 を 奢らん か。， 一と 短兵急に 接した。 

「到頭 本音 を 吹いた ね。 奴 可 田の 露骨に も 驚ろ くよ。」 

「莫逾 言へ。 瘦 我慢 か 何とか彼とか 言 ひ をった 癖に。」 

.  それ  そつ 

「君なん か は、 場合 を 知らん から 可け ない よ。 其で 外交官 も 凄じい もんだ。」 と 眼鏡 は 辯 じて、 私と 

均の 氣勢 をぎ つた。 

「え、 比 企、 雨 も 降ろし、 此際ー つ 喰つ きをりながら 話さう！  丁度 股が 酒 切に なって ゐろ處 だ。」 

と 奴 可 M が 再び 言った。  . 
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「僕 は、 然云ふ 契約 を 取 結んだ 覺 はない が、 然し 次第に 因って は 奢っても 可い さ。」 

「占めた！」 と 奴 可 田が 横向に なって、 取合 はぬ 顏で、  に冗氣 よく 歩き 出した。 

三十 I 

「呆れた 狡い 男 だ。」 と 機^が 咬く と、 

「然し 久； で、 奴 可 出 君の 痛飮 する 處を拜 見す る も 可から う。」 

奴 可 £ は 逸 n 十く 大股の、 ずんずん 前へ 進んで、 停車場の 前 側の、 階下 は 玉 突 上が 洋食の 料现 店の 

前で 立 停って ゐる。 彼此 人の 顔の 發揮 しない 時分で。 

「可 恐し い 素 敏ぃ男 だ。」  . 

「君の やうに、 然ぅ 勉強して 愛橋 を 板撤き 居っても、 格別の 効力 は 有り や 爲んょ C な あ 比 企。 君 は 

悧_ 巧 だ、 此際吾 吾に 恩 を 費つ とくと、 又 好い ことがあ るん ぢ や。」 

fi; の 彼のと、 煌 動が 巧い よ。」 

「大 變な騷 ぎだね。」 と 均 は 笑 ひ 笑 ひ。 

脤 かに 入る と、 ニー 一  i 人の ボ オイと 下婢が 立 交って ばらばら 出て 來る。 二 措へ 上る と、 前 向の 廣ぃ 

部屋の 片隅に、 淋しげ な 小刀と 肉 叉の 昔が 爲て、 m 舍大盡 らしい 若い 男が、 手提の ぴかぴかす るの 


,n, ね ± んナち  た- "クー 

や、 高帽ゃ 緒手帕 や、 天狗 焖草 や、 携 品 を どつ さり 食. の 上に 駢 ベて、 今チヰ ンの處 分に 手 甲 擦つ 

ていぶる  ステッキ 

てゐ ろ。 一番 奥の 角の. 子に 座 を 取った 奴 可 m は、 杖で 荒荒しく 床 を^しつつ、 

「シャ ン ぺ ンを 持て 来い。」  . 

ボ オイ は 三人の 顔 を 見比べて、 - 

「シャ ン ぺ ン は お生憎さま。」 

「ブランが 有ろ か。」 

r グ ラ ン も に は 置きません。 麥酒か 葡萄酒で は 如： ^さま。」 

「うむ 麥酒 でも 可い。 二三 本 提げて 來 い。」 

「お 料理 は？」 

ぁ， ご  ひきさが 

^可 m は櫟 原の 方へ 突出した 颇を 撫で： i で、 更に 比 企に！ E 配 をした。 ボ オイが 引退って 麥酒を 持 

つて 來 ると、 奴 可 出 は 先 比 企に： 汗いで、 其から 泡立つ の を 一 息に 半分 程飮 むと、 辛辛 息繽 いたやう 

な 額で、 默 つて 櫟 原と 比 企の 談を聽 くでもなく、 けろ りと して 居る。 櫟原は 時時 奴 可 田の 顔 を 機械 

ちゃん ぽん や  しばらく 

的に 見遣って は、 麥 酒と 哀を交 互に 喫 つて ゐ たが、 話 は 少時 法现 論に 涉 つて 居た。 スゥプ が 蓬 ばれ 

た 時分 は、 奴 可 出 は旣に 一本 をネ- にして、 手 を 仲して 此方の を 取らう とすろ と、 其 は櫟 原が 何時か 

ちび りちび りと 飮干 してあった。 劇しく 小刀 を 打^ける ので、 興に 入った 一 一人の 話 は 、ばったり 遏ん 

S  S ゆ  <  へ  九 1 


な 二 

で 盛に スゥブ を 啜る 昔が 起ろ、 暫は 皿の 受授に 隻語 も 起らなかった。 麥酒は 旣に四 本を签 にして、 

更に 一本 は 奴 可^が 占 IS して ゐろ。 櫟 原は眞 白い 顔に、 美しい 血色の てら てらす る 顏を擧 て、 

「w のまに、 あ 皆 酒量が 減った ぢ やない か。」 

はんけ ち 

と 比 企の 顏を 見る と、 彼 は 今 奴 可 £ の： 汗いだ S を、 泡ば かり 唇に # めて、 手帕で 拭いて、 

「否、 赏は 今日は 大切な 使命 を帶 びて ゐ るので、 餘 り飮ん では 可け ない の だ。」 

「其奴 は氣毒 をした ね。 然し 君 は 近頃 ヱ ムの方 は 何 だ。」 

「相 變らず さ。 否 人 Si 生れて 貧乏 華族の 寄生虫と なる もの ぢ やない ね。 功名 をした 處 で、. 世間 ぢゃ 

さ ほど  けち  それに  てん 

然程に 思って はくれ ず さ、 間拔な こと を すれば、 相 應に非 を 着ける。 加 之 僕の 兄と 來た 日に は、 全 

然 文明 的 智識がない の だから、 僕の 希望なん ぞは說 いところ で 解り は爲 ないし、 學 校で 空想して ゐ 

た 事なん ぞは、 此頃 着着 誤謬が 發 見され ろば かりさ。 寧ろ 足 を 洗って 平民に なって 了った 方が、 却 

つて 窮窟な 念 ひ をし なくって、 可から うと 思 ふよ。」 

とメン チ ボウル の キヤべ ィ-デ を 肉 叉で 晨ん では、 切り 切り、 

1  そら 

- それで、 ぬつ として ゐれ ば、 君達に 莫迦に されろ 位が 落さ。」 と 一片 を 口へ 運んで、 身 を 反して 笑 

つた。 

さ. つ  にく きれ 

「否、 然 いった もんでも 無い さ。， 一と 櫟ぬは 皿 を 抱 込む やうに して、 猪 首を縮めて 肉片 を 食 ひなが 


「吾 吾と 來 たら、 アイスに 附 廻され て、 昨日から 恁 やって 上野 邊を、 ほっき 廻って ゐる 次第 だか 

ら、 心， 1 いぢ やない か。」 と、 かち やりと 音を爲 した。 

三十 二 

あたり  みま は  ていぶる 

櫟 原が 四 下 を 胸す と、 何時か 隣の 卓子に、 是も 列車 を 待つ 問に 晚餐 を認 むろら しい、 二人の 洋服 

が 居た ので、 急に 聲を 潜めて、 

ハンド レクト 

「併し 比 企 君、 是は 君へ 極眞 面目な 御 相談 だが、 君の 顔で 一つ、 一時 百 ばかり 引出す 處は なか 

らう か。 實際吾 吾 は 困って ゐ るの だから。 J 

だら り 

奴 可 田と 顔 を 見合す と、 彼は頹 然と 後へ 凭れて、 平然として ゐ ろので、 更に 眼 を 比 企に 移す と、 

ちて あま  コクプ  ほて 

持 餘し顏 の 杯の 半分 を、 ぐっと 飮 干して、 焦った 顏を擧 げた。 

あてこ  クウ ハンド レッツば か 

「君に は 話さん かった か 知らん が、 實は 卒業 を當 込んで 此 七月の 廿 SB に 二 百 許り 借りた と 思 

ひた まへ。 すると 此 月の 廿 五日が 期限と 云 ことにな ろと、 失敗であった だけに 酷く 催促 をす ろ， 私 

子 だけで も拂 はない と、 奴 可 田 か大に 面冃を 失する と 云 ふの は、 例の X  X の 連 帶と云 ふこと になつ 

てゐ ろの だから、 其方へ 差 向か はれで もした R に は、 啻に 吾 吾の 失態の みならず、 先生に 對 して實 
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に申譯 がない のなん だ。」 

言 差して 盃を取 あげて 相手 を 見る と、 漸く 醉の迥 つた 比 企 は、 苦し さうな 息 を 莨の If と共に 吐出 

して、 

「X  X の 速帶と はズ、 思斷った非常手段だったね.^ーと眼色を變へた。 

「何^！」 と 事 も なげに 打消して、 

「北 〔はね、 矢 張 X  X に賴 まれた 鳏譯が 有る から、 夫 さへ 出来れば 譯 はない のなん だ。 處が、 其 原書 

さへ 今 は 手元に 無い とい ふ 次第で、 一 時大に まごつきの 鉢 さ。」 

「それ は 又 酷い ね。」 

まったく  それ  これ ヅ ばか 

「隨分 酷い！ 眞 個大膽 過ぎた かも 知らん が、 何しろ 吾 吾の 手に 摘んだ のが、 其で 漸く 此 許りで。」 

と 私と ナイ フで 卓子の 上に 字 を 書いて、 

「期. 吸が 中 六十 日 さ。 無論： 大 引で、 一割 五分の 利子 だから、 今 利 子を拂 ふこと になる と、 躍 や 手 

數ゃ何 かで、 彼是， 百 は 焦眉の 必要 を 感じて ゐ るの なんだ。 斯 やって ゐる うち も 日歩て 奴が 附ぃ 

て 廻ろ から、 可 恐し いぢ やない か。」 

「いや、 君 連 も 到頭 隨落 をし ましたね。 - 

「嚷 落！ 墮落は 些と酷 だよ！  W し 今のところ 此 難場 を 巧く 切拔 けろ 策 を 講じない と、 先 蒙に 對 


すつ i-cv.-  しょ ッ *r つ 

する 吾 吾の 信用 は 悉皆 地に 墮 ちて 了 ふ譯 さ。 X  X は 始中終 恩 を 被て ゐる、 虚へ 突然 差 向 はれ でんし 

まじま じ  ， 

よう ものなら、 其， -そ 再び 顔が 合されな いは 可い が、 貲に氣 の 泰.； ^ん だ。」 と 比 企の 顔 を 墨 堪 と憒め 

て、 

そ. £ ク り  ど 5 

「何、 ^だの 五日に なり や、 其、 許は譯 はない の だ。 一時の 融通なん だ。 何に か 君の 信用で もつ 

すく  ていぶるつ  .  ？ 

て、 扬 つて くれる 譯には 行かない かね。」 と 卓子に 支いた 片手に 顿を 載せて 首 を 傾げた。 

「決して、 其 以上 迷惑 はか けんよ。！ 

「けれど， 那樣に 苦んで、 血反吐 を 吐く やうな 速 動 费を拖 へる のが、 旣に墮 落の 結 * ぢ やない か。 ：- 

•r つむ 

「然ぅ 言 はれる と 面 H がない の だが。 一と 急に 俛 いて、 タン シ チウの 冷 切った 玉葱 を 弄り 弄り、 

「君 一 つ 心配して くれません かね。 - 

「ああ 醉 うた 醉 うた。 W し 比 企、 君 は 1  近 比 金 はない か。」 

と 突如に 奴 可 £ が喙 を容れ て、 

「何 か 工面が ぉ來 るなら、 三人の 名譽に 瑕が つかずに 濟 むん ぢゃ。 其功德 無量：：。」 と 一言 ひかけ ろ 

と、 

「僕 だって 自分に は、 何す る 譯には 行かん が。.」 

それ ッ fu.J' り  ど. ゥ 

「w し、 夫 許 は 何 かならん こと は 無 いぢ やらう。 吾 吾は此 五六 日、 全く 夫が 爲に您 して 蒙 塵の 禍 

雲の ゆく ヽ  九 五 
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なん ぢゃ。 辛い もん ぞ。」 

「それで 其飜譯 とい ふの は 確なん かね。」 

「正 可、 君 を 欺く ほど、 吾 吾の 良心 は 曇って 居 やしないよ。 本 さへ あり や 二人 徹夜 をす り や、 一週 

間と は掛ら ない のさ。」 と櫟 原が 倍と なった。 

「夫 さへ 確なら ば、 他の 金 だけれ ど、 一週間 位の 處は 融通 をして おいても 可い が：：。」 と 均 は禱躇 

しながら、 - 

「何も、 君達の 様子が 變 だと 思った よ。」 

「いや、 然云ふ 野心で 此へ引 込んだ と 思って は 困る。」 

丁度 皿 は 悉く 淡 はれて、 ココアと ケィ キが駢 ベら れた。 奴 可 田 は 其に は 眼 も くれず、 もう 占めた 

とい ふ意氣 込で 更に 麥酒を 命じた。 

三十 三 

ボ オイ は 眼 を 丸く して， 瞿崔 して ゐる。 櫟原は 奴 可 M を 制しよう とも 爲ず、 强 酒家の 癖の 兎角ち 

びりち びりと 盃を 口に 絶たぬ ので ある。 均 は大に 氣の昂 つた 體で、 電燈 のちら ちらす ろ醉眼 笑まし 

げに奴 可 の 様子 を 戌って ゐ たが、 


「それで は 早速 履行しても 可い がね、 實は此 金 とても 僕 一個の みならず、 比 企 家の 名譽を 保護す る 

爲、 僕が 預 つて ゐ るの なんだから、 其邊は 心得て おいて くれないと、 差 詰め 僕が 迷惑 をす る。」 と 言 

差して、  . 

1  まちが ひ  これ 

「然し 兩君 とも 酷く 醉 つて ゐる. やう だから、 萬 一 の 錯誤の ないやう、 此 は明ョ にで も 差 あげた 方が 

安全ら しいね。」 

「否、 大丈夫！ 此 許の 酒に 醉 ふやうな 樑原 でない こと は、 君 も 先刻 御 承知の 害 だら う。 今 持て ゐ 

ろの なら、 其樣人 憤らせ は、 恐く， 比 企 君に も 似合 はない ね！」 

どう  も つ 

と櫟原 は、 とろり とした 胆で均 を » めて、 何 か 呂律が 紊 れてゐ るかの やう、 獨 酌の 瓶 を 持つ 手が 

ぶるぶる 顫へ るので あった。 

1  あざ  - 

「それ 見 給へ。」 と 均 は 嘲み 笑った。 

これ  びいる  おそ 

「何、 此か。 こり や 僕の 心臓が 惡ん だ。 麥 酒の 半ダ I スが 君の 怕れろ 程の 力 を 有って ゐる譯 でも あ 

ろまい。 第一 比 企 君と 吾 吾と は、 肝膽相 照す ともい ふべき 交遊 ぢ やない か。 一 旦 賴む賴 まれた とい 

つた 以上、 文句 を 言つ こなしに 爲ょ うぢ やない か。」 

「はは、 君達の 肝膽 なぞ は、 餘り當 に はせんが、 まあ 可い よ。」 

「百圓 の 金が 吾 吾の 試金石になる の だ。 由 來金は 人 蘭の 試金石で あるの だが、 恐く 吾 吾の 良心 は 未 


九 八 

だ那樣 低度に 迄、 軟化して 居 はしない 意 だ。」 

「可し 可し。 餘 計な 口 を 利かんでも 可い んぢ や。 比企ぢ やからって、 吾 吾が 返す 返さん を 憂へ るん 

つまり  まちが ひ  せ 

ぢゃ あろまい。 所詮 吾 吾に 過誤が あり ゃ爲ん かち ふ 話なん ぢゃ。 其點 は、 俺が 保證 する よ。」 と 奴 可 

田が 願 を 突出して、 

「然し 比 企に は 氣毒ぢ やね。 ：： 酷く 必要に 迫つ と るんで な いんなら、 此際 一 時流 用して くれる 

と、 大に 都合が 可い んぢ や。」 

「彼此 言 はない として、 此は 一 つ、 失禮 だが 君の 度胸 を 示した まへ！. i と櫟原 は旣に 見當の 違った 

眼で あろ。  > 

均 は 苦笑 をして、 

「大した 度胸 も 有った もの さ。 が、 兎に角ぁげろことにしょぅょ0」と咬くゃ*^'に言って、 懷 から 引 

出した のが 白に 定紋の ついた 縮緬の 帛抄 包で、 中から 大 i の燒 あの 紙 入と、 奉書 包の、 紙幣 束と を 

取 出した。 で、 手 敏く包 を 開けろ と、 中 は 折目 もっかぬ 十圓 紙幣の 幾 十 枚、 櫟原 はじろ りと 溶けさ 

うな 外眦を 側めて、 

「愈よ 君が 貸して くれる、 有難い！ 友人 は 持つべき もの だ。 いや、 大英 斷大英 斷！」 

と！^ 込む やうに して、 


「ほう、 大分 持って ますね、 其なら もっと 大きく 吹かけ る處 だつ けが、 何彼とい つても、 吾 吾 は 未 

だ 純潔な もの さ。」 

ナイフ 

均は默 つて、 其 半分 を數 へて、 櫟 原の 前にお いて、 更に 紙 入 を 取 あげて、 刀で 食卓 を 叩く と、 入 

やや  - 

口の 椅子に 凭れて、 動 もす ると 居 睡のボ オイが、 頓狂な 返辭 で、 遣って 來た。 

「もう、 酒 はたら ふく 飲んだら うね。」 と 聞く と、 

1  て すり！ 》 は  of け  すっかり 

「もう 十分 十分！」 と 何時か 手 擦 際に 出て ゐた奴 可 田が、 劈頭に 1： つた 酒が、 悉皆 廻った ので、 よ 

ろけ さうな 歩調で 入って 來た。 櫟原は 首 を 傾けて、 考 へて ゐ たが、 

「然し、 折角 斯 やって 好い 心 持に 醉 つたと ころ を、 此で 別れる は實に 惜しくて 耐ら ない。 未だ 早い 

た  さすが 

よ。 君に 起 たれる と、 有繫に 興味 索然たら ざる を 得ない 譯だ。 え、 もっと 飮 まう。」 

n ヅブ  わざと 

と 想 出した やうに 盃を 干して、 均に 差した が、 取 あげる 瓶が 悉く. t 仝な ので、 故ら しく 舌鈹 をして、 

ボ オイの 顔 を 睨んだ 眼が、 凄じく 血走って 居た。 

三十 四 

好人物で は あるが、 醉 うて 來 ると 座が 長くなる、 止 度 もな く 管 を 捲く、 手の 着けられぬ 櫟 原が 毎 

の 癖 を 知って ゐ るから、 均 は 時計 を 見て、 


1 00 

「も 八 時 だ c 君達 は寬 りした まへ、 僕 は此で 御免 を 蒙る よ。. 1 と 勘定 を^して 立 上る。 

出際に 奴 可 田と 少時 立 話 をして ゐ ると、 樑 原が 覺 束かぬ 眼で じろじろ見て、 

「ふむ、 八 時が 何した M: まだ 脊のロ だ C 此 からが 吾 吾の 世界 だ。 然ぅ 急ぐ もん ぢ やない よ、 ねえ、 

古人 燭を秉 つて 夜 遊ぶ つて ぢ やない か。」 

ち り ぢ C-  £ ら £ ら 

委細 構 はず 均 は 其 處を立 出る と、 今 着いた _M 車の 乘 客が 散散 離 離に { 侍の 忙しい 巷を擴 つて 行く。 

線路 を突截 つて、 仲 町の 方へ 出ようと すると、 はら はらと 目 を 突く やうに 車夫が 着 絡う。 

意 ひの ほか 醉が 廻った ので、 均 はが 時 思案 をして 池の 端の 方面へ 足 を 向けた が、 目 はちら つく 足 

はふら ふらす ろ、 加 之 今 渡した 金 は、 其 實牧 子から 受取って、 ぉ關に 渡すべき 金で、 義理の 姉の 委 

托 であろ のと、 片一方 が^の 女で ないだ け、 だけ 平然として は 居られぬ ので あるが、 奴 可 田の 保 

證 人の 敎授 XX に は、 不斷 出入 をして 少 からぬ 恩義 を 被て ゐろ、 二人 は 介 はぬ としても、 比 企に 相 

談 をした が、 現在 正 もので 懷 中して ゐろ もの を、 出さなかった と事赏 を 啓かれる こと はない にし 

ろ、 自分の 心に は 決して、 ー點 疚しい ところがな いと は 言 はれぬ ので、 一時 自ら 犠牲に なって、 敢 

,  あの かね  ただち 

て惜 まなかつ たので あろ e 唯 憂 ふるの は、 彼 金が 今夜 直に 彼等が 罪過 を 働く 媒介と なり はせ ぬか、 

とい ふ 事で、 立 際に 梶娓奴 可 m に 言 含めて はおいた が、 二人の 爲 體が那 であるから、 萬 一 の 虞が な 

し かた  あざ  さて  さ f 

いと も 限らぬ ので、 均 は 八 r 更輕 卒な爲 方と、 自ら 嘲んだ ので あるが、 偖、 R "圓の 金が 然； k り 自分の 


頭を惱 すべき 價 値が あるか、 と 思って みれば 其 迄で。 のみならず、 設ひ 幾何 か 手が 着く としても、 

目下の 難が 拯 はれぬ 場. 合に 至る までに は、 尙尙 餘裕が ある、 彼等 とても 自分が 氣遣ふ 程の 心無で も 

->  ど. つ 

あるまい、 と恁 ぅ刺斷 をして、 偖 一方 自分の 方の 善後策が 何なる ので あらう か。 

初對 面の 後、 一二 度 關子を 訪.？ i て 談判の 衝に當 つたが、 毎 も 耍領を 得ずに 了った。 とい ふの は、 

ぉ關の 心が 決まらぬ からで —— 


少 くと も其言 が 矛盾 だらけで、 今 寬に棄 てられて は、 自分が 此 迄に 立 通して 來た 意地が 水の 泡に 

なる、 とい ふかと 思 ふと ー义、 寛の やうな 沒分曉 漢には 思？ l„i す こと はない とも 言ったり。 自分が 適 過 

訪ねて 來 たの を、 けん も ほろ ろに 攘 つたの は、 定めし 夫人が 意地 惡 なので あらう、 其なら 自分 は 

つ きまと 

何 處迄も 寬に着 絡うて、 自分の 腕で、 屹度 比 企 家 を 滅茶滅茶 にして 見せる！ と 明言す るかと 思 ふ 

いくら  ひきさが  あ 

と、 自分 は 唯 幾許 かの 手 切 を 貰へば、 奇麗に 引退って、 彼の 寫眞 も戾 せば、 是 迄の 事 は 一 切 口外 も 

爲 まいと も 一一 一一！！ つて 見たり、 借 其 金 は 幾何？ となると、 此 にも 一定の §ー1 みがなくて、 千圓 なくて は 

からど すた 

困る、 とも 言ったり、 高高 百 か 二百、 それで 私は澤 山： とも 言ったり、 何せ 自分の 鉢 は廢り もの 

で、 <fr 更紛 転い つて 見た 處で爲 様がない、 と 酷く 諦めの 好い 口の 後から、 執念ぶ かく 均 を 怖へ て、 

散散 愚痴 を 零したり、 怨を 言ったり、 今 是非れ 辨が あるかと 見れば、 直に 調子が 變 つて 譯 もな く 駄 

しらと ぶ  とり^ ざり  まと 

駄を揑 ねる。 毒が ある やうで、 罪がない、 白怳 けて ゐる やうで 取 飾がない、 幾ん ど 始末に 行かぬ の 


で、 均 は 毎毎 手 甲 擦って ゐ るので あるが、 其 ままに 放 抛って おく 譯 にも 行かず、 ^^iKI^yr  1& か 

與 つて、 彼のお 眞 だけ は 取 戻して おかぬ と、 it 常人に は 無い にしろ、 何時^ぎ -惡 ものが is 

まと  ごたごた 

絡うて、 お 關を煸 てて， 紛擾 を 持 起すまい もので もない、 とい ふので 色色 相談のう へ、 二百 圓は、 

夫人 牧 子から 出た 始末な ので。 

三十 五 

で、 證左 として、 寫眞 だけ は 是非 夫人に 見せろ 必要が あるので あろが、 * して 機嫌よ く 度して く 

れ るか 何 か、 疑問で ある。 

考 へる ともなぐ 歩いて ゐ ると、 R が 急に ぱっとして、 敗 蓮の 散散に なった 池が、 づ つと 低く、 

力す. 》  きょ 

所幽な 星の 光 を 受けて、 碧い 際 を 枯れた のが 赭く 隈取って、 渡ろ 風に 一種の 句が ある、 追って 

くろ、 此を 練習場の 自轉車 を 避け 避け、 ぐろ りと 池 を 廻って、 何と はなし 向 側へ 廻って、 其から 上 

へ 登って、 微 暗い 木薩 のべ ンチに 腰かけて、 均 は 良暫し 池の 面 を 見下しつつ！^ おして 居た が、 後の 

ゆきき  あ」 一り 

律 道 は 一時 人の 往來の 絶 で、 漸くす きすき になった、 四 下の 杷に、 ざわざわと 風が 起る かと 見ろ 

と、 突如に 後の方で、 

「：： こら こら：」 とい ふ 醉漢の 黄色い 聲 がする かと 思 ふと、 高 笑の 聲が 耳底へ II つく やうに 聞え 


よ あこ  あんな  あいつ  よ ダぼど め 

「何 有、 那麼靑 ん藏を 胡麻 化すの は， お茶の 子で さ。 ：： 彼奴 も餘 程お 愛でた く 出来 あがって ゐら 

あ！」 

と 又 一時 洞の 反響の やうな、， 輕薄 笑が 聞え た。 はっとして、 均 は 振 返って 見る と、 向 側の 木の 

間 を 縫うて、 八 マ だらだらして 觀音 堂の 横手の 坂 を 登って 行く の は、 確に 二人ら しい 人影で、 或は 彼 

の 二人 かと 見る と、 然も 思 はれる ので、 屹度 醉 眼の 眸子 を据 ゑる と、 聲は 段段 低く、 ぱっと 散った 

莨の 火を殘 して、 影 は 彼方へ 薄くな つて 了う。 ぼろぼろと 梢 を 洩れて、 氣紛な 雨が 遣って 来たので、 

均 は 急に 本の 包 を 抱へ て、 其 處を立 出ろ と、 大 に決斷 したやうな 風で、 急 急と 廣 小路 を 目が けて 步 

き 出す のであった。 

三 橋 を 渡ろ と、 行 手の 柳の 重った あたり、 油煙が 盛に 蒼く 立 昇って ゐて、 行 交 ふ 群集の 際 を、 漁 

火の やうな 火が 幾 個と なく 一 塊 になって、 風に ちらちら 瞬いて ゐ ろの は、 緣日 であらう。 星 は ぼ 

つぼつ 消 かかって、 雨 を 帶んだ 風が 騷 出す、 氣 勢が 何となく 凄じい ので、 群衆 は 追 追 散ば つて、 白 

け かかった 大道 店の 前 を、 ふらふら 迪 つて 行く と、 思 做 か、 寂れき つた 植木屋の 邊り、 ひょっこり 

出會 つたの は、 翁から 頭に 幡 つて ゐた 問題の 當 人お 關で、 松 ちゃんと いふ 盲 E の 娘の 手 を 引き 引き、 

植木屋 を硯 いて ゐ たのが、 目敏く 均 を 見 着けて、 步 早に 側へ 寄った。 


一 OB 

「あら、 まあ， •」 と 仰山ら しく 言って、 顏を見 あげたが、 

「本営に 暫 でした ね。」 と 袂に槌 つて、 俛 いて 首 を 横にした 松ち やん を、 ぐっと 前の 方へ 引 寄せて、 

可懷 しさう に 言った。 

均 は 聊か 面 喰った 鉢で、 

「何し ました。」 と 松 ちゃんの 顔を瞹 めた。 

-レ いえね、 松 ちゃんが 不動さん が 信心な ものです から、 今些 とお 詣 をして、 此邊 を；^ すいて 罟 ろ 

ところ なんです よ。 何です か， 义、 降 出し ましたね。」  • 

と 寄って ゐた柳 を 二三 步 出て、 空 を 仰いで、 

「貴下 は 何方へ。」 

「私？ 私 は實は 貴女のお 宅へ とも 思った のです が、 遲 くも あるし、 雨が 降りさう ですから、 引返 

さう と 田：^ つて ゐ るので す。 一 

「おや、 然ぅ！  丁度 好い 處、 もう 直です から、 では まあ 御 一緒にまい り ませう。」 

と 動 出さう としたが、 均が 熟と して ゐ るので、 

「貴下、 何 を 御 思案な すって 在つ しゃる の。」 と 顔を观 込んで、 

「貴下 御酒 を 召したん でせ う。 大曆 好い お 顔色で す こと。」 


「此 通り 醉 つても 居ます し。 乂に しませう。」 

と 帽子の 緣へ手 を かける と、 松 ちゃんが 白い 目 を 張って、 連に 引留顏 である。 

ひとしきりみ ど   

はら はらと 降 出して 来たので、 一時 亂れぁ ふ 群衆の 跫 昔に、 話聲が 聞え なくなった。 

三十 六 

ちょ ヅ  ゐら 

「さあ 贵下、 降 出して 來 ましたから、 此 二と まあ 寄って 入つ しゃい ましよ。」 

無理 強に 引 張られる ので、 均 は爲ぅ 事な し蹤 いて 行った。 

宅へ 着いた 時分 は、 雨 はもう 悉皆 落着いた 降 方で、 人る とお 關の 叔父と か 云 ふ、 ra: 十 冗 六の 額の 

<J  -0 ' -  わ 二ろ i3 り 

少し 秀 げかかった 主が、 其 勤め先から 歸 つて、 今大 な极來 塗の 隨に 向って、 晚 酌の 最中で、 簿噔ぃ 

まて  > た ひ てら てら  まづめ 

五分 心の ラム ブに、 使 i つた 額の 赫赫す ろの が 先 目に 着いた。 松 ちゃんが 案內 顔に 眞 先に 駅 込む、 績 

ゐゃ まひ  おし 

いてお 關が主 夫婦に 何 か 耳 打 をした 處へ、 ブラと 入る と、 主 は 急に 居住 を 正して、 膳を片 一 方へ 推 

遣って、 銘 撰の 羽織 を 着ながら、 額 を 撫でて ゐる。  ■ - 

「これ は、 飛んだ お 邪魔です な。」 均が 坐ろ と、 

「いいえ、 もう 却って 失禮 でが すけれ ど、 萬 望ま あ。」 と 主 は 固くなって、 銅 壺の挑 子 を 引 揚げて 了 

はう としたが、 少し 考 へて、 
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「せヒ 1^ どうも、 關が御 厄介になる さう で 御座い やして、 實は 一 度お 目に かかって、 御 挨拶 を 申さう 

と 存じ ましてな。 ：： 毎も歸 りが 晚 くなる もんです から、 遂 それ 行 違つ ちゃ、 お 2： にも かからない 

て 始末で、 へ ッ へ ッ。」 と {1^ 笑 をして、 膳の 上 を 眺めながら 頭を搔 いた。 

すす 

「此方が 叔父さん ですな。」 と 酒が 漸く 醒め かかった 處で、 均 は 女房が 棺 める 番茶 を 啜りながら。 

「へえ、 私が 其の 關の 叔父なん で、 樋 ロ定吉 てえ、 いけ 粗笨な 男なん でげ す。 昨今 は 通運 會 社へ 勤 

めて を るんで げすが ナ、 恁 やって、 歸 つて まゐ ります と、 一杯 やります のが 何よりの 樂 みで、 いや 

もう、 誠に £ も。」 と、 外で は 雨が 一時 劇しくな つて、 雨垂の 音が 凄じくな つたので、 默 つて 庭先 を 

見ながら、 

こんど 

「陽氣 が 大分 變 つて まゐり やした な。」 と 這 度 は 蔑を樊 出した。 

「さあ。」 と 均 は 莨 を 喫しながら、 一家 四 人の 目が 齊 しく 自分に 鍾 つて ゐ るので、 窮窟 さう に 坐った 

鉢 を 少し 崩して、 

, 「どうぞ、 お 構 ひなく おやり 下さい。」 

「ひえ ッ。」 と 又 膳の 上を氣 にして、 

「もう、 船 いらで 切 揚げても 可 いんで げすが な。 兎角 此の上 戸て 奴 は、 ちび りちび りと 後 を 引く の 

が 癖なん でげ して、 毎 も嬉に 厭味 を 言 はれて をり ますんで、 ひえ ッ。」 


「酒 は 大分お やりな さろ と 見えます な。」 

「私で げす かい、 いえもう、 大して 大酒て んぢゃ 有り やせんが， 矢 張 其の やりかけ ますと 這 麼の を. 

四 五本 あけません とな、 何も 物 足りん やうな 氣が 致し やして、 只もう ちび りちび りと 猪口 を 舐めち 

や、 うじ やじ やけて をる ので 御座え ます。」 

銅壶 のが、 何 か 泡 を 吹 出し さうな ので、 急に 引 揚げて、 大事 さう に 猫板の 上に おきながら、 仕 末 

てい  きよとき よと 

に 困った 鉢で、 瞿霍 として ゐ たが、 急に 笑顏を 作って、 

「失禮 でございますが、 貴下 は 此方 は。.」 縮めた 首み」 突出して。 

「あら、 這 麼惡ぃ 酒なん か 召 食り ゃ爲 ません よ。」 

とお 關が 横から 口 を 利いた。 定吉は 目 を 丸く して、 

「成程 然 やうで 入つ しゃい ませうな。」 と 急に 眞 面目に なって、 

「それでも お前、 こり や 新 川の 灘 だせ。 有難い 事に は、 酒 だけ は灘 でない と飮 めない てえ 性分なん 

で、 満更な もの は、 やり ゃ爲 ません がな、 何でげ すえ、 お 一 つ。」 と 笑顏を 向ける。 

「結構です が、 今 漸く、 少しづつ 覺 めかける 處 なので、 ：： まあ 介 はずお 遣りで さい。」 

「でも まあ、 ：： 一鬼 角 この 酒飲みて 奴 は、 相手が 欲しい もんで げして な、 誰 方で も取摑 へち やおぎ 

め 申す のが 癖なん でげ して。」 と 四 下を陶 した。 

雲の ゆく へ  一 0 七 


一 

三十 七 

「反って 御迷惑で せう から、 小父さんお 休なさい な。」  . 

「だってお 前、 召 食る てえ ぢ やない か。 可う がせう、 一 つくら ゐは。 一と 猪口 を 千して、 銅壺の 湯で 

雪いで 均に 差した ので、 均 は 膝行 寄って 受けろ。 

「では まあ、 お 一 つ 召 食って 下さい まし。」 とお 關が酌 をす ると、 老父 は 雲丹の やうな もの を 小皿に 

配け て 差 出した。 

「I ぢゃ 看がなくて 可け ねえ。 金、 茫 乎して ゐ ないで、 何ぞ 描へ るが 可い やな、 氣の 利かね え。」 

「だって 何にも 召 食る ものが な いんです もの。」 

「ぢ やま あ、 お 汁を搬 えて、 落 玉子で も 可い やな、 何せ、 お 口に 合 はねえ な 知れて るが、 偶に は 又 

不美 いもの も 可い かも 解ら ねえ。」 

臺 所の 往来が 頻繁になる、 火鉢に は 小 鍋が かけられる、 ラム プの 火が 搔立 てられる、 沸騰 ピるゃ 

すャめ  いる  ナ  ごつ ちゃ 

うな if ぎで あつたが、 煩いながら、 勸 上手の 老父が 相手に、 麥 酒の 氣と 混交に なった 醉が、 又發し 

て來 た。 一 鉢 酒 は 行ける ので あるが、 體が惡 いので 此夏頃 はばったり 休めて ゐ たの を、 大騷ざ を や 

られ るのと、 If* の 一 牛で、 胸が 何となくむ しゃくし やして ゐ るのと で、 遂遂 過した から、 後 力ら 


く 環って 坐に 居耐ら ぬく らゐ。 雨 は 意地 惡く 車軸 を 流す やうに 漑 いで ゐろ。 時計 は 彼此 十一 時に 近 

い。 此で醉 潰れる の は不覺 であるが、 手 持 無沙汰の 爲 うこと なしに、 又 杯 を. 取ろ のであった。 

「これ は 何も、 思 はず 過して 了って、 大 にお 邪魔 をし ましたな。.」 

「まあまあ 可う がせう。 此雨ぢ や 若 荷 谷まで、 大變 でさ。 何なら お： i ん なすって、 翌朝 早くお 車で 

達ら せ 申す てこと に OJ 

ちょつ 

「いや、 然う然う は 御 厄介です が、 實 はお 關 さんに 些 とお 話が あって 參 つたので。」 _ 

と 前に あつたの を飮 干して、 老父に 差して、 

「此 で牧 めて おき ませう。」 と 苦し さう に 言って お 關の顏 を 見る と、 此も 何時か 猪口の 零れ を 飮んだ 

のが、 目の 緣に 紅く 出て ゐ たが、 急に 猪口 を 明けて、 

「貴下 も 一 つ 召 食れ な。 何せ 歸ら れは爲 ません から、 御寬 りで 可 いんで せう。」 と 言った が、 均 は 猪 

口 を 見た ばかり、 吃と なった ので、 

「では、 ニ揩 でお 茶で も 煎れ ませう。 大層お 苦し さう です のね。.」 

おやお  しゃべ くた， ひ • つつむ  こっち  k  . 

父 は 何時か 後の 茶箪笥に 倚 かかって、 辯り備^^の俛きながら、 時時 此方 を 見て は にこに こ 猪 

ねぶ  そろそろね 

口 を 舐って ゐろ。 松ち やん は、 次の 部屋で 徐徐 臥 支度で ある。 

それ 

「其で は、 私は些 とお 二階 を拜 借し ませう か。」 と 起 上る と、 火鉢の 火 を 直して ゐ たお 關は， 急に 鐵 
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瓶 を かけて、 あた ふた 先に 立った。 

すっかりぬ  5 つ  あかり ， 

二階で は 宵から 忘れて 板戸 を 繰らずに あつたので、 障子 は 悉皆 濡れて、 薄す り 明が 差して ゐる。 

あなた しばらく  さく 

「喑 うご ざん すから、 貴下 少時。」 とお 關は均 を 置いて、 乂 下へ 行った 後、 息苦し さに 耐 へず 均は撈 

^寄って 窓 を 啓け ると、 何の 木 か 庭木の 梢の 濡 色に 薄光が して、 向の 飮食 店から 二階の 瓦斯が、 物 

干 を 通して、 幽に 雨の 空へ 映って ゐ ると 思 ふと、 5 憂と 戶が 締められる。 一時に 醉が 出て 來た氣 味 

しぶき  ややし £ らく  がつ 

で、 均 は 冷 冷と 飛沫 を 吹く 夜風 を 吸って 立って 居た が、 良齊 くお 關が來 さうな 氣勢 がな レ ので、 萎 

頓其處 に 坐る と、 纏て 懈 けさうな 體は 不知 不識 横にな つて 了 ふ。 

十分 も經 つと 楷 子の 軌む音 さへ 遠く 聞え て、 重い 目惹を あけて 見やろ 次の 四疊の 入口から、 ばつ 

と 差 來る臺 ラム プの火 は 夢の やう、 其 を 左に、 茶盆 を 右手に 持って、 何 か 下へ 1^ 科白で 登って 來た 

あぶた  こっち  二つ 二り ゑ 

ぉ關の 姿、 急に 起 直らう とする 途端、 彼方 は ラム プの隆 から 此方 を 見て、 嫣然 笑顔 を 作った が. 

「おや、 ぉ寐 つて 在し やる の。」 

と衝と 入らう とすると、 吹く とも 見えぬ 風に 火 はちら ちらと 使 瞬いて、 劇しく 油煙が 揚る。 立 疎 

ん だお 闊は、 大層ら しく 眉 根を擎 めて、 

けだた ま 

「あら！ 貴下：：。 一と 氣立 しい. 感 であった。 


三十 八 

びった  すす  . 

均が 直り 障子 を 締める と、 漸く 前んだ ぉ關 は、 

「まあ， 司かった。 どうも 禪 りさ ま。」 

と 億劫 さう に 持 もの を 下にお いて、 

「大變 なお 荷物で せう。」 

と 更に 板戸 を 繰って、 嫻 かに 坐った が、 小い 聲で、 

「貴下の 前です けれど、 叔父の 飲助に も 困 るんで ござんす よ。 那の 通り 見境がない ですから、 嘸 御 

迷惑でした らうね。」 と 卓の 上に 置いた ラム プの火 を 明く して、 茶 を 煎れる。 

均 は 苦し さうな 息み」 吹いて、 

「大層 面白さうな 叔父さんな もの だから、 遂 相手 を爲 ずに は 居られ なくなった ので：：。」 

「I が責 下お ッ そろし ぃ錢使 ひで、 始末に 行けない 道樂 ものなん で ござんす よ。 金 さへ 摑 めば、 此 

なんでせ う。 I 

と 花 を 打つ 眞似 をして、 

「あです から、 もう 有り もしない もの を 貸せ 貸せって 强 請る のが、 あの人の 十八番 なんで ござんす 


1  一 二 

よ c」  . 

均 は 想 出した やうに、 i 紐 を 結 直して、 

「えいと f から 色色 妻 君と も 相談 をし ましてね。 一と 辛辛 切 出す と、 ぉ關は 難しさうな 顏で 衣紋 を搔 

緩った。 

「で、 餘裎 以前の ことで も あり、 一 旦は關 係が 絶えて ゐる やうな 姿で あろから、 先 二百 圓 ばかり 差 

あげて、 ii で 可 處ぞ へ片附 くな り 田 舍へ歸 るな り、 何の 端に も 足ります まいが、 に 角、 其で 紛転 

は 言 はないで 返辭を 取って、 寫眞を I 风 つて くれろ と 云 ふので すがね。.」 と 茶 を り暖 り。 

し らく まじま じ 

ぉ關は 少時 墨 墨して ゐた が、 

「二百 圓と有 仰 るんで すか。」 と 目 を 丸く する。 

「其 は、 まあ 色色 相濟 みません。 です がね、 ぁッぱ かりと 巾し ちゃ 何です けれど、 其 位なら 實は恁 

して 貴下にまで：：。」 

「其 邊は私 一 向 不案內 だが： ：。」 と 笑顏を 作った。 

「ですからね、 恁 申す と掛引 をす る やうです けれど、 其 許りの 物 を 戴いた 處で、 私の 身が 立 行き ま 

せんから ね、 其處は 何とか、 最少し 色氣を 着けて 戴きたい と 申したい のです の。 金づ くの 話ぢ やな 

いんです から、 眞箇 is りません わ。」 


r 然ぅ大 く 出られても 困る が：：。」 と 均 は輕く 受けて ゐる。 

「何もね、 ー萬圓 下さいの、 ニ萬圓 でな くち や、 御 相談に ならない のと、 無法な ことみ t す 譯ぢゃ 

し  おもわく 

有り は爲 ません けど、 高高 二百 ゃ其處 いらで は、 餘り 私の 所思が 違 ひます から。」 

そんな  ややす ろ ど 

「那 様ュ とな 責 女が 言 ひました か。」 と 語 氣が& ^鋭かった ので、 ぉ關は 急に 怯み かけた 處を體 を搖っ 

て、 

「いいえ、 其 は 發§、 私から 切 出した 譯ぢゃ 有り やしません けど、 物に は 大概 相場ても のが 有らう 

ぢ やありません か。」 

ふき ど 

「相場が ある"： は ッはッ OJ と 均 は 思 はず 噴 笑した。 

たん と  ど ，フ  こんな 

「あら、 多 度お 笑 ひなさい よ。 何せ 私 は這麼 现窟の 解らない 女なん ですから。」 

「でも 然云ふ 相場 は 私 は 知らん から。」 

どう  からか 

「可 う ござ ん すよ。 私 は 何 せ 貴下 方に 揶揄 はれ て ゐりゃ 可 いんです から。」 

下で は 何 か 女房と 老父と が、 言爭 つて 居る。 其 を M くと もな く 二人 は默 つて ゐ たが、 ぉ關は 不意 

に碎 けて、 

「それで、 二百 圓 なら、 何時でも 可い と 有 仰る の。」 

「貴女 承知 をし ます か。」 


一 一 四 

「然 うです ね、 考へ ものです ね。.」 と 言った が、 

「ま 可い つて ことにして おき ませう：：。 其 代り、 私が 更 めて 貴下に お 願 ひが ござんす が、 お 可 厭 

でも 是非 聽 いて 頂きた いんです の。」 

三十 九 

1 層の 醉を發 した 均 は 聞つ けぬ 顏で、 

「私が 悠 まふと、 貴下 は 又 色色 絲を 着ける だら うが、 ：： 否 吃 度 着ける に 相違ない。」 

ぺ？ つかり  わざと  と いき  けげん  いつも 

と 萎 頓肩を 窄めて、 故ら しく 太 息 を 吐いた。 ぉ關は 怪訝な！ E 色で あつたが、 均の 調子が 毎に 變っ 

てゐ るの は、 多分 酒の 所爲 であらう と 思った ものの、 何となく 一種の 凄 氣に打 たれた。 

「實は 嫂から 其 丈の 金 を 托された のです が、 今 途中で 友人に 借りられて 了った と 云 ふ 始末、 百圓は 

何時でも 差 上げます が、 後金 は 暫時 猶豫を 願 ひたい。 何です 承知 をして くれます か。」 と 膝に 支いた 

兩 手が 動 もす ると、， U りおち さう、 突出した 首が 頹 然と 襟に 沒 して ゐる。 

「私 は 一 體這磨 面倒な 事 は大嫌 ひなんだ！ 嫂の 頼み だから 爲方 なし 口 を 利く やうな ものの、 實は 

煩くて 爲 様がない、 とい ふの は 貴女が 餘り 様様の 熱 を 吹く から。」 

「貴下、 醉 つて ゐ るんだ から 爲 様がない わ。」 


「愚痴 を 零す 譯 ではない が、 私 は 全く 手 甲 擦った， に 

ぉヅっ 

「それで 百圓 だけ 推 着けて 手 を 引かう とな さるんで すの。」 

「可成なら 然ぅ願 ひたいが、 後の 祟が 可 恐し いから、 其 は 四 五日 中に 取纏めて 差 あげます が、 其で 

奇麗に 引退って 戴く とい ふ 事に 致 ませう。 面白く もない、 貴女 だって 莫迦 莫， しい 話 だ。 私 だって、 

幾度と なく 往復 をして 、犬に 暇の 潰れる 事で も あるの だ。」 

と 目^ 瞪る とお 關は、 ほろ りと したやうな 體で、 伏目に なった が、 

まったく そんな 

「貴下、 眞 箇那樣 にお 困ん なすって？」 

「私 も實の 兄弟 間なら、 放 抛って おくの だが、 然も 行かん から、 理窟の 解らない 婦人 を 相手に、 餘 

こ A な  とみ  -ij ゾ  .*1 ゾ こす 

儀な く這麼 莫迦 莫迴 しい 眞似 をして 居る ので。」 只 看ろ と、 ぉ關は 私と 襦 禅の 袖口で： In を M 擦って ゐ 

るので、 均 は 急に 氣の 沮ん だの を、 吃す 莨に 粉して 居た。 

「ではね、 其處 のと こ 貴下の 好い やうに なすって 下さい ましな。 貴下が 此で 可い と 有 仰れば 、^は、 

もう 甚麽 事で も 我慢 を爲 ますから。」 

し i 

と 漸く 顏を 擡げる と、 目の 緣が 薄紅く 潤って ゐて、 何となく 優らし さう である。 

「二百 圓で すか fa 圓で すか、 其お 金 も 戴いて 可い か惡 いか、 私に は 解りません から、 5}- あ i やって 

置いて 下さい まし。.」 


「それ は 又、 何して だら う。」 

「可です か、 八 ん、， 'と 妙に、 レ 細くな つた ものです から、 お金 も 何にも 要らない てな 氣 になつ たんで 

,  て， よ  ゆきが かりじ やうさん ざん 

す もの。 ね、 私 はお 金 を 戴かうて え、 那様 けちな 氣は無 かったんです けれど 行 招 上 散散 責 

下にまで 御迷惑 を かけて、 今更 観" か惡 くて 爲樣 がな いんです の。 私 は、 比 企さん にこ そ怨は あれ、 

まったく つら 

大した 惡黨 とい ふんでも ない のに、 贵 下にまで、 莫連 だと か 何とか 思 はれち や、 眞箇 辛う こざんす 

ふし あ ± さ  あし 

から、 贵下も g&r 御 兄 様の 爲に 一生 を 腐らした、 不俾な 女 だと 思って、 お 鳥目なん か は 何でも 可 

う ござんす から、 何時かの やうに 羸 車の 中で ぉ會ひ 申す やうな ことで も ありま すれば、 口 を 利く 位 

は 可い つて ことに、 御迷惑で もお 願 ひ 巾したい ので ございます。」 

とに か くしょ-? つち 

「まあ、 其で は 右 之 左 之 承知 をして くれます ね。」 

「贵下 も 私の 無心 を 聞いて 下さい ましな ね。」 

「私に 無心と は？ 是非 聞き ませうよ。」.， 冷に 言 つたので、 

「あれ 那 様に眞 面目に お 成ん なすって！」 とお 關は顏 を 少し 後へ 斜に 引いて、 剽輕な 目色で あろ。 

霧れ てゐた 雨が 叉 想 出した やうに、 劇しい 昔で ある。 


比 企の 邸內 は、 此頃 何となく 賑 うて 來た。 新築の 貸家 は 大概 出來 あがって、 夫夫 塞って 了う C 人 

の 出 人が 多くなる と 同時に、 平生 屏息 勝の 寬が歷 旗 外出 をす る。 森森と して 陰氣な 宅で あ つたの 

が、 急に 謠の會 やら 碁の 會 やら、 臺 所に 女の 頭數が 殖えて、 酒屋 看屋 料理屋の 往来が 頻繁になる。 

で、 始中終 庭先から 來ては 入 浸の 姿で あるの は、 夫人の 大 好な、 ェ舉 者播 村で ある。 

晚 飯時から、 客間で 寬の蕃 の 相手をして ゐ るの は 其榴 村で、 石 を 摘み 摘み、 S せめて 居た 酒が、 ほ 

ん のり 主客の 顏を 彩って、 八 マ 點 いたば かりの ラム プに ii 映えて 居る。 

まづ. ぢ ご 

「はは、 先 持碁です かね。 - 

と 份村は 手 黠く白 を 浚 ひかけ る。 li と 盤面 を^め て 居た 宽は、 

「私 S は 何も 濱が 多い。」 

「然 でも 有ますまい。 否贵 下との 手 合 は、 此 ぢゃ 大分 骨が折れる。 二三 目 もお いて 丁度 好い くら 

ゐ ですな。」 

「些と は 上達し ましたら うかな。」  . 

「なかなか、 名 碁 骨が 有ります よ。」 

となめ た 吸物 の 金 海鼠 を 摘み あげて、 眼鏡に 霧け る やう に^めて、 

「爭 はれない もので、 大分 黑 人に 揉まれな すった と 見えて、 餘程功^^にぉ成んなすった。」 


1 一八 

寛 は 笑ま しげに 猪口 を 干して、 差 出し、 

「もう 一 手 合、 何です ノ I 

はん けち  , 、 

檢 村は髯 のお 汁 を 半帕で 拭きな.  力ら 

「まあ、 いらで 御免 を 蒙り ませう。 又 i 様に 怨 まれても、 惡ぅ ございます からな。」 

「はッ はッ、 巧く 逃げます な。」  a 

「^^" 逃げる 譯 では 有りません が、 此 間から 私 は 大分 奥様の 怨を 買って 居る、 とい ふの は 往往 啬 

下 &g すと いふので な。 夫人 持の 方に、 色の 取 持 零る の は、 恐く 危險の 至りです な。」 

と 一 の 眼鏡 越に 寬を 見遣って、 しく 大く言 ふ。 寬は 驚いた 目色で、 

「奥が、 g 様 事 を 貴下に？ 否、 知る 箸 はない と 思 ふが。 一 

「はは、 那様 迂濶な 事で は、 一件の 掛引は 迚も 覺束 きません な。 先 敵 を 攻めよう なら、 內 顧の 憂 を 

？ のが、 兵法の 囊で、 內 li 離叛 すろ 者が あると、 兎角 §が 難しい、 と 何 4 しく 首 ふこと も 

ない が、 奥方と 來た 曰に は、 きい 夫 思 ひです から、 餘り義 I" はなさいて ことに、 御用 心な さ 

らな いと 不得策です よ。」 

「然 うまた、 私が 亂行 をす る譯 でも 無から う。」 

と 寬は低 k である。 


「否、 此 は笑談 です がな、 寧ろ 貴下のお 堅い に は 奥様 も其實 不思議が つてお 在の くら ゐ だから、 貴 

下 も 枕が 高く 寝られます よ。. 一 

「然 うなうて .r- 奥が ズ、 十 時になる と、 吃 度 門を錄 めさした のが、 此頃 では、 何時 迄で も 稀を爲 

ずに おいて くれる、 して 見る と、 何も 那様 || 遣がない 害ぢゃ C 加 之、 夏の 頃 患って からと いふ もの、 

運動が 第一と いふので、 自身 も 間間 外出 をす る、 一時 は、 何時か もお 話 をした、 婦人の 一件で、 酷 

く 私を呵 めた が、 此頃 では、 宅 は 芝居と 小說の 話で 持 切で、 那の 通り 顏の 色艷も 好く なれば、 藏っ 

てあつた 琴なん か を 出して からに、 最少し 師匠に 就いて みょう か、 なんて 言って ゐる 位で な、 自然 

私の 身 廻の 事なん ど、 構っても くれないと いふ 始末。 奥 はズ、 君が 大好 だ。」 と 笑った が、 眉目の 際 

が、 何 か 曇 を 有って ゐる。 

まづ 

「はは、 私が お好きの うち は、 責下は 先安 心と いふ もの だ。 一と 猪口 を 差 出して、 

「何う です、 奥様の 方のお 自； I- は、 大概 其 位で ぉ切揚 になって、 新 仕込の 方 を 御 披露に なって は？ ： 

と 叉 大く言 ふ。 

四十 I 

寬は 妙に 焦燥す ろ 鉢で、 打消さう とする かの 如く 髙笑 をした が、 容赦の ない 槽村は 一 段 調子 を 高 


I  二  o 

めて、 

「其 後の 御 消息 は？ 無論 相 變らず 凄い もので せう が、 大分お 手 j|l けにな り まし たらうな。 s^、 

そろそろお 手に入った 時分です わい。 ぉ怳 けなす つち や 可け ません。」 

「そんな！ 君 は 勿 勿 人が 惡 い！」 と、 くろくろ 目を睜 つた。 

—いや  お-てら  だしぬ ナ 

「否 私にまで ぉ隱 しな さるの は、 恐く 貴下の 野心 も 恐るべき もの だ。 出 脫>  の 功名て 奴 は 一番 罪が 

深う ございます からな！」 

ゃヅ i 

澳の 外で 小い 咳拂が 聞え たので、 櫓 村 は 辛辛 氣の 着いた 顏で、 

ここ  あ. 5*  ここ 

「成程. 此は 少少 場所柄が 惡ぅ ございまし たかな。 然し 他 は 貴下が 此で 人の 惡 いこと を 言 はれて 

し かた  ねうち 

も、 爲 方がない だけの 値が ある。」  . 

あ  いりこく  V じ ま. 

すうと 襖が 啓いた と 田， - ふと、 人 難 さう に 立った 夫人が、 今身修 をしたら しい 白粉の 鮮 かな 目元が 

淡 紅く ぼかした やうに なって 居る。 

「樹 村さん、 耳が 痛う ござんす ね。」 

目 を 見合して、 口元に 笑 を 含みながら 側へ 寄って 來る。  - 

「はは、 私の 知った 事ち や 有りません。」 

ね- ，ち 

「俯が あるの、 無い のって、 まあ 何の 事です。」  .  . 


と di- 楷 村の 横へ 坐った。 

「此 はまた 何 か 聞 はつ ッて、 私を呵 めようと なさ るんで すな。 然し 奥さん、 御用 心な さらない と險 

難です よ。」 

と 意地 惡 さうな 目 を 光して 寬を 見る と、 萎 返った 寬は铫 子 を 振って、 

「あとのお 燜は何 だ。 棺村 君に お 酌 を。」 

返 辭を爲 ず、 夫人 は 煩 さうな 顔色で、 

「松 や、 ぉ燜が 可かったら、 さっさと 持って お出。」 

「其から、 もっと 何ぞ 無い か。」 

「召 食る の？ 鶏が ぼつち り殘 つて 居ります よ。」 

さヅき  のろけ 

「私なら もう 御馳走 は澤 山です よ。 曩 から 比 企さん の. お 自惚ゃ 何 かで、 大分 滿 腹の 氣 味で。 然し 奥 

そんな 

さん、 此 間お 目に かけた 帶地は 如何で せうな、 那 様に 下手な もので も 有ますまい。」 

「いいえ、 もう 本當に 結構で ございま すよ。 早速 仕 立 させ ましてね、 明日の 園 遊 會には 是非 締めて 

ま ゐ らうと 存じ まし て。.」 

「否、 其 程の もので も 有ます まいが、 意匠が 新しい とか 云 ふので、 吳服屋 が 大層 自慢の もの だけに、 

お締めに なられん 事 も 有ますまい。」 

雲 s< ゆく へ  I  ニー 


1 ニニ 

るら づ 

「貴下 は、 大層お 見 立が 巧者で 在 しゃいます のね。」 

「ぉ讃 では 恐縮です が、 何ぞ 又御最 負に。」 

まじま じ  .is 一お づ 

手 持 無沙汰の 寬は、 墨 墨して 居た が、 酒が 來な いので 俅俅、 

「何した 酒 は？ お前が 行かん と 可 けん。」 

「牛 直です から、 少少お 待な すって。 だって 私 は 坐った ばかりです もの。 帶 のお 禮 だって 申さな く 

ちゃ 貴下。」 

「其よりか 奥さん、 コォヒ が 御 無心なん です が。」 

夫人が 立った あと、 

まど 

「えいと 樁村 君、 採掘 認可 は 未 暫く 間が 有ます か。」 

じ  ちょ ゾ ひや ft-  めづ.？.".^ 

と寬は 憤れた さう に 訊いた。 播村は 些と冷 かな 目 遣 をした が、 更に 氣を替 へて、 

「え、 もう 此 頃に 下りて まゐり ませう。 貴下の 方 は 御 違反 は 有ます まいな。 實は餘 り 塞くな らん 前 

に 取 かかって おかないと、 御 承知の 通り、 飛彈 は雪國 でせ う、 十二月に なると 始末が 惡ぅ ございま 

すから な。 彼此もう 十 一 月です から。」 

「一 つ、 どんと 打 突かりたい ものです な。」 . 

「其點 なら 確な ものです。 来年の 今頃に は、 どんどん 利益が 揚 るの は、 附近の 同業者に 徴 しても、 


そ， T  *c  つ ざこ み 

決して 外れつ こ はない のです。 然 なると 那の 買價は 勿論、 今お 注 込に なろ 金高なん ぞは， 寳 にもう 

す ミ ら 

何でも無い ものなん です。 儲が しいと 云って、 躕山 事業く らゐ大 いもの は 無い のです からな。」 

「ふ ふむ、 成程な。， 一と 寬は悅 喜の 顏に 自負の 色を帶 びて ゐる。 

四十 二 

話が 途絶えた 處へ、 コ ォヒを 持って いそいそ 牧 子が 入って 來る。 

「櫓 村さん、 御最負 分に ミ ルクが 少し 餘 計に 入った かも 知れません よ。」 

ひヅ かき ま は 

「これ は 恐 入りました。」 と 匙で 引搔 廻しながら、 大事 さう に 唆って 居る。 

「貴下 は 未だ 御酒 を 召 食 ります か。」 と 寛に 聞く と、 

-， ナ  .H 

r 然 うさ、 此は榴 村 君の 方が 俐巧 だ。 兎角 酒 は受が 宜しくない からのう、 酒 は 休して 其の コォヒ を 

貰 はう か。」 

「お生憎さま。 コォヒ は 最ぅ種 切で ございま すよ。」 と獨で 笑って居る。 

「はは、 此は 奥さん、 近頃 大出来。」 と 叉 甘 さう に 唆る。 

「いいえね、 寛に は此頃 一 人つ いて 居る の ださう でございますから。」 

「丁と 探 jpc 濟 になって 罟 るんで すな。 比 企さん、 聢りして かからな いと、 風向が 大分 怪しくな つて 


はん ナち  とん  はなさ S-  てい 

來さ うです よ。 一と 眼鏡の 霧 を 押 拭うた 手帕 で、 尖が つた 募 頭 を 引 擦って、 比 企の まごまご する 體を 

あざ 

見て、 凱歌 を 揚げる やうな 嘲み 顏 である。 

「怪しからん、 お前まで 榴村 君の 味方 をして、 俺を呵 める こと も 無 かりさうな もの。」 

むき  ここ 

「然 ぅ怫然 におなん なすっても 可け ません よ。 此 いらが 品行方正の 德 なんだから、 致 方がない。」 

まヅ たく  よそ  たー の も 

「眞箇 御 自分のお 心掛 がお 宜しくな いから、 私 だって 遂、 餘 所のお 方が 頼し くなる ぢゃ 御座いませ 

ん かね。 J 

「俺の 心掛が 宜しくない？」 

あんな  あれ ひヅち よ  ごた 

「だって 貴下、 夏の 頃 も H 舍 から、 那麼 ものが 遣って 來 たり、 他 を 引 背負って， 均さん が 今でも^ 

M やって 居る ぢゃ 有ません か、 外聞の 惡ぃ 話です わね。」 

「それ は 均が 白い 齒を 見せた から、 事 難しくな つたの だ。 お前が 叉、 餘り 用心深い。」 

し 5 ち  あんな  つきまと  それ  あな 

「いいえ、 均さん の 爲打も 拙かった でせ うけれ ど、 那麼 ものに 着纆 はれて ごらんなさい、 其 こそ 貴 

下の 體 面が 潰れて 了 ひます もの。 私 は 何の くら ゐ氣を 揉んだ か 知れ は爲 ません。」 

「其奴 は 善く 有る 奴です がな。」 と榴 村が 咳彿 をして、  . 

「遂拂 う も 可い が、 執念が 殘 つて は匆匆 面倒な ものです よ、 眞箇 婦人の 情 狀も掛 酌して やらな けれ 

ゃヅ ばり 

ばな らん。 契約 を 結んだ 男が あれば、 矢 張 其が 手 頼で、 處 女の 貞操が 汚れて ゐ たにしろ、 男の 方で、 


1 言の 挨援 なし 妻 君を迎 へる とい ふの は、 隨分 罪の 深い 話。 其 婦人 は 第二の 問題と したと ころで. 

迎 へられた 新婦に 對 して 男 操 を 欺き、 兼て 婦德 を瀆 とい ふ 誹 は、 到底 免 かれない 譯 ですからな。 奥 

樣の 方から 言う と、 此は 十分 比 企さん に 言 分が あって 然るべき だ、 と 言って は 甚だ 惡 いか 知らん が- 

左 之. t 之、 奥さんの 御 心配な すった の は、 當然の 事 だら うと 思 はれる のですな。」 

と 辯 じて、 眞 面目く さって、 

「だから 奥さん、 比 企さん を 存分お 呵め なさろ 權 利が あるので すよ。」 と 鼻を蠢 した。 

「§£ 女 は 割が 惡ぅ ございま すわね。 まあ、 何して 任 やつ 世の中 は 不完全に 出 來てゐ るんで せう ね。」 

「呢 何でせ う、 録 人の 方が 推が 弱い からでせ う。 平 氣で權 利 を 放棄す るの が、 習惯 になって をり 

ます 力ら な。」 

「樁村君は耶蘇信者とも見ぇんが，^ーと寬は反って、 けろ りと して ゐ たが、 衝と 起って 障子 を 啓け て 

暫す ろと、 厠の 方で、 大ぃ k: の氣！ i である。 楷 村は牧 子と 顏を 見合した が、 

「何でせ う、 まあ！」 

と 夫人が 眉を攀 める と、 榴村 は輕く 頷いて 苦笑 をした が、 

「いや、 貴女 も 罪 だが、 お 邸の 御前 も 今時め づ らしい お 人柄 だ！」 

「お ほほ、 お 口の 惡 い：： 大曆 好い 月です こと！。」 

雲 S- ゆ  <  へ  ニー S 


1 二 六 

緣か. i> 障子に 水の やうに 差して ゐ るの は、 遂其處 の 竹 ごしに 落す 初冬の 月、 滴る やうな 影の 淸さ 

であった。  . 

四十 三 

內面は 兎に角、 何となく 景氣の 好い 比 企 家に 反して、 均 は 冬の 初旬から 谷 中に 些な家 を 借りて、 

暫く 別居の 詫し さ を 占めて 居る。 一つ は 潜思讀 書の 爲で もあった らうが、 一つ は 又 比 企 家に 出入 を 

すろ 人の 種類が 氣に 加ぬ のと、 小柄の 愛らしい 夫人 牧子 か、 案外 氣の强 い 我の 勝った、 如何にも 機 

嫌が 取 難くて、 我ね が ほに 邸 內の萬 事 を 切 回して ゐて、 動 もす ると 寛 自身 さへ、 遣 籠られが ちな の 

それに  .；？ ひま は 

が 面白くな いからで。 加 之可哀 さうな は唤 子で、 來る 早早から 小 問 使！： 様に 追 回されて、 一 鉢が 悧 

巧で ない のか、 其と ん才が 表に 現れる だけに 啓發 されぬ のか、 鬼 角 祌經の 可 恐し い 過敏な 割に、 何 

處か茫 乎して ゐ るの を 着目に、 夫人 は 勿論 傭の 女 迄が 莫迦に する。 人 可 懐げ に 着 纏 ふの は 均ば かり 

であるから、 棄て もお かれず、 共共 此へ 引取った ので ある。 

ゆ、 子 は 何した のか、 今朝 は 襟に ない 朝寢、 起きる が 速い か、 南 向の 均が 書齋を 職く ともう 外出し 

た あとで、 冬の 弱い 日光が 薄 ぼんやり、 煤け 障子 を 透して、 萠 黄の 机 被 を 照した 邊り、 きちんと 取 

らてん  ひ らしよ く 

片付いた 八疊の 床の 櫟鈿の 平. HI に据 つた 七 寳の大 花瓶に、 昨日 自分が 庭から 折って 來た楓 の、 紅葉 


らんま  にらみお ろ 

し 切らぬ のが 淋しげ に 揷れて あるば かり。 楣 間から 睨 下す やうな、 額の 廣ぃ 目の 窪んだ 前 子爵の 肖 

像、 段段 目に 馴れて 来た 所 爲と、 祖父さん だとい ふので、 均が 每も勿 鉢ら しげに 言聽 すのと で、 父 

こ i  さほど 

の 畫師の 話で は、 自分の 母に は 辛かった、 意地の 惡ぃ 爺め とば かり 可怕 くもあった 顔が、 然程で も 

なくなって、 今朝み ると、 口元の 一入 優しい 處が、 ふと 目に 着いた。 

子 は i 頓 して、 机の 前の むくむ くした 毛皮の 敷物に 坐って 見た が、 氣 味が 惡 いので 横へ 退い 

て、 床の 片隅から 寫眞帖 を 引出して 來た。 見い むくす るので、 何の 顏も 目に 着いて、 最初の やうな 

趣味 はない ので あるが、 不思議で ならぬ の は、 自分の 母と 均の 母と 大抵 同じ 位の 年に 見える ばかり 

つ そ 

か、 口元の 淋しい 邊 から 首の 細りした 工合、 人の 心 を 引 着ける やうな 優しい 目まで が 似通って ゐる 

のと、 終 尾に 挿した 色の ぼやけた 一お、 其 はくる くる 坊主の、 あんぐり 口 を 開いて、 懷手 をした、 

111 らり  かたが  .  レ. 力に  た/ひ  I 

首の 頹 然と 傾った 寫眞 で、 寛の 子供の 折と いふの が、 什 麼も請 取れぬ ので、 見ろ 度に 噴 笑さずに は 

す き  - か む 

居られぬ くら ゐ、 間の 脫 けた 圖 である。 一番 目に 着く の は 均ので、 一番 所 好な の は、 其の 角帽 を 

つて 杖 を 脇 挾んで 突立った 一 枚で あると 思った。 

から 臺 所へ 駄 出して 見る と、 耳の 遠い 婆さん は 買物に でも 出た のか、 昨脊 均の 友人が 二人 來 て- 

酒 を 飲んだ 名殘 りの 跳 子 やら 杯洗、 會席 膳、 麥 酒の 空瓶に 杯が 狼籍 して 居て、 片隅の 焜爐に 自分の 

ためのお 汁の 殘が小 鍋に 温められて ある。 あの 婆さん も、 比 企 邸の 長屋に 前代から 住って ゐた 女で _ 

雲の ゆ  <  へ  一二 七 


二  K 

自分の 母 を， 5- つて ゐ ろと いふので、 往往 其嗶 をす ろから、 何となく 幽しく 思 はれる ので あるが、 口 

癖の 砲兵 砲兵と いふの が 耳に 着いて 可笑しい ので、 善く 聞いて 見る と、 一人の 枠が 其 砲兵の 傲 ヱで 

さんざ 

あつたが、 長の 肺病で 散散 世話 を燒 した 果、 骨と 皮ば かりにな つて、 去年の 寒の 入 際に 到頭 死んで 

了った とい ふので、 其 話 を すれば、 屹度 I 一三 時間 は立續 けに 零される のが、 一 度 や 二度ではなかった。 

「お早う、 毎度 有難う ござい ノ」 

だしぬけ  . つつ  - 

と 突如に 水口 力ら 顏を 出した ものが あるので、 恍惚して 居た ゆ、 子 は 棒と 目 を擧げ ると、 大な岡 寺 

を 上 口へ 据 ゑて、 默 つて 手敏く 刺身 や 椀の 殘骸を 撰 別けて 取 込む のであった。 

四十 四 

ゆ、 子 は 其 力ら、 獨で 淋しく 朝飯 を 食べて ゐる處 へ 味 #1 漉 を 抱へ て 水口から 入った の は 婆やで、 食 

堂 を 差^うて、 輕 く會釋 をした。 

「婆や、 何して ゐ たの？」 

  し 

耳 力 聞えぬ ので 返 辭も爲 ず、 味 i 曰 漉から ごろごろ 板 敷へ 打明けた の は 落 栗で。 

「まあ、 澤山 拾った ぢゃ 無い か。」 

婆や は脊延 をして、 


- L  すき  しま ひ  い， か こんな はぢき 

「やれやれ、 ：5 でもう お壊さん のお 所 好な 栗 はお 終で ござんす よ。 まあ こら、 種が 這 麼に彈 切れて 

まん ま 

ゑみ 栗と か 云 ふんで ござんせ うよ。 又晚に 栗のお 飯 を 焚き ませう ねえ。」 

「婆や、 均さん は？」 と 聞く と 這 度 は 不思議に 聞つ けて、 

ゐらっ 

「旦那 様 はね、 何で ござんす か 今朝 は 大變に 御機嫌が ぉ惡 くって 在し やい ましてね、 早くから お出 

掛 になり ましたよ。 又何ぞ お宅の 事で 御 心配で もお 有ん なさ るんで ござんす かね。」 

言 ひっつ 栗 を 弄って ゐる。 卟、 子 は 御飯 は 少しば かりで 休して、 十 一 時 頃まで 臺 所で 婆やと 一 一人、 

ハ：  おきや  かへ り  ニニ 

栗の を剝 いて ゐ たが、 手が 痛くなる ので 直に 休めて、 ぉ晝 まで 均の 歸來を 待って 見た。 此へ弓 籠 

つてから は、 机に 坐りき りで、 晚食を 了 ふと 時時 呤子を 連れて 上野へ 出て 見る ばかり、 唤 子が 淋し 

よるべく  せゐ 

がるので 可成 外出 を しないの であるが、 今日は 珍しい 外出、 朝寢 をして ゐ た所爲 では ある まレ 力と 

思 ふと、 妙に 氣が揉 出した。 一 鉢が 父の 手に せ てられた ので、 娘ら しい 優しい 處 ゃ仇氣 ない：^ 愛氣 

とい ふの は 無い ので あるが、 均の 一言一行 は 妙に 神 經を惱 す 種と なる ので、 粗野で あろと 言 はれろ 

のが 辛 さに、 此 -a; 爲 うこと なし、 姿 や 行儀に さへ 氣を 着けろ やうに なった。 

欺から 此間 m たばかりの 紙 風琴 を 鳴して 見た が、 一向 與がゃ 米らぬ ので、 表へ 出たり 庭 を 彷徨いた 

けし  ここら あたり 

り、 體 屈な 半日 を 消 かねた ので あるが、 夕方に なろ と、 此 邊の 常なる 一種の 陰氣な 抹香 嗅レ 夕風に 

後の 墓地から 妙に 寂び た 法師の 墓經 の聲、 又 かと 耳 を 澄して ゐ ると、 消 人ろ やうな 鈴の 音 は、 遂此 
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問出來 たばか^の 新しい 土 殿 頭の 椎の 蔭からで、 そろそろ 中 蔭の あく 時分な ので あらう、 聞けば 肺 

病で 0 なった 女の子と やら、 自分の 母 も 那麼經 の や 鈴の 音 を 間され てゐ るの かと 思 ふと、 其 心細 

さが 想 遣られて、 勢の 好い 漁場の 賑 さが 没 可 懐し くもなって 來る。 

婆やが 自慢の 栗 飯 も 味なく 咽喉 を迎 つて、 火が 點く 時分から は 又 一人の 淋 1- さ、 泳へ きれず 不意 

と，； を 飛 出して、 歩き 馴れた 上野の 方へ 道 を 取って、 一 時問も經ったと思ふ頃、 備^^きって歸って 

ぼつねん  つか 一つ. はい， 

見る と、 均 は 何時か^って、 書齋の ランプに 坐って、 獨り，\-然とー2^ゲ樊して居る。 笑 力け て 從從入 

ると、 均は此 一-と 此方 を 見た ばかり、 案外 默 つて ゐ ろので、 氣味惡 さう に 坐って、 

「お， ti りなさい まし。」 と #釋 をした。 

「あ ッ。」 とば かり、 冷 かな！ R 色で ある。 

「私 は 今上 野まで 出て 見て よ。，」 

「は あ， I 。 」 と 勢の ない 聲の冷 かさ。 

子 は 呆顏に 茫然 瞠 めて 居た が、 

「あら、 何を考 へて 在し やる のよ。」 

けれど 返辭 がない ので、 赛 返って 伏 H: になった。 良久あって、 

「^さん C  - と 一一 一一 11 つたので、 E を擧げ ると、 眉が 可 恐し く 顰 んでゐ るので、 棒と して 返辭も 出ぬ くら 


み、 鉢が 饨んで 了った。  . 

「婆やに、 お 酒 を 持って お出って、 可い かい。」 

つい  かなぐり すて 

と 太 息 を 吐いて、 衝と 起った と 思 ふと、 荒荒しく 解いた 帶を搔 投棄て、 

「其から >咲 さん、 私の 着替 だよ。 相變ら ず氣が 着かない ね。」 

四十 五 

「あら 御免なさいよ、 私 眞筒氣 が =ltM かなくて よ。」 と 低 薛の何 か打顫 へて 居た が、 まごまごして 次の 

部屋へ 退る と 着替を 抱へ て來 た。 隅の 方で 極惡 さう に斜に 火影 を 背いて、 晴着 を疊 みかけた ので、 

均 は 思 はず 差楓 いて、 

「何故、 那様 ところへ 潜 むんだ よ。 もっと 此方へ 出て ぉ爲 なさい。」 

ぉづ ぉづ  ，ゥ はめ づ かひ 

「恁ぅ 疊んぢ や 可け なくって？」 と俅^ 手 を 休めて 例の 上目 遣で あつたが、 

「まあ 後で 婆やに 仕舞って お 貰 ひなさい c」 

て ぼや ぞんざい  こっち け はい うかが 

と 顏を背 向けて ゐ ると、 手敏く 粗笨に 疊ん で、 きょろきょろ 此方の 氣勢を 候って、 何時の間にか 

仕舞って 澄した 顏 であろ。 

「おや、 もう 仕舞った のか。」 と 笑顔 を 向ける と、 淋しく 笑って、 輕く 額いた。 

S の ゆく へ  二 I 二 


1 三  一 I 

「それでも 此頃 大分 順し くな つた やう だが、 口の 利き 方が 誠に 聞づ らい。 s< 張 子爵 家の お嬢さんら 

しく、 もっと 品の 好い 一 百 をお 遣 ひなさい。 而 して 少時 學 校へ 入って、 悉皆 貴女ら しくな つたら、 這 

度 はお 嫁に 行く のさ。 隨分灘 しさう だね。」 

「私？」 と 妙な 目色で 聞 咎めた。 

「然 うさ、 十六 七に もな つて、 毎日 ぶらぶら 遊んで ゐて も爲 様がない から、 そろそろ 御 婚禮の 用意 

そんな  まづ 

に 取 かかる のさ。 其 様で は 先 貰 ひて が 無 ささう だね。， 一 

「何 處へ行 くんです の。」 

「何處 つて、 其れ は 見立てて 行く のさ。 まあ、 言って みれば 小石 川の 邸の やうな 宅なら 結構 だ。 そ 

うすり ゃ嘸須 美さん も悅ぶ だら うし、 私 も 肩身が 廣 いが、 今のところ 及び もない 事ら しいから、 心 

細い。」 と眞 面目に 言った が、 解し さうな 氣色 もない ので、 

「まあ、 少 然然 やって 居る さ。 何 だい、 んぅ磯 節 は 休めて 了った のかい。」 

あんな 

「那麼 ものなん か。」 

と 唤子は 肩を聳 かして、 首 を 竦めて、 妙な 身 振 をした が、 

「それでも 時時 忘れち や 口へ 出ます の。」 

「ii: とかい ふの があった. ちゃ 無い か。 さう さう、 船に 乘る なら：：。」 


「あら、 岸へ 乘り やしゃん せ、 風に 情が ある わい なっての。」 口早に 文句 を 言 ひ 去って、 又 肩を搖 

こんど 

つたが、 這 度 は 調子 づ いで、 小い 聲で、 

「風に ね、 情が、 いそ、 無 いわいな。」 

そんな  い  キ 

「はは、 那 様の なんか 可け ない ね。」 と 言った ので、 急 に^めて、 伏目に なった。 

「大 曆ぉ賑 かで ございま すね。」 と 婆やが 膳に 铫子を 添へ て 持って 來る。 

「どうぞお 燜 を御覽 じて。」 と 後へ退って、 

こんち  せ い 

「今日は 旦那 様が お 留守の 所爲 でございます か、 ぉ孃樣 がもう 大變ぉ 淋し さうな 御 様子で、 碌碌 御 

!* ょヅ  やなた  そば 

膳 も 召 食らな いので ござ ん すよ。」 と 愛想 笑 をした の で 、 咬 子 は 棒と した やうな 目 を 其方 へ 側めた。 

「ねえ、 ぉ孃 さま。」  . 

，つ そ 

「偽よ！」 口元が 歪んで、 意地の 惡 さうな 聲 である。 

「旦那 様が お 優しくな さるんで、 ぉ讓 さま も 何のく らいお 力に 遊す か 知れ やしま せんよ。 貴下 唯今 

まで、 欝ぎ 切って お出な すつ たんで ござんす よ。 それが もう 這麼 に陽氣 にお 成ん なさる んぢ や、 餘 

程懷 いて ゐ らしゃ るんで ござんす よ。」 

「婆や は 襲の 癖に、 餘 計な 口 をお 利で ないて ば。」 

と 憤れ 情れ する。  . 


1 三 £ 

ひとり つ 

「はは、 不思議 だね。」 と 均 は獨で 酌いで 一 ロ飮 みながら、 

「ほう、 色色 御馳走が 出來 たね。 へ さんに お 酌 をして 貰った 處で 始まらな いし。 - 

みま は 

と：^ しさう に 膳の 面 を 見回して、 

「まあ 爲 おがない さ、 彼 は 彼、 我 は 我、 詮 じつめ ると 深く 心配す るの が 愚 だ。 何も 世の中 は 暢氣が 

-H ゾ  ザ 

好- ハ としてお かう。」 と獨で 眩いて、 繽け さまに 三つば かり 重ねて、 哮と息 を 吐いた ので、 解し かね 

た I 一人 は怪 評な E を瞪 るば かりで ある。 

四十 六 

si^ 姚 子が 一本 になった。 婆や はお 代りの 燜を 見に 起つ。 子 は 御 膳の 御給 仕 をしょう とい ふ 

ので、 i と 待って 居る ので あるが、 急に 取 かかり さう もない ので、 手 持 無沙汰の 不平 顔で ある。 

「一夜 W 風滿地 雜。」 と 均 は 何時も 善く まふ 詩 を微吟 する かと 思 ふと、 急に 不愉快な 顔で 嘆 聲を發 し 

た C 

ちゃん  すす 

「其 詩なら 私 は 丁と 覺 えて 了 ひました よ。」 と 子が 膝 を 前め た。 

「然 うかい、 どれ 首 つて ご ら ん 。」 

「籙 k たる 商 布 は 《I なきに 勝れり とい ふんです の。」 


「それから。」 

「春來 若し 桃花の 面 を 隙る も、 進梅舊 日の 香に 負く 莫れ ：」 ^の 方が 早口で ある。 

「然 うだ、 感心に 記憶力が 好い ね。 然し 詩の 意味 は 解るまい！」 と 子の 顏を^ めて、 

す  まヅ しろ  あら は 

「それ はね、 人間 は 御 婚禮を 二度 爲る もの ぢ やないて こと さ！」 と眞 白い 齒を 露に 笑った が、 

いつも 

^子 は 何となく 調子が 毎に 變 つて 居る と 思った。 

おゾか  ここ 

「ねえ、 唆さん の 阿 母さんの 須 美さん も惡 かった が、 第一 此に褐 つて ゐろ此 祖父さん が 宜しくな 

い、 這麼 家庭 は、 もう 眞平 御免 だ。 解った かい。」 

「いいえ。」 と怪 評な 顏 である。 

「婆や、 酒 は 何し たんだな。」 と 焦 焦す る體で 喚いた ので、 唤子は 目 を 丸く した。 

「もう 顏が 赤くな りました よ。」 

「赤くな つても 可い から、 \ あさん は最 うお 寐 なさい。 私 は 何時 迄も恁 やって 飲んで 居 ろんだ から。」. 

と 頗る 不穏の 氣 味なので、 子 は 恐る 恐 る氣色 をき デ て 居た。 

ま. 0  C こ 

均は來 年の 春. 試驗の ある 迄 は、 先此に 蟄居と 決めた ので あるが、 ぉ關に 渡すべき 金に 手が 着いて 

二 ころ 

みろ と、 急に 事 意に 反いて、 櫟 原と 奴 可 田に 融通 をした 金額が 期日に 還らぬ のみ か、 自分 も 日蔭の 

身で あるから、 內內 苦しい 算段 をして 漸く 勉强 をして ゐ ようとい うのに、 學校を 出てから 紳士 仲間 


一 三 六 

へ 入ろ となれば、 意 ひの ほか 交際費の 必耍を さへ 感ずる ので、 お 關が當 分は宜 いと 言った に 任して 

多く もない、 殘額は 何時か 自分で 遺 * して 了った。 弱味へ 突 込む の はお 關で、 最初から 變 だと 思つ 

た fll- は、 急に 鋒 11^ を顯 して、 手酷し く：？」 つて 来る。 大 磯から 新橋までの 潔 車の 中での 初見、 プラ 

てのうち だま 

ッ トフ ォムで 東西 に^れる 時 は、 掌裡の 環が 何處 かへ 飛んだ やうな 氣で。 それから 比 企 家 を 出際の 

邂返、 或は 何 かの 緣 であらう と m やっと、 急に 思が 募る ばかり。 這麼廢 つた 鉢で あろから、 自分で 自 

たしな  さて ど- 3  あなが 

分 を 叱って、 宥めて、 諦めて 了 はう と はする ものの、 悟 何しても 思 切れぬ の は、 强ち 自分の 浮氣許 

りで も あるまい —— 其に は 寛の 冷遇が 少なからぬ 反動的の 因 をな しても 居よう、 幾多の 困難 を甞め 

て、 性根の 据らぬ 男 や、 輕 薄な 男の 數 にきって 懲懲 したので、 幾何 か 行末が 案じられて 來た 所爲で 

も あらう、 億く ば、 铫 子で 名高い 豪 富の 娘が 成の 果の、 父母の 昔 を 憶うて は、 身邊 から 受けた 侮辱、 

冷遇の 下から は、 窃にロ 惜淚を 絞って、 今に 見ろ！ と 世間へ 對 する 一 種の 睨みが あつたから でも 

あば づれ なみ  ま  ， 

あらう。 が、 段段 聞いて みると お 關の心 は 案外 無邪氣 で、 莫連 並の 口吻で も 摸ね ようとす るた け 

が、 寧ろ 其の 經て 來た閲 歷の慘 と、 交って 来た 社會の _汗 とが 想 遣られる ばかりで。 何處か 大家の 娘 

らしい 本質が、 不知 不識幽 な 光明 を 放って 居る、 と 思う と、 氣の 弱い、 感情家の 均に は、 何時か 淺 

からぬ 同情が 熟して 來て、 或 時 は 自身の 利害 を さへ 抛た うとす るので あった。  - 

「婆や、 酒 を 何し たんだよ。」 


均 は 又 喚いて、 一 夜 西風：： を 今度 は 聲髙に 朗吟した C 

四十 七 

霞 轆と曳 いて 來た 車が、 丁度 門前の 見當 のと ころで 停った ので、 均 は遽に 詩吟 をが して、 耳 を 傾 

ける と、 - ざわざわと 墓地から かけて 此方の 庭木へ 渡る 風、 地を拂 ふの か 落葉の 音 11 子 は 身顫を 

して、 

「おう、 可 厭 だ，.」 

門前に 女の 聲 がして、 ちり りんと 門が 啓く。 門內の 敷石に 駒下駄の 音の 冴えて 聞え たのち は案內 

の聲 で。 目 配に 應 じて 子が 起った が、 纏て 引 還して、 

「あのう、 春 日 井と いふので すが、 上っても 可う ございま すかって、 大層 好い 姿 をした 女の人 I」 

と、 ばちば ち 目 を 厘 瞬いて、 可怕 いもので 見た やうの 氣色 である。 

「春 日 井 だって。」  . 

ま.. 0  L  らく 

均 は^子 を 戌って 少時 考 へて 居た が、 其 時く らゐ^ 子の 顔に 色色の 意味が 現れて 居ろ こと はな か 

つた。 で、 注意 深く 均の 氣色を 候って、 旋て氣 の 着いた やうに 膝を搔 合した。 

「まあ、 通す が 可い。」 

0 め ゆ  <  へ  ， .  1 一一 一七 


1 HA 

^子 は 力の ある！ E で、 赞と 均の 顔み」 視て、 默 つて 起った。 i」 と 入って 来たお 關は、 ，が？ も 寒かった 

らしく 頭巾 を 除って、 結 立の 夜 八 n の艷艷 しい 餐を 抑へ ながら、 小紋 縮緬の 羽織に 紋御 召の 二 枚 仏.：、 

-  しばらくた ゆた 

そろり とした 風で。 少時 E% つて、 

「入って 宜しう ございま すか。」 と 眩く やうに 言って、 入口に 坐った が、 後に 立った/手、 子 を 見返つ 

て、 

「貴女 どうぞ。」 と 片一方へ 片； Hj5 いた。 . . 

「ずっとお 入りなさい。 其 處は铫 子の 往來 なの だ o」 

ぶゾっ 

打 着ける やうに 言った。 

「大變 なお 景氣 です こと。 共で は 先 ぁ逾と 入る ことに 致し ませう。 何です かお 初に；! ザた もので ご 

ざいます から、 勝手が 解りません ので：：。」 と 世， 辭笑 をして、 手 を 揉み 揉み g で を S びて 居た が、 

「ぉ廣 さう でございますね。」 

婆や 力 f 子 を 持って 來 たが、 ぉ關を 見る と、 其 處に 坐って 態 勤に 會釋 なする。 ぉ關は 逸早く 姚子 

を 取って、 膝行 寄りながら、 

「貴下、 私が お酌み」 致し ませう。 婆やさん、 切望お 介意な さらず と、 何 か 御用 を IHS つて 下さい ま 

しな。 私 は 御客様 ぢゃ 無い ので ございま すから。」 


やが  さが  もぢ ちお 

婆や は當惑 さう に 1 一人の 顏を 見比べ て、 旋 て藩氣 味の 惡ぃ 笑顔で 退って 行く。 入口に 忸扼 する の 

まま 二 

は 子で、 繼 子の やうに 様子 を 見て ゐる。 

「もう 酒 は 休しても 可い ので 0  J 

はしゃ  くじ 

均が 不愉快 さうな 顔で、 注いだ の を 下に 置いた ので、 お 翻の 乾いだ 調子 は 忽ち 摧 けて、 

「おや 何爲 でございますの。」 と 小聲で 聞いた。 

「私が 參 りました からって、 急に お 休し なすつ ちゃ 私が 極が 惡 いぢ や ございま せんか。 ねえ、 貴 

女。」  . 

よ， VJ よそ  づ かひ  A" らだ ゆす 

と 餘所餘 所し い 顔 を ゆ、 子の 方へ 向ける と、 例の 上目 遣 をして、 鉢を搖 つた。 

「比 企さん、 失禮 でございますが、 此方 は。」 

むすめ 

「それ は 親戚の 女な ので。」 

「おや 然 でございます か、 御 挨拶 も 申し ませず、 誠に 失禮 を。 さあ 貴女 も何ぞ 此方へ 入らし つて 下 

さい まし。 私が 入った ばかりで、 何です か 皆さんが お 堅く おなん なすって、 折角お 酒の 處、 白けて 

了って は 申譯が 有りません から。」 

「實 は、 今日は 何だか 不愉快な 事 だらけ、 餘り くさくさ したから 一 っ燜 けさした 處 なので c」 と 均の 

お だ や 

顔色が 渐く穏 いで 来る。 
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ぉ關は 心配 さうな 眉を攀 めて、 

「それ は 可け ません のね。 何ぞ 又お 友達の ことなので ございませう。 もう 人の 事で 苦勞 する くら 

ゐ、 埋ら ない もの は 有は爲 ません ね。」 

四十 八 

「それで は、 まあお 酌 を さして 戴き ませう。 私 も 今し方まで 伯父の 小言 を 聞 通し、 御存知の 飮 助の 

ところへ 持って 來て、 少 許 の 失策 か 何 かで、 此 11 不意に 會 社の 方 を 休され たと か 中し ましてね、 

JIT ぎ 1 を 呷つ ちゃ、 ぶつぶつ 言って 25 るので ございま すよ。 不斷は 信に 氣 心の 好い 爺さんな ので ご 

ざいます けれど、 一 つ 御神酒が 廻って 來 ますと、 直 あれです もの、 本 當に悄 れて了 ひま すんで ご ざ 

いますよ。」 

と 側に ある ラ ムブを 少し 横へ 持って行つ て、 焦った 顏を 撫でな が ら、 

「其 も 可 いんで さ。」 と^に 狎狎 しい 口 を 利いて、 更に、 

「それ も 可う ございます けれど、 詰らないながら も、 那 やって 勤めて さへ 居り ますれば、 何に か恁 

きり  まさか  しくじ 

にか 親子 三人 限の 事です から、 正 可： H 千になる やうな 氣遣も ございません けれど、 一 つ 勤 先 を 失敗 

人て ことになります と、 弱 目に 祟りめ、 今迄の 遣 繰が、 ばったり 利か なくなって 了 ふので ご 


ざい ませう。 貴下の 前です けれど、 店赁 だって、 夏の 頃から 幾 月 分ても の滯 つて ゐ ようとい ふので 

ございま すから、 早速 店 立 を 喰 ふとい ふ 始末なん で ございませう。 其 を 又、 二階に 臥 轉んで ゐて知 

らん 顔で もなから うと 思 ひます から、 遂 下りて 行つ ちゃ、 滅入 切って 長火鉢で もって、 際限の ない 

小田原評定 か 何 かで、 毎日 毎日 同じ ことば かり 繰返して 居る ので ございませう。 

大して 金目の もの は 有り は爲 ません けれど、 頭の もの や 指環、 夏 冬の 着物 も 一通 は 持って 居り ま 

*、 あ- J  K すみす 

すから、 先此 でもと いった やうな 譯で、 一 つ 二つ 手が 着く、 看 看 親子 三人の 人身御供に あがった や 

うな のです けれど、 此 場合、 阿漕な こと も 言へ やしま せんから、 可 厭な 顔も爲 ず、 凌け 出して 了 

ふ 始末です から、 飛んだ 災難の 飛沫で、 もう "お 切って をる ので ございま すよ。 其 も 可 いんで さ。」 

「はは、 然 ぅ不斷 幕な しで は、 私の 酒 を飮む 隙が なくなって 了 ふ。」 

「おや 御免なさい ましよ。 遂 むしゃくしゃ 紛れ：： ノ」 と 跳 子 を 取擧げ て、 

「悉皆 冷めて 了った やうで ございま すから、 些と 直して 來 ませう か c」 と臺 所へ 立った。 

墨 墨と 隅つ こに 潜んで 居た ゆ、 子に、 均 は 不圖目 を けて、  - 

「唤 さん は、 もうお 寢 みなさい c」 

と 一一 一 E つたが、 些と 身を搖 つて、 頭を掉 つて、 冴 冴した； m を睜 ろ。 

「今夜 は 不思議に R ざと いぢ やない か C  さんなん かが 聞く 話ぢ やない から、 ぉ寢 みなさい。」 

e の ゆ V- へ  一四 一 


I 四 二 

「いいえ、 私 陲くは 無 いんです もの。」 と 剛情ら しく 言 張ろ。 

てあぶり 

「妙 だね。 では 手灸の 側へ でもお 寄ん なさい。 そして 又 例の 栗で も燒 くさ。」 

「いいえ。」 と 淋しく 笑った が、 危險 な： n 色で、 

「あの方 は 誰 方です の。」 と 小い 骤 である。 

> 他は餘 所の 姐さん！ 何 爲！」 

「喊だ わよ。」 と 伏目になる。 

「嘘と は 可 笑いね、 そんなら 誰 だい。」 

「ほら、 何時か 嶽 車で 見た でせ う。 那方だ わ。. - 

「さう さう、 此は Si 違な しだ。」 と 均 は 今更に 其 記憶の 好い のに 驚く のであった。 

すそ さ ぼき  と りなし うたぐり ぶか 

據に裾 捌の 昔が して、 ぉ關が いそいそ 入って 來 たので、 、吹 子 は 又 小くな つて、 其擧 止に 疑 深い 

:iT を 配って 居ろ。 

四十 九 

「貴下、 取敢 へずお 熱い ところお 一つ。」  . 

i き いろりん や  はんけ ち  す 

とお 關は 揉く しゃの 淡紅色 綸子の 手帕に 添へ 持って 愛想よ く 酌を爲 る。 


陰氣 とい ではない が、 何となく 物寂しくて、 堅苦しくて、 設ん ば、 人お 、子の 罪のない 爲打 ゃ天眞 

たと へ  うらがれ 

爛 澄の 言 草が、 幾許 か 其が 殺風景 を 融和して ゐる にしろ、 それ は 亦 一種 別 様の 趣味で、 假 令ば 末枯 

の 野末に 一 輪の 花の 紅き を 見 着け 得た と 同じで も あらう。 今 其の 寒げ な、 枯れた やうな 均が 谷 中の 

家 を、 娠し、 温め、 和げ、 浮 浮 さして ゐ るの は、 取 も 直さず ぉ關 で、 佗しげ に、 否 寧ろ 爲 うこと な 

しの、 悶悶 を銷 する 一 手段と して、 酒杯に 對 して ゐた 均が 目に は、 言 許ない 色彩の 美し さ を 見せし 

め、 耳に は樂 しい 音 を受樂 しまして 居る ので ある。 

均の 學校 生活の 前半 は、 比 企 家の 繁榮 とともに、 極めて 絢爛であった。 段段 事理が 解って 來 ると 

同時に、. 着着 父 子爵の 素行の 治まらぬ のに 慊焉 たらす で、 自分す ら旣に 妾腹の、 公然と は 世の中へ 

顔 を 出せぬ くら ゐ 肩身が狭いので、 其の 反動 は 何 かなし 都ての 主義が 硬い 方へ 傾いて 了った やうな 

ものの、 傻冷 きった 灰の やうな 家庭 は、 彼が 心に、 少しば かりの 不滿足 を も 感ぜし めぬ と は 言 はれ 

ぬので、 設し、 それ は 必ずしも 高く 清くて、 そして 圓滿な もので ない にしろ、 右 之 左 之 満室に 音響 

の樂 しげな 波動 を 打せ てゐ ようとい ふの は、 お^が 今夜の 訪問であった らう。 

加 之、 面白から ぬの は寬の 家庭で、 夫妻 打 揃うての 冷 かな 爲打 は此頃 自分に 對 して 幾 ど 其！^ 頂に 

おしつ  やや 

達した 家の 血統で ある- 子 を 自分に 推 着けて 介 ひつけぬ のみ か、 動 もす ると 同情 を 寄せよう とす 

ろ 自分し 處 置 を さへ 難ず る氣 色が ある。 けれど、 其は尙 しも 忍ぶべき であらう。 忍ばれぬ の は、 自 


分に さへ 數を 示した ことのない、 比 企 家の 財産 は、 今や 素性 すら I, しない、 昨今の 友人 樁 村の 前 

に 打明けられて ある 一事で、 自分の ために は、 大半 秘密で ある 家庭が、 日毎 日毎 榴 村の 手の 搔 廻す 

にき ^ して あるので ある。 自分が 處 世の 計 畫は、 一切 これ を 抑へ ようとす るかの やうな 夫妻が、 何等 

よろ づ あらそ ひ 

の もない 一箇の 礦 山師に 向って、 出來る だけの 助力 を惜 まぬ の を 見る と、 萬爭 を 好まぬ； も 

惡感淸 を 抱かずに は 居られぬ のであった。 ， 

, や  かく *H で  つ きま ふ 

が、 均 は 今、 ぉ關が 何のた めに、 恁迄比 企 家の 除け ものと も 知らず、 自分に 着 絡う かを考 へる と、 

つ ひ 彼が 一面の 美しい 側 を 見 着けずに は 居られなかった。 

「如何で ございます、 お 加減 は？」 と 口元 を 戌って 居る。 

「至極 結構。 然し、 其方へ 一 つ 廻す としょう。 何だか 私の 宅 は、 急に 陽氣 になって 來 たやう だよ。 一 

「お ほほ、 御樣 子の 好い ことばつ かり。」 と 猪口 を 受取る と、 內 証で 注いで、 少しば かり 嘗めて、 

「おお、 好い 御酒 だ こと。 此の 又、 ビンと 尻彈 のす る處が 身上です ね。 私 は此で 利き酒が 巧 いんで 

すの。」  . 

「はは、 甚 もの だら うか。 あ 酒の 通 は 後 廻に して、 今の 其の、 伯父さんと 喧嘩の 後^ は 何な つ 

たので？  J 

「！ ^ぐ 那麼不 景氣な こと は、 もう 昏っ こなし。」 と 些と首 を 横へ 掠って。 


それ 

「其よ か、 今の 詩 を、 謠 ふとい ふんです か 何です か、 —— まあお 謠 ひなす つち や 如何です。 大曆好 

いお 聲で すわね。 加 之、 恁ぅ氣 が 澄き つて ゐ るで せう、 遠くから 聞きます と、 本當 に此邊 がすう つ 

と 致ます です よ。 一 

「御意に 叶 ひました か CI  . 

まったく  あれ  きヅと 

「眞筒 好う ござんし たよ。 他で もって、 吃度贵 下に 違 ひないて、 お宅の 方角 を 鑑定した くら ゐ です 

もの。」 

五十 

只 看る と 咬 子が 何時か 姿 を 匿した。 

あのかた  あたり  みま は 

「おや、 那方 は？」 とお 關が 四 下 を 胸す。 

「何、 寝んだ の だら う。」 

「もう 那様 時分で ございま すか C  ：: 何です か御容 子が 恁ぅ、 哀 つぼい や うぢ や 御座いま せんか c」 

「矢 張然ぅ 見える かね。 哀 つぼい と 言へば、 那 盲の 子 は氣毒 だね。」 

まヅ たく  ちの こ  あ 

「眞 筒可哀 さう です よ。 那兒で 二人が 苦勞 をして 居り ますんで すけれ ど、 伯父が 那の 飲んだくれ ぢ 

や、 行末が 思 遣られまして ね。」 と 急に 滅入って 來る。 

s の ゆく へ  1 I： 五 
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rg:i5£ の 子が、 善く 大道で ■ 三味線 か 何 か 鳴して、 通 掛 の 人に ぉ辭儀 をして 居ます わね。」 

「正 可、 那様 前兆で、 藝を 仕込む 譯 でも あるまい。」 

「. き US は 有ますまい けれど、 何とも 解り ゃ爲 ません よ。 此私 にさへ、 那麼 無理な 相談 を 持 掛けろ 

、ら. ゐの 伯父の 事て す もの。 ：• 私 も 然然 は 言な りに なっても 居られません から、 今夜 は 一 つ、 飮 

ん  ど. つ  い や 

みたい 酒から ぉ眞 みなさい つて、 痰 火 を 切って やり ましたんで すよ。 すろ と 何でせ う、 可 i に， 仆父 

に 意見 をす るぢ やない かと か、 會社を 休され たからって、 然 ぅ見截 つた もので も あるまい、 人情て 

もの は、 然 うした もの ぢゃ あるまい とかなん とか、 ま、 さ 色色な 御託 を 吐く ぢゃ 有りません か。」 

と 下にお いた 猪口 を、 一 口 飲んで、 

なら 

「私 も 言 ふだけ の 事 は 言 はない と、 溜飲が 下らないて 性分です から、 さんざ 文句 を^へ ましたと こ 

ろが、 何でせ う、 此頃 華族の 且^が 着いて ゐ ると 思って、 大曆鼻 張が 强く なった ぢ やない かって、 

： ： だって、 餘り言 草が 憎 いぢ や 有りません かね え。」 

「いや、 人^ は 落 目になる と、 兎角 癖 魂 情の 出 具い もの さ。」 

C ざし  そんな  ちか づき 

「私 だって 何もね、 是迄 のこと は卒 知らず、 那様 慾得づ くで もって、 恁 やって 貴下と ぉ眤 近に なつ 

た 譯ぢゃ 有り ゃ爲 ますまい し、 自墮 T 洛に鉢 を 持 崩した ばっかりに、 伯父にまで、 那麼 皮肉な 口 を 利 

しや-つ  まど まだ  つもり 

かれる かと 思 ひます と、 可です か 無上に 情なくな つて 了 ひまして ね、 自分 ぢゃ^ 尙潔. E な 意で ゐて 


も、 世間の 人の： R にや、 甚麼に 見える だら うと、 何となく 悲しくな つて 來ま すの。」 

むやみ 

「然 ぅ妄に 嘆いた もので もない よ。」 と 揶揄 ふやう の 目色で。 

ぉ關は 妙に 眞 面目な 顏で、 

I  か 5  ちま  し  .《と な 

「ですから、 恁 なつ 了つ ちゃ、 本當 のと ころ を 言った 處、 人が 眞に 受けて くれや 爲 ませず、 順し く 

かぶ  5 はヅ て-つし 

して ゐれ ば、 猫 を 被って 居 るんだ と 思 はれます し、 燥いで 見 ますれば 上調子 だと 言 はれます し、 そ 

し  V- き  けち  がふつ くば リ  し 

ろ そろ 行末の 思案で も爲 ようと すれば、 直にもう 吝だ とか 業 突 張 だと か、 思 はれ ゃ爲 ないかって 氣 

それ  みな 

が 引けます し、 其 かと 言って 意 氣地を 張り や、 自分の 身が 立 行きません し、 考 へて 見り や、 衆さん 

に 混交へ されたり、 揶揄 はれたり、 唯もう 譯も なく 日 を 送って、 鉢が 廢り廢 りして 行く ばっかり、 

心細い 譯の ものです ね。」 

「はは、 然 心細い こ とづく めぢ や、 首で も縊 りゃ爲 ないか。」  . 

「事に よったら 縊ら ない とも 限りません よ。」 

と 笑った が、 何爲 たの か 調子が 一 向 冴えない ので ある。 

ぉ關は 急に 氣を替 へて、 . 

ひど 

「酷く 理 におち たやう で、 どうも 相濟 みません。」 

と 切な さうな 息み- 哮と 吐いて、 

雲の ゆく へ  一四 七 


一 四 八 

rig& 身の 皮 は 難れ る、 酽 Is 言 はれる、 私 も 立 切れません から、 もう 彼方へ は 立 寄らない 意 

で、 ふいと i を 飛 出した つきり、 車に 乘 らうと 思 ふと、 さあ 行 先が 無いて 始末。」 

と 吃と なって、  .  . 

&で 今夜 115- に 突出されて 了った 日に や、 ^こそ 上野 あたり を、 うろうろ もので、 摺鉢 山の 邊で、 

甚麼眞 似な する かも 知れません よ。」 と 笑 ひ 笑 ひ。 

五十 一 

「ああ、 すきっ腹で^^に醉った：：。 矢 張 死骸 は假 埋葬の 格な の だ。」 

事 も なげに 貢って、 机に 凭れて、 惊劫 さう に 足 を 仲した。 

「お ほほ、 然 うし ますれば、 化けて 出ます。」 . 

「然し まあ、 可成 谷 中の 附近 は 遠慮 をして 貰 ひたい もの だ。」 

氣 のな ささうな 挨拶 をす るかと 看る と、 机に 1 ル せた 肱 枕に 頭 を 載け て、 情 僭と 何 か 睡げな 目の 皮 

が 弛んで ゐる やう。 

し- H らく  け はい ，つかが 

ざわざわと 夜嵐が 吹 添 はって 來た。 ぉ關は 手酌で 一 っ飮ん で、 少時 均の 氣勢を 候って 居た 力 丁 

度 婆やが 入って 来た。  - 


「ぉ燜 は、 もうつ けずと 宜ぅ ございませ うか。 おや 旦那 樣は 最、？ •： 誠に 程の 好い お 酒で ございま 

すねえ、 ほほ ッ。」  - 

「 もう {且 うご ざい ませう とも。」 

「御門 は 何した もので ございませ うね。 此邊は 誠に 物騒で ござんす から。」 

「 さう ね。 もう 締めてお 終 ひなす つて 可う ございませう。」 

たち  ちょつ  そっち  おしや 

と 一一 m 粲 てて、 起 かけの 中腰に なって、 些と 杯盤 を 其方へ 推 遣りながら、 

「濟 みません が、 切望。」 

しびれ  おびぎ i 

麻痺が 切れた のか、 よちよち する 足を氣 にしながら、 眉に 八 字 を 寄せて、 帶 際から こて こて 取 出 

. .  てあぶり  *-  えんづた ひ 

した、 紙 入 やら 化粧道具 やら 揪紗包 やら を 手 炙の 側に 置いて、 靜に 障子 を 啓け ると、 緣傳の 次の 部 

うつ  ほしあかり  しょん ^4 り 

屋の處 の 板戶の 隙間から、 薄す り 星 光が して 居て、 其處に 悄然、 子が 坐って 居る。 

從從 とお 關が 側へ 寄る と、 はっとし たや、 つの 氣 味で、 振 返り ざまに 居住 を 正した。 

1  そんな  KJ らっ 

「貴女、 那様 とこに 何 をして 在し やる の、 冷た いぢゃありません か c」 

犇と 寄る と、 寢衣 姿の 最ど 寒げ な 肩を搖 つて、 

「いいえ。」 と 口の 中で。  、 

お 關は跪 坐んで、 熟と 其顏を » める と、 子 も 熟と 憒 めかへ して、 旋て頸 だれて、 薄氣 味の 惡ぃ 

S の ゆ，、 へ  一 四れ 


I 五 〇 

» 'はめ づ かひ す 

上： H 遣を爲 る。 

「こら、 這麼 もの 一 枚き りで、 能く まあ 寒かない ことね。」 

「いいえ。」 

せ  ま- r,l 

爲 うこと なしお 關ほ外 を 眺める と、 さはもう 蒼 味 を 失って、 一面 水氣 だった 曇 を 有って 居ろ。 疎 

その つら 

な 星 は ぼやけた 色に 耀 いて、 雪片の やうな 雲が、 麟の やうに 重り 重り 其 面 を 動いて 居る。 陰氣 らし 

たいくつ  すきま すきま  あきち 

い、 鉢 屈ら しい 墓石の 立駢ん だのが、 隙間 隙間に 高低した 淺ぃ杉 木立 は、 隣の 空地の 後の方で 段段 

： .  あきち  はて ほのじろ 

繁 合って、 一面 眞 黑に黝 んでゐ るかと 見る と、 {-^ 地の 坂の 幽 白う 光る 芒 原に 風の 一塊が 騷 ぃでゐ 

さ  ぞっと  しがみ 

る。 ふと 目 を 遮へ たの は、 遂 目先の 墓場の 白い物 影で、 ぉ關は 慄然と して 思 はず 咬 子の 肩に 獅 咬つ 

くと、 意地 惡く肩 を 拾って、 そして 白い 目 を 側めた。 

「貴女、 ちょいと お 幾 歳？」 

と 聞く と、 咬 子は餘 計な！ と 言 はぬ ばかりの 顏で、 外方 を 向いた が、 直に ほろ りと したやうな 

.-4 'す  >フ る 

氣 味で、 淸 しい 目が 曇み さう である。 

「貴女 一 鉢 何な すった の。 風 を 引く から、 早くお 入ん なさい な、 ねえ。 そして 戶蹄 をして 終 ひませ 

う。」 

と 促し 立てる と、 に、 


「貴女 はお 歸ん なさる の？」 

「私？ いいえ。」 

なお  まも 

^子 は 妙に 厳重ら しい 目 を 据えて、 詰りが ほに ぉ關を 戌った。  -, 

「何 爲 てです。」  . 

ぉ關が 反問す ると、 il 頓 した 鉢で、 もう 伏目になる のであった。 

五十二 

ぉ關 は小聲 になって、 

あ  よ  ゐらっ  -ゥ つち や 

「均さん が那の 通り 醉 つて、 丁度お 寐 つて 在し やい ますから、 御 挨拶 も 申さずに、 放 抛って 歸る譯 

にも 行かないで せう、 ねえ。 ですから、 事に よったら 今 晚は御 厄介になる かも 知れません の。 可い 

でせ う、 貴女と 一緒に 寢 ませう、 ねえ、 そして 貴女のお 話 を 聞き ませう。」 

い や  うち 

「お、 可 厭！」 と 矢 張 口の 中で。 

「お 可 厥？ 何爲 てです の。 私が お 嫌 ひなの？」 

「  。」  . 

「さ 、つ 言 つた もので も 有りません やね。， 一と 笑談 ら しく 言 つ て 、 


I 五 二 

「ねえ。 私 は 貴女が 大 なんです よ。 貴女 は 屹度 人 見知 をな さるんで せう。 それで 然 うお 可 厭なん 

でせ う。 から 私と 仲 善に なり ませうよ、 ねえ。 私が 髮も 結って あげ ませう し、 お 化粧 もして あげ 

ませう し、 着物のお 世話 もして あげ ませう。 貴女 は 本當に 好い 御 縹致だ わ。 おつ 作が 惡 いから 可け な 

いの だ わ。 こら、 毛が ー适麼 に ばさばさして、 誰に 結って お 貰 ひなの。」 

「一人で 結 ひます の。」 

「お 獨で？ まあ！ 髮 結さん が來 なくて？」 

「私、 人に 結って 貰 ふの 嫌 ひよ。」 

あし ヒ 

「へ え、 然ぅ。 ぉ氣に 人らない 私が 明朝お 氣に 人る やうに 一 つ 結って あげ ませう。 何が 似合 ふ 

か 知ら、 唐人 髭で もない わね。 矢 張 桃 割が 好い かも 知れない ことよ。 ぁッ、 それよ か 島 田に 結って 

ごらんなさいな。 ねえ、 一 を 小く して、 前髮を 細う くと って餐 のと こを恁 ふうつ とさして：： ねえ 

吃 度 似合う わ。」 

^子 は極惡 さう に 頭へ 手 を あげて、 然して 無造作に 首 を 棹った。 

「あら、 今壞 しちや 可け ない わ。」. 

「私 縮れつ 毛！」 と^子 は 口元に 淋しく 笑って、 羞 ゆげな 目 を昂げ る。 

「縮れつ 毛-おって、 手 入 一 つで 幾許 も 癖が 直ります よ。 i ^(くら ゐ澤 山の 毛です もの。 さあ、 入り ま 


せうよ。」 と 起 かけた が、 子が 動き さう もない ので 惘れ て、 

「貴女、 何時も 然 うなの？」 

^ の 搖れる 昔が 爲て、 婆さんが 丁度 門 を 締めろ 様子。 

「門が 締 つてよ。」  .  - 

し かた  それ  こんな  おっかな  し 

「爲 方がない から、 貴女と 寐 ませう。 其に 今頃 一 人で 這麼 淋しい 處、 可怕 くて 行かれ ゃ爲 ません か 

と いき  し だらく  ど-つ  つい 

ら。」 と 太 息 を 吐いて、 霎時考 へて 居た が、 何しても 動かぬ ので 持餘 して、 衝と 小用に 立った。 

そつ 

人お、 子 は 用心深い 目と 耳 を 引立てて 居た が、 次第に 寒くな つたので、 私と 板戸 を 繰って、 部屋へ 入 

り ざまに 均の 書齋の 方を視 ふと、 障子に 大きく 手の 先と 頭が 腴 つて 居る。 自分の ために は 均 は 唯一 

の 手 頼で、 均 も 亦 自分より 外に は、 打 解けて 話 をす る 人 もない 様子、 父と 一 つに ゐろ 時分から、 一 

年に 一 二度 づっは 音 づれて 東京の 土產 を、 しこた ま 持って 來て は、 大きくな つた！ と 心 切な 口 を 

利いて、 可愛がって くれた。 此へ來 てから も 均が ゐれば こそ、 恁 やって 淋しい、 冷たい、 誰 一人 同 

たま 

情 を 寄せ手の ない 處を、 何等か 嬉し さに 胸が 一杯に なって、 偶の 外出の 留守に は、 丸で 火の 消えた 

ひとりき 

やう、 手 頼の なさ 加減と いふの はなかった。 人 は 自分に 冷淡の ものと、 獨 決めに 決めて あるので あ 

ス どり を か 

るが、 さて 唯一 人 邪慳の 仕 打 をされ ると、 何となく 悲しくて ならぬ の は、 均で。 で、 人の 猥に 俊す 

こと を 許さぬ 此家 は、 自分と 均の 爲の樂 い 世界とば かり 考 へて ゐ たのに、 今夜 不意と 餘 所の 女が 入 

BS の ゆく へ  一 五 三 


一 五 四 

込んで、 心得顔に 萬 事 を 切 廻して、 てんで 自分 を 除け ものの 話の 仕 振、 それよりか 第一 均. の 風向が、 

.  あ 

がらり と 51^ 炎って、 颜馴 しい 那の 口の 私き やうから が腑に 落ちぬ と 思った。 子 は 急に 胸が 塞って、 

目が 曇んで、 氣 i の 鉢であった が、 ぉ關が 出て 來る氣 勢な ので、 慌てて 引 込んだ。 

五十 三 

荷ハ 介の 邸の 夫人と いひ、 殊に 今夜の 來 客のお 關 とかい ふ 婦人と いひ —— 自分の 爲に 不安心な の 

は 鬼 角 女で、 何となく 可 厭で、 怨めしく てなら ぬので、 白白しく も 思 はれる、 那の 口の 利き やうが 

優しいだ け、 最ど 不安の 令 『が增 るば かり、 那麼 女と 仲の 好い： r を、 自分 一人の 爲の 友とば かり 心得 

レ つ  もぐりこ  まじま じ 

てゐ た、 自分の 心が 寧 そ 情なく も 思 はれる。 で、 冷たくな つた 寢 所へ 潜 込んで、 墨攝 として、 { 肯に 

均が 歸 つてからの 自分への 素 振を考 へる と、 何處か 毎と は 調子が 變 つて 居て、 さも 氣 のな ささうな 

揄揶 ひやう、 多分お 關の 事み」 思って ゐ たので あらう と 思 ふと、 ^？！^に勝手が違ったゃぅで、 寐 苦しい 

こと 夥しい C 考へ憊 れて欝 欝と睡 つた 間もなく、 お 闘の 冴えた 笑聲、 と 思った の は 氣の所 ^ か、 

方の 氣勢は 何時か 森と して ゐて、 夜嵐が 遠くから 庭の 木立へ ：： 木立から 叉た 空地の 方へ と 巡つ 

て 居た.^ 

目が 覺 めて 見る と、 其 はもう 朝で、 唯 宵の 事 は 總て可 怖い 夢の やう。 何處か 胸が 騷 いで、 しんみ 
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りと 耳に 渗っ くやうな、 時雨と でもい ひさうな 雨の 音 さへ、 妙に 新 愁を帶 びて 居る。 子 は 镄械的 

ほのぐら  二、： i 

に 起きて 出た が、 均の 書齋は 締切った 板戸に 幽喑 く、 時計の 刻む 音ば かりで ある。 其から 不意と 臺 

いぶ 

所へ 出る と、 雨の 煙る やうな 燻り、 もう 婆やが 朝飯の 支度 かと 顏を 出して 見ろ と、 竈の 下に 火が 赫 

かんん  と み  ちゃつみ かぶ  ひとり 

赫 燃えて ゐて、 只 看る と 流しの 處 にお 關が、 手拭 を 茶 摘 被りに して、 婆やの 前垂に 櫸 かけで、 獨で 

こっち  こっこ 

働いて ゐ たが、 此方 を 振 返って 嫣 然と 微笑んだ 顔が ぼうと 銀んで、 美しい とい ふよりか、 氣 味の 惡 

いほ ど 凄かった。 

たいそ  よ  めら つ 

- 大層お 早 いぢ や 有ません か。 もっとお 寢 つて 在し やい ましな。 今日から 私が 貴女の 處 のお 女中で 

すよ。」 と 外眦の 毛を搔 揚げる。 

あん まだらし  すっかり 

「ぉ臺 所がもう 散散、 餘り亂 次がない から、 私が 悉皆 奇麗に して 了 ひました の。 もう 坐 込んだ つて 

可い くら ゐで すよ。」 とごし ごし 束 藁 を 使って 居た が、 旋て切 揚げて 竈の 處へ 行く と、 蔑 を 吹かし 吹 

かし、 

この  こた 

「寒 か 貴女 も 此方へ お 寄ん なさい な、 ね。 此 まあ 雨の 心に 徹 へる 降 方と 言 ふの は 有ません ね。 おお 

けむ  ひっこす 

爐 い。.」 と 襦抨の 袖口で HE を 引 擦った。  . 

ひきす 5M  し  し- K らく 

子 は 塞 さう に、 ネルの 單 衣の 襟 を 引 窄めて、 寄らう とも 爲ず、 霎時 突立って 居た が、 

「本 當に變 つてます ね、 費 方 は。」 
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一 五六 

とお 關が薄 ぺらな 口元に 嘲笑の 氣 味を帶 びて ゐ るので、 怕悄引 込んで 了 ふ。 寢 11 へ 返る と、 急に 

頭の 重苦しい のに 氣が 着いた。 ま| 冒の 氣 味ら しいので、 私と 夜具の 中へ 人った が、 雨 は 又 一時 降 募 

つて 來た。 

何時か 再び 寢 入って 了 ふと、 這 度 は 繰 啓け る 板戸の 音に 驚かされた。 四 下は遽 に騒騷 しくな つ 

て、 部屋のう ち は 幽明う、 1  おい 旭が 枕頭から 差込んで 居ろ。 何となく 渾身が 億劫な ので、 少時 忸妮 

えんさき  それ や  あっち 

して 居る と、 今 起きたら しい 均と ぉ關 とが 緣 頭での 話聲、 1„f が遏 むと、 何 か 棄臺詞 でお 關が 彼方へ 

行った 様子、 と 思 ふと 跫 昔が 此方へ 近って、 均が 障子 を 啓け て聲を 掛けた。 

「-^ さん、 大麿御 寛り， ちゃない か。 起きたら 奈何 だえ。」 

子 は ぼかり と E を 開いて、 熟と 其顏を 見て ゐ るので、 均 は 側へ 寄って、 

どうし  ふく  あたり 

「何爲 たの だえ。 氣 分で も惡 いの かえ。」 と 差^く と、 目が 妙に 輝かしく なって、 脹 よかな 頰の邊 が、 

看 看 血氣を 差して 來 たので、 均 は 驚いて、 屈んで、 私と 額へ 冷たい 手 を 載け ると、 慌てて 手 を あげ 

て拂 除け ざまに、 默 つて 枕に 突 伏す のであった。 

五十 四 

いつも  さまで  したち 

毎の 片意地で あらう と、 均 は 然迄 氣 にも 爲ず 起す ざり ざまに、 


「え さん、 人 弱らせ も 大概に してお かないと、 田 舍へ歸 して 了 ふよ。 可レ 力い。」 

と 再び 顏 を^く と、 急に 顏を 振舉げ て、 i んだ 目が 如何にも 不隱 であった が、 旋て起 直った * 

「それ は笑談 だが、 お客様が あらう とい ふのに、 もっと 順し くして お 在なさい。」 

と 笑顔で。  , 

「お客様で すって？」  ， 

「そんなら 何 だえ。」 

「お客様が、 何 だって あんな 臺所 働なん か爲 るの。」 

「はは、 此は大 に 一 理 なきに しも 非ず だ。 吹さん は那の 婦人が 嫌 ひか。」 

「何だか、 いけ 好かない 人！」 

均 は 笑 ひ 笑 ひ 引退る と、 丁度 掃除の 出来た 書 齋の手 タ^に 坐 込んで、 身修を 了った ばかりのお 關が 

莨 を 喫して ゐろ。 

「大脣 お 澄し だね。 咬さん が、 いけ^ かないと  一一 一一 11 つて ゐ るよ。」 

と 懐手の まま 横の 方に 突立って ゐる。 

「おやま あ！ 小姑と か 申します と、 反が 合 はないて えます から、 精精お 氣に 入る やうに 致し ませ 

うよ.^ お ほほ。」 と 楊枝で 煙 管の 雁首 を 掘 抉りながら、 
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一 五八 

「です けれど、 大曆 御機嫌の 取 難い 方ね。 他で も 口 をお 利きな さるんで すか 知ら。」 

「和な くって。 ：： 一 鉢、 御父さんが 偏人 だけに、 其氣質 酷似の、 那云ふ 片意地な ので。」 

「道理で、 昨夜 も 散散 意地ば つて、 贵 下の 前です が、 本 當に手 甲 擦って 了 ひました よ。」 と 欺? I- を 見 

ると、 彼 は幽に 苦笑して、 思案 顏 である。 

「貴下、 そろそろ 御飯に 致し ませう か。」 

「二日 醉の氣 味で 欲しく もない から、 私 は 休 さうよ。， 一と 靈 のない 返辭 で、 

なんかん 

「それより 力、 何彼とい つても 伯父さん は 伯父さん だけに、 心配 をして ゐる だら うから、 今日は ま 

ぁ歸 つたら 可かない か。」 

- 私？」 とお 關は 急に 目を稜 立てた が、 直に ぁ頓 して、 太 息 を 吐いて、 

「私 は何爲 て、 恁ぅ 心細 いんで せう。」 と 眩く の を聞棄 に、 均が 遽に思 出した やう、 g と 出て 行った 

ので、 憎れ 憤れす る氣 味で、 鑌 いて 起 あがる と、 彼 は 今 羽織 を 着つつ、 ^子の 寐てゐ る 次の 薄暗い 

四疊 半で、 外出の 支度で ある。 

「lw 下、 お出かけな さるの。」 と 後へ 廻って， を 直す。 

「あ、 出る よ。」 

「ぢ や、 私 は 何 爲て可 いんで せう ね。」 


「困るな、 私に 那樣事 を 言った つて。」 

「あれです もの：」 

あき  み ** 

ぉ關は 前へ 回って、 行 手に 立 塞りながら、 悄れが ほに E を^った。 

「然し、 外聞 も あらう とい ふ もの だし、 木 伊 取が 木 伊に なろ なぞ は 感心し ないから ね。」 

きっさ- フ す さま 

ぉ關は 吉相が 凄じくな つたと 思 ふと、 

そんな  おつつ  あり 

一 今更 那様事 を 言った つて、 追 着かな いぢ や 有ません か。 だって 子供 ぢ， や 有 やします まいし、 笑談 

なら 大歡 にして おいて 戴き ませうよ。 其く らゐ なら、 私 は 比 企さん に 打 着って、 所 好な 事 を 言って 

うんと 油を絞って やり や 可 かったんです もの、 此ん とこで、 貴下の 腰が お くち や、 私 は m§ 遣 切 

れ ません わ。，」  . 

や 勺す ご 

と 横へ 片 着いて、 均 を 遣 過しながら、 

「歸れ なら 歸り もし ませう さ。 何も、 一 つに なって 居る に 限った とい ふんでも 有ません から。」 とぎ 

いて 出る。 

「まあ、 那様 につけつ け 言 ふこと もない。」 

「ほほ、 貴下 も 成た けお 手柔 にね。 御 兄 様の やうな 薄情 は眞 平です よ。」 

^ろで 

門の 際に 植 つた、 稿の 紅葉 をした のが、 はら はらと 散ろ 下 を、 均 は 雨の 小 遏んだ 空模様 を 見つつ、 
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出て 行った。 

五十 五 

「婆や。」 

見；；. 3 つて ゐ たお 關の 耳へ 響いた の は、 爲 打と 様子に は 似合 はぬ 唤 子の 引 締 つた、 張の ある 聲で、 

急に 氣を替 へて 紐 込む と、 愈よ 劇しくな つて、 

やっと 

「婆やったら 婆や。 來 ておくれよう。」 と續け 様に 呼ぶ ので、 お 關は愕 いて 顏を 出す と、 辛辛 起 出し 

,  ひから 

た 子 は、 寐 衣の 帶を 解き 解き 愤れ 憤れす る 顔で、 ぉ關を 見る と默 つて 目ば かり 光して く しゃと 

崩れた 前髮 が、 陶 しく 額の 處へ打 被って ゐる。 

「貴女 何爲 すって。 何ぞ 御用？」 

「貴女 ぢゃ 可け ない ことよ。」 

「おや 然ぅ、 ぉ氣毒 さまね。 婆やさん は 只今 厠 のお 掃除で せうよ。」  . 

「婆や！ 本當に 婆やの 襲に も 困つ 了う ね。」 

「そり や、 贵 女が 無理 だ わ。 年寄の 事です から、 然ぅ妄 に 使つ ちゃ 可愛 さう です よ。」 

なじ  やが うな だ 

窘めろ やうに 言 ふと、 へ 呋子は 詰り 顔に 目 を 張って、 旋て頸 垂れて 了う 


「私で 可かったら、 何な と 致し ませ うぢ や 有ません か。 お 召 物なら、 此ぢ やな いんです か。」 と布圑 

の 下に 几帳面に ™1K ん だ不斷 着の 側へ 坐る と、 ゆ、 子 は 何か氣 先の 折れた 鉢で、 

「いいえ。 i と 頭 を 棹る。  . 

どちら  るら つ  11  いらし 

「では 何方へ か 行し やろ の、 此 ぉ天氣 に、 而 かんお 留守のと ころ 行っても 可 いんで か。」 

「何 慮に 仕舞つ たんだら う。 爲 様がない！」 

と獨 語って 外方 を 向いて 了う。 

「？ ：1 したら 大概 解り さうな もの、 私が 出して あげ ませう。」 

「いい え、 う i. r さんす よ。 I 言 ふ。 

「さう 邪慳に 有 仰った もので も^ま せんよ。 私 もね、 ！ やって 長く、 此方に 居る ことになる かも 解 

りません から、 我 まま を 有 仰ろ くら ゐは 可う ござんす けれど、 お 互に 睨みつ こを爲 るの だけ は、 お 

休て ことにし ませうよ。 ねえ、 女 だって 物の 解らない ぉハ ヰで も 有りますまい、 駄 駄を揑 ねる ばか 

りが、 ぉ孃 さんの 能で もな いんで せう。」 

と眞 面目に 辨 じたので、 ゆ、 子 は ほ を 丸く して、 立 棘んだ が、 

こご ゑ む づむづ 

「貴女 は 何なん です の？」 と 低聲の 喃喃。 

「私？ ちょいと 何に 見え ませう ね。」 
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一六 二 

「ほら、 車で ビ ィ ルを吞 んでゐ たでせ う OJ 

「私？」 

「あら、 男の人よ。 一 

「違 ひない？」 とお 關は思 はず 微笑んだ。 

「あの方が 御享 主で、 貴女が 內 儀さん なんだ わ、 吃 度。」 

「あれ、 可哀 さう に、 笑談 にも 那様事 を 言って もら ひます まいよ。 一 

しば だた 

「きっと 然 うなの よ。」 と 暴 瞬く 目のう ちに、 何處か 意味が 有り さうな ので、 

あれ 

「他が 亭主 だったら、 惡 ござんす か。」 

「惡 いわよ。」 

「何爲 てです の。」 

おそろ  しか 

人み ゝ 子の 目 は 可 恐し く 輝いて 來た。 ぉ關は 氣味惡 さう に、 眉と 眉と が鼙み 合って、 

I  こわ  ど 5 し  そ， d 

- あれ そんな 可 怕ぃ目 遣 をす る もの ぢ やない わ。 さあ、 何 爲て惡 いか、 其 を 有 仰い。」 

「可い わ。 均さん に吩 I ける から。」 

と 甲の 高ぶった、 熱心な 聲 で言棄 てて、 衝と 出る かと 思 ふと、 四疊 半で がた ぴ しゃ 自棄に 引出さ 

れる 車笥の 抽斗の 音が 爲た。  . 


さ  さすが  け はい 5 かが  しばらく 

惘れ たお 關は、 有繁に 胸の 動 棒が 高くな つたので、 起ち もやらず、 其 氣勢を 候って ゐ ろと、 少時 

や-た  あて 

は 森と して、 旋て 玄關の 方へ 行く 跫昔、 鈴 さへ 濕 つた 大氣 に、 當 つけが ましい 響き やうで あろ。 

五十六 

晝頃は 薄い 日の 光 を 見た のが、 慕 方になる と 又 じめじめ 降 出して、 人の 骨 を 腐らす やうな 陰氣さ C 

ぉ關は 二人に 出て 行かれて 見る と、 借 何となく 心細い ので、 雙の 婆さん 相手の 述懷も 減 人 勝で あつ 

た。 加 之、 均 や 子の こと、 比 企 家の 様子 を 探ろ ともなく 聞いて みろ と、 意 ひの ほか 心細くて 氣毒 

なの は 二人の 境遇で、 最初 は 單此人 を！ と 自分に も 不思議な くら ゐ、 熱が 高って 寬に對 すろ 意地 

やら、 自分が 生活の 汚れた 前半 を賤 しみ 思 ふ 反動 やらで、 何 かなし 胸が 一杯に なって、 後先の 考も 

なかった のが、 妙に 頭が こぐら かって 來て、 譯も なく 氣.！ くな つた。 で、 婆さんが 煩く 子の 出先 

を氣 にす る。 あの 娘 も 均ば かりが 手 頼で、 豈 然と は 思 ふが、 一 調子 變 つた 質で あるから、 と 疑って 

見れば、 昨夜からの 腑 におち ぬ 仕 打が、 明 揮 或 意味 を 有って 來る。 

婆さん は 本 鄕の甥 を 頼んで、 麻布まで 咬 子 を 見に やろ とい ふので、 丁度 出て 行った。 1! 程に ぎず 

ともと 思 ふので あろが、 幾許 か氣 になる ので、 引留 もしなかった。 昨夜の 酒の 氣が殘 つて ゐた 所爲 

か、 一 日 頭が 重くて、 氣が くさくさす るので、 食堂の 戶 棚に 仕舞って ある、 葡萄酒の 手の 着いた の 
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1 六 四 

を 引 張 出して 來て、 小い 杯で 顔の 赫 くなる の を、 氣に爲 つつん、 獨 ちびちび 遣って ゐ ると、 知不 

識 ぼ. つと、 耳朶の 邊 から 熱くな つて 來る。 と 思う と 可 厭に 氣 重くな つて、 火鉢の 緣に寄 かかった ま 

おしつ  う とうと  ねむけ- 

ま、 頭から 壓 着ける やうに、 潜權と 好い 心： に 眠氣が 差して 來た。 甘い からって 莫迦に は 出来ぬ、 

早く 醒めて くれれば 可い と、 横にな ろと H はと ッぷり れて も、 火を點 ける のが 億劫に なった、 少 

時 肱 枕で ゐ ると、 開つ ばな しの 水口から、 臺所を 通して、 裾の 方から 冷 冷と、 水氣澤 山の 風の 心 持 

の 好 さとい ふの は 無い ので、 遂、 何かとい つても 此れに 限る とい ふ氣 になった 环 元へ、 突如に 調子 

ペル けたた ま  ：C れこ 

は づれの 鈴が 氣立 しく 榣 込んだ。 

悸 として 起 あがって、 手捞 りに マッチ を搜 したが 見：^ からぬ ので、 懈ぃ足 を 引 指ろ やうに、 臺所 

へ 出ようと する 途端、 

「お観み 申し やす。」 と 言 ふ 整で ある。 . 

辛辛 落着いて、 返辭 をしつつ マッチ を搜 したが、 火を點 ける？ めがないので、 其 儘 玄關へ 出て みろ 

と、 門 際の 栴 から 1^ 射す る 薄明の 上 框の處 に 突立って 居ろ の は、 尻 端折の 窄めた 番傘 を 持った 男で、 

「え、 少少 伺 ひやす。 - 

とも 辭義 をして、 E を 光しながら、 此方の 様子 を 親った。 

「何です え。 


のぼせ  みけ 

ぉ關は 逆上 氣 味の 目を瞹 ると、 靑 つぼい 唐 機の 袷に 三尺 を 締めた、 柄の 小作な、 顔の きつ そりし 

た 男で あるので、 

「おや c」 と 口走らう として、 急に 袖口で： S の 處を蔽 つて 居る と、 逸早く、 

「お前さんお 關 さん！  遠なん だ。」 

「お、 吃驚した、 誰かと 思 や、 お前さん、 まあ。」 

ぉ關は 隙さず 言って、 

ど 5 し 

「何お 爲 なんだ よ。」 と 用心ぶ かく 言った。 

しづく  5 つむ 

相手 は 番傘の I 下 を 切り 切り、 二つば かりお 辭義 をして、 俛 いて 居た が、 

な あに  -フ ち  し  こんど 

「何 有ね、 他 何う せ 宅に や 居られ ゃ爲 ねえんだ から、 這 度 あ、 まあ：：。」 と 頭を搔 きつつ。 

15 ち  わたし. ここ  どう 

「宅 は 宅 だが、 私が 此に 居る てこと が、 何して 知れたら う。」 

ちゃん  ； きわ か 

「そり や、 下 谷の 伯父さん とこで 丁と 敎 へて もらった のさ C 谷 中の 比 企と いや 直 解 るんだ が、 大概 

ことづて 

其の 見當 たらう と 云 ふんで。 そして 言傳が あるんだ よ。」 

「何と 言って 居た え。」 

「^になるなら 成る で、 話が あるから、 も 一度 歸 つて くれろ つて、 然 言った よ。」 

「ちょ ッ。」 とお 關は 門の 處を氣 にす る。 
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五十 七 

「これが 其の 華族な のか、 あにし ちゃ 構が 些と吝 だな 0J 

と 奥 口 を はう とすろ。 

束 京へ 出る 時、 大錢 あたりで 突 放さう としたの は此 男で、 ぉ關が 流れて 甲府へ 行って ゐた 時分、 

ふと 馴染に なった、 土地の 料理屋の 子息な ので、 一時 は 身錢を 切って 逆上せて 見た ので あるが、 段 

段 身の 詰りになる、 相手 は墮落 をす る、 何となく 妙で ない ので、 II から 半年の 余も朿 海道 筋の 料理 

屋 料理屋の 板前 をして 廻って 居た のが、 夏 あたり 復 I 巡って 來 ると、 意 ひの ほか 惡 指れ をして ゐ た。 一 

鉢が 意氣 地な しの 道樂 もので、 心の ない^であった のが、 動 もす ると 破 落つ き 風で、 お 辛 手元の 餘, 

が 着いて、 此 から 足 を 洗って、 世 II 並に 身の 堅め 先 を 1^ めようと する 矢先、 燒： il 木に 火が 點 いて は 

あしら  おつ，；' へ 

と 愛想 を盡 したお 關は、 好い 加减に 待って、 束 京へ 出ろ と 其 まま 遂 返して、 音信 もしなかった。 

旣ぅ ふつつ と 思斷て 居ろ 時分 —— 一 度 は 一 緖に小 料理屋で も 出さう とまで 思った， J とも あつたが、 

那も 人間 は意氣 地が 無くなる もの か、 =i| とも 自分の 了簡が 上流に なって 来た k 爲か、 何しろ" おいら 

が 見限の 着け どころ、 可哀 さう だが、 其 も 皆 自分が 意氣 地な しの 所爲 なら 爲 方がない と 思って ゐた 

ので、 先に 未練が あって 尋ねて 来られて 見ろ と、 餘り 好い 氣持 は爲 ない ので ある。 


ぉ關は 俄に 取 失って ゐた氣 が 入った やうに、 

「それ は 其 害さ。 此は 私の 阿 母さんが、 ほらお a を あげて ゐた御 次男の 御 勉强所 だもの。」 

やつば り 

「巧く 言つ てら。 矢 張 妾宅なん だら う。」 と 受取れ ぬ 顔で ある C 

「ふん、 妾宅なら、 もっと 小 意氣に 出来て 居よ うぢ やない か。 其の 御 次男が 御 勉強 をな さるつ てん 

で、 恁 云った 靜な處 へお 引 込な のさ。 私 も 伯父のと ころに 居候っても ゐられ ないから、 丁度 可から 

うとい ふんで、 今度 まあ 臺所 働に 來て 居る のさ o_l  . 

ビぁ S- 

「そり やね、 妾宅で も 御勉强 所で も 可 いんだが：： 誰も 居ね え や うぢ やない か。」 

r<f マ は 居ない のさ。 だけれ ど直歸 つてお 出な さるんだ よ。 I 

「まあ、 何だか 知らね えが、 上つ ちゃ 可け ねえの か。 一と 小さい 聲 で。 

も關は 少時 考 へて 居た が、 

「可け なか 無い けど、 上った ところで 爲 様がない ぢ やない か。 一 鉢 何お 爲 なの だえ。」 

,( ど-つ か；. つ  うち  ああ  おつか あ がんば 

「何も 恁も ねえ やな。 宅に ゃ那 やって、 阿 母が 我 張って 居て、 我慢に も 辛抱が 出來 ねえし、 何でも、 

-, ち  や 

も 一 度 稼いで 見ようと 思 うんで、 今度 まあ、 以前 宅の 板前 を 行って ゐた辨 公のと ころへ でも 轉げ込 

んで、 一生懸命で 一花. かせる 意で、 恁 やって 遣って 來 たのよ。」 

n^i^ ぢゃ 其で 可 いぢ やない か。 一 
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「する てえ とお 前、 辨 公の 言 ふん ぢゃ、 そり やま あ 心掛は 感心 だが、 迚も 辛抱の 出 來っこ はあり や 

L  やつば り5 ち けえ  ため 

爲 ないから、 矢 張 宅へ 歸 つた 方が 利 だら うってん ぢ やない か。」 

「おや 辨 さんに 突 放されて お 了 ひなの かえ。」 

ひつば りこ 

「然 うとい ふんでも ない が、 辨公も 今ぢゃ 女郎 か 何 か 引 張 込んで、 其處ん とこが 妙に 恁ぅ 面白く ね 

ちょ つ 

えから、 些と まごつい たと S 心 ひねえ o,」 

きのどく 

「そり や、 まあお 氣 毒み たやうな 譯 だけれ ど。」 と 又 門口 を氣 にした が、 

「私 もね、 何 かなり ゃ爲 てあげた いけど、 少 許りあった 小 遣まで、 妙な 羽目で 伯父さんに 貢いで 了 

み じめ  これく らゐ 

つた もんだ からね. 此 -s, は 本 常に 身 占な ものよ。 此 位なら、 何も 朿京 くんだり へ來る こと もなかつ 

たの さ。 それで、 まあ 辨 さんが 何に か爲 ちゃくれ さうな のかえ。」 

「だけれ ど、 俺 だって 業腹 だから、 手前の 世話に やなら ねえ てんで、 一 つ 踏 張って 見る i ぬがんだ が 

づぶ ぬれ 

：: 何しろ 恁ぅ、 頭部 濡ぢゃ 鼓くて 遣 切れね え や。」 

と 諸手 を兩 脇の 處へ 持って行って、 身 顫を爲 る。 

五十八 

雨が 义剌 しくなる。 ぉ關は 平然として、 


「よく まあ 降る ぢ やな-, か。」 

「おいおい、 立往生 は 謝る ぜ、 何 かして くんね えな。 後生 だからよ。」 

「其の後 生なら、 私の 方から 言 ひたいく らゐの もの さ。 お宅と 來 たら、 本當に 昔堅氣 で、 お前さん 

なんかと 任^ やって 立 話の 處 でも i 着から うもんなら、 其 こそ 事 だ わ。」 

とじろ じろ 相手の 様子 を 戌ろ。 

「風 鉢が 惡 いからって、 然ぅ おどおど しなさん なよ。 豈夫强 請ら うとい ふん ぢゃ 有り やしめ えし。 

又何ぢ やねえ か、 御 次男と かなんと かの、 御 勉強なら、 何も 懇意の ものが 尋ねて 來 たからって、 其 

處に 不審 はな かりさうな もの ぢ やねえ か。，」 

と底氣 味の 惡ぃ目 中に、 何 處か疑 ひの 色を帶 んでゐ る。 

「ほほ。 何も 紫う 突かから ずと： F いぢ やない かね。 風 鉢が 惡ぃ とか 何とかて えな、 そり やお 前さん 

の 僻み さ。 心細い こと をお 首 ひで ない よ。 それ はね、 m 舍にゐ た 時分と は、 私 も いくらか 人 問が 違 

つてる 意なん だから、 お前さん も 其 意で ね、 昔の 私 だと 思って ゐ ておくれ だと、 些と 勝手が 違う か 

も 解らない のさ。」 

「へん、 大した もんだ な。」 と 伏： IZ の低聲 で。  ， 

「あれ だ！」 とお 關は又 表を氣 にして、 
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「そり ゃ恁 やって、 白儿 帳面のお 邸 奉公 をして ゐ ようと 云 ふんだ もの、 爲 方が あり ゃ爲 ない わ。」 

「へん、 剛氣な もんだ。」 

「何 だね、 まあ。」 

f え  よ. し かた 

「まあ 何でも 可い や。 お前が 然ぅ 高く とまって、 つけねえ とい ふんなら、 爲 方が ねえ や。」 

tU んょ  ょヅ ぼ ど 

「あれ、 那 まあ、 厭味 を 言 はずと 可 いぢ やない か。 お前さん、 旅へ 出てから、 餘程 人が 惡く なつ 

たよ。」 

「然 うだらうよ、 俺 はお 蔭で 人が 惡く なった よ。 だが お前 も餘り 昔の や うぢ やねえ。 え、 おい 華族 

つ  いや  はな ヅ ばり 

が 着いて るから つて、 可 厥に 鼻 張の 強いな、 聞い いもの ぢ やない ぜ。」 

おつ  はな ヅ ぼり 

「おや 藤さん、 默 つて ゐり や、 お前さん 異な 口 をお 利き だ わね。 鼻 張の 强 いのは 私の 持 前 さ、 今更 

らしく 銷 魂げ る こと もな いぢ やない か。」 

さ  & いつ  ど 5 め はし 

「然 うかい。 其奴 あ 俺が 間拔 だ。 何せ 目端の 利かね え 野郎なん だ。」 

「ふん、 何 を 言って るんだら う。 ：： 本當 にお 前 も 阿 母さん 泣かせ だよ。 何もね、 此寒 いに 袷 一枚 

もと やと ひにん 

で、 顫 へて ゐる こと もない 身の上 ぢ やない か。 ねえ、 舊 傭人の 辨 さんに までお 辭義 をして さ、 お前 

ょヅぽ どもの き 

も餘程 物數奇 もの だよ。」 

ねお む  しょ 

男 は 首 を 横へ 捻 向けて、 萎げ て 了った。 


さ， S どく  ちま  a ヅ. y く  ，てんな し  I 

「それが 氣毒 さに、 手を切つ 了 はう と 言った のぢ やない か。 眞箇 のと ころ 那様風 をして まごつい 

てお" I の を 見り や、 私 だって 好い 氣持 は爲 ない のさ。 だけれ ど、 其ぢ やお 互に 立 行かない から、 辛 

いところ を 我慢 をす るの ぢ やない か、 お前さんに 厭味 を 言 はれち や、 私 は 適 はない わ。」 とお 關は跪 

坐んだ。  ， 

こんど  さヅ ぼり  ちま つもり  めえ 

「然ぅ 首 はれり や、 俺 だって 面目ない が、 ：： 這 度 まあ 薩張 切れつ 了 ふ 意で もって、 ：： お前に も 

心配 を かけち ゃ濟 まねえ から、 何 かま あ、 辛抱す る氣 なんで。」 

「お前さんの 這 度 も 久しい もの さ。 それで。」 

ゃヅ ぼり 

「と 言った ところで、 差當り 相談 相手 はなし、 矢 張 其の 何 だ、 何處か 料理番に でも 住 込まう と 思う 

ちゾ 

ん だが、 まあ 些と ばかり 話が あるんで、 何 處か恁 う、 其處 いらへ 御輿 を据 ゑる てえ 寸法に して もら 

はねえ と、 久振 だ、 俺 だって 會 つた やうな 氣が爲 ねえ。」 

五十 九 

亡 ゾ  さ -， 

「どうせ 上り や 小 遣 を 強請る くら ゐが 落なん だら う。 然 なら 然と 手 短に 言って お 了 ひなね。」 

し  ゃヅ ばり そ 

「お前の やうに 言って 了った 日に や、 身 も 蓋 も 有り ゃ爲 ねえが、 矢 張 其の 何 だ、 お前に 居な くなら 

れて 見る てえ と、 何だか 恁 心細え やうな 氣 がして：：。 是迄 はま ぁ是 迄と して、 八 「度 悉皆 魂 を入替 


一七 二 

よるべく  め v  ぶち ま  •  まったく 

へて、 可成なら 矢 張お 前の 居る 土地で と、 恁 思った もの だから、 ：•： や だから 打明ける が、 眞 筒の 

ところ 旅へ 出た からって、 宅へ 歸 つたから つて、 條 お前の ことで 始中終 苦 勞を爲 詰なん だ。」 

ちま 

「それ ぢゃ お前さん、 今 さら 私の 苦心が 水の 泡に なつ 了 ふぢ やない か。 男らしく もない！」 

めえ こ f  ため  あんま  し 

. 「そり やお 前の 逃 を 打つ の も 無理 はねえ。 だけれ どお 爲 ごかし にされ る な餘り 好い 心 持の 01- ね えん 

のさ OJ 

あんま 

「そり やお 前さん、 餘り 物が 解ら なさ 過ぎる ぢ やな レ か。」 

め、 ん 

「どうせお 前の やうに や 無えん だ。」 

「ちょ ッ、 手が 着けられな いね。 勝手にお 爲 よ。」 

ごろごろ  ズ よ.： 

蝶轆と 俥の 音が する。 お 關は！ § として H 色み」； K へた。 

「ぉ歸 り だよ！」 

「ぉ歸 り だ？」 と 男 は 上目 を 遣って、 相手の 氣色を i ひ： i ひ、 

けえ  ね  お ほ， ひら さ-"^ 

「歸 つたって 介 ふ 事 あ 無え。 昔の 馴染が 會 ひに 來 たんだって、 公然に 然 言って 貰 は うぢ やない か。」 

「お巫山戯 でない よ。 人 を 困らせる も 大概に してお 置きよ。」 

. 男 は 上 框に斜 に 腰かけて、 じろ じろ お 關の樣 子に 目 を 配る。 ぉ關は 急に 氣を替 へて、 

じゃま づけ  こ.： ち 

「其處 は 邪魔 氣 だから、 此方へ 上って おくれよ C よ、 よう。」 と 先に 立つ。 


有繁 に狼狠 いた 鉢で、 男 は & いて 茶の Si へ 入る と、 お 關は慌 しく ラム ブを點 ける。 

「おお、 冷え。」 と は 向へ 坐 込んで、 肩の 儒れ た邊を 火に 騎 した。 

ラム プを 持って、 出ようと すると 旣ぅ 上って 來 たの は 均で、 默 つて 奥へ 通らう として、 男の 姿が 

ちょ ヅ  き ば や 

目に 人ろ と、 些 と立戾 つたので、. お 關は氣 逸く ラム ブを 持って、 づ んづん 奥へ 人って 了う。 

わめ づ お-つ  しばらく 

「ぉ歸 り 遊ばせ。」 と 俅饿氣 色 を 見る と、 氣 取ったら しい H の 色で、 少時 まじま じお 關の顏 を 見た が、 

急に 組んで ゐた手 を 振 解いて、 

「ぁッ C 一と 言った きり、 塞 さうな 頰の 邊を撫 廻して 窒內を 胸す。 

「唤 さん は？ 一 

言 はれて 見る とお 關は此 1 一と 返 辭に行 詰った。 

いし  さ- ゥまを 

「あのう、 麻布へ とか 入し つたんだ さう でございますよ。 婆やさん に然 中して、 早速お 迎を 出した 

i.^^ つ づ  さヅ き 

ので ございま すが、 追 着お 歸 りなさい ませう で ご. ざいます。 もう 曩 から 心 待に 待って 居ろ ので ござ 

いますよ。」 

「然 かい。」 と 微笑んだ が、 何となく 薄氣 味が 惡 いので、 忸扼 して ゐ ると、 

あちら  い つ 

「彼方に お 客が あろち やない か。 行って ゐ たら^から う c」 

「はい、. いいえね、 あれ は ^ 舍の 親戚の ものなん でございますが。」 

雲ジ？  /.  <  1 七三 


一 七 四 

*と 

言棄 てて 更に 奥の 置 ラブ ムに 火を點 けて、 舊へ 返って 來 ると、 男 は 胡 散 嗅い 目色で、 猫板の 上に 

あった 葡萄酒 を 飮んで 居る" 

「惡 くねえ な。 好い 色 だ。」 

「おや、 暗い のに、 素 逸い ことね。」 と 眉を颦 めて 立て ゐる。 

あれ  あざわら 

「他が、 其の 若様 かい。」 と 冷笑 ふ。 

「あ, 一 

あれ  おぼえ  なま ヅ ちろ  ちゃん 

「他なら 確か 覺が あら あ。 メリケン粉の 袋みたい に、 可 厭に 生白い、 へん、 丁と 解つ てら あ。」 

てっか ふ  ひっこす 

と 膝 を 立直して、 手 甲で 口の 側 を 引 擦った。 

六十 

そんな  あいそす 

「大ぃ 聲で那 様 事み」 言って おくれで ない よ。」 とお 關は 側へ 擦 寄って、 愛 相に お^ を爲 る。 

「俺 こそ 好い 面の 皮 だ。 ぁッ 詰らね え 詰らね え。」 と 口走る。 

そんな  あざわら 

「あれ、 那麼に 意固地に なって、 何が 詰らな いんだよ。」 とお 關は 困った 色 を 見せ じと、 口元に 冷笑 

ふやうな、 媚びる やうな 氣 味を帶 びて ゐる。 

-  J  くて い 

「何が 詰らね え？ へん、 怳 けたって 可かない よ。」 と憎體 らしく 嘲笑って、 


i 

i 

i 


「何が 詰 ら ねえって、 這麼詰 ら ねえ 事 あ 有り やしね え や。」 

なれ なれ 

「ほほ、 藤さん！」 と 寄 添って 馴馴 しく 笑 ひかけ ると、 反身に なって、 

「何でえ。 何が 可 笑いんだ い。」 

「雕氣 に 1^ ら なくと も 可 いぢ や^い かね。 後生 だから 靜 にしておくれ よ。」 と 力の ある 低い 聲で、 

「俺の 聲の 大き いのは 持 前 だい。 それが 何し たんだい。」 と附 あがる。 

「まあ 可い から、 今晚は 素直に 歸 つてお くれよ。 言 ふ 事が あるなら、 後で 聞き ませうよ。 私 はお 前 

さんに 不實 をした 覺ぇ はないけ ど、 其と も何ぞ 瘕に觸 つたこと があるなら、 後で 寬り 聞か うぢ やな 

いか。 お前さん は 何 か 邪推 をして 居る に 違 ひない と、 私 は然思 ふの。」 

「へん、 手に 乘 るん ぢ やねえん だい。 先が 華族 だからって、 四む やうな 俺ぢ やねえん だ。，」 

「お前さん は 豪い よ。 解って ゐ るよ！」 

たいがい こんな こ. >  , ,  , /, ； 

「面白く もね え、 大概 這麼 事たら うと つて ゐ たんた。」 

さブ 5 り わ :.J 

「何だか、 お前さんのお 言 ひの は、 私に ゃ薩張 解らない よ。」 と 溜息 を 吐いた。 

「人 をつ け、 § は何ぢ やない か、 潦 車で 差 向 ひに なった 男ぢ やない か。 する てえ と、 此ゃ 俺が 旅 稼 

をして ゐる うち、 お前が 懇意に なった 男に 違えね えんだ。」 

「そんなお 前：：。」 
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「まあ 聞きね え。 何でも 那 時のお 前の 様子が 變 だと 思った が、 一緒に 東京へ ぎる 手 害が 極って ゐて、 

それ すてん しょ 

其で 停車場で 待合して ゐ たに 遠え ねえんだ。 へん、 づ うづう しく 潔 車に 乘込 みやが つて、 俺が 側に 

じゃま ヅけ  おら あち やん あのと きかん 

着い てるのが 邪魔 氣 でなら ねえて 事 あ、 俺 丁 と那時 勘づい たんだせ。」 

それ やけ  びいる 

「何かと 思 や、 隨分念 人に 邪推 をした もの さね。 へえ、 お前さん、 其で 自暴に 麥 酒なん か i 'つて ゐ 

たの かえ。」 

-, 知れた 事よ。」 

あき  じつ  まも  , ふきだ 

「まあ、 惘れ るね え。， I とお 關は 熟と 其 顔 を 戌って 噴 笑した。 

いらいら  ゆす 

「ああ、 詰らね え 詰らね え。 ；と 焦燥す る 鉢を搖 るかと 思 ふと、 

さ-つ  あんま  しみじみ 

「人情ても の は、 然した もの ぢゃ 有るまい。 え、 餘り酷 いぢ やない か。」 と 深深 言った ので、 ぉ關は 

肚胸を 打 たれた 體で、 急に 伏目に なった。 

まさか そんな  し 

「そり や、 お前さんが 勘 遠 をして ゐる のさ。 私だった てね、 正 可 那様罪 を 作らう と は 思ゃ爲 ない 

よ。」 

と 調子が 沈んで ゐた。 有繁 にこん な 相手に 同情 を 求める の は 好まぬ ので あるが、 酷い 仕 打と 責め 

られて 見る と、 何となく 情なくな つたので、 ぉ關は 急に 毎の 滅入って、 術 無 ささう に 4^ 息 を 吐いた。 

「何せ 俺なん ぞは 華族の やうに やねえん だ。 お前が 出世 をす るな 結構なん だよ。  . 


と投 出す やうに 言って、 

5 ち  み く/ 

「宅に や 居られず、 辨の 野郎に や 愛 相を盡 かされる、 お前に や 見 劃ら れる。 此位 詰らね え 事 あ 有り 

やしね え や。」 と 又大く 言った ので、 ぉ關 はむしゃく しゃする 體で、 寧 そ 看め ろ 氣も爲 ない ので あつ 

た。  - 

六十 I 

藤さん は 萄葡酒 を飮盡 して、 好い くら ゐに醉 つて 來 た。 で、 默 つて 見て ゐ ると、 瓶 を 逆様に 振つ 

て、 

「おいおい、 何とか 口 を 利きね えな。 だが、 こり や 口が 利かれめ え、 利かれね ぇ譯 だ。 え、 おい、 

這麼 甘ったる いん ぢゃ、 根から 醉 はねえ、 其處 いらに 日本酒が あるなら、 出して 貰 は うぢ やない か C 

そして 大きな 茶碗 も をよ。 何でえ、 聞え ちゃ 惡ぃ？ 考 へても みねえ、 人の 色女 を：：。」 

「藤さん！」 と 屹と膝 を 立直した。 

「何 だい。， 一と 目 を 丸く する。 

「默 つて 聞いて 居り や、 お前さん 好い 氣 になって、 そり ゃー體 誰に お利きの 口 だよ。」 

「誰に た あ 知れた ことよ。 憚ん ながら 俺の 女房に 利く  口なん だ、 え、 關 てえ おえ 阿 魔に 利く  口なん 

雲の ゆ  <  へ  一 七 七 
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だ。 それが 何し たんだい。」 

「ふん、 女房が 聞いて 憫れ るよ。 そり や お前さんお 門が 遠 やしない かえ。」 

「白 を 切った つて 可け ない よ。 ^！：さぅたって然は行かねぇょ。 ， 

ョ いねえ。」 

「凄い な あ 手前の 腕の 事た。 何で、 俺に 身 切り をつ けて、 這麼 ところ へ^り 込んで るから にや、 碌 

な愿 似は爲 ねえ だら うと 思った が、 共ぢ やお 前、 了簡 方が 餘り 薄情 ぢ やねえ か。 え、 おい 餘り人 を 

蹈 つけに してる ぢ やねえ か。」 と 又 .lli なった コ ップを 取 あげた。 ぉ關は 再び とした。 

「其 もよ、 這 度 まあ お前さんと 奇麗に 切れる につい ちゃ、 ：M まない が此 此の所 思が あるんだ から、 

まあ 然ぅ 思って くれろ とか 何とか、 口の 利き やうが 有さうな もん ぢ やねえ か。 俺 だって、 正 可 可 厭 

すてん しょん  あて 

だた あ 言 やしね え やな。 面白く もね え、 停車場で 待合して、 當 つけが ましく、 差 向 ひに 坐 込まれて、 

^一  爲 草が 氣に加 はねえ。」 

「そり や お前さんが 氣を 回し 過ぎ るんだ よ。 然思 はれち や、 私 も. 好い 心 持は爲 ない のさ。」 

「爲 ねえ だら う。 其の 譯 だ。」 

「ま、 さ、 お聞きよ。」 とお 關は聲 を 潜めた が、 相手 は 辯り 避れ の體 で、 太 太し く 横に 轉け るかと 思 

ふと、 溜息 を 吐いた。  - 


,1 


「詰らね え 詰らね え。」 

「お前さん、 ふて ッ腹 だね。」 と爲 うこと なしの、 嫣 然と 笑み かける と、 頭を擁 へて ゐた腕 ごしに、 

こプ ち  そら  ふん やり  つい  たち 

此方 を 見て ゐた男 は、 急に 目を翥 して、 蹈反 かへ つたの を汐 に、 お 關は衝 と 起 あがった。 

「お嬢さん は何爲 すった ので ございませ うね。」 と 均の 側へ 坐る と、 机に 凭れて、 何 を か 熟と 思案の 

體 であった が、 靜に 此方 を 向いて、  ， 

1  いきさつ  あたり 

「それよりか、 何だか 大層 今の 男と 經瘅が 有り さ うぢ やない か。」 と 眉の 邊をぴ りつと 疳 癀の稻 妻で 

ある。 

たべよ 

「もう 喰 酔って 管 を 捲き ますので、 手が 着けられません ので ございます。」 

1  きつば りい 

1 私が 聞く、 必要 もない が：：、 まあ、 外聞が 惡 いから、 外へ 連 出して^ は うぢ やない か。」 と 明晰 言 

つた。 

「はい 0  _ 

「怪しからん さ。」 と咳拂 をして、 何 か 首 はう としたが、 氣 が沮ん だの か、 急に 口 を 噤んで 了う。 

「それ は、 もう 私が 惡ぅ ございます。 本 常に 那麼 破落戶 風情に 迄 不人情 だの、 蒲 情 だのと、 散散 毒 

こんな  それ  い や 

づ かれて、 這麼 口惜しい こと は 有 やしません けれど、 其 を 言 ゃ附 あがります のが 可 厭 さに、 默 つて 

聞いて ゐ ますれば、 那 いった 始末なん でございます もの。 何の 因果で まあ、 皆に 惡く言 はれ るんだ 

雲 s- ゆ  <  へ  I 七 九 
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つくづく いや 

と 思 ひます と， 熟 熟 可 厭になります の。」 と、 ほろ りと して、 

「どうせ 私 は 一 生 有 達が 揚らな いんだと、 然 思って ます わ。」 

六十 二 

午後の 一時に 靈岸島 を 出た、 最終 蒸 竊の浦 賀灣に 着いた のが、 西日 微かに 白けた 岸に 立駢ぶ 東側 

の藏に 赤い 頃で ある。 

はじめ  から ヅ かぜ  もが  ちぎ 

十二月の 初旬で、 折折 ひゆつ と 煙突 を 掠めて 去る {4.: 風に、 挈れ ては斷 れる潦 笛の 響が 絶えて 了う 

と、 . ^一 さに めげ ぬ 水夫が 荷 卸しの § を つける 音頭の 聲が、 ひた ひたと 船緣を 叩く 浪 音の 低い のと 調 

子 を 合して ゐて、 灣內 がきに 溫 かさう に、 而 して 長閑 さう になる のであった。 

はし ナ 

西側へ 出した 一 艘の 端艇 は 存外 人少 で、 子 を 負った シ ョ オル お高祖頭巾の 土地の人 らしい 女房と、 

とも しゃ •  ん 

肺病 ま 者の やうな 顔の 蒼い 洋服の 學生、 少し 離れて 艫に 跪 坐んだ のが 中 山 高 かと も 思 はれろ 帽子の 

上 を 引 包んだ、 薄色 外套の 帽子の 大ぃ 紳士で、. 風が 捲く る 翼 を 引 窄めて、 支いた 傘に 凭れて ゐる 

子れ ぎり 

—— 其 限で。 

^■^^0  *  おそろし  を なみがしら  み. つら 

滿潮 か、 浪が可 恐く 速くて、 しゅ ッ しゅ ッと 沸騰す る やうな 堕分澤 山の 雄浪 頭の 白い 水面が、 段段 

くろす  もや  ご-:' らゃ 

雜れて 行く 冬の 日影に 一 面紺^1ばのゃぅに黝んで了ふと、 灣の 奥の 方 は 次第に 1" 碧な 水と 濛 靄と 混合 


，一-のき は  つきだ 

になって、 入って 來た釣 舟の 帆が 其 際 を 高く 低く 浮いて 居る。 東側ら しい 寺から、 揸 出す 鐘が、 ぼ 

さまよ 

うんと 陰に 響いて、 西側の 屋の楝 の 後の 丘に 反響す るかと 思 ふと、 餘聲 しばらく 灣を 彷徨うて、 靜 

に 暮れて 行く {仝 を、 ちらちら 瞬き 初めろ 星が 一 つ 一 つ 光を增 して 來る。 

*? つむ  はす たった 

濛霧は 可 恐し く 濃くな つた、 と 思 ふと 灣ロを 斜に遲 うて、 岸の 白壁 や 障子 や、 ベ ンキ塗 や 石垣 を 

茜色に 染めて ゐた 夕日 は、 i に 丘の 木立の 端に 殘 つて、 遂 一 町 も 先に 掃除 をして ゐる氣 勢の、 水夫 

どぶ ご ゑ だしな ナ 

の 濁聲が 突如に 見えぬ 碗： S の 船 鉢から 聞え て、 赤い 火が 覺 束かぬ 輝き やう、 舳で掉 を 押して ゐろ船 

頭の 姿 さへ、 動 もす ると 消えて 了 ひさう である。 

ぉヅ そろ  ちゃ 

「可 恐し い 霧で がさ。 何 處へ船 を 着けて 可 いんだ か、 岸が 解ら なくなつ 了 ふ。.」 

言 ひ 言 ひ I 下 を 切ろ 隙 もな く、 棹 を 突 込む のが 段段 になって 來る。 俛 いて ゐる 外套の 紳士 は 急に 

立 あがって、 掛念 ら しく 岸邊 を 見遣 つ て 、 

「おい 船頭さん、 內田屋 とい ふ 旅籠 屋は 確か 西側 だら う。」 

かれこれ こざ 

「內 田屋 なら、 途 向の 二階に 火が 點 いてろ のが、 其なん で、 は。」 と 言った が、 彼此 漕 着いた ので、 

は し . 一.， - ち ん 

「お客さん、 端艇 賃をニ 錢づっ 置いて 下さい。」 

I わしい 夕 暮の鐘 鼓の 音、 岸 邊の氣 勢 は何處 か騷騷 しくな つて、 氣の 早い 學生は 手荷物 を 提げて、 

舳に 突立つ と、 どんと 棧 橋の 端へ !！： つ 着った。 

Is  S- ゆく へ  一八 1 
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けんち- C 

丁度 棧 橋の 上に \ィ んでゐ たの は、 鍋 細の 小紋の 白つ ぼい 羽織の 長い 色の 白い、 E の ぱっちりした 

女の子で、 舉 生に 次いで 上ろ 钟士を 見る と、 端まで 走って 出て 叫んだ。 

「あら、 来た わ。」 

「咬さん、 待って ゐ たね。」 

nn の 速い のに 驚いた 體で、 純士は 帽子の 中から 籠った で 言 ひっつ、 衝と 岸へ 上る。 

「吃 度 今の 蒸滚で 入し つたんだ らうと、 私然ぅ 思って、 翁から 二階で 見て 居ました の。 私 手 を拍ぃ 

はんけ ち  ろで 

たり、 手 巾 を 振ったり して 居ました わ。 贵下は 知らん顔 をして、 熟と 澄して おおな さ ろんだ もの、 

然ぢ やない か 知らなん て、 此ん とこまで 見に 出ました の：：。」 と蹤 いて 來 ながら、 口早の 息が 逸み 

さう である。 

「其 は 一 向氣が 着かん かった。」 

「宅 は 直 其 慮よ。，」 とづん づん先 へ 立つ のであった。 

町の 後の 山の 冬木立から 反射す る 薄い 光が 微に殘 つて ゐて、 閬 とした 町 は、 電線に 騷ぐ 風の 音ば 

かりで ある。 

. 六十 三 


可 恐い あの 雨 降の 晚、 散散 管 を 捲いて 暴れた 藤三郞 を、 鬼に 角歸 して 了った あと、 誤ろ とい ふよ 

あんな とこ 

り は、 { 称ろ 自分の 薄命 を 嘆いて、 那麼 男と 懇意に なって、 喰 着れ てゐ るかとの、 均が 輕 蔑に.， 對 すろ 

辯 解 やら 愚痴 やら を駢 ベた てて、 ぉ關は 例の 身のう へを訴 へる ので あつたが、 均の 煩悶 は 其よりか 

ちっと  はじめ  ただ  こ ，1 な 

一 暦 深いので， 最初 は單氣 毒と 思った、 ぉ關 への 少しば かりの 同情と、 結婚 早 EH 這麼 が：^ れては 

との 寬と牧 子へ との 義理に、 餘儀 なく 仲へ 入って みると、 何時か 自分に 寄 かかって、 何も彼も！^明 

けて、 中へ； 11 で 亡くした 手 切の 金の こと さへ 頓と 忘れて 了った やう、 一面 厭 ふべき 汚點が あると 同時 

に、 一面に は 亦 素 難い 美點が あると 感じた、 其が 遂 二人の 關係を 作る 動機と なって、 比 企 家の 繼于 

である 均が 寂寞な 境遇に は、 敢て 永久と も 理想的と も 言 はぬ が、 に 角 一時の 慰藉であった ので、 

つ ひから  とがめた て  たか 

遂 絡みあって、 禅が けで 臺所 働き を されても、 咎 立の ならぬ 間と なって 了った が、 考 へて みると 自 

分の 意志 は 這麼に 弱い のかと、 今 さら 腑 効な くも 思った。 

此 許 のこと に 煩悶す ろ こと もない，. と 思へ ぱ思 はれろ ので あろが、 優しくすれば 狎 れて來 

る、 素氣 なく すれば 萎げ て、 滅 人って、 零して、 疑って、 癖んで、 怨 じて、 此 ほどに 思 詰めた 貴下 

に 不實を さるれば、 自分 は 散散 鞭れ て、 苦 使され て、 憊 つて 途 に斃れ た 馬車 馬の やう、 野仆死 をし 

そのたん び 

て 了う はかりと 搔ロ說 かれる。 其 度に 可 厭な 氣持 になって、 手 を 着け かねて、 遂斷 然の處 置と 思 立 

つた 氣先も 折れて、 何が なし、 自分の 弱 點が思 ふさ まお 關 のために 弄 ばれても、 其 を 如何と も爲難 
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いのは、 自分に さへ 不思議な くら ゐで あつたので。 

あの 夜 は、 人お、 子 は 到頭 歸ら ずに 了った。 加 之、 迎ひを 頼みに 出た 婆や は、 甥の 宅に 出産が あると 

かで 其 まま 足 を 留めて、 產 が 死 かかって ゐ ろから、 暫 のお 暇 をと いふので 來て はくれ ず、 k を 着 

目のお 關は、 熟と 坐り込んで、 萬 事 妻 君が ほの 取 做、 かと 思 ふと 或 時 は 酷く 遞 つて、 沈んだ 調子で、 

自分 は 何せ 鉢の 廢 つた、 氣の 意地け た、 それ は旣ぅ 貴下の 肩身の 狹 いのは 萬 萬 承知で あるから、 甚 

麼 日蔭で も 可い が、 何時までも 溫氣の 冷めぬ やうと、 小くな つて 哀 つぼく 縫る。 

何も 自分の 過、 少しば かり 一身上の 利 を 割けば、 と 或 時 は 諦める のが、 或 時 は 急に 可 厭に なって、 

めづら 

詰らなく なって、 法 家の 頭に は 希し い 人生 問題 ゃ戀 愛哲 舉の 零片 が、 日夜に 紛糾して 起る ので あつ 

た。 

加 之 1 一三 H と 思った 唤 子は歸 つて 來ぬ。 

一 週 HIE に 手紙が 舞 込んだ。 

1 S 布に 二三 日 居た が、 去年 も 冬になる と 父の 肺病が 重った、 お宅の 婆や は 誠に 心 切で 好い人 

であるが、 那 夜来た 女の人 はいけ 好かない、 ^„„?荷谷の夫人もぃけ好かなぃ、 矢 張 此方に ゐた 方が 可 

い！ そしてち よくちよ く 遊びに 來て 下さい、 月の 好い 晚に、 海へ 出て みませう、 そして 大きい 聲で 

那の 詩を謠 つて 見 ませう、 麼に 面白い か！ も 一 つ、 取 忘れて 來 ましたが、 紙 風琴が あると 猶可 


い  と い ふ取留 のない 文面で。 

何となく 一一 一一  1: 草が 面白い が、 してみ ると、 那限父 畫ェの 膝元へ 歸 つて 了った ものと 見える。 處書を 

見る と、 浦 賀の內 田屋と あるので、 父 は 相 變らず 房 相の 暖流 を 追うて、 果敢ない 檎具を 塗る ので あ 

ら、 つ。  . 

十一月の 末になる と、 毎 tn 毎 曰の 時雨で、 ぉ關 との 額突 合せ も氣が 腐る ばかり、 唤 子の 事 も 等閑 

には附 してお かれず、 暫く 浩然の 氣を養 ふ 意で、 均 は 或 日 急に 思 立って、 靈岸 島から 蒸 まに 乘 つた 

ので ある。 

六十 四 

何處 からか 好い 聲の欽 乃が、 森と した 灣內を 彷徨うて ゐ るので、 子 は 不圖立 停って 耳 を 引立て 

た。 と 思 ふと 均 を 振 返って 笑 出した。 

「何した の だ。」 

「ぃぃぇね^^ーと何か言はぅとして、 

「何でもない のよ。」 と 又 耳 を 引立てて、  . 

「あのね。」 と 鞠に 線る。 

雲の ゆ  <  へ  1  < 五 
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「お 土產 か。」 

「いいえ。 私は贵 下が 入し つて、 嬉しい わよ。」  . 

おと ヅ  どう 

「御父さん は 何 云って ゐ たえ。.」  . 

すっかり  さ-つ 

「悉皆 大人しくな つたって、 然有 仰って よ。」 

「今度 は 又 連れて行かうよ。.」 

「おお 寒！ 早く 行き ませうよ。」 

へ 子の 案內 で、 宿の 二階の 小柳翠 美の 畫 室へ 通る と、 締切った 障子のう ちが 陰に 籠って、 彼 は 令 

•eh- ちら 

取亂 した 大ぃ デッサンの 散ば つたの を、 ボ オルの 額緣へ 挾み 挾み、 人って 來る均 を見迎 へた。 

廣ぃ眞 白の 額に 毛が 長く 蔽被 さって、 窪んだ 目のう ちに 何 處か不 の氣 味を帶 びて ゐる。 夏 見た 

をり より、 案外 頰 肉が 着いた やうに 思 はれる ので あろが、 色 は 可 恐し く 蒼白め て 居て、 何となく ー兀 

氣が衰 耗し たかとも 見える。 

どうぞ  とりちら  かどだ  きき 

「切望お 通り 下さい。 此 通り 取 亂 かしてありまして。」 と 沈んだ 調子の 稜 立った 口の 利 やうで。 彼 は 

かきた  すす 

ラム ズを挑 立てて、 眞 中へ 据 ゑて、 布圑を 信め て、 手な 拍 つた。 

「相 變らず 御 勉強です な。 一 

したため 

と 均は簿 命な 此 美術家が、 會ふ 毎. に 元 氣の銷 磨し ゆく 迹を認 得る に拘ら ず、 熱心の 度 は 昔 も 今 も 


始終 二お で、 毎つ 枠に 搁 つて、 配色で 苦勞 をして ゐな いこと とて はない ので、 其 不成功 を憐 むと 同 

時に、 何等か 崇敬の 念に 打 たれる のであった。 

翠美 は陰氣 らしい： n を耀 して、 バック を 取 かけたら しい、 三號 ばかりの 一面の カンバスの 枠の、 

』i ^柱に 凭せ かけて あるの を 振 返って、 得意 さう に、 而 して 不安ら しく 肩を搖 つたが、 仕舞 ひかけ た 

幾 葉 かの デッサン を 指して、 

「それ を片 着けて お 置なさい。」 

と 側に 坐った 人 宇、 子に 吩附 けて、 辛辛 想 出した やうに、 

「いいや、 もう、 相變ら ずお 愧し いものば かり。」 と俛 いて 了う。 

「其 後、 何ぞ大 いものが 出来ました か。； 一と 均 は 挨拶 代りの 愛 相に 尋ねろ。 

しだら く 

「ええ、 二つ 三つ 出来ました が。」 と 小 S 時考へ て、 

「毎 も恁 やって 畫く ばかりで 引取って くれ 手が ありません では、 誠に 張がない のです よ。 秋の 頃 は、 

ぼつぼつ 又 中央へ 出ようかと も 思ったです. か、 聞いて みると、 束 京の 方 も餘り 望がない とかい ふ 事 

だから、 下らない 肖像 畫を畫 くよりか、 先恁 して 研究 かたがた 米 鹽の資 を 作って をる 方が、 i 何 か 

增だ らうと 考 へたので。」 と 淋しく 笑って 畫稿を 仕舞 ひっつ ある ゆ、 子と、 均の 顏を 見比べ る。 

「人お、 が大變 お世話になつ たさう で。」 と 咬く やうに 言って、 

m の ゆ くへ  1 <  t 
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「お で 大分 俐巧に なった やうで、 須美も めし 悅 ぶで ございませう。」 

「いや、， 4 つて 御不自 巾でした らう。」 

翠美は 自分の 身の 周 を 淋しげ に 見回して、 

「^荷 谷で は、 もう 須美 の^も 出んで せうな。」 

「然 やう さ。」 

「一 度は須 美の 墓へ も參詣 をしたい したいと 思って は をる です が、 否 人 とい ふ もの は 横着な もの 

です よ。」 

「須 美須 美って、 阿 父さんの 癖 だ わ。」 と^子が 不意に 笑 出した ので、 彼 は 急に 萎げ て、 忘れて 居た 

茶 を 煎れろ。 

六十 五 

「須 美さん の 事 は、 誠に 致 方 もなかった ですな。」 と 均は袂 から 手 巾 を 取 出して、 鼻 を 打 拭む ので あ 

つた。 

須美 子が 此世を 去って から、 旣に十 有幾ハ 牛、 其 化俤の 彷彿と して 見える の は、 啻に 最愛の 良人 翠 

美ば かりで はなく、 均 も 亦 子供の 折 は 母 諸と も、 一番 須美 子と 話 も 合 ひ、 庇護 を も 受けた ので、 今 


も 其 名 を 聞く と、 何となく 可懷 しさに 耐へ ぬので ある。 それに 翠美は 須美子 を 自分の 生命と も、 自 

もし  ちょ ざん 

分の 美祌 とも 崇めて ゐた。 翠 美の fK 才 11 若 有った とすれば 11 が 半途で 调殘 したの は、 恐く 其 美 

神に 逝かれた からで、 交際の 廣ぃ、 世才に 長け た須美 子の 力 を 以てすれば、 設し 一時 は 零落 をして 

も、 何時か 翠 美の 畫の、 世間に 持 難され ろ 時期が 來 たに 相違なかった ので あろ。 

「須美 は 全く 私の ために 命 を 縮めた です よ。」 と翠美 は 又 毎の 繰言で ある。 

そんな  まつだく きのどく 

「那様 事 もあります まいが、 私な ど は 善く 須美 さんの 氣立を 知って をり ますから、 眞 箇ぉ氣 毒で な 

らんので すよ。 私 も那時 もっと 有力で あれば、 何に か 致なくて はならない のでした が、 何しろ 遣憾 

な 事を爲 ました。： 

「然し 須美 は：：。」 

翠美は 指頭で 些と 外眦を 拭うて、 . 

「須美 は、 能く 私の 作品の 批刺を も爲、 私に 同情な 寄せて くれ ましたよ。 御存知の 那麼 悲惨な 境遇 

に陷 つたです が、 死ぬ まで、 少しも 其 を 後悔した 様子がなかった です よ。.」 

「其 處に 精神的 滿 足が 有った かも 知れません。，」 

「私 は始中 終、 此 額に 對 して は然思 ふです が。」 

と 翠美は 急に 後 を 向いて、 床の 楣 11 に 落ちさう に懸 つた、 須美 子の 肖像 畫を 仰いだ。 其 は 板に 塗 

S の ゆ，、 へ  一八 九 
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つた 三枚 襲の 丸 の 姿で、 ラム ブの 火の ぼ. やり 照した あたり、 淸 しい： ni のうちに 一種の 抑 ふべ か 

ら ざる が 充滿ち て 居て、 口元が 今にも 綻びさう で あ る 。 

「これ は 恐く 私の 傑作であります が、 須 美が 今 居ましたら、 んぅ 決して 這麼 若若しい 姿で は 居 ませ 

んで すよ。」 

と 彼 は HI をば ちば ち、 均を睛 めて、 

「それ は 何です よ、 私の 衰 へた 顔色で 推しても 解る のです よ。 有難い ことに は鎗 具に 留めた 化俤ば 

かり は、 今 も 昔 も活活 した^々 しい 须美 子で、 何時までも 不朽です よ。 私 は 此に對 して ゐ ると、 幾 

ど 其 老いた 須 美に 考へ 及ぼさんで すよ。 須美も 亦 永く、 世の 苦痛 を脫れ て、 若靈 魂が あらば、 私が 

熱誠 を瀝 いで 畫 いた 此 キヤ ン バ ス に 住って ると でもい ふので 有り ませう か。」 

「ふ ふ、 妙ね！」 と.^、 子が 亦 笑 出した ので、 彼 は 忽ち 肩 を 窄めて、 無意識に 其 顔 を 戌る。 

「阿 父さん、 何爲 すった の。 私の 顔ば かり 見て 入し つて！」 

わすれがたみ  なきつ ま  おもかげ 

ふ 盆し 遺 片身の-^ 子の 顔から、 亡妻の 少しば かりの 化你 でも を さへ 見 着 出さう とする の は、 翠 美が 

久しい 癖な ので。 . 

「^父 さん は、 ^ で も那麼 it- 15 ば つかり 言 つて 人し つてよ。 一 

と極惡 さう に俛 いたが、 ぱ たんと 输 具：， 1 を 啓け て、 


- ちょいと 御父さん- 此は クリムソン レイ ヰ てんでせ う。」 

翠美は 外方 を 向いて 了う。 

「此が 二 ュブ リウな のよ。 此 とこれ と 合すと、 そら 紫になる のよ。 私 は 紫が 一 番所 好よ。 紫 は 品が 

好いで せう。」  . 

と 均に 向って、 

「貴下 は 何が お 所 好？」 

微笑んで 返 辭も爲 ない ので、 咬 子 は遽に ri を閉ぢ て、 衝と 障子 を 啓け て緣 側へ 出る と、 手招 を壓 

み づ ら  -ー * とん 

する ばかりの 濛 霧で、 水面 は 一 鉢に 黑く、 對 岸の 灯が 幾 ど 地平線 下に 低く. 低く 散見して ゐる。 

六十 六 

餘り 話が 滅入って 來 たので、 均 は 話頭 を轉 じて、 

「然し 武 相の 海邊 では、 悉徵 貴兄の 畫が 傳播 したでせ うな。」 

ほんやり  み +- 

茫然して ゐた翠 美 は、 物に 驚いた やうに 窪んだ H を^って、 

「はい、 いや 然も 行かんで すよ。 夏から 秋へ かけて、 大磯熱 海 あたりで は 大分 畫き ましたが な、 此 

それほど  やつ- M り 

海岸 は 未だ 其 程に 油綺を 喜ばんで すよ。 矢^ その 豪家と か、 旅籠 屋 料理屋と いった やうな 向 は、 無 
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意義な 花鳥 山水が 好い ので^りまして、 此 も 京都から 平凡い のが 一 人來て をったです が、 大分 方 

方から 顿み 手が^ったです よ。」 

「何しろ、 まあ 腕 さへ 磨いて 置けば、 何時か 反響 を與 へる 時機が 來 るで せう。」 

翠美は 意 を 得たら しく、 少し 鉢 を 描って、 

「然 うです 然 うです ー  * 私 も然ぅ 5^ つて 居ろ です よ。 何でも 事 は 自信が 大切でありまして、 殊に 此 

美術と いふ 奴 は、 巧く 發表、 か 出 來れば 可いです が、 一 つ 機 速が 向いて 來ん となると、 勿 勿 容易に は 

世^の 認識 を 得る ことが 出來ん です よ。 眞の 鑑識 者 所誚る クリテ シァ ンと いふ もの は鮮 いもので 有 

まして からに、 名家で も 堙滅 して 了 ふです から、 自信がなかった 日に は、 天才 も啓發 されずに 

了る とい ふ 不幸 も 有ろ のでして：：。」 

彼 は言遲 うて、 悲し さう に 頸 を 垂れた が、 

「私 も 未だ 此 から 十分 腕を發 揮す る 意で 有ります が、 須 美に 亡くなられ てからと いふ もの、 何とな 

く 其の 自 信が 弱くな り ゃ爲ん かと 思 はれて ならんで すよ。 時々 その、 氣 細い 疑 念 が 起つ 

てな らんです よ 0  1 

t ベ ゎづか ふ 

と 力の ない 語尾が 段段 消える かと 思 ふと、 溜息 を 吐いて、 垂れた 頭 を微に 掠ろ のであった。 

「您云 ふ 弱い ことで は 可 けんです！ 眞筒此 では f けんです よ。 須 美に 對 して 濟 まんです よ。 私 は 


然 思って は 勇氣を 振起して をろ です よ。」 

と 又 目のう ちが 一 人權 しくな つたが、 直に 肩 を 窄めて、 切な さうな 太 息で ある。 

「昨日 も 何でした よ、 此 から 適と 灣の 奥の 方に 好い 處が 有まして、 朝 夙く 畫架を 提げて 寫 生に 行つ 

だです が、 何も 配色の 工合が 看破で きん。 自分の 力が 足りん からと 思って、 色色 考 へて 居ったです 

よ。 します ると 何時か 其の 須 美の 事 を 憶 出しまして からに、 三脚の 螺旋の 逸れ る の にも 氣が 着か 

す、 幾ん ど 茫然して 了ったです。 石の 上へ 絕か臂 を 打 着けまして、 祸 どうも 階 子の 昇降が 不自 巾で 

.® つて をろ です よ。」 

「用心な さらない と 可け ません な。」 と 均 は 片頓に 可 笑 さ を 泳へ て、 緣 側の 方 を 向く と、 曩 から 熟と 

此方 を憒 めて 居たら し い^子の、 不思議に 熱心な HI と出會 した。 其 は 凡なら ぬ 目色で、 欄干に 背 を 

$ 凡せ て、 魂 は何處 かへ 飛んで 了った やう、 殆ど 無念無想の 額で ある。 と 思 ふと 急に 氣色 動いて、 H 

が耀 き、 口元が 微に 動いて、 そして 頰 から E の緣へ かけて 看 看 美しい 血潮が 差す ので あつたが、 旋 

て嫣 然と 笑って、 くるりと 後 向に なって 了う。 

「肺の 方 は 如何です な。」 

「はい、 其方 は 幸 ひと 快方に 赴いた です。 ：： 然し 貴下 は 滴晚飯 前で^ ませう。.」 

丁度 女中が 入って 來て、 

S  S- ゆ  <  へ  1 九 一一 一 
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「お客様 は 此方へ お 泊り なさい ます か。 誠にお 氣毒 さまで ございま すが、 折 あしく 好い お 部屋が 明 

いて 居りません が 0  J 

「いや、 西に は頓と 好い 旅籠が 有りませんで。」 

「はは、 束の 方が 好い のです か。 何れ 暫く 居る 意です から、 向 側が 好い かも 解りません な、 渡 舟で 

ちょくちょく 往來 をす るの も、 妙で せう。」 

六十 七 

それから S 痴 やら 俊い 抱負 やら、 久 板の 對 酌に 色色 翠 美が 述懷を 聞され た 均 は、 向 側で 宿 を 取る 

とい ふので、 丁度 灣 頭に 月の 昇った 比、 二人に 送られて 渡 場へ 出た。 

灣の 口の 向 側の 岸で 艰南 へ擴 つた あたり、 心細げ に缺 けた 月の 明りの；^ いのに、 煙の やうな 水氣 

ほの あ ■* ちぎ ちぎ  さまよ  こなた  • つつ  かた あかり 

は幽 蒼く 斷れ 斷れ に彷惶 うて 居て、 此方の 岸 は、 薄す り片 明で あろ。 逸 Er く 石段 を 降りた の は.， あ 子 

で、 これ 一杯で お 終と いふ 今 着いた 舟から 上る 人に 紛れて、 素早く 舳の 方へ 乘 込んだ。 

1 お 4 つ  いい 

「御父さん、 私 も 御 一 絡に 行っても 可で せう。」 と 叫んで ゐろ。 

「はは、 咬さん が來 る！」 と 均が 翠美を 波頭に 殘 して 舟へ 登る と、 S 早 二人の 乘容 で、 舟 は 徐徐 梭橋 

を 離れ 出した。 


「船頭さん、 御苦勞 だね。 J と 均 は 塞 さう にル 側の 端の 方へ 小さくな つて 跪 坐む と、 

「お嬢さん、 叉 房 らっしゃ るかのう 0  J 

み づら  こ  からだ  よろよろ 

「いいえ。」 と低聲 で、 水面 を 眺めて 立って ゐた 、子 は、 搖れる 舟に 轉け かかった 鉢 を、 蹣跚と 片手 

で 均の 肩に 摑 つて、  ， 

「おお 可 怕。」 と 言 ひざ まに 推 駢んで 跪 坐んだ。 

「御父さんが 淋しいだ らう- 一 

「ほほ、 介 ひや 爲 ない ことよ。」 

灣の 中心に 碇泊して ゐた 一艘の 蒸 嵐で、 今まで 飲んで 騒いで ゐた、 11 も 何時か 靜 つて、 段段 更け 

る 夜 は、 月の 光 さへ 渐く發 揮して 來る。 可 衡げに 寄 添うて 均 は、 

「何して 私の 宅を那 やって 飛 出した の だえ。」 

唤 子は默 つて 笑 かけて、 旋て月 を 見 あげて、 寒さう に 吃 度 襟を搔 合した。 

「何して て f ) ともないん です けど。 一と、. ！-袖 ずに 言つ て、 

「あのね。」 と 前へ 滑る やうに、 頰杖 をして ゐた 均の 手を摑 へて、 熟と 顏を めた。 

「何 だえ。」 

^子 は 用 ありげ に 其 指 を 弄って、 私と 自分の 脹 よかな 頰の處 へ 持つ て 行つ て.， Il り推當 てなが 

s の ゆく へ  一九 五 
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ら、 

「冷いで せう。」 

おそろ  あつだ か 

r 可 恐し い 暧 い！」 

次第に 中心へ 出た 舟 は、 立罩た 水氣を 推^け 推^け、 浪が較 高い か搖れ 方が 劇しくなる。 ゆ、 子 は 

押つ けた 手 を 其 まま、 頓 へ血氣 がさして 次第に 熟くなる と 思 ふと、 少時 息を殺して 鉢 を 凭せ かけて 

居た が、 遽に 氣を替 へて、 邪慳ら しく 其 を 振 退ける と 同時に、 一歩 後へ 身 を 引いて、 舟緣 から 俯伏 

して 水面 を 眺めて ゐ たが、 ズ思 出した やうに 此方 を 向いて、 片頰に 淋しく 微笑んだ。 

ミとち  はっきり  ± 

水 水した 月 は、 丁度 KJ 向に、 其 白い 眉の 發 揮した 額へ 光 を 浴せ かけて、 睜 つた IE に 籠って ゐたー 

^,J^f.  みるみる  ひとみ 

種の 怖氣の やうな 疑の やうな 不安の 色が、 看 看 張の 脫 けた 黑ぃ眸 子から 消えて 了う と、 もう 何も 思 

つて は 居ぬ らしく 茫然して、 纏て 情 乎 氣脫の 鉢で ある。 かと 思う と 月の I 下 かと も 疑 はれる、 淚か不 

ぬか 一杯に なって 來た。 均 は這麼 奇麗な-^ 子 を 見た 事 はない と 思った ので、 知らず 識らず 熟と 躜め 

てゐ ると、 自分の 義姉の 子と いふ こと や、 薄命 畫家翠 美の 娘と いふ こと や、 其の 性質の 片意地な こ 

とも、 自分が 其の 摸 方 や 行末の 保護の 任に 當 つて ゐ ると いふ 事 も、 一切の 關 係が 何時か 頭から 亡な 

つて 了って、 舟 は 何 處か此 世 を 離れて 漂って ゐ るかの やう、 祌氣が 妙に 澄んで 來た。 均 は 些と手 を 

擧げ て、 外眦へ かかった 紊毛を 振 退けよう とすると、 何爲 たの か、 例の 可怕ぃ 目で 睨んで、 衝と起 


あがった。 

つべ た 

「ああ 冷い！」 

^の 零が かかった ので、 意地 惡る さうな 調子で、 ： 括れる S を 平 (： 裁で、 少時 鱸の 方へ 登ったり 降り 

たり 心忙しく 動く のであった。 

六十 八 

はま 

「お嬢さん、 坐って ござらつ しゃら ねえと、 水へ 陷 ります ぜ、 好い子 だ。」 

とら  きつ. 0 つった 

「ほほ、 船頭の 癖に 生 意氣だ ことね。，」 と 艫の 端へ 登って、 吃 度 突立った。 

おら  ま  .！ もつ こ  さ-つい 

1 はは、 俺が 生意氣 かねえ。 目が 暈って 打 落ちる と 可 かねえ から 然 言った だ。」 

「可い のよ。」 と 平氣で 居る。 

ちょい  ここ  じつ 

「些 とお 前、 此 いらで 熟と して ゐて 見て ごらんよ。」 

「笑 談ぢ やねえ。 舟が ずんずん 流れて 了 ひます ベ ぃ^- 

「流れり ゃ猶 面白 いぢ やない か。 よ、 よう。」 

「駄 駄裎 ねる でね え、 1^7 い 子 だ。」 

「あれ 又 だ。」 

S め？  くへ  1 九 七 


1 九 八 

「何でも まあ、 早く 漕 つけねえ と、 塞くて ならね えだから ね。」 

「可い からよ、 熟と して ゐて ごらんよ。 何處 いらまで 流れる か、 私見たい のよ。」 

めえ  ほふが へし  そんな 

「何處 いらた つてお 前さん、 づ んづん 沖へ 流された 日に や 法 返が 着かね え。 那様 物の 解ら ねえ 事 一一 一 K 

ふでね え。 旦那が 笑って ござらつ しゃる だ。」 

「おお 可怕 い。」 と 前へ 轉け かかる。 

「それ 言 はね えこつ ちゃね え。 陷りゃ 命が ね えだ。」 

「お前 は 漕ぐ のが 下手よ、 私よ か 下手よ。」 

「お前さん、 舟 漕ぐ こと 知って る だかね。」 

「ああ、 濱で 育って よ。」 

「そり ゃ剛氣 だ。」 

猶も 突立って、 小い 聲で、  • 

「礎 は戀 しゃ. ■ :、」 と 哀れげ に喷ひ 出した。 

折からの 風 は 其蠻を 吹いて、 が はたはたと ■ つ てゐる あたり、 靡く やうに 淡 蒼い 水氣が 動いて 

はっきり  あたり 

ゐて、 段段 發揮 すろ 月に、 眞白ぃ顏が可恐しく#^艷を增して來ろ。 均は默 つて、 g: 下の 景色に 見恍 

れ ながら、 何時か &緣へ 腰かけた。 


「成程 こり や 沖へ 出たら 可から う。」 

船頭が 默 つて 靜に 推す 椅 から、 举が 折折 きらきら に 光って ゐろ。 

「i^ さん、 危 いから 此方へ お出でよ。」 

「大丈夫よ。 落ちり や；^、 冰ぃ であが ります わ。」 

「此. 淡 一い のに 足搔 がなります かよ。 何でもお 孃 さん は 可 恐し い 剛情 張 だ。」 

「だってお 前、 水が 可な り 暖 いのよ。」  • 

段段 對 岸が 眼前に 現れて 來る、 と m やっと Irn から 吹いて ゐた風 は W いで、 浪が穩 になって、 舟の 

動 搖が减 じて 來る。 へ 、子 は 何時か 不圖 均の 側へ 跪 坐んで、 

「莫迦に 好い 月です ね。」 と 高慢な 調子で、 执を膝 へ 搔 込んで、 

「こら、 此の まあ、 しっとり した 事ったら おりません よ。 $3： 下 は 麼？」 と袂 へ^る。 

「だから 坐って お 在と いふのに。」 

Tr  たち ま 

_ 私. M 一く はない ことよ。」 と 寄 添うた が、 乍ち 憶 出した やうに、 

「あの、 女の 方 は 何して？」 と俅： E 聞いた。 

「女の 方と は？  ！ 

「 あら。 ：： そら。 解った でせ う。」 と 無性に 袂を引 張る。 


「はは、 他 か。 何した か 知らん。」 

「やっぱり 居ろ の だ わ、 吃 度。」 

「居ち ゃ惡 いの かえ。」 

「は。 いいえ。」 と 頭 を 棹って、 

「あのね、 貴下の：：。」 と 小さい 驟で。 

「何爲 て？」 

「あのう。」 と 張 均の 袂を 自分の 手首に 包んで、 引 張って、 

「貴下 は那 方が お 所 好です の c」 

「どう だか。 ^さん は 何お 思 ひたえ。」 

「だって： ：。」 を 繰返して ゐる うち、 舟が ぐる. ぐる 回って、 もう 眼前に 現れた のが 岸で あろ。 

六十 九 

均は翠 美と 斜に向 合うた 對 岸に 宿 を 取った が、 翌日 は 一 日^ 子 相手の ぎ i もな く H がくれ て 了う 

と、 昨夕の 舟で 少し 熱 を 有った ゆ、 子 は、 一日 乾いで 謠 うて、 甘へ て 拗ねて ゐた 元氣に 引換へ、 急に 

欝 出して、 憶 出した やうに、 渡 舟で 歸 つて 了った。 


其 翌日 は 雨 降で、 灣內 の浪は 荒く 水は燭 つて、 一日 日の 光 を 見なかった ので、 障子 稀 初の、 くさ- 

ひら 

くさす る 祌氣を 啓かう とい ふので、 獨酌を 傾ける と、 出る のが 億劫に なって、 聊か 氣に かかる 子 

し ぐ さ  ほと 

の 様子 も 見ずに 了った。 一 鉢が 調子が 變で、 爲 草が 突飛で、 幾ん ど 性情の 眞 相が 解りかぬ るので あ 

しぐさ"  それ 

ろが、 其 調子、 其爲 草も考 へて みれば 何處か 意味が あるら しく， 均の 心に は此頃 漸く 其 かと も颌れ 

る 節が あるので、 不具 的に 發達 をした 情が 盲で ある だけ、 一 面に は 憐れに 一 面に は可怕 く、 急に！^ 

になって、 叉 一 つの 新愁が 添って 来た。 

獨り 房った 唤子 は、 其 晚は殆 んどロ も 利かず、 早くから 臥床に 就いて、 熱が 高ぶった か展、 側で 

たわごと 

希 臓 祌學の ノオト を 緩いて ゐる翠 美の 耳 を 驚す 譫言で あつたが、 翌朝に なると ズけ ろり として、 頓 

と 加減が 惡ぃ氣 色がなかった。 好い 鹽 梅に 雨 は 霧 上って、 煤け 障子に 差す 日の 光で あるので、 此間. 

見て おいた 後の 丘の 冬木立、 其 デッサン を 取らう とい ふので、 翠美は 朝飯 を 了う と、 例の 持 古し. 

畫 架に 三脚、 鏡 や 木炭 筆 や、 こて こて 携帶 して、 萎 切った 袴 を、 何爲か 形の 如く 几帳面に 着けて、 

もし  ね ぢ 

阿 彌陀に 冠った の は、 色の 褪せた 焦 茶の 中 折、 腕と ともに 昔 も 今 も 變らぬ 風で、 11 若 三脚の 螺旋. 

が 外れず とも、 何 か 重がなくて は 風が 吹 飛し さうな、 瘦衰 へた 肩つ き 首の 周、 此で 三脚に 腰掛けた 

圖を、 冬枯の 案山子と 見 立った ものの ないだ けが、 見 けもので 11 出かけた まま、 途中で 知合に. 

でもき つたの か、 其き り晝も 晚も歸 つて 来ぬ のであった。 


二 o  二 

加 之 三時 頃から 空模様が、 がらり と變 つて 來た。 房 州 あたりの 空から 出て 來た、 水氣立 • つた 乳色 

の 雲の 後から、 追 かけ 追 かけ 墨 を 打 着けた やうな 雲脚が 速くな つて、 辛辛 澄み かけた 蠻內の 水面 

は、 再び 慕 を 被せた やうに 格 一 S つて 了う、 と 思う と 未だ U 暮には も あらう とい ふのに、 四 下が 遽に 

陰氣 になって、 靴？ 1? な 水に.. ：！ い 雨が^して 來る。 

机の 側で、 近： S 出來た 一枚の 裸 鉢 畫を取 出して、 見恍れ てお た^子 は.， 四 下の I？  くな つたのに 驚 _ 

いて、 ，1:= に 啓け た 障子から 顔 を 出す と、 水は勞 いのと 赤い のと 二 段に なって、 水煙の やうな 向 側 

の 枯柳の 立 紐んだ 際の、 均が 宿の 緣側も 其と 見え 解ぬ くら ゐ、 手招の 手拭が. 風に 動いて 居ろ、 im^、 

ろと 障子が 啓いて、 の €1 "い：！^ のばつ ちりした 丸顔の 女中が 立 現 はれた。 丁 昨日の 晚、 不思議に 自 

分 を 知って ゐて、 さんざ 揶揄って、 均に お 世辭を 使って、 晚 飯の 給仕 をして ゐ たの は 確か 他で、 牛 

意氣に 猪口 を 差したり 差された りして た、 と^ 乎 見て ゐ ろと、 今度 は 均が 横へ 出て 來て、 i 方 を 

見い 見い 二 入で 話 合 ふ 様子で ある。 

み るみる はげ 

舟の： g を 喰った のが、 絶 なく 人って 來る。 雨 は 看 劇しくな つて、 二人の 立 姿 さへ 擾 消えさ 

うで あろ。 ：^: 時まで 那 やって W るので あらう。 昨 n 來 ると 言って おきながら、 昨夕 も 今日 も 來ては 

くれず 了 ひ、 那. S 女中に 揶揄 はれろ のが 可滅 でな くげ、 渡 場から 舟 を 出す と 可い の だけれ ど、 と惜 

乎 昨 子 を 据えて ゐ ると、 段段 くな つて、 女の 白い 顔と 手拭が 見えろ ばか"、 弗と 氣が 着いて みろ 


み •< 'ち 

と 渾身 は 無性に 寒氣 がして、 觸 ると 額が 可 恐し く 熱くて、 妙に 氣が 辯いで、 胸が 迫って 來た。 

ばったり 障子 を 締切る と、 窒內は 幾ん どもう くな つて、 丁度 入って 來た人 を、 歸 つて 來た父 か 

それ 

と 見る と、 其 は 宿の 女中で、 晚 飯の 勝 を 運んで 來た C 

「贵 女、 お 一 人ぢ やお 淋しう ございませう。」 

七十 

効 効し く 女中が 明を點 けて、 

「貴女 不漁です から、 お 所 好な お 魚が ございま せんよ。 其 代り 卵 燒が附 けた るんで ございま すよ。 ； 

ちょつ ぜん づら  かぶり ふ 

-^、 子 はぎろ り 目を耀 して、 些と膳 面 を 見て、 頭を^g;る。 

「御氣 分が ぉ惡 いのなら、 お 粥 を 描へ ませう か。」 

「いいえ、 食べた かないの よ。」 と 邪慳に 首 放つ。 

めしあが 

「それでも まあ、 ぼつち り 召 食って 御 g はなさい ましよ。 i 

「可い つたら 可い のよ。」 と 眩く やうに 言って 懷 手の 肩を搖 る。 

めしあが  が  みるみる 

「本當 に、 召 食らな くと も 可い こと？」 と 様子 を條 うと、 顏 色が 看 看 蒼くな つて、 唇が 血氣を 失つ 

てゐる 0 

雲 ゆく へ  二 〇- 一 


二 〇 四 

「では 贵女。 ぉ寢 みなさい ましな ね。 吃 度 熱が お 有ん なさ るんで せう から、 ねえ、 然 うお 爲 なさ レ 

よ、 お 床 を 延べて あげます から。」 

「， 今から、 鉢 屈で 爲様 がない わ。」 

「でもお 加 减の惡 い 時 は、 少し 我慢 をお 爲 なさい ましな ね。 感胃 は可怕 うご ざん すよ。」 

と 側に 擴 つた 裸 體の 美人 畫を引 寄せて、 

i はり 

「おやおや、 好い 額です ことね。 岩に 腰かけて るんで すね。 周が 水で、 腰から 下が 浸って るんで す 

± したな 

ね。 難船で もしたん です かね。 お ほほ。」 と 仂く笑 ふ。 

「肩から 膨 下から、 此 いらへ かけて I- の やうな 靑 いのは、 こり や 何で ございます。」 

まじま じ  みと 

呤、 子が 堪 1| 返- 辭を しないので、 更に 見恍れ て、 

「このま あ、 乳房の ふつく りした 工合の、 能く 出來 たったら ありません ね。」 と 氣を替 へて、 

「です けれど、 顔のと こが $ やつ、 何れも 何れも 此 額の 方に 酷肯 ですから 不思議で すわ。」 

と 額面 を 見上げて、 

「此は 旦那 樣の 奥様だった さ うぢ や ございま せんか。 然します と、 旦那 様 は大曆 奥様が ぉ氣に 召し- 

て 人ら しったんで ございま すね。  何です か、 奥 様が お 亡な りなす つてから、 急に 這麼 御商寳 をな さ- 

ろんだ つて、 然 ふ 事て すね、 ちょいと 然で すの。」 


. 知らない わよ。」  , 

たち 

と」 柑 瘤の 稻 妻が 口元 を 問いた ので、 女中 は 起 かけて、 

「でも 這麼 美しい 方 を、 裸に 剝 いて、 岩なん かに 腰かけさして おくの は、 勿 鉢な うご ざん すね。」 

と獨で 非す やうに 辯って 出て 行， つた。 

ふと 氣が 着く と、 外 は 雨が 小遏ん だら しく 閣 とした 處へ、 北倏通 ひの 蒸 潔 か、 丁度 勢の 好い 笛 

が 張 切れる やうな i: であるので、 何 か は 知らず 急に 氣が 勇んで、 一昨日の 渡 舟の 事な どが、 無性に 

戀 しくな つて、 向へ 渡って 見ない うち は、 何爲か 耐らぬ やうな 氣が爲 るので あった。 

又 手招の 處へ顏 を 出して、 茫然 對岸を 眺めて ゐ ろうち、 父が びし よ f§ になって 歸 つたの が、 r 度 

七 時の 頃で、 無理 强 ひに 寢 所に 就かされて、 陲る ともなく 衾 を 引 被いで ゐ ると、 熱 は 段段 劇しく、 

自分 は 然程と も Eh はぬ のに、 頭が 引搔 回される やうに なって、 額の 兩 方から 耳の 底が がんがん 鳴つ 

てみ る。 

うとうと 何時間 寐てゐ たので あらう、 急に 冷い 手が 額へ 觸 るので、 ふいと 目 を 明ける と、 町 恐し 

く大ぃ 颜の眞 向に 差观 いたの は、 父で、 默 つて 熟と 額 を 推して ゐる C 唤子は 苦し さうな 息 を 吐いて、 

「可 厥よ！」 

と 手 を あげて 振 退け ざまに、 くるりと 射 を 反すと、 乘 つてる たと 思った 船 鉢が 引 覆 かへ つて、 自 

s  S- ゆ  <  へ  二  0 五 


.  二  o 六 

分 はぶく ぶ： まの 底へ 沈んで 行く やう。 かと 思 ふと、 汐の 引く やうな、 すうつ と氣 味の 惡ぃ 音で、 

： ： 父が 靜に 彼方 へ 起つ のであった。 

少し IR. 退けて 耳 を 澄す と、 か、 ざあざあと 潮の 音で、 遠く 遠く 聞え ると 思 ふの は、 均が 毎 

.も吟 じ なれた、 例の 悲しい やうな 樂し いやうな、 卞』 婉の調 —— 一夜 西風-お 地. で。 

七十 一 

哀に g 體ぃ 其吟聲 が、 を 這 ふやう に i きへ g える かと 思 ふと、 ばったり 遏ん で、 後 は 夜 嵐の 

t: ばかり 檐を繞 つて ゐる。 

と 頭 を 擦げ ると、 床に^つ たの は旣 に. パック を 大半 取った 木立の 圖の、 畫 架に 懸 つた まま 乾さ 

れて あるので、 心細げ な 有 明の だ S が、 簿 すり 4ぎ へ W つて ゐて、 備 きった 父 は 旣ぅ寐 込んで 了 

- つた 時分で ある。  •  . 

また 

吟 聲が復 聞え た。 

ii 一 lis はき〕 と灣の 奥の 方からで、 -斗を 澄して ゐ ると 段段 近くな つて、 遂其處 の 岸の 處 まで 來 たと 思 

ふと、 急に 低くな つて、 1： の 中心 あたりへ 沈んで 行って、 2^ は縷の 如く 絶 絶に 擾 消えて 了う。 呤子 

は 妙に 氣が 沈んで 來た。 夜嵐の 音で は あるまい。 


1 


こんど  はっきり  あ 

這 度 問えた 時 こそ、 吃 度 耳 を 澄して 發揮聞 取らう、 と 思 ひ 思 ひゆ、 子 は 這 出して 障子 を 啓け ると.' 

足が 不思議に 輕 くて、 氣が遽 に晴晴 したやう、 音せ ぬ やうに と 戸袋の 側の 板戸 を 一枚 そ ッと繰 込む 

と、 熱い 類から 胸の 邊を、 ひい やり 棰で たの は 冷い 潮風で、 手指から 顏を 出す 途端、 銀の やうな 光 

を 浴せ る やうに 流 込んだ の は、 遂其處 の やうに 見える 黑ぃ蒸 滚の煃 突の 横手の 月で、 面 喰った E 先 

み • つら  いつ  せま ちぢま 

へ、 低く 擴 つたの は 蒼い 水面から 對 岸の 白い 家並の、 毎に なく Si く 縮った 景色で、 見 あげる と 一面 

-_ ユウ ブ リウ を 塗った やうな 空の 所所、 銀白色の 雲が 塊り 塊り して 居る。 

「おお、 好い！」 

スまは 

一お 子 は 意 はず 口  iii- つて、 襟 を引搔 合した が、 吟聲の 来る 方 はと 陶 すと、 萬 象 は 靜に陲 つて 居て、 

滞 境の 凄凉は 動く 水煙の 一 滴 もない ので ある C 

「妙ね！」 

と ゆ、 子 は獨で 眩いた C 只 看る と 向の 枯柳が 敷 揮 見えて、 月 を 浴びた 瓦屋根の 庇の 下から 薄 赤い 灯 

の 光、 板戶が 少し 離って ゐ るの は、 均の 部屋で あらう。 と 思 ふと 無性に 渡りた くな つて、 出張った 渡 

もや  こづち ぎし み るみ る 

場の 方 を 見る と、 鬚いだ 舟が 二三 艘浪 に搖 いで ゐ る C 月が 煙突の 後ろへ 隱れ たので、 此方 岸 は 看 看 

はっき り  ち 

薄暗くな つて、 向 岸が 愈よ 發 揮して 來る。 、子 はふと 板戸 を 締めて、 床へ 歸 ると 旣 目が 冴えて、 其 

癖懈ぃ は 急に 萎頓 して、 其 まま 枕に 就いた が、 何時 迄經 つても 夜が 明けさう にもない ので、 焦燥 

雲 *  S-  くへ  二 0 七 


二 〇Kr 

して 到頭 起 出して、 外へ 飛 出した。 

月 は 旣ぅ灣 を 一周して、 適と 奥の 方で、 高く 見える 地平線の 上から、 斜に 低くな つた 此方の 水面 

, ^照した あたり、 n 十 やちら ちら 帆が 動いて ゐて、 漁 舟が 沖 を 差して 漕 出す のであった。 岸 をう ろう 

ろして ゐる うち、 何時か 渡 場へ 来て 見る と、 舟は棧 橋の 杭に 打 突って は 流れて、 引潮 か 白い 貝殼の 

が 動 もす ると 晒れ た 色に 透いて 見えろ。 

暫く ォんで ゐた咬 子 は 恐る恐る 棧 橋の 端へ 出る と、 舟の 舳が 丁度 浪 頭に 持 上って、 何と はなし 不 

意と 飛乘 ると、 劇しく 搖れ て、 ふわりと 綱 も斷れ るば かり 浮 出した ので、 棄て てあつた 棹 を 拿舉げ 

て 操って ゐた。 

しばらく その あた，^ さまよ 

叉 耳へ 人った の は吟聲 であるので、 ふと 對岸を 見遣る と、 聲は 少時 其邊を 彷徨うて ゐて、 何にも 

111^ぇぬのでぁる。 と 思 ふと、 奥の 方から 幾 筒と なく 動き 出した 帆 は 段段 犬くな つて、 其 際から 欽乃 

が斷斷 岸う つ 浪の隙 を、 ぃゐ る。 

「他 だ わ。」 

すゾ い り  おも , 

均の 部屋 は旣ぅ 暗かった。 磯 臭い a が袂に 重く、  H は 愈よ 低くな つて、 悉皆 張の 晚 けた ゆ、 子 は 意 

出した やうに 棧 橋へ 登らう とすると、 何時 解け たか綱が ずるずる 杭 を」」 つて、 舟 は 二三 流出し 

た。 熟と 立った まま、 


「あらあら。 莫迪 にして るよ！」 

ぎい ざい 裕；^ の 音の、 一 町ば かり 先 を 可 恐し ぃ迅ぃ 一 艘の 舟が 通った。 

七十 二  . 

度 を 失った, 2- 子 は、 まごまごして、 

「ちょいと、 其 舟の 人-に 

と 手招 をして、 呼んで 見た。 

「よう、 綱が^ けたんだ からさ。」 と 張 揚げた が、 聞えぬ のか、 さっさと ま. 5 いで 行く。 

い  ちま  な パれど 

r あら、 平氣で 行つ 了 うんだ よ。」 と 言 ふま も 舟が^ 出す。 

「おや ほれる わ。 此舟は 人 を 莫迦に してる よ。」 

ぢどん だ 

と地输 を^んでも 追つ かぬ ので、 |!| の 方へ 回って、 掉を突 込んで、 力 住せに 後へ 反さう とする 

と、 舟 はぐる. ぐる 回って、 今度 は舳の 方から ぐる. ぐろ 流出す ので、 一生懸命 掉に摑 まって ゐ ると、 

し- M らく. C どま 

舟 は 少時 停 つ て、 劇しく 動搖す る。 

い や  ちま 

「あら、 可 厭に なつ 了う。」 

あたり  ま だ 

と 心細げ に 咬いて、 動搖 する に 任して ゐ たが、 怨めし さう に 岸 を 見やる と、 ral 下は尙 ほの 暗く、 
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人の 來 さうな 氣勢 もない ので、 萎頓 して、 冷たい 諸手 を 後生大事と に 絡ませた まま、 熟と 跪 坐ん 

で 見た。 今の 舟 はと 見る と、 早 ゃ柬の 岸を繞 つて； if に 沖の 方へ 小さく 消えて 了 ひさう、 水煙の 際 を 

白 波が 雪 を 打 着け ろ やうに 魏 つて ゐる。 

よろよろ  こ  ゃヅ 

唤子は 又 憶 出した やうに、 起 上って、 掠 をぐ つと 拔く 拍子、 力の ない 足 は 蹣跚と 後に 轉 けて、 辛 

辛 舟 緣に拥 つたと m 心 ふと、 しゅっし ゆつ と 流れる 潮の 一入 速い のに、 拔 いた 掉の 反動の 勢 ひで、 舳 

の； 力から ついつ い 流出した ので、 泡 を つて、 栂を 其方へ 持って回 ると、 水 は 段段 深く、 斜に突 込 

む 掉に應 へがない ので、 焦燥して 妄に 手元まで 突 込む と、 舟 は 次第に 流れて、 底へ 樹 つたと 思ふ掉 

ごと 浪に ゆらゆら 動く ので あ つた。 

「本 常 に爲 様がない！ さっさと ュ ^ れ てお 了 ひよ。」 

と 身を悶 へて、 連に 掉を突 込んだ が、 効がない ので 爲 うこと なし 熟と 突立った まま、 四邊 を 見る 

と、 月 は旣ぅ 地平線の 彼方に 低く 低くな つて、 反射 を 5>： けた 奥 口が 幽かに 光って、 漆 霞が 次第に 水 

面から、 ぼうっと 兩岸 を立罩 めかけて る。 と 看る と 自分の 宿の 二階 も、 均の 部屋 も 次第に 遠ざか 

つて、 舟の 描れ ろ 度に 兩 側の， M けた 屋 並が、 高くな つたり 低くな つたり、 交交 水面から 浮沈して ゐ 

る。 延 あがり ざまに、 を 絞って、 

「舟が 流れろ のよ、 誰ぞ 出て おくれよう。」 


と 呼ばう とすると、 聲が 妙に ぱっと 散って、 尻 こけす るので あった。 

「よう、 よう ッ！」 

とうろうろ 聲の 二三 度 緩け ざまに 張 揚げろ と、 もう、 咽喉が 噴れ て 了って、 憊れ きった 鉢 は、 何 

か目が^^りさぅ、 連に 塞 翁が 襲して 來 ろので、 萎頓 腰かけて、 

「可い わ！ 介う もんか、 づ んづん 流れて 了う と 可い わ！」 

とぼろ ぼろ 凍つ きさうな 淚 である。 旣ぅ棹 を 取る 勇氣 もなかった。 

浪が可 恐く 高くな つた、 何處 まで 流れる ので あらう、 と 看ろ と 其 處は旣 う &此灣 の 口の 擴 がった 

ところで、 暗 碧な 水 は 動 もす ると 傾く 舟緣 から 上り さう、 物凄く 高まって は 舟 を 沈めて 行く ので あ 

る。 舟が 東の 岸へ 沿いて、 づ んづん 回ろ のか、 西岸 は旣ぅ 見えず なって、 近寄ろ 苦であった、 泊の 

蒸 素が、 何時か 後の方に 小くな つて i5 る。 沖 を 見る と 地平線の あたり 漁火が 幾箇 となく 明滅して、 

適が 房 州 沖の 方ら しい、 一 體に歸 んだ幾 塊 かの 島 は、 雪氣の やうな 雲の 裾から ぼつぼつ 浮いて 居 

る 0 

しきり  はてし 

星 は 一 時 光を增 して、 f なく、 蒼い 沖 は 段段 擴 つて 來る。 子 は 憶 出した やうに、 鱸に 突立つ 

て 少時 見 恍れて 居た が、 祌氣は 妙に 澄んで、 劇しかった 怯氣 さへ、 不思議に 薄らいだ。 

「きっと 今に 舟が 來 てよ。」  . 


二  一  二 

きやすめ 

と # 安に獨 語って、 癖になった 磯 節 を 口吟む と、 遂其處 から 今 持 あがって 來る浪 の W 一から、 耳に 

〕 着いた 例の 吟聲が 又 聞え るので は 無い かと 思った。 何處ま で 其 吟聲に 欺かれる であらう。 

七十 三 

憂！1^ と 繰る 枕頭の 板 戶の音 を、 向 岸の かと 懵慵 床^ を惜 んでゐ た、 眠い 均の 耳元へ、 笑 ひながら 

そつ  かんかん 

の 女中の 變 なので、 私と 目 を 開く と、 角の 八疊 で、 二方 緣 側の 赫赫 障子へ 差して ゐ るの は、 もう 十 

-時 頃の：：：： の 光で、 何處 となく 世^が 騷騷 しくな つて 居る。 

「贵 下、 {!: の內 W 屋 さんから お 使で ございま すよ。」 と 笑 ひ 笑 ひ。 . 

「何 だ。」 と 起 あがり ざまに 聞く。 

女中 は 几帳面に 墨んだ 着物の 亂 ll み-持 つ て來 て、 

「お嬢さんが、 お見えな さらない つて、 大騷 です とさ。 此方へ は 人つ しゃいません ね。」 

し £ らく  そろそろ 

均 は 小 A 時、 ぼかつ と睜 いた 目で 女中 を瞠 めて、 徐徐 起 出した。 

小赛 とい ひさうな 好い 天氣 で、 裏の 棧 橋の 處 の生洲 に、 男衆が 寄って 魚 を 弄って ゐろ圖 の 長閑 さ 

は、 旣ぅ 舂が來 たの かと 2^ はれる くら ゐ、 有繁に 心の 寒い 風 も、 十二月の 機 風と は 受取れ ぬので あ 

さ まで 

る。 神隱 をす るの は 人 牛、 子の 十八番と、 然迄 駭き もしなかった が、 此 間の 晚の變 つた 調子と いひ， 何 


ちょ 5, つ 

となく 胸騷が 爲られ たので、 急いで 淨水を 使って、 使の 女に 連立って 出た。 

み なれ ざ を 

船頭 は 不思議と 先の 老父で、 渡 舟が 岸 を 離れろ と 水 馴棹を 突 込み 突 込み、 均 を 見て、 

「旦那、 此 ほ-のお 嚷 さん は何爲 すった のう。」 

「はは、 お前 大分 手 甲 指って 居た！」 

おっかな  あねえ な  = わ 

「手 甲摺 るに も 手 甲 指ら ねえに も、 俺 は ぁ可怕 くて なんね えかった だよ。 那麼 また 水の 可怕 くねえ 

へす めつ こ  たんと ね 

娘 子って えの は、 濱 にも 多 度 無え だ。， 一と 暢氣 さう に 沖 を 見遣って、 

あれ  はま  おつち 

「他 ぢゃ水 へ陷 つて 打 死んでも 爲様 がね えのう。」 

5? ょヅ 

棒と した 均 は、 使の 小 女と： H を 見合して、 

「お嬢さんが 見えない つて。 一 

「は あ。 何でも 渡 場の 方へ お J 出な すった とい ふんです が。」 と 目色 を變 へた。 

「それば 何時 だ。」 

「今朝の 明 方で ございます。 I 

船頭 は， を 切り 切り、 艫へ 回って 來た。 

「あの 豊梅ぢ や、 獨で舟 を 出かね ねえのう。 今に 船乘を 亭主に する だ。」 と景氣 よく 手演を 拭んで t 

むすめ t こ  おら  さ- リ 

「品の 好い 娘 子 だから、 俺 また 東京 かと 思 や、 然で ねえ かのう。」 と 艫へ 行って 了う。 


二 一 re 

「蒸竊 にで も乘 込み は爲 ないか。」 

「いいえ、 一番が 未だ 出ない 時分で ございます もの。 手前 共ぢゃ 何でも、 四時 頃 ふいと 表へ お出な. 

すった と 思った ので ございま すが、 お H 敏 い.；？ 孃 さんの 事です から、 もうお 起な すつ たんだら うな.. 

んて、 刖段氣 にもし ないで ゐ ましたの が、. もう 惡 いので ございます。 若 や 貴下のお 宿 かと 存じ まし. - 

てね。 ：： 然 でも ございません となると、 此 やま ぁ何爲 すった もので ございませ うか。」 

と 怯 氣が目 一 杯に なって 居る。 

「加 之 渡 舟が 一艘 見 着から な いんだ さう でございます 加 之 ； 潮 でございますし、 お 壁 梅が ぉ惡 う 

ご. ざいました し： ：0 一 

と 意 はず 灣 口から、 丁度 坂 もな く 眼界の 擴 りかけ た、 彼方の 沖 を 見遣って、 急に 鉢を顫 したの. 

で、 均 も 妙に 動 棒が ほ& つて、 もう 後 を 聞く 氣も爲 なかった ので あろ。 

あの 月の 好い 晚、 面白く 舟に 乘 つた 渡 場 も、 今朝 は ひた ひた 棧 橋へ 寄せろ 浪 さへ、 悲しい 報を窗 

す やうな ので、 舟の 着く のを遲 しと、 均 は 上陸して、 行って みると、 例の 畫窒 は、 此 天 氣 にさへ 陰 

らんま 

氣 らしく 蹄 きられて、 銜と 入ろ と、 楣 間に 懸 つた、 須美 子の 肯像畫 の 下、 物の 影の やうに 机に 凭れ. 

すゐ， ひ 

たま ま、 腕 を 組んで、 眞蒼 になって ゐ るの は、 琴 美で ある。 

「， 可爲 ました。」 


彼 は 棒と H を擧 げた 限、 訴 へ が ほに 均を蹬 めて ゐる。 

「ゆ、 さんが ない さう で。」 

「ゆ、 は、 贵 下のと ころに も 25 り は爲ん ので？」 と俛 いて、 ^然と： ni を 引 擦る のであった。 

七十 四 

それから 舟を僦 うて 沖合 を 捜さしたり、 舟 着の 所所へ 就いて 聞いても 見さした が、 皆 HI 手掛 がな. 

かった ので、 二人 は萎頓 して、 蒸 まとな く？ gl 舟と なく、 灣へ 入ろ 舟 毎に 聽亂 して、 到頭 其 日 も 暮れ 

かかって 了った。  ノ 

最後に 出した 探 險の舟 を 待ちつつ、 均は窣 美と 共に、 外へ 出たり- 2： へ 入ったり、 焦 して ゐる 

と、 冬の n は 短く 灣は 何時か 例の 狭霧の 裡 から、 烏賊 釣らし い 小舟が 一 艘、 渡 場の 手前の 石 岸へ 着 

いて、 頓て其 まま 櫓聲も 忍びやかに 狹 霧のう ちへ 摄 消えて 了った、 と 思う と怕然 上って 來 たの は、 

今朝 S 姿の ままの ゆ、 子で、 宿へ 着いて 父と 均の 顏を 見る と 其 まま、 急に 萎頓 と仆れ たきり、 口 も 利 

かず、 手足 は 氷と 冷 切って、 海松 房 や 藻屑の 喰 着いた 縮 毛が 散散に なって ゐて、 紬带を 締めた 衣 

姿の 潮 たれた 風と いふの は 無かった。 

寄って 集って 介抱す ろと、 ぶる ぶろ 顔へ あがって、 „n 準可怕 かった とば かり、 後 は 氣を取 失って 了 


つた。 で、 翳師を 招いて 看護の 手を盡 すうち、 十 時の 頃 辛辛 正氣づ いて、 k から 情懵 眠った と 思 ふ 

と、 可 恐い 發熱、 終夜 悶え 通しであった のが、 明朝に なると、 急に 窶れた 顔は眞 蒼に、 かつく り 落 

まん e- り 

窪んだ 目に 張が なくなって、 昨日の 子と は 打て 變 つた 様子の 茫然した 工合、 鋭い 其 神經が 蒙った 

驚 怖の 大打擊 が、 思 遣られる のであった。 

神經の 常態に 復 るまで は、 安眠が 宜 いとい ふので、 翠 美と 均 は 枕頭に 着いた つきり、 口 を 利して 

はとの 褂 念から、 何も 聞かずに 了った。 翌日の 晝 頃になる と、 目色が 段段 光 を 有って、 土氣 色の 唇： 

さへ、 次第に 毎の 美しい 紅 味が 差して 來る。 可怕 かった かと いてみ ると、 憶 出した やうに！： く 目 

を 瞑って、 頭を拉 つて 直に 顏を 枕に 突 伏して 了 ふので あるが、 折折 さも 可懷 しさう に 二人の 顏を 愚 

比べて は、 默 つて ほろ りと 淚を 零す。 

で、 翠美は 鬼に 角、 均 を可懷 しむ 情 は 其 時から 可 恐し く 劇しくな つて、 些と でも 側に 姿が 見えぬ- 

き. 4 ときよと あたり  みま は 

となると、 酷く 不安の 鉢で、 sin 1 g: 下み-胸して、 * は 起 出して 捜し 廻って、 直と 側に 引 着けて お 

かぬ と、 氣が濟 まぬ とい ひさう である。 

辛辛 安心した 翠美 は^子 を 均に 住して、 三時 顷 から 例の 圖の、 パック を 取りに 出掛けろ。 遽 に元氧 

そろそろ  それ  が ゾ かり  そつ 

づ いた 子 は、 徐徐 起 出して 見た が、 其で も 鉢が 懈 いのが、 直に 萎頓 して 私と 床へ 潜って、 可怕か 

つた 記憶 を 喚起した かの 如く、 身を悚 めて 了う。 


「どう だ、 水ても の は可怕 いもの だら う。」 

「本 當に爲 様がなかった わ。」 

そんな  . 

「何 だって、 那様莫 迴な眞 似 をした のた え。」 

さ. つ 

「私 向へ 渡らう と、 然 思って、 遣 損った のよ。」 と 平然として 居る。 

それ  どう 

「其から 何した ので？」 

「それから、  」 と E を ぱちくり させて、 例の 臆病ら しい 上目 遣 をす るかと 思 ふと、 口元 をぴり 

びり、 妙に 耳朶から 頰へ かけた 血潮の、 燃 ゆる やうに 眞赤 になって、 

「私 口惜し かってよ。」 と 熱い 淚が H 一  杯に なった。  • 

參 

均 は 驚いて、 

「何した の だ。」 

「あのね、 それから 私、 ：：」 と 言 淀んで、 44 に眞 白い 手 を 伸べ て、 均の 膝へ 掴って、 ぶる ぶろ 顔. 

おしつ  ど 5  ： 

へる かと 見る と、 其 まま 頗を 膝へ 推 着けて、 無性に 鉢 を 悶える 下から、 何う したの か、 ぎしきし 矻. 

ける ばかり、 劇しい 切齒の 昔な ので、 均 は 朋へ手 を かけ ざまに 引 起さう とすると、 

「可 厭よ。」 

籠った 聲が可 恐し く顫 へて 居て、 意固地ら しく 犇と 縮みつ く 力と いふの はなかった。 呆れが ほ 


ニス 

に、 爲 うこと なし 窃と 打顫 へる 肩み」 撫でて ゐ ると、 熟と 顏を喰 着けた 膝が 熟して、 其 は 可 恐し い 熟. 

淚が 零れる のであった。 

七十 五 

すす はき  ゐま はり 

もう 年の 暮 だとい ふのに、 ^^荷谷の比企邸では煤掃 一 っ爲 るで もな く、  I . 居 周で は 夫夫 春 を迎" 

ふる 用意が 出來 て、 何とかい ふ 佛蘭西 人の 煉瓦 建に さへ、 形の 如く 樹 てられた 門松、 師走の { や： の 雪 

氣を 有った 雲脚が 迅く なって 何となく 忙しい 世^ を餘 所に、 邸- s は 火の 「m えた やうに 滅入 切って や 

ろ。 で、 春 頃 建った 貸家 は 何も 此も络 つぼで、 一時 門 に 鍵かった 出入の 商人 や 來賓、 主が 胴 間聲の 

めざ はり  お に  くろぶち 

例の 畔 i さへ ふつつ り 止んで、 相變ら ず目觸 なの は、 あの 鹿资 だらけの 黑斑 である。 

其 も 其 lin で、 主の 寛 は 先月の 末から、 ぶらぶら 病で、 に 就いたり 起きたり、 頭の 調子が 亦變に 

なって、 動 もす ると 狂人 じみた 様子の、 傍で 見る： E も氣 毒の くら ゐ。 或は 熟 心に なった 鑛物學 の 研 

究に 凝った 所爲 でも あらう が、 突然 表へ 飛 出して は碌 でもない 礫 や 瓦の 碎片を 拾って €- 物し さう に 

打 眺めて、 通りかかりの 人 を 神へ て 鑛物學 の 講釋、 * は 驗石を 見せる からと いふ S で、 ぞろぞろ 近 

所の 貧 ：15^ の 子供 を 大勢 宅へ 引 張 込んで は、 居？ i へ 坐ら して、 得意 さう に 柄 村から 取って 來た 飛驟の 

鍍石、 石英な ど を、 しこた ま駢べ 立てる。 世^で は 鶴 山が 當 つた 所 (はで、 慢心した の だら うとの^. 


であるが、 事實は 其と 反對 で、 寬は 悉皆 槽 村の 食 ひものに なって、 幾ん ど 財産の 三分の 二 を、 出 も. 

せぬ 鎮 穴へ 投 込んで 了った ので あろ。 

其 結果 は 奈何であった らう。 一 月經 つても 1 一月 經 つても、 有望 有望とば かり、 樁 村の 返辩が 一 向. 

耍領を 得ない ので、 一 時 資金 を 中絶して みると、 枏村 はけろ りと 忘れた やうに、 鑛山 のこと は叭に 

も 出さぬ ので、 寬は股 を 立って、 酷し く 詰る と、 相手 は、 一 向平 镇で、 他 は 少し 私の 鑑定 違 ひで あ 

，  や ま  どんなく わう みゃく 

つたが、 もともと 投機で あるから、 何時 甚麼鎮 脈に 打 突かって、 一夜の 中に 損耗 を 挽回す る やうな 

僥倖がない とも 限らぬ のみ か、 一 つ 芽が 出る となると、 方圖 のない 金 儲、 それ も 今 は 雪 降で 殆ん ど- 

山に も 登られぬ 始末、 何も 辛抱と、 ？ g した もので あろ。 

寬の 頭に 異狀 み- 呈 したの は、 事實 其の 折からの 事で、 或 時 自身で 飛 騵 へ 出向いて、 實地を 討査し 

て來 ると いふので、 〈t- に 思 立って、 不意と 上野から 潔 車に 乘 つたの が、 仰も氣 の觸れ 出した 初發. 

ぼんやり 

で、 一週間ば かり 野 州の 邊を ほっき 回って、 茫然^って 來た時 は旣に 以前の 寛ではなかった。 けれ 

そ いと 

ど 構 村の 様子 は、 其 をり さ へ 最ど冷 かであった のみならず、 然程 自分の 遣 方に 御 疑念が あるなら、 

實 地に 就いて 御 覽を願 ひたいと いふので、 然も 親切ら しく 生眞 面目に 鑛區の 地理 を說 いて、 沿道 S, 

それ 

圖 まで 添へ たもの の、 自身 附 いて 行かう ともせず、 つて 來て も、 其 見た かとい はぬ ばかりの 顔 一 

で、 動 もす ると 極めて 侮辱した やうな 調子で、 私から 勸 めた 譯 ではない、 贵. IV か 餘り金 儲に： S く か 


ニニ  o 

ら、 行って みて はと 言った ばかりと、 取 If 派の ない 挨接 振であった。 

寬は精 を 揉んで、 氣を 悶えて、 獨で じれ じれして ゐ ろと、 家事 向に ついては、 何に 依らず 相談 相 

手であった 害の 牧 子の 風向が ナス：， ルに變 つて 來て、 時と すると、 酷く E (耗 を氣 にして、 比 企 家の 衰運 

を怕れ て、 树 村に 共共 様子 を 聞く こと も あるので あるが、 其 かと 言って 毎の やうに、 てきば き 切； 

んで亂 すで もな く、  口癖の やうに 何卒 よろしくと 嘆願す るば かり、 かと 思 ふと、 一面 寬に 向って は 

執念く 其 手 落 を 責めて、 愚鈍 を辨 つて、 用赦 なく 事 を 荒立てて、 然も 然も 須が 揉めて 堪 へられぬ か 

の氣 色で ある。 で、 格 村への 交涉 は、 自分 は 可成 其の 難局 を 避け やうと はする ものの、 宽へ は强く 

當 つて、 酷し く樹 村へ 談 じさせ やうと する。 牧 子は播 村の 前で は、 素 知らぬ 鉢に 打 澄して、 相變ら 

ず 品の 好い、 美しい、 そして 愛 相の 好い Itl 人であった ので。 

七十 六 

ひゆつ ひゆつ と、 今朝から 横手の 電線 を 悲鳴 さして、 擔を荒 廻って、 界隈の を 背負って 立った、 

隣の 签 地の 葉の ない 大 銀杏へ、 集って は 1^ つて ゐた、 其の 騷騒 しい 風の 音 も、 夕方に は何處 へか牧 

まって、 點火 の板戶 を緣る に は、 びしょびしょと 辛氣 臭い まじりの 寒の 雨で あろ。 

二三 日 希し く氣の 落着いた 寬は、 昨日 番 町の 謠の納 含から 歸 つて 來 ろと、 急に 熱 を 持 出して、 今 


： 曰 も 一 曰 水 袋 翁へ 載せ-、 つめであった。 夫人 牧子は 今、 暮の 進物 を 生家へ 届けて 歸 つてから、 着替 

を^した ばかりで、 臺所から^^かへた水袋を奥へ持って行かぅとする女中に、 何 か顿く 力と ふ 

と、 自身 袋 を 受取って 寛の 居間へ 通る。 氣 勢に： ni を 開いた 寛の 枕邊 で、 

「只今。」 と ：，$ にない 優しい #a 子で ある。 

「生家から も、 宜しくと 然巾 しまして c」 と 冷 さうな 袋 を橫の 盆に 載せた。 

まち 

「.J、 む：： c」 と寬は 起 かかって、 希し さう に、 其窗ろ 戌って 

「椅村 は 其 後一 向 見えん-の、 つ-。」 と 憶 出した やうな 問で あろ C 

牧子 は些と E み 1^ つた ばかり、 內へ 人って から 遽に 逆上 氣 味の 頗を 撫でて、 頸 垂れて 了った。 

「& して 見えん ぢ やらう のう。」 と 目と 眉との 間 を稻" ^つか 起ろ。 

パ  ^  いくしき まり  0 

r それ 4 奪で ございませうよ。 一件で は、 那の方 だって 幾許 か 極が 惡 いでせ、 つよ 」 

と 手 炙 を 引 寄せて、 太 を 直し はじめた。 

寛 は 深深 其 額 を 打 眺めて、 

『あれ は、 何して くれ る ハ湫ぢ や ら う の う。」 

.「 ほほ、 贵 下がお 惡 いんです も G 」 

寛 は？ 面 か-作って、 


ニニ 二 

『まあ、 ああ 言つ とる から、 大丈夫 だら うよ。」 

「さあ、 其處 のと こが もので せう か。 一と 苦笑 をして、 

「外の ことと も 違 ひます から、 びしびし 貴下が 斬 込んで おやりな さると 可い のです けれど、 何しろ 那 

の 口前で せう。 なかなか 巧う ござんす からね、 貴下が 乂可舰 に生溫 いわ。」 と 難 じかけ て又俛 いた。 

「ああ 懇意に なって みろ と、 然ぅも 可かん で。 J 

「ちょ ッ、 那様 こって 何す る ものです か。 だって 私 交 は 私 交で せう。」 と 語尾 を 張って、 

「忠 云 ふ掛引 は、 も ぅ嚴重 にな さらない の は 嘘で すよ。」 

「 一 向來ん のう。， 一と 又考 へて、 

「何して 來んぢ やらう。」 と 熟と 緣 外の 森と した 庭木へ 濺 ぐ、 震の 音に 耳 を 澄して、 

「雪ぢ や"」 と 起 あがって 突 拍子に 首った。 

r 繁で すよ。 外 はもう 悉皆 年 慕の 氣 色です の。」 

「此 様子 ぢゃ、 山へ 登れん のう。」 と M を ぱちくり させて、 起 かけやう とする。 

「あら、 可け ません。」 と押据 ゑる と、 ぐしゃり 坐って、 

「やれやれ、 折角 掘 かけた 穴が 臺な しじ や。」 と 目色が 變 つて 來た。 

「いや 枬付は 何したら う。 もう 來 る害ぢ や。 ：： 私が 逢て 話 をし なけり やならん 事が あろの ぢゃ 


が、 御 苦勞で i -、 お前 些と 見て 來て貰 はう か。 一と 然も 氣毒 さう に聲を 潜めて、 

「此は 是非お 前で ない と 可かん のぢ や。. 一と 薄氣 味わる く  口元に 笑み かけた。 

やや 5 つむ  うかが 

牧子は 遽に肩 を 窄めて、 較俛 いた 額 ごしに 氣色を 候 ひ 候 ひすろう ち、 寛の 目色 は 次第に 險 しくな 

つて、  - 

「ほう、 降る わ 降る わ。 ：| とズ 大ぃ聲 で、  • 

「此 では 嶽 車が 不通になる も 道现じ や。 いや 早 ゃ大變 だ、 鎮 穴が 悉皆 雪に 埋 つたわい。 ほう、 き 

へしつ ぶ  まったく  つかり 

が壓 滑れて 了った か。 ：： 一 鉢 如何して くれる ぢゃ： 私 は 55^ つた、 眞箇 失望 落 磨した！」 と萎頓 

頭 を 枕へ 着けて、 機械的に 氷袋 を 額へ 載せて は、 t 落ちる のに 氣を 焦せ ろ 後から、 

「ああ ッ -.」 と 泣 面 をして、 這 寄った 牧 子の 膝へ 意氣地 もな く 取： i る。 

七十 七 

J  ちゃんよ  5- らっ 

「あれせ 只 下、 引搔 くの は 御免で 寸ね。 丁と お寝って 在し やらない と ります よ。」 

と 身 を 退く と寬は 忽ち 氣が 引けろ のか、 哀に 淋しく 笑って 枕に 就いた。 

そつ 

人口で 人の 來た氣 勢、 牧子は 聽耳を 立てて、 私と 起た うとす ると、 寬は悸 と 目を瞎 つて、 

「お前もう 行く か。 もっと 居て くれ、 よう、 私 は 心 淋しくて 耐 らんの ぢ や。」 と此 は正氣 らしかった 


I 寶 


ニニ 四 

めで、 牧子は 意 はず 通. つた。 

「貴下が 御用の あろ、 植 村さん を 呼んで 來ゃ うぢゃありません か。」 

「楷 村？ へ、 へッ榴 村なら. --ぅ 休に しとけ。 他 は 所設駄 HI ぢ、 私 を 騙し をった、 潢 着な 奴！  i- 

ぅ薩 張と 諫めて 了うた。 那麼 もの は以來 来ても 通さん が 可い。」 

「何な すった 。一と 突如に 懷 手の、 ぬつ と 入って 來 たの は 其榴 村で、 十字 耕の 大 島の 揃に 七& の帶、 

金鎖が 絡って ゐろ。 

仲 あがった 宽は、 

「や、 ^た： 來 た！」 と 連呼んで、 

：槽村 君、 私 を 怕れて 逃げて は 可かん。」 

「これ は 怪しからん ノーと 金 緣へ手 を かけて、 其 處へ坐 込んで、 

「はは、 奥さん、 一件です ね。 叉始 つたんで すか、 成程な。」 と牧 子に 顿 いて、 面白さう に 寬の樣 子 

を 候 ひ 候 ひ、 首 を 傾げた。 

「そろそろ 此、 大晦日です からな、 其で なくと も 人間 は 逆上せる 處 ですからな。 ほほ、. 大分 氷の 御 

厄介です な。 失禮 ながら、 此 HE 色ぢ や、 氷 ぢゃ追 着きますまい。」 

「君 は 其 檢村君 だ。」 と 熟， こ 其 顔 を 打 めた。 


『はい、 私 は 正に 椅 村です。 相變 らず榮 えん 顔です けれど、 篤と 御覧 を 願 ひたい。」 

寬の 血走った 目 は 看 看 茫然して、 纏て げらげら笑って、 

『何 を、 莫迦な。」 小聲に 眩いて 外方 を 向いた。 

,  付ん のん  まさか 

「はは、 奥さん、 此 は失禮 ながら 金箔つ きです よ。 いや 險難 ですな。 といって 正 可、 お 近いから つ 

て 巢鴨も 外聞が 惡ぅ ございませ うし、 嘸 御 心配で せう、 お 察し 申します よ。.」 

「いいえ、 其 程で も ございません けれど、 何しろ 御覽の 通りです から。」 と 溜息 を 吐いた が、 急に 氣 

替 へて、 

「もう、 此 通り 取 散して をり ますから、 彼方へ 入し つて 下す つたら、 如何で ございませう。 一と 寬の 

. 顔 を 見い 見い。 

そう  おまけに  いきなり 

「然 ですな。 否、 實は 私ん 內內 は薄氣 味が 惡 いので、 加 之、 入る と 突如、 來た來 た を 喰った ので、 

大に面 喰ったです よ。 逭げて は 可かん なぞに 至って は、 私が 何 か 其の、 比 企 君へ 對 して、 逭隱れ を 

十る やうで、 甚く 恐縮した のです。」 と 大業に 言った。 

「どうも、 誠に 失禮 を：：。」 

「いや、 奥さんから 何も。」 と趾祖 をして、 

言って みれば 御 病氣の m 爲で すから、 氣 にした ところで 大人 氣 ない 話です が。」 

雲 S- ゆく、  ニニ S 


ニニ 六 

と 急に £5 住 を 崩して、 手 炙に 凭 かかりながら、 

「然し 私の 考 では、 比 企 君の 腦病は 何ですな。」 と 顏を突 寄せて 低聲 になって、 

嫉妬 心から 起って るです よ。 いえ 眞 箇。」 と 妙な 目色 をして 身 を 反した。 

「成程、 ん i した 頭 だ。 けれど 其 癖 なかなか 猜疑心が 强 いです。 だから、 私 も簿氣 味が 惡 い。」 とじ 

ろり 寬を 見遣って、  • 

「あれ、 あの 目色に お E を 止めて 御覽 なさい。」 と 牧 子と 目 を 見合して、 空嘯いた。 

七十 八 

「いいえ、 其 は 貴下のお 氣の 所爲で ございませうよ。 那の 目色なら 寬の持 前で ございます もの。」 と 

曾った が、 何となく 調子に 張がなかった ので、 

「然し 奥さん、 私 は m それ 程に 大膽ぢ や ございません からな。 那様氣 安め を 有 仰る だけ、 一 曆の恐 

怖を增 して 來 るので すよ。 と 申して は、 何 か 貴女が 非常の 度胸が ある やうです けれど、 事實 貴女 も 

思った より 氣 がお！； いです よ。」 と挑發 する やうな 口吻で、 

「貴方、 彼方へ 如何で ございませう。」 と E 色が 落着かぬ。 槽村は 聞つ けぬ 風で、 

少し 聲を 高めて、. 


こんな  つもり 

「私 もこれ 出世 前の 鉢です、 這 麼罪を 作って、 其で 何 か 得意に なるほど、 卑劣な 人 ではない 意な 

. のです。 と 何も 今更 君子 風 を 吹す 譯 ではありません がな、 お 互に 餘り讃 めた ことで はない、 何せ 活 

なった 以上 名譽も 地位 も 有った もので はない、 德操 だと か 何 だと か 詰らない、 莫逾 げた 詮索 をして 

みた 處で、 何なる もんか なんて、 鬼 角此に 限って ぉ先眞 闇に なり 易い のが 人情で、 又 それほどに 熱 

して 來な いのは 嘘です よ。 然し 奥さん、 お 世辭氣 なしのと ころ、 贵女は 感心です な。 贵 女に は 確に 

其邊の 手加減が 解って ゐ ろら しいから 頼し いです よ。 其が 可い のです。 お 互に 詰りません からな C 

何せ 結果の 圓滿 でな いのは 知れ 切って ゐ るので すらの、 設んば 私が 幾許 情に 走って、 是非 一番 地位 

も 名 譽も棄 てて かかる 氣 になった ところで、 贵 女の 道心が 堅固で ある 以上、 大した 違 ひ はない の 

ため 

です。 私 は 毎ん 女の 仕 打 を 冷淡 だと 思った のです が、 然し 其 冷淡が お 互の 身の 利な のです よ。 ^ 

1 比 企 君の 身に なって 見なくて はならん ですからな。」 

と 言 去って、 手 炙の 撗へ顏 を 突 込んで、 頰を撫 廻して ゐる。 

「何です か、 まあ 可 いぢゃありません か。 お 互に 呵 めつ こなしに 爲 ませうよ。」 と輕々 に 言 去つ 

て、 

「口惜しく とも、 私に は 皮肉 は 通じない のです から、 贵下も 切望 其お 積で。」 

「いや、 皮肉 を 言った 譯 ではない。」 と 樁村は 辯 解ら しく 言って、 聊か 萎げ た。 
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どラ  いらつ 

「お ほほ、 貴下 今 晚は何 かして 人し やる のね。」 

「眞筒 何 かして ゐる かも 解らん のです よ。 私 は 見かけに よらぬ 暢氣 でない のです からな。」 と 眞 面目 

腐った 顏を 傾げた。  . 

「=il かと 言って、 苦勞 性で は尙更 なさ さう です ね。 —— 」 

「 これ は. 奥さんお 言です が、 私の 苦勞 性が お H に 止まらな いは 近頃お 情ない！ 無論 貴女 は 其處ぃ 

らの考 へで、 氣紛 でも 有り ませう が、 私 は莫. i 正直です から、 直にもう 一生懸命 になって、 赫と取 

詰めて 了 ふので すよ。 騙すなら 私み たやうな 男が、 一 番與し 易い のです よ。 層 其處へ 着込まれて 莫 

迦を 見ろ です が、 人間が 薄ん のろに 出來ぁ がって るんで す から 爲方 がな い。 一」 

S 多 度 那様事 を 有 仰い まし。 何せ 贵 下に は 叶 ひません。」 

宽が又 身 を 悶えて、 起 かかった ので、 

「枏 村さん、 貴下 彼方 はお 可 厭？ お 所 好な シ ユウ ク リイ ムが どつ さり 取って ございま すの。」 

「それ は 有難い。 然し 奥さん、 着かん こと を 伺 ふやう です が、 比 企 君の 面前で、 私と 貴女と 何か睦 

まじい 眞似 をしたら、 比 企 君 は II るで せうな。 J と怳 けた 目色 をす ろ。 

「え、 何でせ う。 無論 然云ふ 事が あって はならん です が。」 と 手 炙から 顏を 突出した。 

「あれ 起きます よ。 I 


「大丈夫で すよ。」 と此 一一と 寬を 見遣って、 嘲笑の 唇 を 動しながら、 

どんな  二れ .1^こ 

「甚 もので せう。 え、 極極 親密な 慮です。 比 企 君た つて、 此は II るで せうな。」 

とじり じり 手 炙 を 推して 來る。 . 

「あれ 贵 方！」 

寬が よろよろと 起 あがった。 

七十 九 

椅村は 比 企の 貸家へ 來た當 初から、 比 企 家の 形勢 を 見て取って 逸早く 夫人の 歡心を 買った。 如才. 

ない のと 洒落して ゐ るのと で、 陰 1^ な 邸 內を賑 して、 一 H 其 姿が 見えぬ と、 牧子は 何となく 物 足り 

ぬ 顔で、 段段 狎れ 狎れ する うち、 我儘 を 言 募って、 何時か 意氣 地の ない 寛の 目 を 忍んで は、 自分の 

部屋へ 引 込む 面白味 を覺 えた。 阿片に 库れ たやう、 次第に 其 毒 を 忘れて 來 ると、 櫓 村の 様子 は H に 

日に 增 長して、 巧に 自分 を飜 弄し やうと かかる。 寬は 素より 眼中に 無い ので、 動 もす ると 公然に 牧.. 

子との 關 係み」 微かして 憚らぬ 氣色 さへ あるので、 牧子 は內內 辟易して、 今 不 覺を覺 つても 追 着か 

ず、 諦めろ 氣 になる 下から 未練が 出て、 此頃 はまた 一 面 寬を憫 む 心と 枏村を 憎む 心と で、 一 種の 悔恨.. 

を覺 えながら も、 遂遂 自ら 淸 ふす る勇ハ m はない ので ある。 で、 一時 寬 への 同情が 旺 になる 後から、 
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二三 o 

自分に も i& ではない 害と 怪 まるる くら ゐ 冷酷な 仕 打に 走る と 同時に、 樁 村の 妄行 を赦す ともなく 恕ー 

こんな こだ はり 

して ゐた。 牧 子の 顔色の 冴 冴し くないの は、 全く 這 麼換惱 が あるから なので。 

楷村 は犇と 夫人に 寄 添 ひっつ、 

やきもき 

「はは、 比 企 君、 私が 贲 下の 妻 君に 遮 山 戯る譯 ではない ですから 安心した まへ。 然ぅ 焦燥す る もの 

では 有りません よ、 ねえ. 风.， 、さん。」 といった ので、 夫人 は橫へ 退って、 屹と 構へ た。 

ると 寬の E は 可 恐し く 血 iii- つて、 額が 11 具 X おにな つて、 氷袋 を 手に しながら、 及 腰の、 何 か 言： 

ひたげ の 顔の 筋肉が 妙に 引つ ッてゐ る。 

「何し ました, 一 

「不埒 だ！」 とば かり 寬は 睨つ ける。 

どラ  さすが  ひろ 

「はは、 不将 です か。 何して 此が 不埒です。」 と 有繁に 怯んで、 聲を 潜めた。 

「え、 比 企 君、 君 は 然ぅ氣 を 揉む から 逆上せる の だ。 ねえ、 失禮 ながら 鎮 山の 一件 だって 然 うだ、 

私に した 以上、 何も 心配す る こと はない 害な のに、 鬼角婉 くから 私 だって 遂遂披 ；ッ つてな 氣 にな 

つて 了 ふの だ。， 一 

「うんに や、 君 は 投機 師だ。 人をッ 丁と 知って るんだ。. 一と &揮 言った。 

「これ は 可笑しい。 失 鱧ながら 私 は 大望の ある 鉢です。 大に實 業界に 腕 を 揮 はう とい ふ 人 問 だ。 貧 


乏 華族の 一 人 や 一 一人、 ベ テ ン にかけて其を功にするゃぅな吝な男と田.^ふのは、 恐く 比 企 君の 了簡 違 

ひさ c」 

「莫 迴！」  -- 

と寬は 心の ない 聲で喝 して 薄 氣味惡 く 笑 ふ、 かとみ ると、 どかり 布圑の 上に 尻餅 をつ いて、 

「私 を 誰と 思 ふ。 元の 元老院 議官 子爵 比 企 淸臣の 嫡子 だぞ。 え、 父 は 慷慨 家 だ。 伏 見の 戰爭を 知つ 

とろ だら う、 伏 見の 戰爭を 知つ とったら、 比企淸 ほの 名ぐ らゐは 知つ とる だら う。 ：： 知らん なら 

すす  まぢ まじ 

敎 へて やらう。： 一と 膝 を 前め て、 墨 墨 播村を 戌る。 

「いよいよ 此は巢 鴨 だ。 然し 奥さん、 人間 も恁 なると 情ない ものです な。 i 

「何 を ッ。」 

「いや、 何も 货 下に は 巾し ません よ。 然し 御父さんが 慷慨 家で、 貴下が 大屋さんなら 愛でた いぢ や 

有ません か。」 

せ せら わら 

「莫趣 野 郞ッ， -」 と 冷笑って、 

「歸 れ。 一と 叱陀 した。 

「宜 うご ざいます。 這 麼處に 長居 は 恐れ だ、 床の 弓の 折で 撲られ ちゃ!? こそ 災難 だ。 然し 比 企 君、 

私 は 未だ 奥さんに 用事が あるので す C 折角 シ ユウ ク リイ ムが 取って ある さう ですから。」 と 徐徐 起 か 


ニー  1 ニー 

ける。 

見送って 寬は、 翁 味よ ささう に 笑って、 何時か 布 M の 上に 散って 解け 出した 氷 を、 覺 束な くも 拾 

ひ 拾 ひ、 

「や あ、 や あ、 水： g が 溶けろ 溶けろ！」 と 赤子の やうな 聲を 出し. 

八十 

戶 口で 振 返った 挹村 は、 

「然し 奥さん、 私 は 十日ば かり 少し 遠方へ まゐる 苦で、 みで 些と 伺ったです が：： o」 

と 出て 行った。 

「おや。」 と 立 去り かねた 牧子 は、 寬の 側へ 寄って、 

「貴下 まあ、 何ぼ礦 山の 事が ロ惜 いからと いって、 氷 を 水 品 だなん て、 淺猿 しいではありません 

か。 本當に 耽りして 下さらな いと 困ります ね。」 と 拾 取って 袋の 口 を 締める 手元 を 熱心に 晚 めて、 寬 

は 亦 意味 もな く 笑 ひ 出した。 

1  そんな  ， 

「まあ、 可 厭です ね、 那 様に 笑って ばかり oj 

「ああ、 可笑しい：：。 私 は 可 笑うて ならん のぢ や。 - 


「まあ、 氣 味の 悪い。 何が 那 様に 可 笑いんで ございます。」 と 眩く。 

「あ 前が 可 笑い。 .1 

「私が"」 

「楷村 も 可 笑い 。一と 憶 出した やうに 四 下 を 胸して、 

「可怕 いと 兒 えて 到頭 逭げ をった、 はッ はッ。 もう 何處 にも 居り は爲ん か。」 

「貴下に 宜しくって、 然有 仰って： ：。」 と 言 差して、 . 

「樹 村さん なら、 もう 遠い 處へ 入つ しゃい ましたよ。 大方 飛驛へ 行つ たんで ございませうよ。 飛驟 

は雪國 です つてね。」 

「ほう、 もう 行った か。： と 辛辛 安心の 體で 枕に 就いた。 

「ええ、 行きました とも。 這 度 は どつ さり 金 か 何 か 掘 出して 歸 るんだ さう でございますから、 大人 

しくして 待って 人つ しゃいよ。 一と 夜着 を 着せ かかる と、 横 村の 咳拂が 聞え る。 寛 は 棒と して 聽耳 を- 

立てて、 

「樁 村が。」 と 口走る。 

「あれ  あ 

「他 は 犬の 嚏です よ、 黑 斑が 風 を 引い たんです とさ。 那の とほり 餘り 汚いで せう、 ですから 洗って- 

遺ったり 何 か爲た 所^なん で ございませうよ。」 
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「犬なら 放 抛つ とけ。」 

「お ほほ、 然ぅも 行きません の。 眞 筒；^ つて をり ますの。 私 は 贵下を 粗末に する 氣ぢゃ ありませ.^ 

IJ よつ ち-つ 

けれど、 どうも 爲方 がご ざいません の。 此が 因果と でも 言 ふんで せうよ、 那の大 のこと ちゃ 始中終 

苦勞を £,f なんです よ。 それ はもう、 私の 惡 いのは、 分に も 承知です けれど、 其處が 弱味で、 隨 

分 辛い I, つ をして をり ますの。 お ほほ 可哀 さう に、 那 様に 睨つ ける もの ぢゃ 有りません よ。 其で なく 

たって、 自分で 可い くら ゐ氣が 咎めて、 切なく つて、 もう 命が 縮り さう なんで ござ， - ます もり し 

「解った 解った、 黑 犬が 今夜 死んでも 可哀 さう だのう。」 と寬 が生眞 面に g を睜 ろ" 

「其 代り、 贵 下の 看護 は 私が 何處 まで もして あげます 意。 設んば 其 まま 氣が 狂れ て、 助からな， -别 

にお 成ん なすった つて、 其で 愛想 を盡す やうな 不實は 致しません からね。 可う ございま すか • - 

「あ 可い ノー 

「まあ、 何が 可 いんです か、 困った ものです ね。 私の 今 言った のが、 解りました の。」 

と 顔 を现き 込む と、 何 か は 知らず 獨で 笑って、 額いた。 

「ちょ ッ、 どうして 然 ぅ暢氣 なんでせ う。 私の 身に もな つて 御覽 なさい な。 贵下 だって 比 企と も 謂 

はるろ 身分で せう、 何 許病氣 でも、 餘 り意氣 地がない ぢ やおり ません か。」 

憑れ たの か、 寬は返 辭も爲 ず、 墨堪- 夫人の 額を瞹 めて、 漸く 顔の 道具が 弛んで 來 る.^ 


いつも  そつ 

「貴下、 毎の 亞砒 酸を飮 まずと 眠られ ませう。 では 可う ございま すね。」 と 言 ひ 一一 m ひ 私と 部屋 を 出 

た。 

急に 想 出した やうに、 次の 次の 樹 村の 入り なれた 毎の 八疊へ 入る と、 囊脫棄 てた ばかりの 晴翁ゃ 

だら し 

帶が亂 次 もな く 散って ゐて、 隅の 方の 火鉢 を擁 へながら、 點け棄 てた 洋燈 に對し て ゐ るの は榴村 

で。 

「何 か牧 りました か。 いや、 なかなか 骨で せう。 鬼 角 狂人と いふ 奴 は、 彼此 取合 ふ ほど 始末に 行け 

ない ものです よ。」 

八十 I 

がっかり  かきた 

夫人 は萎頓 坐って、 落着かぬ 顏で籠 ラム プの火 を 少し 挑 立てながら、 

まったく 

「眞箇 遣 切れません ね。 其 かと 言って、 放 抛って おく 譯 にも 行き ませず、 まあ 何の 因 築で 狂人の # 

話まで 爲 せられろ のかと 思 ひます と、 熟 熟 可 厭になります の。」 と 立って 着物 を 衣桁に かけて、 再び 

懈さ うに 座へ 房る。  、 

「いや、 折角 看護 をして お遣りなさい。 大した 功德 になります よ。」 

「あれ、 お 人の 惡 い。」 
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二三 六 

「貴女で なくち ゃ那 は出來 ない。 寬君は 拜んで 然るべき だと 思 ふので す。 いや、 妻 君 は 持つべき ち 

のですな。」 

「多 度お 呵 めなさい ましよ。 何せ 私 は 狂人の 看病人なん でございます。」 とふつ くりと した 蠻の T- 

へ、 指環の 光 迸る 指 を 差込んで、 耳の 根の 後の方 を 抑へ ながら、 

「まあ 何し たんで せう、 此ん とこの 痛む の は。」 

「矢 張 狂人が 移った ので、 逆上 氣 味なので せう。 然ふ 首へば 目色が 餘程異 狀を來 して をり ますよ。！ 

と 眼鏡の E をば ちぱ ち、  . 

「然し 奥さん、 寬 君の 一 念で、 狂 氣が乘 移らない とも 限りません よ。」 

不意に ぼん ぼん 手 を拍っ 音が 爲 るので、 牧 子が 棒と して、 

「あれです もの。」 と 奇麗な 眉 を 華め て、 溜息 を 吐いた。 

「牟 m 部， こ と寬 のぼうと した I 徵が反 1: する。 

「牟田 部なん か 居 はしません よ。」 と 牧子は 憤れった さう に 中音に 言って、 s^s^ する。 

「牧 ！」 と 再び。 

「あれ 可 厭です ね。 人 を 呼びつ けにして。」 と 身 を 練め て、 

「あの まあ 高慢ら しい 聲と いふの は 有ません ね。， 一と 顏を 見合って ゐ ると、 聲は 絶えて、 邸内が 遽 


おとして 來る、 と 思 ふと また？ える。 此の頃 比 企 邸が 亂脈 なので、 家扶 先生 は 出て 行って 了 ふ。 ム 

中 は 居着かず とい ふ 始末で、 誰も 返辭の 仕手がない ので あらう。 棄て もお かれず、 牧子は 億劫 さう 

に 身 を 起して、 女中 部屋 を覼 くと、 未だ 居着き もせぬ 十六ば かりの、 其で も 顔 立の 發 揮した 愛らし 

い 女中が 獨り、 孑 然と 火鉢の 火 を 大事 さう に兩 袖で 蔽 つて ゐ たのが、 はっと 眠 さうな 顔ん」 あける 

と、 頓が 火で 眞赤 になって ゐる。 此も邸 奉公の 行儀 見習と かいふの であらう、 か。 

牧子 は氣毒 さう に、 

「お前 まだ 起きて ゐた のかえ。」 

「はい、 未だ お客様が。」 と おどおど する。 

「欺 も然 うね。 ：： お前 氣毒 だけれ どもね、 旦那 様が 呼んで いらっしゃ るから， 些と 行って おくれ 

でない か。， - 

「はい」； と 尻輕に 起つ の を、 

「k で恁云 ふの だよ。 奥様 は、 今し方 谷 中の 均さん を 呼びに お出かけなさい ましたって、 可い かい、 

然 すると 屹度 牧ま るから、 善くして おくれ。 お前 名 は 何とかお 言 ひだ ッ けね。」 

「さえと 中し ます C. 一 

「まあ 好い 名 だ ことね。」 

0  S ゆ  <  へ  一 II 一一 七 


ニー  1ー《- 

小 女 は 心 5： て 奥へ 行って、 お づぉづ 襖 を 啓け ると、 少し 前に 自分が 据ゑ C 來た、 小 行 燈の火 は 陰 

に 瞬いて、 床上に むづと 坐した 寬は、 腕 組 をして 連に 溜息 を 吐いて ゐる C 

「あのう、 御用で ございま すか。，」 と 適 入口で 手 を 支く と、 寬 はぎろ り 此方 を 見て、 

「何 (U 私 を 一 人此 におく のぢ や、 え。 何しても 譯が 解らん ぞ。」 

「何で ございま すか、 奥様 は 只今 谷 中の 均さ まのお 迎に お出かけなさい まして：：。 一 

「均？ ふん、 均 は可怕 くない ぞ。 え、 怕 れん ぞ。」 と 妄に鱸 子 張った ので、 小 女 はぶる つと 顫ひぁ 

がった。 

八十 二 

はった と 目 じろ ぎも爲 ず、 さえ を 睨つ けた 寬は、 纏て 引 釣った E に 四 下 を 胸して ゐ たが、 床の 片 

隅に 立 かけた、 欝金 木綿の、 昨日 研師 から la- つたば かりの、 備前長 船と いふ  一 口の 名刀が 目に 人る 

と、 熟と 考 へて 纏て 起ち あがって 取 あげる。 捂 しさう に 風呂敷 を 除る と 中 は 白 鞘で、 仔細ら しく： H 

釘 を 港して 節 を 外さう としたが、 何した のか 容 に脫 けぬ ので、 精 を 揉んで、 憂と 横へ 投 出して、 

氣味惡 さう に 暖めた きり、 萎頓 して 了う。 

此方で は 二人が 耳 を 澄して ゐ ると、 ばた ぱ たと 小 女の 足音、 又 何か吩 I- かって は 災難と、 復命 も 


t5 ず、 女中 部屋に 駄 込んだ" あと は 少時 寛が 間の 晚 けた 謠の聲 と 張の ない 高 笑、 と 思 ふと 部屋 を W 

る氣 勢が して、 玄關 から 應接 問、 方方 開け ちらす 音な ので、 はら はらして ゐ ると、 纏て 此方へ 遣つ 

て來 る。 構 村の 姿 を 見せて はと、 凭 かかって、 牧 子が 襖 を 押へ てゐ ると、 二三 度 外から 引 張ろ 力の 

強さ。  - 

「これ、 これ。 ；と いふ K である。 

良 暫く 二人で 顔 を 見合って ゐ ると、 旣ぅ 行ったら しく 人の 氣勢 も爲 ぬので、 辛辛 安心して、 凭せ 

た 背 を 除け る 途端、 不意に 襖が 開き かけた ので、 牧子は 念 はず 練んで、 後 ざまに 入口の 横の 壁 際の 

衣桁の 蔭へ 隱れて 了う。 

けろ りと 額 を 出して、 g; 下を陶 した 寬を見 あげて、 檢 村が 冷 かに 微笑みかけ ると、 拍子 脫の爲 た 

額で、 ^然と 笑った ばかり。 

「何爲 ました。」 

「牧は 居 は爲ん か。」 と 胡 散らしく 考へ てゐ る。 

「妻 君なら 今 其處へ 出かけた です よ。 何ぞ 御用。 と怳 ける と、 寬は氣 の 引けた 顏で、 

「用 は 有 は 爲んが ：： 。J と 妄に首 を 傾げる 

flw 下が 餘り 暴れる から、 均 君 を 呼んで" ふん 縛って 了 はう とい ふので 出て 行かれた です よ。 事に 

'-,  ニー  1 一九 


二 四 c 

よろ と、 此限旣 う SI らん かも 解りません ょゾ 

「んぅ 幾 時になる？」 と 憶 出した やう に^く。 榴村は 金 被 を 引出して、 

まったく  それ 

「£ に儿 時です な。 然し 比 八 あ 君、 赛君は 眞筒費 下に 手 甲 指って 居られる てす よ。 貴下 は 其 を 知って 

をり ます か。！ - 

「君 は 未だ 歸 らんかった。 一と 不思議 さう に 顔を瞠 める。 

「妻 君に 5m 守を賴 まれた のです よ。 然し 比 企 君、 贵下は 君の 此； S の 様子 を 知って をり ます か。」 

「うんに や。 一と 機械的に 返辭 をす る。  一 

「ねえ、 姿 君 は那の 通り 倒 巧で、 氣の 利いた 立派な 御 婦人です。 貴下 は失禮 ながら 餘り 賢い 方で は 

ない。 眞筒不 釣合と いって 可い のです e 自然 赛君は 始中終 不幸で、 不愉快で 耐 らんと いふので、 爲 

方がない から、 此 度は贵 下に 離緣 をして 戴いて、 外へ 緣づ くと いふので すが、 責下は 其 を 知り ませ 

ん か。」 

寬の目 は 看看耀 しくな つ て 来た。 

「！^ 君 は 全く 下に 飽きた さう で、 外に 夫 を 持れ るです が、 今日 も 多分 其 事で 生家へ お出に なった 

のでせ う。 八 r 出て 行かれた の も 或は 然 かも 解らない ので。」 と 一 段 調子 を 強め、 

「私の 考 では 均 君が 多分 其 相手 だら うと 思 ふとい ふの は、 均 君 は那の 通りの 風采の 好い 男、 貴下 は 


知るまい が、 何時かの 其のお 關と いふ、 貴下の 關 係して ゐた 美人 も、 均 君が 橫取 をして、 今 現にせ 

中に 圍 つて ある さう ですから、 私の 鑑定 は 大丈夫 外れつ こ はない。 贵下は 其 を 承知し て をり ます 

か、 いや 知らないで せう。 那様 迂濶な ことで は 可 けんです。 藏 山の 資本ぐ らゐは 何でもない。 現に 

女房 を 弟に 寢 取られて、 其で 手 出の ならぬ やうな、 那 様意氣 地の ない 事で は、 華族 だの、 元老院 を 

. 振 回して、 威張って みたところで、 所設駄 In: です よ。」 と 出放題 を 辯 じて、 嘲笑した。 

八十 三 

「ほう、 寳際 か。」 と 寛は耍 ありげ に 聞く。 

「何の 私が、 貴下 を 騙す ものです か？ と 親切ら しく 其顏を » めた。 

「其 は棄 てお かれん。 私 も 其 を 承知して 居る。 へ ッ、 均 は 高が 妾腹 ぢ や。」 

「でせ う、 然 すり ゃ猶 のこと、 此は 貴下が 何とか 比 企 家の 嫡子 だけの、 名譽 回復 を圖 らんけ り や 可 

けない。 大に 行り たまへ。 西洋なら 差 詰 決闘と いふ 處 だ。」 

衣桁が 少しば かり 搖 いで、 掛けた 小袖の 八 口の 紅い 下から、 白光の 白い 手 頭が 掉られ て 見える。 

「大丈夫で すよ、 相手 は 無祌經 だ。 いや 此 くら ゐ景氣 の惡ぃ 狂人さん は、 ちと 與奪 させな くち や 面 

白くないです。 ねえ、 比 企 君、 景氣に 一 つ 英斷を 行り たまへ。」 と捃 村は獨 りで 有氣に 入って、 茶 を 

雲の ゆく へ  二 四 一 
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注いで 吸り 優り、 

「然し 贵下は 奥さんに 出て 行かれたら、 何す るです。 むむ、 困る でせ う。 今 現に 其の 出て 行かれつ 

つ あるで は 有ません か。」 

「何處 へ 行った。」 

「何處 へと は 知れた こと、 谷 中の 均 君の 處へ 行かれた です よ。 噓 だと 思 ふなら 行って 御覽 なさい、 今 

し  きのどく  、卜 . ^、- 

頃 は 何 をして るる か 解り は爲 ないです。 氣毒 だから 私 は 首 ふです。 贵下は 知るまい か、 均 君 は 他で 

種が 種 だけに： i 人 を 騙す のが 巧いです C 奥さん も 大方 其で 遣られて 了った でせ う。 貴下 は 好い 面の 

皮 だ。 他人の 私で さへ 齒痒 いくら ゐ だのに、 其 を 平 氣でゐ るの は意氣 地な しの 骨頂 だ。 謂 はば 均 君 

は 獅子身中の虫、 貴下 は 祖父さん や 御父さんに 對 しても、 其 を 退治る 義務が あるです。 ああ、 好い 

晚だ、 外 は 折から 露で は あるし、 均 君 は さぞ、 好い 氣 になって ゐ るで せう。 え、 費 下ば かりだ、 這 

し i がらんと した 無住 寺の やうな 邸の 番をして、 莫迦 を 見て ゐ るの は。 え、 貴下 牧 子と いふ 御 夫人 は 

可愛くないです か。 贵 下の 前です が、 無情 漢の 私で さへ、 つい 何 かして 見たい 氣 にもなる です よ。 

本當 に、 罪な 話 だが。」 と 手 を 懐へ 突 込んで、 

「ふん 笑談ぢ やない、 何だか 薄ら 塞くな つて 來 た。」 と 貧乏 搖り をす る。 

熱心に 聞いて ゐた寬 は、 


「宜しい 宜しい。」 と 連に 頷いて、 

「均 は^ぢ や、 私が 斷 つても 罪に なり は爲ん か。」 と 獨で考 込む。 

「はは 貴下 飆 術の 心得が あります か。 其奴 は剛氣 だ" 然し 滅多に 靳れる もの ぢゃ 有ません よ。」 

「それに 就て は、 刀 も 丁と 研いでも いた。」 と 事 も なげに 獨 語って、 眞面： H らしく 輝く 目 を据 ゑて、 

「よろしく 賴 みます、 え {且 しいか。」 と 胡 散らしい 低聲 であった が、 旋て 落着いて 引 揚げる。 

「はは、 何が 宜しい の だら う。 奥さん、 もう 行ったです よ 

私と 衣の 蔭から 現 はれた 牧子 は、 雙 手で 頭 を 押へ 押へ、 些と椅 村と 顔 を 見合して、 入口から 顏を 

出して、 掛念 らしく 氣勢を 候って、 

あれ 

「何だか 變 でした ね 様子が。 他 は 飛 出します わ. - 一と 立った なり ar を 丸く した。 

「そんな 元氣が ある ものです か。 大丈夫もう 懣 つて ゐ るです よ。」 

「でも 斬る とか 何とか、 物騒な！ E 色 をして をり ました やうで したわ。」 

「人 を 斬らう とい ふ 狂人 は、 恐く 那麼 もの ぢ やないです。 もっと 威勢の よい ものです。」 

牧子は 不承不承に 襖 を 蹄め て 座に 戾 ると、 夜 は 大分 ける らしく、 戶外は 馬 蘭に 濺ぐ龔 と 樋 を 流 

• るろ 水の 音、 折折 板戸に 吹 着ける の は 風、 と 思 ふと 良暫 してぎ いざいと 耳 門の 押る ろ 音で ある。 牧 

子 は 棒と して、 高 彫の 銀の 平 打の 落つ るの も 知らず、 張の ない 目 を睜り ざまに、 
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「おや。」 と吱 くの を、 熟と 榴村は 剽輕な 顔で、 

ど-'  そんな め つ S 

r 何す り や、 那様冃 色になる のでせ う。」 

八十 四 

七 一 巧 ii 六日 は、 比 企 家に 取って 忌むべき 曰と なった。 其 は、 寬が 家出 をした まま、 再び 歸らぬ 

人と なった ので。 

h  お だ 

那の夜 揶揄 半分、 平生 均 を 快く 思 はぬ 楫 村が、 害心 ある ともなし 均 を 散散 誹って、 寬を 挑て たの 

で、 氣が取 詰めた のか、 ふらふらと 彼 名刀 を 提げた まま、 降 連る 震の 中 を 飛 出した。 

氣を 揉みながら、 榴 村が 壓 服す る やうな、 動 もす ると 厥 味 交りの 例の 氣 安め を 言 ふので、 夫人 は 

爲 うこと なし 落着いて は 居た ものの、 黑 斑が 毎に ない 頻に 夜啼 をす るので、 放 抛っても おかれず f 

長屋の 人 を賴ん で、 谷 中へ^ら して 見る と、 折し もお 關 一 人の §E 守番、 戶が 聢り 締 つてる て、 那様 

氣勢は 更にない との 復命。 偖 はと 騒ぎ 出した の は 彼此 一 時の 頃で もあった，. らう。 

人 を 就って 方方 界隈 を搜 さして 見た が、 可 恐し い 寒い 晚、 而 かも 夜 であるので、 本氣 になつ. 一 

くれ 手はなかった。 する うち 夜が 明ける。 憎い ほど 平氣 なの は槽 村で、 大丈夫 今に 戻る とば かり、 

安眠 をして ゐ たのが、 愈よ 居らぬ となると、 內心は 鬼に 角度 胸の 落着いた もので、 何なる もの かと 


せ せら わら 

冷笑って 居る。 

おどおどして 眞蒼 になって ゐ ろの は 夫人で、 更に 人 を 谷 中へ 遣って 見た が、 昨夜 あたり 田舍 から- 

まちく たぶ 

歸る 害の 均が、 十二時まで 待っても 歸 りさう にもない ので、 待 憊れの 臥って 了った あと は、 ぐつ す 

り 寝込んで 何にも 知らぬ とのお 關の 返辭、 牧子は 愈よ 落膽 して、 心細が つて、 昨夜の 榴 村の 言 草が. 

宜しくな いからと、 厭味 交りの 怨んで みても 追 着かず。 かと 言って、 餘り騷 いで は 外聞に 係る との 

掛 念が あるので、 極極 親しく 寛が 往来して ゐた家 を 私と 尋ねさして、 其から 均へ 電報 を 掛けた。 

七 時に なった。 雨 は 明 方から 晴れて、 未だ 聊か つて ゐた天 は 纏て 拭った やうな 蒼 味 を 有って 來 

て、 日の 光が 段段 發 揮して 來ろ。 取 放しの 寬の寐 間に 棄 てられた、 金 木綿の 刀の 片を 見ろ と、 何. 

等 か 可 恐し い 凶事の 報が、 今にも -fir から 肚胸を K 、きさうな 氣 がする ので、 牧子は 私と 押入の 片隅へ 

押 込んで、 に角榴 村が 居て はとの 氣 遣から、 起して 歸さ うと 其 部屋 を 観く と、 枕頭から 差す 麗か. 

な 曰 影に、 好い 氣の榴 村 は 又う とうと 寢 入って ゐる。  . 

「まあ， に  , 

と 窘める 氣で差 寄って は、 遂遂氣 が 引けろ のか、 牧子 は： S お^って 太 息 を 吐いて、 化粧 も爲ぬ 額.. 

は寐 不足の 所爲か H のうちに 紅 味 を 有って ゐて、 根から 持 上られた やう、 崩れた 髮の鬢 が 絶 か 上 反： 

つて、 少し 荒れた 肌理の 類が げっそり 爲てゐ る。 

t: 一！！ の ゆく へ  二 S: 五 
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「.責 下 起きて 戴き ませう か。」 

違棚の 上から 金緣を 持って 來 ると、 ふと 覺 めた 柄 4? はじろ りと 見遣って、 目 を 開いたり P (ぢ たり 

爲てゐ ろ。 

「何爲 ました ノ- 

返辭 もな く 溜息な ので、 樁村は 頭 を 擡げて、 叭を生 咬に しながら、 

ぽん やり  か-つ  さす JA 

「然 ぅ氣を 揉ん たもので はないです。 今に 茫然 戻って 來 るから。 然し 恁 なって みると、 有 繁に私 も 

心 持 は 宜しくない。 何 か 夫 底意が あ つ て 、寬 君を燸 立てた の ではない か と 思 はれる の も 心苦しい 話、 

それ も贵 女のお 隆で、 罪の 輕重を 論じたら、 無論 これ は 貴女が 重い、 と、 まあ 遂首 ひたく もなる で 

すがな、 然し 御 心配で せう。，」 

と 眼鏡 を 拭き 拭き 起き あがる 途端、 玄關 口で 遽 しい 犬の 啼聲 であった。 

八十 五 

凡なら ぬ雜 に、 牧 子が 立 出で て 見る と、 遽 しく 玄關 の式臺 際へ 紐 寄った 黑斑 は、 意味 ありげ に 夫. 

人の 顏を見 あげて、 ズ 一 時啼 立った。 

「もう 可い 可い。 何 だって 然 うお 啼 だよ。」 と 跪 坐んで 頭 を 撫でる と、 垂 頭れ て、 悲し さうな 目 を 暴. 


瞬いた。 牧子 は低聲 で、 

「お前 那 様に 啼 いてば かり ゐ ずと、 御主人の 行方で も 捜して おくれで ないか。 よう、 g い 犬！」 

犬 は 突 奴に 門 際まで 魅 出して、 往 來の眞 中で 何事 か 起ったら しく、 彼方 を 見遣って 連啼く かと 見 

ろと、 又 房って 夫人の 裾 を 引く。  ^や 寛がと 私と 出て 見る と、 人影 もない^ 荷 谷の 末枯、 萬 H: 蕭條 

として 今朝 は 一入の 寂 さを覺 える のであった。 只 看る と、 犬 は 向の 空地の 角 を、 出たり 曲ったり、 

う ろうろ して ゐ る。 

、！ 

長屋で は、 巢鴨 監獄の 押 丁 先生、 造兵の 小役人、 それから 盲啞學 校の 小 遣に、 植物園の 番人と い 

ふ 手 合 は旣ぅ 夫夫 出拂 つて、 後で は內 俊さん の手內 職、 赤ん坊の 啼聲、 頼まれ 手がない ので、 自身 

そつ  くろ りんす 

要 ありげ な 犬に 蹤 いて 行かう とい ふので、 夫人 は內へ 入って、 私と IE 立たぬ 一 紋の黑 綸子の 羽織 を 

着た。 

出會 頭に 樁 村が 顏を 拭き 拭き 湯殿 口から 現れた。 

「はは、 御自身で 御探險 です か、 何も 其 程に 爲ず とも 可いで は 有ません か。」 

「いいえ、 正 可と は 思 ひます けれど、 あの 犬の 啼聲 ですから、 此 一一と 其 處らを 見て まゐり ませう。 後 

生です からお 留守 をお 賴み 申します ノ 

「どうも、 早く 病院へ でも 入れる と 可かった ですな。 今と なって は、 手 落であった です c」 と斷ー 百し 

雲の ゆ  <  へ  二 四 七 


て、 胡散臭い！ E を爲 る、 牧子は 今更 肚胸を 突いて、 

「寛 は、 あのう、 何 かした のでせ うか。，」 と 思 はず；； る。 

「さあ。 どうもな。 何處 にも 居ない となると.： .OJ 瞹 めら れろ目 を 外方へ 者 網して、 

「まあ 爲 方がない、 お諦めなさい。 ：： 心細い 話 だが。」 と 冷然と 言った。 

「其と も 意外な 逸から、 ぼんやり 出て 來ろ やうな 莫迦 を 見ない とも 限らないです、 何分 相手が 變幻 

不可思議の 發 狂者の 事です からな、 は あ。 まあ 折角：： 私 も那様 ことのない やうに 祈 つて をる で 

す。」 と 口早に 一 百 去って、 目 をば ち ぱち爲 せろ。 

犬が 又氣 立し く啼 くので、 夫人 は默 つて 行 過ぎ やうと する。 

「然し 奥さん。」 と 楷村は 呼 止めて、 

「いや 煩い 犬 だな。 那 奴に 出會っ ちゃ、 私 も 艇展肚 肝 を 抜かれた です。 私の ために は戀の 仇、 と 言 

つち や. K 暦 意氣に 聞え るが、 他 も 矢 張 狂犬です よ。」 と 落着いて 髯を捡 つて、 

「然し 奥さん、 愈よ 寬 君が 横死で もして ゐ ると いふ、 不幸に 會 つ た 場合 に は、 後の 始末 は. 可爲ま 

す。」 

少時 默 つた 牧子 は、 さと 顏を 銀め て、 

「それ は 均 も をり ますし、 御 心配 はかけ ない 意で ご. ざいます。」 と發揮 言って、 吃と なった。 


「然 です か。 然し 貴女 は。 - . 

「私；；： o」 と 少し 伏目に なろ と、 

「正 可、 均 君と 御 結婚 をな さる 譯 でもあります まいな。，」 

「いいえ、 矢 張 寛の 妻で ございます。：  • 

と!! 然 羽織の 矜を 正した ので、 槽村は 思 はず 目 を 丸く して、 

「と 言 ふの は。」 

「いいえ、 私 は 罪 を 償はなくて は寬 へ^みません。 其く らゐ のこと は 存じて をり ます o」 

と 俊し がたい 口元に 微笑んで、 衝と 出ろ と、 心得顔に 犬が 扣 へて 居ろ。 

^<„?荷谷を何時か橫截って、 迪と雜 司 谷の 邊 まで 出る と、 黑 斑の 導き 寄せた の は 霜に 枯れ 枯れの 芒： 

.4 も ざ  したた 

や 蓬、 衣の 裾に 絡 はる 茨の 中の 井戸で、 蹈外 しさうな 緣 から 恐ろ 恐ろ 观 くと、 雨揚 りの 絕か增 つ 

たらしい 水嵩の 底に 陰に 籠った の は、 土氣 臭い 一 種の 懷氣 である。 

八十 六 

其 午後の 四 時 頃、 浦賀 から 獨り歸 つて 来た 均が、 谷 中へ も 寄らず、 久 振で 若 荷 谷 を 訪ねて み る 

と、 取次の 小 女から が陰氣 らしく 見えて、 適と 奥へ 通る と、 居間で 臥って 居た の は 夫人 牧 子で、 每- 

雲 の ゆく へ  二 四 九 


二 五 o 

にない 髮も 結ばず、 目 は 落 窪んで、 其 は 可 恐し ぃ獎れ やうで ある C 

夫人 はがば と 起 あがって、 

どうぞ  ここ  めづら 

「萬 望 彼方へ お通り 下さい まし。 此 では 餘 り失禮 ですから。」 と 希し く 叮嚀な 挨接 なので、 均 は 頷い 

て寬の 居間へ 移ろ もな く、 八 r:i つけたら しぃ餐 の 櫛 目 正しく、  丁と 着替 をして、 更 まって 出た の， 

は 夫人で、 

「只今 は失禮 を。」 と 毎の 微笑んで 坐った が、 氣の 所爲か 何處か 頼りな ささ、 つな 取 做で ある。 

ー體が 愛らしい 小作の、 剽輕 らしい 丸い E のうちが、 肯 かぬ 氣の. 賢し い、 口元の 引締 つた、 活活 ： 

した 人で、 聊か 小 意地の 惡 さうな n の 利き 方 をす るの が、 悉皆 變， つた 調子で あるので、 均 は 逸く 

みま は  ていたらく 

も 凶事 を豫 想して、 少 からぬ 恐怖 を 抱きながら、 胸され るの は窒內 の取片 着かぬ 爲體 であった。 

「兄 は 見 着かり ません か c」 落着いた 意の 聲が遂 突 走る。 

「はい。」 と 夫人 は どき まぎした M 色で、 

「いいえ C: 一と 低 聲の俛 いて 片手 を歷に 支いて、 

「寛 は： •  • あのう、 情ない こと を 致しました。」 

今朝 犬の 案 內で迎 り 寄った 野中の 本： 井戶、 それ は 無論 寛が 陷 つて、 死んだ 井戶 で、 良 少時、 爲た 

り 額に 尾 を掉る 犬と ともに、 眞 蒼に なって 立識 して ゐ たが、 人 IE を怕れ て、 左 之 右之檢 村へ 相談と 


歸 つてみ ると、 彼 は 何ん 言 はす 出て 行った との 小 女の 言、 其 仕 打 を怨む 下から、 聊か 心 頼りと も 田々 

はれた 槽 村が 居ない となると、 4- に萎頓 して、 熟と して ゐる瀨 はない ので、 後の 始末 をす る 力 もな 

く、 其 まま 臥って 了った ので。 

まじま じ  ききた ゆた 

均 は 墨 墨、 後 を聞遲 つて ゐ ると、 夫人 は些と 襦枰の 袖口で H を 擦って、 

「誠に 飛んだ：：。 一と 尻 消の、 ふと 顔 を まげて、 昨夕からの 始末 を 話さう としたが、 均が 餘り嚴 格. 

に 構へ てゐ ろので、 遂遂切 出かね てゐ ろ。 

「一 鉢 何し ましたので。， 

「變死 を 致しました。 

「變 死；；：」 と 均 は氣を 焦って、 

「して 何 云 ふ 事情な のです. - I 

夫人 は 寛が 二三 日の 調子、 それから 咋夕點 火頃樹 村が 些と顏 を 出して 歸 つた あと、 好い 鹽 梅に 寐. 

鎭 まった ので、 安心して 看護 避の 自分ん まに 就いた-か、 夜屮に H を覺 して 様子 を^ ふと、 寬の 姿が 

見えぬ ので、 方方 探索に 手を盡 したが、 今朝 其の 所在 を敎 へたの は黑 斑で、 と 語り 了って 均の 顔 を. 

そら 

見 あげる と、 彼 は 何にも 言 はず、 張の ない 目 を 横へ 翥し たま ま考 込んで ゐろ。 

「まあ、 何爲 たら 可う ございませう 。一と 夫人 は 演を打 拭んで、 急に 人可懷 い^子で ある C 


二 五 二 

「死んで 了った もの は、 まあ 爲 方がないで せう。 實は其 程と も 知らなかった ものです から、 遂 御無- 

沙汰 をして、  私 も 此位殘 念な こと は ございません。 一と 睜 つた 目に 淚を 持った。 

槽 村と 牧 子との 素 振、 それ は薄簿 均も氣 取って るた- S であるが、 此で 那様設 索の 耍を 認めぬ と 思 

つたので、 何も 問かずに 了った。 彼此 H の 春く 時分で もあった らう、 寛の 死骸が 私に 邸內に 運れ 

る、 ぼつぼつ 人が 集る、 寂れ 切った 玄關が 急に 込 合って 來 たが、 措 村ば かり は、 到頭 顏出 を爲 なか-. 

つた。 

八十 七 

押 塞ろ 年の瀬 を、 ぉ關は 獨り賴 りな ささうな 谷 中の 留守居で、 年 內には 一 度歸る 害の 均から は. 

何等の 昔 沙汰 もない ので あろが、 自身 氣を 利かして 一倍 麗麗しい 切 竹に 松、 二三 輪 かけた 冬至 梅： 

さへ 買 込んで、 覺 束ぬな がら 春の 用意が 出 來て了 ふと、 毎年 毎年 追 かけられる やうな 正月 を、 遣 繰 

の 算段に 頭痛 を 病んで ゐた身 は、 何となく 氣 がそ は そ はして、 餘す三 四 日が 寧 そ 鉢 屈ら しく、 昨夜. 

の霍で 聊か、 久しく 憶 出 もしなかった 持病の 瘤氣 に、 夜更 まで 均 を 待 憊れた 揚句、 不圖氣 が 着いて 

みろ と、 均と 初めて 逢って から 彼此 五 筒 月、 不斷餘 り 好まぬ 蜜柑の、 冷い 汁 氣の嗜 まろろ は 若 や. 

と、 其 夜 は 到頭 其 事で 苦 勞を爲 明した。 


今朝 は氣 立し い^ 荷 谷からの 使、 あの 目の色の 穩 でなかった 様子から は、 其 時分から 那様氣 味が 

あつたの かも 解らぬ が、 何時か は 均に 內證 で、 も 一度 油を絞って、 均との 間 を 街して：： と 思って 

居た のが、 薄薄^ けば 其實 夫人の 仕 打が 藩 情なのと、 財産が 減った のとで 此頃 急に 調子が 變 になつ 

ああ 

たと か、 今では 丸き り關 係な しの、 何等の 痛痒 も 感じぬ やうな ものの、 畫を 描いて ゐた 時分の、 那 

でもなかった 苦^しい 優しい 化 俤を憶 出す と、 何となく 哀 にも 思 はれろ。 加 之 一 旦 手を切った 自分 

の 藤三郎 とい ふ意氣 地な し、 ちょくちょく 來ては 未練ら しく 愚痴 を駢 べるの を、 巧く 赚ムて は 追 返し 

てゐ るが、 此頃は 妙に 調子が 滅入って 居て、 深深 自分の 藩 情 を怨む やうな 口 振、 其 かと 思 ふと 醉っ 

めづら 

て 來ては 突か かる 工合、 希し く 十： HI ばかり も 姿 を 見せぬ ので あるが、 偖 末 は 何なる ので あらう と考 

詩め てみ ると， 妙に 氣が 揉める の は、 まだ 口に 言 ふ ほど 其に 對 する 情が 凍って 了った ので は ある ま 

い。 お 關は茶 間で、 進まなかった 朝飯の 後、 茶 を 啜って 取留 もな く考事 をして ゐ ると、 八 時 頃のお 

夭氣は 早 や 怠け 出して、 主の 書 齋の緣 側に 日 南 ぼつ この 鉢の 梅の 句 ふて ゐた 朝日 和 は、 急に 蔽 被せ 

-る やうな 雲の 影で ある、 と 思 ふと、 

「御免ね え。」 と 後から 胡 散く さい 低 聲が寸 る。 振 向く と、 

きょろきょろ 

『獨り だね。」 と翟翟 入って 來 たの は 藤三郞 で。 

.「 おやお 前さん、 吃驚した わ。」 と 咬んで ゐた黑 文字 を 吐出して、 眉を鼙 める <* 

雲の ゆく へ  二 五三 


二 五 四 

「俺 だよ。 义來 たんだよ。」 

「何 だね 朝っぱらから。 - 

藤 三郞は 火鉢. の^つ 子 へ 落着かず 坐って、 奥の 方へ 目み-配って、 

「可 厭に 世^が 忙しくな つて 米た ぢ やない か。 一と 懷 から ヒ ィ 口 ォを取 出して 吸 かける。 

「今日はお 前さん 師走の 一 一 卜 七 曰よ。 一 

「さう さ、 ニトヒ rw になる と 世 が 忙しくな るから、 不思議な もの だ CI; 

「お前さん、 もう 歸 つたら うと、 然ぅ 思って 居た のよ。」 

「其が 其の、 矢 5^ まごまごして 居 るんだ よ。 ：： 此方 は 未だ 歸ら ない のか。」 

まげ 

「あ。」 と 本： 返辭 をして、 三輪の 髢の 前の 處を簪 で搔き 搔き烦 ささう に、 噴出す 堙に撗 を 向いた が、 

「だけれ ど、 旣 うお 歸り かも 解らない の。 留守のう ち は、 まあ 可い けど もね、 此 迄の やうに 餘 りし 

げしげ 來 ておくれ でない よ。 格^ 話が ある 譯 でもな しさ、 私 だって 極が 惡 いからね。」 

「ま：^ いやな。」 

「可かない よ。 ちょ ッ 何が 面白く つて、 然ぅ ひょこひょこ 遣って 來 ろんだら う、 男らしく もない。」 

「可い よ。 一と 男 は照隱 しの^ば かり 吐して、 毎の 獨で考 へて ゐ たが、 

こんだ  こんだ 

r 條 もね、 もう 今度き り顏を 合さない て 決心で もって：： 其 代り 今度 來る時 は、 悉皆 立派に なって 


舊の 俺に な つて ゐる意 だから、 まあ 然ぅ 思って くんね え。」 

「是非 然ぅ願 ひたい もんだ ね。」 

八十 八 

「然ぅ 言 はれ 了つ ちゃ、 俺 も 張 合が ねえ やな。」 と 心細げ に 眩いて、 

「だが ねお 關 さん、 長うた 言 はねえ、 來 年の 三月 頃までに よ、 可し か、 然 うさ、 花の 時分まで にや 

俺 も 吃 度 何に かする 意 だから、 其まで 待て くんな よ。」 

「今更 待つ も 待たない もな いぢ やない か。 切れて 了 や 赤の他人 だね。 他人の お前さんが 何しょう ふ 

|§ しょうと、 そり やお 前さん の 勝手 さ、 とま あ 一 ひたい 處 だけれ ど、 其處 にや 身 も 蓋 も あるから、 

+* た  つい 

お前さんの 身上が 好くな り や、 傍で 私 も 惡ぃ氣 持は爲 ない のさ。」 と 一 百 去って 衝と 起つ かと ffl-n と. 

ま、 まま 奥へ 人って、 がた びし ゃ緣の 障子 を 締めろ。 

「， ^だか 降りさう ね。 煮え切らない： 大氣ぢ やない か。」 と 甲走った 聲 であった が" 又戾 つて 來 ると、 

旗 さう に 八 字 を 寄せて、 

「お前さん、 今日は M と 違 ふんだ よ。 若 荷 谷の 邸ぢゃ 御前が 取 逆上せて 行方が 解らない て 始末、 かハ 

. も 奥さんが 浮氣 をした とかい ふんで、 ^物 を 振 廻す やら、 暴れち らした 揚句が、 宅 を 飛 出した て 騒 

g の ゆ くへ  一一 五 五 
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せきた  きのどく 

：^, さ。 此方の も 追 着き 歸ろ 時分 だから、 急 立てる やうで ぉ氣毒 だけれ ど：：。」 

「それ ぢゃ何 か 人で も 斬った のか。」 

「正 可 斬り ゃ爲 ないだら うけ ども さ、 奥さんに や 惡ぃ蟲 が 喰 着いて ゐ たんだと さ。」 

「其奴 ぁ可哀 さう だな。」 

「誰が. \」  . 

「その 御前が よ。」 

「まあ は氣毒 さ。 だけれ ど、 藤さん の 前 だが、 そり や 此方が 惡ぃ のさ。 那樣事 をされ るの が、 

はたらき 

：官 はば 男の 技量がない のさ。 お前さん だって。 苦勞人 だら う。」 

「そり やお 前、 俺に 言 はせ や 片手 打て もんだ よ。」 

「ま 何 か 知らない けど、 其 御前ての が 名 題の 吝 つたれ の 頑固の、 それで 藩 ぼんやりの 意氣 地な して 

あれ  し 

んだ から、 てんで 手が 着けられな いぢ やない か。 他なら まあ 何 を 爲られ たって、 文句 はない と E え ふ 

ね。 其の 解 ふず やの 御前の 最負 をお 爲の は、 そり や. お前さんの 野 夫 だ わ。 ，- 

「野 夫で も 可い や。 俺 は 矢 張 その 問 男 をした 女の 方が 憎い や。 そいつ 斬らない な體 だな c」 

「ふん、 人 を 斬り や 命が 有ません や。 - 

「知れた 事よ。」 


「處が 可愛 ゆくて 斬れない もんだ とさ。」 

「其處 が 人情 だな。. - 

「ふん、 其處か 未練の ある 證據 だって さ。 藤さん の 前 だけれ ど、 何す りゃ那 様に 未練が 出る だら う。」 

- 「それから 今の 一 件 は 何し たんだな。」 

r さあ 何した か 私 も 知らない けれど、 何しろ 物騒 さね。」 

「本當 に 人事 ぢ やねえ や。」 と 藤 三郞は 急に 考 込んだ。 

「だけれ ど 藤さん、 此で 私が 身重に でもな つたら、 其 時 はお 前 も ふつつ り 諦めて おくれ だら うね。」 

と 沈んだ 調子で。 

「お前が？」 と 男 は 不愉快な 顔 をして、 相手の 顏を今 更 らしく 打 戌ろ。 

「さう さ。 お前さん も 目端が 利かな いぢ やない か。 今ぢ や、 まあ 義理に も 此方 を 出る 譯 にや 行かな 

いて 羽目に なった 私の 鉢 さ C お前さん も男ぢ やない か。 初發 から それ を 承知で、 自分で 未練に 釣ら 

れ ちゃ、 愚 圖愚圖 して ゐた 癖に、 今更 可 厭な 顏 をお 爲の氣 が 知れない、 とま あ 言った つて 爲樣 がな 

ぃ處 だけれ ど、 私 も 實は言 難いの さ。 だけれ ど、 其 ぢゃ坦 がない から、 恁切 出して おいて、 後生 だ 

から 旣ぅ來 て もお くれで ない、 と 私から 頼む のさ。 私 も 辛い、 好い 氣持 は爲 ない、 だけれ ども 互に 

； lis ら ない 眞似 をして ゐ ちゃ 有 達が 揚らな いぢ やない かね、 考 へても 御覽 よ。」 

雲 8- ゆく へ  二 五 七 
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「  」 

まったく  ど-, 

「解らない のかね、 解ら なきや こそ 來 るんだら うけれ ど、 お前さん にや 眞箇愛 相が 盡 きたよ。 Ji: し 

たら 然ぅ煮 切らないんだ らうね、 まあ。 ちょいと お前さんの お袋 を御覽 よ、 女で こそ あれ 腕つ こき 

だ、 立派に 店の 宰領 をして るぢ やない か。 其 子のお 前さん は 何 だら う。」 とぼん と 煙管 を 叩く。 

八十 九 

こきおろ 

「然 ぅ极 落されち や、 俺 も 形な しだ。」 

「だって 然 うぢ やない か。」 

あご 

「然で ごぜえ ますよ。 はッは あだ。 一と 腮を撫 回して 空嘯く。  . 

「あれ だ。」 とお 關は眉 を 釣 揚げで 白眼で 睨む" 

「何だか 知らね えが、 迷って、 苦勞 をして、 それで 叱られて ゐりゃ 世話 あねえ や。 いやお 關 さん、 

何もお 邪魔 をし やした。 旦那が おん 歸 なすったら 宜しくて、 然申 上げて おくん なさい ゾとヒ イロ ォ 

を取片 着ける。 

「何 だね、 まあ c」 

「何 せ 煮 切 ら ない 野郎で さ。」 


r 憎らしい ねえ。 i 

「へん、 、；？ 前のお 隆 だ。」 

ちま 

「减ら ず 口 を 利いて ると、 そら 蔑が ぱ つばと 煙に なつ 了 ふよ。」 

「餘 計な お 世話 だ。 一と 緣に 置いた の を 取上げて、 

あて 

「だが ね、 未練 氣 ばかりで 來 るんだ と 思 ふと 的が 遠 ふよ。」 

まさか 、 、 

「ほほ、 正 可 かさ 氣ぢゃ あるまい ね。」 

「篦棒 奴、 莫迴 にし あがん ない。 面白く もね え。 へん、 手前に やな、 疾の むかし 俺から 愛 相が 盡き 

つえ 

てるんだ。 何す るかと 見て ゐりゃ 好い 氣 になり あがって、 鼻 張の 强 えの も 大概に しとく が 可い や。 

と 顫聲の 起 あがる。 

1  そつば- フ  ，ひんの け 

「ふん、 あばよ だ。」 と 外方 を 向いて、 ばらつ と 下った 餐 髮を搔 揚げる。 

-目？ I が 利かね えだの、 へん、 未練ら しいのと、 本當に 人聞きの 好い ことば かり 言 ひなさん なよ。」 

「さ、 其處 いらで、 きりつと 歸 つて 貰 ひませ うよ。」 と 簪を引 こぬ いで 耳 を 抉く る。 

た ゆた 

「何 だと。」 と遲 つた。 

「何 さ。 出口なら 其方 だよ。」 とつん と 火鉢に 凭 かかって。 

「^出の 泥棒 ぢゃ あるまい し、 何 を まごついて ゐ るんだ よ。」 
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r 何 を。」 と 叉舞戾 らうと する。 

「何にも 言 やしま せんやね。」 とけろ りと して 居ろ。 

玄關へ 出た と 思った が、 少時 索 鈴が 搖れ ない ので、 耳 を 澄して ゐ ると、 良 十分ば かりして、 うそ 

うそ 出て 行く 氣勢、 ぉ關は 辛辛 安心して、 萎頓 した 鉢で、 妄に蔑 を 吹かして 居た が、 I： ぎ か 急に 氣 

が 滅入って 來た。 

聊か 手酷し かった が、 何せ 一度 は 打 突かる ものと 度胸 を据 ゑて ゐ たので、 調子が 思 はず 逸んだ の 

であろ が、 街 何となく 胸が 薩張 しないので、 到頭 晚 方まで ぎいで ゐた。 

點火 頃から 又 降 出した。 何 云 ふ もの か 相手の 氣心 も發揮 解らぬ のに、 自分 は 何しても 均に^る る 

のが 可 厭で、 其に は 寛に 冷遇され た 反動が 少 からぬ 動機 を 作って ゐ るので も あらう が、 少ぃ 時分 か 

ら 零落した、 春 日 井の 運命 を 口惜しみ 思 ふの が、 抑の 深い 根藉 となって ゐ るので、 此方から も其實 

きし 同情 を 持たぬ ではない 藤三郞 に、 唯 一概に 薄情と 思 はれる のかと なると、 繁氣 G 引けぬ こ 

と はない。 餘り恼 誇す るので、 此間 私と 伯父の 處 から 取 寄せて おいた、 三味線 を 取 出して、 雨に 忍 

ばし く 爪彈の 音締で あつたが、 妙に 調子に 乘 ひて 來 ぬので、 拍子 脫 がして、 譯も なく 悲しくな つて 

來る。 這 麼氣紬 い をり は、 又 藤三郞 との 昔が 忍ばれる ので あるが、 何 ぼ 何でも 此 から は 旣ぅ來 て も 

くれまい。 弱味 を 包んで、 氣强 いことの 言合 をして、 其で 刖れて 了 はねば ならぬ のか、 其 も 矢 張 ® 


手の 未練に 引か さるる ので、 愈來 ぬと なれば 二度と 這 麼氣は 出 もすまい と、 取留 もな く 茫然して ゐ- 

ろと、 荷 谷で 寬の死 鉢の 後始末 をして、 一先 引 揚げた 均が 蒼い 顔で、 しょんぼり 歸 つて 来た C 

九十 

長火鉢の 向へ 回って、 萎頓 溜息 を 吐いた 均 は 然も 不愉快 さう に、 更 つて 挨拔 をす ろお 關を 見遣っ- 

た ばかり、  暫ロを 利かぬ ので、 ぉ關 はま ごつ きの 體で、 

「あのう、 何 か 遊した ので ございま すか。」 と 三味線 を片 一 方へ 推 遣る。 

「何も 爲 やしないが、 留守中 は 格 刖の事 もなかったら うか。 一 

「はい、 誰 方が 人つ しゃる でも ございませず、 毎日 毎日 私 一人、 それ はもう 淋しう ございました： 

よ。」 

「それ は爲 方がない さ。 私 も 大に面 喰った、 とい ふの は 兄が 變死 をした：：。」 

「え ッ。： 

「今 も 若 荷 谷で 略 後始末 をして 來 たの だが、 兄の 遣 方の 拙 いのは 勿論、 此には 夫人の 罪淺 からず 

や ま し 

で、 比 企 家の 事 を 誤った の は那の 投機 師の槽 村！ ああ、 可 厭 だ 可 厭 だ。」 

と 毎に ない 沈ん た 調子で ある。 
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「それ はま あ 飛んだ I」 

「艇ど^^私で、 5ぞ づぐづ して ゐて、 這麼 椿事の 起る の も 知らず、 今と なって は 幾ん ど 取 返が つ 

かない。」 

「恁 なって みます と、 私 も餘り 好い 氣持は 致しません もの。」 

「最初 は 恁云ふ i^f.^ もなかつ たが、 段段 深 入 をして、 今では 友人間で 何 だと か 彼 だと か、 煩い 非難 

i と， >  ひとりごと  • つづ  ほじく 

が 起っても 爲 方がない て 有様、 ^ど當 惑して 了った。」 と獨 語って、 邪慳 さう に 埋んだ 火 を 抉って， 

じりじり 身を搖 る。 

「それ も 兄のお で， 私 は 比 企 家の 恩 澤には 幾 ど预ら ない 癖に、 今と なって は 一 切の 責が 一 身に 聚 

つて 來 ると いふ 始末 さ。 這 麼埋ら ない こと は 有り は爲 ない。」 

ぉ關は 何と IS つて 可い のか、 挨！^ に 翁して 扭怩 する ばかり。 

「何せ 末の 圓く 行かぬ は 知れた 事な の だ。 何 か 兄の 婦人 を 横 取した てな 風聞が 擴 つて ゐ る さう だ 

が、 事實 人目に は然ぅ 見える か-も 解らん の だ。 聊か 口惜しい 話で はない か。」 

「まあ、 そんな！」 

「でも 爲 方がない。 影 は大く 映る もの だ。」 

「どうせ 那 難事で せうよ。 言 ふ 奴に は 何とで も 一一 目 はして お 置なさい ましな ね。 何も 5^ 難と 思って、 


^下の 肩身 はお 狭いで せう けれど、 其 處の處 を 何に か：：。」 

「—北 (我慢が 辛い の だ？  .  . 

「今更 那様氣 弱い ことで は、 私 も 心， 1 うご ざん すわ。 

「何も彼も 放 抛って 了 へ ば 其 限 だが、 兄が 居ない とな ろと 全く 然も 行かん ので。 私 も惡か つたら う 

が、 何 だら う、 此で 一 ひふ 奇麗に 水に 流して は。 - 

「あれ 可 厭です、 私 ir 

「可 厭で も爲 方がない ノ， 

こご ゑ 

「死 ん で も 今更 那様 こと は 可 厭です。； と ぁ關 は低聲 に な つ て 、 

「私 はま あ 何でも 可い としました ところで、 今と なって は 私 一人の 鉢-ちゃ ござん せん もの。 可哀さ 

うに 那様事 をな さるもの ぢゃ 有ません よ C 一と 伏目に なって、 ほろ りと して、 

「そんな 無慈悲な こと をなさい ますと、 私ば かり か 赤ん坊が 何のく らゐ 恨む か 知れ やしません。」 

ほ つれげ 

と 消え消え になった 火 粒 を 一 つ 一 つ 積 上げて、 細い 溜息 を 吐いた。 ばさばさした 紊 毛の、 耳 菜の 

邊が何 か 少し 上氣 した 氣 味で。 

み は  また 

均 は 驚きの 目を瞪 つたが、 折から 復臺所 口の 碧 桐に 濺ぐ 雨の 昔で ある。 

「ああ、 可 厭な 雨 だ e」 と叭 をして、 
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「それ は 然と、 令 夜 は 通夜 だ。 着物 を 出して 貰 はう か。」 

「何に 致し ませう。」 

門の 索 鈴の 榣れる 音が すると 思った ので、 二人 は 耳 を 引立てる と、 雨 は 叉 一時 降 募って、 人の 來 

る氣勢 もない のであった。 

九十 I 

立 出る 均の 後から、 門 を 締める 意で お 關が蹤 いて 出る と、 門 際 を結繞 らした 枳穀の 垣根に 注ぐ 雨 

は、 白く { 背 阁の中 を 光って、 ばた ばた と 人の 遠退く 跫音、 犬で あらう と 往来の 左右 を 胸す と、 均 は 

出際に、 

「用心の 惡ぃ宅 だな。」 と 言 ひざ まに 擴 げた 傘の 乾いた のが、 楷の 梢の IT に 張 切れさうな 音で ある。 

「何です か氣 味の 惡ぃ晚 です こと。」 

「よく 戶締 に氣を 着ける が 可い よ。」 と 一一 M 棄 てて 出て 行った。 

良 暫く 立盡 して ゐ たお 關が、 稀斷 つた 門に 小 SE を 卸して 入らう とすると、 急に 外面 を 咳拂 の聲、 

ひい やり 襟元へ 落す f. とともに、 ぉ關は 鉢が 立 惊んで 了った と 思 ふと、 

「おいおい。」 とい ふ。 


「おや！」 と 低聲に 眩く と、 

「啓け て くんな よ。 . と 寒さうな 罄。 

「誰 だよ。」  . 

nre ビ な。 寒い から 早くして くんな。」 

「何 だね 今時分 人の 宅へ。 お前さん にや 旣ぅ 用事 は 有 やしないよ。」 

「此方が あるんだ よ。 おう 寒い、 立往生 は 遣 切れね え。. - 

「ちょ ッ、 今寐 ると ころ だよ。」 

聞 着けぬ 風で、 どんどん 敲 かれる ので、 爲 うこと なし. 立 寄って、 

「亂暴 をお 爲 でない よ。」 と 窘める やうに いって、 門 を 啓け ると、 

.  よろよろ  — 

「へ ッ、 亂暴 だて やが る。 然ぅ云 ふ 手前が 全 鉢 薄情 だい。. 一と 空 笑 をして、 滿 跚と轉 込んで、 ど/と 

お 關に打 突りながら、 

「何 を爲 やが るんだ い。 氣を 着けろ い。 え、 おい 此方 や il- だい c」 と蹈 締めて 熟 姉く さい 息の、 お 

關を見 揚げる。 

呆顏 にお 關は艴 然として、 

「それ ぢゃ お前 は 管 を 捲き に來 たの かえ。」 

= 六 S. 
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「管 は 捲 かねえ よ。 へ ッ 長し 短し はもう 入らね えんだ：：。」 

おらし 

「何 だね、 亂次 のない、 お前さんの； iE ふこと なん ざ、 旣ぅ取 上 やしま せんよ。」 

「取揚 ねえが 聞いて 呆れら。」 と 彼 は遽に 調子 を 潜めて、 

「だが 誉 一ず つたな、 あり や 噓ぢゃ あるめえ な c」 

「何かと 思 や、 可 厥に 念 を 推た もの ぢ やない か。」 

「ぢ や、 いよいよ 本氣 だな ノ， 

「ふん 今 さら 那様事 を M きに 來る 奴が あります かよ。」 と 意 はず 調子が 酷し くなる。 

「愈よ 違 はねえ な。」  . 

「あれ だもの。」 と 折からの 風に、 葉 ごと-は らばら. 有- れる 雨の 举を厭 ふ 身み 捻って、 . 

「濟 まない が、 私 は 藤さん 此で 御免 を 蒙る よ.^ 用事が あるなら 明日 來て おくれよ。」 

づ 

と- &と 入らう とする。 

「待ちね え 待ちね え。」 と 彼 は 胡 散らしく  g 下 を 胸して、  - 

「それ ぢゃ お前 は、 ど、 どうしても 薄情で 打 通す 氣 なんだ な。 俺 を 突 放す 氣 だな。」 

i; と 寄 添って 來る 顔へ、 凄い 笑 を 浴せ て、 

「諄い ねえ、 お前さん ばかりに 實を盡 してたら 好から うけれ ど、 然 うは 行かない もの さ。 薄情なら 


薄情で 可い のさ。 私 は 薄情 さ。 小 供の をり から 方方 憂世の 風に 揉まれて 簿情 になった のさ。 然 思つ 

たら、 もっと 實の ある 女を搜 してお 出な ね 。一と 急に 入らう とする の を、 熟と 考 へて 居た 藤 三 郞は何 

爲た のか、 くるりと 後へ 回って、 肩へ む づと手 を かけ ざまに、 小 腋へ引 寄せうよ とする ので、 ぉ關 

は 振 返って、 ふと 擧げ る： E 先へ 閽を 閃と 白い ものが 光った。 肝 を 冷した ぉ關 は、 手 を §1 放して 横へ 

身 を 引きながら、 

「な、 何 をす るんだ よ。」 と 睨めな がらの 聲が突 走る。 

拍子 抜の 爲た體 で、 物 を 後へ 隱 した 藤三郞 が、 しばし 遲ふ隙 を、 

「お、 脅した つて、 可け ない よ：：。」 と おどおど 逃げる 後から、 冷い 白 R?r か 力任せに 摘んだ 頸 元 か 

ら亂れ うつ 雨の 頰へ、 逸く も ひい やりす るので、 お 關は其 まま 立 悚んで 了 ふ。 

玄關 口の 物隆に 置いた 火 は、 何時か 風に 擴られ て 了った。 

九十 二 

斬つ けられた ぉ關 は、 重傷 數筒 所と いふ 痛手に、 玄關 口で 仆れ たま ま、 朝 迄 は 人の 來ぬ 一 軒 建、 

三方 人家が 遠って ゐ るので、 藤 三郞が 行方 も 知れず 逃亡せ た あと を、 隨 まで 虫の息で 悶えて 居た。 

寬の變 死、 ぉ關の 災厄 —— 數 日の あひなに 效は 二た び 均の 身に 落ちて 來て、 彼 は、 此は 自身が 聊 
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かの 失德 から、 恁ぅも 大ぃ罰 を 受けねば ならぬ のかと 驚いた ので ある。 

_g この 大 打撃の みならず、 均 は 叉 忌し い 世の 取沙汰 を 一身に 引受けて、 多分 樁 村から 流布した の 

でも あらう か、 一面 寬の 裏へ 回って、 ぉ關 とい ふ 婦人と 情 を 通じた のみ か、 夫人 牧子を さへ 手管に 

捲 込んだ ともい つたり、 夫人が 懐胎に なった ので、 寬の變 死に ついては 事 實手を 下さぬ まで も， 幾 

ど JI と ill: じ 手段 を 講じて、 事實を 晦^に したので あらう とも 言ったり、 ±^ しいの は、 夫人と 共に 比 

ごろつき  お だ 

企 家を領 する ために、 兮更棄 つるに 楽 てられぬ 中と なった お 關へ破 落戶を 差む けて、 挑て て 二十 七 

日の 夜の 變 事が 起った の だと も IS つたり、 平生 日蔭の 身 は、 何事 も內 氣に扣 へて、 擧 校の 令名と 共 

に、 i 揮すべき 才を 抑へ て、 てきば き 意志 を發 表しなかった だけ、 其 だけ 揣摩 を逞 うせし むる の 口 

實を 人に 與 へたの か、 信を繁 いで ゐた 親友に さへ、 明明 地に 咎めよう とする ので はない が、 然し 疑. 

の E を以 つて 迎 へらる る 身の上と なった ので ある。 が、 辯 難 を 試みる に は、 餘 りに 取留 のない 風評 

なので、 彼 は 遂遂其 ままに 放 抛って 了った。 

牧子は 可 恐し く欝 込んで 來た。 其と なく 自分の 過を鉈 びる の も 均に 向って で、 又 今後の 賴り とす 

るの も 均一 人な ので、 彼に 對 する 體 度は遽 に激變 して、 人目に は 風評の 强ち 無根で ない 所以 を 確め. 

しめ はしない かと 思 はるる、 それ も 均に 取って は少 からぬ 痛苦であった。 ■ 


だけ を 引 請けようと 言 ひ 出した。 那麼 議論 は 紛擾のう ちに 縫れ て、 年 は 暮れ 舂は來 たが、"！ fgi と 

其 ままに 留 つて ゐた牧 子と、 田舍 から 寬の 喪に 來た まま 今 は 大切に!： かるろ-^、 子と が、 陰氣 で、 そ 

して 荒れた |« 荷 谷の 邸 を 守って ゐる ばかり、 彼の 水難の を り^子 を 救うて くれた 烏賊 釣 舟に は、 ， 

なお そろし  こつ  ； 

麼可 恐い 紀 念が 殘 つて ゐる のか、. 其 時の こと を 言 出す と、 唤 子の 氣色は 乍ち 變 つて、 は 色の 1 い 

目の 鋭い 男 を 見る と、 其 は甚麼 優しい 氣の 好い人で も、 側へ とて は 近かぬ のみ か、 偶偶 僦ふ 車夫のう 

ちに さへ、 若 其 船頭の 化俤に 似通った のが あると 見る と、 直に 眞蒼 になって 終 ふ (- 其と 同時に、 戀 

、 f/  ゝ、 T,  .r  しぐさ 

力 不ぬカ 均に 對 する 伢の 妙な 爲草 は、 愈よ 物 狂しき まで 一種の 嬌激 で、 而 して 癖み の 多い 執着の 

度が 高る ばかりで あつたが、 其 は 均と 差 向 ひの をり ばかりで、 人前で は 巧に 情 を 抑へ るの が、 其の 

ち 人 咲 子が 段段 學び 馴れた 手段て あった。 或 人 は 子 を 陰欝 だとい ふが、 其 裏面に 包んだ の は 可 恐し 

く 激しい 感情で、 其に 觸れて は、 有 繋の 均 も 毎毎 手 を 焚く のであった、 單純 な^子の 情 は何處 まで 

發展 して、 そして 何時 破裂す るので あらう か、 抑 も甚麼 悲しい 失望が 何處に If を 待設けて ゐ るので 

あ ら うか —— 人マ說 明の 遑が な い。 

, お 關は彼 災厄 後、 妙に 氣 細い 女と なった。 均が 若 二人の 惡緣を 嘆 じて、 5f がた めに 少 からぬ 自身 

の 名譽は 汚され 希望 は 薄れた 所以 を 言 出す と、 渠は 胎內の 愛兒に g がて、 怨 じて は 慰める ので、 均 

は 遂に 何も彼も 放 抛って、 豫 期しなかった 此戀 の犧牲 になって 終 ふので はない かと、 i;^ 惧れぬ こ 

ゆく へ  二 六 九 


二 七 o 

とはなかった。 

枏村は 何^たら う。 

其 年の 暮 帝都の 中心の 好 位地 を 占めて、 景氣 よく 營業を 始めた、 或 保險會 社の 重役に も 其 名が 載 

つて ゐて、 今 興らう として ゐる與 業 銀行の 委員 中に、 豪し い 羽 振 を 利かす 棺村 も、 或は 彼が 後 身で 

は あるまい か C 


束 京近邊 とのみ にて 村の 名 は 逸したり、 ズの名 を —— 村と いふ は、 & 昔より 人 間 交際 出來 ざり し 

. I の 部落 なれば なろ べし。 革細工の 出る 處 にて、 牛馬 犬 猫 格 ^ などの 革を剝 ぎて 太鼓 を 張り 革 

概を 作り、 近 來は又 靴と いふ ものの 需耍益 殖え ゆく ため、 人の 外に 置れ し 11 も、  の 稱號と 

共に 世の中に 押出し、 大分の 資產 作りて 蒼白 かりし 人の 顔、 遽 かに 色めき わたり、 家 も 新たに 築き 

甶地も 買 ひ、 學校も 開けて、 樹立の 際より 立 昇る 煙、 昔の やうに 11 臭から ぬ も 心からに や。 

中に も 三 里 南の 〇〇 町に 移住せ る 輩 頗る 多し、 此も亦 其の 一 なるべし、 一 月 以前の 事な り、 半 

歐半 和の 嚴 しき 玄關 構への 邸宅 町の に 起された るが、 玄關の 正面に は 枝 振 を かしき 雄松 を 根土堆 

く 植え 樹 蔭より 木理 麗 はしき 杉 戶微見 ゆろ やうに 作りな し、 門の 左方に は 愛人 醫院と 書した る 新ら 

しき 札 を 揭げ、 右方に は 陶器 製に て 醫士赤 木默齋 とい ふ を 打付けたり。 まだ 一月 半餘を 過した るば 

• つる  なら  あれ 

かりなれば、 藥 局の 書生 は 匙 音 さする こと 稀に、 下駄 は 五六 足 美 はしき を駢べ たれ ど、 彼 は 皆 家族 

きく  たけ 

の を 取 出した るな りと 減らず口 を 利 もの も ありと ぞ。 默齋は 1 1 と は 思 はれぬ ほど、 色白の 身材高 

し し  まばら  どうじ  も  まなこ  に 

き 紳士な り。 肥 肉 づきて 頰髯 さへ 疎なら ず、 鳶色の 瞳子 を 有て る 眼 は 少し 大き 過ぎて、 ^！ぶのに肖て 

だら り  お ほい  そらまめ  むさく  あれ g がれが だ  ち すち 

恐ろしく、 親 然と 下りし 大 なる 耳朶の 下に 空豆 程の 赤 痣 ありて 汚據 ろしく、 彼が 逭 難き. I -の 血脈 
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を 引た る 章と、 頑固なる 老爺の 惡ロ きて、 簡易 學 校に 通ふ惡 童が 嘲罵の 種子と なろ. を、 例の t 

き： E を剝 出して 睨まへ て； 迎れ ど、 口惜しき ことの 究 みなるべし。 眼に 少しば かりの 文字 はありて、 

た  やや 

醫術 はた 拙から ず、 從 つて 小现窟 いふに 長け、 自 惚も淺 からず、 動もすれば 律義 心に 怒ろ 種類の 人 

なる が、 —— だけに 世 を 針の 穴の 狹く 見て、 世間の 廣さを 知らず、 一概に 頑陋と 評し 去らる べきに 

あらね ど、 主張の 强過 ぐる は 此の 紳士の 缺點 なるべし。 去年の 秋 落葉 劇しく 窓を敲 きて 凄じ かりし 

かしま だち 

或 日の 夕、 妻 は 冥府に 啓 行して 仕舞 ひけろ より、 介抱 人と 名のつ く 三十 前後の 左まで は賤 しからず 

醜から ず、 氣の 利た る 女を嫲 人れ しが、 此は默 様に して 疲 たりし にや、 11 ならぬ 淸淨無 掠の 血脈 

を受 得た る 婦人に て、 天地に 唯一 人賴 みとせ し 夫 を 喪 ひて 寄遴 なき ままに、 萬 事 は； 大運 なりと 合點 

し  まね 

し、 —— なること を 識らぬ して 人來れ るな りと か。 名 をお 掼と いひて 何事に も 思 遣り 深く、 物の 

いひ 様、 身の こなし、 優しく 過-ぐる 程 なれ ど、 鼻筋 鋭く 通りて、 時に 額に 靑筋を 露 はす は、 何處か 

によせ い 

に强 きと ころの あろ 女性な ろべ し、 默齋ほ萬事冷たく^！：朴して、 黄金 を貯 うろ 性質に て、 銀行に 仕舞 

ひ ある 金、 千宛數 へて 幾倘 かせち たれ ど、 今に 藥價は 如何な ろ 貧民に も 呵責しても 嚴 重に 取 立て、 

世 體丈は 飾れ ど、 お 掼には 未だ 半襟 一筋 礎洒 したろ を 奢らず、 書生に 温き 飯 喰 はした る 例な しと 

ぞ。 

默齋に 過 ざた ろ もの 一個 あり、 今年 十六のお 禮と 呼べる 娘に て、 —— と 思へば 何處 かに 淋しき と 


• ころ ある やう なれ ど、 素性 を 知らぬ 男子 は、 何人と 雖も 其の 艷容 に恍 るろ ならむ、. 普通 學は畢 り 

て、 今や Jgi、  g 縫、 琴の 修業に 餘念 なく、 頭に 揷す簪 さへ 普通の もの は用ゐ させず、 此の 娘！ £ 

は 十二 人並 なれ ど、 此方に i . と いふ 弱點 あれば、 百步を 譲りて 幾許 かの 持參 金を附 くべき 間、 ケ 

. 房に 貰 手 あらば 周旋して 給 はるべし、 赤 木の 家を嗣 かむ とい ふ 人 あらば、 家藏 田地 一 切の 資產は 只 

しる ひ i あ ひど 

今にても 讓 りても 露 惜しから ずと、 其れと はなく 知人の 際に 披露した る も、 子 故の 親心なる べし。 

常常、 介抱 女のお 稹は、 半 は 追從も あるべ けれど、 半 はまた お 鱧の 不偶 さも 取 交ぜて、 ぉ禮 さん 

の やうに 標致 はよ し、 何も彼も お出 來 なさる と 申 すんで すから、 世 Si の 人が 決して { 仝 手で は 置き ま 

せんよ、 必然 好い お 養子が 被 人し やろ に 相違 ございません、 お^ 遣 ひ 遊ばします なと、 口 を 縮めて 

朝夕 默齋を つれば、 嬉れ しさに 微笑まれながら も 他に は 明され ぬ 素性の Si 點 あれば、 後 は 苦笑に 

粉ら しながら、 尙 必然 左様い ふ 都合に の 答の 待た るろ。 

一日お 模は 愈愈 口 を 開きて、 左様に 苦 思 苦 思な さらず とも、 工夫 はあり さうな もの ぢゃ ございま 

せんか、 夫と も 外に 差 障りで もとい ふに、 否否、 差 障りと て は 微塵 もな けれど、 とかく 緣は 長し 短 

し、 彼方が 宜 ければ、 此方の 間 尺に 合 はず、 思 ふやう に はなり 兼ぬ ろ もの さと 餺ぐ。 斯うな すって 

は 如何です、 裁縫のお 師匠さん はお 世話好き とやら、 ツイ 先月のう ち 1 一人 もお 弟子の 片付いた の は、 

i なお 師匠さん のお 口が 掛 つた からだと 申す ぢゃ ございま せんか、 何う か 貴方 も左樣 なす つて は 如 

S かう じ  こ 七 E 
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何です、 何なら 妾が 好い やうに ぉ賴み 申して 參り ませう かと ロ輕^ 勸 むれば、 ムム 成程、 此 はまた 

節 人に 限る、 いところ へ氣 がつ いた、 では 御苦勞 だが 好い やうに お前から と、 愈愈 大事 はお 横が 

ものと はなり けり。 

ぉ禮 は陰氣 とい ふべき 方に て 顔の 美しき 丈、 身の 素性 を 恥づる こと 深く、 衆人の 間に 交 はろ は、 

つきあ  つれな  あ 

何より 辛き こととの み 思 過せ しが、 交際 ひて みれば、 入 は 案外 無情き ものに は あらず、 彼の 縹 致で 

—— とい はする が氣 毒な りと、 一入 勦 はりく るろ 優しの 人 も からず、 遊びに ^ 入い、 遊びに 參り 

ませう かと、 親しくして くるる もの 次第に 殖 行き、 初めはお 轉 婆と いはろ ろ 娘 又は 少し 面の 自慢に 

いさ" きょ  たまに 

なる 娘 は、 ぉ禮の 側に は 隣り て 坐ろ こと を 屑し とせす、 偶然お 禮の 起てる 後 は、 面 を 顰めて 手 を 振 

り、  に 人れ ざら むこと を 謀りし ものまで、 今 は睦合 ひて、 素性 談 はお 

禮の 前に は 提出さぬ やう 心掛 くろ やうに 成 行けば、 お 禮か曰 頃の 僻み も 次第に 直り、 獨り窒 に閉籠 

りて 思案に 沈む 病氣も 消失せ、 笑顏 みせた る ことなき 淋しき 面に も、 時には 春の 海の 波に 似て 微笑 

を 作り、 總て 人に 眤む やうな りぬ。 口重から ぬお 横 は 時時お 禮を 捉えて 輕ロ 交りに 己が 見し 世間 を 

語り 聞かせ、 ズは 亡き母の 有りし 容子を 尋ね、 母の 如くして 優しく 待遇 ふに、 側に 見ろ 默齋 まで 1  口 

んど悅 に 入り、 娘が 心の 開けた る もお 稹が 丹精に 依れり と稱 へけ る。 

あや  いでき た  そその  たちぬ ひ  み ス 

然るに 異 しき 事 は 出来れ り。 お 構 は 默齋を 咬 かして 裁縫の 師匠への 贈物な ど 美美しく 持へ、 ぉ禮 


が 緣談に 就き、 細かに 依賴 すると ころ ありし が、 如何にしたり けむ、 其の 翌日より、 お 禮は又 思案 

に 沈む 一 K を 起し、 裁縫 も 厭な り、 茶 湯、 琴 も 厭な りと て、 食事 さへ 慵く、 何事 を か 患へ はじめた る、 

し， jj 

哀れに 萎れけ り。  _ 

あらだ    ど-ひし 

默齋 は狼狠 てて、 脈 を 取り、 舌を檢 め、 呼吸 を 測り、 瞳子 を視れ ど、 內に 秘めた る 憂の 外に 現 は 

れ たる 驗と な る ベ きもの は あらず、 病氣 か と 問 へ ば頭を^^り、 病氣 ではな -、、 のかと 問へ ば默 し て喑 

5  S  きらきら  まな じ り 

淚に眼 を 曇 ませて 了 ふ。 何う したの かと 迫れば、 五月 蠅 いとて、 奇麗なる 眼 を 爛爛 させて 目 眦に 劇. 

い な-つま  ふさ 

しき 痩攣の 電 凄まじく、 何故 左様に 欝 いで くれる、 腹の 立つ こと 心配事、 何に よらず 俺に 打明け 

て氣を 安め て 吳れと 優しく 問へば、 知りません よと 振袖 を投り 出す に、 默齋 ほと ほと 困 じ 菜て、 こ 

れは 是非お 横に 限る と賴 みける。 

さいし  さもに  ころも. T: へ 

折し も 雨 は霏： # として 細糸 を亂せ ろ に 彷彿た る 日 なり、 更衣す ろ に 寒く、 せ. ざ る に 熟き 初夏の 欝 

陶 しさ、 & めしお 六づ かり 給 ふ は 此のお 天 氣の 故で ございませ うと、 仔細 顔に 頷きし， ぉ撗 は、 大分 

機嫌が 惡ぃ俺 は 今 餘程肱 鐵鉋を i& はされ て來 た、 往て 見て はくれ ぬかと、 默齋の 頭を搔 くに、 去ら. 

ばと 身 を 起しぬ。 

二 
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此問 のこと なりし が、 花見に とて 父上の 強って 誘 ひ 給 ふに 伴 はれ 注き しが、 彼の 痣な 見覺 えたる 

子供 連の 背後より り、 五月 蠅き ほど 前に 廻 はり 後に 逭れ、 左右に 取纆 はり、 彼が —— だよ と、 

彼が. I .— の敏醫 だとよ、 ぢゃ あ：^ が 痣の 娘 だな、 道理で 蒼白な 顏 をして ゐゃ あがる、 ャィ ャィ彼 ■ 

方向いた ぞ、 睨まへ たって 怖く はない ぞ、 立 停まった な、 此方まで 来られるなら 来て 見 あがれ、 貴. 

樣の やうな f 具に 診察 は賴 まない ぞ、 何 だと 大きな 聲 で此處 まで 来て 言 や がれ、 ヮ I イワ —ィ と、 後. 

ば を 作って 無暗なる 擧動、 礫 を 取りて 投る やら、 棒 を 大地に 打つ くる やら、 氣が氣 にあらず、 

わ  にぎり づ  あぶら てのひら 

父上 を 促して さっさと 往 けば、 父上が 妾が 手 を 握 詰め 給 ふて、 互の 脂 掌 裡に冷 かなりき。 

1 人に て 4it けば、 左 迄 は 人に 罵られ もせざる 身ながら、 尙ま 脈の 程 も 恥し くて、 閉 籠りての み 

暮せ しが、 は 又 ろ あり、 茶？ r 裁縫の 朋輩 は 人並に 交際 ひ 給 ひし を、 心 俊し き 友達 は、 

共に 嬉しき si^ にて、 先生 諸共 口 を 揃へ て 妾 を 庇護 ひくれ、 心 直なら ぬ は 快から ず 思 ひしに や、 先- 

生に 穩 かならず 當 りて、  却り て 御 心 を 損ねし 族 も 三人 g 人 はありし が、 先生の 起 給 ひし 後 は、 室の 

あざわら ひ 

隅に て 常より 意地 惡き 誰彼、 頻りに 我顏を 凝視て、 左も輕 蔑す るら しき 冷笑 を 頰に湛 へ、 果て は 潜 

潜私统 S 合 ひて、 忍 音に 笑 ひ 倒 ろれば、 餘 りの 人人 も 其に 心を褫 はれ、 意味 を 知らぬ 入まで、 雷同と- 

いふ ものなら む、 一 M: に 噴出して 醜く かりし は、 妾が 事に て は あら じと 思へ ど A 面 眩くて 席に 堪へ. 

ざる 心地し ぬ。 


歸路 にて 園らず 其の 人人と 路を 同う して 打 語 ひしが、 贵孃 はお 嫁に 被 入し や ろんで すって ね、 左- 

様で すか は 優し かりし が、  否と 返へ すれば、 眼を圓 くして 銷魂 たる 面容 可笑しく、 もう 決った つて 

うしろ 

ね、 左様です か、 と 問 はれ、 默 つて 差 俯けば 後邊 からお 芽出度と 冷評す。 御縹 致が 好い から 何う レ 

て も 口が 早く 掛 ります のさ、 と はしたな きこと を も 齒に衣 着せぬ は、 裏町の 左官 屋の 娘なる べし。 

次第に 乘地 になり てしたた かに 戯弄 ひし * て、 誰の 口から か は. 覺 えね ど、  襟 致が 

美い もの だってね、 と 問き ては最 平 眼 も 眩む やうな りぬ。 

斯る事 を考へ はじめて は、 お 禮か處 女心の 到底 衆人 を 嫌 ふこと を 禁じ 得 ざり き。 しくし く； Ir:! き、 

しみじみ 悲 むで、 果て は 我を產 みし 父 を 恨み 母 を も 怨む氣 にな りても 見たり しが、 I . ならば 矢 張 

げ 5 いん  お ほ まち  み み 

1 .同 士の 11 交際が 心 具 かるべき に、 何の 業因に か、 斯る大 町の 眞 中に 際立ちて 美美しき 家 を 構 

へ、 着物の 好み、 帶の 跳へ、 言へば： おなり、 橘、 笄、 下駄に 至る まで 綺麗 美 やかなる を 選りに 選り 

ふ  ゆあみ •  もてなし 

て、 嫌と 頭を掉 るに、 强ゐて 殆んど 曰 毎の 浴 湯、 日毎の 髮結、 紅 塗れの 白粉 着けのと、 父上の 待遇 

» うみつ い  くさ 

給へば、 給 ふ ほど 人目に は 憎く く 思 はれ もすべし、 產付 たる 我が 村に 古くと も玄關 の式臺 少し 腐り 

て 虫 喰み たる、 庭に 赤躑 IT  S ゆるば かり 美事に^ きたる、 彼の 母上の 病歿り 給 ひたる 家 こそ 住み 

よけれ。 もう 厭な り、 斯る 辛き こと は復と あるべき や、 贈物な ど 先生の 此 はと 驚き 給 ふ 程 爲給ふ は、 

妾が 身 可愛し との 慈悲なる ベ けれど、 慈悲の 却り て 身の 仇と は 今思當 りぬ。 人 は 何と 言 はふと も、 
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出世な ど 希望に あらず、 人に 後 指さ さるろ は 針の 筵に 坐る より 尙 心苦しと、 お 禮は獨 り 思 定めぬ。 

又お 鬆 ぎの 御 持病です か、 何様なさい ました、 お 裁縫 もお 茶 湯 もお 嫌なら はお 嫌で 宜ぃ では ござ 

いません か、 氣散 じな ことして 遊ば ふぢゃありません か、 其と も何ぞ お腹の 立つ ことで もお 有りな 

さるので すか、 何が 悲しい のです ねお 母さんの ことで も 又 思 出したん でせ う、 ね、 とお 横 は 優 やか 

に 側に 座 を 占めて 熟 熟お 體の 俯伏せる 面を颯 込みし が、 露の 玉 は 白き 白き 頰を轉 びて、 一滴 二 滴 は 

膝に も ほろ りと 散りぬ。 

此のお 窒 は五疊 しか 敷け ない、 天井の 低い、 窓の 北に 向いた、 而 して 見付か 黑 * の、 樹 共と いふ 

ては枯 萎れた 南天の 一 株 許、 誰 だって 氣が欝 いで 了 ひます、 ぉ氣の 詰る の は當然 でございます、 彼 

方のお 座敷へ 被 入い な、 さあさあ 往 きませ う、 而 して 悠悠 譯も お聞き 申し ませう、 何ね、 譯 といつ 

ては^に 無い のでせ うけれ ど、 お聞かせ ゆす ことがあります からさ。 例の 錦繪 でも 見せて 戴か うぢ 

やありません か、 お 嫌な の、 と 力な 籠 むれば、 ぉ禮は 力なげ に 首うな 垂れ、 酷く いへば、 何う か 放 

^  き まま 

擲 つて 置て さい、 氣隨 ものです から、 此處の 方が 居よう ござります、 も 素 翁な し。 

頃日 赤 木が 家に は 一 茵 の 波瀾 起り ぬ。 

默齋は 樫 本と いへ る 一 人の 書生 を 有て るが、 頃日 また 横井鎭 雄と いへ る 書生な 藥 局に 人れ ぬ、 今 

年 十六 歳になります るが、 父 も 母 も あらず、 意地 惡き 叔父 一 入 有ち て、 天涯に 身 を 倚すべき 木蔭 も 
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- つま， d つきて す き  よんと ろ 

あらず、 醫書は 幼少なる 折より 天 賦 の 嗜好 なれば 少し は讀 みたり、 據ろ なき 事情 ありて 產れし 村 

を 15^ れつ。 雷名 を 聞きて 來 りしとの 無邪氣 なる 挨 接に 少しく 鈍魯 なる 性質な ろに 仏 たれ ど、 雷名と 

い. こ，、 ；^; ： き 欧畜 は、 いを褫 はれて、 去らば と 留め置き ける。 

1 日藥 局の 隅に 新聞紙 を 繰廣げ • て 意な き 眼 を 彼方此方と 迎ら せつつ 讀 みあり しが、 折 ふし 樫 本 は 

へや  さ。  そば ど 

代診と て 不在な り、 時計の 音の み 室の 寂寞 を 破り、 耳 を 遮る もの も あらず、 不圖 眼を+ おつれば、 藥 

も-二せ か  ナ しきいたつ 

局 窒の戶 口に 片手 を 凭 掛けて 半身 を 現 はし、 氣色 至て 沈みた る 令嬢の 大现 石像 かと 想 はるる まで、 

gf^ を据 ゑて、 わが 橫顔を 凝視め りしに、 ハツと 思 ひて 心轉 動す る 機會、 新聞 は 手先に 無茶苦茶 

に 揉まれ 了， んぬ、 慌てて 姿 を隱す を禮が 後に は、 麝香の 句の み馥 郁と して 薰り ける。 

； r  一;； J づれ 

ある 雨の しょ ぼ 降りて 窒 のうち 薄 闇く、 鶴の 聲向 ふの 米屋より 眠氣に 漏れ 来りて、 無 柳に 堪 へぬ 

日、 腕 押し、 sfm 力、 脚 相撲な ど、 二人の 書生 は 始めたり しが、 次第に 乘 地に なりて、 前後 を辨へ 

か ま ぴ す 

ず、 劇しき 昔 させて、 棚の 藥瓶 一時に 落雷の 如く 墜 ちしが、 喧し かりし 昔牧 まりて 寂と して 聲 なき 

こと 小 S 焉、 纏て 爭 論の グッ アツ は 低く 起り しと 思 ふ 間に、 篤り 合ふ聲 高く 響き、 遂に は 起て 組 付 嚼 

付かむ までの 勢な りし。 默齋歸 りて 後、 二人 は 恭しく 前に ゆきて、 藥瓶數 多 壌して、 花 毛氈した た 

かに 汚せし 由、 樫 本 は 喋 喋し く、 罪 を 大方 は橫 井に 被す る を、 左までに は 口の 利け ぬ鎭 維の、 血汐 

のみ 面に 衝 上りて 胸 は 言 甲斐な く 塞り、 默 して 首を垂 るろ. 氣 弱さに、 妾が ちゃんと 見て 居ました、 
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二八 二 

栩に體 を 投付け 給 ひし は 確かに 横 井さん ではなかった らしと、 事 實を吿 づられ て は、 些細なる こと ッ 

ながら、 稚き 心に は 嬉し かりき。 

かまび す 

或 時 は 又、 出 診 依頼に 來 りし 人の 姓氏 を、 記憶 好からぬ 橫 井の 忘れて、 先生の 小言 喧 しからむ- 

とする 刹那、 ぉ禮は 能く 覺 えて、 其 は 妾が 取次ぎ ましたと 引取りく るる は 優しき 心の 內ぞ かし C 着 

ぼたん  すゐ ちゃ. ジ  あや 

物の 錠び 和 釦の墜 ちた ろな ど、 翠 帳の 奥深く 閉 籠り 給 ふ 令嬢が 眼に、 奇しくも 止り て、 人 しれず 盤" 

勲 なろ 待遇 數數 なりき。 寶石 入の 指環 一個、 これ を あげ ませう とい ひたる こと も ありし が、 此 計り 

は 如何に 强 ひられ たれば とて、 翁の 弱き 鎭 維に は 氣は 進まず、 斯様な 野暮なる 書生に、 貴孃 めきた 

る 此品を 有ち たらば、 他 は 泥棒と や 疑 はむ、 折折 は 代診に も往 くなる 樫 本に お遣りな されたら 悅び 

ませう といへば、 厭な こと、 是非お 厭なら、 此は 取て おきのに しませう と舊の 手；. ii の 底に 秘めたり 

し 0 

.-し つ こ ち  あたまたり くわ- リひ 

横 井が 心 は 初 東風に 吹かる る、 春の 若草の 如く、 いひ しらぬ 溫氣に 光 被せられて、 賤 しき 此 世と、 

果敢なき 我と を 三千 里 外に 放擲して、 獨り 花の香 句ふ樂 園の 裡に醉 へる が 如き 心地し ぬ。 

或 夜 樫 本 は何處 にて か 酒 を 被りた る、 撗井を 捉えて、 貴様 は 頃日 何う かして ゐ ろの だら う、 怪し 

からぬ 風姿が 僕の 炯眼に 看破され てると はお 氣が つかれない のか、 迂濶な 奴 だ、 ー體 貴様 は 百姓 

だとい ふで はない か、 土 堀の 身に て ありながら、 分 を 忘れて 刀 ま社會 なんど 氣が利 過ぎて ゐ はしな. 
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いか、 生意氣 だな あ、 柔弱た 奴め がと 罵られ、 雜 ける 書に 眼 は 注ぎながら も、 滿 身の 冷汗 水 を 浴せ- 

かけられたら むか 如く、 わくわく する 胸の 動棒鎭 むる に 力なく、 耳 熟く 灼 りて 何とも 詮術を 知ら ざ. 

りさ。  . 

脆く 折れ き 性質 なれ ど、 乘地 になれば、 驛 馬の 勒を 放れし 如く。 樫 本 は 意地に なりて 尙も 激し- 

く、  こら 橫井 返事 をし ないか、 辯 解 は出來 ないだら うね、 道现 だ、 けれど 宜 くないよ、 無闇に 優し- 

く 媚を呈 する ではない か、  ぉ禮 さんに 費 様 何. うかして るたら う、 骨の ない 男 だな、 白痴 奴と、 憎ら 

しく 一一：  一  11 かけ、 右手 を 差 伸して 橫井か 細 頸を摑 み、 左右に 搖り 動さん とする を、 忍び 兼ねて や、 ^^き 

ものの 强く なりて、 几 上に ありし 小刀 を 攫む や 否や、 敏捷く 後 邊に振 廻 はして、 思斷 りて 橫井か 腕- 

あ ひて  ど-つ -フ しろ  た ふ  なむ 

を 下より 刺せば、 亂暴 だな と、 顔眞 蒼に なりし 敵手の、 瞳と 後邊に 1# れて、 突かれた る處 を甜れ ば、. 

鮮血？^ 混と して、 傷口 定かに 見分け 難 かりき。 

其の 翌9、 横 井 は 一封の 遣 書 を 默齋に 留めて、 樫 本に 激 されし か、 柔弱な りし か、 はた 正直に し 

て、 此の 辱 に 堪へ得 ざり しか、 横 井 は 飄然 赤 木 か 家 を 退きぬ。 

嬌羞と いふ こと は、 一般人より 幾 倍 も 勝りて 有て るお 禮の、 表に 微現 くまで： 1： 情 を 表して 劬 はり 

遣り、 同情 を 表せられ たろ 心算な りしに、 こも また 自家 獨斷 の自惚 よりにて、 指環 を 請 取ら ざり し 

も、 內內 誰かに 我家の. i 統 聞き 知りて、 赤 木の 弟子と いはる ろか 辛く、 喧嘩 は 買 ひて 其に 托 けたろ. 
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にあら ざるまで も、 其 をよ きロ實 として われら. 5-、 横 井 は見棄 てし に は あらざる べき かとの、 邪推 

の、 小さき 胸に 起り 初めてより、 お 禮が幽 is の 病 は 日に 添 はり ゆく のみな り。 

頃 曰 裁縫の 師匠 窒 田に、 夏の 初めより 賴 みおき たる 緣談 成熟の 期來 りしに や、 好き 人 ありと 言 越 

しぬ、 二三 度窒 田も來 りて 默齋 も往 きもしつつ、 交涉 頻繁な りしが お 禮へは 何とも 沙汰せ ず、 お 横 

は 相 變らず 如才なく お 禮を賺 し、 默齋 はお 禮の 病氣に 馴れて は 左 迄 心 を 痛めず、 薬局の 樓本は 依然 

として、 無 愛 相なる 素 振に て 終日 匙 を 動か， し 居り、 橫井か 玄關に 貼りたり し 来診 往診 時間 規定の み 

は、 今尙 墨痕 潤いる 色 を 留め たれ ど、 其 人 は 如何に かしたり けむ、 其 後 は 赤 木 か 冷 飯 喰 ひて、 樫 本 

と 喧嘩す る やうなる 好奇 漢も 飛込 まざりき。 

合ん ど 癖 二な りしお 檳が 琴で も拜聽 しょ うぢゃありません か は、 五月 蠅き ほど 繰 返へ され、 折. 

折 は 素性 を 詰問す るら しき 口調 も、 狎れて は 交り はじめて、 此には 如何にしても 厭な ろ顏 みする が 

-6 苦しく、 宜き 程に 挨拶 すれば、 果は お母さん は 何様な お 面の、 何様な ぉ氣 質のお 方な りし、 定め 

し縹 致よ きがう へに、 優しき 內氣 なろ、 丁度 貴 嬢の やうなる お 人に や 在したら む、 お 病氣は 何なり 

し、 お 年 はお 幾 歳な りし、 今度のお 墓參 りに は 是非 妾 も 連れて 戴きた うご ざり まする、 も • 斗に 瘤の 

出來ろ ほど M されし。 

父 は 或 日の 夕景、 蟬の聲 辛辛 收 まりて、 檐に 吊せし、 風鈴 戰ぐ 風に 鳴 11 ぎ、 十四日の 紅き 月、 W 


團 として 大きく、 木槲の 右手より 顏差 出し、 緣の 先な ろ吳 竹の 影 婆^と して 影 を^ 豫 簾に 投 ぐろ 頃 

なりき、 お 横が 氣を 利した る 手料理に、 好きな 酒 膳の 隅に、 禮も 一 口 呑まぬ か、 氣の結 ほる る 折 ふ 

し は、 酒 こそ 百薬の長 なれ、 さあ 猪口 を 持て、 横 的を賴 む、 厭 だとい ふの か、 厭なら 好い わ、 俺が 

飮 まう、 飮 めは宜 いのに と、 獨り ほくほく 笑壺に 入り、 幾 杯 を か 重ねて 雙の耳 熟すろ とき、 虹の 如 

き 息 を 吐きて、 時に 芽出度い ことがあ るの だが、 聞いて くれと、 又 一杯 は飮 乾しぬ。 

お前 も、 もう 4 '六に なった な 何 だと 知れた こと、 だから 好い 養子 をと 思うて 內內は 探して ゐた 

が、 堪忍して くれ、 何う も 好 いのはな いもので、 人並に 交際が 出來る 方なら、 と 滑りて お 横の 顏を 

眺め、 母で も存 世の 折なら ば苦勞 はしない が、 是 ばかり は 金の 力に も 及び 兼ねる ので、 つい 今にな 

つた。 薄薄 は 聞いた でも あらう が、 お 師匠さん のお 斡旋で、 辛辛の こと 何う か 人並の 婿が 來て くれ 

ろ やうな 都合に なった が、 其 は 銀行の 役員で 年 は 二十 五、 声| 眞も 取って ある、 性質 も窒 田さん の 保 

證 だから、 間違 はなから う、 撗、 寫眞を 出して 見せて くれ、 勿論 異論 はないだ らう、 否 だと、 何う 

いふ 譯 だな、 否 だ、 羞 しいの だら う、 寫 虞なん. ぞ 見なく とも 宜しい、 何う して、 嫌 だから 嫌 だと、 

左様に 剛情、 に は 何時 何様して なった の だな あ、 お前の 勝手ば かり ぢ やない、 親 を 大切と 思って くれ 

ろなら、 誰し も 亭主 を 有つ の は 世間の 法則で はない か、 其で も 嫌 だとい ふの か、 左様な こと は！！ き 

たくない、 是は 御機嫌 を 損ねた か、 と 默齋は 沮喪 返りぬ。 

_» かう じ  二  < 五 


二八 六 

明日 は 結納と 決めて あるのに、 當 人の 姬 様が 嫌 だで は 窒田樣 に辯疏 がないで はない か、 彼橡 にせ 

詰を燒 して 置て 冗談で はない よ、 眞 面目な 談だ、 少し は 大人の) m にもな つて 聞かなくて は、 困ろ で 

きらきら  け しき 

はない か、 と 酉の 醉 さへ 何時しか 醒めし か、 圓ら なろ 腿 を 爛爛と K; かして、 默齋は 娘 力 1* 色 を覼ひ 

ける が、 物 を もい はず 差 俯きた るの み。 

お 檻 は 其の後 を 引取って、 言 廻し 旨く、 寫眞を 前に 突 付けて、 好 ささうな ぉ方ぢ やありません か、 

頭から 嫌 だで は 道理が 判り ませぬ、 と 優しく 言 看 むれ ど、 姬君 は六づ かり 給、. つて、 唯 嫌 だ 嫌 だとの 

み 仰せられ ける。 

三 

影ぎ は 唯の 傭人の 如く、 着物の 洗濯から 室內の 掃除、 厨房の 取 捌き、 又はお 鱧が 身迥 りの 心 づけ、 

ikfji やかに 立 働き、 高 笑 ひの 聲苟 くも 吻 頭より 洩れし ことなく、 髮も 身粧も 左までに は 奥様め いて 

取 縛 は ざり しが、 默齋が 心 を 得て しょり、 次第に 傭 女の 氣は棄 てて、 使 はれものの 側から は 退き、 

種種 內 幕に 打 込みて、 家事 向きの 經濟、 近く は又緣 談の參 謀、 元來性 鈍なら ぬ 方 なれば、 言 ふこと 

なすこと 默齋の 心 を 動かし、 亡くなりし 妻の 鏡臺も 出して 使 はぬ か、 笄も 衣裳 も 彼 様して おけば、 

あ 禮が年 ゆきての 後、 物の 用に も 立つ も あるべ けれど、 流行 癡れ ゆく こと 迅速なる 世の中 なれば、 


蛆の喰 はぬ うち 取 出して 着るべし、 第一 母親の 氣 になり て 娘が 事 を 頼む と ありければ、 差 出が まし 

き 性なら ずと も、 女性 は 其 を 嬉しくて、 我知らず 威權 とい ふ ものに 乘ろ やうな り ゆけば、 自然に 遣 

過す 程の こ と も 取 捌き て、 赤.^ が 家の 主人の やうに なりぬ。 

默齋も 娘が こと を 思 ふに W なれば、 母の やうに すろ お 模の妻 君め く を 憂し と 思 はず、 且は 何事に 

か 感じけ む、 愁氣は 次^に 消失せ て、 志 老い ゆけば、 彼 は 彼 様す るで はない、 俺 は 斯う 考へ るの、 

我 も 無くなりて 額く， 1 とを樂 みける。 

資財 はお 前に 三分 一 を讓與 るべ し、 ぉ禮に 然るべき 養子 を 取らば、 俺は隱 居して 人の 脈 は 診ぬ 氣 

なれば、 背後の {4i 地に 小 溝 } ^とした 別隱 居所 を 造りて、 二人 は 其に 引 移るべく、 萬 事 は 若夫婦に 世 

詰を賴 み、 念佛 でも 巾して、 氣樂 に暮す ことにしよう、 俺が 死 だなら、 若夫婦の 後見が てら 墓參を 

賴 むと 少し 風邪の 氣味 にて 咽喉に 痰 を 塞ら せけ る 時、 腌 きこと をい ひける。 

此の 緣談私 か 必然 結む で 見せ ませう、 と」 柑瘤强 き 女と て眞實 の 娘 を 世話す ろ氣 になれば、 躍起と 

なりて 工夫 は 凝せ しが、 ぉ禮が 嫌 だ 嫌 だに は詮術 もなかり ける。 

一週間ば かり 前より、 身長の 高き 學生 らしき 男、 脚 氣の氣 味なり とて 毎朝 九 時 を 定刻と して 通 ひ 

けろ が、 何時しか 樫 本と 懇意に なり 始めて、 モルヒネの 分量 は 何程、 魔睡 劑は妙 だの、 此處 に美髯 

め嚴 しからむ 藥を 調合して 吳れ 給への、 肥 肉の 這し からむ 方劑 はなき かな ど、 鼓談を 試む ろ 中と は 
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なりけ ろが、 高き 笑聲 熾ん に 起り て、 談與酣 なる 或 日の 朝、 此處の 娘 は 何う したえ、 美人 だ 相 だね 

と 戯れられて は、 ロ輕 なる 樫 本 は 得意に なりて、 說き はじめ、 遂に 横 井が お 禮を戀 ひしと いふ こと 

まで 與を 添えて 咄 しける。 

耳聰 きお 掼 のこれ を 物 蔭より 聽 取りて、 ^の 首 を 獲たら む やうに 悅び しが、 事 實を储 めむ とて 彼 

. の 男の 歸るを 待ちて 突然 樫 本の 側に 寄り、 今のお 話 は事實 でございます かと 詰りぬ。 彼は實 際です 

よ、 必然 夫婦になる といった ていの は 勿論 形容で 偽 だか、 横 井 は 正直だった から、 此 様な 馬鹿 盯 t- 

な 手紙まで 書いて ぉ禮 さんに 與る 心算であった のでせ う、 白痴な 奴 もあった もの だ、 と 手紙 を 抽出 

より 取 出して 投 出しけ る。 

愛し 給 ふかの、 眞心を 棒ぐ だの、 初心ら しき こと を駢 ベけ ろが、 此の 手紙 を 何う してと 問へば、 

其 は 無論 僕が 机の 中から 奪取た ので、 彼奴の 出た の も、 多分 は 斯んな ことの 露見 を懼れ てなる べし、 

彼の 夜 は 徹夜 寢 なかった 容 子で、 僕が 寢 たと おも ふ 時分に、 其 處等邊 を 狂氣の 様になって 探して ゐ 

きょうせ -ヮ 

たが、 到頭 眼の 覺 めぬ うち、 逐電して 了 ひました、 と 大口 開いて 笑す るが 此の 男の 癖な り。 そし 

てお 禮 さんの 方で はと 問へば 其 は 疑問 だ、 僕 は 存知ません、 と眞 面目なり。 

お 稹は其 夜 默齋を 捉えて 此 始終 を 話し、 何う も油斷 がな り ませぬ、 ぉ禮 さんの 方で は 何う だか 知 

らな いが、 何に しろ 俊し い 性分で、 彼 樣な剛 a? では とも 妾 は 言 兼ねます ろ、 贵郞 のお 考へ はとい 


へば、 默齋 頭を搔 きて 恐 入りた る樣 なり。 

說 得の 方法 ありと、 お 横 は 遠 廻し に 横 井の こと を微 めかし、 もし 彼の やうな ろ 青年 を 養子に した 

らば、 異論 はない のでせ うねと 問へば、 案外な りき、 シ クシ ク泣 出して 頭 を 左右に 掉 りぬ。 

半 は 心 を 探り、 半は微 りて 見、 戯弄 ひて 見る 氣 にお 稹 はなり て、 ^とく 駄駄を 捏ねられて は 憎さ 

げ なる 素 振、 母親がない とてお is の餘り 愛に 溺れし め 給へば、 最 はや 人並の 辨刖も あるべき 歳な 

るに、 優しき 心性と 初 は 思 ひたりし が、 此 頃の 執拗 は 打て 變 りし 表と 裏、 少しく 懲さ ずん ば、 第一 

當 人の 身の ため 良 かる まじく、 娘と おも ひて 心 を 焦す 世話 も 仇に のみ せられて は 母た る ものの 威な 

きに 似たり と、 ぉ稹は 吃と なりて、 泣いて ゐては 判らぬ ではありません か、 横 井 か 斯んな 手紙 を 書 

いてた 相です が、 心當り はない のでせ うか、 可哀相に 樫 本さん に 嫩られ て、 此處を 出た の を 何とか 

推諒が ありさうな もの ぢ やありません か、 など 陰に 心 を 引いて 見たり しが、 彌彌 i は 崩れて 身 を ブル 

ブルと 打顫 はしぬ。 被の こと を 思 ふて でもな くば、 何故に 這 度の 緣談 はお 厭で 厶 ります、 餘り 意地 

が 過ぎます と、 草葉の 陰のお 母さんの 胸が、 其の 度 毎に 針 一 本づっ 刺さる ろ やうに 痛みます、 成佛 

する こと も 何う する こと もなら ず、 魂魄 宙 宇に 逍遙 ふて、 此の 妾まで を 酷い と 恨み 給 はむ が、 心 苦 

ちっと  わたし 

しう ござります、 少許 はお 厭で も 愚 母の こと もお 考へ なすった つて 宜 いぢ や ございま せんか、 と果 

は 女心の 狹く、 胸の 中し どろに 亂 れて嚇 しても みつ。 され どお 禮か 執拗 は 日に 添 はり ゆく のみな り。 
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或 時 は 又、 ありし 疇 昔、 われに 慈悲 淺 から ざり し 母 を 憶 出して は、 I？ 淚の慘 然として 頰に 冷たき 

を覺 えず、 私 かに 寫眞取 出で で懷 しげに 抱きて 見、 懷に 人れ て 肌に 押當 てても 見つ。 しみじみ 其 面 

を眺 入りて、 花の 如き 唇に 幾度と なく 接吻して は 座 恋 を 憚り、 樹立の 中の、 此 より は 嚴 しからね ど、 

樹ども草ども^；；^は春、 夏 は 夏、 秋 冬 それぞれの を かしき 眺望、 後の 庭に 小さき 池 ありて 排鯉鲋 の わ 

か 影に 畏れぬ までにな りし こと、 小さき 窓に かけたり しかな り やの 可愛 かりし こと、 取次に 昔の 面 

さ i ざ， ま  つら 

影の 忍ばれ、 哀愁の 情、 種種に 聯 なり 起り て 小さき 胸 を 掠めて 至り、 寫眞を 頰に押 あてて、 淚の湧 

出づ るに 任せ、 領 伏せば、 後邊に 何時しかお 掼の立 居りて、 此 もまた 亡き母 を 左まで 戀慕ふ 心から 

我を疏 むず るなら むとの 僻心 を 起さす る 原と はなり けむ、 ぉ禮を 憎し とお も はね ど、 可愛し ともお 

も はずな りぬ。 

—— の 着古し、 左まで 有難し とも 思 はね ど、 仰の ままに 縫 直して 着た ろ も 多し、 其 度 毎に ぉ禮は 

眼 を淚に 曇らせて、 われ を怨む やうなる 面容、 多分 は 大切の 大切の 母上の 片身、 他に 着ら るろ が 忌 は 

しく、 われ を^ 上なる ii 人と 輕蔑 むで ならむ、 婦人なら ば、 父上に 先ち て此は 似合 ひませ う、 縫 直 

して あげ ませう、 お召しな すって は 如何、 位 はいふて くれても 身の 品格 を墜す 種に もなる まじ、 I 

ち すぢ 

—の 血脈に て ありながら、 汚れ 一 點 なき 妾 を何處 まで も賤 まむ とならば、 妾に も 仕方 ありと ぉ模は 

思 ひ 僻む やうな りぬ。 


あ ひて  すす  いな 

多く は 進まぬ 酒な り、 唯の 猪口に 一 杯 か 1 一杯、 父上の 敵手が てら 衝め給 ふに 辭み 難く、 僅かに 微醉 

ま た  たのしみ 

機嫌と なりて、 眤險 环朶櫻 色になる までの 快樂、 用 は 其が ため 缺 くと いふに あらず、 居住の 崩る る 

にも あらず、 齒を剝 出して ゲロゲ 口 笑 ひ、 大聲 にて 喋 喋ろ 癖 ありと いふに も あらぬ を、 飮む 毎、 

私と 妾が 顏を 睨めて、 いかにも. 不 得心ら しく 燻った 顏容、 ぉ禮 さん 一 ッ 如何と 差せば、 眉 を 顰めて 

ちか  おしぬ 

顏を背 向けて 仕舞 ふ。 先月の 中頃な りしが、 お 墓 參の折 はと 盟ひ おきし を、 妾 を 出 抜き 給 ひし は、 

佛に對 して 作れて は濟 まぬ との 魂 情 ありし なる ベ し、 亡き母 上の こと を は 此後は 欠伸に も 出す こと 

いよいよ 

にあらず と 彌彌、 レ は 暗うな り ゆく のみな り。 

ぞんざい 

遂に は、 ぉ禮 さん、 ございます、 なさい ましの 綺麗な りし 詞 なりし か 次第に 粗暴に なりて、 折 ふ 

し はお 禮と 呼棄 にして 見たり、 禮 やと 母め かして 見たり、 斯うお 爲、 被樣 ぉ爲、 左様 ぢ あないよ、 

鈍な 娘 だね の 小言 も、 默齋の 姿見えぬ をり は、 辰 n を 滑りて 轉げ出 く、 可愛らしき 口元、 綺麗に 結 

ひし 髮、 何も彼も 瘤の 種子と なりて、 胸に 激 する 怒の 焰消 ゆろ 時な く、 また 最初のお 模 にて は あら 

ずな りぬ。 

わ け  てんで われ 

何と は 理由 は 判から ね ど、 彼程までに 劬 はり 給 はりし © 上の 今 は 全然 妾 を 無き ものにしての 取 捌 

き、 過 もな きに 叱り 罵り、 咎も なきに 罪 を 被せ、 斯様に 欝 ぐの は 四百 四 病の 難物 浮 氣な戀 からだ 

の、 横 井 は 何う しましたら うだの、 折折 はまた —— と は 直 s« に 言 はね ど、 其と なく 妾が 血脈の 世の 
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あれ 

常なら ぬ を 嘲り、 お父さんの 痣 は 彼 は 何、 初は氣 味か惡 くて 怖かった が、 今ではもう 何とも 思 はな 

いのよ、 彼 様な 痣 は生來 なのかえ、 腐り はしない だら うかね、 妾の 知人に； 大刑病 息 者が あつたが、 

顏の 色が 白くて、 唇が 簿ッ ベら で、 眉毛が 描いた やうに 奇 匿で、 肌理と いったら 大理石 見た やうな、 

それ は それ はお 禮 さんの やうな ^だった が、 血統 は爭 へない ものね、 婚禮 をして 二 年 許 過つ と、 

段段 腐爛 はじめて 仕様がなかった のよ、 厭です ことね、 などい ひて 白眼に 妾 を 凝視む ると き は、 袖 

を拂 ひて 逃げむ かと も 思 ふなり。 

迭に 獨斷の 道理の 狨を 築きて 其に 割據 すれば、 接戰 はじまら ずして、 しかも 風波 穩 かなる 日 は あ 

また  や 5 や 5 

るべ からず。 一時 は 冷えたり し 緣談熱 此頃復 燃えいで て、 九月の 下旬、 殘暑 辛辛 消う せて 人の 息づ 

く 時分、 窒 田の 促す ままに 總 ての 手順 を 了して 婚姻 は 結ばれたり。 

ぉ禮が 夫と 侍づ くべき 人 は 姓 は 白 井、 名 は謙吉 とて、 去る 醫學校 を 卒業して 免 狀をも 有て る 入な 

り。 

穩 居所 は 十 H 許の 後、 建築 を はじめて 一 ヶ月 か 程に 落成し、 に 長き 廊下 を 造りて 交通き 在なら 

て 5 きょ-， き 

しめ、 折折 は 默齋も 婿の 留守に は 聽胷器 を 取り、 或は 醫術論 をも戰 はして、 己が 經驗を 傲る こと も 

からだ  - つる 

ありし が、 此の 夏の 暑氣 に鉢軀 痛く 衰へ、 精根 弱くな りした めに や、 怖 かりし 腿の 光 曇み て、 頻の 

肉 恐し く 落ちたり。 


ぉ模は 新ら しき 赤 木の 家主に、 舊は慵 女のと 思 はれむ ことの 口惜し かりし にや、 力めて 應揚 なろ 

m がを粧 ひ、 ぉ禮 への 快から ぬ こと も 胸に みて、 眞實の 母ら しき 待遇、 上手な りしが、 周旋せ し 

窒 m も家內 風波の 因なら むこと を 虞れ て 口外せ ざり き。 

> 其 後一 年餘の 星霜 を て、 默 齋は朽 木の 如く 死し が、 赤 木が 家 は 如何な りし か、 或 人 は 謂へ らく、 

お 横と 謙吉 との ii に は 明白に は 言 兼ぬ る 程の 所行 ありて、 ぉ禮に 酷く、 資財 は 次第に 减 損して 門戶 

傾き はじめし より、 お 鱧 は狂氣 となりて 家出し たるま ま 行方 を 知らず とい ひ、 或はお 稹は 分配して 

もら ひたる、 資財 を げて 己が 生地に 歸 りしと もい ふ。 

f 一一?? の 星霜 を經 たる 秋の 中頃、 二十歳 許の 風采 秀麗なる 紳士、 赤 木が 家 を 訪れた る 時分 は、 門札 

すでに §„{ りて、 見越の 枯柳、 丈の み 徒に 仲び たるが、 雨に そぼて る 門柱 を 叩く あるの みなりき。 
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追 追選擧 間近くな つたので、 微力ながら も 新政 黨の黨 員 は、 地方 遊說に 出. 1^ ため、 黨の 事務所 は 

四 五の 事務員が 詰めて 居る ばかり V 終日 閲 として ゐた が、 晚 方から 此へ引 込まれた 俥が 二三 臺、 軒 

燈が點 いてから 一 時間 餘 にもなる のに 其 人 は 出て 來な いので、 k が 車夫 は、 門內の 右側の 車夫の 溜 

りに 火鉢 を 取 捲いて、 十一月 中旬の 夕風に 居睡 もなら ず、 玄關の 扉の 方を怨 しげに 眺めて 居る。 

處へ 扉の 昔 もせず、 二重 廻の 釦を かけ かけ 急 急と 出て 來 たの は 中肉 中脊の 色の 白い 若純士 で、 率 

夫 は 一 齊に起 あがった が、 此は 傅な しなので、 さっさと 歩行で 出かけよう とする 處を、 遽に可 恐い 

扉の 響、 同時に、 

「緩 山 君、 稷山 君。」 と 甲高な 聲で 呼んだ の は、 丈の 高い 洋服の 紳士で ある。 

立戾 つた 猨山 を、 じろ りと 見下して。 

「や あ、 どうもお 待せ 申して 甚だ 濟 まん 譯で。 然し 君、 何ぞ 急ぎの 用事で も あるの かね。」 と 突立つ 

てゐる 横の 方から 潜り 出た の は、 分外に 大きい 五所 紋の 奉書 紬の 羽織に、 細い 胸 紐、 吳撰 平の 袴 を 

だらしな うしろ さが 

亂 次く 後 下りに 穿いた 三十 恰好の、 種 栗 頭の 男で、 願に 疎 髯を蓄 へた、 色の 赭ぃ、 目の 可 恐く 光る、 

一癖 ありさうな 相貌で あるが、 地方の 新聞記者で なくば、 志士で でも ありさうな 人品で ある。 
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緩 山が 返 辭を爲 ぬう ち、 へ ト へ ト になった 茶の 1 一重 廻 を 腕に かけて、 出て 來た、 此 地方 貝 は、 緩 

山の 顏を 熟と 暖めて、 反って 又 恭しく 件の 紳士に 挨 接を爲 ながら、 持って来た 俾に乘 つて、 門外へ 

送り出された 後で、 

「何、 格別 用事と 云 ふ譯ぢ やない けれど、 孰れ 明日 逢 ふから、 其 時に 爲 やうと 思って、 今 丁度 歸り 

かけた 處 さ。」 

i 其奴 は氣毒 をした ね。 然し 僕 も 明朝 は 一番で、 栃木の 應援に 出かけて、 其から 自身の 運動：： こ 

れ はずつ と 後 廻に する かも 解らん が、 右 之 左 之 栃木の 方 は、 是非 吾輩が 行って 固めて おく 必要が あ 

ちょつ 

るから、 出かけず はならん。 共 前に、 些と 君に 御 依賴が あるんだ がね、 もう 一度 上って くれ 給へ。』 

と 衣 § ^から 時計 を 引出して、 

「いや、 成程 一時 の 餘も辯 じて 居た と 見える。 君 は 知つ とる か 知らん が、 他が 下野から 今度 靑森 

に發刊 する 吾黨の 新聞へ、 移動す るので、 何して 何して、 なかなか 辯ず るよ。 幹事に 會 ひたいと い 

ふから、 吾輩が W  く 幹事の 意で、 きって 見る と、 前 議會の 黨の爲 草から、 今度の 進步 黨交涉 一件 か 

ら、 どしどし 黨の 方針が 間違って ゐ るてんで、 攻擊 をし あがる。 いや、 驚くべき 熱心な もの さ。 彼 

奴等 は、 時勢と 推移る と 云 ふ、 政治家の 秘訣 を 知らん から、 其の 御し 難い ことと いふの は 無い よ。」 

「とにかく、 上り ませう。」 と 稷山は 再び、 のこのこと 上った。 


「どうも 濟 まなかつ たな。」 と 言 ひ 言 ひ 先に 立って、 事務員が 引いた ばかり の 薄 圏い 事務室へ 入つ 

た。 

「厭に、 ぼんやりした 電氣燈 だな。」 と、 彼 は 火の 氣の 無い 火鉢 を 引搔ま はして、 劇しく 卓上の 呼 鈴 

を 鳴らす と、 がらんどうの 大 建物に 其 饗は鳴 渡って、 現れた の は 留守番の、 白い 長い 髯の 爺さん 

で。 

「火 を 持って来い。，」 と 語尾の 揚 つた 調子で。 

これ は 新政 黨の 若手の 利け もの、 遊座修 三と 云 ふ 男で、 關東 出の 政治家で は、 近頃め つきり 羽 振 

が 利く やうに なった。 

「外の 事で も 無い がね。」 と 遊 座 は、 持って来た 火鉢の 火に、 葉 卷を推 着けながら、 暫く 考 へ てゐ 

る。 勝手の 方で、 西洋 料理 や 丼の 死骸 を 引いて 行く 音が する 後から、 弛 さうな 時計が、 ぼ— んぼ— 

んと七 時を擊 つた。 

遊 座 は ぼかり ぼかり と 紫 卷を吃 かして、 更に 出直し、 

「いや、 それほど 重大の 件で もない の だ、 實 は。」 と 愚弄す る やうな 調子で あるので、 緩 山 は 、びり 

りと 眉尻 を 釣 あげた。  . 

「一 つ 承 はら うぢゃありません か。」 と 緩 山は嚴 格に 構へ て、 鼻の 下の、 凛凛しい 髯の端 を 指頭で 稳 
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んで 居る。 

「此 頃、 此の 事務所の 經費 を支拂 つて くれた 千 葉の 豪農ね。」 と 遊 座 は、 ぼつぼつ 口 切を爲 はじめ 

た。 

「は あ、 那の 一 ノ戶茂 治と 云 ふんで せう。 一 

「あれ は 先年、 君が 千 葉へ 行った 時分、 非常に 歡 待した もんだ つてね、 事實然 うかね。」 

「何しろ 彼處に 逗留して 居た 次第な の だから、 それ は隨分 世話に もな りました よ。」 

「それに 娘が あるの を、 君 は 知つ とる だら うね。 

「娘 か 何 か 知らん が、 ちょくちょく 給仕 を爲 居った 女が あった。」 

「それ それ。 何 だね、 此 Si と は：：。」 と 遊 座 は 言 差して 緩 山の 顏を、 莨の 煙 越に 見やる と、 果然 氣色 

ただ 

が變 つて、 凡なら ぬ 目色 を 爲てゐ る。 

「選擧 最中と 云 ふ、 至って 閑散で ない 時節、 這 麼事を 首 出す の は、 變 なやう だが、 _i に は 魂 膽もぁ 

らうと いふの だし、 且は 又、 君 自身に 取っても、 頗る 利益になる 話で あるから、 ー應御 相談 を爲る 

譯 なんです がね、 君 一 つ 其の  一 ノ戶の 娘 を 貰って 遣って くれん かね。」 と 明晰 言 放って、 反身に なつ 

こ if  し £ らく 

て猨 山の、 氣 色を现 つて ゐる。 案外な 言で あるので、 稷山は 目を瞪 つて、 少時 は 一一 一一 a 句 も 出なかった。 

「そり や、 ー體 甚麼譯 なんですな。」 


r 比で 吾輩が 此 話の 當 局に 立つ の は、 心中 甚だ 苦痛 を感 する ので あるが、 然し 黨の爲 なら 餘儀 もな 

い 次第で、 敢て君 を 其 犠牲に する 譯 ではない のみ か、 當節 柄の 事で あるから、 同士の 中に も 候補者 

は、 il: も ある にも拘らず、 特に 君と 選定した の は、 先方からの 希望なん で、 德 望の ある 學識の あ 

る、 5^ 援山 君なら ばと 云 ふ 話なん じ や。 突然の やうで ある けれど、 君が 千 葉行當 時から、 胚胎した 

話で、 其 本人の 情狀を 聞いて 見る と、 又可.！！^^相と云ふのは、 _戀 と 謂 ふと 變 だが、 矢 張 其の 何 か、 君 

の風.^^を景慕して居る譯なんぢゃらぅ。.ー 

「どうも 怪しからん 次第：：。.」 と援山 は、 さっと 頰 から 耳朶の 邊へ かけて、 美しい 血色 を 潮した。 

「いや、 然ぅ 惯 り 給 ふな。 吾輩 は 實際其 本人 は 知らん がね、 一 ノ戶の 言 ふところ では、 敎育も 可也で 

あるし、 性質 は 極 俐巧で、 政治家の 妻 君に は、 持って来いと 云 ふ 格なん だ。 何しろ 五 萬圓の 田地 持 

で、 若し 然云ふ 事になる ならば、 一 萬 や 其處等 は持參 金と して、 君に 進呈しても 可い と 云 ふので、 

が 方で は、 非常に 乘氣 になって ゐる處 なんだ、 此奴 を 今、 ぼんと 辭 ると、 利害 は 當然黨 に 響いて 來 

る：：。」 

と 言 ふの を、 援山は 例に ない 高い 調子で、 

「然云 ふ 事は斷 じて 有りますまい。」 

なぜ  む づむづ 

「何 爲 な？」 と 厚ぃ眷 を蠢蠢 さして ゐる。 
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il 

rgf  一  ノ戶 だって、 私が 其 結婚 を辭 するとい つて、 遠に 黨に對 する 行動に 變化 を來す やうな、 卑 

劣な 男で も 有りますまい。 且 結婚と 云 ふ もの は：：。」 と 緩 山 は 感情が 激した ので、 急に 口 を噤ん 

はなさ き  > 

で、 手 巾で 鼻 頭 を 推 拭った ぐ 

「結婚と 云 ふ もの は？」 と 遊 座 は鸚蹈 返しの、 底に 冷笑の 氣味を 帶んで 居ろ。 

「結婚と 云 ふ もの は、 名 名の 自由であって、 設んば ー黨の 利害に 關 しゃう が、 私 は敢て 一身の 幸福 

を犧牲 にして まで、 黨に 施す 義務 は 有るまい と 思 ふ。」 

「はてね。」 

「無論 正義の ために は、 生命 財產は 抛つ 意で あるが、 今のお 話に して 見る と、 こり や 汚行と 謂って 

も 宜しい。 詰り 一身の 恥、 ー黨の 辱、 仕事が 甚だ 面白くな いと 思 ふから、 ぉ斷を 爲る譯 なんです。」 

まぢ まじ 

と 終 は 極めて 穩 健な 調子で。 遊 座 は 墨 墨 其顏を » めて ゐ たが、 

fc  あ  むやみ ふか 

「然 うか 知らん。」 と言棄 てて、 起って 窓の 砲 子戶を 啓け ると、 妄に 吃した 紫卷の 煙の、 濃く 滿窒に 

§ ら ？ら 

立籠って 居た のが、 吹 込む 塞 風に 動され て、 搖曳と 室外へ 這 ひ 出る のであった。 遊 座 は 窓の 外へ 顔 

を 出して、 I： く 模様 を 眺めて、 

「此 様子で は、 明日 は、 雨降り かな。 凡そ 雨中の 旅行ぐ らゐ 不愉快な もの は 有るまい。 毎 も、 此の 

ぶつつ 

遊說て 奴に 打 突かって 來 るて えと、 君達の やうな、 筆の 立つ 人が 羨ましく なって 來 るね。」 


と 言 ひ 言 ひ、 馴馴 しく 乂側 へ 行 つ て來 た。 

「いや、 辯 古の 方が 愉快と 思 はれる がな あ。」 と稷山 は、 議論に 勝った ので、 k 昂然たる 調子で。 遊 

座 は何氣 なく、 底の ない 笑 方を爲 たと 思った が、 急に 又 額の 道具が 引 締まる.^ 

ラブ  まったく 

「妙な 事 を 聞く やう だが、 君が 伯の 令嬢に 戀 をして 居る と 言 ふの は、 眞實 力ね L 

そら 

稷山は 目 を 窓際へ 翥 して、 暫く 默 つて 居る と、 

「吾輩 は I 七 K ふ 一 措 犬で、 薩張然 云 ふ意氣 筋のお 話 は 知らん から 格別 注意 も爲 なかった が、 それが 

事實 ならば、 其の 所謂る 結婚の 自由と 云 ふの も、 詰まり 事赏 問題なん だね。 否氣が 着かな か つた 

くらべち の 

よ。 無論、 一 ノ戶 某の 娘と 伯の 令 孃麻佐 子さん と は 比較に ならん。 それ を 吾輩が 這 麼事を 言った と 

ころで、 追 着かん 話で、 こり や 吾輩のお 察が 惡 かった。」 

「いや、 然云 ふ譯ぢ やない が。」 

ラブ  . 

「ちゃ、 麻 佐 子さん に戀 をして ゐ ると いふの は、 程造說 なんかね。」 

「全く 私の 干り 知らん 事て。」 と 猨山は 力の 無い 聾で、 眩く やうに 一 百った が、 何 爲か遽 に欝ぎ 込んで 

ゐる。 

「それが 眞實 ならば だね、 麻 佐 子さん が 他へ 嫁しても、 君 は 無論 關 しない 譯 たね。」 

「それ は 無論、 私が 知った 事ぢゃ 有りません。 然し：：。」 
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「然しと 云 ふの は變ぢ やない か。」 

「 一 體 何のた めに 然云 ふ：：。」 

「質問 をす ると 言 ふの かね。 それ はね、 外に 麻 佐 子さん に、 戀着を 爲てゐ る 人が あると 思 ひ 給へ。」 

ここ  5 ちまけ 

緩 山 は 一 種 不快の 感に打 たれて、 思 はず 顏を 蒼く した。 此で 胸中の 秘密 を 打明けて 了 はう 力、 其 

暢 を宜 雷して、 何處 まで も 正大の 體度を 取らう かと も 思った が、 不知 不識、 機先 を 制せられて 居る 

ので、 今更 前言 を 取消す の も意氣 地がない と、 我慢して、 何も 言 はずに 了った。 愈 秘密に 附 すると 

なると、 又 心細い やうの 感も爲 る、 どころ か、 寧 俯 効ない やうの 悲哀 を 感じた が、 事柄が 詰らん 事 

であるから、 「奈樣 でも 可い，  」 と 決めて 了った ので ある。 緩 山の はきはき しない 性質 は、 詰り、 

此の 「奈何で も 可い，  」 主義から、 割出されて ゐ るので あらう。 

「それ は 誰です。」 と 緩 山 は 再び 元氣を 作って、 聞く と はなし、 迂 かり 聞いた。. 

「それ かね、 其 は 君、 大概 察して くれ 給へ、 ：： 卽ち 我輩 だよ。」 

と 言 放って 「はッ はッ」 哄笑す る聲 が、 滿窒に 響き渡って、 狻 山の 胸に は、 言 ふに 言 はれぬ 痛苦 

の 反響 を與 へた， 

「君、 i& 妙な 顔 を&給 ふなよ。 吾輩と 雖も、 亜米利加に ゐた 時分 は、 西洋の 詩集 も讀ん だもの 

だ。 聊か 憂國の 情に 驅られ て、 恁 して 俗塵 を 浴びて、 やれ 選擧 だの、 やれ 演說 だの、 俗務に 奔走 は 


爲てゐ る やうな ものの、 返いて 神 氣平靜 な 時になる と、 寧ろ 森林へ 入って、 羊で も遂 つて ゐた方 

が、 過に 面白い と 思 ふ。 人間の 眞價 は、 詰まり 此に 在る ので、 俗務に 駚掌 する 以外、 別に 洒 洒落 落 

たろ 境地がない と 困る。」 空空しく 言って、 急に 一一 m 淀んで、 暫く 默 つて ゐる。 緩 山 は 聞かぬ 爲 をして、 

體 屈さう li 脊伸 をした。  . 

ラブ 

「それ だから、 吾輩と 雖も 政治の 掛引 一方の 人 問で はない ので、 人並に 戀も爲 や うぢ やない か。 下 

らんこと は 休して、 所詮 吾輩 は、 麻 佐 子さん を 妻 君に 爲 たいと 思った の は、 一日の 事で は 無い の 

で、 處へ、 君の 噌が 有った から、 遠盧 をして ゐた譯 なんだ。 其が 無根の 風說 であると なると、 吾輩 

も 無上の 幸福で、 是非 運動 を爲て 見たい と 思 ふんだ がね。」 

「無論 成 効す るで せう。 

「君が 請 合って くれる。 何 だね 一 つ、 君が 然ぅー W つて くれるなら、 伯の 方へ、 此話を 持 込んでくれ 

る 譯には 行かん かね。」 

「いや、 然云ふ 事 は 如何 も：：。」 

「&云 ふ 話 は、 君の やうな 溫 厚の 人に 限る ので、 君が 一臂の 力 を 添えて くれる と、 吾輩 も大に 光彩 

を 生ずる 譯で ：• 然し 何 ぞ差閊 が 有ろ のなら、 其 は 又 格^だ けれど。」 

「^に 差 岡 は、 有り は爲 ない が。. i 
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か-つい 

「それなら、 可 いぢ やない か。 お 互に 名利の 奴隸 となって ゐる やうな ものの、 恁云ふ 事 は、 掛引拔 

で、 温い 情誼 づ くで 行か うぢ やない か、 今の  一 ノ戶の 話 も、 君の やうに 單 純な 考で、 輕輕に 判斷を 

爲 て ほ 面る が、 君 も 失禮 ながら、 餘り 財政 豐か でもない やう だ。 財政 逼迫で は、 处も 政事 は 難し 

その くら- ん  そ  よ 

い。 ：： 其 位なら、 一層 政事 は 休した 方が 可い くら ゐな もんで、 目的の 爲には 手段 を 講じなければ 

ならん。 君の やうに 手段 を 度外視して、 目的 を 達しよう とすろ の は、 吾輩 君の 爲に 取らん の だ。 吾 

輩が 何も 大人ぶ つて、 這麼 事を說 く譯ぢ やない が、 今のところ、 一 ノ戶の 機嫌 を貿 つて 置かない と、 

ちょい 

些と. 黨の 財政に 破綻が 來 ると 言った やうな 始末で、 切に 君に 依賴し a っ勸 める の は、 全く 吾輩 一片 

き よす 

の 老婆心 なんだ。 猶考 へて 23- て くれ 給へ。 え、 君、 水淸 ければ 大魚栖 まずで、 此 位の 事 を 汚行と す 

る やうで は、 も 政治 界に成 効す る兑込 はなから うぢ やない か。」 

說 かれて 見る と、 一面の 眞理は 有る ので、 其 を も 反抗す る 勇氣は 無かった。 

「是非、 然云ふ 事に 取決めよ うぢ やない か。 何、 早速と 云ふ譯 でもない のなん だから、 勘考して く 

ど- フ  ヒ ち ち V 

れ 給へ。 いや、 何も 非常に 隙 を 取らせて、 ^*だ濟まなかった。」と遊座は、 起 上って 時計 を la て、 

「久 振で、 何 處ぞで 一 杯 やら うぢ やない か。」 

稷山は 何となく 面白くな いので、 一 否、 又 其 內。」 と 山 高 を 取って 冠る と、 遊 座も績 いて、 

「ぢゃ 御 健 厳で。」 と 速 立 つ て 出た。 


:」- 布 巿兵衞 町に、 もと 貧乏 華族 某の 住 荒した 一 構の 屋敷が あつたの を、 殖財の 道に は 疎い、 新政 

黨の總 理集堂 伯の 爲に購 つて、. 其が 邸宅と したの は、 三年 以前、 新政 黨 創立の 當 時であった。 

丁度、 中國 地方 漫遊から 歸 つたば かりで、 演說會 や 歡迎會 や、 懇親 會ゃ 夜の 旅行な どで、 悉皆 咽 

喉 を 傷めた 總现伯 は、 東京に 入って から 又 腸を惡 くした ので、 昨日から、 引 籠 療養中、 極極 聚急を 

要する 事件、 親しい 幕下の 政 友 を 除く ほか は、 總て來 客 謝絶と 觸れて あるので、 今朝 は 門前 轍の 迹 

つ  まれ 

を 着く る こと 希に、 西洋 造の 八壘 の應接 M に は、 伯が 例の 調子の 高い 談聲も 聞えず、 人 數の少 い 割 

に、 間數の 多い、 だ だつ 廣ぃ 邸內 は、 閣 として、 荒れた きままに 荒れた、 百 坪餘の 庭の 木立に、 I？ 

立 ましい 百舌鳥の 啼聲 も、 反って 一 種の 寂 味 を 添えて 居る。 

伯の 居 問 は、 南 向の 日本 造で、 床に 飾って あろの は、 維新の 際 京都で fl られ た、 斷 金の 政 友 某の 

片身と して 遺って 居る、 無銘 白 鞘の 一 刀、 同鄕 出身の 少將 某が、 金 州で 分 怖って 來た觀 音の 置物、 

す き 

銑 獵が所 好で あるから、 鐵 砲ゃケ I スが、 こて こてと 駢 ベて ある 外、 目星い ものと て は、 唐 木 机に 

熊の 敷 革く らゐの ものである。 

初冬の 薄り した 九 時 頃の 日 は、 今 ぼんやりと 伯の 居間 を 照して、 八 反の 夜着から 痩 こけた 手 を 伸 

情け も の  三 0 七 


一二 〇八 

まくらもと  ニーつ ぶ 

ベて、 新聞 を 見て ゐる伯 は 目眩げ に 横へ 寐て 居る。 枕頭に 置いて あろの は、 藥瓶、 牛乳の 盃、 昨夜 

政務 調査員から 受取った ばかりの、 今期の 議會に 於け る 諸問題の 調書 類、 それから 電報と 手紙が、 

散散に 散 かって ゐる。 

爽 かな、 乾ぎ きった 空に、 小鳥の 囀が 快く 聞え るので、 伯 は 向 直って 聽耳を 立つ る 拍子に、 酷 だ 

しく 痰が 閊 へて ゐ た所爲 で、 劇しく 咳 人った 途端、 襖が すうつ と 啓いて、 .f^ の 部屋から 立 現れた の 

は、 令 孃麻佐 子で ある。 

に  ，すらり  -ゥ ち あが  はっきり 

麻 佐 子 は 今： itr か 二十 一歳、 父 伯に 小；！ て、 ^の 娉婷と 高い、 品の 打 上った 女で、 目鼻立の 明 揮した、 

殊に は 眉毛の 濃い のと、 鼻筋の 奇麗に 通った ので、 或は 嚴 いとの 幾 を 免 かれぬ かも 解らぬ くら ゐ、 

す f- 

色の くっきり 白い、 生 際の 揃った、 血色の 好い、 如何にも 健全な 容貌で あるが、 淸 しい 目のう ちに 

1. 種の 憂を帶 びて、 起居が 落着いて ゐ るから、 沈んだ ところ も 見える。 十三 四の 折、 母親に 死^れ 

てから は、 始終 伯の 處に身 を 寄せて ：15 る、 叔母の 貞 子が 世話 をして 來 たので あるが、 今 曰 此頃は 伯 

の 內政は 一 切 自分に 引 請けて、 櫸 がけで 臺所 働き さへ 厭 はぬ くらる、 多病 國 事に 盡瘁 して ゐろ老 伯 

の、 缺く ベから ざる 扶持 者と なって 居る ので ある。 

內 政が 苦しい から、 綿 服 を 着 馴れて 居る ので あるが、 時と すると 來 客に 接する 必要が あるので、 

か はり V- やう 

米禪の 小袖に 變八 丈の 書生 羽織と 云 ふ身裝 である。 


佐 子 は 枕元へ 寄って、 疫吐を 差 出して、 

「奈何 遊ばした ので i. 」 ざい ま す 。」 

. 「鳥の 聲が 聞え ると、 どうも：：。」 と 伯 は 起 かかって、 言 ひ 言 ひ 叉 接 入って ゐる。 

「お動き 遊ばして は、 可け ません わ。」 とむ つちり と 肉 着の 好い、 白い 手 を 伸べ て、 伯の 頸 捲の 解け 

たの を 直す と。 

「貞は 奈何した。」 と们は 漸く 鎖った。 

おっしゃ  せんせい  ついで 

「あのう、 昨夜から 何です か御氣 分が 惡 いと 有 仰い ますから、 今日 醫師 がお 出に なったら、 k: に 診 

察 をして 戴かう と、 存じまして。」 

「さう 病人が 多くち や、 お前が 耐 らんのう。」 

5 かが 

「いいえ、 一向。， 一と 少時 様子 を 候って ゐ たが、 

「御 氣分は 如何 で ござ います。」 

「氣分 はもう、 さっぱりしたよ。 何 有、 これで 叉 誰か 話 相手が 來 ろと、 悉 癒って 了 ふ OJ 

「それが ぉ惡 いので ございます けれど、 丁度 緩 山 様が 被 人 やい ましたから、 此へ お通し 申して 可う 

ご さレ， ます 力。」 

「ああ、 通す が 可い。.. 一 

慎け もの  I 一一 〇 九 


三 一 0  - 

麻 佐 子の 案内に 連れて、 入って 來た猨 山 は、 人口に 立って 坐るべき 場所 を考 へて ゐ たが、 

「失禮 で ござ いますが、 何卒 此方 へ 。| 一と 枕 の 方へ 勸 めた 得の 上に 坐りながら、 元氣 よく 起 直らう と 

する 伯 を.^ めて、 

ふせ 

「どうぞ、 其 ままに。」 と 云 ふと、 伯 は 暫く 考 へて、 又 臥った。 

す だ-つけ  ただ 

稷 山が 集 堂 家に 對 する 關係 は、 啻に 伯の 幕下と しての みならず、 今獨 逸に 留まって ゐる麻 佐 子の 

兄と は、 久しい 問の 學 友で、 往来 も 頗る 頻繁であった から、 自然 麻 佐 子と も 交際 を爲 たので ある。 

すこしば かり 

緩 山 は 5- 國の 人で、 丁度 學齡 時分に 父 を 亡くした のち、 少 許 の 財産み 伯父が 監理して、 地方の 

學 校で 敎育 をして 居た が、 政治 好の 伯父の 側に ゐ たから、 其當時 劇しかった 民 權說の 口吻 を覺ぇ 

て、 1； 事犯 の^に、 幼稚な 頭 を擾亂 して iH5 た。 伯父の 指圖 で、 醫學 修業の ため 上京した のが 十七 八 

すっかり  いとぐち 

の をり、 一二 ハゃは 勤勉な 醫 畢生で あつたと： i: 時に、 悉皆 政治 氣は 失せて 了った が、 醫學の 緒が 解つ 

て來 ると、 もう 厭氣が 差して、 轉 じて 法律 學 校へ 人った。 頗る 熱心な 法學 生で あつたが、 政治 運動 

に憊 つた 伯父が、 舉 资を屮 絶した ので、 已を 得ず、 一 且鄕 里へ 歸 つて ゐ ろうち、 伯父の 家 は 段段 零 

落す る、 自分の 健康 は 損ねる、 苦痛が 直って 来たので、 可 恐し ぃ神經 家に なって、 所在な さに 織い 

て、 讀む ともなく 讀 んでゐ たのが、 西洋の 詩集で。 

で 家人と 顏を 合すの は、 食事の 折ば かり、 其す ら迂 かり 忘れて 居る 事が ある。 夜 は 薄 闇い 洋燈 が、 


何時までも 其 部屋の 窓から 泄れて 居て、 時と すると、 夜の 明けた の も 知らぬ くら ゐ。 伯父が 氣 遣つ 

て、 問く と、  . 

「今まで、 やった 者の 中で、 一番 面白い もの。」 と 云 ふの が返辭 であった。 書見に 倦む と、 能く 居 周 

の 野原 を散步 したが、 景色の 好い. ところ を 選ぶ でもない、 遣し もの を搜す やうな 態で、 俛 いて、 ひ 

よろ ひよ ろと 無意味に 行いて ゐる、 かと 思 ふと、 小川の 緣に 危坐んで、 熟と 流水に 對 して ゐる事 も あ 

る。 然し 猨山 とても 友な しに は 居られぬ。 其 は 十三になる 愛らしい、 伯父の 娘のお 察で、 兄さん 兄 

つきまと  びった 

さんと 呼んで は、 着繮 うのであった が、 稷 山の n を 利く の は、 此娘 ばかりで。 然し 緩 山 は、 或晚直 

り 其 詩集 を 閉ぢて 了って、 小 几の 上で 何 か 書 出した。 明朝 娘が 人って 見る と、 部屋 は 書 損じの 紙片 

で 狼藉の 體、 七 八 枚 書いた 半紙の 上に、 筆 が 載って ゐて、 北 (人 は 頭 を犇と 双手に 抱いて、 詩集 を 枕 

きちが ひ 

に寐て 居た。 今でも 狂氣 だと 云 ふので 笑 はれる の は、 目が 覺 めてから、 罪のない 娘 を 捉えて、 所謂 

る 創作の バ.' スを 熱心に 朗讀 して 聞した 事で。 

さまよ  ま 二り まぶれ 

今、 緩 山が 街 上 を 彷徨って、 古本屋の 店頭で 撰り 取り 何錢 とい ふ 札の 附 いた、 坊 塗の 一 小冊子 

すす 

を 買って は燒棄 てるの は、 見 着け 次第、 昔の 辱 を 雪が うとす るので、 恐く 北 (折の バ I ス であらう。 

緩 山 は 非常の 熱心 を もって、 其 を 仕上げて 刊行した が、 其 熱 は 其の 刊行と 一緒に 冷めて、 其 後 I. 

度 も 詩 を 作った 例がない。 


11 ニニ 

載が 立つ とい ふので、 集 堂 伯が 引立てて、 今では 其が 機關 紙の 主筆で あるが、 議論 は餘り 通らぬ 

方と 言 はねば ならぬ、 新政 黨 創立 當時 は、 又 非常の 熱心 を以 つて 奔走 もし、 書き もした のであった 

が、 直に 滅入って 了った ので ある。 錢が 無い から、 政治 運 勦 は出來 ぬと いふの が、 其 ロ實の 嘆聲で 

あった。 

集 堂 伯 は 得たり と、 熾ん に 中 國政況 の 談論 を 始めた。 氣 象の 立った 人で あるから、 奥に 乘 つて 來 

ると、 臥て は ゐられ ぬので、 岸 破と 跳 起きて 麻 佐 子が 後から 着せる、 琉球紬 の 書生 羽織の 幾度 か 肩 

から、， U り 落ちる のに も氣 着かず、 禪の 外へ 乘 出して は、 辯 じたので、 到頭 疲れて、 酷し く 咳 入った 

まつ さ を  こ 

のち は、 顏を眞 蒼に して 夜具へ 潜り込んだ。 始終 側 を 離れなかった 麻 佐 子が、 茶を替 へに 起った 後 

で、 緩 山は漸 う、 

「曩も 些と中 さう と 存じ ましたが、 麻 佐 子さん でございますな。」 と 切 出した。 

「お、 麻 佐 子。」 

「いづれ 何方へ か、 御緣 組になる のでせ うが。」 と遲 つて ゐ ると、 氣 敏の们 は、 

ああ  わ ノ 

I さう 何時 迄も那 して 置く 譯 にも 行かんで、 內內 緣談も あるが、 乃公の 世話 をす る ものが 無くなる 

からと 首 ふので、 肯 入れ ゃ爲ん のぢ やが、 然し： ：。」 と 緩 山の 顏を 見入った。 

「奈何で ございませう、 遊 座 君から 懇篤な 所望が あるので すが、 若 御不滿 足で な， いやう で 御座いま 


すなら。」 

「遊 座？ 他 も 六 七 前 は、 非常に 困って ゐ たもので、 亜米利加で 何 か 勞勸を 行って、 二三 萬 iw へ 

て 来たさ うぢ やが、 道理で 此顷は 大分 活氣が あるて。 何 か、 其の、 遊 座が 麻 佐 を 欲しい と 云 ふの ぢ 

やね、 意外 ぢ やね。」 と 高く 笑 はう として、 咽喉 を 推へ た。 

「兩 三回、 私 を 見る と 必ず 其 事な ので、 非常に 熱望して ゐる 様で ございます。 遊 座 君 は單獨 の體で 

あります し、 飛 彈に磺 穴 を 有って 居る と 云 ふ 事です から、 麻 佐 子さん の爲に は、 幸福な 家 だら うと 

信じます。 然し 此は、 全く 私の 事で、 外に 其 間に 何等の 意味 を 含んで ゐ る譯ぢ やない ので 御座いま 

すから、 單に遊 座 君 を、 現今の 關 係から 離した、 ー倘 人と して 御 考を願 ひたいので、 遊 座 君 も 亦、 

麻 佇 子さん を總理 伯の 令嬉 としてで はなく、 集 堂 伯の 令孃 として 考 へる 譯 でございます。」 

^る  たち ま は 

「酷く、 何 か、 難しい 现窟ぢ やね。 遊 座 もなかな か黠ぃ 男で、 倒 巧に 立 廻る し、 近- 顷 はめつき り 緒 

が附 いたや うぢ や あるが、 猶且 どうも ひょこひょこして 居て 可かん のぢ や。」 

「然し、 どうも 那が 政事 家に 可い やうで ございます。 可成 位置が 出来 ますれば、 從 つて 人物に 重み 

が增 すと 云 ふやうな 譯で。 遊 座 は 御存知の 通り、 文章 は 書け ず、 字 は 行けず、 他に 輕 蔑され るの が 

業腹 だと 言 ふ S で、 k 詮其 邊の考 へから も：：。.」 と猨山 は、 平生の 自分に も 似ず、 能く も 這 麼媒： S 

人口が 利け る ものであると、 氣可耻 しくな つたから、 急に 口 を噤ん だ。 すると 伯 は 意外に も。 


_ 系統 は 奈何 ぢ やらう か c. 一 

「其邊 は、 能く 存じません が。」 

I  どっち  す  こと は 

「いづれ 何方へ 片附 ける も 同じ ぢ やから、 遊 座が 熱望 を爲 ろと 云 ふのに、 可 けんと 辭る 程の 本人で 

もない. ちゃ、 議會 でも 済んだら、 ゆる ゆろ 話 を爲る ことにし ようよ。」 

丁度 一佐 子 は 人って 来たが、 ばったり 話が 遏ん だので、 何となく 座が 白けて 居る。 麻 佐 子 は 二人 

の顏を 見比べて、 再び 靜に座 を 起った。 伯 は 辯り i.】 れて、 段段 調子が 衰 へて 来た、 潮 を 見 計って、 

ちと 

緩 山 は 暇を吿 げたが、 舊の應 接 間へ 戻る と、 椅子に- 腰かけて、 人 待 顔に、 花瓶の 菊 を 弄って ゐ るの 

は、 麻 佐 子であった。 

-  A みたぶ ほとり  5 つむ 

猨 山の 顔 を 見る と、 さっと 耳朶の 邊を裉 めて、 俛 いて 了った が、 今の 話 は 殘らず 知って ゐる、 と 

きまりわる 

云 ひさうな 氣 色であった。 極 惡げに 緩 山 は、 

ていぶる 

「ど う も、 大變 お 邪魔 を ： ： o」 卓子の 上の 山 高 を 取らう とする。 

1  ど. ぞ  てあぶり 

「まあ、 ぉ宜 いぢ や ございません か。 何卒お 話なさい まし。」 と 手 免の 火 を 直して、 進めた。 

「此 二三 日 前、 兄から 便が ございまして、 贲 下に 直しく 申して くれる やうに と、 書いて 寄越した の 

でございますより」 

「然 うです か、 相變ら ず、 お 達者で？」 


「はい、 有難う ございます。 早く 兄で も歸 つて くれます と、 可う ございます けれども  o」 と 急 

まぢ まじ 

に 萎れて、 熱心な 目で 猨 山の 顏を 見やげ たので、 緩 山 は 底 氣味惡 く、 墨 墨と して 居た。 

「あのう、 附 かんこと を 伺 ふやう でございますが、 若し：：。」 言 淀んで、 弗と 麻 佐 子 は來ろ 人の 氣 

勢に 氣を 配った。 丁度 顔 を 出した の は 女中で。 

「あら、 可 厭 なお美 代、 お前 立聽 をす る もの ぢ やない わ。」 と氣 色を替 へた。 

「否、 那様失 禮な事 を、 致し は爲 ません よ。 あのう、 御隱居 様が、 佝ぞ召 食る と 有 仰い ますが、 何 

に 致し ませう。」 と 鹿爪らしく 構 へ た。 

「さう ねえ、 ス I プに でも 爲 たら 可かない か。 ：： 私が 後で、 暫く 待って：：。」 

引退る 女中の 跫 音に、 耳 を 澄して ゐた麻 佐 子 は、 

「あのう、 兄から 贵 下へ、 お 願 ひ. £■ す ことで ございましたら、 何でもお 聽き 下さいます か。」 

「それ は、 您 して、 親密な 御 交際 をす る 間です から、 私で 可い 事なら：：。」 

「何でも？」 

「まあ 何でもで すが、 然し 何ぞ 兄さんから、 私に 御 依顿が 有った 譯で すか。」 

「否、 格別、 有った 譯ぢゃ ございません けれど、 此 一一と 伺って 見た ので ございます。 J と俛 いて、 ルビ 

ィの 指環 を 引 擦って 居た。 


三 I 六 

「ちゃ、 まあ、 有らう とい ふ譯 なんですな。」 と猨山 は何氣 なく 言 去る と、 麻 佐 子 は 含羞んだ やうな 

そつ 

目で、 私と 猨山を 見 あげたが、 

ど-つ 

「まあ、 然 Iw つた やうな 譯 なので ございます。 私から は、 何う も 申し難い 事な ので ございま すか 

ら。」 

つまり  S 

「貴女 も 兄さん も、 所詮 同じです もの、 貴女に 伺って 可い ことなら 伺 は うぢゃありません か。」 

「でも、 どうも 失禮 でございます もの o」 

いひた 

「ぢ や、 更 めて 兄さんから、 伺 ひませ うが：：。」 と 猨山も 何 か 言 度げ な 工合で あるので、 麻 佐 子 は 

調子 を變 へて、  、  .. 

「然し、 何時か、 私の 事に 就いて、 兄から 貴下に 伺った ことが ございませう。」 

「貴女の 事に 就いて、 私に？」 

「は あ、 確か、 大磯 へお 二人で 入し つた 時分。」 

「それ は 御座いました。 さう さう 私が 何 か、 詩人に なると 云 ふんで、 下らん こと を 行 つて ゐた折 

で。」 

「さう でした ね。」 

か 5  あれ 

「然し、 其 時分のお 話 は 其 時分のお 話で、 私 は 相 鍵らず、 您 やって 碌碌 やって 居ります、 どうも 彼 


を考 へる だけで も、 赤面の 至で ございます。」 と 手帕を 引出して、 髭 を 拭った。 

そのつ もり 

「です けれども、 兄 は 矢 張、 其 意で 居る ので ございませう。」 

いやさ. 3 

「どうです か。 否然 でも 有りますまい。」 

そのつ もり 

「でも、 お 約束 はお 約束です から、 吃 度 其 意で ゐる だら うと、 存じます わ。 私に しましても、 矢 張 

そのつ もり  こんな  しかた 

其 意で ございます もの。 然し、 這麼 不束な もので ございま すから、 今と なって は、 爲 方がない と 有 

いたしかた 

仰る のなら、 何も 致 方 も ございません けれど、 ：：。」 

「否 さう お 取ん なすって は、 甚だ 困ります。」 

こんな  どんな 

「這麼 事 を、 私の 口から 巾され ろ 譯ぢゃ ございません けれど、 申さずに 居まして は、 甚麼 間違が 起 

ら ない とも 眼り ません から、 それで 厚かましく. E. すので ございます。 贵下 も、 何卒 御 遠慮な し、 き 

つばり 有 仰って 下さい まし、 其方が 心 持が 快い かと も、 存じます から。」 

あれ 

「それ は、 てきば きした 方が、 可い のです が、 然し どうも 彼 だけの 約束 を 今更 繰 返す の も、 耍領を 

得ない 譯 ですから。」 

「では、 私から、 今更め てお 願 ひ 申したら、 御 承諾 下さい ませう か。」 

「然し、 此に 第三者が 居る ので ございますな、 其の 心中 を 酌んで やらなければ なりまん。」 

ちょつ  あんま 

「其お 話 は、 些と今 承り ましたが、 遊 座さん なん ぞの御 依頼 を、 お受けな すって、 餘 りお 酷い：：。」 


ni 1 八 

「遊 座なら ば、 私よりか 遙に 人^も 俊れ て 2^ ります し、 財產も 有ります から、 無論 貴女に 於ても 幸 

幅 だら うと 信じます。」 

、， 麻 佐 子 は 目を圓 にして、 稷山を 見入った が、 屹 となって、 

「遊 座さん ならば、 私から 明晰お 斷りを 致します。 ですから、 何卒 貴方から もお 取消 をお 願 ひ 申し 

たいので ございます。」 

稷山は 思 はず 赤 西して、 熟と 俛 いて たが、 どうか 體が 顔へ てゐ るら しいので、 麻 佐 子 は 急に 調 

子 を 和げ て、 

「ぉ氣 に 障りましたら、 何卒 御勘辨 下さい まし。 遂言 過し を 致しまして、 嘸：：。」 

「いいえ、 私 こそ。」 と ns を！^ ル てると、 麻 佐 子の niE は 口に 似合 はぬ 淚を 有って 居た。 

稷 山は此 時、 心中 を 打明けようかと も 思った が、 其 勇 氣は發 揮せられ なかった。 遊 座から は、 其 

のち  はじめ  しま ひ 

後、 幾度と なく 說 かれて、 當初は 激しく 反抗した のが、 お 終に は 知らず 識ら ず屈從 して、 久しく 衰 

へて ゐた 功名心 を 燃やす に は、 是非  一 ノ戶と 結 托する 必要が あると 決した、 其 心根の 陋さを 恥ぢぬ 

では 無かった が、 遊 座の 怨を： ^ん ずろ ほど、 麻 佐 子に 對 する 熱心 もなかった。 

麻 佐 子 は 目 を 拭った 手 巾 を、 くしゃくしゃに 揉んだ が、 更に 其 を 慰しつつ、 

「父の 考は 麼で ございませう。」 


「略 御 承諾な すった 様な ので. • . .。」 と 勢の ない 藤で。 

「父から 吩咐 かります と、 私から は、 どうも， 針り 難う ございま すし、 本統に 奈何したら 可い ので ご 

ざい ませう。.」  ， 

殺 山 は、 辱 しめらろ ろ やうの 氣が爲 たので、 面 を 上げなかった が、 

「私と 兄さんとの 關係も 十分 承知の 遊 座の 頼です から、 それ を 解る の は、 實 は友愦 忍びん ところ も 

ございまして。」 と 自分 を 犯して、 辯 解しょう と 力めた。 

「では、 其 時、 兄との ぉ約朿 のこと は、 有 仰ら なくって？」 

「無論、 言 ふ遑 はなかった ので：：。」 

「私が 困る とも、 ぉ考 へな さらな くって：： 。」 とな か な か 酷し い。 

「それ は ー應考 へても 見ました が、 然し 遊 座なら ば：：。」 

「まあ：： 遊 座さん は、 甚麼ぉ 方 か 能く も 存じません けれど、 貴下が 那麼ぉ 約束 を爲 さりながら、 

それで は餘り 冷淡- . . . 。」 と 首 差して、 

「然し、 御迷惑だった かも 解らない のです から、 それ をお 察し 巾さないで、 $ャ© 事 を 巾して、 誠に 

失 鱧：：。」 と 麻 佐 子 は、 急に 萎げ て 了 ふと、 i 詰めた 感情が 弛んだ 所爲 か、 H から ぼろぼろ 淚が零 

乙 こ 0 

ズ/ 


さ 10 

「いや、 冷淡と 首 はれても、 私 は 辯 解しょう とも 致しません。 心 持 は 決して、 冷淡で ない 意な ので 

すが、 此 場合 どうも 辯 解の 辭 がない のです から。」 

「いいえ、 <e 淡 なぞと 申した の は、 全く 私が 惡ぅ ございま したから、 幾重に もお 詫 を 致します。，： 

「何う 致しまして。 寳際 冷淡だった かも 解らない のです。 那 のお 約束 を輕 輕に附 して ゐた なぞ は 冷 

淡に 相違ない のです。 然し 那 のお 約束 を 反故にし たからと 云って、 貴女に 何とい ふこと はない ので 

す。 全く 自分に 封して 冷淡であった ので、 其 だけ 自分の 事を處 する に、 熱心が 足りない ので ござい 

つくづく こ £ 

ませう 。一と 緩 山 は 熟 熟 嘆した ので、 麻 佐 子 は 弱りき つて、 

それだけ 

「いいえ、 其 丈の ことで もない ので ございま すから OJ 

「然 でない のです。 十分 熱心で あるべき ところ、 妙な 機で、 今更 後悔 を 爲てゐ ろ 始末な ので。 遊 座 

に賴 まれます 迄 は、 十分 其 熱心が 有った 意です が、 今と なって は、 何と 一 W はれても 致 方 は ございま 

せん ノ 

「では、 父から 遊 座さん へ、 お 斷りを 致しました らば、 貴下 はお 約束 通に して 下さい ませう か。」 

猿 山 は 遽にロ を噤ん で、 暫く 考 へて ゐた。 

ちょつ  ど-つ ぞ  おっしゃ  どつ， ち 

「此事 だけ は、 些と 伺って おきた うご ざいます。 何卒お 考 通り 有 仰って 下さい まし、 孰に しまして 

も、 後で 心 持 を 惡く爲 る やうな 事 は 致しません から。」 


緩 山 は 未だ 考 へて 居る。 

「御迷惑で ございませう けれど： ：。」 

「しかし、 どうも 遊 座に 對 しましても 。- 

「さう です か、 どう致しまして も？  - 

「お 心 持 は 十分 感謝して 居ります が。」 

「色色お 可 恥し いこと を 巾して、 誠に 失禮を 致しました。 此事 は、 ；5^|^此場ぉ120」 

あたり 

口 を 噤み合 ふと、 M 下 は遽に 森閑と して 了った。 穩 でな いのは、 稷 山の 心で、 更 めて 心情 を 告げ 

て、 怨 しい 遊 座に 鼻 を あかして、 奮の 約束 を 履行し ようかと も 思った ので、 ぎね てゐ た。 考へ考 

す  うつち や  一 

へ爲 ると， 此傣に 放 抛って 了 ふの は、 如何にも 腑 効ない やうの 感に耐 へず、 到頭、 ぼかけ たと ころ 

を、 又 坐り 直して、 言 ひ 出さう とすると、 表の 方で、 劇しく 砂利 を軌る 馬車の 音が する。 して 

ゐた麻 佐 子 は 急に 立って、 猨 山と 目 を 見合した、 稷山は 促された やうに、 起 上って、 iiSl に 玄關へ 

出る と、 丁度 馬車から 下りた の は、 伯が 親友の 海軍大臣 某 伯であった。 

H  、 

あ. 5^ ま +* 

び ゆうび ゆう 荒 廻ろ 空風 は、 月の 光 さへ 地に 凍つ きさうな 晚で、 猨 山の 新 II お 富が、.. 氣に 入りの 


三 ニニ 

つ v.- のメ  あるじ 

女中 を 連れて、 緣 日に 出た あとお 察は银 の暢暢 した 體で、 桐 胴の 長火鉢の 向へ 廻って 主 I ^顔に 坐つ 

て 居ろ。 

稷山は 昨日まで 江湖 落托の 一書 生で あつ. ので、 所有 品と 云って は 目に 着く もの も 無かった くら 

ゐ。 お 富が 來 てから は 俄に 調度が 殖えて 箪笥 慳貪 箱。 夜の ものから、 軸、 置物な どの 装飾品、 家具、 

斗 八 木 道具、 持って 來 たの やら 求めた の やらで、 援 山と 自分の 家庭が 變 じて、 其實ぉ 富の 家と 謂って 可 

いくら ゐ なので、 居候 同様のお 察の 心細い ことと 言 ふの は 無い。 稷 山が 未だ 新錢座 町の 此 裏の、 楝 

割 長屋に ゐた 時分、 尋ねて 來た從 妹のお 察 は、 m 島 田に 銀の 平 打、 糸 織に 一 つ 紋の黑 縮緬の 羽織、 

だらしな 

菩妻コ I トを亂 次く 着て、 坐る と 其 まま 黑襦 子の 帶際 からく しゃくし やにな つた、 博 多の 莨 人 を 引出 

のべぎ せる 

して、 銀の 延 煙管で ぼか ぼか 雲井 を 吹かす 始末な ので、 緩 山 は 驚くまい ことか、 其 日 一 日ロ を 利か 

おそろし  こんな ふ 5 

なかった。 段段 聞いて 見ろ と、 伯父が 亡くなつ てから は 可 恐い 零落、 人に 欺され て這麼 風に なった 

が、 此が惡 けれ ぱ 改め ませう、 少し 尋ねろ 人が あって、 手 寄って 来たとの 事に、 傭の 媼 さん を解慵 

して、 鬼 も 角 も 家 を 守らして 置いた。 同胞 とてもない 身で、 稚 さい 時分から 兄さん 兄さんと 着 纏つ 

てゐ たお 察で あるから、 當然 引受けて 世話 をすべき であると、 緩 山 は 其が 敎 育に 心がけた が、 此頃 

はもう 氣轉を 利かして、 束髮に 木綿 着物、 お 富が 不縹 致で あるから、 目立って は宜 くないと 云 ふの 

なるたけ  いでた  どっち 

て、 成 丈 質素に 打 装って ゐ るので あるが、 然しお 富と お 察と では、 孰が 山の 妻 君で あるか 解らぬ 


くら ゐ。  . 

黄色い、 可 版に 耳底へ i 着きで も爲 さうな 聲で、 お 富が 一日、 家 を 我物顔に 取 柳いて ゐ るので、 

-ぉ察 は 小くな つて、 所 好な 茛も喫 かさず、 內內 意地 惡の 女中の 機嫌 を 取って、 水 を も 汲み 重石 を も 

极ふ 次第、 氣が 勝って ゐ るから、 それで、 不平ら しい 顏も爲 ぬのであった。 

お 察 は 立 i けに 五六 服、 莨 を 吸った ので、 目が ぐらぐらして 來た。 

ほ .r 'りお  は ひなら し 

「可 恐し い 辛い 莨 だ こと！」 と 1- 管を投 出して、 灰 均で 吸殼を 葬って 居た が、 急に 想 出した やう 

たちあ Y"  けん ど ん  やっと 

に、 指で 日 を 繰る かと 思 ふと、 起 上って 座敷の 隅の 慳貪箱 を引搔 廻して、 辛辛 引出した の は、 奥の 

らんぶ  ちょつ 

方に 牧 つてあった 寫眞 で、 洋燈の 側で 些と 見て、 火鉢の 側へ 持って行った。 見る でもな く 掌に 載せ 

ぼんやり  くぐり  あ  りん 

て、 茫^して 居る と、 威勢の 好い ぉ歸 り！ と共に、 ざいぎ いと 耳 門が 啓いて、 鈴が 鳴った ので、 

あか ゥ  いろつや  づ かづ.！. - 

慌てて 寫 眞を帶 際へ 推 込んで、 灯 を 持って 出る と、 猨 山が 酒 氣を帶 びた、 色澤の 好い顔で、 Si と 

上ろ のであった。 

羽織袴 も 其 儘に、 惶 りと 火鉢の 前に 坐って、 

「富 は？」 

「あのう、 買物 をす るって、 今し方お 出かけな すった ぱ かりで、 r4-.- 大變 好い お 色です こと。」 と 茶 

を 煎れな どす る。 


ー|  一二  ™I 

，り  ど 5  ちっと  ，t?l れ せれ 

「ぢゃ 察ち やん 一 人 限な の だね。 何 だえ、 此頃 は、 些は 富と 仲が 好くな つた かね。」 と猨山 .tsi し 

く 訊ねた。 

まぶし  -I- つむ 

「いいえ、 格別 仲の 惡 いと 云 ふこと も 無い のです から。」 とお 察 は 目眩 さう に俛 いて ゐる。 

「いや、 隨分 意地 惡 だから、 煩いだら うと 思 ふ。 そして 何時か 首って ゐた、 尋ねる 人て えの は、 奈 

何し たんだい。」 

「それが、 何う も薩張 解りません の。 それさへ 解り ますれば、 這麼に 長く 御 厄介になる 譯ぢ やない 

ど  きのどく 

ん です けれど。 何う もお 氣毒 でな りません の。」 

ちっと  あんな  P 

「それ は 私の 方 ぢゃ些 も 介 はんがね、 自然 察 ちゃんの 方で 氣兼 をす る だら うから。 然し 那樣事 を 行 

あんま あて せ 

つて ゐた 時分の 契約 だから、 餘り當 に爲ん 方が 可い ね。 此間 富に 聞いた が、 何 か、 其の 吳服屋 の 手 

代 だてが、 然 か。」 と 冷 かに 訊ねた。 

きまり 4； る 

「は あ、 然 なんです よ。」 と 極 惡げに 顏を赧 めた。 

「富が 然言 つて ゐ たよ、 それ は 屹度お 前の 爲に、 主人の 金 を 窃取た ので、 歸京 早早 暇が 出た とか、 

何とかで、 まごまごして ゐ るに 決まって ゐ るって。 吃度然 だら うよ O  I と稷 山は醉 眼に お 察 を 見遣つ 

て、 ごろり と 横にな つた。 

當初來 た 時 は、 自分の 父の 厄介に なって ゐた 時分の 緩 山と、 少しも 變 りはなかった。 お 察が 自堕 


落な 風 をして 居た にも拘らず、 妹を迎 へた やうな 氣で、 屹度 世話 をす ると 言って るた のが、 お 富が 

めづら 

來 てから、 がらり と 様子が 鍵って、 折折 は 辱し めろ やうな 調子 も敢て 希し としない。 かと 思 ふと 後 

こと ぱ  じつ 

で 必らず 優しい 言で 慰めて くれろ ので、 素氣 なくす るの け、 稷 山の 本、.； では あろまい と、 』i 一と 我慢 

を 爲てゐ たので あろが、 じて 來 ると、 愈 情無く 當 つて、 此 になって は、 少しも 假借 すると ころ 

がない ので、 お 察 は、 馴馴 しい 當 初の 調子 を變 へて、 今 は 都て 敬語 を 使 ふくら ゐ にして 居る ので あ 

る 0 

どんな  らんぶ ご 

「察 ちゃんの 考は、 一 體甚麼 だね。」 と 緩 山 は、 洋燈 越しに 31 を瞪 つて、 案外 優しい 調子で。 

まあ 

「これと 一 K ふ考へ もな いんです けれど、 先 其 人 さへ 居る て 事が 解り ますれば、 解り 次第：：。」 

「解り 次第 一緒に なると 云 ふの か。」 

「は あ。」 

そんな  あて 

「駄 ：！ だよ、 那様 ことが 當 になろ もんか。 J 稷山は 頭 ごな しに、 言 伏せる ので、 お 察 は おどおどして 

默 つて、 ほろ りと して ゐる。 

「一 體甚麼 男 か 知らん けれども、 若い ものに は 隨分然 云 ふ ことがある もの だよ。」 

ほう  -M んナち 

「です けれど、 嘘なん ぞ吐 くやうな 方ぢ やな いんです から。」 と 猿 山が 投り 出した 手 巾 を、 膝の 上で 

慰して ゐる。 

.惜 けもの  三 二 五 


三 二 六 

「設ん ば 嘘を吐く 氣で なくと も、 惚れた とか 女房に すろ とかての は、 時の 機で、 決して 言った 通り 

になろ 譯の もの ぢ やない、 私なん- ぞは 現に 然で、 ：：。」 と 猨山は 言 はう として、 急に 滅入って、 

おく， ひ なまが み 

「詰らない もん さね。 も 一杯お 茶 をお くれ。： 一と 起 直って、 叭を生 咬に した。 

そ，？ な  ありげ 

「本統 に、 一 心 一 向に 那歡 こと を 思って ゐ たって、 駄目 だよ。」 と 力 を 籠め て、 意味 有氣に 言った の 

で、 お 察 は、 何 か 其理. e が 知れて あるの かと 思った。 

r.IP うして です？ 一 

「何して つて、 駄目な 事 さ。 私なん ぞが 現に 然 で。」 と 繰返した。 

「例のお 孃 さん は、 何な すって？」 とお 察 は 出拔に 聞いた ので、 稷山は 目 を 丸く して、 

「集 のかい。 他は近近遊座に緣着くili^:になってゐろ。」 

i ザ  おも  お づぉづ 

rjE- 爲 兄さん は、 那 のお 嬢さん をお 賀ひ なさらなかった の。. 一と 意 はず 言って、 惶惶目 を 擡げた。 

「何爲 つて こと もない けれど、 爲 方がない さ。 J 

「大變 好い ぉ壞 さんね。」 

「好く つても 爲 様がない さ。」 

そこそこ 

「丁度  ーノ戶 さんか ら 結納 を 持 つてお 出な すった 處で、 何だか ごたごたして 居た もんです から、 倉皇 . 

にお 歸 りなす つて、 能く も 見ませんでした けれど、 本統に 品の 好い 方ね。」 とお 察が 餘り 染染言 ふの 


で、 俊 山は怳 けて、 

「品の 好い より、 身上の 好い 方が 可い さ。」 

「あら、 身上なん ざ、 何う でも 可い ものよ。」 

「可かない さ。 幾何 美人で も、 裸で 來られ た 日に や 形な しだ。」  . 

「まあ、 愁 張って ゐる のね。」 と 調子が 太甚 しく 馴馴 しくな つたので、 お 察 は 急に 更 まって、 

「です けれど、 那様 方が 兄さんの 奥様です と、 私 は 隨分氣 が 引けます わ OJ 

「それ も 有ろ し爲 たから。」 と 緩 山 は、 茫然 何か考 込んで 居て、 無意識に 言った。 

「さう？ それでな の。 まあ。」 とお 察 は 忽ち 目 を 据えて、 切な ささう に 太 づ いた。 

「いや、 強ち 其ば つかりで もない のさ。」 緩 山 は 言 直し て 、 

「それから、 其の 今の 話 は。」 と元氣 よく 言った。 けれど、 お 察は悅 いて、 熟と 考 へて ゐる。 

「ー體 其の、 吳服屋 の 手代と いふの は、 何 云 ふ 男なん だよ。 些は 工面が 好い のか。」 

「さう です ね、 何です か、 何う も 私達に は 解りません けれど、 束 京から 出張 を爲て 註文 を 受けて る 

たんです ね。 暮 になる と、 自分で 小な 店 を 出 すんだ とか、 雷って 居ました つけが、 何し たんです か. 

知ら。」 

「那様 暖^な のを當 にして ゐて、 今に 酷い に < ^ふよ、 さっぱり 思斷 つて 了 ふ 方が 可い よ。」 

情け も S  rl 一三 七 
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「さう です か 知ら。」 とお 察 は 勢の ない 驟で、 然し 汉抗の 無味 を 有って ゐる。 

「然 うと も、 那 様の は 幾何 も あるよ。 それよりか、 一 つ 好い 相談が 有 るんだ が。」 

「です けれど、 束 京へ つてから も、 一 度 手紙 を 寄越して、 其內 約束の通りに する からと、 一一； 一 II つて 

寄越した くら ゐ ですから、 屹度 其氣 なんだら うと 思 ひます の。」 

「設ん ば其氣 にした ところで、 先方の 思 通りに 行く か 何 か。 今頃 は何處 かに 匿れ てゐ るに 相違な 

そんな,  あて  からお 

い。 那糅 もの を當 にしないで、 一 つ 大いに 察 ちゃんの 體の 浮く 方法が 有 ろんだ がね。」 

「それ は、 まあ、 結構 は 結構です けれど、 浮く つたって、 私の 體ぢ ゃ爲様 もありません し、 此上兄 

さんの 御 厄介に なっても、 ： 河み ません から。」 . 

「何 有、 然云 ふ譯ぢ やな いんだが、 一 つ 行 俊 を 見習って、 然るべき 緣に 着いたら 可から うと 思 ふん 

だ。 よく 來る  一 ノ戶 さんね、 察 ちゃんの 嫌 ひの 富の 阿 父さん だと 云 ふから、 可 厭の やうな ぎがす る 

んだ らう けれど、 他 だって、 金 は 有る し、 人 は し、 察ち やん を 見て、 氣毒 だから 一 つ 世話 を爲て 

見たい と 謂 ふんだ が、 ：：。」 と 切 出す と、 お 察 は 虫の 好かない 一 ノ戶と 聞いて、 念 はず 唇 頭に 冷笑 

の氣 味を帶 びた。 で、 薄 すべらな、 切の 好い 目尻が、 ぴ りりつと 稻 妻の やうに 閃めく かと 思 ふと、 

骨 細の 姿の 好い 指を將 つて、 愤れ たさう に 節節 を 鳴らす のであった。 

「折角 那 云って くれ ろんだ から、 一 つ 行って 見たら 可かない かと 思 ふんだ。」 


「？ is 可 厭：：。」 

「可 厥って 奴が 有る もんか"」 と 緩 山 は 目の色 を變 へた。 

お 察 は 急に 沮げ て、 悮る やうな、 怨 ずる やうな 情の 籠った： E で、 猨山を 見 あげた。 これ は 窘めら 

れ ると、 IS でもお 察が 使 ふ 目で、 少ぃ 時分と 今と、 其仇氣 ない のに 變り はない ので、 缓山は 念 はず 

張が 先を脫 けて、 少時 は懵 乎見恍 れてゐ た。 欺され たと 云 ふで はない が、 右 之 左 之、 游 座の 爲に機 

制せられて、 麻 佐 子を讓 つたの みか、 其 周旋まで を爲 せられ、 麻 佐 子の 前で は、 散散 自分の 弱味 を 

見透かされた、 其 意 氣地無 さ を 思って、 犇と 感じた とこが あるので、 猨山 は大に 自分 を發 揮しょう 

と 5^ めた ので あろが、 然 うなる と 又 案外 人は强 いもので、 何事 も敢て 忍んで 行 ひ 難しと 爲 ない。 缓 

山 は 周圍の 事情に 動かされて、 結婚 以來、 著ろ しく 此傾 きを 持って 來 たが、 時と すると、 其が 挫け 

て、 何となく 悲しい 思 をす るので あった。 

「何う して 可 厥なん だら う。 可 厭な もの を、 强ひ てと は 言 はんさ OJ 

「それ は、 兄さんが. 行けと 有 仰る のなら、 何處 へで も 行きます わ。 です けれど、 一 ノ戶 さん は、 吃 

度、 私 を….。」 

「察ち やん を！、」 目 を 見合して、 「那様 こと はない さ。」 

きっと  ちゃん かほつ き  J ぢ 

「いいえ、 屹度、 然 うなの よ、 丁と 顔色で 解って ゐ ます もの。 可 厭な 阿 爺さんよ。」 

K け も S    一一 三 九 
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「馬鹿な。 P ひ 妻 君が 有る の だもの。」 と 緩 山 は有繁 純潔な もので。 お 察は爭 ひかね て、 齒痒ゅ さう 

な 口 を噤ん だ。 

^  ：  f，  さて 

「斷 じて、 那樣 こと は 無い。 其點 ならば、 安心して 居る が 町い OJ と は 首った ものの、 偖氣が 着いて 

見る と、 &に其 間の 消息が、 讀 まれぬ でもない ので、 急に 考 出した。 お 察 は 上- W で 下 -昏 を 咬 締め 

て 居る。 

「否、 斷 じて 然云 ふこと は 無い 11 それで、 鏢致も 好し、 性質 も 極 素直 だから、 仲 働と いっち や 何 

だか、 ?^^^|^?.£君の手の足りなぃところを、 世話 をして 貰って、 其 問に、 茶な り 花な り 稽古に 行 

くと 云 ふやうな 譯で、 早晚 然るべき 緣 にっかす と 云 ふの なんだ。 私が、 察 ちゃんの 世話 をす ると 謂 

つても、 の 臺所は 富の iiii が 持って ゐる 始末なん だから、 矢 張 間接に  一 ノ戶の 世話になって ゐる 

理な のさ。 ：： 惡 くない 話ぢゃ 無い か。」 

「然 うです ね。」 と 煮 切らぬ 返辭 で。 

それ  やつば り  い 

「結構な 譯ぢ やない か。 其と も 矢 張、 其の 手代の 方が あるから、 可け ない のか。」 

か  ； TO ぉづ 

「どうも. 桝 みません けれど、 今 暫く、 恁 うやって おいて 下さい ましな。」 とお 察 は 惶惶首 つた。 

ちて し 

「それ は 可い さ。 然し 其 手代なら ば、 當に爲 ない 方が 可い ぜ。 巧く 行って、 貧乏 世帶を 持って 見た 

ところが、 詰らん ぢ やない か。」 


あたし 

「だけれ ど 兄さん、 私 何も、 好い 世帶が 望み ぢ やない わ。」 

「何が 望みなん だ。」 

7  y  5 ら  そんな  あて  し  ，< 'ち 

「お があった つて、 宅が 立派 だって、 那様 もの は當 になり ゃ爲 ません わ。 私の 宅 を ごらんな さ 

、な。 ：: ですから 私 は 令 更、 人様のお 世話になって、 好い 目を爲 やうなん て氣は 有りません の。 

g よか、 ぉ張氣 ままに して 居た 方が 可 いんです から：：。」 

「さう、 立派に、 つて 行けり や 結構 さ。」 と 緩 山 は 何時か 寐轉ん で、 A みの 塞った やうな 聲で、 冷淡 

に 言った。  . 

「まあ，. 兄さん。」 

「だから、 其 位の 見識が 有れば、 立派 なんんだ てこと さ。」 

.tt^ だぐ 

「あら、 怒って お出な さるの？ 惡 かったら、 御免なさいよ。」 とお 察 は 含淚ん だ。 

し  トら  みや  そつ  こす  ど 5 

「怒り ゃ爲 ない さ。」 と 緩 山 は 目を瞪 いて、 お 察 を 見遣る と、 私と 襦祥の 袖口で 目 を 擦って ゐた。 何 

•r つら 

して 慰" ぎに S めた のかと^ 山 は 自分が 怨 しくな つたので、 何も彼も 打 遣 やって 了 ひたい やうな、 

可 厭な 咸： i が爲 たので ある。  ■ . 

ふん ぞ りかへ  ぎよつ 

「ああ、 ； らな いもん さ。」 と 念 はず 溜息み-吐いて、 蹈 反覆った ので、 お 察 は 像と して、 

「兄さん。，」 と 熟と 氣色 を視 つた。 

惜けも 一一 一一 一一 一 


三-一二 

「何 だよ。」 と突慳 貧に 首って、 此方 を 向く と、 醉は 何時か 醒めて、 額から 頰へ かけて 一種の 蒼み を 

有って るろ。 

「色色 私が 所 好な こと を 一一 ；£っ_ て、 本統 に： £ みません。.： 

あ 二  さ- 7  カれ こ t 

「何 有、 察 ちゃんの 所爲ぢ やない のさ。 それ は、 折角 然云ふ 考で來 たもの を、 私が 彼此 一 B つたの が 

それほど 

惡ぃ のさ。 其 程 思って ゐる もの を、 强ひ てと は： K はんよ」 

「ですから、 私 は 有 仰る 通りになります わ。 I 

すね はづ  づ A け 

處へ^|って來たのはぉせ£と女屮で、 素 鼠の 頭巾 を脫 すろ と、 圖脫に 犬い 丸 の、 E の ぱっちりし 

た、 な-のち よん ぼり した、 口の 小い、 k 一一と 愛嬌の あろ 節で、 寒 氣で頰 が 紅 を 施した やうに なって ゐ 

ろ。 e^Ife.t つて ゐ ろの は、 メ レンスの 頭巾から、 ぼち やぼち やした 丸颜を 出して ゐる 女中で、 毛 

ま つし ろ 

糸の 手袋の、 ぶくぶくした 手に 提げた の は、 鐵灸に 刺身 庖丁、 大根の 眞白 いのが、 包の 端から 寒さ 

うに 顏を 出して ゐる。 

きよとき よと  あはた え 

凝 山が 何か植 する ので、 お 察は遽 しく 座 を 譲って 

「お 歸ん なさい まし。」 と 横の 方へ 退ろ と、 

「どうもお 氣毒 さま OL とお 富 は 頭巾と コ I トを 除って、 

「ぉルず お なさい ましな。」 と 猨山を 見て、 眉 を 顰めながら 坐った ので、 お 察 は 急に 立って、 奥の 


方から 着物 を 持って、 猨 山の 後へ 廻った。 

な あに  そろそろ 

「何 有、 今歸 つたば かりなんだ。」 と 坐りながら 袴の 絲を 解きつつ、 徐徐 着 換に取 かかる。 

r 撣り さま。 お 序に 其 をお 疊 みなす つて 下さい ましな。，」 と 手で 顔 を撫ま はして ゐる。 

「可う ご-ざいます。 一とお 察 は、 脫棄 てた 稷 山の 晴着 を、 丁寧に 疊 むと、 お 富 はじろ じろ と： 01 を圓く 

して、 熟と 其 手容を 見て ゐ たが、 急に 想 出した やうに、 後に 坐った 女中 を 振 返って、 

ちょつ 

「些 とお 鹿、 大 變束髮 がお 似合 ひな さるの ね。 私 も 今度 は束髮 にして 見やう か 知ら。 似合 はないだ 

らうね。」 

しばたた  わき あき 

女中 は陲 さうな 目 を 連 降いて、 脇 開のと ころ へ 突 込んで ゐた兩 手 を 引出して、 

そんな  ぐし 

「いいえ、 奥様、 那樣 こと は ございま せんよ。 お髮 がお 濃く つて、 澤 山お 有ん なさ るんで すし、 お 

どっち  おもなが 

顔が、 まあ 何かと. S. します と、 面長の 方で ございま すから、 そり や 屹度お 似合 ひなさい ますで 御座 

ひるが へ 

いませうよ。 是非 結って ごらんなさい ましな。」 と 厚い 唇 を 覆して、 { や しく 言った。 

きま り わる  - つつむ  なり  じつ 

「さう ね。」 とお 富は猶 も、 お 察の 極惡 げに俛 いて ゐろ、 頭の 姿 を 熟と 見て るた が、 頸 脚の 奇麗に 立 

ぬれ-からす  ひつた ば 

つた、 濡 烏の やうな 眞黑 の、 豊かな 髮 を惜氣 もな く、 無雜 作に 引 束ねて 居ながら、 何處か 水際立つ 

2 ん やり 

て鮮 かな 處が あるので、 思 はず 見惚れて、 茫然して ゐた。 

たま  ど ち  やつ ぼり 

「束髮 もお 手が かからなくて、 偶に は、 變 つて ゐて宜 うご ざいます よ。 孰 かと 申せば、 矢 張 丸髢の 

情け も の  三 三 三 


一 I ニニ 四 

方が、 お 上品 はお 上品で ございます けれど。」 と 女中が 附 加した。 

「ちょいと、 お 察さん と 私と、 孰が 髮が 多いだら う。」 と 小な 藤で 聞いた ので、 胸から 顔 を 突出し 

て、 お 鹿 は 雙方を 見比べて ゐ たが、 

「然様で ございます ね。：： そり や 張 奥様の 方が 多 ございませう：：。」 

緩 山が 此時、 無法に 大ぃ叭 をした ので、 お 鹿 は 肝 を 潰して、 急に 默 つて 了 ふと、 ごわごわした 仙 

薹 平の 袴を疊 んでゐ る、 お 察が 觸る 手の 昔が、 しゅっし ゆつ と 聞え る。 

罪がなくて：^ いが、 お 察の 苦勞 性に 比べる と、 お 富の 暢氣 で、 痴 な ことと 云 ふの は あるまい。 

くるし  せ ゐ 

恐らく 天性に も 因る ので あらう が、 亦 外物の 刺戟が お 察 を 窘めた 所氣 でも あらう と 思 ふと、 緩 山 は 

寧ろ 自分の 腑 効ない の を 恨んで、 お 察の 身のう へに、 無限の 不憫 を 寄せた ので ある。 

「察ち やん、 もう 可い よ。 お前が 疊 むが 可い。」 と 思 はず 傻 貪な 調子であった ので、 自分に も愕 いて、 

お 富の 顏を 見る と、 彼女 は 急に 手 を 火に 驟 して、 

「可哀 さう に、 八 r 歸っ たばかり ぢゃ 有りません か。 お 察さん、 どうぞ 然 やって おいて 下さい まし。 

折角 .9 睦 じいお 話の 處を、 濟 みませんで したね。」 

「いいえ、 何う せ 遊んで 居 るんで ございま すから。」 

「私が-佗られ ますから、 何卒お 休し なすって。 未だお 話が 有 ろんで ございませう。 屹度 昔のお 話な 


んか爲 すって 居らし つたんで せう。」 

「もう、 休さん か。 愚に も 着かん こと を：」 と援 山が 喙を 容れ た。 

「だって、 昔 は 大層お 仲が 好かった と 云 ふぢ や 有りません か。 今 だって 隨分、 ねえ、 お 鹿。」 

どっち  そんな 

「然様で ございま すよ、 孰 かと 申せ. ば、 それ はお 仲の 好い 方で ございませう。 今 ぢゃ那 樣事も ござ 

いません けれど、 あのう、 能くお 召のお 羽織で 在つ しゃい ますと、 且那樣 のお 妾ぢ やない かなんて 

ね、 八百屋が 聞い たんで ございま すよ。.」 

「へえ、 お 察さん をお 妾 だって？ 私 は？」 

「奥様 は、 どう致しまして も、 奥様で ございま すよ。」 

からだ S す 

「へえ、 然 かね。」 と 襟 を 直して、 體を搖 つて、 妙に 澄し 込んだ。 

ど •1' いた  なり  ちゃん 

「そり や 何 致しましても、 お 裝ゃ何 かで、 丁と 解 るんで ございます よ：：。」 

「餘 計な お喋り を爲 ないで、 寐ろ寐 ろ。.」 と 再び 緩 山が 喝 した。 

め つき  ちょつ 

お 鹿 は 冷笑した やうな 目色で、 些と援 山の 顏を 見た が、 更に 盤 勤な 調子 を 作って、 

「あのう 奥様、 お 大根の 方 は、 刻み 漬に 致し ませう か。」 

「さう ね、 お前 漬け 方 を 知って ゐ るかい。 明日に お爲 よ。」 

「それでも 何で ございませう。 今晚 切って 置いたら 可う ございませう。」 

情け もの  三 一一 1 五 
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一 i 六 

「それでも 可い けれど。」 

お 察の 方 は、 今 襦袢 を疊み 了って、 悉皆 奥へ 仕舞 ひ 込んで、 戻って 下に 坐ろ と、 

「誠に 御苦勞 さま。 あのう、 貴女お 裁縫の 方 は？」 と 念 出した やうに 聞いた。 

「十四 五の 時分 迄、 敎 はりました けれど、 それすら 久しく 致しません から、 今ぢ や、 奈何で ござい 

ます か。」 

「それ ぢゃ、 此 i と 何です わね。 其方が 行ける と、 大變可 いんです がね。」 と猨 山に 向 ひ、 

「例のお 話を爲 すったら 可 いぢ や 有りません か。」 

寢そ べつて、 茫然 何 をか考 へて ゐる稷 山 は、 返事 を爲 ない ので、 

ちょつ あなた 

「些と 貴下。」 と 甲高な 聲で。 

「貴下 は、 まあ、 初 中終然 やって、 何 か考へ 込んで お出な さるの ね。」 

「私 は恁 やって、 考 へて ゐ るの が 所 好 さ。 もう 煩く つて 煩く つて、 爲 様がない よ。」 

「何が 那樣に 煩いんで ございま すよ。 其 癖、 お 察さん と は、 お 二人 限です と、 善くお 話 をな すって 

在 しゃいます わ。」 

「用事が 有れば、 話 も爲ゃ うぢ やない か。」 

や  そんな  ， 

「それが 私が 入って 來 ると、 急にば つたり 歇んで 了 ふんです もの。 そして、 那 様に 考へ 込んで 在し 


や ろんで す もの。 何だか 町 笑 いぢ や 有りません かね。 - 

「もう、 煩いから 休さない かね。. 1 

「それ ぢゃ私 は、 何も 口 を 利かれ は 致な いぢ や 有りません か。 お 察さん に、 那の事 をお 話な すつ 

て？」  . 

「今、 それ を 話して ゐ たん. ちゃない か。」 

「お 察さん のお 氣は、 甚. 115 でございます。」 

「さう さ、 格別 何と 云 ふこと も 無い が、 察 だって 考 へが 有ろ からね、 私が 强 ひて とも 言 へんの なん 

いつ  こ li  し 

だ。 毎 も 然ぅ首 ふが、 私 は 察のお 父さんに、 隨分 迷惑 を かけた もの さ。 此で其 恩返し を爲 やうと 云 

このま  らんぶ  かき 

譯ぢ やない けれど、 本人が 錄り 好ん もの を、 遣る の も殘酷 だからね。 一と 緩 山が 起 直って、 洋燈を 挑 

立てる と、 g; 方 は 急にば つと なった。 

お とつ 

「阿 父さんの 考は 奈何な のか 知らん。」. 

「お 世話 をす るんで せう。」 高慢な 口吻であった。 

「然 うか 知らん。」 と缓 山の 調子が 冷淡な ので、 お 富は屹 となって、 

だんと 

「然 うか 知らん なんて、 酷 いぢゃありません か。 私なら、 多 度お 禮を首 ひます わ。」 

「お 鱧 を 一 H ふ 値 打が あるか 知らん。」 

1W けもの  2 三 七 


「有ります とも。」 と 案外 氣の强 いところ が ある。 

「然し、 何の 意味 もな しに、 若い 女 を 引取って、 世話 をす ると 云 ふの も、 變ぢ やない か。」 

「ですから、 ぉ氣毒 だからと 云 ふんで せう。 私が 初 此方へ まゐ ります 時、 お 妹 御が お あんな さる 

ん だって、 然ぅ 聞いて 居たん です けれど、 其 實ぉ從 妹 御なん です もの。 お 察さんだ つて、 恁 やって 

居た つて、 詰らないで せう。 お 考と云 ふの は 何 云 ふので す。 お 可 厭な の？」 とお 富 は 熟と お 察の 顏 

を观き 込んで、 

「まあ、 物 は ですから 行って ごらんなさい まし。 隨分宅 も 、うご ざん すし：：。」 と 俊し く 一一： 一" つ 

た。 

「まあ、 善く 考へ なくち や。」 

「では、 何時までも、 恁 やって お 在な さるお 意な の。」 

.ゥ たぐりぶ か  まも 

返辭が 無い ので、 お 富 は 溜息 を 吐いて、 疑心 深い 目で、 二人の 氣色を 戌って 居た。 何 か 二人の 秘 

密 でも 發き 出さう と 云 ふやうな 顔で。 

丁度 表の 方で、 固く 凍てた 地 を、 急 急と 足 並迅く 行って 来る 靴音が 聞え たが、 忽ち 門外に 停った 

と 思 ふと、 郵便 函の蓋 を 落す 昔が、 森と した 夜氣を 打った のであった。 

下女が 持って来 たの を 見る と、 中に 西洋 封筒の 一 封が 有った。 遊座修 三と 麗麗しく 楷書で 認めた 


ので、 緩 山の 目に 入る と、 忽ち 氣色 を變 へて、 落着きながら 顧へ る 手で、 中味 を 引出した 0 

「何です。」 

「遊 座の 結婚 披露 式！ 。」 と 自身に 宣告す る や うな 調子で。 

「何時？ お出な さるの？」 , 

「行ける もの かい。」 と 印刷 鮮 かな 招待 狀を、 前へ 投り 出す と、 お 富 は 呆氣に 取られて、 として 

居た。 

「其 顏は何 だい。」 

お 察 は 何時か 座 を 避けて 居る のであった。 

四  • 

1 ノ戶茂 平 治の 玄關の 隣の、 女中 部屋から 湯殿へ 通 ふ 慮に、 薄暗い 小 IT かあつて、 汚く はない が 

古びて ゐ るから、 最 ど陰氣 である。 煤けき つた 障子 を 啓け ると、 三尺の 小緣 が， つてあって、 一則の 

横手から、 に ゆつ と 節 くれた 枝 を 差 出して ゐ るの は、 柿の 大木で、 形ば かりの ト 庭に、. し、 ま 

ど脊の 低い 庭木が 植 つて ゐて、 殺 を 隔てた 向 ふが、 ま II とした 桑 加に なって ゐる。 

おしつま 

もう 推 迫って 來 たので、 正月の 用意 やら 何 や 彼で、 何となく 人の 氣が 151 して ゐる, ^か、 家內 

惜け. *  S- 
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三 rao 

の 様子が 穩か でない ので あるか、 此は 丸き り 奥の 方と 隔離して ゐ るから、 閬 りして ゐる。 今 厠から 

出て、 氷の 張 詰めた 洗 手 鉢の 面 を、 ことことと 柄杓の 柄で 敲き 割って ゐ るの は、 お 察で、 瓦斯 雙子 

の寐 衣に、 淺 黄色の 唐 縮緬の 細 紐 を 捲 着けて ゐる。 銀杏 返の 頭が 散散に なって、 頰 から 願の 邊が、 

やせ こ  す や  いと 

きつ そり 懷！^ けて、 淸 しい 大ぃ 目が、 最ど 大きく、 顔が 眞蒼 であるから、 凄味 を帶 んでゐ る。 

て うづ まち  ば h^ん かぶ あ ひ 

晝過 でも あらう か、 洗 手 体の 根に 植 つた、 毒毒しい ほど 青い 馬 藺の株 間に、 針を植 たやうな 霜柱 

しもよけ  いと 

も、 漸ぅ形 を-: S して、 向の 桑の 木が 預 いて ゐる霜 除に 置いた 霜が、 ぼつぼつと 蒸發氣 となって、 糸 

游の 如く ゆらゆらと、 風の ない 靜な、 冬の 日の 光の 弱い のに 動いて ゐる。 

片 蔭の 山茶花に 來てゐ た 小鳥が、 柄： の 音に 驚いて、 起った あと、 黄ろ く 腐った 花が、 底止 もな 

く、 ぼと り ぼと りと 地に 落ちろ の を、 お 察 は 張の ない： E で、 茫然 見て ゐ たが、 寒氣 でもす るの か、 

急に 體を榣 つて、 からん と 柄杓 を 置いて、 手 を 拭いて 人ら うとす ると、 半ば 啓いた 障子 際に、 ぬつ 

と 突立って、 嫣 然と 大ぃ 口元に 笑った の は 主で あろ。 

お 察 は 悟 として 伏目に なって、 一 一歩 三步 後へ退ら うとす る。 

「さあ 入ん なさい。」 と 障子の 內へ身 を 退いた。 

でつ ぶり 肥った、 赫 顔の、 肉 厚の 口の 切 端へ 條の 入った、 善く 見ろ と、 小い 目尻に 愛嬌の あろ 顏 

であるが、 禿げ か A つた 髮に 油で も 塗す つたの か、 ぴったり 撗 仆に撫 つけて ある。 五十 以上の wi- で。 


ハ fc-  さ， ひ 

「さう 可 厭が る こと もがすまい。， 一と 底に 寂の あろ、 優しい 細い 聲で首 つた。 

「いいえ。 御免なさい まし。.」 と俛 いたま、 通る と、 茂 平 治 は 闕の處 に 危坐んだ。 

「氣 分が 惡ぃ とか 言 はしった が、 奈何で がすえ。」  -. 

,  だる  し よう 

「大した, - とも ございません けれど、 何です か、 體が箭 くって 爲樣 がない ので ございます。」 と 延べ 

てあつた、 夜の 物 を取附 けようと すろ ので、 

い  さ-.'  い e  よ  おし とど  i-A- 

「そり あ 可け ません、 然 やって 臥て お出な さるが 可が すよ。 遠慮し ねえで。」 と 推 止めた。 お 察は怩 

ちぢ  や-つ  あら  まくらち と 

性して 居た が、 綠て、 染 返した とも 思 はるる、 練い 縞柄のお 召の 羽織 を 端折って、 枕頭に 坐った。 

「どうも、 參る 早：： 十から、 病氣 なん ぞ 致しまして、 濟 みません。」 と 膝の 上で 揉 手 をして、 輕く 前へ 

屈んだ。 

「何 有 俺のと こ は、 任 やつ 多勢 だから、 一 人 や 二人 寢てゐ たって、 何でもが あせんよ。 まあ 寬り 養生 

よ. 7  だち あが  ほつ  J-  てい 

なさる が 可が すよ。」 と 起 上った ので、 お 察 は 饽と息 を 終いた 體で、 

「有難う ございます。」 と 小い 聲で挨 接 をす ると、 茂 平 治は歸 ろと 意 ひの 外、 障子 を 締切って 坐り 直 

すので あった。 

ひつば り だ  はなさき ち ざ  おそろし 

茂 平 治 は、 抉の 底から 揉く しゃの 鼻紙 を 引 張 出して、 轟 頭が 斷れて 飛ぶ やうな、 可 恐い 聲を さし 

て、 瘐 を?^ んで。 


三 四 二 

はなさき ひっこす 

「何でも、 何でが すよ、 人 S§ は苦勞 をして 見ね えと、 可け ねえで がすよ。」 と 頭 を 引 擦って ゐろ。 

「はい。 - 

L  まだ  . 

「お前さん も隨 分、 苦 勞は爲 なすった らうが、 尙 若う がすから、 是 からが 樂 になる か、 未だ未だ 苦 

し  ちょつ ニニ  とこ 

勞を爲 ねえ じ やなら ねえ か、 些 と此ん とこが 大事の 處で がすよ。」 と 膝小僧が、 身巾の 狭い 糸 織の 着 

物の 下から 出る の を、 推 包んで、 底氣 味の 惡ぃ笑 方を爲 たもので あろ。 

むしゃ 5 からど 

「然 やうで ございます。」 とお 察 は 無上に 體を 縮めた。 

「塞がす かね、 塞き や、 遠慮 は 要らね えから、 夜具の 中へ 人ん なさろ が 可が すよ。 然して、 固くな 

つてお 出な さると、 俺 も大變 話が 爲 難いと 云った やうな 勘定で。 え 介 はねえ で、 臥せって 居なさい 

よ。」 

「有難う ございます。」 とお 察 は 夜具に 目 を 着けた が、 然もなら ぬので、 熟と して ゐた。 

「附 かんこと を 言 ふやう です が、 何でも、 まあ、 人 Si の 運ても の は 妙な もんで、 一 つ 可け ねえと な 

あんま 

ると、 碌な こと はねえ.； 'ん で、 其 代り 又、 一 つ 好い 目が 出る と、 どんどん 可くなる もんで、 餘り氣 

を 揉む もん ぢ やねえ でが すよ。 其 運に 逆 はねえ やう 逆 はねえ やうと、 順し くして さへ 居り や、 まあ 

惡 いこと はない と 云った やうな 现窟 でが すから、 些は 人から 無理 を 言 はれた つて、 我慢 を爲 なくち 

やなら ねえ。 其處は 了簡 方 一 つで、 甚麼 事で も 辛 棒の 出来ね えこと は、 有りません や。」 


いひ を は  .7 つむ 

言 了って お 察の 方を視 ると、 俛 いて 默 つて ゐ ろので、 

「え、 然 うでが せう。」 と 茂 平 治 は 力を入れて、 ぐっと 前へ 膝 を 進めた ので、 何か考 へて ゐ たお 察 は" 

みは  くちのな か  し 

遽に瞪 つた HI を 擡げて、 口中で 返事 を爲 た。 

「俺 も 何でが すよ、 緩 山さん に は. - 隨 分お 世話に やなった もんで がすが、 其 代り 又、 凝 山さん のお 

世話 も 隨分爲 てゐ るんで がすよ。 何も 恩に 被せよう てん ぢ やが あせんが、 新政 黨 ての は、 未だ 出來 

す だう はく  ど なた ど 

たてで がすから、 總理 をして 居らる ろ 集 堂 伯 はじめ、 誰 方 も 何う も、 金の りさうな 方ての はねえ 

んで、 黨籍を 入れた 當>1 から、 隨分金 を 取られた。 俺が 一 人で、 新政 黨を脊 負って 立って 譯 でもな. 

し、 外に も 金の 出 所 は 幾許 も あろに や、 有ろ でせ うけれ ど：：。」 と 茂 平 治 は 急に 口 を噤ん で、 何 か 

一人で 考 へて 25 たが、 

ひとかど 

「其 中で 猨 山さん は、 まあ 物 も 解って ゐ るし、 一角の人物 ぢゃ ある けれど、 何しろ 財產 がな いんで 

f 银も 困って 居らる ろ。 那 ぢゃ爲 方が ねえから てんで、 遊 座て 仁が 口 を 利いて、 俺の 娘 を 差 あげた や 

うな 次第で 、 隨分稷 山 さ んには 世話 をして ゐ るんで がすよ。」 

「然 やうで ご. ざい ませう：：。」 

「する てえ と、 一 人從 妹が 厄介に なって ゐ るんで、 年頃で は 有り 財產 はなし、 實は 弱りき つて ゐる 

て 始末なん でが せう。」 と 茂 平 治 は顏を 突出して、 縮 かまって ゐ るお 察の 顏 を^いた ので ある。 
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ちょつ 

「成程 其の 御 婦人なら、 些と 見た こと も あるて えの は、 それ、 娘の 婚 鱧の 時で がさ あ。」 と 咽喉の 櫟 

わら ひかた 

つたい やうな 笑 方を爲 て、  . 

ちれ  *4- ん. H ぶり 

「那な ら女振 は 好 し、 惜しい もんだ：： てえ と 何 か 其の 惡氣 でも 有る や うだが 、 氣 を 惡 くしち や 可 

一 C つ  あぶらけ  ほつ わ 

けません ぜ。」 と 目 を ぱちくり させて、 私と お 察の 顔 を 見る と、 さらさらと 脂氣 のない、 奇麗な 紊毛 

のかかった、 耳朶の 邊が、 上氣 したやう に 銀んで ゐる。 

「ねえ、 其から まあ、 お 世話の 爲序 だから てんで、 お 話 をし たんで がさ。 お 世話 をす るた つて、 何 

こ  し  とこ  ああ  いつ 

^、 大した こと も 出 來ゃ爲 ません けれど、 俺の 處は、 縝が那 云 ふ 工合で、 毎 も ぶらぶら、 起きて ろ 

より、 導に 就いて る 方が、 多いて 始末なん でが せう。 でが すから、 まあ、 何 かの 手傳 をして 賀ふ意 

で .： 辛抱 さへ して 居な さり や、. 惡 くは爲 ない 考で、 ねえ、 可が すか。」 と 何 か 念 を 推した ので、 お 

きよとき よと 

察 は SSES« と 其 額 を 見て、 機械的に、 

「どうも 色色。」 と 首を俛 げた。 

「何 有お 禮を言 はれち や、 傷み 人る 譯 なんでが すが、 一 つ 俺の 考に もな つて、 其處ん とこ は 辛抱し 

なさろ やうに。 可が すかい。」 と 愈よ 乘出 すので あった。 

お 察 は戰戰 して、 切な ささに 顔を颦 めて ゐ たが、 

ちょつ  し  ： 

「それで、 此 も些 と、 子供の 乳母から、 何 かお 前さん にお 話を爲 たでが せう 


それ は 無論 茂 平 治の 意に 從 ふやう にとの、 厭 はしい 話であった ので。 

ちょつ  ひどりの て  からだ  力が  ， it 

「はい、 それ は、 何か些 と：：。」 と 左手 を 膝から、、 きりおとして、 體を 前へ 屈めて、 右の 手で 帶の 1^ 

の處を 抑へ て ゐる。 

「奈何で がせう、 那云ふ 工合なん でが すが、 俺も恁 やって、 言 ひ 難いと ころ を 言 ふんで がすから、 

其處ん とこ を 一 つ、 何とか：： と 謂った ところで、 承知 をし なさらね たって、 明日から 出て 行って 

下さい なんて、 那樣 因業な こと は 言ゃ爲 ません や。 何も 親切 づ くで なくち や、 世の 屮は 可け ねえ。」 

お 察 はがつ くり、 頭 を 下げて 誤ろ やうに、 肩 を 窄めて ゐろ。 

「猨 山さん だって、 可け ねえた 言 ひな さり ゃ爲 まいと、 然ふ思 ふんで がすが ね、 何しろお 前さん 力 

一 つ、 諾と 言って くれな くち や、 俺 も 大に切 出し 難いと 云った やうな 工合で：： 厚かましい 爺さん 

だと、 思 ひな さろ だら、 つが、 俺 はこれ でお 前さん、 氣の 優しい もんで がすよ。 お前さんの 身の上 を 

些と 聞いて からても のお， 何 云 ふもんで がす か、 人事と も はねえ で、 心配して るんで がすよ。 年 

効 もない 話で がすが、 お前さんの 前 だと、 何も 一 百 はれね えから、 不思議な もん ぢゃ がせん か。」 と 愈 

ょ俛 いて、 手で： E を 擦って ゐ るお 察の 額 を观き 込んで、 

「どう 爲 すった い、 俺 は 何も、 お前さん を齊め やうて 了簡 ぢゃ 有り やしません ぜ。 何とか 挨拶 カ爲 

て 貰 ひてい，， -ん でが すが。 一と 調子が 變っ たので、 お 察 は 僚 を 直して、 淚の 浮いた 目で 私と 茂 平 治の 

慎け もの  三 四 五 


きまりわる  しばたた  しばらく 

顏を 見る と、 彼 は 急に 口 を噤ん で、 極惡 さう に H! を 連- 賂ぃ た。 少焉 して、 茂 平 治が 口 を 利かう とす 

かいつ くろ  む づむづ 

ると、 お 察 は遽に 襟を搖 緩って、 吃と なった ので 茂 平 治 は 口 を蠻盡 さして、 控 へて ゐた。 

「お前さん だって、 俺に 恥を搔 かして、 得の 行く 話で も 有りません や。 ••：」 と 首 かけた ところ 

へ、 ばた ばた と跫 音が 爲て顏 を 出した のは^ 母で、 怪訝な 顔 をして、 二人 を 見比べて 居る。 

「旦那 様、 緩 山と 申す お 方が。」 

. ；; J も  きよとき よと 

茂 平 治 は、 念 はずお 察と 顏を 見合して、 何 か g^s^ して ゐ たが、 

あっち 

「それ ぢ やのう、 彼方の 俺の 部屋へ。」 と 何 か 一一：  一 2 ひたさう にお 察の 顔 を、 じろ りと 見て 出て 行った e 

いざな 

緩 山 は、 書院の 前 を 通って、 其 奥の 部屋へ 誘 はれた。 

かんけん  にこに こ  めづら  にが 

寒 喧の挨 接が^む と、 毎 も莞箭 して ゐる  一 ノ尸 が、 \# しく 苦り切って ゐ るので、 凝 山 は 妙に 思っ- 

て、  暫く は 雙方睨 合の 氣味 合であった。 

「どうも、 お 察が 色色 御 厄介で。」 と 禮を 述べる と、 茂 平 治 は まごついて、 辛辛、 

「いや、 もう。」 と 後を燭 した。 

「何のお 役に も 立ちますまい。」 

茂 平 治は氣 色を變 へて、 緩 山の 顔み-見ろ と、 にゃにゃ 笑って ゐ るので、 愈よ 遼巡 をして、 座 は. RT 


い つ  けん どん 

「えいと、 何ぞ 御用が お 有ん な さるんで がす かい 。」 と 毎に なく 慳 貪な 調子で あろので、 暮の 經濟に 

就いて、 茂 平 治 を 煩 はしに 来た 緩 山 は、 

「いえ、 格段の ことで も 有りません が。」 

茂 平 治 は 急に 頷いて、 纏て 調子， か 優しくな つて 来た。  ノ 

「何 ぞ、 御 多忙の やうです が。」 

「いえいえ。 お 察さん が氣 分が 惡 いてんで、 昨日の 晝 から、 臥せって お出な さるんで、 今も些 とお 

見舞に。」  ， 

「さう です か。 格別の 事 もない のでせ う。」 

茂 平 治 は 又 様子が 變 つて、 返事 も爲 なかった が、 暫 すると 再び 莞箭 かな 顏で、 何 か 言 出さう とし 

たが、 遽に 怯氣が 襲いた 體で、 默 つて 了った。 何となく 調子が 妙で ない ので、 緩 山 は 暫く 考 へて、 

お 察の 様子 を 見て 來 ると 云 ふので、 座 を 起た うとす ると、 

「いや、 御 心配な さる 程で もがせん よ。 J と 目と 目の 際に 稻妻を 打た せて、 引 止 顔に 猨 山の 顏を 見入 

つたが、 起 かけた 勢に、 緩 山 は衝と 出て 行った。 

お 察の 部屋へ 入る と、 黄色い 格子縞の 紬の 夜着 を 引 I いて、 突 伏に なって ゐ るので あった。 發山 

よつ、 し  から ビ  おしつ 

は、 ず懷 さう に 4^ いで 側へ 寄る と、 愈よ 夜着 を 引 張って、 體を 縮めて、 ぴったり 額み-枕に 推 着けた 
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まくらもと つく  £ 

ので、 稷山は 枕頭に 危坐って 熟と 見入る と、 ぶる ぶろ 顫 へて； 1^ ろので ある。 

「察ち やん。 どう 爲 たの だい。」 と聲を かける と、 急に 顏を 接げた が、 H の緣 が、 眞紅 になって、 頓 

のびつ しょ り 濡れた 邊 へ、 紊 毛が 幾 條 となく 印 せ ら れてゐ た。 

で、 緩 山の 顏を 見る と、 ^1^-に又悲しくなったゃぅな様子で、 聲を 立て かね まじき 勢 ひで、 寢 衣の 

袖で 顏を蔽 ふので あった。 

「え、 察 もやん、 一 體何爲 たの だよ。 病氣の 所爲で 泣いて ゐる のかい。 一と 指り 寄った。 

「いいえ。」 と 涙の 隙から、 聲 が泄れ る。 

「ぢ ゃ何爲 たの だよ。」 

「私 は 口惜しく つて。」 

「口惜しい？ 何 か 其の 口惜しい ことが 有った のかい。」 

T これ  それ  あ-やま 

「此 ですから、 私 は 可 厭 だって 首った ぢゃ 有りません か、 を 貴方が 餘 り：：。」 と 激して ゐ ろの 

で、 念 はず 調子外れに、 駄 駄を揑 ねる のであった。 

あんま 

「何が 私が 餘り だ、 さあ、 それ をお 言 ひよ。」 

「だって。， 一とお 察 は义突 伏した。 

「それ ぢゃ何 かい、 一 ノ戶が 何 か、 察ち やん を 窘めた のかい、 怪しからん。 泣く に は當ら ない よ。」 と 


賺 した。 

「私 だって、 何も 察ち やん を 苦しめ やうと 思った 譯で もない の だ。 然し、 然ぅ 聞く と 私が 惡 かった。 

勘忍して おくれに 

お 察 は 急に 袖 を 取って、 淚なガ ら何處 か 笑 を 含んで、 

「いいえ、 兄さんが 惡 いん ぢ やありません よ。」 

やつば り 

「ぢゃ 何 かい、 一 ノ戶が 矢 張：：。」 

「さうな の o_- 

「そして 何爲 たの だい。」 

あんま  あんな 

「私 だ つ て 餘り氣 の强 いこ とも 言 へません から、 單默っ て 熟と して ゐ ましたの。 今度 那麼， ^ と を 言 

ここ  つもり  しきり 

つたら、 もう 此には 居ない 意です わ。」 と 又 一 時淚 ぐんだ。 

r 然 うだと も。，」 と猨山 は萎頓 したやうな 顔色で、 考 へながら 眩いた が、 恐く、 曾て、 お 察 を 犠牲に 

供し やうと 思った 心根 を愧ぢ たので あらう。 

「屹度 執着く 言 ふに 決まって ゐま すわ。」 

「どうも 爲 様がない な、 どれ も此 も、 氣の强 い 意地の 張った 奴ば かりで。」 

こヅち  つもり  こ は 

「ュ れ だって、 • 此方が 厄介に ならない 意なら、 可怕 くも 何とも 無 いぢ や 有りません か。」 と 力を入れ 
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た。 稷山は 愕然として、 熟と 其 顏を睛 めて、 

「全く 私が 惡 かった。 もう 這麼烦 いこと は 御免 だ。 實に可 厭に なった よ。」 と 心細 さう に吱 いて、 溜 

息 を 吐いた。 

すつ かり 

暫く は顏を 見合って ゐた。 お 察の 機嫌 は 悉皆 直って、 けろ りと して ゐる。 

「色色 考へ ると、. 察 ちゃんの 宅に ゐた 時分が、 面白かった C 1 萬 や 二 萬の 金が 何になる もんか。 - 

まったく 

「さうよ、 眞 筒です から 私 は、 氣が强 いの。」 

「本統 だよ。 一と 猨山 は染染 同情 を 寄せた。 

「お 富さん は、 何な すって。」 

あんな  ど 5  す 

「那麼 もの はもう、 奈様 でも 可い、 直ぐ 離緣 をして 了 はうよ。」 

E を 丸く して 顔を躜 めた お 察 を見棄 てて、 緩 山 は 衝と起 あがった。 

「何處 へ 行く の？」 

「一 ノ戶に 話が あるから。 察ち やん も、 もう 這 麼處に 居な くっても 可い やうに 爲 ようよ。」 

と 再び 出て 行った 後で、 奥の 方から 高い 話の 聲が聽 える と 思った が、 段段 劇しくな るので、 お 察 

は 又 怕さ うに 夜具 を 引 被った。 


厶厶縣 知事 遊座修 三が 邸宅の 食堂で、 丁度 饗應が 濟んだ あと、 大ぃ 食卓 を 取圍ん で、 大方 は顏を 

らり  ともがら  しゃべ くた. ひ 

眞紅 にして 類 然と 椅子に 凭り かかって ゐ るの は、 遊 座 を 始め 其 馬 僚の 徒で、 辯り 備 •) れた 口に 啣 へた 

だる 

莨の 煙 は、 懈さ うに 電氣燈 の 光 を 濁して ゐる。 

佛 蘭西燒 の咖啡 茶碗に 殘 つて ゐた、 チョコ レ I トの 冷めた の を 匙で 引搔 廻して、 一口 啜った 遊 座 

5 しろ  あやり んャ  カァ テン  あ  スト —ブ 

は、 後の 綠 色の 絞 綸子の 窓帷を 繰って 窓 を 啓け ると、 冷たい 風が 心地よ く 流れ込んで、 煖爐 に煖ま 

つた 空氣を 交替す るので あった。 

「猨山 は 到頭 來を らんかった ね。」 と 遊 座 は 座に 屍って、 灰 落に 置いて あった、 葉卷を 御へ て、 火の 

しゃぶ 

消 消な の を、 ちゅうち ゆうと 咁 つて ゐる。 

あ ふ 

片隅に、 阿蘭陀 芹 を 摘んで は、 意地 汚く 咬み 咬み、 シャンべ ンの殘 り を 呷って ゐた 毛の 薄い、 額 

めのうち どんより にご 

の法圖 もな く 突出た、 眼中の 曇然？ g つた 縣參 事會 員と も 見 ゆる 一 人が、 

「稷 山と 云 ふと。」 

「私の 友人で。 いや、 他が 廳に 居らう と は 知らん かった。 昔から 引 込 思案の 人 問 で。 吾輩が 盛んに 

新政 黨の 勢力 擴 張に 力めた 時分、 何卒して 表面へ 立た せ やうと 思って、 一方な らん 骨 を 折って 見た 


三 五 二 

のぢ やが、 何 云 ふ もの か 何も、 螺旋の 弛んだ 時計の やうな 人間で、 其 當初は 一時 熱中す ろかと 思 ふ 

と、 直に 彈 力が なくなって 了 ひ をる のぢ や。 人間と 云 ふ もの は 兎角 彈 力が 必要で、 此奴 を缺 いで 居 

つち や、 何しても 活 澄な 述動 は出來 んのぢ や。」 と 直の 汁の ホワイト • シャ アトに 垂れた の を、 無雜 

作に 手 巾で 推 拭った。 

「そして 何です、 眞面 E に衞 生の 方 を 行って 居ります か。」 と、 片一方の 色の 白い 口 髯の赭 味 を帶ん 

だ、 參事官 然とした 小作の 若い 純士に 訊ねた。 

「不思議な くら ゐ 熱心です な。 大した 畫策 もない やうです が、 何しろ 職務に は忠實 だら うと 考 へま 

「不思議 ぢ やね。 すると 事務家 なんか 知らん。」 

「自分に も 然ぅ言 つて をり ました。 何でも 小い 事務で も、 犬い 事務で も 道理 は 同じで、 自分 は是か 

ら、 小い 事務に 馴れた 才を、 段段 規模 を大 くして 行 くんだ とか。」 と 若い 紳士 は 急に 憂 ひの 色 を帶ん 

で、 

「然し 氣 毒です な。 私が 大擧に 居りました 時分 は、 一角の 政論 家でした が。」 と 稚氣の ある 口吻で 言 

つて、 小い 葡萄酒の 杯 を 摘んだ。 


を 嘲む やうな 顏で、 白 縮緬の 兵 兒帶に 金鎮の 閃く、 便便たる 腹 を 突出して、 兩肱を 張って、 思 ふさ 

ま かへ つて ゐた、 諸 糸 織の 小袖に 黑 羽二重の 羽織 を 着けた、 前代 議士と も 見 ゆる 紳士 は、 其の 金 

しばたた 

緣の 眼鏡の 目 を、 目眩 さう に連瞎 いて、 

「あれ は 其の、 何ぢ やさうな。」. と 苦し さう に 背 伸 をして、 一 ノ戶 の婿ぢ やった さうな。」 と 物 希ら 

しさう に 一一；  一 II つた。 

「それが 妙な 工合で、 急に 田 舍へ引 籠って、 さ うぢ やね、 三年 も前ぢ やったら うか、 鄕 里の 子弟 を 

敎育 すろ とか 謂って、 學校 設立の 事に 奔走して ゐたぢ や。」 . 

「はは あ。」 と 遊 座 は 初めて、 此方へ 耳 を 傾けた。 

「一臂の 盡カを 頼む と 云 ふんで、 俺等の 處へも 遣って 來 をった が、 何 か 其の 難しい こと を 言って、 

自分の 主義で 青年み- 敎 化して 見たい、 き 分 は 何も 爲 出来した こと はない が、 確に 人 を 作る 感化 力 は 

有って ゐろ意 だからと か 首 ひ をった。」 

「それから 何爲 ましたな。」 

「それから、 久しく 會 はんかつ たが、 大分 後、 農事 試驗 場で 會 つた ぢゃ。 不思議な ところへ と 聞い 

て 見る と、 此頃は 山羊 を 飼つ とる が、 却 却 面白い とか 首 ひ 居った。 學 校の 沙汰 も 聞かん が、 何爲た 

かと 問いて 見ろ と、 自分 は學識 もな し、 人の子 弟 を預る ほどの 伎倆 はない から、 お休めに したと か 

情け もの  三 五三 
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云 ふ話ぢ やった。」 

「それから 何爲 ました。」  . 

「それからが 大方、 兮の衞 生 課長なん ぢ やらう。 何も、 薩張 要領 を 得ん 1刀 で。」 と、 赌さ うに 食せ へ 

倚り かかった。 

面白く もない 話が 持 上った ものであると、 體 屈さう にして ゐた 一 座 は、 ぼつぼつ 食堂 を 出かけて、 

幾って ゐ るの は 若い 參事官 ばかりで、 遊 座と 二人 の^に、 何 か 緊要な 問題が 起って ゐた。 處へ 現れ 

た 書生が、 差 出した 名刺 は 緩 山ので。 

し £ らく 

少時す ると 入って 来たの は猨 山で、 白 晳の顏 は、 艷氣の 乏しい 銅色に 變 じて ゐる。 

「や あ、 緩 山 君 か。」 と 遊 座 は 椅子 を 離れて、 可懷 さう に を かける と、 戶 口に！ I 然として 影の 如く 

メイんで ゐた猨 山 は、 漸く 近寄って 来た。 

遊 座 は 呼 鈴 を 鳴して、 疱丁を 呼んで、 . 

くろ， ひいる 

「何 か ある だら う。 ハムで も 持って来い。 それから 黑麥 酒が 可から う。」 

すつ かり や 

「政論の 方 はもう、 悉皆お 休めに なりました か。」 と 例の 物 馴れない 學士 出の 少參 事宫 は、 座が 白け 

たので、 出 突に 聞いた。 

緩 山は嫣 然と、 の 薄汚い 口元に 苦んだ 笑を帶 びて、 底に 勢の ない 光 を 有った 目 を » つて、 


「休した と 云ふ譯 でもありません が、 まあ 色色、 研究 中です。」 と應 へた。 

「115:、 がん r へば 世話 はない！」 と 遊 座 は 快活に、 咽喉の 破裂し さうな 笑 様で。 緩 山 は 悲し さう 

に 口 を んだ。 

かた じけ 

「然し、 君が 廳にゐ やうと は、， 豫想 しなかった よ。 吾輩 をお 見棄 なく、 来て くれたの は、 忝ない。」 

「實 はお 可 恥い 次第です が、 然し、 此が 私の 終極で も あるまい と 思 ふから、 -恁 やって 再びお 目に か 

かる 譯で すが：：。」 と 目を耀 かした。 遊 座 は 熟 熟 其 顏を見 人って ゐ たが、 

「吾輩 とても 其 通、 結 架の 宜しくない 方 だから、 ：： 然し、 恁 見たところ、 著しく 年 も 取って ゐる 

し、 ー兀氣 が銷耗 して ゐる やう だけれ ど、 然 やって 口 を 利く 處を 問く と、 依然た る 昔の 猨山 君で、 ど 

しみ じみ 

う も 昔が 可懷 くな つて 來 るよ。」 と 染染言 つて、 更に 氣を替 へて、 

「吾輩 は、 實は大 に 君に 謝さん ければ ならん ことが 有る の だ。」 と 遽に體 を 正した ところへ、 一皿の 

ハ ムに麥 酒 を 持って 給仕が 遣って 来た。 

「まあ、 健康 を 祝 さう。 吾輩 は 年 一年 肥る ばかりで あるが、 見たところ 君の 瘦せ 方と 云 ふの は 恐く 

有るまい。 人の 能力 活力 は、 身體の 健否に あろと いふから、 まあ 然ぅ瘦 せて ゐては 可かん よ。」 と、 

大ぃ 杯へ 盈盈と 注いで、 更に 碎 けた 調子で、 

し  あれ そのの ち ど 5 

「ちと 懷舊談 でも 爲ゃ うぢ やない か。 えいと、 君の 慮に 何とか 云 ふ 美人が 居った が、 他 は 其 後 奈何 

« けもの  一 1 一 五 五 
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したね。」 

「他です か、 他 は 一 ノ戶が 引取って くれました が：：。」 

「さう さう、 那 様話ぢ やった ね、 他 を 犧牲に 供して 了へば 可かった んぢ や。 然してお いて、 思 ふさ 

ま  一 ノ戶を 利用す ると 可かった んぢ や。 其 後 奈何した ね。」 

rii く 私と 一 つに 居りました が、 丁度、 以前から 夫婦約束 をした 男が、 態態 尋ねて 來た から、 それ 

に 遣ったです。 其 は 小體な 商人で、 小い 店 か 何 か 張って ゐる さう です が、 從 妹の 爲には 却って 幸！ i 

です。」 

と猨 山の 眼 は、 渐く耀 いて 來ろ。 

ぉづ ぉづ 

「失禮 です が、 君の 妻 君 は？」 と 凝 山 は俅俅 聞いた。 

コヅプ  ちょつ 

遊 座 は 口 迄 持って行った 杯 を、 急に 下に 置いて、 些と眉 根を颦 めて、 不愉快 さう に、 

「麻 佐 子 かい。」 

「は o」 

「他 は 可かん。 何しても 吾輩に 服從 しなかった。」 と頹 然と 椅子の 腕に 倚 かかって、 電氣を » め たの 

である。 

しとやか  おとな 

「服從 しないと 謂って、 格^ 反抗した 譯 でもない。 至極 温雅で、 順し かった が、 遂 笑った こと はな 


かった よに 

「ぢゃ 何です か、 もう：：。」 

「まあ 聽 いて くれ 給へ。 吾輩 は沒 趣味の 野人で あるから、 夫 II の i|E 愛 なんても の は、 餘り 知らん の 

あん， ゥ ウレ  ほと 

ぢ やね、 然し 那樣 寒冷な もので は， 有るまい と 思 ふ。 あれで は、 夫婦ても の は 幾ん ど 無意義で、 何 か 

なし 装飾品の 意で ゐれ ば、 不都合の ない 話ぢゃ あろ けれど、 然も 行かない。 それから 色色 服從 させ 

その かひ 

ろ HE 的で、 强硬 主義 を 取ったり、 阿 護 主義 を 取ったり、 頗る 力めて 見た が、 更に 其 効がない。 段段 

しさり 

様子 を 探って 見る と、 一種の 妙な 夫 II 觀と云 ふやうな もの を 有って ゐて、 連に 其に 偏執して ゐる. 

そんな  し 

那様 こと は、 別に 議論 を爲 たこと もなかつ たが、 或 時 君の 話が 出ろ と、 色色 君 を 批評し をった よ。」 

「私の 批評！」 と 凝 山の 顏は可 恐く 焦って 来た。 

こ こ 

「此で 云 ふ 必要 もない が、 全く 吾輩が 惡 かった。 それで、 君の 財政の ことから、 一 ノ戶の 關係か 

ら、 吾輩が 盡 力した 所以 を 話す と、 非常に 感議 して、 何 か 君の 爲に 相變 らず盡 力す る やうに と、 熱 

心に 賴み をった が、 然 かと 思 ふと 厭味 を 言 ふ。 酷く つんと して ゐ るかと 思 ふと、 又 急に 機嫌が 可く 

なって、 普通 形式的に 妻 君の 爲る こと だけ は爲 る" 吾輩 も爲 様がない から、 まあ 抛 やって 置いた の 

ぢゃ。 丁度 北海道 廳にゐ た 時分、 氣 候の 所爲 でもあった らうが、 何と 云 ふこ ともなし ぶらぶら 病み 

は じ まり  よ  - つつち  • - , 1 

着いた のが 初發 で、 醫師 に診斷 させる が 可から うと 謂 ふと、 抛 やって おいて くれろ と ふんた 其 
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後 重り も爲 ず、 快く もなら ず、 滯 つてる たが、 可 恐く 元氣が 亡くなって、 毎 も lii に 引 籠って ゐる 

とい ふ 始末 さ。 您 なると、 吾輩 も 熟 熟 可愛 相に なって 來 たね。」 と 遊 座の 調子 は 段段 滅入って 來た。 

じつう つむ  しば 

緩 山 は 熟と 俛 いて、 時時 話 手の 顔 を 見 あげたが、 最早 や 返事 も爲 ない ので ある。 電氣は 折から 厘 

た J 一  みるみる  かた ぼ-つ  びいろ  ねぶ 

瞬いて、 看 看雜 1" くな つて 來る。 方 一方の 少 參事官 は、 ちび りちび りと 想 出した やうに、 麥；^ を甜 

つて は、 手 巾で n の 側 を 拭いて ゐる。 

緩 山 は、 急に 反身に なって、 促し 顔に 遊 座の 顏を 見入る と、 萎頓 して ゐた遊 座 は、 急に 氣を取 直 

して、 麥 酒に 咽喉 を 潤した。 

こころよ  しみじみ 

「妙な もので、 憎い とも 思 はんかつ たが、 又 快く もなかつ たのが、 其 時 遠に 氣が變 つて、 染染 介抱 

むか ふ  きのどく  これまで 

をしたり、 劬 つたり して 遣る 氣 になった と 思 ひ 給へ。 すると、 向で も 又、 非常に 氣毒 がって、 此迄 

の 所業 を 怒って ゐる だら うが、 堪忍して くれろ と、 染染 誤り をる のぢ や。」 

, ^よ ときよと 

と 遊 座 は 首 差して、 i^s^ と 二人の. 顔 を 眺めた。 

「北海道に ゐ たのが、 彼此 一年 半、 行った 時と る 時と、 吾輩の 境遇 は 非常に 變 つたと 云 ふの は、 

さすが 

連れて行った 妻 君が、 屍る 時 は、 もう 此 世に 居ない のぢ や。 此 でも 淚 脆い から、 有繁に 寂寞と 悲哀 

を 感じずに や、 i5 られ なかった よ。」 

「では 到頭？」 少參 事官が 口を出した。 援山 は、 懵 乎して ゐ たが、 急に 氣が 着いた やうな 目 を 上げ 


「え ッ」 と 勢の ない 聲 であった。 

「さう、 死んで 了った よ。 吾輩が 殺した やうな もの だ。」 

爱山は 物 も 言 はず、 暫く 遊 座 を 喰め ろと、 遊 座 は、 

「君に はまし くと 云って るた よ。」 苦笑す るので あった。 

「も 一 度 君に 會ふ 機會 がな からう かと 謂って ゐ たが、 束 京へ 歸れば 無論 會へ ろ だら うと 云 ふので、 

吾輩 も 全く 同情 を 寄せて 了った のぢ や、 試みに、 八 「接 山に/はったら、 何 云 ふ 話 をす るかと、 聞いて 

まつだく  ，  よ 

みたところが、 格別 話 もない が、 自分 を 嫌って 結婚 をし なかった のか、 眞箇 一身上の 都合で 休した 

のか、 其邊が 確め て 見たい とか 言った が。」 

わら ひかた し 

と 底の ない 笑 方を爲 た。 

「それから、 那 様に 深い 關 係が あつたの かと、 聞いて 見る と、 大した 關係 もない が、 兄貴が 殊の外 

こと  ち ひさ 

讃 めて ゐた 人物で、 特の ほか 兄？： W 信仰で あるから、 少ぃ をり から 景 慕して ゐ たとい ふ。 吾輩が 離緣 

ひとり  * てんな 

をして、 狡 山が 獨でゐ ろと すると、 緩 山と 結婚 をす るかと、 まあ 色色 聞いて 見る と、 那様 こと は 形 

式 的の こと だから、 でも. いと、 淋しい 笑 ひ 方 をし 居った が、 君のお 富さん と 結婚した の を、 非 

つまり  こんな 

$c に 憤^して ゐ たものと 見えて、 所詮 憤死 をした のち やね。 けれど、 這 麼に打 解けた の は、 $ の 

情け も S-  三 五 力 
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ことで、 當初は 吾輩 も、 壓服 すろ 氣で、 隨分逆 待 をした が、 他 もなかな か、 意地の 强ぃ、 人に 許さ 

ん女ぢ やった。 一 體集堂 伯と 云 ふの が、 眞筒那 云 ふやうな、 剛情 張だった からね。」 と 一一； 一：： 了って 見る 

と、 稷山は 氣を取 失った やうな 顏 である。 

「吾輩 も 後 麥を迎 へて 見る と、 矢 張 昔の 方が 適に 面白かった。 いや、 詰らない 話 はもう 休 さう。」 と、 

遊 座 は 殘んの 酒 を妄に 注いで、 揶揄 ふやうな 調子で、 

「墓 は函 館の 寺 町に あるから、 志が あったら 宜しく 行って、 香 花で も 手 向けて やり 給へ。」 

猨山は 意 ひの 外、 返事 も爲 ず、 茫 l1 として ゐた。 遊 座 は 評しみ の 目 を瞪， つて、 

「然し、 君 は那の 婦人が 死んだ と 聞いて、 吃 度 何等かの 感が あろに 相違ない、 吃 度 吾輩 を 恨んで ゐ 

ろ だら うね。」 

稷山は 私と 顏を 上げた が、 寂しく 口元に 微笑んで、 

「當初 は、 然 うい ふ感も 有った が、 然し：：。」 

と 平然として ゐ ろの は、 强 ひて 情 を 抑へ てゐ ろので あらう か。 

「何 かね、 死んだ と 聞いても、 格刖 痛恨 を 感じない かね。 いや 吃 度 感ずろ-たらう、 感じなくて はな 

らん o」 

「曩 からのお 話 を 聞いて、 那の 婦人に、 其 丈の 熟 情が 有った かと、 實は 驚いて 居 るんで すが。」 


「君 は それに、 動され ないかね。 吾輩が 横 取を爲 たの は惡 かった。 それ は、 恕 して 貨 はなく ちゃな 

らん。 然し、 君の 爲に、 一生 を 犠牲に 供した 麻 佐 子の 死 を 聞いたら、 必ずや 痛恨 を 感ずる だら う 

それ 

ね。 局外の 吾輩で さへ、 至誠に 動され て、 實は 今迄 其 消息 を 君に 傅へ ようと 思って、 其を樂 みに し 

て 居た 位ぢ や。 考 へて 見る と、 當， 時 は 無論 容色に 迷って ゐ たので あるが、 八 r 日に なって みると、 逆 

待した のが、 非常に 悲しい。 君に は 色色 歷史の あろ 間であって 見れば、 此は 痛恨 を 感じずに はゐら 

さ 5 

れん ilic ぢ やが、 然もない かね。」 

「  。」 

「して 見ろ と、 君 は 非常に 冷たい 人間に なった。」 

猿 山は考 へて ゐ たが、 

「私の 從 妹の ことから 推して 見る と、 或は 然かも 解らん が、 然し それ を考 へたと ころで、 始まらん 

話で。」 

「始まらん 話 かも 解らん が。」 遊 座 は此で 急に 萎頓 して 口み- 噤 まう としたが、 

めつ 

「君の 活火 はもう 滅 して ゐ るの だ。」 

俊 山 は 口に 首 ふ ほど、 冷淡でなかった ので あらう が、 然し 遊 座の 期して ゐた ほど、 感情 を 動 さな 

かった。 

脅ォ もの  S 六 1 
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、こ り ふ 1  し £ らく 

好い 月の 晚で、 二人 は 窓 を 明けて、 丁度 三月の 春寒の 夜 を語更 して ゐ たが、 遊 座 も少焉 優しい 情 

の 人と なって、 麻 佐 子の 事 を 憶 ひ 出して ゐた。 

猨 おは 其 後、 例の 癖の 職業 替を やらなかった が、 其と 同時に、 熱中す る 氣カも なくなつ たので あ 

る 0 

<!△ 縣廳の 衛生 課へ 行って 見る と、 今でも 吃 吃 やって ゐる。 


五月 中頃の 事 だ。 藤 は 謝し、 躑躅 は 腐れて、 所所の 垣根のう ちに 杜若ゃ 苟藥ゃ 撫子な どが ちら ほ 

ら新綠 の鮮と 研を爭 はう として ゐ るのに、 丸で 五月雨の やうな、 毎日 毎日 仕切な しの 雨 降で、 容县 

に 夏め く 景色に 成り さう にも 見えなかった。 

めづら はれあが  つ や 

其の 霖雨 も、 今日は 希し く霽揚 つて、 濡 色に 光澤 を 有った 木 共の 梢 は、 きらきらと 日光 を 浴びて、 

何處か とした 盛 滿の氣 味を帶 んでゐ やうと いふ 朝で、 地 は ー帶に ぼか ぼかす ろ 蒸發嶽 で、 空 は 拭 

つた やうに 碧み 遍 つて、 急に 燃と 麥藁 がちら ちらす ろと 思 ふと、 去年の 十二月 以來、 貸家の 札が 貼 

られ たきり、 入手の なかった 空 家へ、 遽に車 ニ臺の 荷物が 運ばれる のであった。 

ちょつ 

貸家と いふの は些と 小器 用に 建った 平屋で、 無論 此邊 I 高樹町 はづれ I のこと であるから、 

木 は 森森と 繁 つて ゐる、 空地 は 多い、 M 地の 上に 枳穀の 垣根 を結繞 らした、 啓き 門の 着いた 家で、 

一方 横手の 井 戶を控 へた 勝手口が 栗 や 榛ゃ雜 木の 林で、 右手 は孟宗 の簸疊 で、 陰 森と 日光 を 遮って 

はゐ るが、 後は轄 如と した 畑で、 茶の 木、 桑の 木、 と 思 ふと 野菜 高な どが あって、 丁度 葱、 春菊、 

莢 豆.： と、 胡瓜、 唐の 芋、 午 蒡：： との 間の 時期と いふ 體、 低い 竹垣のう ちに は、 芭蕉 ゃ八ッ 手、 

(  やまち さ 

木槲、 深山 格、 若葉の 櫻、 青梅の 梢、 其 根方 や 飛石に 芍藥の 株、 百合、 山苣、 雪の下 も 這 ひか かつ 
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て、 靑 海苔 色した 小さい 廢 池に、 蘭が すいすいと 機 頭 を 伸して ゐる。 

引越して 来た 主 は 婦人で、 年 は 二十 五：： 位で あらう、 背の すらりと した、 色白の 面長、 濃い、 

しちん 

たっぷりの 髮 を脂氣 なしの 束髮 で、 紋羽二重の 黑の 羽織、 柄の^ 朴な琉 球拼、 地味な 七 珍の 丸 帶.^ 

締めて 居た が、 口の 利き 方に 較 上方 訛 を帶ん で、 挨 接の 爲っ 振の、 何處 か如才 のない うちに、 首 は 

れぬ 招れ た 口吻 も 耳に 立つ が、 然とて 決して 人に 惡感を 起させる やうな、 下^た 様子 は 見えな かつ 

た。 門札 は 小形の 瀨戶 物で、 吉村 冬と 讀 まれる。 

其 翌日であった。 庭に 面した 板戸が、 八 時 さがりに 繰 啓 けられる と、 |§ も なく 我が 女主の 冬 子 は、 

そそ  ゆびささ 

氈 けた 朿髮 を、 ルビ ィ 人の 指環と 指ぬ きの 彼った、 骨 細の、 眞 白い 肉の 柔 かな 指頭に 搔 揚げつつ、 

緣 先へ 立 現れた。 11 M は ぱっちりした 方で、 睫 \ ^の 長い 一皮で ある。 生 際 は 劃然した 幾ん ど富士 

おとが ひ 

額で、 鼻 は 通り、 やや 颇の 詰った 口元に 仇な ところが あるが、 肉 づき はぎった と は 首へ ぬ。 で、 淡 

ねる ねまき  はぎ 

色の 燃の 寢 衣に、 紫色の 緩 子の 細 紐 を 締めた 胸から 们の あたりが 細 そりと、 腰から 脛の 伸びた とこ 

ろ は、 同胞に は餘り 多く 見かけぬ 姿勢で。 

日 は 今 雜木林 を：^ れ、 叩いた やうな 冷 こい 黑ぃ滿 地に、 そよ そよ と 若葉の 影が 戰 いで、 廣 くもな 

い 庭が 滿： n 幽寂と して ゐる。 と 看る と 木立 を 仕切った 垣根に、 膝 表の 女 下駄 を 干して ゐ るの は、 五 

十 M 五の 小作の 色の 黑ぃ、 かひが ひしい 首 はずと 知れた 傭の 婆さんで、 主の 姿が IH に 入ろ と叮 .1， に、 


褸を 外し かけて ぉ辭義 をす ろので あった。 

「貴女 夜前 は大 曆ぉ晚 くまで、 お 目覺で ございました！」 とし ほし ほと した 目元に 笑 を帶ん だが、 

主 は輕く 頷いた きり、 氣の脫 けた やうな 目色で あるので、 出直して、 

こんち 

「まあ、 好い お 庭ぢゃ ございま せんか。 —— 今日は ぼつぼつ 草で も 除り ませう でございます か ごと 

ひとりご  あたり 

獨 語つ やうに 首って、 氣が暢 びりした やうに、 四方 を 見廻した。 

やっと  てい 

「ああ、 可から う。」 と 主 は 辛辛 氣が 人った 體で、 兩手 をく の 字な りに、 胸 を 突出して 突立って ゐた 

が、 旋て 婆さんが 持って来た 楊枝 を 使 ひっつ、 二三 枚の 新聞 を 繰擴げ てゐる H 先へ、 勝手口から 廻 

つた、 洋服の 男が 衝と 入って 来た。 

「はは。 何も 方方 捜しました よ。」 と 帽子 を 取って、 綺麗に 別った 黑髮 の、 ぴったり 陰 着いた 額の 汗 

を 拭 ひっつ、 格子縞の ウォス テツ トの サックの 胸 を 外した。 二十 六 七の 色の 生白い 細面で、 何 所 か 

溜った 大ぃ 目に 銀緣 眼鏡 を 掛けて ゐる。 

「お ャ、 まあ！ 人つ しゃい まし。」 と 彼女 は 笑み かけた 目のう ちに、 何 所 か 侮蔑の 色 を 帶んで 又 新 

聞に 氣を 取られる。 

「好い お宅です な。」 と 胡麻 竹の ステッキ を 其 所に 立 かけた。 

I  しかた  こんな 

「は。 貴方が 見つけて 下さらな いから、 爲方 なし、 這麼 ところ を 見つけ 出した のよ。」 

卷  光  一一 ニハ七 
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「然 うです か。 此ぢゃ 名作が 出来さう ですな。」 

「然 うです ね c」 と氣 のない 返辭 をして、 

「築地の 下宿よりか、 幾許 か增 でせ うよ。」 

「第一 人が 来な くって 可い C 

「ほほ、 私 も 實は然 う 思った の e だけれ ど祸 山さん の やうな 健脚家に や、 迚も 適 ひません ね。」 

「は あ、 私が 健脚"： 恐 人り ましたな。 いや、 今朝お 葉書 を 戴いた もんだ から、 些と御 樣子を 見に 

まゐ つた 次第で。」 と 胸の 。オケットから 莨 を 取 出して、 マ ツチ を 指りながら、 

「それで 萬 事 好都合でした か。」 

「は、 有難う。 マネ ィの方 はね、 お蔭で 何か恁 うか 巧く 行った のよ。」 

「むむ、 其 は 好かったです。」 と栃山 は緣の 端に 腰かけて、 下の 方から 新聞 を 引出して、 ずっと 目 を 

走す かと 看ろ と、 慵 さうな 太 息 を 吐いて、 

「眞筒 可い。 是 から 夏 は、 彼方の 榛の木と、 此方の 櫻の 枝へ ハ ン モ ック なんか 釣す に は 極 好いです 

よ。」 

「あ、 然 うね c」 と 目 を 其方へ 向けた が、 旋て 起って 洗 方 を 使 ひか かる。 其が 濟 むと、 縞の 袷に 着換 

へて、 黑襦 子の 帶を 締めて、 顔の 道具が 急に 生氣づ いて 来たが、 


- 5^山さん、 お 上ん なすって 下さい c お茶で も 煎れ ませう。」 と 寧 子 を；^ け 放して、 t« ^や 一め こ。 部 

屋 は八疊 で、 床に 新しい 瀧 見觀昔 の 掛軸、 大ぃ 花瓶に、 撫子と i が 挿して ある。 小い 唐 木の 机に、 

近 切の 雜 書が 二三 冊、 ノオトの やうな ものが 擴 がって、 鉛筆 や、 筆 や、 肱 突、 女 時計、 と 田-ふと、 

-1 ッケル の寫眞 挾に、 凡そ M 歳ぐ らゐの 罪のない、 然し 何處か 沈んだ 祌經 質の H の大 い、 痩せた 女 

の兒の 全身の 寫眞が 立て かけて ある。 本棚に は 西洋の 文學 書、 小說 詩集、 原稿、 雜 書が 押 つて あ 

ろ 0 

祸山 がむ づと上 込んで、 儿 上の： 物 を 取って、 讀 むと はなし、 暫く 飜 して ゐろ まに、 冬 子 は 

茶 を 煎れて、 

ん  それ 

「何です、 其 は？」  ， 

「これ？ 未だ 能く 讀 みません が、 確に 或 問題 を 摘へ てゐる やうです な。 プロ プレム、 ノベル！ 

とい ふ ほどの もので もない けれど、 ：： 矢い 張 何 かに かぶれ たんで せうよ。 一 

「はは、 何う いふ 邊 が；：：」 と栃山 は： in をば ちば ちして、 茶 を 啜つ，. こ。 

「さう ね、 問題 は 至極 結構 だけれ ど、 低い 人生 觀 でもって、 餘 りに 無雑 作な 解決 を與 へようと する 

ん です もの、 幾ん ど 滑稽よ。」 

「だけれ ど、 低い なりに も、 兎に角 解決 を與 へたと すれば、 感心 ぢ やありません か。」 
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「ち Q。 —— だけど 私 は 暫く 可否 を 挾まない 意よ。 一と 淋しい 笑顔 を 作った。 

祸山は 膝に おいた 兩 手に 茶碗 を据 ゑて、 

「其寫 sfel^ です。 Si ぢ やあります まいな。」 と 窄めて、 差覼 いた。 冬 子 ははつ とした やう 

の 顔色で、 ぼうっと-耳朶 を 紅く したが、 落着いて、 

「妹とE^^-ませんかo」 

「だけれ ど、 贵 女に は 確か、 女の 御 同胞はなかった iliw だ。」. 

「は、 無くって よ。」 と寫眞 を 後 向に する。 

「何 だか 陰^な 兒で せう。」 と 私と H を 側めて、 -.^ 山の 顔 を 見た。 

「陰 银"： .tE-s てです。 俊く はもう ない 人です か。」 

「いいえ、 居ろ にや 居る でせ うけれ ど：：。」 と 急に 調子が 滅入って 來た。 

「はは、 おは 小說中 人物の モデルで せう。 —— 何 か 孤 兒に關 する 御 思 構が ある ぢ やないです 力。」 

「孤 兒； ：.」 と 冬 子 は 何した のか、 駭 いて 相手の 顔 を 見 あげたが、 

「孤兒 に 見えて？」 

「さう、 其 ハ讽味 も あるです な。 然し 誤ったら 御 容赦に 预 りたい。」 

「ほほ、 然ぅ 1  且しく 問題に 上す やうな 物ぢ やなく つてよ。」 


「だけれ ど、 少く とも 何等か 贵 女に 因緣の ある 物で せう。」 と ii しい 目色 をす る。 

「さう、 人の 秘密 を追窮 する もの ぢ やありません よ。」 と極惡 さう に、 笑談 らしく 言った。 

「自 然然う いふ 意味に なったら ば、 御免なさい まし。 けれど、 秘密 は 人の 好奇心 を 弄ぶ ものです か 

ら。」  ， 

話 は此で 少時 途絶えて 了った が、 栃山は E を 庭へ 放って、 附德 なさに、 

r 滅切 夏です な。」 と 謂った が、 冬 子 は 伏 nn になって、 聽 きつけず ざ 込んで 25 る。 

「貴女 はー體 劇しい 個人主義 だが、 何です 恁ぅ滿 HE 若葉の 森森と したと ころ や、 花が 紅に^い てゐ 

ろと ころ は、 必然 大 有意の 造物主の、 意識的 作用と しか 思 はれな いぢゃありません か。」 

「さう ね。」 と氣 のない 返辭 をして、 「其が 私の 個人主義と 何い ふ關 係が あろので せう。」 と 微笑んだ。 

「關 係？ 關 係よりか 貴女 は 何故 其 を 信じない でせ うか。」 

「信じな かないの よ。」 

「其なら ば 何故、 每も社 會は慘 酷 だと か、 冷淡 だと か、 怨嗟の 聲を放 つんで せう。」 

「だけれ ど、 其が 事赏 なんだから、 爲 方がない わ。」 

せきこ  はんけ ち 4 が  はなの さき 

「よし、 事實 としませ う。」 と 栃山は 少し 急 込んで、 手 巾で 尖った 鼻 頭 を 押 揉みながら、 忙しく クン 

クンと 鼻 を 鳴して、 == 此 男の 病で = 


三 七 二 

「貴女 は 何故、 然云 ふ事赏 があるなら げ、 愈よ 進んで、 其 苦 惱を大 有意の 祌の雙 肩に 托し やうと は 

爲な いんで せう。 然うして 自ら 安易 を 求めないで せう？」 

「駄： ：： よ。」 と 嘲笑.^ -帶ん だ H: 元が、 ^に つて、 額に 險惡の 色 を 露して 来る。 

「贵女 は 自ら 賤 むんだ。 權利を 主 「ぬすろ 男氣 がな いんだ。 詰り 薄志^行 なんだ。」 

「私が 薄志；！ 行 いいえ"：」 と 極めて 莊 重らし ぃ聲に 力を入れた。 

「貴女 は 社 翕から、 其 だけの 冷遇 を 受けた の は、 或は 事 寅 かも 解らない けれど、 叉 一面 社会" の 光明 

の 側 を 見る こと を敢 てし ないから、 弥. ちに 人生 を悲觀 して 了 はう とすろ のです。」 

「いいえ 悲觀ぢ やなく つてよ。 詰り 私に は、 私の 人 牛： 觀が あろんで す もの。 祌 なんか 賴 まなく つて 

も、 もう 心丈夫 なんです よ。 自分に 立派に 光明 を 認めて ゐ ろんで す もの、， I 自分の 行くべき 道が、 

ちゃんと 解って ゐ るんで す もの、 社 ，12 の 助 を 呼ぶ 必要 は、 少しも 無い のよ。」 

「けれど、 或 時 其が 敗退す る こと はせ りません か。」 

「挫折す ろの は 詰り 意志 が 强硬 で な い か ら です わ。」 

「だけれ ど、 人の 意志 は 無限の 力 を 持って ゐる もの ぢ やない から。」 

「無限の 力 はないで せう けれど、 なくと も 始終 勇お を 盛 返す だけの、 精力 を貯 へち や 居な くつ 

？ - と ili 辯 をしながら、 首 を 垂れた。 


rg: だか 耍領を 得ません な。」 

「可い の、 耍領を 得な くっても 可い の。」 と 苦笑 を 唇 頭に 上せた。 

「貴女 は 頑冥 だ。」 

「は、 頑冥 結構：： 私が 若し 頑冥なら、 社會が 頑冥に したんだ から、 私も又 社 會に對 して 頑冥な 體 

度 を 取る のです。 其で 社會が 擯斥 すれば、 其 迄です。 私に は 私の 行く 道が あるので すから、 人様が 

容れて 下さらう が、 下さる まいが、 一向 そんな 事に は 頓着し ない 心算，. ほほ。」 と 微に肩 を搖っ 

はなさき せ せら わら 

て、 鼻 頭で 冷笑った。 

まも 

祸 出は默 つて、 呆れた 體で、 何 かすろ と 酷く 憎さげ にも 見える 其 様子 を 戌って ゐ たが、 ほうと 溜 

息 を 吐いて、 冷 かな 調子で、 

「それで 女 さへ 幸福で あれば、 誠に 結構です。」 

「幸福！ だか 何だか、 私 は 何しろ、 其で 恐れる ところがない から。」 

「然し 强 ひて 自ら 强 くす るの は、 惡 くいへば 蠻勇ぢ やない か 知ら。」 

「：： 蠻勇，  でも 可 いぢゃありません か。」 と 顔が 3 具 紅になる。 

ほと 

「幾ん ど、 無法 だ。」 

「だけど、 私 は 確に 光明 を 認め るんで す もの、 心丈夫 なんです もの o」 
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rg うです か、 其なら ば 無論 可いで せう。 贵女 さへ 幸福で あれば 結構です。」 

「だけど 栃 山さん、 幸 顧て えもの は 比較的の もの ぢ やなく つて" 裙對に 幸福み」 得た 人が 世の なか 

に 有 得る のでせ うか。」 

「眞理 に 到達した 人 は、 無論 絶對的 幸福 を 得た 人で せう。」 

「だから、 そんな 人が 有 得る のでせ うか。」 

い くら 

「幾許 も 有る だら うと ひますな。」 

「私 は 信じられ なくって よ。」 

やつ ぼり 

「さう すと、 貴女 は 矢 張 疑 ひの 子 だ。」 と 揶揄 ふ。 

「然 う！」 

「悶えの 子 だ。 決して 平和と は 謂へ ない。」 

「は、 平和 ぢ やない の！ 闘 ひの 子な の！」 と此 も笑談 らしく 謂って、 そして 膝 を 崩して 片手 を疊 

つ  いらいら 

に 支いて、 焦 焦 しげに 簪で發 の邊を 接いた。 

「はは、 到頭 貴女 は 胡麻 化して 了った！」 

.1^ ろし  f  、 

「いいえ。 そんな いこと なんか 爲 なくって よ。 だけど、 私の やうな 境遇 を 經て來 たもの は、 勢 ひ 

恁云 ふ考を 持って来る だら うと 思 ひます の。」 


「は、 どう 云 ふ 境遇"：」 

「何い ふったって、 詰り は 私の 罪なん です けれど：：。」 と 急に 口 を喊ん で、 ぼんやり 庭の 方 を見请 

つたが、 目のう ちに は、 看々 張が なくなって、 n 元は 丸で 仇ない 子供^ やう、 と 思 ふと、 瞬く 目蓋， 

を 涙が 零れて、 旋て 下唇 を 上 齒に咬 締めながら、 急に 伏目に なった。 

ど -ひ い  ，Y つ.；？ づ 

「何 謂 ふ 罪なん です。」 と祸山 は俅俅 聞いた。 

ひとりご 

「いいえ， …… 私 は 莫迦です ね。」 と獨 語つ やうに 吱く。 

「何して 英.^ J です。」 

「だけど、 有難い ことに は 私 は 纏て 自覺 したので すよ。 自覺 したと 同時に、 勇猛な 精神 を 振起して、 

やや 

有らゆる 私の 周邊の ものと 闘った のです。 •： だけど、 未だ未だ 弱く つて 可け ない のです。 動 もす 

ると、 自分で 自分 を、 ー裘切 をしたり、 後退 をしたり、 何だか 意；！^ 地な しにな つて 了 ふので す。」 

r まま 0 」 

さすが  からど 

「其 時 は 私 も 有 磐に 悲哀 を 感じ も すれば 、心細く もなる、 何だか 自分の 體が、 一 侗の賤 しい 小さい も 

おも ひ 

のの やうな 氣が し て、 恁し てゐ るの も氣が 引け てなら ないや うな 念 を す ろんで すから、 化して 世の 

中の 明み へなん ぞは、 も 顔み-出されな いやうな 心 持に な ろんで す。 ：： 可け ない のね 。しと 何處か 

弱 しい 聲 であった。 
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「はは、 其 時 貴女 は 何故、 祌靈の 前に 跪いて、 憐を乞 ひ、 慈悲 を 仰がう と はしない のでせ う。」 と栃. 

山 は カフスの 歪み を氣 にしながら、 徐ろに 膝 を 進めて、 

「さう して 自ら 無限大の 慰藉に 浴しょう とは爲 ない のです。」 と ク ン ク ン鼻を 鳴した。 

「いいえ、 駄： E よ。 私 は 那様事 をす ろ 必要 を 認め やしないんで すよ。」 

「妙 だな。」 

「眞筒 妙よ。」 

「然 いふ 場合に、 何して 復活す ろんで す。」 

「敵. IS 心 を 起す の。」 

「へえ、 敵懷 心！」 

「は あ。 さう しても つて、 自ら 勇猛心 を 振起す の。 ：： 私 は i 一 3 麼に 151  くつち や 可け ない の。 未だ 修 

鍊が 足りない からなん です ね。」 

「はは、 然云ふ 修鍊は して 勝利 を 得る か、 何う か は 疑問 だ，.」 

ぢき 

- いいえ、 私に は 其 信念が あるので すから、 直に 強くなる の は、 敢て 難しい こと だと も 思 はない の P 

ですから 時時刻刻：：。」 

「時時刻刻 精力 を盡 して、 其で • 疲れ はしません か。」 


「お ほ、 疲れり や、 仆れ るまでの 事 だ わ。， 1 

「然 うい ふ勞 苦と 努力に は、 決して 報酬が あり はしません よ。 無意 美です よ。 實に 莫迦 莫迦し いぢ 

やおり ません か。」 

「莫迦 莫迦し くっても 可い の。」 

「それで 貴女 は、 仆れ たと き 終局の 安易 を、 何處へ 求めろ のです。 靈 魂の 歸着を 何す ろので す。 貴 

女 は 社 會が惡 るいから だとい ふけれ ど、 自ら 坦坦た る 道の ある こと を 知らないの だ。 人生の 最も 安 

さと  さいか ち 

心な 近路の ある こと を覺ら ない のです。 而 して 無 滅法 茨 や、 .Is 角 子の 道 を行惱 んでゐ ろので す。 

幾ん ど徒勞 だ。」 

「いいえ！ たけ ど、 私 は社會 から、 然謂ふ 道を蹈 むべ く餘 儀な くされ たんです ものね、 爲方 がな 

ヽ フ 0  , 

レオ 」 

「貴女 は 執拗 だ。」 

「は、 私 は 私の 主義の ためなら、 隨分 執拗と も 謂 はれ、 頑冥と も 謂 はれて、 少しも 頓着し ない ので 

す c」 と， ズ 憎さげ に 一一： 一" 斷 つて、 更に 微笑 を 目元に 漂 はして。 

「ですから、 んぅ那 様 事 は 論じつ こなしに しませうよ。 私 は 私の 自. m に 任して おいて 下さいよ C  I 

-, 迷って 可け ない のです から。 ：： 折角 努力して、 此 まで 築き あげた 信念が 潰えろ やうな ことがあ 
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つち や、 私 は 實に身 占 を 見る のです から。 而 して 私 は 私の 信ずろ ところ を、 ii は 行して 見や うぢ や 有 

りません か。」  . 

「宜しい！」 

「私 は 實に賴 ない 身の上な のです。 親 も あれば、 兄弟 も あろので すけれ ど、 殆んど 他人 同様な ので 

ちかよ  さすが 

す。 向で 接 斥 すれば、 私の 方で も飽 まで 近らない のです。 然 うね、 四 五ハキ 前まで は、 私ん 迫に 心細 

-H と 

かった のです よ。 もう、 幾ん ど 歸嚮に 迷った のです けれど、 有難い ことに は 私の 心 は 未だ 其 ほど 薄 

弱でなかった と 見えて、 纏て 新生 命を與 へられた のです。 11 勇 氣と自 直 心が、 以前よりか 遙に確 

實な 自身のお 在 を 認めさして くれたの です。 丁度 私が 劇しい 周圍の 攻撃 を 受けて です ね ： 。J 

「は、 其 はちよ くちよ く 伺 ひました が、 贵 女の 秘密と いふ もの を、 一向 私 は 知らん から、 其 間 の 消 

息 は 能く は 解りません が、 一 體 何して 然ぅ 攻撃 を 受けた のです。」 

「それ は 私に も 幾ん ど 要領 を 得ない の だけど。」 と 彼女 は 言 淀んで、 急に I おぎ んで、 

「其 は 今 は 首 ひますまい。」 

「何故です。」 

「私 は、 其 を微悔 する に は、 餘 りに 矜持が.； 咼く 過ぎ るんで せうよ。」 と 淋しく 笑み かけた。 

「ぢ や： ひますまい 


ど-ひ ぞ  ちょい からだ ひね 

「は、 萬 望！」 と些と 體を捨 つて、 低聲に 首った。 

話 は 再び 途絶えて、 座が 白けて 来たので、 祸山は 氣を替 へ 一し、 更に 文壇の 批評に 轉 じた。 其に も 

多少 見解の 爭 ひがあって、 彼此 十一 時 過まで 辯 じ 合って ゐ たが、 話 興の 渐く盡 きた 汐を見 計って、 

冬 子は晝 飯の 支度 を手傳 ひに 忙しく 臺所 へ 起 つ て は 座に 反る のであった。 

食事が 濟 むと 靄 靄た る、 平生の 罪のない 座談で、 交友の 品性 評、 旅行 談 一 I 戀愛論 も 交って 冬 子 

そそのか 

は 何時か 唆されて、 其の 前半生の 經歷談 に 進んだ。 其 は 所謂る 彼女 自身の 罪過と 其の 罰と もい ふべ 

き、 一條の 悲哀な 物語な ので、 今から は 六 七 年の 昔 —— 事實は 極めて 簡短 である。 

もと  しゅっし  おも  i 

舊が冬 子 は 東京の 產で、 十九 歳の をり 死別れ た 父が 陸軍 出仕であった ので、 重に 姬路、 丸龜 或は 

ある 

九州の 聯隊 づきに なって、 方方 經 巡って 行いた。 系統 は 言 ふまで もない、 筋目の 正しい 束京府 士族 

で、 無論 善良な 家庭に 人と なった。 父が 心臓病で 退職に なった のが 十六の をり 兄の 正 也と 共に 大切 

な敎 育の 中途に あつたので、 一 家は柬 京へ 引越して、 信 濃 町邊に 平和な 質素な 生活 を 營んで 居た が、 

それ 

生計 は 段段 不如意に なって、 同時に 父の 病氣が 重って 来たので、 冬 子 は 某の 髙等女 學校を 僅か 一年 

ほと  は にの 

を 修めた ばかりで、 父の ために は 友人と いって も 幾ん ど 師長 の やうな 關 係の あつ た攄 野と いふ 邸に 
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引取られた。 ils は 農 商務省の 高等官で あつたが、 其 時分 は 官を辭 して、 實 業界に 人って ゐた。 家 

族 は 妻 君と 先赛の 子の 熊 夫と いふ 高等 商業 卒業の 青年と、 春 江と いふ 八 齢の 娘との 三人 暮 だが、 其 

の 家庭 は 冬 子の 父が 考ど ほりに は淸 くなかった、 と 謂 ふの は、 今の 妻 君 春 江 嬢の 母親と いふの が、 

妾 あがりであった からな ので。 

攄野は 寧ろ 謹直な 君子 風の 人であった。 妻 君の 嘉志子 とても 強ちに 非難すべき ほどの 婦人で はな 

かった が、 然とて 熊 夫の 輕 侮と、 我儘と を 抑へ ろ ほどの 能力はなかった から、 無論 一家 を 率 ゐるだ 

けの 淑德、 春江孃 を-教育 すろ だけの 智識 もない ので、 雙 方の 便利 を 謀って、 冬 子 は 其のお 傅と 謂つ 

たやうな 格で、 1：  く此 家庭へ は 人った もので あろ。 

f:. 江孃は 不幸の 娘であった。 容貌 は 寧ろ 凄 婉な其 母の 目 轟 立 を 其 まま、 濃い 眉に、 心ほどf^ぁが 

つた g しい E、 高い 少し 培 胸が かった、 肩から 詞の あたりが、 微妙に 出 來てゐ ない ほか は、 都て 

難の ない 美人で あろが、 i、i をり 子守 兒の不 ： 汗 意から、 左の 脚 を 挫いて、 療治 は 出来た が、 其な り 

g まって-、 <H じ も 膝頭の 屈伸が 自， S でない ので、 左して は： n 立ぬ ほどの 憐な 跛であった。 其所爲 でも 

あつたか、 可 恐し ぃ祌經 質で、 氣立は 父の 穩 かな 素直な 一面 を 受けて ゐ ながら、 劇しい 感情 を 包ん 

で、 淋しい 顏 はいと ゾ.^ 恐い くら ゐの 凄味 を 持って、 滅 多に n を 利かない 代り、 容易に 自分の 意志 

を 曲げ やうと はしない。 で、 麼 悲しい ことがあっても 手放しに 聲を 出して 泣いた ことがない と 同 


時に、 決して 笑顔 を 見せた 例の ない 娘で、 女性ら しい 和氣と 謂って は、 如何な ろ 場合、 如何なる 動 

作に も 見出す こと は出來 なかった。 一番 氣 味の 惡. いのは、 其 碧 味 を 有った 白： n で 睨まれる 時で、 父 

も 母 も 其の 憐な 畸形で あるの を 忘れ て、 心 か ら憎憎 しいと 思 ふの も 亦 其 刹那で。 

冬 子 は這麼 娘を學 校へ 送ったり、 化粧 をして やったり、 運動に 連れたり、 温習 をして やったり す 

ろ 隙に、 また 妻 君の 作 侶と もな つた。 一 體が多 血 性の 女で、 常識ん あろが 妙な { や： 想 もあって、 始終 

盲 的 感情が 小い 胸に 小鬪合 をして ゐる とい ふやうな 質であった。 謂 はずと 春江孃 のお 傅と して は、 

適任と は 謂へ なかった。 從 つて 餘り 親密の 關係を 作らなかった。 春 江 嬢から 言へば、 無論 忠實 で、 

或 場合に は 非常に？？ の拔 けた 仕 打が ある 代り、 或 場合に は、 其に 何等の 深い 考 がない まで も、 幾ん 

ど 煩いば かり 行 屈いた 仕向 振の、 温情 は： S よりも 父よりも 深 か つたが、 冬 子の 側から 見た 春. 江孃 

は、 餘 りに 品 高く、 餘 りに 冷酷であった ので、 始終 其の 性情の 眞 相 を 悟り 得ずに 服從 して 居た。 冬 

子の 頭に は、 蓋し 春江孃 ぐら ゐ氣 味の 惡ぃ 友はなかった ので、 其 表面より 深く 立 人った 洞察 を 下す 

だけの 力がなかった ため、 觅角萬 事 矛 li5 勝であった。 けれど、 冬 子が 攄野 家の 信用 を 得ろ の は 難し 

くなかった。 主が 幾 ど 娘に 封す る 愛情 を もて 迎 へれば、 妻 君 も 格外の 心 切 を 加へ て、 攄野家 は 寧ろ 

第 一 一の 家と なった。 

が、 次第に 冬 子の 胸に は 不幸の 種子が 蒔かれた。 冬 子 自身の 氣づ かぬ 隙に、 罪惡は 其の 淺ぃ 感情 
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を 弄ば うとした。 其 は 熊 夫との 關 係で、 此の 若者の 極めて 常識に 於て 勝った、 平凡な 氣質ゃ 動作 は、 

冬 子の 心に は 何等の 感動 をも與 へなかった が、 其の 當世 風の 風采と、 快活で、 平易で、 臆面の ない 

體 度に は、 又 一種の 注意 を拂 はずに は 居られなかった。 ー體冬 子に は 熊 本 以来の 男性の 親友が あつ 

た。 其 は萩澤 とい ふ 父の 書生 をして ゐた 男で、 極めて 沈着な、 溫 厚な 大望 家で、 年 は 冬 子と 三つ 遠 

ひ、 其のち 束 京へ 遊 學に來 てから は 度度 吉村を 訪れて、 殊に 冬 子の 兄と は 別懇な i§ で、 修めて 居た 

學科 は法學 であった が、 感情の 純潔な 自重 心の 高い 方で、 初めから 愛敬し 合った 二人の 交際が 何時 

すべ 

か戀 となった。 其に は少 からず 兄の 同情 もあった ので、 彼 は 前途の 幸福 を 光に、 功名心 や 希望、 都 

てのもの を 其に 集中した。 萩 澤が體 度 は 其のち 冬 子の 父が 亡くなつ たの を 汐に、 結婚の 契約が 成立 

つと s; 時に、 愈よ 明かに なって、 歩武が 確實 になって、 彼 は 冬 子が ために は 未来の 信愛なる 良人で 

あろ こと は、 冬 子 自身 も 信じて 疑はなかった。 

が、 植野 家へ 來 てから は、 際會 すろ 機會が なくなった。 萩澤は 一 たび 高等 宫の 試驗を 失敗って 病 

氣の ため 暫く 國へ歸 つたと は ig いたが、 此の 家庭の 溫 かみに 浴して、 氣の 忙しい 所爲 か、 其と も 冬 

子の 性情が 物に 熱しない 所ハハ であった のか、 大した 失望 を 感ずる でもなかった。 再び 上京して 受驗 

の 支度に 熱心で あると § いても、 其の 成功 失敗 を 酷く 氣 にす， るで もなかった。 詰り 冬 子の 考は、 確 

實な 意で あつたが、 其實 ぼんやりして たので。 萩澤と 自分との 關 係に ついては 淡淡し い 一 種の 想 


を 有って ゐ るに 過ぎなかった。 

する うち、 彼 は 二度の 戰 場が 目前に 現れて ゐ ろのに、 突然 父の 訃音に 接して 國へ歸 つた。 國へ反 

それ 

ると、 家事の 紛擾が 起って、 彼 は 家に 留まらねば ならぬ 運命と なった。 が、 其に 服從 すろ の は 無論 

絕對的 不承知であった ので、 萬 数 を排 して、 再び 上京した のが、 明る 年の 夏で、 將來の 方針に つい 

て、 冬 子に 宛てた 長い 手紙が 攄野 家へ 来たが、 其 時 は 冬 子の 全身が、 旣に救 ふべ から ざろ 大 苦悶の 

うちに 陷 つて 了って ゐ たので。 

け らく  そ 

冬 子 は 仇な ろ 一 時の 花の香に 醉 つて、 永世の 快 樂を失 はう とした。 其 は 丁度 获澤が 歸國の 春の 事 

で輕 佻で、 而 して 暴慢な 熊 夫 は、 冬 子の 盲 的 感情 を 唆し もし、 脅し もして、 自ら 得意と して ゐた。 

懼れ 且つ 愁 へ てゐる 隙に 危機 は 愈よ 切迫して 來た。 冬 子 は 次第に 熊 夫の 意志み-確め 得 る と 同時 

に、 明かに 視 得なかった、 获澤の 意志 も M 揮して 来た。 眞と 偽、 美と 醜、 醇 と燭、 淸と 汚、 151： 割 は 

いよいよ 明瞭に 照 さるる と 同時に、 劇しい 懊惱と 後悔 は、 間斷 なく 祌 氣を惱 し、 愚 を 嘲り、 痴を罵 

ほと  はなの さき せ せら わら  それ 

つて、 幾ん ど 慚愧の 頂 絶に 達した。 が、 熊 夫 は 暴 頭で 冷笑って ゐた。 で、 冬 子が 其と なく 事情 を訴 

へようと したと き、 彼 は 寧ろ 其の 貞操 を 一 一つに した 彼女の 心 術 を 嘲笑して、 罪惡を 責め やうと する 

けいがく 

に 至って、 冬 子 は 幾ん ど 自分の 蹈 迷った 豁壑の 深き に戰慄 した。 

萩澤が 再び 上京した 夏の 初めの ことで 、冬 子が 熊 夫との 最終の 際 會を說 いて, 7  く 必要が ある。 
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もう 六月で もあった らう か、 雨 勝の 空 は 兒角賓 切らぬ 色 合の、 何となく 濕 つぼい ダで C  rn は 丁度 

緣 側の^ ガラスに； 5^,^ しい 一抹の 紅 帶を引 ひて、 庭木 は 淡 乂；； い 影 を 障子 一面に 投げて ゐ た。 梅 鼠色 

した だ  の さば  みん ちく 

した 楓、 太 か 枝の 偃^った 八ッ 手、 ひよ ろ 長い 踪橺 に^ 竹の 一叢、 松 や 樫の^ 1^ と幽 闇い 庭 を 蒼然 

と蔽 ひか かる 慕 色のう ち を、 冬 子は獨 り彷惶 ひっつ、 堪 へぬ 苦痛 を淚に 遣らう として 居た。 奥から 

す さ 

洩れて 來 るの は 春 江 嬢が 弄び のビ ヤノの 調で、 其が 又 妙に 混亂 した 頭に 重苦しく 轡 くので あった。 

冬 子 は 其 所を脫 けて、 裹の大 い ー殊の 梔子の 下へ 出る と、 ぱっと 青い 若葉と 若葉、 枝と 枝と が 夕 

そよ 

日に 戰ぎぁ ひ、 揉 合って、 涙に 暴った： H に は、 寧ろ 晴 がましい 光彩 を 波立して ゐろ。 冬 子は懷 から 

そつ 

一封の 書簡 を 引出して、 私と 讀み はじめた が、 其の 手先 は 微に顫 へて 居た。 裙 子に 面して 立った、 

くっきりした 頸 脚に、 日 は 一 朵の光 を； めせて 小額から 頰が 丸で 眞 蒼に 見える。 と 思 ふと、 手先 は 愈 

ょ顫 へて、 淚が H 蓋 を 切る ので、 もう 讀む瀨 がない のか、 手 捷く牧 めようと すると、 

「冬さん！ 」 

だしぬけ  よつ 

と 出 突に、 太い、 締 のない 聲 がわく わくして ゐる耳 を 撃った。 冬 子 は 棒と して 振 向く 途端、 

「そんな 處に、 全體何 をして ゐ ろんだ ねえ。」 

ねる かさ 

と、 にゃにゃと 笑 かけた の は、 二十 五六の で、 無論 熊 夫であった。 耕の 袷の 下に 燃 を 襲ね、 縮 

ぐつ  ま る ま 

緬の兵 兒帶を 太い 嗣に 捲つ けて、 臀で 結んで、 紺の 足袋に 支那 沓を 引かけ て 居ろ が、 丸つ ちく 肥つ 


た 顔で 締 つた 口元に 一種の 愛！ 1 があって、 心 ほど 下った H 尻、 優しい 眉、 色 は 中 白で 柔 さうな 髮が、 

ぴったり 喰つ いたやう に 左で^って 居る。 脊は餘 り 高くない。 

「え、 何う かした の？」 と 梔子の 斡に 支いた 手に、 體を 持せ て、 メショ ンの パイプ を 片手に やさし 

く 尋ねた。  . 

「いいえ。」 

冬 子 はお どお どして、 「何 爲 です？」 と 低い 聲 であった。 

「だって 何だか 變ぢ やない か。 そして 顔色が 大曆惡 いよ。」 

|< るみる 

「さう，.」 と 冬 子 は、 胸中の 悲痛み-抑 へやう として、 强 ひて 笑顔 を 作った が、 看看淋 みの 顔が、 旋 

て 曇 つ て淚が 零れ さう になる ので、 慌てて 外方 を 向いた。 

「隱 したって 可け ない よ。 陰 さなくたって 可 いぢ やない か。」 

「何 をです？」 と しい H 色 をした が、 かに、 

「何も 陰す 事なん か、 有り やしま せんよ。 一と 暴 を 塞ら した。 

「可い さ。 そんなに II ら なくたって 可い. ちゃない か。 —— だって 秘密が あろんだ らう 0  J 

し か  すすり あ 

「い V え。」 と 押切って 言 張り も爲 1^、 ねる 無味で、 冬 子 は 我知らず 嘘唏 げろので あった。 

「おや、 何し たんだ。」 と 彼 ほ 聊か^った 體で、 せッ せと 莨 を 吐しつつ、 其 顏を蹬 めて 居た が、 旋て 
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.M ザゃウ  つ 

投 遣の 溜息 を 吐いて、 本 一 を 見 あげて、 けろ りと ほした。 据 子の 適と 上の 枝の 端に、 辛うじて 淺 つた 

餘光 は、 蒼く 其 顔に 映って、 パイプの 堙が、 かっき り^った 頭の 毛を拉 めて、 ゆらゆらと 立 昇って 

ゐる。 が、 其 も 瞬時、 冷 こい 風が、 木 下 を 動いて、 目先に ぶら 下った 一枝の 葉 を、 柔な 風が そば 

えて 度って ゐ ると、 急に 幕で も 引いた やうに M 下が i" くな つて 來る。 冬 子 は 幹 を 盾に、 體を谏 めて 

ft 坭 して： たが、 何 か 一一；  一 E たげ に 私と！！ 1 を 側めろ 途端、 被 は 氣を替 へて、 

「今の 手紙 は 誰"：」 と嶮 しい： E 色 をした。 

「え ッ。 一と へどん どして 「手紙なん か ：：0 一 

あざわら 

「嘘 をお 吐きなさい。 E 擊し たんだ もの。 可い さ、 何せ ：：OJ と 冷笑った ので、 冬 子 は+更 らしく 

まごまごして、 

「だッ て。 だッ て。 ：： そり ゃ爲 方が な いんです もの。」 と聲を 曇まして、 「私 は、 もう、 恁 して ゐろ 

しぼりだ 

瀬 はな いんです から。」 と 絞 出す やうに 言った C 

すすり あ 

「私が 活 うして 居て，. と 顔 を 親 込む と、 まに 袖で 顔 を 押へ て、 s 唏げ るので あった。 

「え、 私が 附 いてる てん？ 」 

「  。」 

「今と なって 後悔の 形なん だね。 え、 然ぅ だら う。 後悔す る やうなん なら. は、 寧ろ：：。」 


と； 一：；： さして、 〈.5^ に奏頓 して、 

「冬さん が、 そんな 事情が あろんだ と は、 私 は 思はなかった。 して 見ろ と 私が 惡 かった c」 

「いいえ、 そ、 そんな 譯ぢゃ .：。」 

「いいえ、 そんな 譯 でない ものが、. 何故 获 深の 手. 紙 を 見て、 そんなに 恢惱 すろ だら う。」 

「だって、 爲方 がな いんです もの。」 

「爲 方がない と： H や、 其まで だけれ ど、 然し 冬さん が萩澤 に、 那樣に 深く 執着して ゐ るの だと は、 

赵は 知らなかった。 . 1 可い さ、 考 へて 見れば 萩 澤も氣 の 毒の 譯だ。 一 體： ：。」 と 其處に i 坐ん 

で、 急に 口 を噤ん だ。 

「そり や 私も惡 い。 冬さん が 萩澤に 封して、 其 ほど^まない と 思 ふ 位の なら、 無論 私の 方が惡 い r 

「そ、 そんな 譯ぢャ なんです けど、 ：： ぢャ 何う すり ャ可 いんです。」 と 淚 一杯の 目 を 見張った。 

「私 は 外に、 相談す る やうな 灰 達 もな いんです し：：。」 

「莫迦な。 こんな 事 をう かう か 人に 相談なん かされて 堪ろ もの かね。」 

「ですから、 一 人で 氣を 揉む ばかしで、 其う ちに 日は轻 ちます し、 私 は、 ど、 どんなに 苦しい 思 を 

はっきり 

して ゐ るか 知れ やしません わ。 」 と 漸く 發揮 つ た。 

I  あ ざ わら 

-はッ はッ、 可い さ。 解って る さ。」 と 彼 は 事 も なげに 冷笑って、 「まあ、 そんなに 心配す ろ こと もな 
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いさ。」 

冬 子け 怨み ッ ぼい H 色み-して" 

「私 は、 もう 那様事 を 首 つ 4： や ゐられ な いんです もの。」 

r それ は IT に然 うさ。」 と 勢の ない 聲で、 何 所か輕 薄らし く吱 いた。 

r 差 あたり、 私の g だか 處置 がっかな いん ぢ やありません か。」 と 詰る やうに、 聲に 力を入れる。 

r さう さな o」 

「1^ すから、 私 は、 もうもう 恁 やって ゐる！ I はな いんです よ。」 と 又聲が 曇む。 

「 そ り や 困 る の は お ^tr; さ 0 」 

「だけれ ど、 實際 何す り や 可 いんで せう。」 

「何う も 任で つもない、 齊 く 運命に 任して おくさ。」 

「まあ ル只 下 は、 そ、 そんな 暢 氣な考 へで ゐ らっしゃ ろの？ 眞箇： ：。」 と手賴 なさ さう に、 fs 力 尻 

ほつ 

消に なろ かと 田 3 ふと、 と 溜， iny を 吐いて、 

「ああ ッ私 は、 何だか 世の中が、 可 厭に なって 了って よに と 沈んだ 絕 望の 聲 をロ宠 るので あった。 

「むむ、 だけれ ど、 然ぅ遽 に 失望す る こと もない さ。 正 可 获澤が 取 つ て 喰 はう と は 一一； 一！： ふまい し： •  •。」 

「贵下 は 存外 冷淡な 考を持 つてお 出な さるの ね。 だか ら那樣 事が 首 つ て ゐ ら れ る ん でせ うけれ ど、 


まったく 

少し は 私の 身に もな つて 見て 下さる と、 可 いんです わ。 てんで：： 其ぢ や：： 其ぢゃ 眞箇私 一人が 

::。」 と 聲を顫 した。 

すっかり 

「けれど、 事が 悉皆 爆 露した ところで だね、 大裝裟 に 言へば 不名譽 だと か、 不德 だと かいふの だけ 

きまり  大 

れど、 唯 少し 極が 惡 いとい ふだけ のこと なんだ。 私 は其處 まで 度胸 を据 ゑて ゐ たの だから、 肯て駭 

ど -3 し かた  それ 

かん。 强ち骸 かん 譯ぢ やない けれど、 然し 此 場合、 何も 爲 方がない ものね。 —— 私 生 兒を產 む、 其 

は 誡に耻 辱 だ。 不面目な 譯 ださ。 お 互に 濟 まない 次第 さ。 冷淡な 譯ぢ やな いんだ。 だが、 私の 身に 

取って は、 又 冬さん よりか 遙に 辛い 事情 も あらう とい ふ ものなん だ。 第一 私 は 好い 面の 皮なん だ。 

ね。 だけれ ど、 其處 はお 互に 我慢 を爲 合って、 出来るだけ は、 此 不面目 を 包まなければ ならな いぢ 

マない 力。」 

「包む と 仰る の は？」 

「詰り 秘密に 爲る のさ。」 

「其が 出来る くら ゐな ら、 私 だ つて 這 麼に氣 苦 盧は爲 やしないので すけれ ど：： o」 

「まあお 聽 きなさい よ。」 と 熊 夫 は聲を 潜めて、 抉の 端 を 引く ので、 冬 子 は 向 合って 坐ろ と、 彼 は 私. 

と 其 手 を 取って、 

「何 うだらう、 冬さん がー 旦 家へ 引取る とい ふこと にして は？」 と 其 顏を視 くので、 冬 子 は 身悶え 
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や. して、 上： おした やうに 俛 いて 了 ふ。 

「冬さん の 家. 妙が 如何に 嚴格 であるに しろ、 其處は 親子の 情愛 だ、 正： 苛酷な 取极 ひは爲 まいだら 

うぢ やない か。」 

「まあ そんな 事が。」 

「まあ さ、 而 して 其 處で身 二つになる のさ。， 一と 彼 は 冬 子の 指 を 弄りつつ、 

「身 二つに さへ なれば、 後の 始末 は 極 見易 いんだよ。 少しも 心配す る こと はな いんだ。 何 だね。！ 

「でも：.：。」 

「せ ^ よりか 外、 まあ 私に 策 はない ね。 と 彼 は 手.^ -ia- 放って、 「其 位の I？ 镇は此 場合 出さう なんの ぢゃ 

ないか。. え、 何も 心の 持 様 一 つ だ。 冬さん は、 自分 一 人の 不幸 だと 思 ふから.^ けない C 世 に は 間 

問 ある 奴 さ。 驚く こと はない のさ。」 と 突 放す やうに. つたので、 冬 子 は H を 丸く して、 心細 さう に 

暫く 其 顔 を 見詰めて るた。 

「外に 道 はな いんで せう か。」 

「さあ、 有る くら ゐ なら、 私 も 好んで 苦慮 はしない のさ。 其と も 冬さん に、 何 か 妙案で もあるなら 

聞か うぢ やない か。」 と 顾を撫 11 して 皮肉な =： 色 をす ろ C 

「いいえ、 然 うぢ やな いんです けれ ど。」 と 首 を 箱れ て： t 入 込む。 


きまり  .5_J も ひ 

「だから、 此際非 手段 を 取れば 格別、 何の 道 一度 は 極の 惡ぃ 念を爲 なくち やならない の だ。 皮 切 

が 少少 辛いだ けの ことなんだ。 其 位の こと は 我慢 をして くれたって 可 いぢ やない か、 え。 冬さん の 

前 だけど、 大した 身分が あると いふ 譯 でもな いん ぢ やない か。 私の 邸で ぐ づぐづ して ゐて こそ、 酷 

く 外聞が 惡 いやうな もの だけれ ど、 冬さん の 宅なら 手 輕に濟 むこと なんだ。 然 うお 爲 なさい、 其に 

限る。， 

「は あ！ 」 

「ちゃ 可 いんだね、 承知なん たね。」 と駄 H を 押しながら、 

「ぢ や、 まあ 常 分 それで： しと。 _ー  と 起 あがって、  . 

ま +* り あ tO 

「いや、 私 も 飛んだ 心配 をした よ。 何しろ 氣の 利かない 話さ。」 と 苦々 しげに 冬 子の 風 を 行く。 

「それ ぢゃ、 あの 私 か. 暇 を 戴 くんです か。」 

「然 うなんだ よ。 然うして、 親父 や 25? に 知れない やうに、 其處は 冬さん の. 手際なん だ。 其から 冬 

さんのお 袋 や 兄さんに、 巧く 一一 r 含めて、 私が 何とかす るまで、 穩便 にして. おいて 貰 ふ 必要が ある。 

其邊も 心得 て お い て 貫 ひたい。 —— 兎角 女 は 割が 惡ぃ奴 さ。 爲 方がない さ。」 と 人 の 惡ぃ笑 方 をす ろ 。 

「私 は、 其から 當分 便利 を 謀って 旅行 をす ろよ。」 

「え、 御旅 行？」  —  —  — . 


三 九 二 

「房ち や、 其處 のと ころが 始末が 惡 から うぢ やない か。； 

「ちゃ、 贵下は 在 やらな いんです か。」 と 身 を 起す と、 彼は默 つて、 ついつ い 築山の 方へ 登ろ。 冬 子 

み まも 

は つて、 熟と 見 戌って ゐ たが、 ^；^に想出したゃぅに後を追かけて、 

「本當 に 御旅 行 をな さ ろんで すか。 I 

「何故？」 と 彼 は 振 返って、 嘲む やうな： in 色 をした が、 

「解らない な。 冬さん は、. 何して 然ぅ贫 切らない だら うね。」 と 苦笑 をへ の 字な りの 口元に 湛 へる。 

「そいで、 何時お 起ちな さるんで すの。」 とへ ども どしながら、 俅々 聞いた。 

「明日 かね。」  . 

どちら 

「何方へ 行し や るんで すの。」 

「だけど、 そんな 事 を！！ く 必要が あるの か 知ら。」 

「です けど、 私 何だか 心， 1 うご ざん すから。」 

冬 子 は、 伏目に なった きり、 熊 夫 は 何 か 一一； 一 ：！ はう として、 急に 口 を i んで? < お を 吐いて、 

-も つと てきば きしたら 何 うだらう。 —— 可 版に なつ 了 ふね。 人 を 手 甲 擦らす もの ぢ やない よ 0 一と 

もど か 

捂 しさう に其顏 を差舰 いたが、 氣の 折れた 體で、 

「だけど、 まあ、 可い や。 ^^、ぢゃ此で久くぉ目にかからなぃょ。」と這度は悦ぃて、 思 ひきり 惡 くぼ 


つぼつ 行き 出した。 

其から 再び 口 を 利く 機 xtf かなかった。 けれど 冬 子の 苦痛 は此に 止らない。 

で、 間もなく 家へ 歸 つてから は、 劇い し 周圍の 非難の なかに、 漸く 身 二つに なって、 産れ たのが 

かの をん な 

女の子、 百日ば かりで 近在へ 里子に 遣った が、 此 間に 冬 子 は 可 恐し い 性情の 變遷 を經來 つた。 彼女 

は最：^^ゃ世問の侮蔑と非難に屈しては居なくな つた。 

三 

ほと  わ -T- くつ 

五ハ ヰの あ ひだ は、 幾ん ど耐 へがたい 抂 屈と 輕 蔑の なかに、 滅却され 蹂躅 された 冬 子 は、 次第に 

自己 を發 揮す る 機會を 見出した。 

かの J" んな  それ 

彼女 は 初め 看護婦と なり、 其から 女 記者と なり、 ー轉 して 女 作家と なった。 母 や 兄に 對 すろ 體度 

ん？ そろ  vu-i 

は 可 恐し く 傲慢に なって、 內氣に 過ぎた、 T ぜ 一切らない 昔の 自分に 打 勝ち得た と 同時に、 直に 突 走る 

感情 は 勁烈、 意志 は 強硬、 且つ 一種の 人格 を 有つ 獨立獨 歩の 婦人と は 成った。 

やれに  こ 二 

加 之 此頃作 名 は 逋に揚 つて、 筆を揮 ふごと に 世評の 注目 は 一 に此に 集って、 或 もの は是を 犬才と 

ゆたか 

呼び 或 もの は 詩人と 稱 へて、 交友 も擴 り、 生活 も 漸く 裕 になった、 七月の 或 日の 事で、 冬 子 は 二 m 

日 前から 感興の 休みが たい 一作 物に 筆 を 着けて 居ろ ので、 門を閉 して、 庭の 綠 蔭に 面した 座敷に、 

春 光  一 1 一九 一一 一 


三 九 四 

神 は 澄み 氣は 凝って ゐ やうと いふ、 ，端の 突 .ii- るに 任せて、 止む こと を 知らない、 丁度 午後の 四時 

頃、 一 組の Ei^ 女の 客が あった。 ——1 それ は 希ら しい 熊 夫と 春江孃 とで。 

彼女 は 名刺み-見て、 屑を耀 めて、 

「誰が こんな 人に！」 と 冷に 嘲笑した が、 さて 春 江 孃は有 磐に 可 懐し かった ので、 思 直して 次 

の六歷 へ；^ さした。 

が、 八 マで も 彼女 は 澄す ことが 出來 ない。 {齐 が 座に 就く か 着かぬ に、 を惜 いて、 無意識に つと 起 

かけた が、 . 免 に 菊 模様の 中形の 衣紋 を 絡って、 隔ての 襖 を 啓け た。 春江孃 は今ハ やが 十七 か 八、 其の 

ち 一 一虚ば かり & つて、 も-リヱ ン ゲイ.. チノ ン ト がへ t ん だと 問いた が、 紺 耕の 御 召に 海老茶 地の 七 珍、 

花 苗 I 蒲 模様の 1_ 牌い 小豆色の 牛 襟、 蠻を 引つ めた 束 髮の顔 は、 滅切 肉が 着いて、 色が 冴 冴と して ゐ ろ，^ 

からま  -ひる 

熊 夫 は _i 摩 耕に 黑鋁 の^ 織、 鼠 縮緬の 兵 兒帶に 金鎖 を 絡せ て； Ii5 るが、 顔色が 暴んで、 H が 妙に P 陶っ 

た 光を湛 えて、 顿が げっそり^ ちて ゐた。 

「ほほ、 ようこそ 入つ しゃいました。」 と 冬 子 は 先 春 江 孃に媚 を 作る と、 

「お 忙しい んぢ やなく つて？」 と 挨拶 をす る。 

「冬さん、 其 後 は？」 と 熊 夫 は 何した のか、 元お のない 調子が 低かった。 ， 

「^に 意が あって、 お 尋を爲 なかった 譯ぢ やない けれど、 何だか 出に くいので：： 然し 妹から お.， 嘴 


ま いて s つたです。」 と 後は更 つて、 まじま じ 冬 子の 顔を視 る。 

冬 子 は 久く其 氣 色に ni 配 を して： W たが、 

「いいえ、 ， 可 致しまして 。一と 伏： E になる と、 座が 何となく おけて ポで 0。 

冬 子 は 一 入で 茶 菜み-持 出して、， 馆め ろと、 良久あって、 

ま * 

「お 一 人 は 氣樂で 可い のね。」 と 春 江 壊が 庭から 通る 凉 風に 目 を 細く して、 其 手元 を 戌る。 

「ナ あ、 银樂は ーま樂 です ね。 又 寂しく つて 耐ら ない こと もあります けれど、 ぉ隆で 段段 友 入 や 何 か 

が 殖える ものです から、 是で、 案外 お客様が あるんで すよ。」 

「然 うでせ うね。 IJ 

「贵 女、 御 結姘は 秋？」 と H を あげる。 

「私；；：」 と 春 江孃は 較頗を 板め て、 「何だか：： OJ と 口籠る。 

「何よりお 芽出度い ことです わ。 いものね。」 

「さう ね！ だけど、 成た け晚ぃ 方が、 私 は いのよ。 だって： らな いんです もの。」 

「ぢャ 御不滿 足？」 

「私、 結婚 嫌 ひよ。 結婚なん か S なくった つて. ささうな ものね。」  . 

「ほほ、 然 うは 行きません よ。」 と 二人の 顏を 見比べる と、 熊 夫 は 團扇を 使 ひながら、 微に 苦笑して 
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る。 

「然云 ふ 冬さん こそ、 結婚 嫌ひぢ やなく つて？」 

「私で す か、 私 は 結婚 をす る 資格が な いんです もの。」 と： m 眩 さう に： R を 側めて、 笑談 らしく 首 つた 0- 

r, 町して？  j 

「そんな こと を聽 くもの ぢ やなく つてよ。 —— 私 もね、 結婚 をす る 害. ちゃ あつたん です けれど、 其. 

が， けなくな つたの！」 

「さう！」 と卷江 孃は眞 面白な 顔で、 熊 夫 を 見る と、 彼はハ ンケチ で 額の 汗 を 拭 ひながら、 側 を 向 

いて ゐる。 

「だけど、 私 こそ、 こんな 體で 結婚なん か爲る 資格 はな いんです わ。」 

r 然 うぢ やなく つてよ。 そんな 道理が 何 所に ある もんです か。 大 威張で もって、 理想の 男子 をお 求 

めなさい とも。」 と 力めて 一一； 一 n つたが、 何となく 悲哀 を 包んで £5 た。 

「fe 人 は 優美な 志 想と、 純潔な 肉體、 其で 十分 ぢゃ 有りません か。」 と附 加へ て、 

「何 か贵女 は 圓滿な 家庭 をお 作りなさい まし。 —— 私なん か は、 もう そんな 資格 はな いんです。 よ 

くよ くの 事で なくつ ちゃ、 私の やうな、 無趣^な 不具 的 生活 はする もん ぢ やな いんです よ。 II 

「でも、 私 冬さん が 可 羨し いのよ。 出來る ことなら、 何時までも 一人で！ 5 られ ろと.^ いんだ けれど、 


意久 地がない から、 爲方 がない わ。」 

「はは、 春 江さん は、 此頃 連と 然云 ふこと を 言って、 人 を 困らせる の は 宜しくな いよ。」 

や つぼり 

「いいえ、 お 兄い さんなん か、 男の 癖に、 矢 張 女 は 男子の 奴隸 にして おけば、 可い もの だと 思って 

らしゃ るんだ わ、 屹度。 だから、. 私 貴方 嫌いよ。」 と 片意地な 聲で遣 込める。 

「へえ。 酷く 切 込む ぢ やない か。 私が 何時：^ 人 を 奴隸极 ひに したの だ。」 と 念 はず 眞 面目になる。 

「可く つてよ。 私 知って てよ。」 と 憎憎しい 口元 を 歪めて、 

い ぢ つばり 

「はは、 お 株が 始まった。 何です 冬さん、 相 變らず 意地 張で せう。」 と 空 笑 をす る。 

「それ はね、 感情の 劇しい 方 は 何しても ね。.」 と氣乘 のしない 返辭 で。 

「あ、 短い M:」 と 春 江孃は 溜息 を洩 して、 つんと 澄した。 

「面白い、 何が 煩いんだ。」 

「だって 贵 方なん か、 ， ^の 心の底が 解ります か。」 と嚴 格な 調子で。 

「むづ かしい ね。 X 光線 を假 りなく つち や、 f; 一 も 解らない ね。」 

「詰らない，. 那様事 を 言って、 胡麻 化した つて 可け ません よ。」 

「はは、 何した とい ふんだら う、 今日は。 喧嘩腰 なんか 見っともな いからお 休しなさい。」 

「喧啼 腿って 甚麼 腰です C 私が 崎 形 だと 思って。 可く つてよ。 輕 蔑.；？ 爲 なさい。 たんと。 阿 母 さま 

^ 光  一一 一九 七 


一一 一九 八 

に吩咐 ける のよ。」 と淸 しい： n に淚が 浮ぶ。 

「まあ 可 いぢ や 有りません か。 fiw 方 だって、 お 妹さんの 無 質 は 能く 御存知で ゐ らっしゃる のに，.」 

「いや、 そろそろ 結 娘 時期が 5=」 つてる のに、 此ぢ ゃ眞筒 前途が 氣遣 はれる のです。 だから 可成 人な 

か へ 出す やうに と、 今 H も わざわざ 友人の 宅へ 引 つて 行った のです。」 

「然 うです か。 —— それ はお 骨 も 折れ ませう けれど、 春 江さん の 側に も、 亦现笳 がお 有ん なさ るん 

でせ うから o」 

「お 兄い さん は、 私が 事を考 へて ゐ るか、 知り もしない， 赇 に。」 

「だから、 何でせ う、 乂 少時 冬さん の 御 厄介になる の は？」 

それ 

「其に も 及びますまい。 御 結婚 をな されば、 獨り でに； t- くなる ことなんで すから。」 

「いや、 こんな 我^な 妻君ぢ や、 眞筒 難物です。 だから、 义 冬さん に來 一し 戴いて、 這变 はみ ッ ちり 

敎育 をして K ひたいと W 心 ふので。」 

「何 致しまして。 私は敎 育家ぢ やな いんです もの。 其ぢゃ 反って、 邪道へ 導く やうな ものです。 加 

之。」 と 冬 子は屹 となって、 

「私 も廉 恥の 何たるく らゐ は、 聊か 心得て をる 意なん で ご. ざいます。 养 江さん と は 將來も 御 親密に 

願 ひたう は ございます けれど、 實は贵 方に は、 決して、 決して、 お E にも かからない 意だった ので 


ございま すよ c」 と 伏目になる。 

「何爲 てです？」 と 熊 夫 は、 どかり とした 調子で、 平然として ゐろ。 

「私が. 冬さん に對 して、 其 だけの 罰 を 受けな くつち やならん 理由が あるの か 知ら。」 

「いいえね、 此罰は 他人が 加へ る 罰ぢゃ 無い ので 御座います。 良心が あれば、 誰し も 苦痛 を 感ずる 

おつし 

害 だら うと 思 ふので す。 其 を 感じない と 仰れば、 贵方は 或 意味に 於て、 非 に 幸福な 方なん で ごさ 

いませう o」 

「苦痛 は 感じない こと はない。 お 互に 苦痛 は 感じた に 相違ない。 けれど、 私 は 敢て其 を 侮 ひない。」 

「は あ、 然 うでせ う。 侮 ひなければ、 詰り 苦痛 もない 害です。」 

「いや、 然謂ふ もの ぢゃ あるまい と 思 ふね。」 と 熊 夫 は 落着 はらって、 

「私の 苦痛 を 感じた の は、 畢竟 世の なかの 制裁 を懼れ たからで、 私自身の 所行 を悔 ひたから ぢ やな 

いので。 J 

「ぢ や、 贲方 御自身 は御滿 足だった とい ふ 御意 味；：：」 

「言って みれば 然 うなんで。」 

「いいえ、 失禮 ながら、 其 は 貴方が 憶って 在し や るんで せう。」 

「いいえ、 斷 じて 偽り ぢ やない。 —— 過去 を談 ずるの は、 甚だ 愚の やう だけれ ど、 萩澤 がなかった 
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さ しづめ 

ら * 差 ぼ 私の 妻 君 は 冬さん でな くち やならなかった ので。」 

「ほほ、 ^を 仰し やい。 其 を 信じろ に は、 私 は 經驗を 積み過ぎて をろ ので ございます。 いいえ、 信 

じません とも。」 

「妙 だな。 信じなければ 信じな くっても 可い さ OJ 

「私は、ぁのをり明かに貴方の意志を悟り得たのです。」 

はは、 誤解 だら う。」 

；, 誤解で も 可う ございます、 私 は 私の 意志で 判斷 をす ろの だから。 また 私が あの 折、 如何に 無意識 

であった にしろ、 貴方の 仰った 事ぐ らゐ は、 丁と 記憶に 殘 してお くので ございます。」 

「いや、 私が 何 を 言った か、 其 は 記憶 はしない。 だけど- < "は 感情の 動物 だ。 或は 本心で ない 言 を 吐 

いたか も 解らない けれど、 其 を 一 々亂 明す るの は 酷 だ。」 

「です けれど、 感情の 動物なら、 お 互に 偽りの ない、 純潔な 感情で もって、 附合 ひたい もの ぢゃぁ 

りません か OJ 

「すと、 私の 感情 は 奇麗で ない ので？ 偽って ゐ ろので？」 

「まあ、 然 うとし か 私に や、 思 はれない ので ございます。」 

「宜しい、 私の 感情 は 純潔 ぢ やない。 其ぢゃ 冬さん は、 何爲 前以て、 萩澤の ある 事 を 私に 言明し な 


かった の だ。 明かに、 私 を^って ゐろぢ やない か。 - ！ . 私 は あの 折の ことで は あ"、 然云 ふこと ま 

で 詮議す る餘裕 はなかったら うぢ やない か。」 

「まあ、 さう H だけど、 私 も 其を考 へて る餘裕 はなかった のです。 考 へて ゐ たにしても、 其 を 言 

出す 勇氣 がなかった のです C ですから、 今でも 其を悔 ひて をろ のです。 だけど 貴方が 若し： ：。」 と 

さすが 

冬 子 は 有 繁に言 淀んで、 

よ  とつく 

「もう 休し ませうよ C 裁斷 は、 もう 疾に 濟んで をる 害です。 繰返した ところで、 お 互の 罪惡が 消滅 

する 譯で もな いんです から。」  ， , 

「だけど、 私が 何なん で C  - 

「いいえ、 もう 何 巾し ますまい。 J 

「ぢゃ 私 も 何も 一一； 一 II ふまい。 けれど、 ただ 私 は あの 時分の 熱 を 今 も 持って をる とい ふこと だけ は、 記 

憶して ゐて貸 ひたい。 一 

そ れ 

「熟です ッて、 ほほ。 けれど、 何して 其 を 記憶す る 義務が 私に あろんで せう。 私 は 一 且資 方から 冷 

酷な 宣告 を 受けた 害なん ぢ やなく つて？ 今更、 私 を 愚弄し やうと なすった つて、 到底 無効です。 

. 11 經 験が 許しません もの。 設ん ば、 其 を 信じる にし ませう、 私 は 其よりか、 遙 かに 熱烈な 情 を 有 

つて くれる 人 を 知って をる のです もの。 其を寶 ろの は、 詰り 私の 良心 を寶 ろので す。 此 上の 苦痛 は 
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私 も 御免 を 蒙りたい ので ございます。」 

「然ぅ 首 はれち や、 御 挨拶の 爲 様がない が。」 と 苦笑 をす る。 

「貴方から 御 挨拶 を 受ける まで もない ことなん です。 私 は あの 落 を 再びす る やうな 愚 は、 二度と 

誓って 爲 ない 意です" 始まらん お^です けれど、 私の 受けた 輕蔑、 非難、 苦痛と いふ もの は、 まあ 

何のく らゐ だった でせ う。 萩澤其 人から は賤 まれろ、 ：S から は疏 じられ ろ、 兄から は 篤ら れろ、 友 

人から は 冷笑され る。 何方 を 向いた つて、 ル I な 敵なん ぢ やありません か。 謂 はば 私の 閤黑 時代、 そ 

れ でも 死ななかった の は、 赤が； たからば かりなん です。 御存知で も ございませう けれど、 私 は 辛 

くって 宅に ゐる 瀬はなかった ものです から、 の 取 計 ひで、 以前 父の 世話になった、 橫濱の 去 人の 

^で、 私と 產 尊に 就いた 位な のです。 私は實 際、 貴方の 慘 酷を怨 むこと を 忘れて、 世の なか を怨ん 

だのです。」 

「むむ、 然 うだった らうね。 其 はお 察し 巾す。 だけど、 一 つ は 冬さん の祌經 が、 過敏な 所爲 でも あ 

ろん た, 

「：： 過敏に ならずに 居られる でせ うか。」 と 彼女 は 想 出した やうに 春 江 嬢 を 見る と、 聽 しい 目色 を 

して、 熱心に 耳 を 澄して 居る。 

「だけど、 是は 貴方に 訴 へ ろ苦ぢ やな かったんです。」 と 41- に 吃と なる。 


「いや、 私 も强ち 聽く責 がない とも 謂へ ない。 若 また 私が 慘酷 であった とすれ. は、 今 私が お詫 をす 

る…. o」  . 

「いいえ、 貴方のお 詫 を 受ける 必要 はない のです。 何だか 失禮 です けれど、 御 訪問 を 受けろ さへ、 

私 は 心苦しい のです。 -  - 

「だけど。」 と 熊 夫 は 首 を 傾げて、 「私 はそんな に 冬さん から 擯斥され ろ 道理が あるの か 知ら。」 と 不服 

らしく 咬く。 

「だけど 可 いぢ や ございま せんか。 貴方 は 人の 感情み-害して 其で 面白い ので ございま すか。.」 

「面， z: く はない さ C 決して 面白くて、 這 察 こと.^ In つてろ 譯ぢ やありません よ。 ， —— 私 は 一 體冬さ 

ん の 感情 を 害す る や う な ， ^ と を 首 つたの か 知ら。」 

「私 は 一向 贵 下が、 今日 御 訪問 下す つた、 意嚮 を しないので ございます。」 

「私 は 亦、 冬さん から、 那様首 を聽 かう と は 2 い〕 はなかった。 幾ん ど 冷酷 だ。 - 

「は、 私 は 冷酷！ 何とで も 評され ませう。 一と に 口 を喊ん で、 つんと 庭のお を 向いた。 春 江孃は 

曩 から、 俯伏に なって、 新刊の 小 說を讀 んでゐ たが、 不圖 體を擡 みて、 奢 を撫 揚げて、 髀 屈さうな 

太 息 を 吐く のであった C 

「ちょいと、 これ：， @.nl くって？」 
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「は、 面白い とい ふ ほど ぢ やないで せう けれど、 まあ、 世間 ぢゃ 何とか 言って くれろ 人 も あつたん 

です よ。」 

「さう！ どんな 筋？」 

「それ は、 私の 子供の ことから、 孤兒 とい ふ ものの 運命 を 想像して 見た のです。. I 詰り、 私達の 

やうな 無慈悲な 親の 手 を 離れて、 他人の なかで 育った 兒は、 世の なかに 對 して 甚麼考 を 持って 來ろ 

だら うとい ふ、 私の 推測 を 書いた に過ぎないの です。.」 

「然 うすと 幸 (娘の 名) のこと なんだ ね。 I— 面白い。」 と 取 あげやう とする。 

「お兄さん は 可 厭よ。 私讀ん でる のよ。. 一と 諸手で 抑へ る。 

「だけど、 藝 術て えもの は慘 酷な もんです ね。」 と 冬 子 は 左の 縑 指で 片目 を掩 つて、 

「悲慘 な 事 や、 悲哀な こと を さへ、 面白く 書いても つて、 美感 を 起させる とい ふんです ものね。」 

「悲慘 け 幸 は 格^ 悲慘な こと は あるまい。」 

「悲慘 でない と 言へば 其までで すけれ ど、 幸が 產れ たとい ふ 其 事が、 旣に 不幸な 運命 を 持って ろぢ 

や 有りません か 。一 

「さう 世の中 を悲觀 した 日に は、 一 日も恁 して 活 きて ゐられ なから うぢ やない か。」 

「は、 私 は悲觀 する のです。 11 幸と いふ 子 も、 私と 同じく：： 寧ろ 私よりか 哀な 運命の 下に、 產 


まぬ 親から 冷遇され、 世^から 輕 蔑され るの かと 思 ふと、 實に、 實 に可哀 さう で 堪らない のです。」 

「.！|： も 冷遇す ると 決って る 譯ぢゃ なから う c」 

「いいえ、 旣に 冷遇され て をる のです。 產 みの 親の 手から 離れて、 他人に 渡される とい ふこと が、 

旣に此 上 もない 冷遇な のです。，」 ， 

「那様 事 を 言った 日に や、 危 かしく つて、 一 R も 世の なかに 居られ はしない。」 

「眞 筒危 つかし いんです。 11 私 は 子供の をり から、 隨分 2g に は 愛された ものです。 だけれ ど、 g 

でせ う 幸 は？ 私の SiJ 其 人で さへ、 外聞が 惡 いからと いふんで、 里子 主義に 賛成した ぢゃ ありませ 

んか。 其です から、 兄 は 勿論、 こんな もの は、 もう 罪惡の 子、 辱の 子、 育てろ 義務 はない とい ふん 

で、 咀 はない ばかりな のです。」 

「まさか ，■•」 

あなが.  わり  や ま 

_ いいえ。 勿論 强ち 母と 兄と が惡 いの ぢゃ ありますまい よ。 私自身 すら、 手許に おくの は 病し いや 

うな 念が して、 引渡した とき は實 は、 肩の 重荷が 卸り たやうな 氣が爲 ずに は ゐられ な かった ので 

す。 社 會は慘 酷！ といっても、 強ち 私の 癖み ぢ やなから うと 思 ふので す。」 

ああ 

「むむ、 私 は 然ぅも 思 はんね。 —— 幸 は、 まあ 那 して 居れば、 私達が 育てる よりか 幸， 幅 さ。 くよ く 

よ 思 はない のが、 お 互に 可い _3 さ c」 

奉  光  -  3  off 


KG 六 

さ - つ 

- いい. え、 然 うは 行きません よ。 —— 貴方 は 何事 も、 然 いふ 現在 主義で、 一 通りの 考 しかお 持ちな 

さらない から、 他 を 幸： 幅と 3 せし なさ ろんで せうよ。 私 は 然云ふ 父 を 持った、 幸が 不^な ので ござい 

ま ta-  C 」 

T. そんな， t  おつつ  やん な 

「那樣 こと を 首った つて、 追 着かん ぢ やない か。 事實那 様に 可愛 さう なんなら ば、 連れて来て、 自 

分の 手許に おいたら 可から う。」 

「です けれど、 私の 手許が 安全 か、 何かとい ふこと すら 旣に 疑問な のです。」 . 

t 力た  さちから だ 

「其 ぢゃ爲 方がない ぢ やない か。 11 幸の 體の 持って き 場が なくなる ぢ やない か。 まさか 殺す 譯に 

は 行くまい。」 

「殺す"」 と 彼女 は 極めて 不愉快な： M 色 をして、 戰慄 しで もした のか、 を搖 つたが、 酷し く 眉宇 

を 曇らせて、 

「慘 酷！ 贵方 は、 然ぅ いふ 冷淡な 考を 持って らっしゃ るんで すか。」 

「だって 置 場がなければ、 外に 手段 はな いぢ やない か。 11 冬さん の神經 質に も； 51 つち まふね。， 

ちつ 

方 は、 些とも 幸の 身の上の ことなん ざ、 考 へち やみないで せう"：」 

「考 へん こと はない。 けれど 冬さん の やうに、 一 一 氣を揉 出しち や 坂がない ぢ やない か。 諦めと い 

ふんの が 肝心 さ。」 


「諦めろ とい ふんです か。 だって 私が 諦めた ところで、 泰の 不幸 は 依然 救 はれな いぢ や 有りません 

か。 J 

「困る ね。 誰も 然ぅ、 妄と幸 を 侮辱す る譯ぢ やなから うぢ やない か。」 

「です けど、 侮辱され べき 運命 を 持って来 たんです もの。」 

「まあ 可い、 際限が ないから 休 さう。」 

「貴方 は、 幸が 大きくな つたら、 人生の どんな 道を迎 るかと いふ 問題なん か、 少しも 考 へて やつち 

や 下されない のでせ うね。， 一  . 

「ば 一から、 考 へん こと はない と 1H つてろ ぢ やない か。」 と 熊 夫 は 到頭 聲を激 ました。 

「可う ご. ざん す。 贵 方に |?ザ ふ 事 を 相談す るすら、 旣に 私が 問 違って をろ のです。 さう！ 私 は 肯 

方と は、 もう 何にも：：。」 と 語り 憊れ て、 萎頓 して 了 ふので あった。 只 看る と、 席に 倦んだ 春 江 嬢. 

が 庭へ 下 立って、 綠蔭を 動いて 居る。 

「然し 冬さん、 是 迄は是 迄と して、 私 も 及ぶ-たけ：：。」 

「、_ いえ、 私 は旣ぅ 少しも、 貴方の 助 を 仰ぐ 必耍 はない のです よ。 私 は 非常な 苦心で もって 今 漸く 

往事 を 忘れ やうと して ゐ ろのに、 何 を 苦しんで、 今更 そんな 桎桔が 受けられる ものです か。」 

「それ ぢゃ 私の ことなん か、 些とも 考へ ちゃ くれないんで：：。」 

0  光  四 a セ 
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「そんな 事 を、 贵 方から ぉ尋を 受けろ 害ち やな いぢ や 御座いま せんか。」 と 1e 放つ。 

お も ひき 

「然し、 其ぢ ゃ恩斷 りが 可 過ぎる ぢ やない か 知ら。 私 は 幸の 父 だとい ふこと も、 記憶して おいて 世 

はなく つち やならん じ やない か 知ら OI 

「ああ 父！ 無慈悲な 父と いふ こと は、 私 も 記憶して おき ませう。」 と 淋しく 微笑んで、 つと 起 あが 

ろかと 看ろ と、 緣か ら庭 へ 下 立つ て 春 江 孃の後 を 追 ふので あった。 五 時半 頃の、 ぎらぎら する 日 は、 

そよ 

今や 池 一 面に 眞 赤な 光 を 投げて、 萎れき つた 繁 みが、 渐く動く凉氣を13|^ふかの如く戰ぃでゐろ。 

冬 子 は 其から 急に 感興 を 殺げ て、 如何に 婉 いても 筆が 執れぬ のであった。 

六 nr から 八月へ かけて、 一 つの 〔B 作き 公^した が、 苦心の 割に 世評 は揚ら なかった。 それに 一 時 

酷く 冬 子の 神經 み- 惱 したの は、 或 毒筆 記者の ために 舊罪惡 の 一部 を摘發 された ことで、 暑氣に 向つ 

て 著ろ しく 衰 へた 健康と 共に、 彼女の 元银 は、 此に 一頓 挫 を 来した。 けれど 詩 名 はます ます 一般に 

傳播 して、 文；^ - における 一 筒の H ざまし い 色お と はなった。 熊 夫 は 度度 訪れて、 度度 冷遇され た。 

彼 は 結婚 以来、 旣に 一 子を舉 げてゐ ろので あつたが、 其と 前後して 父み-亡 してから は、 何となく 身 

- 、は h- 

の 尚が 淋しくな つて、 勤め先の 銀行に おける 地位、 丄般 社交界の 信用、 家族 親姻 の 情；？？^、 義理の 


そ- -. -べ  かま  ささ 

妹の 友愛 11 =ll 等が 都て、 自分の 希望と 背馳す るかの 感 があって、 柔順な 妻 は 渝らぬ 愛情 を 歙げて 

ゐ るに 拘ら ず、 日に日に 冬 子に 封す ろ 愛慕の 念が、 昔し 彼女に 冷 情であった だけ、 いと ど切實 にな 

ろので あった" 

打 絶えて、 冬 子 は 久く母 を 訪れぬ ので、 或 夕 青山の 原 を 横って、 古き 我家 を 訪れた。 我 立籠った 

主義と いはば 主義、 意地と いはば 意地の、 城廓と もいつつ べき、 狭い 書齋に 自ら を 高し とも、 重し 

とも 世間から 隔たって ゐた幾 週日、 其 日 は 蒸 暑い、 風の ない 晚で、 原の 一 逕の 草い きれが、 ぼか ぼか 

すろ ので あつたが、 暮雲の 低く 彷徨 ひ、 夕陽の 適に 沈み ゆく さま を 見て は、 又 一種の 慰め を 得る 心- 

地 もして、  何と はなし 道 を 急いだ C 

門 際の 櫻の 葉 は 早 やぼつ ぼつ 黄ばんで、 建 仁 寺 垣のう ちなる 庭木の 繁 みから、 未だ ラム プの 灯影 

ぐ わたう  ちら  ほのぐら 

も 見えず、 緣に取 出した 臥榻 に、 白い ブランケット、 新聞が 下に 散 かって ゐる C 人る と、 微 闇い 臺所 

の 方から 顏を 出した の は、 二十 二三の、 中柄の 愛らしい 丸 驚で、 ぉ禮 とい ふ 正 也の 妻 君で ある。 禮 

子 は 冬 子に 逢 ふと、 毎で も氣 毒の やうな、 悼し いやうな、 一種の 同情と 憚りと を 持って ゐる やうな、 

極惡 さうな 挨接 振が 妙に まごつく のであった C 冬 子 は 土產の 西洋 菓子の 罐 を其處 において、 坐って 

接 をしながら 較 中腰に なって、 

「あのう、 母 は 居りませんで すか 知ら。」 
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「はい、 今日は 坊や を 速れ て、 お 遊つ からお 墓詣 にお 出に なった ので ございま すが、 もう 追 着お 歸 

はっきり  まも 

り 時分なん です けれ. ど：：。」 と 發揮甘 きらない のが、 お 蹲の 癖で、 まじま じ 冬 子の 氣色を 戌って る- 

た が、 

「まあ、 どうぞ！」 と 奥 へ^の 拔 けた 案 內 をしながら、 灯を點 したり、 茶 を 煎れたり すろ ので あつ- 

,  一 C 

ナ 

うつち や 

1 どうぞ 放 抛って お置き 下さい ましよ。」 

「は、 いいえ。」 と 起ったり 坐ったり して ゐ るかと 看る と、 何時か 臺 所へ 出て 了った。 家 は 古びた 萍 

闇い 平屋で、 客 S1 に は 軍服 を 着けた 父の 宵 像 やら、 將 校の寫 眞 やらが、 質朴な 楣^ の 装飾と なって、 

支那 人の 美事な 筆蹟が 床に 掛 つて る。 ー體 が、 兄の 正 也 は、 父の 系統から すると、 社會 に相當 の 

地位 を 占むべき であるが、 軍人 志願が 中頃 挫折した のと、 餘り 切れる 腕で ない のとで、 今 漸く 鐵道 ■ 

局に 町な りの 職 を 奉じて ゐる。 其で も 此頃は 地位で も 昇った のか、 滅 切 生活が 饒 になって、 其 居間 

に は 見慣れぬ 置 時計、 茶器、 花瓶な どの 氣 取った のがお かれて、 第一 妻 君の 禮 子の 身 装から が 奇麗. 

事に 出来て 居た。 正 也 は 孰 かとい ふと、 道现の 解らぬ 男で、 無論 自分自身の 主義と いった もの もな 

ければ、 是ぞ とい ふ 希望の ある 生活 をして ゐ るので もない。 が、 可 恐し い 機嫌 買で、 之み-挑 てれば. 

夜の 冃 も 合さず、 面倒な 調 物み-もす るが、 氣に 向かぬ となろ と、 妹の 危急 を も傍觀 して 肯て祌 氣を. 


煩 さう と はしない、 極めて 單 調な、 見易い 性質で。 若 其 心臓に 異狀 がなかったなら、 無論 直 ig: 悴行 

の 淡泊な 恰好の 軍人が 出來 たに 相違ない。 が、 冬 子から 看る と、 此 くら ゐ 冷酷な 入 間は少 いので、 

冬 子が 罪惡に 封して は、 徹頭徹尾 慘 鼓な 刑吏 的の 體度を 取って、 曾て 其 境遇 や、 心情 や、 罪過に 陷 

つた 前後の 事 體を考 へて くれやう と はしない。 淫 $1! これが、 何が なし 彼が 頭 ごな しに 冬 子 を i 馬 

倒す ろ 唯 一 の 一一： n なので C 

禮子は グラスの 西洋 皿に、 苺 を 盛って 小匙 を 添へ て 持つ て 来な が ら、 

「貴女 こんな もので も、 召 食り ません か。」 と 熟と 何 を か 案ずる 冬 子の 前に 置 、た。 

「まあ そんな こと を爲 さらず と 可 いんです よ。 一と 其から 少時 互の 安否 を 聞 交す ので あつたが、 

「俊さん は、 今 歳が 六つでした つけね。 J 

「左様で ございま すよ。 ：： 丁度 貴女のお 産と 一緒で したから。」 と 禮子は 些と目 交 をして、 疊に k 

いて ゐた手 を 膝へ 載せて、 

「早い もんです ね。 ：： 貴女 美 喜さん がお 可愛くて 在し やる でせ うね。」 

「え、 美 喜，.」 と 冬 子 は 身悶え をした。 

「何して 在 やろ でせ うね。 誠に、 奇麗な、 好い 御！！ 致でした のに！」 

「いいえ、 美 喜の ことなん ぞ私思 出し もしません よ。 一 旦 遣って 了った のです もの、 死う と 舌き や 
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うと、 介った こと-ちゃな いと、 然ぅ 思って、 諦めて ゐ ますから： ：。」 

「 まあ！」 と 禮子は 呆れた： R 色 をした が、 

「それでも、 時 をり 思 出したり 何か爲 さろ でせ うね。」  . 

「然 うです ね。 ：： いいえね、 あの 時の こと は、 何だか 您 う 一切 夢の やうです から、 然程で も あり 

ません よ。 今會 つたと ころで、 だが 自分の 子 かと、 不思議に 思 ふ 位の もんで せうよ。 一と 御んだ 苺に 

美しい 半面 を颦 めた。 

「然 うでせ うね。 矢 張 其方が 可 いんです ね。 11 此顷 何です か、 横： m の古屋 さんのお 話に 美 喜さん 

の 養家が 去年 も 今 歳 も養蠶 で、 大曆御 損 をな すった とか、 何とかい ふ 事でした けれど：：。」 

「へ ぇ古屋 さんがお 出な すって？」 

「は、 ft のが 上野で お 目に かかった とか、 一緒に ビヤ ホ オルへ 入った とか、 何だか 善く は聽 きませ 

ん でした けれど。」 

「へ え、 然 うでした か。」 

「美 喜さん のこと は聽 きませんでした けれど： ：。」 

るす まひ 

I へえ 然 うです か。 一と 冬 子が 居住 を 直した とき、 母親の 聲 がして、 ，臼 い ジャケット を も，？. た、 頭の， f< 

づ ふ づ C 'ら 

い 俊さん が 蹤蹤と 人って 來 たが、 頃へ 右の 手 を あげて、 小六づ がしい 顔 をして 突立った。 镜 いて 1^ 


樂 ll の 透 谷に、 黑紹の 羽織 を 着た、 瘦 せて、 品の 好い 母親が 人って 来た C 

「おや、 阿 母さんお I です か。 一 

それ 

「まあ、 珍しい！」 と 母親 は 沈んだ 物 靜な聲 であった が、 羽織 を脫 いで、 片隅で 其を疊 みながら、 

,  そつ  みや 

「よく まあ、 道 をお 忘れでなかった ことね。 I 一と 私と 冬 子 を 見遣った。 

「だって 阿 母さん、 私 来たく も閟が 高う ござん すん の。 I 一 

「閾が 高い！ 閾が 高かったら、 何爲 勝手口からで も お出でない。」 と 極つ けながら、 

「尤もお 前が お出でな くと も、 宅 は 大勢 だから、 私 は 心細く も 何ともない やうなん の だけれ ど、 其 

ぢゃ お前の 義理が 濟 みますまい。」 

「おや、 阿 母さん、 私遂拂 はれた 宅へ、 那様 義理 はない と 思 ひます よ。」 

「ほほ、 然ぅ！ 好い 了簡です ね。」 とそろ そろ 側へ 座 を 取りながら、 「宅 は 宅、 ね、 親 は 親ぢゃ あり 

ません か。」 

「そり ゃ然 うです ともね e です けれど、 可 厭 がられたり、 劍 突み-喰 されたり、 何 かしてまで 私 来た 

くも ございません からね。」 

「おや、 然 うかい。 11 お前 も 大分 體が 決った やうで も あろし、 此頃ぢ や 何だか、 大曆 名前が 出た 

とい ふこと だから、 それ はもう 這麼 宅へ なんか 寄つ かなくたって、 立派に 獨 立して 行かれろ 身の上 
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でせ うさ。 だけれ ど、 誰が 其 を 一 番 先に 喜 ぶんです よ 0」 

「喜ぶ とい ふんです か C 喜ぶ ものなん か、 此 世の中に 一 人 も 有り やしません。 また 喜んで なんか 貰 

はなく とも 私 可 いんです。」 

「それ は、 お前 は 其で も 可いで せう さ.：： OL と 母親 は 較たぢ ろいだ 體で、 半まで 額の 汗 を 拭 ひなが 

ら、 闓 扇嗜」 をして、 

「何しろ 立派なん のです よ。 生意氣 でも 何でも、 意地 を 張 通して 行かれれば、 誠に 結 奪です のさ。 

それ よ  ，.，. る 

tl 私 は 其 を可レ とも 否レ とも；  ー：£ ふの ぢゃ ありません：： だけれ ど、 女と いふ もの は：：。 - 

「おうし ますと、 私 生 意へ 艰 だと 仰 や るんで すか。」 

「何です か、 私に や 解りません けれど：：。」 

「其 ぢ やお 兄い さんが、 那様事 を 仰 や ろんで せう o」 

「いいえ。」 と禮子 は^に 打消して、 

「まあ、 阿 母さん も、 冬さん も、 可 いぢゃありません か。 那様 事お 休しなさい ましよ。」 と 顏を 紅く 

して 俛 いた。 

「何せ 私 は 生意氣 です よ。 誰 方の 仰 やろ ことで も、 はいはいと 言って 聽 いちや ゐられ ない のです。 

です 力ら ね、 私 眼中に、 阿 母さんん 御 兄い さん も 無 いんです。 有 ろん の は 私の 旨義 ばかり なんで 


す。 私 其で、 恁 して 活 きて を るんで す。 何と 言 はれた つて、 其に 頓着して ゐる やうな、 那榇 心； い 

こと ぢゃ、 私の 生命が 亡くなる ので ございます。」 

「ほほ、 其 ぢゃ何 かい、 お前 一本 立で、 病氣 をし や、 つが、 泥棒に 逢 はう が、 平氣 だとお 首 ひなの か 

ヽ 0 

V 」 

「病氣 をす り や、 病院へ 駄 つけます。 泥棒に 逢へば 其 筋へ 届ける 分の ことです。 些とも 人の カを假 

りる 必要 はな いんで すよ。，」 と 冬 子 は 微笑で 、 

いかり あ ひ 

「色色な 係 合が あって こそ、 一 一 小面 倒です けれど、 一人で 居れば、 世の中 は實に 暢氣で 愉快な も 

のなん です。 其で 死んで 了へば 墓石になります。 靈が あれば、 是も つて 勝手な ところへ 行きます わ 0 

たんと 

私ぐ らゐ 幸な もの は ま あ 多 度な いんです よ。」 と 揶揄 ふやうな 調子で、 顏が 熱して 來た。 

「お前 は 何 かしてお 居で だ。」 

「は、 一.^ で樂ん でみ-ります ので：：。」 

「だけれ どね、 世の中 は然 うは 行きません よ。」 

「いいえ 行きます。 世の中ぐ らゐ自 出な もの は 有りません。」 

「それ ぢゃ お前 は： 1； かい、 親 を 親と， f> はず、 子 を 子と.. T 田 《はず、 氣隨氣 儘の 有ろ つたけ をして、 

其で 後生が 好い とお 思 ひなの かい。 - 
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「いいえ、 親 は 親です、 子 は 矢 張子です。 私 理不盡 に氣儘 をしょう と 申す んぢ やありません よ。」 

「だって、 眼中にない とお  一一 H ひぢ やない かい。」 

「それ は、 4.- の やうな 御 無理 を 仰 やろ 場合なん です よ。 私恁 して、 御機嫌 伺 ひに 上る くら ゐ です- 

の。 —— それや 貴 母が、 いきなり 御 小言です から、 埋らな いぢゃありません か。 私 何も、 阿 母さん 

や、 御 兄い さんの ために、 ！^^して世の屮に活きてる譯ぢゃなぃんですもの。」 

「それ は 何もね、 お前が 出世 をした からっても、 私達が 合力 無心 をす る譯ぢ やありません のさ。 だ 

けど：：。」 , 

「おや、 阿 母さん は、 そんな 見當違 ひの 御 挨接ぢ や、 私 恐 入ろ のよ。」 と 冬 子 は 噴 笑しながら、 

「可う ござんす よ、 阿 母さん。 もう 休し ませう。」  . 

「いいえ、 私 はお 前の 出世 を 喜び こそ すれ、 今 曰お 前が 錦 を 着ようと、 綾 を 着けようと、 私に 正 也 

も をれば 禮も 居ます、 お前の：：。」 

「そ" ゃ然 うでせ うと も、 私 も そんなお せっかい は斷 じて 爲 ない 意です。」 

「だから、 一年 お出でな くと も、 二 年 お出でな くと も、 お前に さへ 刖狀 がなければ、 私 はもう 安心 

です よ。 私 は 何にも 一一 M ふこと はない やうな もの だけれ ど、 親子の 情愛と いふ もの は、 然 うした もの 

す ばら 

ぢゃ 無から うと、 然ぅ 3^ ひます のさ。 —— お前 は 豪し い 腕 を 持って お居で だ、 男 も 及ばない 器量， 


ありませ う。 だけれ ど、 世の中 は 腕ば つかりで も 行けません、 まして 女は然 うは 行きません。 お前 

め やうに、 然ぅ 理窟ば つかり 1H つてた 日に は、 色^も 愛嬌 もあった もの ぢ やありません よ。」 

「ほほ、 私 愛嬌 や 色 I 讽嫌 ひです わ。 那様 ものがなくて ならない 御 交際なら、 寧 そ 御免 を 蒙る ので 

す。」  . 

「それ ぢゃ、 世の中が 狭くて 可け ません。」 

「です けど 阿 母さん、 詰らない 人と 澤山 交際す ろの が、 强ち 世の中が 廣 いの ぢゃ 有りませんで すよ。 

. I 1 人で 居ても、 隨分 世の中 は 廣く栖 まれる ものな のです。」 

「それ はもう、 詰らない。 私達 は 詰らない： ••。」 と 母親 は 目 をば ちば ちす る。 

「あれ、 叉！ 阿 母さんの 勘 違 ひ は、 私 毎毎 恐 入る のよ。」 と 冬 子 は 板んだ 顏を禮 子と 俊さん に 向け 

て、 

「おや、 俊さん； なすって？  I と 首 を 頃 ザた。 

「母ち やん！」 と 俊さん は、 重さう に 大きな 頭.？ -雙 手で 抱へ て、 鼻 を 鳴した。 

「何です、 其聲 は？ お前 何爲 叔母さん にお 辭義 を爲な いんです。」 と 肩 を 抑へ て 坐ら せろ。 一場の 

波 潤は是 から 牧 つて、 暫は 三人の 顔に 和 氣が耀 くので あつたが、 旋て正 也の 俥が 歸りを 報じた。 

正 也 は 冷 かな 挨拶 振で 着替を 了る と、 直に 次の 部屋 へ 入らう としたが、 


「あの、 御飯 は？」 と 妻 君が 呼 留めた。 

正 はは 換の隆 で 振 返って、 「颔は 未だ だ。」 と 其 まま 奥の 緣側 へ 此方 向きに 胡座 を 組んで、 何 所で 飮 

ん だか、 酒の 氣の殘 つた E に、 じろ じろ と 妹の 側面 を 見て £^ たが、 

「冬さん は 何 か、 私の 許へ はもう 来ない とい ふ 話だった が、 今日は 何 云 ふ 風の 吹 11 しだら う。」 

「： ： は あ、 惡 ござんし たね。」 と 低聲に 一一 H つ て 冬 子 は 淋しい 笑 額 を 向け る。 

「&:-^ く はない。 ：： 其のち 熊 夫さん は. 1: したの だえ。」 

「存じません よ。」 

「^をお 吐き。 ちょくちょく 入 込む とい ふ 話 だ。」 

「然 うです かね。 III 其 位なら、 私に お聞きな さるまで もな いぢ やおり ません か。」 

「熊 夫 さんん 熊 夫 さんだ が、 冬 さんの 評判 も餘り 宜しくない。」 

「へえ、 然 うです か。」 

「萩 澤君は 何した か、 冬さん は 消息 を 知って ゐ まい。」 

「は、 存じません。」 と 冬 子 は 伏； II になった。 

「肺病で 困って ゐ ろ：」 

そば 

「え、 肺病！」 と久. 一子 は 驚きの H: を錄 めて、 兄の 顔 を 暖める。 


一 冬さん の所爲 だ。 . I 私 は获澤 君に 對 する 義现と しても、 冬さん と は 口 は 利きたくない。 萩澤君 

は 實に氣 毒な もの さ。 —— 一 生 を 誤つ たんだ。」 と 正 也 は i 母の 厭味 を 始める。 

ふさ 

冬 子は默 つて、 團 扇の 緩み 弄って ゐ たが、 座が^に，！ II けて 了った。 

「今 曰 冬さん が、 一個の 文學 者と して、 聊の 名を售 つて、 左 之 右 之獨立 をして ゐる其 事 は 誠に 結構 

だ。 けれど 获^ 君に 對 して は 終生 償へ ない 罪 を 犯して ゐ る。」  . 

「私 それ を惯 はう と は 思 ひません。 一 

おどろき 、， 

「償 はん；：： 驚 入った ね。」 

「は、 愤 へない もの は、 償へ な いぢ やおません か。」 

「ぢ ゃ萩澤 君が、 怨み 死に 死んでも 苦痛 を 感じな いんだね。」 

「は。 だって ハ：5 方が ありません もの。」 

「爲 方がない と 謂って 了へば、 其 迄 だが、 然 うづ うづし いば かりが、 文舉 者の 能で も 有ろ まい。」 

ち 化 

「づ うづう しいって こと は、 過を悔 ひない 入の 上 を！^ ふので せう。 其と も 私が、 您 して 自身 を 潔く 

して ゐろ のが、 過を悔 ひた 證據に はならない のでせ うか。」 と 皮肉らし く 富った。 

「何に"：」 と 正 也 は の 下の 髯 を！^ つて、 そして 腕 格く りを爲 た。 

「いいえね、 私 は 劇烈な 痛恨 を 感じて、 —— 博惱を 重ねて、 さう して 其 反動で、 ；^? めて、 今ぢゃ 
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か 31^ か， 恁 うして 生存して をら れろ のです。 其 あ ひだの 苦痛 だの、 煩悶 は、 ま 何のく らゐ でしたら う。 

兄さん は 些とも 其 を 御存知な いんんで すから、 然ぅ 執念く 攻擊 をな さるんで せう。 —— 尤 も 私 は 平 

氣で すわ、 づ うづし いと 謂 はれ やうが、 何と 謂 はれ やうが、 私 は旣ぅ 驚き も怕れ もしません わ。 私 

は 自身で 其 丈の 辛酸 や、 修練 を 經て來 た 意なん ですから、 甚麼 呵責が 来たって、 些とも 驚く んぢゃ 

ありません。 — 何とで も 仰 やる が 可 いんです。」 

「むむ、 好い 了簡 だ。」 と 正 也 は 少し 怯んで、 

「其く らゐ 度胸が 据 つて ゐり や、 成程 平氣 だら う。 廉 恥の 何たる を 解さない の だから、 凄じい！」 

「廉恥 を 解 さな いんです つて？ まあ！ 私が 何時 廉恥を 解 しないの です。」 

「むむ、 然謂ふ 首を發 して、 私に 反抗して 来る のが、 旣に廉 恥 を 解し ないから だ。 11 お前 は 成程 

獨 立の |g 人 だ、 餘儀 なくで も、 左 之 右之獨 立の 生活 を營 んでゐ ろ、 伎倆の ある IS 人なん だら う！ 

轟 張の 强 いのも 可から う、 生 意氣も 可から う。 だけれ ど、 然謂 ふ、 私に 反抗して 來る權 利が あるか 

知ら。」 

「反抗です つてね！ 私 反抗なん か爲 たくはありません よ。 だけれ ど、 貴方が 餘り 低い 模 準で 人 を 

律し やうと なさる から、 私 は 其を爭 はう とする までな のです。 —— 私 反抗す る 必要なん か 有り やし 

ません よ。」 


「現に 反抗して るぢ やない か。」 と 正 也はパ ッとマ ツチ を 招って、 葉 捲 を 爆ら しながら、 

「え、 然謂ふ 憎憎しい、 無 禮の言 を 吐いて おきながら、 反抗し ない も 凄じ いぢ やない か。」 

「私 は 信じて ゐる とほり 言 ふんです。」 

「信ずる！」 正 也 は 灰 落しに 莨を敲 きつけながら、 「ぢ やお 前 は、 信ずろ ことなら、 甚麼に 人の 感情 

を 害しても 平氣 なのか。」 

「です けれど、 自分の 自信 を 主張して、 其で 先方の 感情 を 害す るん なら、 爲 方がない ぢゃ 有ません 

か。 . I 私は那 様に 右聘左 顧して まで、 世の なかに 容れ られる 必要 はな いんです。 那様窮 窟な念 を 

してまで、 附 合った ところで、 利害得失のお 話になる と、 寧ろ 一 人で をる 方が 幸福なん です。」 

「むむ、 さう 旋 頭が 曲って ゐ ちゃ、 到底 手が つけられない。」 と 正 也 は 氣を替 へて、 

「お前 は、 一 體 自棄で 然 うお 轉 婆に なつたん だら う。」 

「ほほ、 何う も 色色の 惡 名が 附 せられます のね。」 と 冬 子 は つた 額 を 半 巾で 押 拭 ひながら、 住 を 

直して、 

「私 自棄になる 所 由が な いぢゃありません か。 —— 自暴と いふ こと は、 55^ い 道现の 解らない 人間の 

爲ろ ことなん です。」 と 兄の 顏を 見下す やうに 戌った。 

「其で なきや 瘦 我慢 だ。」 


Si  ニー 


「瘦 我慢！ 、 いえ、 瘦 我慢と いふの は、 根據も 自信 もない のに、 強がる ことなの です。 私の 立場 

は 其よりか 少 し は 丈夫な 意な の で す。： 一 

「はは、 手が 煮 けられな いな。 ー體 何す り ゃ然ぅ あば？ 5 になろ の だら う C  - 

「あば 指れ です つて"： よく まあ，. 贵 兄は亂 暴です ね、 無法です ね C  -—- 那樣事 を 一一 H つて 其で； 

： 其で。」 と 冬 子 は 聲を顫 した。 

「私が 亂 暴か、 お前が 亂 暴か、 試に 阿 母さんに でも 禮 にで- & いて 見る が 可い。 誰も f んの 味方 

はしない から 。一 

「いいえ、 私 は 味方なん か 頼む 必要 はな いんです。 一人で 澤 山なん です。」 

「冬！ まあ 何です！ 見っともな いからよ 休して 賀 ひませ、 つ。」 と 母親 は耐 らず喙 を容れ た。 

「です けれど、 兄さん は餘 りです もの。」 

「まあ 可い からお 休し。」 

「、 、え、 私 n もさん に、 那様 こと を t 一！： はれる 覺 はない^です - 

「まあお 前の やうに、 女の 癖に：：。」  J 

「、、え、 女 だって 男 だって、 人 11 に 遠 ひ はな いんです C 兄 だって 妹 だって、 人間の 權 利に 差等 は 

有り はしません ピ 


「こんな 莫連に かかつ ちゃ、 腹が立つ ばかりです。 義理 も 人情 も 解らない 奴です。 —— 禽獸 です。」， 

「禽獸 です つて？」 と 冬 子 は 片手の 半 巾で 片 E み-抑へ た顏を 擡げた。 

「人 以下 だ。」  . 

「も氣 毒 さま！ 私は贵 方よりか、 少し は 高 尙な考 を 持って ゐ ろんで すから。」 

「此奴 は何處 まで 太 太し いんだ か。」 と 正 也 は 苦苦し さう に 舌 打 をして 「禮！ 何し たんだ。」 

禮子は取擴げた食^！-の側にぼんゃり、 眠り かけた 俊さん の 重い 頭 を 膝の 上に 熟と 聞いて ゐ たが、 

鼻の 塞った 聲で、 

「召 食り ます か 0 ： 一と 眠 さうな 31： を 舉げ た。 

「ビ ィル はない か o」 

「ございま すよ。」 

晚餐が 漸く 始まらう とする 處へ 格子戸が 啓いて、 の そり 入って 来たの は 萩澤其 人であった。 

5 ン 

获 F!^ は 光脊の 高い 方で、 白 耕の 帷に 黑紹を 着た 肩 は 棒の やうに 骨ば つて、 帶が 招り おちさうな 胸： 

膈の手 頼な さ。 丸い 顔で、 頭 は 五分に 刈 あげて、 詰った 鼻下に 揮髯を 生して、 鋭った 鼻に、 今 も 冴 
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おとが ひ 之り  にく 

冴し い 3! の 光と、 麗しい 血色と を貯 へて は 居る が、 頰骨 から 顎、 頸の あたり、 氣の 引ける くら ゐ肉 

すくな  した た 

少で、 E が 絶 か 窪んで 居ろ。 

あや  し f らく 

彼 は 一座 を 見廻して、 そして 冬 子の 顏を 見て、 奇 しく HI を耀 して、 少時 は 度 を 失うて ゐた。 

「何う したんです。」 と 正 也はコ ップを 持ちながら、 聲を かける。 

「や あ 御飯です か。 晚 いぢゃありません か。」 と 坐りながら 挨拶 をす る。 聲は可 恐し く 殺け て 居た .《 

きか  やせ こ  ふ 

母親 は氣を 利して、 小褥を 奥の間へ 据 ゑようと したが、 获澤は 情 悸 けた、 長い 手み-棹って、 

こ こ 

「いや、 此の方が 結構です。」 と 咳 入ろ のであった。 

冬 子 は 身を谏 めて、 熟と 其 様子 を 注 an したが、 萩澤は 然もない 體に 微笑んで、 

女、 冬 子さん！」 

「はい、 誠に 久 く！」 と 化聲に 首って、 無意識に ぉ辭義 をしながら、 ほ 角 を 押 拭う のであった。 

すっかり 

「悉皆お 見 それ 巾し ました。 —— 私の 記憶して をる 面影と は、 大分 相違が 出来た ものです から、 實 

は然 うでない かと 思った くら ゐ でした。」 

きまりわる 

「：： 然 うでした か。」 と 冬 子 は極惡 さう に 微笑んで、 衣紋 を 精うた。 萩澤は 翁.， >  其 顏を： 汗視 しなが. 

ら、  、. 

し f たた 

「もう、 二度と お 目 にか かろ 機會も るまい と 思って をり ましたが： ：。」 と 目 を速瞎 いて、 咳 をし 


て 後で 溜息 を 吐いた。  • 

「貴方 御病氣 は 甚麼で ございます？」 

ど  かな  いのち 

「は、 有難う。 ！ 何う せ 此の 病 氣に權 つて は 適 はんので す。 晚 かれ 早 かれ、 生命 は 取られろ ので 

す。」  . 

「でも、 御 療治 をな すって 入つ しゃい ませう ね。」  . 

「は、 一時 は 何でした が、 もう 此頃は 放 抛って おくです。 11 隨分不 攝生も 遣ります。」 と 肩 を搖っ 

て 淋しく 笑った。 

ちぢ もぢ 

冬 子 は 後 を繼ぎ かねて 忸 悔して ゐた。 

「今日はね。」 と 正 也 は 不意に 杯 を 干しながら、 

「ああ、 然 うだ、 君 は 可け なかった。」 と まごつきながら、 

「今日は 幾 月 振 かで、 冬が 突然ぎ つて 来たの さ。 11 君の 前 だけれ ど、 私 も 熟 熟 冬に は惘れ てゐる 

の だ。 這麼 婦人 を 妻 君に 持たなかった 君 は 幸福 だ。.」 

「は ぁ然 うです か。 —— 然し 幸福 だと か、 不幸 だと か 言って ろうち は、 未だ 何か考 へて る 時な ので 

すな。 私 は此頃 一切 そんな 事を考 へないです。 或は 考 へろ 勇 無が なくなつ たの かも 解らない が、 其 

邊は まあ 何でも 可い。」 と 彼 は 力の ない 笑 方 をした が、 調子 を變 へて、 . 
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「私 も 何です、 到頭 國へ皈 る ことにしまして、 又お H にか かれろ か、 何 か 解りません が、 多分 再び 

出ない 意で：：。」 

「ほう！」 と 正 也が を瞎 ると、 一 も 获澤に 注： R する： 

ち  からだ 

「宅の 方 も、 酷く 私の 歸國を 希望して ゐろ やうで もあります し、 私 も此先 望みの ない 體 ですから、 

ぼつぼつ 家事の 後始末で もして おかんと：：。」 正 也と 冬 子の 顏を 等分に 見比べながら、 

「 一 體私は 這麼に 長く 此方に ゐる ぢ やなかった のです が、 妙な 意地から して 遂： ：。」 と聲が 急に 

滅入 込む。 

「むむ、 暖ぃ方 も 可から う、 强 ひて める 譯 にも 行かない が、 然し 精精 攝 生に 力めて、 何 か 再びお 

IE にか かろ やうに、 ね。」 

「15= 難う。」 

「それで 何時？」 

「明日に も。」 

「明日？ 火^だ ね。」 

きのどく  や 

母親と 妻 君 は、 氣^ さう に 萩澤を 注目して ゐ たが、 良久あって、 

「まあまあ、 然 うです か C ぉ名殘 をし い！」  . 


あたり 

話が 途斷れ たと ころで、 四 下 は 急に 森閉 として、 何 處か今 昇ったら しい 月影が、 ぼうっと 庭木の 

おしろい  こ ほろ-さ 

梢が くれに 光って ゐ ると 思 ふと、 緣 からの 灯に、 S 具 蒼な 片隅の 鬼 灯 や 茉莉の 垣根の あたり、 ^^が. 

細い lii^g しい 音を立てて ゐる。  . 

「阿 母さん、 私もう お 暇に 致します。」 と 冬 子 は 衣紋 を 繕って、 萎れて 挨拶 をす る。 

「然 うかい。」 と 母親が 煮 切らぬ 聲。  . 

「获澤 さん、 御機嫌よう！」 と 冬 子 は 丁寧に 會釋 をして、 そして 起った。 

冬 子 は 幾年 振 かで 萩 澤に會 つたので、 彼の 熊 夫との 情交の 一 時に 冷却した 間際 は、 一 度會 つて、 

自分の 心情 を訴 へて、 罪 を微 悔して、 後 を 潔くして、 そして 奇麗に 思 諦めて 了 はう と 思 込んで ゐた 

それ 

ので あつたが、 其 機 は 遂に 来なかった。 今 は 其 も 時遲れ となった ので、 つと 出た は 出た が、 何とな 

く 後髮を 引かれる 念で 11 頭 は 重く 胸 は 塞って、 張 詰めて ゐた 意氣が 急に 弛ぶ 心地であった。 . 

青山の 原へ 出ろ と、 萋萋 とした 夏の 繁み も、 重苦しい 夜 氣に森 沈と して ゐて、 赤赤し い 月が 右手 

の 本 一から、 大氣の 所 爲か較 濁った 色に 糫 いて ゐる。 地平線の 低い 黝んだ 木立の あたり、 微 にが やが 

やと 人； まがして、 充血した 耳元へ、 沈む やうな 世 問の 聲、 と 思 ふと 千駄ケ 谷へ 通 ふ 丘の 方から、 一 

樓の 緩い 尺八の 音が 原 一面に 凑凉の 氣を蕭 すので あった。 冬 子の ごたごたした 胸の 底に は、 今 一 度 

萩 F 待に， a! ふべき か 其と も此 まま 永劫に 別れて 了 ふべき か、 との 鬪 ひが 始まって 居た が、 八 r さら t 秋澤 
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いくや ラ  それ 

に つて 幾 様の 謝罪 をした ところで、 其が 病み 窶れた 萩澤 に、 幾許の 安 慰 を與へ 得 ろで あら、 つか。 

萩澤の 自分に 對 する 戀の 純潔で、 #: 誠で あつたの は 年を經 るに つれて 懷に發 揮して 來 こそ すれ、 其 

戀の 長へ に 朽ちぬ 印象 を 遺す あ ひだ は、 自分 は 到底 平和で は ゐられ ぬので あるが、 偖 それ を 訴へ得 

たと したと ころで、 萩澤は 到底 自分の 同情者で ない ので は あるまい か。 

.^  しばら  とほ ざ 

冬 子 は 月下 を 逍遙しつつ、 久 く思惱 んでゐ た。 尺八の 昔 は 段段 遠 かって 了って、 ちら ほら 見えた 

散歩の 人の 影 さへ 何時か 殘少 になって ゐ ろと 思 ふと、 自分 は 茫然 立 木の 蔭に， V ィんで 居た。 ふと 振 返 

かへ  . つつむ 

ろと、 高い パナマの 頂が 月に 光って、 羽織の 裾 を 風に. 飜 しつつ、 俛 きがち に 此方へ 來る、 脊の すら 

ちかよ 

りと した 男が ある。 近る の を 見る と、 Hi- 然获澤 で、 

「や あ！」 と 彼 は 叫んだ。 

「获^ さん、 もうお 歸 りです か。」 

それ こちら 

「は、 此 から 又 少し 廻る 處が あるので、 其で 此方へ 來 ましたが。」 と 帽子 を兩 手で 押 揉みながら。 

そんな 

「那 様に お歩きな すって 可い ので ございま すか。」 

「私？」 と 萩澤は 意外の 感 がした かの 體で、 額の 汗 を 拭った。 

「只今 は 失禮を 致しました。 I と 冬 子は更 まって、 少し 離れて 「本當 に 貴方 は 御歸國 なさろ の で や. J ざ 

います か o」 


は ノーと 彼 は まじま じ 相手の 顏を 見て 居た が、 良久あって、 

「然し 冬 子さん、 人 ii とい ふ もの は、 餘り眞 面目で は、 到底 世の なかには 居られない ものです な。 

-11 私 頻頻 其感 があります よ。」 と 帽子 を 冠って、 ステッキで 石塊 を彈 きながら 言った。 

「何して で ございませう OJ と 冬 子 は 待設けた 相手の 可 厭味 を、 我知らず 怳 けたので。 

「何して とい ふです か。 ：： 理由 はない のです、 事實 なのです。 人間 一日 も眞 面目で 此の世に ゐら 

れま すか。 私 は此頃 適切に 其 事 を 感じて 來 たからして、 後の 一年な り 二 年な りの 餘生 は、 至極 暢氣 

に、 ゆったり と暮す 意な のです。 つらつら 視 ますに、 然云ふ 人が 愉快に やって ゐろ、 幸福な のです、 

私の やうな 側 目 も 解らず、 始終 一 つの 道 を 歩いて ゐる やうな、 單 純で 餘裕 のない 人間 は 到底 駄目で 

す OJ 

「何 爲て然 うい ふこと を 仰 やろ のです か、 私に は些 と：：。」 

r 解りません か。 然 うでせ う、 私も說 明の 爲 様がない のです。」 

「單 純で、 一 つ 道 を 行く のが 何爲惡 いので ございませう。」 と 冬 子 はちよ つと 跪 坐んで 路傍の おばこ 

の 葉 を 摘みながら、 問 返した。 

いろん 

「いや、 那 様に 深い 意味 ぢ やない のです。 唯 私 は 世間の 人の やうに、 世の なかに 色色な 趣味 を も 見 

き はたら き 

出す ことが 出來 なかった ために、 道を變 へて 進む とい ふやうな 氣 働がなかった。 若し 其 道が 大に樂 
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しい 山へ 登ろ とか、 海へ 出る とかい ふの なら 可かったです けれど、 —— 然ぅ 信じて ゐ たのです けれ 

ど、 事 .赏 は^ 對 であった にも拘らず、 私 は 他の 道 を 撰ぶ だけの 餘裕 がなかった のです。 —— いや、 

說 明が 拙 だから、 お 解りに は 成りますまい。 又お 解りに なった 處で、 一片の 愚痴に 過ぎない ので、 

然し 私は是 から は 何う か 安易な 生活が 出來る だら うと 思 ふので す。」 

「萩澤 さん、 萬 望 はっきり 仰 やって 下さい まし。」 と 冬 子 は 力 を 籠め て、 

どんな 

-私贵 方に 甚麼事 を 謂 はれても、 飽 足りる 害ぢ やない のです から、 思 ふ 存分 仰って 下さい まし。 私 

辯 解 もしたい のです けれど、 舊の やうな 御 交際が 願へ ると 申 すんでも ない のです から、 那樣事 は 一 

切 休に 致し ませう。」 

「いや、 私 も 何も 巾す こと はない のです。」 

「です けれ：^ 获澤 さん、 貴方 は强ち 私の 事で、 失望 をな すった 譯 でもないで せう けれど、 ^し 幾分 

か其點 もありますなら、 私 は 幾重に もお 館 をし なくつ ちゃなら ない ので；、」 ざいます。」 

「それ は爲 方が ありません よ。」 

「甚麼 にお 詫 を 申しても 足りる 譯ぢ やない のです けれど、 然し 获澤 さん。」 と 冬 子 は 一 段 liH を 潜めて、 

「貴方 は 何爲、 私の ことなん か 度 外にお いて、 今一度 元の 获澤其 人に 成つ ちゃ 下さらな いのです。 

< てして 私の やうな 薄 Si でな く、 もっと 健全で 確 赏な戀 愛 を 獲 やうと なすつ ちゃ 下さらな いのです。 


私 始終 それ を 希 ゆ； A して、 氣を 揉んで をろ ので ございます。 若し 貴方が、 然云ふ 風に、 再び を 挽 

どんな  それ  ミ 1, たく 

回して 下さる ことが 出來 るなら、 私 も 甚麼に 幸福 だか 知れない ので ございます けれど、 其ぢ ゃ眞箇 

わたし 

私 は 永久に 苦痛 を 感じな くち やならない ので ございます。 —— 私に は 其 希望が 一 つ 遺って 居た ので 

すけれ ど、 其 も： う やら S で ひがな いで はない かと 思 ひます と、 もう 這麼 心細い こと はない ので ござ 

いますよ。」 

のぼ 

「いや、 私の ことなん か、 到底 問題に 上す 價値 はない のです。 私 も 此の 兩 三年 11 迚も 最初の やう 

にや 行かないです けれど、 f;^ いながら 新しい 希望 を 持た うとした です けれど、 同時に 此の 病氣 です。 

此で大 に 悟らない と、 私の 短い 一 牛-は 丸で 暗黑 です、 樂境を 見出さずに 了って しま はなく ちゃなら 

ん のです。 私が 申す 限り ぢ やない かも 解りません が、 其よりか 何 爲贵女 は 早く 家庭 を 作らない ので 

おつか 

す。 さう して、 阿 母さん や、 兄さんに 安心 を與 へやう と はなさらない のです。」 

そんな 

「いいえ、 私那様 希望 を 持た うと は 思 はない ので ございます。 母 や 兄と は、 何せ 相容れな いので ご 

ざいます。 また 一 旦邪 徑へ蹈 迷った のです から、 今更 家庭 を 作らう としたと ころで、 迚も 良い もの 

の出來 よう 害 もない ので ございます。」 

「其 ぢゃ 貴女 は 全然 獨 接 主義で？」 

「獨樓 主義.^ おいて、 私に は 外に 取ろ べき 道の あらう iljL がない ので ございます。」 
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「必ずしも 然 うぢ やない、 道 は 幾許 も あるで せう c」 と 言った が、 冬 子 は 返 辭を爲 なかった。 月の 色 

は 漸く 澄み まさって、 しっとりと 重い 夜風が 衣袂を 通して、 へ渗 みる やうな 心 持。 兩人は 無 首で、 

左手の 原の 緣の方 を 拾って 25 たが、 冬 子 は不圖 If がつ いた 體で、 

「貴方、 夜氣は 可け ません ね。」 

「いいえ、 何せ 亂 暴で， 壊した 體 です。 今から 少しば かり 注意 をした ところで、 格^の 効 もない ので 

す。 11 其よりか、 もう 少し 附 合って 下さい。」 と 彼 は 1^,^ を 抑へ ながら、 草原に 冬 子と 面して 跪 坐ん 

だ。 

「です けれど、 貴方 は 何 爲然ぅ 自らお 案て なさ るんで す。」 と 冬 子 も 跪 坐んで、 眞 向に 月 を 浴びた 廂 

- ごしに、 萩澤の 蒼白い 顏を靦 込んだ。 

「菜てろてですか。」と萩淨は爐に妙に^;;1るゃぅな調子で、 

「私 は 奇麗に 棄て たのです。 實 に思斷 よく 棄て たのです。 私の 性質 は 貴方 も 御存知で せう。」 と投出 

ザ やうな 調子で。 . 

「其 は 存じち や をり ます けれど、 贵方 は何爲 そんな 心細い こと をな すって 下す つたんで す。」 

「だけれ ど、 私 は 曾て 心細い こと は爲 ない 意です よ。」 

「です けれど、 貴方 は 貴重な 希 や E 的の あるお 體 だった のです。」 


「は、 私 は 或は 貴重であった です。 然し 一 旦録の 入った もの は、 何 ぼ 貴重な 品 だって 爲 様が ありま 

せん。 無惯 値です。」 

「ほほ、 可け ない のね。」 と 冬 子 は 淋しく 笑って、 眩いた。  , 

「人の 一 生 は 賭博の やうな ものです。 乘 ろか 反ろ か、 1 つに 運命に あるので す。」 

「然 うぢ やなく つてよ。 一と 冬 子 は 言 下に 打消して、 

「人生 は 那樣輕 佻の もの ぢ やあります まい。 人の 考 如何によ つち や、 隨分 運命 を 左右す る こと も 出 

來ゃ うぢゃありません か。」 

「いや 輕 佻な ものです。 何處を 何う 見た つて 輕佻 でない ものが あります か。 私 は 人生なん かとい ふ 

もの を那 様に 重く は 見ない C 見た 事 もあります が、 其 は 確に 買 被って ゐ たから なんで、 私 は 格^ 深 

い 意義 を 認め はしない。 だから、 奇麗に 見棄 てた のです。 11 私の 一 生 は 犠牲に なつたん です。 が 

格別 殘念 とも 思 はない のです。」 

「それ も 一 つの 考で せう けれど、 餘 りに 意志が お 弱 いぢ やない かと 思 ひます わ。」 

「意志；：： 私に は 意志の 强ぃ 必要がない のです。 然云ふ 未練 は 少しば かり もない のです。 . I 私 は 

然 云 ふ 浮薄な 者で 、贵女 を 愛して ゐ たの ぢ やなかった の です。」 

「は、 それ は 十分：： 仰 やる まで も ございません けれど。」 と 冬 子 は禱躇 して 溜息 を 吐いて、 調子 を 
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= ^めて、 

「贵 方のお 心 持ぐ らゐ、 is したの はない のです けれど、 其で は 私の 罪の 重い の を咸？ ろばつ かり 

で、 今 さらお 互 に 何の 利益に，， - な らな からう と；；^ じます の 。」 

「利益て です か。 利益なん かを媒 つて みたところで、 爲樣 がな いぢゃありません か。 又 私が 恁 して 

棄 てて ゐ ると いふ ことが、 何程 贵 女に 不利益になる 譯 でもあります まい。 けれど、 貴女 は 精精 樂し 

、生活 をお 送りな さるが 可い のです。 私は贵 女が、 圓滿な 家庭 をお 作りに なること を 希^し ます 

よ。」  . 

「いいえ、 到底 圓滿な 家庭なん か 作る 望み はあり は爲 ません けれど、 然し 何 か 光明 を 持つ こと は 出 

來 ろので ご-ざい i す。 ですから 方 も田舍 へお：！ りに なさるなら お^りな さろ で、 萬 望 幸福な 生活 

を： 2 つて 下さい まし。 そして 健康が 許す ことなら、 今 一 度 社 食の 雜臺に 登って 下さい ましよ。」 

「それが 何の 意義が あろので す。」 

「貴方 は其ぢ や、 戀 愛が 人生の 都て だとお 思 ひなす つて？」 

「都て でも、 一部で も、 那樣 事なん か 何でも 可い のです。 人 問と いふん の は、 一々 そんな こと を考 

へて、 而 して 世に 處し得 ろん のなん です か。 然 うした 規律 正しい 方針で もって、 進んで みたところ 

で、 S 命と いふ ものに 打壞 されて 了へば、 其迄ぢ やありません か C え、 私 は然ぅ 信じて 疑 はない の 


です。 だから、 そんな 六づ かしい ことなん か考 へないです。」 

「は、 然 う，. 私 も 然ぅ考 へたんで す C 一度 は 那様氣 にもな つたので すけれ ど、 必ずしも 然ぅぢ や 

ない のです よ C 心 持に よつ ちゃ、 隨分 趣^ を もって 慮られる 世の中な のです。： 一 

「貴女 は 精精 趣味 をお 持なさい。 私 は- 爾來 世の 广かは 落莫たる 曠野 を 迎る感 で、 人生 を 丸で 蠟か 5 お 

か 阻んで る やうな、 無趣味の ものと 觀 じて 了った のです。」 

「だけれ ど、 其ぢ や 生存して をる 効がない ぢゃ 有ません か。」 

「けれども 生存と いふ ことに、 那樣 深い 意味が あらう と は 到底 思 はれない。 何う も爲 方がない ので 

す ものね。 J と 萩澤は 語り 懣れ た體 で、 深い 溜息 を 吐いた。 良久あって、 

1. . ,  たち 

「 ：e です、 そ ろ そ ろ 別れ ませ う か。.」 と 起 かける。 

「は あ。」 と 深く 思に 沈んで ゐた冬 子 は、 庸さ うに 奢 を 起して、 

「萩澤 さん、 何なら 私の 宅へ お寄り 下さいません でせ うか。」 

「有難う。」 と 勢の ない 返辭 をして 想 出した やうに、 「貴女お 孃 さん はお 丈夫です か。」 

こ ご. 01 

「はい。」 と 冬 子 は 低聲に 謂って、 「何爲 でございます。」 

「幸 幅です な、 贵女 は。」 

「私が 幸； i です つてね。 私 貴方よりか、 もっと 不幸な 運命 を 持って をり ますの。」 

春  光  四 一 llff! 


sni 一六 

「然云 ふ 害がない！ 貴女に は少 くと も、 攄山 君と いふ 慰藉 者 も あれば、 子と いふ 樂 しみ も ある。 

到底 私の 寂莫と 比べ ものに は 成らん ので。」 

「いいえ、 寂莫を 言へば、 私の 方が 餘程 心細い ので ございます。 其 も 自分の 罪 だと 思へば、 深く 嘆 

くこと はない のです けれど、 ：： 私の 罪に 同情と いふの も 何です けれど、 若 も 少しで も憐 むべ き だ 

とお 思 ひ 下さろ なら、 私 は、 もう 實に此 うへの 滿足 はない ので ございます。 萩澤 さん、 私 は 貴方に 

厚が ましく、  一一 S 麼 事が 申された 害ぢ やない のです けれど、 其 を も恕 して 下さろ なら、 私の 罪に 一掬 

の淚 をお 持ちな すつ ちゃ 下さいません か。」 と 冬 子 は 寧 ろ 懂愧な 調 子 で 言 つて、 熱心 に萩澤 の 顔 を 見 

詰めた。 

萩 澤は默 つて、 て考 へて is たが、 微 に身觀 をして、 そして 耀 かしい 目で 冬 子の 顔 を 戌った。 

「同情 もし ませう。 淚も疆 ぎ ませう。 私 そんな 冷酷 ぢ やない が、 然し 貴女 は 私の 同情 を 買って 何に 

すろ です か.：.。」 

「何に と は、 萩澤 さん、 それ は、 餘 りに 酷：： だと 思 ひます わ。」 

「酷！ 酷ぢ やない。 私 は獻身 的の 人 問です。 潔く 自分 を棄 てること が 出来る 意な のです、 可いで 

す 力 」 

「はい、 それ は、 もう 十分 存じて をり ます。」 


「ですから、 一 且贵 女が 私に 背いた：. いや、 私 を見棄 てた 以上、 私 も 潔く 棄 てて 了った のです P 

貴女 を 責め やうと も 思 はなければ：： 又 責め 得る 理出 もない i 舌です。」 

「では 何爲、 新な 希望 を 持つ ちゃ 下さらなかった のです。」 

「いや、 希望に 新しい 古い 二つ はない のです。 經驗は 一度で 澤 山です。 私 は 二度と 失望の 苦痛 を 書 

める 愚を學 ばない と 決心した のです。」 

「は あ。」 

「私が 贵 女に； i: 情 するとい ふこと が、 して 何の 意味が あるで せう か。」 

「です けれど、 私 の 罪惡は 事情 憐む べき ものと 思つ ちゃ 下さらな くって。」 

「私然 云 ふ自惚 はない のです。 1 ですから、 あの 場合、 貴女の 意中 私と いふ ものがなかった 事 を 

信ずれば 澤山 なのです。」 

「では 貴方 を 私が 心から、 欺いた とお 思 ひなす つて。」 

「然ぅ も 思 ひません。」 

「いいえ、 然 うなんで せう。 貴方 は 酷です わ。」 

「だから 可いです。 同，：： E する 資格の ない ものに、 同情 を 仰ぐ 必要の ない 貴女が、 今更 淚を 持てと い 

った^！^ーで、 何等の 意義 もない 話 だ。 ，1 2! 貝 女が 幸福で あれば、 私 も 其で 滿足 なのです。」 
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「それ ぢ や お 方 は、 餘 りに 淺 蒲な 考を持 つて 在 や るんで すわ。」 

「f ^群で も 可いです。」 

「だって、 私が 意識して、 罪惡ゃ 犯した 譯ぢ やないて ことぐ らゐ、 贵方も 御 承知の 害ぢゃ ございま 

せんか。」 

「意識し ない。 其 時 は 必ず 其 時の 意識が あつたで せう。 若 意識がない とすれば、 貴女 は盲從 したの 

でせ う。」 

「盲從 . ： • と 一一 M はれても 可い のです。 ですから 私 は 悲しい のです。」 

「だから、 私は贵 女と は， li はない、 世上の 婦人 は 誠に 果敢ない もの だと、 感じた のです。 弄 ばれろ 

運命 を 持って ゐる もの だと、 感じた のです。 幾ん ど 厥 ふべ く、 怕 ろべき：：。」 

と 萩澤は 急に 言 淀んで、 打消す やうに、 

「だから、 强ち費 女の 罪ぢ やない，.」 と 僅に 眩いて、 急 急と 行き 出した が、 又 振 かへ つて、 

「冬 子さん、 お^れに しませう。」 

「は あ。」 

ち や  くまぐま 

月 は 旣に大 心に 昇って、 秋 かと 3 心 ふ 淡 蒼い 靄が、 原の 隈隈 に- つて ゐる。 蟲の 音が 處處に 冴 

しくな つて、 慰 もす ろと すいす い 飛んで ゆく^の 靑ぃ 光、 s: 下 は 可 恐し く荒凉 の^ 味を增 して 來 た。 


六 

获澤に L 刈れて.： へ 5S ると、 丁度- # 山が 待って 居た。 

こじと ね  n づプ 

彼 は 小： # を緣 側へ 取 出して、 西洋 盆に 葡萄酒と KT 罐の 西洋 菓子 を 摘みながら、 洋服の 膝に 小 本 

を擴 げてゐ たが、 横に 緣 から 脚 を ぶらさげて、 庭に 面して ゐ るの は 七つ か 八つの 女の子で、 髮を編 

さげて 蝶 形の 萠 黄の リボ ン、 中形の 浴衣 を 着て ゐる。 

「おや 栃 山さん、 何う も 失 體。」 と 冬 子 は 笑顔な 作って、 紋上 W の 帷子の 衣紋 を 寛げながら、 力なげ 

に 閾^に 坐 つた e 

「あら；！ つてよ！」 と 女の子 は； i 返って 口元に 笑 を 堪えた が、 色は淺 Mi くて、 二 皮 H の ぱっちりし 

や ii-  そつ くり 

た 屑の 濃い ところ は、 熊 夫の 面影 を rIE めて ゐ ろが、 口元の 較 淋し いのは 冬 子酷肯 で、 柄 は 詰った 方 

である。 

「祸 山さん、 私醉 つてよ。」 と 袂を頤 のと ころへ 持って行って IE を 丸く した。 

「可け ません な、 然ぅ 飮んぢ や。」 

「可く つてよ。 贵方 だって 赤くな つた ぢ やありません か。， 一と 横にな つて、 栃 山の 額 を 透し 見 あげた。. 

「何 だって 贵女然 うい ふ、 酒なん ぞ飮 むんで す。」 と 冬 子 は 勢の ない で、 

I  —  ,  ，」 光  f  ,  r  四 一一 一れ  ： 


「あら、 葡萄酒 は 酒け 」 

「何です 其顏 は？ 可 厭な 子！」 と 冬 子 は 可怕ぃ 目 色 をして、 そして 溜息 を 吐いた。 

幸 子は遂 一月ば かり 前、 冬 子の 手許に 引取られた。 其 は 幸 子の， 運命が、 始終 冬 子の 念頭に かか 

したた 

てゐ たからで も あるが、 重なる 原因 は 養 親が 養蠶 事業で 絶 か 手を燒 いて、 一家が 支離滅裂の 悲運に 

めっきり 

陷 つたからで、 全然 房して 了 ふ ともなく、 一先 冬 子が K つた。 此顷滅 切 人柄の 良くな つた 熊 夫 は、 

自分の 手で 引受け やうと 1;  一 ：！ 出した が、 何 爲か冬 子 は 招 絶した のみならず、 幸 子が 養育に ついては 聊 

かも 助力 を 仰ぐ 必要 はない、 とまで 宜； Ir した。 知ろ もの は、 祸 山-ぐら ゐで、 冬 子 は 母へ も：； 儿へも 知 

ら さなかつ たので、 無論 小 母 ざん と 呼ばし めて、 曾て © 子ら しい 口 を 利く のではなかった。 感づく 

とい ふので もない が、 幸 子が 懐き 方 は 不思議に 自然で、 動 もす ると 冬 子が 感情の 加减 で、 繼 母の や 

うな 一 酷な、 慘ぃ 取扱 ひや、 小首な 言 ふにん 拘ら ず、 其 を懼れ もしない のか、 平^で、 笑って ゐる. 

のが 癖であった。 憫 むべき 私 生兒！ と は 一刻 も 冬 子が 心頭 を 去らぬ 不愉快な 厭 はしい 感で、 或 時. 

は 其顿に 接吻 も すれば、 膝に 抱 あげ もし、 食 もの を啣 ませ も すれば、 寢 しっける こと も ある。 熟と 

坐って、 笑顔 を 作って、 里に ゐた 時分の 話に 耳 を 傾け も すれば、 此頃貿 つた 三號 形の オルガンの 前 

に 坐ら せて、 手 を 持 添へ て唱 ふこと も ある。 けれど 感情の 險惡な 時 は、 辛く 常って、 惡戲け でんす 

こつび ど いち 

ろと， 其 は 小 酷く 呵 めて、 顫 あがって、 小くなる の を 見て、 始めて： 心すろ ので ある。 


あなたき と  みんな 

「爾 外へ 出る んぢ. やありません C いいえ 衆と 遊ん ぢゃ 可け ません C 衆に 揶揄 はれても 何ともな いん" 

です か。」 と 凄い 目色 をす る。 

め. 0 かひ 

「可け ない こと？」 と 幸 子 は 媚びる やうな、 莫迴 にした やうな 目 遣 をして、 

「暫くなら 可 いでせ う。」 と 首 を 傾げる。 冬 子 は 口元に 冷笑の 氣 味を湛 えて、 

あなた ベべ かざ ざき  す 

「いいえ、 爾ぉ衣 を 鍵 裂に したり、 泥 を 喰つ けたり、 亂暴 ばかり 爲 ろんで す もの。 一 體 誰と 遊 ぶん. 

です。」 

はづま 

「あ G ね。」 と 幸 子 は 息 を 逸して、 冃 を くるくるして、 妙な 疳高な 調子で、 

「西 山さん の 坊ちゃん。」 

「西 山さん てば 少將 の？」 

「それからね、 模 出さん とこの 坊ちゃん。」 

「子爵さん？ 可け ま： ん。 那 様子なん かと 遊ん ぢゃ 可け ません。」 

「そしてね、 横 田さん の 書生さん がね、 私の こと を 私生兒 だって、 さう 一一 r ふの よ。」 

「私 生 兒！」 

ぉづ ぉづ 

「は あ。 そいから ね、 小母さん <3 こと を 妾 だら うって、 然ぅ； IH ふんです の c」 と 怵怵ロ を喊ん だが、. 

さが 

「何です か、 私 知らないって 然ぅ言 ふんです けど：：。」 と默 しい 目を耀 して、 頭の リボン を 直し 
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て ゐる。 

「ですから、 行く んぢゃ 有ません。 そして 餘計 なお 健 古なん かすろ んぢ や！，？ ません。」 と 冬 子 は 力な 

げに幸 子の 手 を 取って、 側へ 引 着けて、 エンゼル ス、 フ ウド を 握らせる。  、 

たか  し，？、  しば. tit 

「私 孝さん 大好きよ。 に 仲が 好 いんです の。」 と淑 らしい 目 を 連 く。 

「そんな こと を、 誰が 聞きました。」 と 冬 子 は 睨めつ けて、 「も 可い から 其方へ 行って、 順し くして お 

居で なさい。」 と素氣 なく 部屋から 逐 出して 了 ふ。 

とど 

； り 冬 子が 幸 子に 對 すろ 愛情 は、 世 の 親が 到底 推 浏の逹 かぬ くら ゐ 深い 處も あるが、 一方 厭 は 

しい 憎 惡の念 を 交へ てゐ て、 其が 嵩 じて 來 ると、 問問氣 まぐれな、 叙 違 じみた d£ 打に 走る ので あつ 

一 一 C 

1^ 山 は 灰 落しに 突 込んで あった、 葉 捲 を 取 あげて 濃い 焖を 吐きながら、 焦った 顔で、 

「幸さん、 醉 つた 機嫌で、 私に 唱歌 を謠 つて 頂戴。」 

「可 厭！ 贵 方お 謠 ひなさい よ。 祸 山さん の聲、 太いの ね。 ほほ。 J と栃 山の 護謨 靴 を 突かけ て 下 立： 

つた f 

「あ、 私の 聲 太いです よ。 幸さん の聲は 又び いびい 汽笛の やうです ね。」 

「おお 可 厭。 ^方 は 喇叭の やうよ。」 


「はは、 贵嫁は ロが惡 い。」 

ほとり 

「だ つ て贵方 が 揶揄 ふんです も の 。 」 と 無意識に 棄 てろ、 靴 を 引 招って 古池の 邊へ 出ろ のであった， - 

どす 黑ぃ 水心 は、 八 r- 渦 格いた やうに：. K 上から 落す 月の 光に、 洸漾 たろ 波紋 を 打って、 動 もす ると 藺 

あたり 

から 飛込む 青蛙の 音が、 小氣 味わろ く 四方に 淋しみ を 添へ てゐ て、 簸の窗 葉の 蒼い ところに、 ぼつ- 

ほの  とっぴ 

ぼつ 濡れた やうな 光の 幽かに 明滅す るの は螢 であらう。 幸 子 は 飛 突に、 

ほ ー たる こ  そっち  二つち  ああ ま 

「埜來 い、 山吹 来い —— 其方の 水 は 苦い、 此方の 水 は 甘い！」 と 甲高な 變で。 

「はは、 隨分 悧巧です ね。 J と 栃山は 要領み-得ぬ 顔で、 横の パナマ を 取りながら、 時計 を 引出す。 

「まあ 可いで せう。」 と 熟と 幸 子の 仕草に 目み-注いで ゐた冬 子 は、 何となく 愛 相み 一 首 つ た C 

「费 女、 今 晚は大 曆ぉ顏 の 色が 惡 いぢゃありません か。」 と 祸山は H 眩し さうな M をす る。 

「さう です か。 灯の 加减 でせ うよ。」 と 膝行 出して、 葡萄酒 を 注いで、 一 ロ飮ん で又考 込ん たが、 良 

久 あって、 

「悧巧 です か、 幸が 倒 巧 で すか。」 

「確に ませて ますな。」 

「さう でせ うか。 私 何だか 常識 を闕 いてる やうに 思 は れ ま す の c」 

「或は 然ぅ かも 知れません な。 あの 大ぃ、 淸ぃ目 を御覽 なさい、 何だか { や： 想 家の やうな、 天才ら し 
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い 沈んだ 一種の 光 を 持って るぢ やありません か。 私考へ るに、 多少 貴女の 氣 質を享 けて ゐて、 貴 1«? 

の やうに 神 經質ぢ やない。 だから 音樂 家に 爲 さると、 屹度 成功す ると 思 ふ。」 

「いいえ、 あの it ぢゃ爲 様が ありません とも。」 

それに  >  やん 

「否、 あの 聲が已 に音樂 家に 出来て ゐ ろんで す。 加 之恁ぅ 言つ ちゃ 何です けれど、 孰 かとい ふと^ 

はだ  よ 

肌の 婦人になります よ。 御 縹致は 言 分な しと 來 てるんで すから、 昔樂が 一番 可い のです。」 

「私 然云ふ 野心 はない の。 J 

「然し 自然の 傾向に お任しなさい。 自然の 傾向 は 屹度 音樂 家で す か ら。」 と 栃山は 妙に 斷定 み-下し 

て、 

「何だか^う、 平生の 調子が ぼかんと して ゐて、 そして 又 妙に 機敏 さうな 所が ある。 詰り 家庭的 ぢ 

やなく つて、 寧ろ 野性 的、 常識的 ぢ やなく つて 寧ろ；. K 才 的な ところが あろ。 一 つ 問 遠 ふと 隨分 始末 

に 行けない 女になる でせ うが、 巧く 行けば 屹度 名手に なられる です よ。」 と 熱心に なって 來た。 

ほ つれげ 

「間違 ふと は？」 と 冬 子はコ ッブを 干しながら、 烦さ うに 鬢の紊 毛を搔 揚げた。 

「いや、 始末に 行けない てえ と、 語弊が あるか も 知れません が、 詰り 無 忌 博に 言へば、 人 を 人と も 

思 はない：： 男 を 男と も 思 はない、 極めて 放縦な 弊に 陷り 易い 傾きが あり は爲 ません か，. 無論 私 

の意斷 です けれど OJ と 栃山は 念 はず 一 iE つて、 目 を ぱちっ かせて、 


「さあ、 子供の 性格ぐ らゐ 解り難い ものはないです からな。」 と 幸 子の 白い 姿 を 見遣った。 

「さ う で せ うね。， 1 と 冬 子 は 煮 ら ぬ返辭 をして、 

あんな 

「何う して 那麼に 粗暴で せう。」  .  ノ 

「粗暴です か。 養家が 惡 かった のでせ う。.」 

「それに 私 は 恁云ふ 冥想に 耽って るで せう。 一 々注意 をして るて え 譯には 行きません わね。 漸ぅ此 

頃辭が 直って 来たんで すよ。」 

「いやお 骨折で せう。 然し 又 趣味が あろです。 —— 別れて るよりか お 互に 幸福です よ。」 

「些とも 幸福 ぢゃ 有りません ね。 言 はば 日蔭の 花なん です。 私 何だか 那の姿 を 見て ゐ ますと、 何處 

ともなく 身窄 らしい、 悲哀 らしい 感が してなら ない ものです から、 幸が 來 まして からと いふ も G 、 

1 日 だって 氣 み-快活に 持った こと は 有り はしません よ。」 

「それ は 貴女が、 平生の、 餘 り神經 み- 惱し 過ぎろ， ん でせ う。 何も 神のお 思 召です、 那 様に 氣 み-揉ん 

だもので もありません よ。」 

うまれな が 

「だって 女 は危險 ですからね、 生 ら にして 危險な 運命 を 背負 はされ て來 るんで すから。，」 と 冬 子 は 

ぐいぐい 葡萄 を t- る。 栃山は 其 手元 を怪 評さう に 戌りながら、 

「危險 な 運命 を 持って ゐ ると は？」 
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「だって 然 うだ わ。」 と 焦った 雙の頰 を 撫でながら、 

「女 は 誘惑され 易 いぢ や 有りません か。 處女を 世の中に 置く の は、 丸で 火藥を 火の 側に 置く やうな 

もの ぢゃ なくって？ 」 

「そ れぢゃ 塾 i で も 、 打 込 ん で r ふ です。」 

「塾です つて；：： 塾 だって 人間が 持へ て、 人？ r か 保護して るんで す もの。 此 にも 憂き 世の 空 氣は流 

通す るんで す。 時と すろ と、 一倍？ g つた {15- 氣が 流通して ゐ るので す。」 

「はは、 然ぅー 々贵 女の やうに 首った 日に は、 女の子 は 育てる 譯には 行かない。」 

「ですから、 罪惡の 種子が 絶えな いぢゃありません か。」 

「然 云 ふ ほお 1 は. 货女 にも 似合 はない、 美の あろと ころに は 醜が あ る、 ；^^3の ぁ る と こ ろ に は 又惡もぁ 

ろ、 好い 3- ..T あれば 惡ぃ喚 も ある、 K 偽妍醜 相克 撃して、 始めて 研 鐵の美 Mr か 到来す るの ぢ やない 

です か。. 一 

「です けれど、 醜 は 醜で せう。 永遠な 全體の 進歩 は 或は あるで せう けれど、 其の 牲 になる のは隨 

分 悲惨な 譯で すわ。」 

「いや。 近い 例が 贵女 だ。 貴女 はもう 罪惡 から 自^な 人 だ。 寧ろ 過が あつたた めに、 今日の 修養 を 

弦： 一み 得た ので、 所謂る 人生 功過の 好經験 を牧 めた のです。 少しも 懼ろ ろに 足らない のです。」 


「です けれど、 入 毎に 然 う は 行かない のでせ う。」 

「それ は 無論！ K 分 も あろで せう C 外から 迫ろ 動機 も あるで せう。 I 

「ですから、 危險 だと t 一：： ふので す。 殊に 缺陷な 運命 を 持って来た 幸です もの、 到底 圓滿な 生活の 望 

まれな いのは、 明白な 道理 ぢ やありません か。 一 

「何爲 、 力めて 圓滿を 期さない のです？」 

「期さない 譯ぢ やない の。 到底 期し きれない G です C J 

「だけれ ど、 貴女が 手元に おいて、 愛育す ろ 分に は少 くと... -贵 女の 經驗を 利用す る こと 、か出来る。」 

「です けれど、 女 は 自然に 危險な 運命 を 持って ろんで す もの、 私の 手で 何程の 防禦 を盡 したと ころ 

で、 到底 救へ る譯の もの ぢ やありません もの。」 

「力 を I 一^して 及ばない ところ は、 至大の 萬 能力に 訴へ るです。」 

「私 は 萬 能力の 存在 を 認めな いんです C 一 

「それ ぢゃ爲 方がない。. 一と 祸山は 嘲笑の E を 庭へ 向けた。 

木 下 からの そりの そり 白い 影が 動いて、 忘られて ゐた幸 子が 遣って 來た。 看る と 何 を か 咬り 咬 

り、 濃い 眉 根を攀 めて、 

「もう 酢ッ ばい！」 
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「幸さん、 ^を 食べて ろです。. 一  . 

「こ I れ！ 拾った のよ、 草の 中で 拾った の。」 

「おやおや、 李です ね。 那様ん の 放っても 了 ひなさい。 お腹が 痛みます よ。」 

「大丈夫よう。」 と 三つ TO: っ袂 から 摘み 出した。 

「そして 其の 靴 を 貸して 下さい。」 と柯 山は歸 支度 をしながら、 

「おっと、 肝腎の 用事 を 忘れち ゃ大變 だ。」 と 莨に 火を點 けながら、 眞 面目に なって、 

「えいと、 原稿 を 门 十く 頂戴した いのです が： ：o」 

「駄目よ ノーと 冬 子の H は 可 恐し く 充血して ゐた。  . 

「困ります な。」 

したた 

「今夜 は处も 書け やしま せんよ。 I  . 私の 頭 は 健 か 打擊を 蒙って ゐ るので すから。」 

「打 擊"： 何 云 ふ 打撃です。」 と 栃山は 靴 を 穿いて、 - ネオ トフ オリ ォを抱 へながら 突立った。 

「しか し 何 で せ う、 然 云 ふとき 與が 熱して 來ろ で せ う。」 

あざわら  とにかく や 

と 冷笑 ふ や うな M で 、一. それ ぢ や 左 之 右 之 行 つて 下さい。 . I 左様なら。」 とぼ か ぼ か 莨 を 吐か し て 

出て 行った。 

し f ら 

冬 子 は 急に 寂莫を 感じた やうに、 久く、 側に 坐った 幸 子の 額 を 見詰めた きり、 身動き もしな かつ 


たが、 

「もう 寐 てお 了 ひ。 え、 今夜 は 一 人で 寐て ごらんなさい。」 

「眠かない ことよ。」 と飮 差しの コ ップを 取 あげて 眷め やうと したが、 

に はか ちち 5 

.「 可いで せう。」 と 顏を見 あげて、 遽 に踟禱 した。 

. 「ぉ飮 みなさい、 幾許で もも 飮み なさい。」 と底氣 味の 惡ぃ冃 に 一 種 首 はれぬ 凄氣を 持って ゐた。 

眠った か、 惡 夢に でも 襲 はれた のか、 今 か 玉の 締が 絶えて でも 了 ひさうな 息 を 引く かと 思 ふとば 

つちり HI を 開いて から は、 妙に 頭が 興奮して、 三時 問ば かり は、 床上に 悶えて ゐた。 と 看ろ と、 幸 

いきづか ひ 

子 は 蒲 圑を乘 出して、 枕から たらり と 垂れた 細 首の、 左 も 切なげ な 息 遣で、 隨 毛の 長い 二 皮 目から 

まも 

脹 かな 頰は、 丸で _彈 切れさう で、 口元の 筋肉が をり をり ベ そを搔 くやう に 動いて ゐる。 其 を 戌る 冬 

い つ 

子の 目 は 妙に どんより と獨 つた 色に 据 つて、 每 にもな く 張が 亡くなって ゐ たが、 又シ イトに 突 伏し 

て、 靜に、 死んだ やうに 息を殺す のであった。 朝 雀の 囀りが 煮く り 返ろ やうに 筵から 聞え. る、 世間 

しごき  だら 

は 何となく 騷騷 しくな つて 来た。 彼女 はふら ふらと 身 を 起す かと 看る と、 水淺 黄の 縮緬の 扱 帶が亂 

次 もな く 解けお ちて、 白 脛に 絡まる 汗ばんだ 縮の 寐衣、 束髪の 根 はがつ くり 落ちて、 げっそり 痩せ 

• た頰 にさら さらした 細い 毛が 亂れ かかって、 寧ろ 黄味がかった 膚の 色。 

「  あたし こ は  くちのう ち  しょ 

*  ：: 私可怕 い！」 と 幸 子 は 口中に」 „lf いて、 そこそこに コ ップを 下に 置いて、 哀に 萎げ て 了った。 
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紫 ごしに 洩れ 来る 月影が、 偸む やうに、 其 小額から 頰の 半面に 蒼い 光 を 浴せ かけて、 丸で 彫像の 

やうに 坐った 頸から 肩の あたりに、 言 ふべ からざる 淋味を 添へ て 居た。 處へ 女が つかつかと 現れて 

来たが、 て 幸 子が 連れられて 臥床へ 人る のであった。 

すていし よん 

其 夜 はんう 明け かかって 来た。 11 信 濃 町の 停車場から は汽 前の 聲、 空に は 鸦の磬 が 聞え て、 ご 

ろごろ と 横手の 通り を 牛乳 配達の 単、 遠く 新聞配達の 鐸も 響いて、 殺 ごしに 咳の 驟 さへ 手に 取る や 

うに 聞え る。 只 看る と、 有 明の ラム プは 蚊帳 ごしに 陰に 瞬いて、 蚊の 唸が 今 を 盛りに、 元へ 吼っ 

あら は 

くやう である。 冬 子 は 酒の 醉で、 宵に うとうとと， 言 ふば かりない 疲勞を 見して ゐる。 彼女 はよ ろ 

よろ と 蚊帳 を脫け 出る かと！^ ると、 袋 棚から 私と 一- 拖の ビス トル を. 取 出した。 護身 用の ビス トルに 

は 三 速發の 丸が 込まって、 毎 も 側近くお かれて あるので。 油が 嶽 きたの か、 は 今 rm え やうと して 

蒼い 焰を あげて ゐ ろが、 板戶の 隙^から、 一朶の 弱 しい^ 光が 差して 來て、 审： は 一時 幽 くな 

つた。 蚊帳 を 消った 冬 子 は、 いきなり 銃 n を 幸 子の 無心な 寢 額に 向けろ かと 思 ふと、 腕の 力 は 急に 

脫 けて、 渾身が おどおどと 顫出 すので あった。 とすろ と、 私と 其の 頰に 熱い 挺吻 をして、 久く其 節 

に見恍 れてゐ たが、 其 も 瞬 ii 銑 口 は 再び， 1 ぃ咣 元へ 擬 せられる のであった。 


銃へ 鸷は 案外 低かった。 と 看ろ と S; 一の 中から 幸 子 は 劇しい 叫聲を あげて、 跳 起きる かと 看ろ と、 が 

たがた 顫 あがって、 翁と 冬 子の 膝に 獅 咬みつ くので あった。 冬 子 はもう 其 を 抱き あげろ， SiJ 氣 もなか 

. つたの か、 萎 頓其處 に 打仆れ たま ま、 滿 身の 血が 一時に 氷った かの やうに、 くな つて 了った。 

朝の < ^時 s; に 冬 子 は 漸く 我に 返った。 

栃山は 庭の 綠隆に 幸 子と ハ ン モッタに 戯けて ゐ るが、 枕頭に 新聞 を讀 んでゐ ろの は、 熊 夫で あつ 

た。 

其 日 は 丁度 明け方の 三時 頃に、 さっと 通り雨が. れい だので、 空 は 丸で 春の やうな 柔ぃ 碧み、 庭木 

の 綠は濡 色に 耀き 渡って、 何となく 庭 向の 勝手が 違って ゐた。 幸 子 は 左して ぢ もしなかった の 

か、 鈴の 搖れる やうな 唱歌 ゃ笑聲 で、 藩 紫の リボン を 新しく、 太い 矢 耕の 單衣 もので、 元ハ艰 よく 跳 

ま はって ゐ ろ。 

誰が 見て ゐた のか、 」J ^の 側に は寫眞 帖が擴 つて ゐて、 攄 山の 庭で、 熊 夫に 撮って もらった、 自分 

が 十七の 春の 寫眞が 捲 くられて ある。 冬 子の 冃には 其 庭木の 蔭で、 人知れず 思 を 打 明し 合った、 淡 

い 夢の やうな 光景が、 ありあり と 浮んで 來た でも あらう。 
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しらせ 

冬 子 は 其のち 熊 夫と 結婚し た！ li 無 論 获澤が 遽の唂 血で 亡くなった との 報が あってからで  <  冬 子 

は 某して 幸福で あつたか 何う か、 其 は 疑問で ある。 けれど 幸 子の 生涯 は 確に 不幸で は あるまい。 


* 


告 


「お、 おひ 尾 t 君、 かう ぐろ. ぐみ 引 張り ま はされ たん ぢゃ、 眞筒遣 切れないよ。」 と 首った の は 二十 

五六 S 生 風の 男で、 仙 章の 折 nrs くしゃくしゃした 袴に 佛藩革 S 揚靴、 手頃な ステッキ を 

持って 議 餅の 長い i、 何 形と いふの か、 黑 ぃ震緣 無しの ソフト ハット を 冠って、 近眼鏡 を か 

け S る、 頰雷 少し 仲び て、 き 高い、 asi^ しい、 首の 小さい、 脊の すらりと した 偉丈夫で あ 

つた。 

「I 少し i した まへ。 然ぅ お 安く は f せられな いの だから。」 と にゃにゃと 笑って、 今 西 須賀 

町の 方から、 繁み _s 多い 千駄 木の 方へ 入り かけた 男 は、 不圖塑 つて 恁ぅ 5 た。 やはり 前の f 

らゐの 年輩で、 鉢 つきあ 「と 似通って ゐ るが、 此は の 丸つ ズ 色白で、 S 通つ ュ 4 首へ ぬ 

が、 眉 I く H は いが、 少し 报雰 らしい、 祌 雲の 氣味 霧んで 見えろ の は、 外 鼠が 心 ほど 

揚 つて ゐ ろた めで あらう。 むつち りした 口元の 愛橋 は、 然し 其 を 際立せ ないた めに、 調和 を 取って 

居る。 靴 はま S 動 靴、 S 降の に 同じ 雲、 細 そりした 首に ハ" カラ I けて 居る。 

「大 1,5 つけた， だね、 何しろ 代 物を拜見 しないう ち は、 鬼 角の I は 出来 はしない けれど 

まあ 君の 未 來の窭 君なら、 一見の 價値は ある だら う。.」 
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「一 見の 價値？ 失禮 な。 輕 蔑した まふな。」 

「夫 じ や 何とい つたら 可 いんだ。」 

「君なん ぞは小 格子の 女郎で も 素 見す 意 か 何 かで ゐ るんだら うけれ ど、 そんな 氣で ついて 来られち 

ま. >  たく 

ゃ眞筒 困る よ。 何しろ 純 粹なバ アジ ン なんだから。」 

「はは、 むきになって 何も 憤る こと はない さ。 バァ ジン も错溝 さ。 I 

r バァ ジン も 結構 は 驚く よ。 君なん ぞは 到底お 話に ならない。 プロ ォゃ シン ガァ、 そんな 標準で も 

つて^ 人 を 見 るんだ から、 迎も堪 つた もの ぢ やない。」 

「必ずしも 然 うでない。 半黑 とい ふの も あれば、 或は 又 年增。 ずッと 捻った ところで ゥ ヰドォ とい 

おつ 

ふ もの も あれば、 人の ワイフと いふの も ある。 未だ 色色 異なの も ある けれど、 ざっと 分類 を すれば 

此の 數種 さ。」 

「そんな もの は 到底 論ずる 慎 値がない じ やない か。」 

「夫 は 大に然 うだ。 君の やうな 單 純な 考を 持って 居れば、 無論 處女 くら ゐ 有難い もの はない。 例へ 

ば 摘んで やった 蓮華 花 を 後生大事と 握りつ めた 赤兒の やうな もの だ。 其の 無 邪氣は 愛すべし だが、 

其 幼 穉ゃ憐 むべ しだ。」 

「精精 妬みた まへ 妬みた まへ。」 . 


「嫉 むだけ の惯 値が あるか 無い か、 其 すら 疑問 じ やない か。」 

「何せ 僕なん かの ラバ ァに は價 値なん か あり やしないよ。」  ， 

「何う 致して、 定めし 娘 ひっきた いくら ゐ凄 いもの だら うと、 實は 其を樂 みに、 てくてくお 伴 をす 

ろの さ c」 

「だけど 眞筒 困る よ、 面前で 冷され たり 何 かしち や、 僕が 困る よ。 先方 は 何しろ 處 女なん だから > 

ぼん ぼん 水 破ぬ きなん か やられち や、 おどおどして 了 ふんだ からね。」 

「處が 案外 おどおど なんか 爲 やしない もの さ。 君が 案じる や うぢ やない よ。」 

「それ は 僕の 前で は大膽 さ。 快活 さ。 けれど 一 面識の ない 君の 前 じゃ然 うは 行かない。」 

と2 

「ふ ふ。 ちょ ッ と 君顏を 見せ 給 へ 。」 と 彼 は 恍けた 目色で 覼き 込んだ が、 

「いや 人ても の は 賢 こさう で、 ^^外愚なもんだ。 僕は是 だから 可 厭に なって 了 ふ。 恐く ラブ 中毒 を 

して ゐ るね。 御用 心なさい よ。」  . 

しんし,？ 

「中毒？ 健全な ラブに 中毒なん か あり やしない じ やない か。 君なん か は ラブの 眞趣を 解さない か 

ら 困ろ。」 

「眞 趣？ 大く 出た ね。 ラブの 眞 趣は處 女に 限ろ さう だね。 —— いや 僕 も 一 度 は 妻 君 は 持つ さ。 妻 

君 は 一 般に處 女と 決って ゐろ C. ラグの ぼ-趣 は 君の 獨占 だと 心得て ゐ ると、 大に當 が 外れる よ。」 
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「可 厥に M う も、 僕に 當 つて 來 るね。 今に 西洋 料理 か 何 か 表ら せる から、 も 少しお となし く 願 ひた 

いもの だね。」 

「はは、 _v ぶら せる からが 氣障 だね。」 と 謂った が、 相手 は 相變ら ず、 にゃにゃ 笑って 返辭 をし なかつ 

た。 

こ 一) 

十 W: の屮 で、 而も 大祭 日で、 此 にもち らちら 子供の 手 を 引いた 散歩の 客、 妻 君 携帶の 紳士な ど 

やや 

の 姿が 見えて ゐる なか を、 二 入 は 一 つ は 高調子に、 二 っは較 沈んだ 調子で、 罪のない 話聲と 笑聲、 

りうり うと ステッキ を 振 廻して、 勢よ く驗 けて 來ろ俥 さへ 避けて 通る ほどの 濶歩 である。 穴.^ は 一 面 

水彩晝 でも 見る やうな、 t; 通った 勞み、 心 は 淋し みのある 午 Is^ の H が、 きらきらと 遠近の 森から 森 

の 稍に 光って、 爽凉の 氣 が何處 となく、 其 慮らに 沈み 遍 つて ゐ ながら、 聊か ぼか ぼかす る やうな 氧 

くた， ひ  ある 

味 合の 氣 候であった。 二人 は 辯り 備.】 れた 形で、 齊 くは默 つて 行いて； li5 たが、 

「然し 豫め 伺って おかないと 可け ない が、 其：^ 人 は旣に 父兄の 承諾 を 得た のか。 - 1 挨拶の 爲 やう 

も あ らうと いふの だか ら。」 と 輕輕 に 一；：；" ひ 去 つたが、 眞面 DT な 調子であった。 

な あに 

. 「可 厭に つたね。 11 何お 挨拶 も 糸瓜 もあった もの じ やない。 然し 父兄の 承諾 を 得た とい ふ譯じ 

やない のさ。 だけど、 其 は旣ぅ 得た も 同然な の だ C 父 は 知らん 顏 でもない どころ か、 實は 僕から く 

そ れに  たと 

れ ろと tH へば、 無論 悅んで 承 IS をすべき ili^: なの だ。 加 之 本人の 意志 は 動かすべからず で、 設ひ 家. M 


にどん な 故障が あらう と、 僕 を寶る やうな こと は斷 じて ない と 信じる のさ。」 

,i  のろ ナ  ぶヅ こわ 

「はは、 何かズ ぉ自惚 風が 吹き さう だが、 •： 然し 其で あれば 結構 さ。 .S 來ラプ に は 色色 打 壌し の 

情賓が 纏綿して 来る もの だから、 用心 せんと 可かん、 などと 何も 老婆心 を 起す 譯じ やない が：：。」 

「それに 是は、 僕から して 交涉 をした 譯で やない。 僕 をして、 是 だけ 熱心に ならしめ たの は、 詰り 

彼女の 勢力な の だから、 僕 無論 十分 自信 は あるの さ。」 

「夫 は！ g に！ まあ 其 位に してお き 給へ。 然 うしないと、 叉 僕の 毒舌 を挑發 する から。 一と 笑談 らし 

く 眩いた。 

「唯 僕の 憂 ふるの は、 彼女が 滿 足す るか 何う かとい ふこと なの だ。 愈よ 結婚 をした 曉に、 失望 をす 

る やうな こと はあり はしない かと、 僕實に 其を氣 にす るよ。」  . 

い ±.d  さ- 3 

「失望？ 失望す る 所 由がない ぢ やない か。 然云ふ 薄弱な 奴が ある もの か。」 

「だけど、 僕考 へる ところに よると、 彼女 は 非常な 妄想 を懷 いて ゐ る。 結婚 をして 而 して 家庭 を 作 

る、 然 うした 以上 は、 吾 吾 は 丸で 樂 園に でも 遊んで ゐる やうに、 無上の 幸福と 快樂に 浴す る やうな 

氣 になって ゐ る.： -0」 

「無論 無上の 幸福 さ。」 

「だけど、 事實然 うは 行かない よ。 第一 生活 問題と いふ 煩 も あれば、 僕に は 非常な 繁累も あらう と 
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いふの だからね。 處が 先生、 一向 そんな こと を考 へて はゐ ない らしい。 今の 狀 態：： いや 其よりか 

もっと、 何 か恁ぅ 愉快な 生活 を 接ら れる もの だと 思って ゐる らしい。 一 鉢が 贅澤に 育った 女 だ。 IHOT 

樂の 嗜好 も あれば、 美術の 趣味なん か、 到底 僕なん かの 及ぶ ところ じ やない。 だからして、 先生 毎 

日毎 日ピ ヤノの 前に 坐り込み か 何 かで もって、 至極 暢氣な 日 を 送り 得る もの だと 想って ゐる らし 

い。」 

「其邊 のこと は、 豫 じめ 君が 注意して おくべき じ やない か。 11 然し 其 は 君の 祀憂 に過ぎないと 思- 

ふ。 非常に 我儘な 婦人で ない 以上、 ラブした 良人の 家庭に ゐて、 其處に 何等 失望の 影を認 むべき 害 

がない と 思 ふ。」 

「果して 然 であって くれれば、 僕大に 幸福 さ。」 と 沈んだ 聲 のうちに、 何となく 希望が 急に 湧 返って 

来た やうな 調子で あつたが、 彼 はきに 立 停って 

「君 此奥 だ。」 と 小聲に 首った。 

立 停った の は、 奇麗に 拭 込んだ 潜 門に 瓦斯 燈の 出た 家で、 左右 校の 垣の 內 側が 高い 樫の 圍ひ、 門 

しんしん  ひやひや 

の 左手に 棟の 立 込んだ 一軒の 平屋が あるが、 木 は 森森と 繁り、 氣は冷 冷と 澄んで、 其 奥に 猶 家が あ 

け は ひ 

るべき 氣勢 である。 二人 は 門から 入った。 鈴が 燥ぎ 切った 空氣 に、 凉朗な 波動 を與 へて ゐ ると、 右 

もく こく  ほのぐら  あ ひのこい ぬ 

手の 八手 や 銀 木槲、 樫 や 核の 繁 みの、 幽 いなかから、 不意に 茶色の 雜種 犬が 吠 立てる ので あつ 


た。 屋代は 心得顔に 口笛 を 鳴しながら、 植 込の やうな 繁 みの 中の 飛石 傳 ひの 小 遙を迎 つて 先に 立つ 

たが、 十 問 も 行く と、 木立の 盡 きた 慮に、 芝生の 迹の やうな 潤い {„ ^地、 廢 池が 破 蓮 を 漂 はせ ながら、 

そのへ り  ばう す ぺ； り 

瓢簞 なりに 毒毒しい 腐 水 を湛. へて ゐ るが、 其 緣には 坊師莉 にした 躑躅の 株 や 小 松、 右手が だらだら 

と 小 商くな つて、 四 邊は 都て 庭 扉の 廢淺 の迹 としか 見えぬ。 池に 架った 橋 を 渡る と、 旋て 練な 立 木 

. の廣 場に、 二階建の 一棟が 聳えて ゐて、 後がず ッと榴 ゃ榛ゃ 樫の 木立に 密蔽 されて 居る。 屋代 はば 

つたり 話 を 休めて、 其處ら をぐ るぐ る 廻りながら、 低い 口笛 を 鳴す のであった。 

「違った ものだね。 そして 其の スヰ トハ アト は、 あの 二階 座敷に でも 澄し 込んで ゐ ると いふ 寸法な 

ので。」 

こ ご ゑ  びった 

屋代は 不圖振 返って、 微笑んだ が、 低聲 に、 「：： 戸が 直り 締 つて ゐ るから、 或は 留守 かも 解ら な 

ぃピと 二階の 方 を 見 あげた。 靑 桐の 葉の 黄色く 黝く なった 手 欄、 障子の腰 硝子に きらきらと 日の 影 

が 差して、 衣紋 竹に 吊した 女の 袷が 二 枚、 媚 かしい 裏な 見せて、 風に 搖ら れてゐ る。 

屋 代の 語ろ ところに 據 ると、 彼女 は遂此 春の 一 比まで 翻 町の 去ろ 親戚の 家に 居た のが、 都合 上 其處を 

こ こ 

辭 して、 此は 下宿と いふより はもつ と嚴 格の 意味の、 部屋 を假 りて ゐ るの だとい ふ。 間もなく 木立 

ねる 

際から 姿 を 現して、 家の 横手の 芝生の 慮へ 出て 来たの は、 小柄の 束髮 で、 淡色の 撚に龜 甲の 耕の 書 

生 羽織 を 着けて、 年 は 十九 か 二十、 丸顔の 括り 願で、 濃 過ぎた くら ゐの 眉に、 ぱっちりした g、 鼻 

se  持  四 六 1 


四 六 二 

は 少し 壺んだ やうの 形で、 猫脊 とい ふ ほどで はない が、 肩の 姿が 較 不細工に 丸く 出来て ゐ る。 色 は 

丸で ミルク 色で、 たっぷりした 毛が 赭味 を帶 んでゐ る。 

彼女 は愼 しげな 笑を湛 へて、 そろそろと 寄って 来たが、 

「あら、 入らつ しゃい まし。」 と 挨拶 をす る。 屋 代と 作と は、 輕 くお 辭義 をした が、 暫は顏 を ft け 

つれ 

あった まま、 折折 横 H を 使って 居る。 する うち 作 は 築山の 方へ 動き 出した、 女 は犇と 寄って 来て。 

「誰 方？ お 友達？」 

とちの  や： 

「は、 此は朽 野と いふ 親友です。」 と 口 を 切り出す と、 此に 二三 語が 交 へられた が、 旋て 二人で ぶら 

ぶら と 伴の 迹を追 ふので あった。 

屋代 は此夏 卒業 をした ばかりの 新學士 で、 無論 出来の 好い 方であった から、 直に 寶 口が ついて、 

今 は 銀行へ 通うて ゐ るので あるが、 秋 以来 健康 を 損じて、 先月 一月 は 引 籠 かちに 療養 をして た。 

其 は 卒業 試驗 とい ふ 難場 を、 平生の 勝氣 から 一 概に最 俊 等の 成績 を 得て、 最大の 榮 きを 一 身に 檐ぅ 

て 出 やうと した、 其の 過激な 勉強の 祌經的 疲勞が 原因と なった ので、 不斷の 成績に 比較す ると、 此 

の 努力の 効が 案外 少 かった、 其を此 上な く 遺憾に 思った のが、 近因の 大打擊 であった。 彼女との 關 

係、 それ を 叙べ たてる ことになると、 一 朝 一 夕に は說盡 されぬ ので あるが、 苟且の 戀 愛でない こと は、 

其 鄕里を 同う し、 父と 父と は 先輩と 後輩との 關 係であった ので も 略解ら う。 屋代は 最初 文舉 家の 傾 


をん つて、 而も 哲學， 科に 居た ので あつたが、 一つ は 其の 弱な 鉢と、 一つ は 哲學科 を 出た 曉、 深奥 

な 學理の 討究に は、 非 <s な 生活の 苦痛 を 凌がなければ ならぬ とい ふ 事 を 悟った のとで、 深く も考へ 

ず 法科へ 移った のであった C  かとい ふと、 大した 永遠の 希圖 には堪 へない 質で、 亦 頼る 思 斷の好 

い 男で ある。 が、 屋 代の 尤も 氣 にじた の は、 其の 姉の 身の上で、 彼女 は 今 歳 二十 八に 達しながら、 

緣づ きもせ ず、 而も 父母 沒 後の 心細い、 赛殘 の餘の 家政 を 整理して、 猶ー 人の 弟の 學事を 監督し な 

お そろし 

がら、 月月 二十 某と いふ 學資 を、 在京の 屋 代に 送って ゐ たとい ふ、 可恐ぃ氣丈の^^人で、 其 一身 は 

全く 屋代 のために 犠牲に 献げ て、 聊か も 怯む ところ は 無かった。 

屋代 はこん な忠實 な、 志操 堅固な 姉の 志 を 感謝し ずに は ゐられ ない。 孰 かとい ふと、 或は 薄志 弱 

行に は陷り やすい 彼 は、 始終 姉の 此の 仕 打に 刺戟され、 激勵 されて、 そして 功名心に 油を溉 いで ゐ 

た。 屋代は 卒業の のち は、 何もの を棠 ておいても、 此の 姉の ために 幸 幅な 生活 方法 を 講じなければ 

ならぬ のであった。 彼が 卒業後の 處置 について、 心を勞 する の も肯て 無理と は 謂へ ぬのであった C 

屋 代と 澄 江 子 (愛人の 名) との 間に は 猶も密 Is が 起って 居た。 

「：： それで 何時お 歸ん たさる の？」 澄 江 子 は、 吾 _lsl^ 草履 を 穿いた 足 を、 そろり そろり と 伏： IE 勝に 

ある 

行いて ゐた C 

「然 です とも、 宅 を 疊ん だり、 何や彼や 色色 用事 もあります から、 早く も 十日 ゃ其處 いらは かかろ 
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だら うとい ふ、 僕の 豫定 なのです が、 無論 大急ぎで 行って 来る のです。」 

「へえ、 然し. ますと、 御姉さん や 何 かもお 連れな すって？」 

「多分 然しなければ ならない ことになる だら うと 思 ふ の です。」 

「あのう、 其から 私の 宅へ もお 寄り 下す つてね？」 

「は、 是非お 寄りし ませう。 そして 久久で 御父さん にお 目に かかり ませう。」 

ど-,' ぞ  ほのめか 

「萬 望ね。 ：： 私 も 貴方の ことに ついては、 ちょ ッと 私の 考を微 見して、 手紙に 書いて おいた こと 

も ございま すが、 八 マ 度お 會 ひなす つたら ば、 猶貴郞 から も 仰って、 父の 意志 を 確め て 下さい まし 

な。 父 は 無論 異存 はない に 決って をり ますから、 可成なら ば 取決めて 戴きたい のです が、 御用 多い 

ところで すから、 餘り 色色お 願 ひ 申しち や、 煩いで せう ね。」 

「いいえ、 勿論 私から も 熱心に 願って みる 意です が：：。 どうも 是 ばかり は 自身 口 を 切る の も 何 だ 

きまり  とにかく 

か 極が 惡 いから、 其處 はまた 姉と も 相談のう へ、 左 之 右 之 約束 だけ は 確定して 来る とい ふこと にし 

ませう。」 

ど- フ； て  つれ 

「萬 望ね：：。」 と 澄 江 子が ふと 目 を擧げ ると、 作の 男 は 遂其處 の古燈 籠に 倚 かかって、 熱心に 此方 

を 見る のであった。 澄. y 子はづ かづ か 1 一三 歩 前へ 出て、 

「如何で ございます、 內へ お入り 下す つち や：： 屋 代さん、 ぉ差閊 がない のでしたら、 お入りな さ 


いまし な c」 

「有難う。」 と 伴は氣 のない 返辭 をして、 

「其 ぢ やお 邪魔 をし やう じ やない か、 酷く 備^れて ゐ るの だからね。」 

「まあ 屋 代さん てば、 其ぢゃ 何爲ぉ 早く 御案內 巾して 下さらな いのです よ。」 と 彼女 は 聊か 柳眉に 皺 

を 寄せながら、 踵 を 返して 先に 立つ のであった。 

屋代炱 也の 故 鄕へ歸 つて 來 たの は、 其から 三 ra 日の 後、 極めて 朗な 秋の 日 も、 早 や 暮れ、 かかった 

時分であった。 

H. I . と いふ 町で、 城下 は 城下で あるが、 王政復古の 際、 慘 酷な 兵 愛に かかって、 城の 迹は 一塊 

の 丘 土と 化し、 今 も 蓬 蓬た る 草が 生へ てゐ るば かり、 街と いふ 街、 家と いふ 家 は總て 三十 有 餘年を 

經 過した ばかりの、 所謂る 復活の 町で、 E 星し い 立 木が、 一本と して 聳 つて ゐな いのみ」 見ても、 往 

昔の 慘禍が 想 遣られる ので ある。 けれど 附近に は 銅の 礦 脈が 少 からず 螺 屈して ゐ るのと、 機業が 盛 

大 なのと で、 町 は 有 紫に 殷富 を 究めて、 劇場、 公園、 遊廓、 料理店な ども 比較的 發 達した のが あつ 

て、 近頃 は電嶽 に、 勸商 場、 停車場が 設けられてから は、 亦 一段の 光彩 を 添へ るので あった C 
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停車場から 単を驅 つに 貞也 は、 町の 大通り を通盡 して、 漸く 昔し 武士 屋敷の あった 山の手へ と 差 

かかった。 城跡 を 左に、 公園 を 右に 望んで、 車 は 今 澄え た 外疫に 沿うて 步を 速めて ゐる。 公園の 木 

あづま や  も 

立、 木立 際の 石碑、 丘、 丘の ほとりの M 阿屋、 休み茶屋の 灯が 其繁 みの 問から 泄れ、 子供が 吹きす 

6  *r とや. 了： さ 

さぶ リイ ヅの 昔な どが 撒れ M えて、 やや 缺 けた 一圓の 赤赤と した 月が、 丁度 丘の 邊のー 株 柳の 禁隱 

れに、 ぼかり 浮し 出されて ゐ るの を 見ろ につけても、 五六 ハ牛 見舞はなかった 故鄕 の可懷 しさ 嬉し さ 

が、 譯も なく 胸に 波 を 打せ て、 何となく； S 弱し い 感激の 情が 込 あげて 來 ろので あった。 

たづ さは 

ああ 平和な 故鄉！ 此には 家財： 蕃 落の 際、 政治に 係って、 事業に 手 を 出し C  、公共事業に 斡旋して、 

きく レく 

1 も 成功し なかった 父の 靈が 眠って ゐる。 そして、 家政が 漸く  4- を 告げた 時分、 三人の 子の 飽 育に 

心血 を涸 した 母が 永眠に 就いて ゐる。 其で も、 父母の た 時分 は、 可な り廣ぃ 屋敷に 住って、 周圍 

の 人から は 尊敬 を拂 はれ、 友達 仲間に は 憚られて、 樂み 多い 月日 を 送って ゐ たので あつたが、 中舉 

時代に は 今の 手狭な 住居に 引 移って、 財政 は 可 恐し く 緊縮す ろば かりであった。 彼 は a ハゃの 昔し、 

kr 方 思考 相談のう へ、 到頭 姉の 決心で、 游學 とい ふに 取決めて、 其から 送られて 此を 出た 時の、 初 

夏 5 曉色を 心裡に 喚起せ ずに は 居られなかった。 否、 襄 庭の 若い 栗の 樹、 柿の 木、 自分が 鋤 を 執つ 

て 作った 花壇、 花 擅の 菊、 天主 牡丹、 获、 其 等す ベての 幼時の 可懷 しい 記憶 を 喚起すべき 故 闺の秋 

よろこび 

の 色 は、 今 どんな 喜：^ を もて 自分 を へ やうと はする ので あらう か。 


彼 は 又窃に 姉の 齢 を數へ はじめた。 そして 愚に も 其 を 繰返した C 姉 は 自分の 榮摄 I に對 して、 果し 

て どんな 感想 を懷 くで あらう か。 自分 は 無論、 こんな 小成み-無上の 榮耀と は 心得て は をらぬ。 然し 

かさねぎ 

姉の 身に 取って は、 自身が 玉の 與に乘 つた 時よりも、 錦の 帶を 締め、 縮緬の 襲 着 をした 其よりも 肩 

身が 廣 いので、 自分 は 姉に 對 して、 露 ほど も不滿 らしい 氣色を 見せて、 そして 姉の 滿 足と 幸福と に、 

縣 しの 雲を與 へて はならぬ ので ある。 姉 は 如何に 變 つたで あらう。 今 も あの 劍の ある 淸 しい 目に 怒 

を 含ませて、 自分み-叱る 元氣が あるので あらう か。 

貞也は 八 r 是等餘 に 子供ら しい 思想の 愚 を、 自ら 嘲りながら、 次第に 木立の 多い、 寂しい 街へ 入る 

のであった。 彼 慮に 一叢の 木立、 此にー il. の 木立、 其に 淡 蒼い 夜の 衣が 被って、 違いの は 刷いた や 

き はぎ は 

うに、 簡 のなかへ ぼうっと 藩れ てゐ ろ、 其 際 際に 淡 赤い 灯の 影が、 丸で 水の なかから 出た やうに 光 

つて ゐて、 ちら ほらと 人家が 見える。 見遍す 限り、 裏 は 一面の 田圃で、 所所 榛の木 の^や、 道 傍に 

杭稻 と^とが 黝 んでゐ る。 我家 も 早 や 近いて 來た。 狹霧は 益す 濃密に なって、 吐く 息は微 白う、 夕 

風 は 稻の匂 を 送って、 しっとりと 帽子の 廂を壓 すろ ばかり 水分 を 持って ゐ ろ。 月 は 今 肩 こしに 淋し 

げな、 冷光 を 浴せ かけて、 道 傍の 叢から は ST おしい 虫の 聲聲、 四 下の 夜 氣は可 恐し く 森と して 居た。 

我家へ 着いて 見る と、 きらきら とぎいた 星の 光の 下に、 傾き かけた 門の 注 も、 木 梅の 垣 も、 家の 

楝も、 微かに 閃く 露の 潤 を もって、 如何にも 靜に、 如何にも 幽に、 丸で 夢の やうに 目に 映る ので あ 
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つた。 が、 車の 昔が 閜 えても、 車夫との 對談の 聲が聞 えても、 荷物 を擔ぎ 込んでも、 屋 のうちから 

し £ らく  そゾ 

迎 へに 出る 燈 火の 影と て は差來 ぬのであった。 彼 は 少時 上框 のと ころに 突立って、 そして 私と 內の 

氣 勢を覼 ふので あった。 

人って 見る と、 裏庭に 臨んだ 八疊の 座敷の 中央に、 小い ラム プを 下に 置いた まま、 明日の 日課の 

リ I ダと 字典と を投り 出して、 雲齋 織の 運動 シャツの 胸を披 けた まま、 仰け ざまに 眠って ゐ ろの は 

十六 歳に なった 弟の 讓 次で、 大ぃ ぼや ぼやと したやうな 頭に 大ぃ 手足、 顔 は淺黑 くて、 口が への 字 

なりに 堅く 結ばれて ゐる。 界隈き つての 腕白 兒 であった が、 面影 は 宛然 其 時分な りに 發達 をして ゐ 

ろ。 貞也 は其寢 顔の、 ぼんやりした、 罪のないのに 見恍れ て、 少時 うっとり となって ゐ たが、 旋て 

てあぶり 

想 出した やうに、 蔑 を 取 出して 手 炙 を 引 寄せる と 同時に、 

「讓 次丄識 次」 と 呼んだ。 

ー哈 唸って、 寢 返り を 打た うとして、 微に目 を 開く 途端、 又罄 がかかった ので、 這 度 は ぼかり と 

目 を 開いて、 不思議 さう に 兄の 顏を 見詰めた が、 頓に 起き 3 うに もしない。 一 鉢が 祌經の 鈍い、 莫 

迦に 度胸の 据 つた 質な ので。 

「 一 人き りなの か。」 

「あ。 今歸 つたの。 一と 弟は渐 くむく むくと 起きた。 


「姉さん は 居ない のかい。」 

「四時 頃から 出て、 未だ 歸ら ない よ。」 

「一 鉢 何 慮へ 行った の だ。」 , 

「何處 だか 知らないよ。」 

「暢氣 だな。 11 此頃は 裁縫の 弟子 は、 矢 張澤山 あるの か。」 

ど-ひ  ゃク. fi 

「何だか。 だけど 何だか 餘り 大勢 も來 ないやう だよ。 11 僕迎 ひに 行って 來ゃ うか。」 と 辛辛 目が 冴 

えたら しい 顔色で あろ。 

「迎 ひたって、 處を 知らな けゃ爲 様が なから うぢ やない か。」 

「だけど 大抵 若 糊 だら うと、 僕 あ 然ぅ思 ふんだ。 毎で も然 うなんだ から。」 

「む、 然 う！。 若槻？ 姉さん はそんな に繁繁 行く のか。」 

「よ、 善く 行く よ。」 

「まあ 可い よ。 今に 歸 つて 來る だら う。」 

此で 話が 途斷れ て 了った。 所謂る 若槻 とい ふの は 澄 江 子の 家な ので、 此 から 田圃 道 を ra: 五町 も 西 

へ 寄 ッた處 であろ。 一 鉢 姉 は 何 云 ふ 用事で 若 槻へ繁 繁足を 運ぶ ので あらう か。 が、 一二 度 金の 融通 

をして もらった こと は、 姉から 手紙で 言って 寄越した ので あるから、 關 係の 親密な の は 明で、 自分 
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が 名 w;-- の 幾分 は、 お 糊の W 七で ある こと を 思へば、 此は 肯て異 しむに 足らぬ のであった。 舆也は 重ね 

て、 

「お前 然うして、 碧く 勉强 する か。」 

「 ： ： 餘り爲 ない よ。」 と讓次 は 少し 顏を藉 めて、 伏目に なった。 

「其 は 可け ない ね。 成績の 惡ぃ方 か。 J 

「むう、 惡ぃ てこと はない よ。 だけど 英語 だの、 歷史 だの、 地理 だの 晤記 ものなん か は、 俟には 出 

來な いよ。」 . 

「善く 姊 さんの fn ふこと を聽く か。」  . 

「僕？」 と 讓次は 又 俯いた が、 

「6 呼んで 來 やうよ。 - 

「まあ！ F いや。 ？ 5- り樂 紫し いと ml はれても 可け ない。」 と 貞也は 床の 問に 置いた 飽を引 寄せて、 中 か 

ら 西洋の 飴 菜 子の 纖を取 出しながら、 二つ 三つ 摘んだ あと を 前へ 差 出した。 謹 次 は 立 膝 をした まま、 

嫌の なかへ 不， 1ェ な ぶくぶくの 手 を 突 込んだ が、 仕切な し 忙しい 口へ と持遝 ばれろ のであった。 氧 

也 は 其から 譲 次に 茶道具 を 取 出させて、 茶 を 煎れな どしながら、 學事、 家事の 狀況 など を 質問す ろ 

ので あつたが、 ふ&は 案外、 自分と は 反對の 嗜好 を 持って ゐて、 其の 鈍根ら しい、 無顿^！^な、 放瞻な 


性 H の 底に、 一種の 堅實で そして 精緻な 實 際的腦 力の 潜んで ゐ ろの を 發 見した C 加 之 彼 は 可 恐し く 

世事に は迂澗 らしい。 飾が 何して 自分 等 を 養育し、 一家 を 料理して ゐ るかの 問題に ついては、 頓 と- 

關知 しない 人の やうであった。 彼， には貞 也が 其の 時代に は 幾 ど 其が ために ft 惱、 煩悶、 幽 le の 極 を. 

盡 した、 功名心と いふ，， T の もなければ、 自身の 前途に ついては、 何等の 恐懼、 何等の 憂慮 を も 持つ 

てゐ ない らしい。 謹 次 は 其 性格に おいて、 確に 自分より は 幸福の 行路 を迎 るべき 微候を 持って 居る 

のであった。 讓次は 今、 町の 西南 部の 沃野 を 貰 流す る N 11 河の 堤防 工事に ついて、 小い 技師の 體 

度で 說明 すると ころが あつたが、 貞 也に は 幾ん ど 孅を咀 む やうな、 無趣味 極った 事實 も、 彼の 暇 髓. 

に は、 其が ゥォ トル D ォ の戰爭 よりも、 トラフ ヮ ル ガ ァ の海戰 よりも 謦； 饒な 趣味 を 感得す ろら し 

い。 する うち 夜氣の 荒凉を 破って、 裹の畦 道から からからと 下駄の 昔が する ので、 二人の 話 聲はぱ 

つたり 遏んで 了った。 载 也が 帶の 間から 時計 を 出して 見る と、 其 はもう 永い 秋のお も 十 時に 近い： if 

で。  . 

姉の 志： t 子は貞 也の 額 を 見ても、 然 まで 驚喜の 色 を も 現さなかった。 で、 落着いた 調子で、 靜に. 

側へ 坐って、 ランプの 火 を 挑 立てながら、 

「大分お 待ちだった らうね。」 と 弟の 顏を 瞥見して、 そして 荷物な どに 目 を くれながら、 日毎に 相 逢： 

ふ 人に 異らぬ 様子であった。  ， 
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「どうも 留守中 は 色色 御 心配で。 然しお 變り もなくて、 誠に 結構です。」 

「は、 私 も 這 度と いふ 人 マ 度、 肩の 荷が 卸り たやうな 氣 がしまして、 何だか 萎頓 したやう です o」 

「然 うでせ うと も、 實に 一方ならぬ 御 苦勞を かけまして.： •。」 と 貞也は 感謝の 目 を瞪 つて、 姉の 顔 

を 熱心に 見入った。 姉の 顏容 は五ハ 牛の 前と 今と 大した 相違 はない ので あつたが、 頰が げっそり 落ち 

て、 nz 肉が なくなった 所爲か 目が 鋭くな つた。 從 つて 顏 の全體 に充滿 ちて ゐた 和氣 とい ふ ものの 影 

やや 

が 藩くな つて、 何となく 淋しくて 而 して 凄艷で あった。 が較 厚皮の 蹄った 愛 くるしい 口元に は、 今 

も容 具に 人に 屈，： t すま じき 一種の 負けず 嫌 ひの 氣象を 現して ゐる。 糸 織に 襟の かかった 袷に、 蚊 耕 

の琉 球の 羽織 を 着 ひて、 髮を 根の 下った、 前 髮を大 く 取った 銀杏 返しに 結って 居る の は、 當 時好ん 

.  それ 

で 結った 色氣 ぬきの 手 輕な束 髮とは 雲泥の 相違で ある。 其に さっと 薄化粧の 色 は 滅法 白くな つて、 

白い 瑪琐 の！. 升と 椎 朱の 櫛と 根が けの 珊瑚と が、 つややか な 其 黑髮に 何となく 媚 かしい 色 を 添へ て 

居る。 が、 貞 也の E に は、 何等の 奇異 を も 感ぜぬ のであった。 

「過ぎて 了へば まあ 短い やうな ものです けれど、 此 間に 赤子が 五 歳になる のです から、 隨分待 遠し 

まなざし 

ぃ譯の ものです。」 と 貞也は 今 また 往事 を 憶 出した 目色で、 目蓋 をば ちば ちす るので あった。 

「然 うね。 だけど 譯 のない ものです ね。」 と 志 津子は 淋しい 笑 方 をした が、 

「だけど、 まあ 可かった。 貞 さんさい 世の中へ 押出して くれり や、 • ；.. おはもう 何でも 介 はな いんです 


よ。 —— 讓次 は又貞 さんのお 世話になる ことにして。」 

「此 から 私が 引受けます よ。 そして 姉さん も、 もう 氣樂 になって 下さい。 嚮後は 一切 姉さんの ため 

に、 私が 出来 得る だけの 事 はする 意です から。」  . 

J1 しと 

「ああ 然 うね。 多 度お 世話になり ませう：：。 だけど 貞 さん、 私は貞 さんのお 世話になりた くって 

貞 さんの 出世 を 待った 譯 でもない のよ。」 

「そり やさう でせ うけれ ど、 然し 其で なくと も當然 のこと なんです から、 成た け 姉さんの 希望に 適 

ふやう にしな けり やならない 譯 です。」 

「そんな 事 は 何でも 可い として、 貞 さんお 腹 は 可い の o」 

「然 うです ね、 格刖愁 しかありません。」 

「だけどお 歸 りのお 祝 ひに、 丁度 酒 も あるから  一 口お 飮 みで ないか。」 

「然 うです か。 ぢゃ 戴き ませう か。」 

「だけど 何にも 御馳走 は冇 はしません よ。 御馳走 は 叉 明日までお 預り にして おいて： ：。」 と 姉 は 起 

つて 豪 所へ 出ろ のであった。  - 

散散 菓子 を 喰った 譲 次 は、 腹 這に なって 聽耳を 立てながら 字書と 首 引 をして ゐ たが、 溜息 を 吐い 

て 身 を 起した。 三 四 語辭を 交へ てゐ るう ち、 酒の 支度が 出來 て、 姉 は會席 盆に 铫 子と 生 玉子、 外に 

^  桔  四 七 一一 一 
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1 一三 品の 軒 一物 や 漬物， や を 取 添 へ て 再び 座に 就いた。  • 

「未だ 善くつ かない かも 解りません よ。」 と 姉 は 猪口 を 取上げて 貞 也に 差した。 

「何 かこて こて 御馳走が あります ね。」 と  一 口 飮んで 下にお きながら、 

「姉さん 一つお 持なさい。」 と 姚子を 取 あげた。 

「あ 有難う。 J と 猪口 を 持って、 少し 膝行り 出た が、 此も 一 口 飲んで 下に 置く。 

「何 だい 讓次、 お前 も 一 つお 持ち。」 と 猪口 を 差 出した。 

「ぁッ せ 難う。」 と讓次 はぎ ごちな く 坐 直して、 膝小僧 を 押 包んで、 額へ る 手 を 差 出した。 

だんまり  や 

少時 は！？ 默 であった。 けれど、 五 年 以来 謂 はば 寂莫を 極めて ゐた 家のう ち は、 今日 こそ 無限の 情 

趣が IS くので あった。 床の 問に かかった 鐵 門と いふ 近 鄕の故 高僧が 手跡の 軸、 唐金の 鹿の 置物、 そ 

せ 5 せ -フ  わくい り 

れが 昔に 變らぬ 赏朴な 一 窒の 重なろ 装飾品で、 床柱に 母親の 小 照の、 痛く 色の 褪めた のが 小い 框 入 

になって 懸 つて ゐ るの も、 何となく 貧乏く さく 見える。 が、 水入らずの 此の 小实の 間に は、 人の 侯. 

すべから ざろ 平和と 幸福と が充滿 ちて ゐた。 —— 女 だけに 姉 は 沈んだ 調子で、 

「だけど だ；： さん、 切め て 阿 母さんでも 活 きて ぉゐで だったら、 まあ 甚麼 にお 悅び だら うね。」 

「さあ ： ： 。」 と 貞也は 急に 感激した やうな 氣 色で、 顏を背 向けた。 

5 る 

「私 は 其が 殘念だ わ。」 と 姉 は聲を 曇ました。 


「はは、 何 を 言 ふので す。」 と 貞也は 姉へ 猪口 を 差して、 

「世の なかの 萬 事が 然 う 巧 く 行く も のなら、 何も 首 ふこと はない のです。 お 互 に滿 足す べきと ころ 

で滿 足しな けり や 可け ません よ。」 

「その 滿足 をす るに つけ、 猶私 はそんな 事 を 思 出したり 何 かして。」 

「だけど 其 は 愚痴と いふ ものです、 明日 は 御 一 緖 に墓參 でもし ま せ う よ。」 と貞也 は元氣 よく 言つ 

た。 其から して 父母 在世の をり の 懷舊談 が 三十 分の 餘も續 くので あつたが、 貞也は 話頭 を 奮へ 返し 

て、 

「それで姉さんは^？-京 へ 來て くれます か。」 

「私？」 と 姉 は 漸く 焦って 來た頻 を 抑へ ながら、 

「それ は貞 さんの 都合 次第 さ。 行か なきや 勝手が 惡 いやうならば、 行きます けれど、 私 は 何、 田舍 

かま 

に 居た つて 介 やしま せんよ。」 

「何 爲 です。」 と 寅 也は較 不平が ましい 目を錄 てた。  一 

「何 爲 てこと もない けど も、 だって 何でせ う、 貞 さん は 東京で 宅 を 持つ でせ う。」 

「無論 持ちます とも、 然うして 三人で 樂 しい 家庭 を 作ろ のです とも。」 

「然 うでせ う。 だけど 私なん かが 行つ ちゃ 反って 何でせ う：：。」 と 無意識に 猪 a を 取 あげた。 
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四 七 六 

「姉さんが 居ち や 何です。 —— 無論 姉さん とても 獨身ぢ や 居られ はしません。 其 事に ついて、 私 は 

十分 考 へる 意です が：：。」 

「あら 貞 さん、 私の 結婚なん か、 そんな こと は.！ I： でも 可 いぢゃありません か。」 

「然 うは 行きません よ。」 と貞 也は獨 語の やうに 言って、 首 を 垂れた。 

「そんな こと は 何 だって 介 ひ はしません よ。 だけど も、 貞 さんだつて 內 儀さん を 持つ でせ うし、 叉 

持たなければ ならない 譯で すし、 私なん かが 我 張って ゐ るん ぢゃ、 其處 のと こが 妙で ないじ やない 

か。」 

「莫迦な。 そんな 莫迦な 奴が ある ものです か、 姉さんが ゐて 結婚す るのに 工合が 惡 いとい ふの なら、 

私 は 結婚なん かする 必要 を 感じません。」 

「然 うは 行きません よ、 良さん。」 と 姉 は 笑 かけて 打消した が、 偖 何となく 調子が 拙かった。 

「何 爲可 けない のです。 私 そんな 結婚なら、 斷 じて 爲 る必耍 はありません もの。 —— 私 は 姉さんと 

讓 次と 三人で もって、 小い 屋臺骨 か 何 かで、 氣の 利いた 女中の 一人 も 使って、 無 論賛 澤な眞 似なん 

か は、 迚も 當分出 來る氣 遣はありません けれど、 まあ 何 か恁か 小じんまりと 面白 可 笑く 遣る 意で 

す。 其う ち 少しづつ でも 貯蓄で もす るか、 他に 金 儲の 策 を 講ずる か爲 るので す。 其で なくと も、 姉 

さんが 擗と いふ 場合に でも なれば ー义、 今までの 書生 時代と は 違って、 幾許 か 信用 も あらう とい ふ 


ものです から、 多少の 融通 は 無論 利く のです c」 と 貞也は 目を耀 して、 流暢な 調子で 辯ず るので あつ 

た。 

「それ は然 うでせ うね。」 と 姉 は 半分 は 耳 を 傾け、 半分 は 何 か 外の 事で も考 へて ゐ たやう に、 氣乘の 

しない 返辭 であった。  ， 

「何です、 然ぅ云 ふこと にして おか うぢゃありません か。」 

「は、 何分 宜しく。」 と 笑 かけて、 鉢に 品な 作る のであった。 

みつ  „ 

貞也は まじま じと 其 顏を躜 めて ゐ たが 

「然し 此は 僕の 唯の 考 までな のです、 姉さんに 何 ぞぉ考 もあるなら、 其を聽 かして 下さいよ。」 と 柔 

和な 調子で 訴 へる やうに 首った。 

「いいえ、 結構な の。 然ぅ願 へれば 申 分な しなの。」 

「然 うです か。」 と 不安ら しい 一色であった。 

「だけど 貞 さんだつて、 一日 も 早く 御 妻 君 を 持った 方が 善い じ やない か。 そして 此上 私に 安心 さし 

ておくれよ。」 

「其 は 孰れ 持っても 可いです。 です けれど 其 は 詰り 第一 一の 問題です よ。」 

「だから 可い わ。 其處 のと ころ は 寅さん 次第で、 何にもな り ませうよ OJ と 姉 は 何 か 煩 さう に 言つ 
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て、 自棄に 猪口 を i- と飮 干した。 

「姊 さん、 貴女 何ぞ 心配 筋の ことで も あり はしません か。」 と 貞也は 沈んだ 調子で。 

「いいえ。 何爲 てです。」 と 姉 は 目 を 丸く して、 不安ら しく 弟の 顏を瞹 める。  . . 

「ぢゃ 可いです。 だけど 僕 は 何だか、 姉さんが 妙な こと を 言 ふやう に 思 はれて ならない のです。 若 

然 うでなかったら 勘辨 して 下さい。」 

「いいえ 何も 私、 貞 さんから お詫 を 受ける やうな こと は 有 もしない のに。」 

「然 うです か。 ぢゃ 私の 誤解で せう。」 と 貞也は 不承不承に 口 を喊ん だ。 

此で叉 感情が 釋れて 来て、 一遍り 献酬が 行 はれる と 同時に、 一家 打 揃うて 東京に 家庭 を 作. ろと い 

ふに 相談が 纏まって、 姉 も 今度 亦 それが 無上の 幸福で ある こと を 熱心に 說 くので あった。 久 振で 三 

ん枕を 就べ て、 睡眠に 就かう としたが、 志维 子と 貞 也と は 初夜の 鐘の 鳴る 敏 まで、 互に 镜る 話が 盡 

きぬので あった。 

ミ 

朝の 十 時 少し 下りて、 町はづ れの專 向寺と いふ 寺から 出て、 田圃の 中の 松 並木 を 話しながら 町の 

方へ 歸る 二人の 人が あった。 田に はよ たよた になった 刈殘 しの 晚稻 が處々 黄色くな つて、 其に 案 山 


子の 廢殘 したの が、 よろ けた 形で 突立って ゐる ほか は、 一面の 刈稻 田に、 種子 を薛 いて 問 もない 麥、 

.  うづ だか 

茱ゃ 大根の 靑 みが 堆く 見える ばかりで、 こて こて 眞 赤の 實の、 珠數 なりに 成った 柿の 木が、 獨り微 

に てら てらと した 日に 照され て ゐる。 

,  でた ち 

二人の 連 は 無論 屋代姉 第で、 貞也は 例の 洋服 打 粉、 手に 何 か 手 土產と 見える 包み を 提げて ゐろ e 

うつむ 

姉 は 黑ぃ深 張に 半 顔 を 埋めて、 古風な 柄の 御 召に 博 多の 帶を 占めて ゐる。 俛 きがち に 歩いて ゐる貞 

也 は、 ふと 立 停って、 

「何 です 姉さん、 貴女 も 若 機 へ附 合って くれません か。」 

「え 若 機さん， こ と 姉 は 泡 を 喰った やうな 形で、 目 を 丸く した。 

「さう ね、 附 合っても 可い けれど、 一 一人で 行く の も 何だか 變な もの ぢ やない か。 其よ か 貪さん 一 人 

で 行った 方が 可い わ。 J 

「それ は 一入で も 可いです けれど、 姉さん はちよ くちよ く 行つ しゃる とい ふ 事 だから、 何なら 御 一 

緒に と 思った のです。」 

「へえ、 私が ちょくちょく 若概へ 行く つて？ そり やま あ 折折 は 行きます けれど、 其 は 私の 用ぢゃ 

ありま せんよ。 謂 はば 借金の 分疏に 御機嫌 を 伺って おく やうな ものな の だ わ。」 と 姉は氣 もない 鉢で 

肯 つたが、 調子 を柔げ て、  • 
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「だから 貞 さんが 行ったら ば、 善くお 禮を 申して 置いて おくれ。」 

「可う ございます とも。 私 も 外に 用事 も あるので すから。」 と 謂った が、 何となく 姉の 今の 一 首が 腑 

に 落ちぬ とい ふ氣 色が あった。 

「用事って、 何です の。」 と 姉は嫻 に、 然し 何處か 不安ら しく 聞いた。 

「實は 未だ 姉さんへ は、 些 とんお：！^ し をし ませんで した けれど、 ：： 何でせ う：： 實は 姉さんの 御 

意見 を も 伺 ひたいの です。」 

「まあ 貞 さん、 何だか 知らないけ ども、 早く 首って 下さいな ね。 私に 何 だって、 那様： ：。」 と猶 も 

無 無味な、 可 厭な 顔色であった。 

「實は 姉さん、 澄 江 子さん です ね。」 

「は、 澄 江 子さん が 何した のです。」 と 怪訝な 目 を 側めた。  . 

「何、 今と いふ 譯ぢ やな いんです よ。 無論 二三 年未來 のこと なんです よ。」 

「澄 江 子さん を 賞 ひたいと でもお 一一 H ひなの？」 と 姉 は 辛と 安心した らしく、  ロ輕に 聞いた。 

「は、 然 うなんで す。」 

「そり や 結構です。」 と 首 下に 賛 したが、 偖 小首 を 傾けて、 獨 語つ やうに、 

「だけど 若槻 さん の 所思 は 甚麼だ か 知ら。 私 どう も 確と 請 合 はれ ません ね。」 


「若槻 がくれ ない とい ふので すか。 吳れ なきや 1.^ れ ないで 可いです。」 

「どんな もの だら うね。 私に や 解らない けど、 ：： 澄. 江 子さん のこと は、 貞 さん 善く 知って お居で 

なの。」  . 

「は、 這麼 事なん か、 詰り 何でも 可 いんです から、 未だ 姉さんに はお 話 もしませんでした けれど、 

寳は 去年の 春 頃でした らう か、 不圖 途中で 逢 ひまして、 其から 履行ったり 來 たりした のです。 極 優 

しい、 怜 倒な 女です から、 交際 をして ゐ ても惡 感情 を 抱く やうな こと はない のです。」 

「然 うでせ うね。 澄 江 子さん なら、 經 致 も 好し、 學問 もお 有ん なさ るんだ から、 もう 言 分な しだけ 

れど、 ：： そして 貞 さん 澄 江 子さん と、 何 か那様 約束で もお 爲 なの？」 

4 あこ  なまじ ヅ 

「可^、 必ずしも 其處 まで 運んで る譯 でもな いんです よ。 だけど 從來 の關係 もあります し、 懇か氣 

心の 解らない 女よりか、 若 貰 はなく ちゃなら ない 場合が あると すれば、 那の 娘なら 先づ 好から うと 

いふ 僕の 唯の 見 積な のです。 僕が 今 進んで、 何とい ふ譯じ やな いんです よ。」 

「さう、 だけど 其 は 至極 好い お 話 だ わ。 然 うなれば、 私 も 安心です よ。 だけど 若概 さんが 諾と肯 つ 

て くれり や 可い けど も： ：。」 と、 發揮 しない 語尾が、 n のうちに 消えた。 

「まあ 那様事 は、 然し 何 だって、 一向 差閊 のない 事です。」 

と 語り合 ふうち 辻 地 蔬の數 鉢-か、 一叢の きの 屮に 排列され て ある 只 有ろ 路の岐 目へ 出た。 日 は 段 
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段翊 しくな つて、 松 並木ん 旣 うお 終に なって ゐる。 地蔵の 後に は杭稻 が、 かさかさと 乾ぎ 切った 虱 

に 揉まれて、 靖^が づらり 杭の 端 や、 地蔵の 頭 や 芒の 稱 先に 止まって： n ばかり きらきらと 光って ゐ 

る 0 

「其 ぢゃ 姉さん、 此 でお^れに しませう か。 お tt までに は歸り ませう。」 

「さう、 ぢ やお 早くお 歸 りなさい。 御馳^の 支度 をして おきます からね。」 

と 姉 は 左 弟 は 右へ、 袂 を^った。 貞也 は急ギ 足に、 地藏に 沿いて 廻った 道 を、 物の 四 五 ^ も 行い 

こんちり 

て 振 返ろ と、 姉 は旣ぅ 二三？？ 百姓 屋を取 捲いて、 杉ゃ樹 ゃ竹簸 やの 蓊 1^ した 微 1" い 蔭へ 姿が 見えす 

なった。 貞也は 何となく 姉の 様子に 不， 姊を懷 いた。 一 鉢が 落着いた 質で、 また 何事に も 大した 興 を 

持った とい ふことの ない 方で あろが、 然し 今の 志 律 子 は 恐く 心の 裡に、 何等か 憂を襄 んでゐ ろら し 

く 思 はれろ。 とい ふの は、 昨夜 自分の 歸 つたと きの 喜悅の 度の、 案外 薄かった こと、 妙に 問 癖んだ 

やうな 一 種 不快な 感 IE が微 見えろ こと、 今の 澄 江 子 一 件に 感觸を 招ね でもした やうな 姿 體のぁ つた 

の も 妙で、 昔の 姉から 見る と、 可 恐く 自分に 對 する： S 情が 冷に なって ゐろ としか 見えぬ。 

「いやいや、 僕の 僻見 だ！」 と 良 也は獨 語つ やうに 打消した が、 に、 

よし 

「設 ん ば 癖ん だ やうな 點が あると しても、 女に 取って は 其 は 當然 だ。」 と貞也 は 頷く のであった。 ^J- 

のために 11 にも 事情がない ではない にせよ 11 結婚 期 を 過って、 彼此 三十に 屈く 身で 一 家の 經 


營、 抑 も 不自然な 生活で、 そして ズ 人^の 最大 不幸と 謂 はなければ ならぬ。 けれど 姉 は 其を訴 へる 

こと を 暦し としない。 隱忍 する だけの 我慢 を 持って ゐ ろので ある。 けれど 衷心 決して、 自分の 不幸 

を 嘆かずに は ゐられ まい。 恁 した 雜 倖な 姊の 德を稱 へる 社會 は、 一面から へば 慘 酷で、 彼女の 名 

譽ゃ 尊敬の 裏面に は、 暗擔 たる 影が 其 運命 を閉 して ゐ るので ある。 贞也は 今更に 忸怩 とせざる を 得 

なかった。 寅 也 は 何 を 犠牲に 供しても、 姉が 後半生に 光明 を與 へねば ならぬ て ふこと を、 今 も 深く 

深く 腦 底に 刻まざる を 得ぬ のであった。 

漸く 町め いて 屋の裏 を 行く こと 七 八 町ば かりす ると、 何とか 首った 小川の 緣へ 出た。 のんどりし 

た淺ぃ 流で、 岸 邊を這 ふ 合衾 や、 葦、 其 隆に肥 舟が ニ艘繁 いであって、 鴨が 一群、 1:: に 遊び 水に 泳 

いで ゐる。 下の 方に 舟から 張った 大な M 手 網が、 丁度 引 揚げられた ところで、 跳る 雜 魚の 辚が、 網 

の 目 ごしに きらきらと 曰に 光って ゐ るの も、 何となく 長閑で ある。 若槻の 白い 藏の楝 が 二つ、 杉 木 

はづれ 

立の 蔭から 見えて、 遂其處 の黑板 * が 旋て其 外 離の 坂で ある。 

^5. 門の 附 いた、 粗末な 作の 大きな 門から 人る と、 納屋の 邊には 鶴の 一 群、 傭 女らしい 婆さんと 若 

い 男と が、 大な 漬物 桶の 三本ば かり 並んだ 傍で、 泥ながら の 大根の 葉 を 取って ゐる。 正面に は 庭へ 

人ろ べき 開き 門、 扉 は り締 つて、 素 破らし い 無 花 菜に 骑 追の 紙片の 綱 を 張った のが、 昔ながら に 

蓊 辯ん 枝葉み- 蔓ら せて ゐる。 
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貞^ は 左手の、 米搗 曰の 据 つた 上 框の處 に 突立って 案 內を請 ふと、 土間 續 きの 彼方の 厨に、 凍 瓦 

で 墨んだ 大 竈の 前で、 石炭 を 焚いて ゐた 三十ば かりのお 爨が、 片櫸 になって、 土間の 仕切の 戶のロ 

へ顏を 出した が、 取次 を賴ん だと ころで、 旋て 奥へ 行った。 横手の 玄關 口から 案內 をされ て、 玄關 

から 納戶、 廣ぃ 書院の 緣を 通って、 路次 庭め いた 廊下 傳 ひに 離 房の やうな、 六疊の 室に 通る と、 其 

處は額 だらけの 壁に、 茶棚 や 用箪笥、 置物 や 文房具、 菓子器な どが こて こて 取 飾られて、 主 は今メ 

リンスの 布團に 木魚の やうに 坐 込んで、 若い 一 入の 客と 圍棋の 最中で ある。 年 は 五十二 三で も あら 

うか、 以前より は 酒 肥りが して、 頭 はや や 胡麻 鹽 になって ゐ ろが、 心 ほど 低った 目尻に 赭味 を帶ん 

だ 鼻、 頰 はむ つちり 股んで、 締 つた 口元に 愛嬌 を 有って ゐる。 身に は 諸 糸の 袷、 縮緬の 兵 兒帶を 捲 

附 けて、 顫 へる 丸い 赤い 手 を 出す と、 盤面 を突亂 して 了 ひさう である。 

「や あ、 此 一一と お待ち 下さい。」 と 猪 首を縮めて、 細い 聲で言 つた。 

客 はと 看ろ と、 二十 七 八の 瘦 ぎすな 細面の、 ぢぢ むさい 頰髯を 生した、 燃に 紬の 羽織 を 着た 男で、 

何となく 極の 惡さ うに、 輕く挨 接 をして、 而 して じろ じろ と屋 代の 様子 を 見た が、 是は疑 ひもな く、 

七 八年ぱ かり 掛隔 つて ゐた諸 葛と いふ 昔の 知合であった。 

貞也は 一遍り、 南天 澤 山の 茶 庭へ 目 を 放って、 旋て蔑 を 吐しながら、 昨 曰の 東京の 新聞 を 取 あげ 

た。 


「貞也 君、 甚は 行かん かな。」 と 若 糊 老人 は 生 聞 をす る。 

「行けません。」 と 言った が、 老人 は旣ぅ 盤面に 氣を 取られて、 其を聽 取らぬ のであった。 

物の 五十 分ば かり も 待って 居る と、 早 やさら さらと 石の 昔、 諸 葛 は 鬼 角氣乘 のしない 打 振で あつ 

たが、 勝 は 老人に 歸 して 機嫌よ くお 終に なった。 

「何も 失禮 でした。」 と 老人 は. 茶道具に 手 を かけながら、 瓶 掛を引 寄せた。 

「何 致しまして。 —— 何も 暫くでした。 相 變らず 御機嫌で 結構です。 留守中 は 又 色色： ：。」 と更っ 

て挨接 をす ると、 老人 は輕く 受けて、 

「諸 葛 君 は 此男を 御存知 かな。」  . 

「は、 何處 かお 見覺が あろ やうに も 思 ふので すが、 何も 曩 から 憶 出せん のです。」 と 諸 葛 は 膝 を 崩し 

て、 ビス ケッ トを 摘んだ。 • 

「此は 其の 屋 代の 長男 ぢゃ。 此 夏學士 になった ので、 まあ 此 から 世の中へ 賣 出さう とい ふ 人物 ぢ 

や。」 

「は、 然 うでした か。 私 は 諸 葛と いふ 田舍漢 です。 多分 學校 でお 見覺が ある だら うと 思 ひます が、 

稚ぃ 時分 はお 宅へ も 度度 伺って、 貴君の 姉さんで すか、 私 は 善く 叱られました よ。」 

と此で 昔話が 始まる と、 諸 葛 は 其 後 近鄕の 郡役所へ 傭 はれて ゐ たが、 此頃 また 此方の 郡役所へ 來 
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てゐ ると いふ 事で、 無論 親しく 往来 を爲 合った 間であった。 

「：： が、 貞也君 も 先 づ何か 您かー 人前の 紳士に 成った とい ふんの ぢゃ。 此 から は實 地の 腕前の 見 

せ場ぢ やが、 鬼 角 此の 學 問が 出来ても、 卒 世の中へ 出る となると、 一向 榮 えない のが 多い のぢ や。 

何 かま あ 聢^ 遣って くれた まへ。 そして 屋 代の 枠 だと つても、 可耻 くないく らゐの 人物に なって 

賞 はんけ り や 成らん。 御父さん は 議論 一方で からに、 實行 は餘り 行けん 方ぢ やった が、 到頭 何に 手 

を 出しても 失敗と 謂った やうな 譯で、 實は氣 毒な 事 をし ました。」 と 若 機 老人 は取留 もな く 辯 じ 出し 

たが、 諸 葛 は 意 を 得たら しく、 

筒です な。 役場なん かで も 何です よ、 隨分 理屈の 言へ る 人 もあります けれど、 卒實 地に 當 ると 

なるとから 駄目です な。 尤も 議論で なけり や 可け ない 場合 も 有ります けれど、 否 地方自治の 精神 は 

何 だの、 何 だのと 空文に 拘泥して、 一 々杓子定規 を 持って来られ るに は 閉口です よ。」 

「むむ、 議會 でも 然 うぢ や。 議論の 巧 いのも あれば 演說の 上手な の も ある。 世間 ぢゃ那 様 人の 手で 

仕事が 出来ろ ものの やうに 思うて ゐる やう ぢ や け ど、 偖 裏面の 實 際の 勢力に なって 來 ろと 何ぢゃ 

らう。 學 問よりか 手腕、 手腕よりか 金力と いふ やうな 譯で、 あの 善く 辯る の は 詰り 吾 吾に 代って、 

辯 說の勞 を 取る までな のぢゃ 。」 

「然 うですな。」 と 諸 葛は氣 のない 返辭 をした が、 「這 度の 又 郡長の 無能に も 困って 了 ひます よ。 肩書 


は なかなか 立派です。 年 も 若いです。 然し 何も 郡 村の 事情に 疏 いのに は 驚いて 了 ひます よ。 郡 村の 

事情に！？ くて、 地方自治の 實が擧 ろ 害はありません からな。 眞箇 何も 郡 書記 や 何 かが 總てを 行って 

をる やうな ものな のです よ。 とい ふと、 何 か 自書 自讃の やうです けれど、 實に 骨が折れ るです よ。」. 

「はは、 可い 加减に 不信任 問題で も 提供す るの ぢ や。」 

「まあ、 其 位な ものな のです。 然し、 何せ 私 も 長く ゐる 位地 ぢ やないです から。」 

「君の 又、 飽ッ 早に も 困って 了う ね。」 

「， 然ぅ云 ふ 譯ぢゃ 有ません が、 地方に 居ち や 筒 詰らないです。 . i 時に あの 保險舎 社のお 話 は、 

其 後 何とも 沙汰はありません か。」  . 

「さあ、 何とも 一一 E つて 寄越さな いが、 何れ 缺員 でも あり 次第、 知らして 寄越さう と 思 ふの ぢゃ, I 

這麥 話が 暫く 連續 して ゐ たが、 貞也は 好い 加 减に切 揚げ やうと いふので、 又の 訪問 を 契って、 別 

を吿 げやう とする。 

「土 6 あ 可い わ。 久しぶり ぢゃ、 直 飯で も 喰べ て 行く が 可い。」 

「は 有難う。. 一と 起 かけた 貞也は 想 出した やうに、 

「頓と 忘却して をり ましたが、 お嬢さんから 宜しくと いふ 事で 御座いました。. 一 

「嬢から？ むう 何時か 姨 から、 君に逢ぅたとぃふ事をー百ぅて寄越したゃぅぢ^- つたが，， 其ぢ ゃ歸. 
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四 八へ 

ろ をり に も 逢 うて 來 たので。 - 

「は、 ちょくら よくお 目 にか かる G です。 - 

「ちょくち よく、 然 うかな 0 一 とじろ りと 貞也 を兑 た。 

「ぉ壤 さん も旣ぅ 彼此 御 卒業で せう。」 と 諸 葛が 口 を 利いた。 

「むう、 卒業 は疾 にした とも。」 

「其 ぢゃ追 着、 何處ぞ へ御緣 組になる のでせ う。 いや 御 評判 は 毎毎 承 はって をる です。」 

「緣組 は 未だ 決って は 居ん が、 .5- 京の 親戚の 方で 吳 れいと いふの も 有る し、 私の 友人の 中に も 枠の. 

嫁に 所望す るの が ぼつぼつ 有る や うぢ や。 官吏 ぢゃ 可け ず、 金の ない 政治家 は眞平 だし、 其 かと 一一 n 

うて 近年 は學士 も頓と 感心せ ず、 軍人 は尙： 史可 けず： ：。」 

「夫 ぢゃ何 處ぞ恁 う、 赏業 家の 幅 利へ ぉ片附 になったら 可いで せう。」 

「まま、 其邊の 見當ぢ やが。」 と 老人 は 双の 掌で 目 を 引 擦って、 二人の 顔 を 等分に 見遣った。 

「いづれ お嬢さんの ことです から、 自^結婚 とか 何とか、 ぉ說 がお 有ん なさ るんで せう。」 

「說 があった ところで、 悪い もの は惡 い、 可 けん もの は 矢 張 何も 可 けんの ぢ やからして、 何とも ハ：： r 

方が あり はせんの ぢゃ。 はッは ッ。」 と 老入は 何 か名說 でも 吐いた やうに、 肩を搖 つて 妙な 聲で 高く 

笑った。 


改 つて 聞いて 居た 貞也 は、 坐に 胸 を 騒せ たが、 深く 银に する ほどの 事と も 思 はな 力った。 貞也は 

そこそこに 切 揚げて 出ろ と、 S1 もな く 後から 諸 葛も辭 して 出た が、 玄關で 一 緖 になった ところで、 

「屋代 君、 御 一緒に まゐり ませう か。」 

「は あ 萬^。」 と 渐く靴 を 穿いて、 玄關を 離れる ので あつ た。 

£ ゾ さ り 

門 is へ 出る と 碧み 遍った 空 は、 底まで 目が 達く やう、 遠近の 森 は 明晰した 色に 翠く、 赤 黄色 樺に 

彩られて、 野 一面に 行 度った 日の 影の 麗 さは、 河緣の 猫柳に 花で も^いて ゐ さう である。 諸 葛 は 茶 

の 中 折 を 阿 彌陀に 冠りながら、 

「何で す。 ぼつぼつ 其處 いら を 御 散歩 は。」 

r 然 うですな。 結構です が、 彼此 午で せう。」 

「午 だって 可いで せう。 歸り がけに 公園の 醉紅樓 か何處 かで、 麥酒 でも 傾け や うぢ や ありま せん 

か。」 

「は あ、 有難う。 然し 今日は 御免 を 蒙り ませう。 まだ 昨晚歸 つたば かりで、 铈も 待って ゐ ろ-たらう 

と 思 ひます から。」 

「姉さんが？」 と 諸 葛 は 妙に 輕蔑 する やうな 目を睜 つたが、 

ど 

「4^1 うでせ う  です けれど 私も久 振で 丁度 好い 處 でお 目に かかった のです。 何せお 話 は <1ロ ひ はし ま せ 
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，リ れど、 今後 また 御 交際 を 願 はなく ちゃなら ないか も 解りません し、 ：： まあ 附 合って 下さい。 

穉 友達 は 如何なる、 境遇の 變 化が あるに しても、 一種 特別な 趣味の あろ ものです よ。」 

「然 うです とも。 ぢゃ參 り ませう。」 

四 

醉紅樓 とい ふ、 公園の 奥まった 丘績 きに 建てられた、 些と ハイカラ 式の 料理店の 小 間で、 日本 料 

理と 西洋 料理と、 麥 酒と 日本酒と 混合に 取 散かった 座席に、 屋 代と 諸 葛と 今一 人、 遂 公園の 中で 離 

鋭した 三十 年輩の 壯士然 たる 男と が、 丁度 高談 放 論の 最中で ある。 午後の 一時 少し 過ぎて、 話の 様 

子で 看ろ と 最後の 男 は、 迹 坂と いふ 此も屋 代が 十八 九 時代までの 友人で、 今 は XX 黨に 籍を揭 ぐる 

豪傑ら しい。 

迹坂は 其釣揚 つた 眉と、 一種 妙な 濁 光を湛 へた 茶 おと、 つんと した 鼻 、犬くて 成嚴の ある 口と、 

赭味を 持った 口；！^ と、 額へ 蔽 つた 豐な髮 とで、 何となく 異彩 を 放った 容貌で あるが、 黑七 子の 五ッ 

紋と糸 織の 羽織と は 薄汚い 矜 jj§ で、 白い 兵 兒帶が 泥水に でも 浸った やうに 赤黝 くな つて ゐる。 

跡 坂 は、 暑さう に 上着 を脫 いで、 苦しげ に 息 を 吐きながら、 後へ 支いた 兩 手に 鉢 を 持せ て ゐる接 

^に コップ ヲ差 つけて、 


「何 だ、 一 っ屋代 君の 健康 を 祝 さ うぢ やない か。」 

「可から う。」 と 諸 葛が 酌 をして、 其から 三人で コップ を 捧げて 合した。 

「然し 屋代君 は、 非常な 姉さん 思 ひです な。 吾 吾 は實に 君の 家庭 を 羨みます よ。」 と 諸 葛が コップ を 

下に 置いて、 じろ りと 屋代を 見る。 

「それ は爲 方がない さ。 屋代 君の 今日 あろ を 致した の は、 一 つに 姊 さんの 力 だ。. 一と 跡 坂 は 非す やう 

に 一 百って、 

「屋代 君の 姉さん は、 寅に XX 町の 問題 だ。 吾輩 は 敢えて 是非 を 試みる んぢ やない けれど、 實は屋 

代 君の ために 惜 むね。」 と 言った が、 屋代は 意 を 得ぬ 鉢で、 詰問の： E を 側めた。 

「然し、 人間の 名譽 だと か、 地位 だと か、 都て 成功の 裏面に は 大抵 暗黑の 一面が あるの は 免れない 

としてお かなく ちゃな りません な。 世の なか は、 然ぅ 何も 圓滿に 行く もの ぢ やない からして。」 と 諸 

葛 は 穏和 說を唱 へ る。 

「だけど、 吾輩 は然ぅ 云う の を敢て 成功と は 謂 はん。 謂って 見れば、 不義の 金錢 で、 金時計 を 買つ 

て垂 さげて 歩く やうな もので、 白痴 は 脅し を 喰 ふか も 解らん が、 其 愚 や 寧ろ 憐 むべ しだ。」 

「それ は 酷で せう。」 

「酷？ けれど 然ぅ謂 ふ 薄志 15^ 行 は 吾輩 取らん の だ。」 
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四 九 二 

「こナ ど、 ほ S 汲んで 昆る と、 實に 美しい もので、 ^|£问情を寄せずにはゐられなぃ。 屋代 君 

の 市さん に、 g んば 汚行が あつたに しても、 其 根本 思想 は 一片の 友情に 基く ので、 々しばかりの 疵 

ぎ、 玉 全 鉢を棄 てて 了 ふの は、 僕 取りません ね。」 

「さう すと 何です か、 霊 は 何 か 僕の 姊の こき 御 I なさる ので？」 と屋代 は氣 遣 しげに 關レ た。 

手 こ 寺った コップが ぶる ぶろ 額へ てゐる 

「いや、 舊を するとい ふ譯ぢ やない のです よ。 ；.媪 入に は I のこと で、 僕 は 寧ろ MES せ 

ろので すよ。 」 と 諸 葛が 氣毒 さう に 言 つ た。 

「すると 何です か、 S 何 か I の 問題に 上る やうな 事 をし ましたので。 -と屋 代 は I 耀 力して 吃 

となった。 

諸葛 と 跡 M は 互- 」.£ 見合した が、 諸 葛 は 微笑みながら、 いて 吸 I に S かけた。 跡 阪は噴 

笑し さうな 口元 を 尖 かして、 

「屋代 君、 其で は 君 は眞筒 御存知な しか。」 

「どんな 事です。 J 

「どんな 事って 君、 驚く ね。 迂濶ぢ やない か。」 と 跡 阪は偶 笑して 

「若し 君が 知らない とすれば、 吾輩 は實 にお 氣 毒に 思 ふ。 君に は學士 になる とい ふ  一 a- 的 W 其 力 


あつたば かりなんだ らう。 鹿 を 追 ふ 獵師山 を 見ず つて、 善く 言った もの だが、 君 は 恐く 其 他 を 問 ふ 

に遑 はなかった の だら う。」 と蔽 かぶせる やうな 調子で 辯 じたが、 忽ち 低聲 になって、 

「然し、 吾輩が 君の 姉さんの 非を數 へる まで もな く、 早晚 君の 耳目に 觸れ るの は、 知れき つて をる 

事.. 7 し  / 

「然し、 どんな 種類の ことです。」 と 屋代は 愈よ 焦った が、 忽ち 又 厥 はしと やうに 俛 いて、 熟と 考込 

むので あった。 

「私から 見る てえ と、 强ち屋 代 君の 姉さんの 罪ば かり ぢ やない と 思 ひますな。 若 槻が抑 も 怪しから 

ん のです。」 と 諸 葛は屋 代の 博 惱を見 かねて、 辯 護す る やうに 言った。 屋代は 棒と 目を聳 めて、 

わざ 

「：： 然 うです か。 若 槻と關 係して をる とい ふ 事な のです か。」 と 淋しい 笑 方 をして、 故と 落着いて 
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「さう さ C 格別 不思議な 話で もない のさ。 然し 今後 君 は何處 置す るね。」 

「 一 鉢 何う 云 ふ 事情な のか 解らない が、 僕實に 意外な ので。」 と 屋代は 又 心配 さう に、 溜息 を 吐いた" 

「だけれ ど、 實際世 問で 言 ふ ほどの こと ぢゃ あるまい と、 私 は 思 ふので すよ。」 

「けれど 那程 堅い と評剌 のあった、 男優り の 婦人が、 一朝 若槻の やうな 老人の 妾 同様にな つて 了つ 

たとい. ふ 事 は、 些と 評判の 價 値の ある 事實 なので、 屋代 君の 前 だけれ ど、 吾輩 は實に 遺憾に 思 ふ。 
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四 九 四 

吾 蟹 は、 若し 屋代 君が 知らないと いふの なら、 友人と しても 忠吿 する だけの 義務が あると 信じる か 

ら，、 其れでお 世辭 ぬきにお 話 をす るの だが、 此ぢゃ 眞筒屋 代 君の 買 ひ 得た 名 # は、 徒勞に 51 したと 

謂 はなけ り やならん。 君の ために、 節 を： ig して、 學資を 持へ ろの は實に 感心 だとい ふ 人 も あるが、 

然し 然うして 賈 得た 學問、 詰り 學士の 肩書 だね、 其が 何等の 光彩 を 放つ の だら うか。 無論 學問 をす 

るに は 色色の HI 的 希望の ある もの だ。 屋代 君の 理想 は、 吾輩 どんな だか 揣 摩す ろ^り ぢ やない けれ 

ども、 銀行 を やって ゐ ると いふの ならば、 無論 經濟家 だ 。經^ 家と して 立つ に は、 那様 人生 問題 や 

倫现 問題 は、 直接 餘り 必要 もない かも 解らん けれども、 然し 君 も 社會の  一： S だ。 姉 を 犧牲に 供し 

て、 設んば 大經^ 家に なり 得た としたと ころで、 其が 君の 人た る惯 値に おいて、 5^ して 何等の 意義 

が ある だら うか。 無論 君 は 知らん、 深く 罪すべき ぢゃ 有るまい 11 。」 と 跡： 陂は 虹の やうな 氣焰を 吐 

いたが、 不圖言 淀んで 一 杯の ビィル を 一 息に 飮干 すので あった。 

「まあまあ 可 いぢ やない か。 人生 は 鬼角恁 した ものな の だ。 君の やうに 言った H に は、 世の中 は實 

に 軍 純で 而 して 無趣^な ものに なって 了 ふ。 11 屋代君 然ぅ欝 ぎ 給 ふな。 今： & 何う も爲方 のない 事 

だから。」 と 諸 葛は屋 代に ビ ィル を： 汗ぐ のであった。 

「諸 葛、 君 は 可け ない。 可 脈に 悟って 了った やうな 事 を 言って、 然 う- K ふ 偽お は 他人に や 可い かも 

解らん が、 友人に は 可け ない。： 一 


「偽善 ぢゃ 有ません よ。」 と 諸 葛 は 不愉快な 顔 をした。 

「だけど、 然ぅ云 ふ 心に もない 氣 休め を 言って、 お茶 を 濁す の は 偽 ぢ やない か。」 

「さう 何も 人の 心 を 臆測され て は 困ります な。」 と 諸 葛 は 迷惑 さう に 口 を喊ん だ。 屋代 は此時 渐く顏 

を 擡げた。 眞 赤であった 顔 は、 目蓋から ちゃり 毛の 邊に 名淺を 遺して、 双の 頰は早 や 蒼白め きって 

ゐる。 唇の 色 は、 宛然 雨に 洗 はれた 桃の 花片の やう、 髮 毛が 潤 を もって、 直り 額に 喰 着いて ゐた。 

芋 巾で、 顏を 拭きながら、 

「僕 は 實に迂 潤でした。 寳に 好い こと を 聞して くれました。 僕、 そんな こと は 夢にも 知らず： ：。 一 

と 思 はず 重い 太 息 を 吐いた。 

「さう 失 §lf 一した まふな。 私の H から 見る と、 跡-版 君と は反對 で、 怨 して 得た 君の 名譽 は、 實に 尋常 

の ものと は 違 ふと 思 ふので すよ。 所謂る 泥中から 得た 眞珠 で、 君の 肩書 は實に 千金の 値 打が あると 

謂 はなければ ならない。」 、 

「はは、 諸 葛 休せ よ。 1— 屋代 君の 良心の 判斷に 任すべし だ。 君が 如何なる 侫辯を 揮って、 有難 味 

をつ け やうと 思った つて、 屋代 君の 良心が 許さない。 屋代君 は、 事 實の眞 相 を 知った 以上 は、 決し 

て 不愉快 を 感じずに は 居られな いの だから。 又 それで 得得た る やうな 人^ならば、 良心が 癞瘁 して 

ゐ るの だ。 屋代君 を 良心の した 人に して 了 ふの は、 吾 W 忍びない。 だから 吾輩 無 忌 悼に 一一 H つて 
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了 ふの だ。 君は此 場合 善後の 處置を 爲んと 可け ない。」 

「いや、 僕 は 眞箇 失望して 了 ひました よ。 十 年の 苦學 が、 這麼 失望に 了ら うと は、 實に豫 想の 外な 

ので、 君達に 封しても お 可 恥し い 次第です。 故鄕の 山川に 對 しても、 可 恥し いのです。 父母の 靈に 

對 しても、 實に濟 まない のです。 ：： 第一 僕 は、 姊に對 して 済まない：：。」 と屋代 は、 ほろ りと す 

るので あつたが、 更に 打 萎れた 調子で、 

「僕 は 一 鉢 何を樂 みに、 擧問 をして ゐた のか、 實に 腑甲斐な いやうな 感 がする です よ。」 

「まま、 那 様；？ g い 昔 を 吐き 給 ふな。」 

「僕 は 昨夕まで、 自分の 家庭 を實に 趣味の ある、 愉快な 家庭 だとば かり 心得て ゐ たのです。 那様暗 

擔 たろ 雲が、 鎖して ゐ やうと は 些とも 氣が 着かなかった。 —— 婦人と いふ もの は 弱い もの だと は、 

知らない ことはなかった けれど、 其 を 切實に 感ずる の は、 今日です。 僕が 一 鉢、 責任 を 姉に 食 はせ 

過ぎた のです。 姉 は、 其 重荷の 苦痛 を訴 へる ところがな いもの だから、 知らず 識らず 邪 徑へ蹈 迷つ 

たのです。 考 へて 見る と、 姉に は 何等の 罪 もない。 僕が 姉に 濟 まない こと をして 居る に過ぎないの 

です。」 

「然 うなんだ。 詰り 然ぅ なんだ。 然し 姉さん も 罪がない と は 言 へん。」 

「いや、 姉に 罪 はない のです。 姉 を 責める の は、 僕 酷 だと 思 ふ。 一 


「酷？ 其は悌 愛の 情と して、 然ぅ 感ずる の は至當 かも 解らない けれど、 —— 否、 婦人 は 案外 横着 

な もの さ 0 一 

「もう 休 さ うぢ やない か。 而 してもう 一杯、 快く 飮んで 別れる としゃう。 屋代 君、 那 様に 氣 にす る 

ほどの ことで もないで せ う。 詰り 若槻が 惡 魔な の で す。 十分 責めて やる だけの 價 値が あるので す。 

僕 は 其 人 を 憎まない が、 實に其 罪 を 憎む。」 

「はは、 諸 葛の 愚論に も 面つ ちまう ね。， 一と 跡 阪は豪 笑した が、 萎頓 したやう に、 撗 になって、 けろ 

りと して 4 唄 を 謳 ひ 出す のであった。 

其から 又 更に 酒 を 命じて、 少時 雜談 であった が、 屋 代が 二人と 袂 を^って、 公園 を 出た のが、 彼 

此 三時 過ぎであった。 

が、 貞也 は、 もう 宅へ 歸る 氣も爲 ぬのであった。 此 町で 模範的 家庭と して、 人 も稱へ 自分 も然か 

信じて 疑なかった 家庭 は、 最早 や 昔日の やうな 美し さ を 保って はゐ ない ので ある。 其 門 も、 玄關 も、 

廂も、 庭 も、 栗 林 も、 花壇 も、 昔の ままで は 有る が、 然し 其 間に 通って ゐた 健全な 氣は、 旣ぅ腐 

れて 了って ゐる。 屋代 家の 名譽、 其 も若概 老人に 蹂躅 され、 侵蝕され て、 自分の 名譽は 今や 其 光彩 

を剝れ て、 雲の 翳しに 暴った 月影よりも 薄い ので ある C 千金より 重し と 思って ゐた鉢 は、 <f 「は 路上 

に轉 つた 瓦礫よりも 輕 くて、 彼 は 久しく 大學の 講堂に 課せられた 課目の 慘 酷に 堪へ 得た 勇氣 の、 寧 
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ろ 無意義な の を悲ん だ。 载也は 無論 好學 の靑ハ 牛で あつたが、 巾 學問其 物に tn 好 を 絶って、 其 を 世 

に 立つ 一 つの 手段と したの は、 恐く 都ての 希& ちが 家 磨に {!: つて 傾注され たからな ので、 又 寅 也の 境 

遇から 看る と、 4- む を 得ない 勢であった ので あるが、 今や 其 希？ すら 板 本から 破壊され て 了った。 

彼 は 姉を怨 むよりも、 若槻を 憎む よりも、 先づ 己が 何のた めに 學問其 物に よって、 家」 to- の 幸； 娠を得 

やうと せざる を 得なかった かの、 疑問に 打れ ざる を 得なかった。 

公園 を 出た 良 也 は、 跡の i=„w に 沿うて 家路に 就かう としたが、 ：！： となく 舰 はしい 感 がした ので、 

何時か 蹄 を 返して、 搏び 公園の 屮へ 姿を隱 した。 彼 は慚愧 もし、 悔恨 もし、 嘆， もし、 怨恨 もし、 

そして 自分の 双肩に 負うた 名譽 が、 言 ふべ からざる 冷酷な、 侮辱と 嘲笑の 下に 足蹴に さるる の感を 

禁じ 得ぬ のであった。 貞也は 丸で 喪心で もした やうに、 うろうろと 木立の 際 を 行いた が、 終 は： 汗が 

れる ままに 無意識に 呷った 酒の、 醉は 愈よ 身. S を迥 つて、 惡く 腦を衝 き、 心臓に 激動 を 起さして ゐ 

た。 蒌頓 して、 只 有る 櫻の 若木の 蔭に、 ベ ンチ にど かと： t を 卸した が、 渐く 傾き かけた 日 は、 何處 

か肅條 とした 影 を 柳から 栴、 丘から 芝生へ と 投げて ゐて、 すきす きになった 枝から、 動 もす ると は 

ら はらと 赤黝ぃ 炙りつ けられた やうな 落葉が、 風に 拂 はれて ゐる。 貞也は 落莫の 感に堪 へなかった 

のか、 其と も勇氣 を^ 起した のか、 衝と起 あがって、 急 急と 舊來た 道へ 取って返し、 然して 接 端へ 

と 出る のであった。 


宅へ 歸 つたの は、 そろそろ 淡 蒼い 夕靄が、 何 か 葉と 葉と が 反 かへ てで も さうな、 乾ぎ 切った、 

遠近の 田の 榛の梢 を 立罩め はじめ やうと いふ じ、 玄關 から 入る と、 宅 は旣ぅ 暮れ たかとも め はれ 

た。 

「貞 さんか。」 と臺 所から 聲が突 走る。 

だる  のさば 

「は。， 一と 赌 さうな 答 をして、 貞也は 座敷の 中央に 偃蹇 つた。 

「まあ、 何 をして ゐ ました。」 と 姊は 不平ら しく 寄つ. て來 たが、 何となく 手 頼な ささうな 調子で、 

「そして 今まで 若槻 さんに お出だった のかい。 一 

「いいえ。」 と 貞也は 双手に 頭 を 抱へ て、 苦し さうな 息 を 吐いた。 

「まあ、 醉 つて ゐる こと。 然ぅ とも 知らず、 人が 一生懸命 になって、 支度 をして 待って ゐ るのに c」 

「姉さん、 僕 は 何のた めに 宅へ 歸 つたの か 解ら なくなって 了 ふ。」 . 

「：： まあ、 何 をお 百 ひなの。」 と 姉 は 不安の 目色で、 口元に 微笑んだ。 

さ ッ ™H り 

「僕 は 何のた めに 大學を やった のか、 薩 解らない。」 

「そんな、 まあ：： 何お 爲 なの だえ。) と 姉 は 底 氣味惡 さう に 顔 を^き 込んだ か、 旋て ほっと 太 息 を 

吐いて、 何 か li 語つ のであった。 

「姉さん、 僕 はもう 明朝 東京へ：！ ります。」 
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「何です ね貞 さん、 私は貞 さんのお 歸 りの を、 指折數 へて 待って ゐ たのに、 碌々 話 もしずに、 明朝 

も、 つ 歸 るなん て、 そんな 天井から 棒 を 出した やうな ことが、 有ります かよ。」 と 言った が、 何となく 

力の ない 聲 であった が、 

「ほほ、 貞 さん、 そんな 無茶 を 言 ふ もの ぢ やなく つてよ。」 と訴 へる やうに、 低聲で 言った。 

「だけど 僕 は實に 忍びな いんです もの。」 

「忍びない。 何が 忍びない の。」 

「姉さん は、 僕 を 欺かう としたって 可け ない。 そんな 水 嗅い、 そんな 淺 敢 な：：。」 と 良 也 は聲を 

顫 した。 

志 津子は 少時 默 つて ゐた。 微な太 息が 泄れ でもす る やうで あつたが、 

「私 もね、 貞 さんに 話さな くち やならない こと もお るんで すけれ ど、 ：： 負さん は、 屹度 何 か 耳に 

お入れな のでせ う。」 

「私 は 姉さんに 聞な くち やならない のです。 僕は實 に、 ：：。」 と 貞也は 起 あがった ものの、 借 面 を 

得 揚げなかった。 そして、 はら はらと 淚を 零す のであった。 

-f' る ま 

「貞 さん 堪忍して おくれ：： わ、 私が 惡 かった。」 と 志 律 子 も聲を 曇した。 

「姉さん、 僕は實 に、 殘念 です。」  . 


「だから、 私が 謝罪り ますよ。 よう 貞 さん、 私が 惡 かった。」 

「いいえ、 僕 は 姉さんから、 謝罪 を 受ける 所 由 はない のです。 ：： 僕が 惡 かった のです。 - 

「貞 さん、 然ぅ言 はれる と、 私 は、 じ、 實に 面目なくて：： c」 と 姉 は 指 を E に 加へ て、 そして 顔 を 

背 向ける のであった。 

薄暗い 夕の 幕が、 もう 其處 らを閉 して ゐ るの に氣 もっかず、 I 一人 は黯 然として 相對 して、 久く 

、だしあ 

默合 ふので あった。 

五 

其から 一週間と 經 たぬ うち、 屋代 兄弟 は 家 を 疊んで 東京へ 引越して 了った。  - 

けれど 若 機 老人と 志津 子との 情交 は、 案外 濃 かであった。 最初 は 少しば かりの 金の 融通 を 利して 

貰った のが 緣で、 其が 幾度 も 重る けれど、 若 槻は可 厭な 顔 をす ろで もなかった。 無論 志津 子等の 父 

は 彼から 見ろ と、 幾ん ど 先輩の 地位に 立って ゐ たので、 若 糊が 曾て は 一度 議會の 椅子に 坐る ことの 

出來 たやうな 地位 を 占めて ゐ るの も、 多く は屋 代の 餘澤 だと 謂っても 可い。 從 つて 若 槻の 此の 恩 

惠は、 其 等の 舊誼を 重んじる からで あらう と 信じて ゐた。 

若槻 とても 最初 は舊誼 上の 心 切から、 志津 子の 依賴 を容れ たに 過ぎない のであった らうが、 其が 
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圖ら ず這麼 動機 を 作って 了った。 去年の 初冬の 事で、 妻 君は遂 近い 某の 溫，： に 湯治の 守、 若 糊 は 

政黨 上の 事で、 滯 在して ゐた縣 下の 主 都 XX 市から 歸 つた 晚、 丁度 志津 子が 來てゐ たので、 遂晚餐 

の 支度 をして 赏 つて、 其から 晚 酌のお 的 をして 貧った ので あろが、 其 夜 は 薄ら 塞い 心に 渗ろ やうな 

雨の 晚で、 がらんと した ae-s が、 丸で 火の 消えた やうに； I 入って ゐた。 志 律 子 も 二 猪口 三 猪口 强ひ 

られ たが、 酒飲みの 相手の ない 時の 佗し さ を 知って ゐ るので、 力めて 相手をした。 其 時志津 子が 結 

婚の話 や 何 かが 出て、 ^糊の 尋ねに 對 して、 彼女 は 何う せ 期 を 過ぎて ゐ るの だから、 今から と IS つ 

て も 思 はしい 緣邊が あ ら う もな いから、，' 生涯 獨棲 主義 を 取 る 意な どと 潔い 返辭 であった が、 十二 

時の§;、何ぅしても^|らなければならぬと主張するのを、門が締って了ったからと、 强 ひて 止めろ の 

であった が、 到頭 意地 を 通して、 作扔に 送らせ やうと いふ をも辭 して、 條 つく 雨の なか を 一人で 歸 

つた。 過 は 二度 nM にも 犯されなかった が、 到頭 三度： n: に は 意地が 張； 迎 せなかった。 其 は或晚 大勢の 

客が あった 時で、 避けて ゐ たの を 强 ひて 賴 まれて 饗應 の手傳 であった が、 夜 は疝く W 、けて、 宅の 

守には若槻の若ぃものを遣り、ぐでんぐでんに醉った主のために.；^^を延べさせられたり、醉.暇の水を 

運ばされたり、 頭 を 叩かせられ たりした 51.?、 被 女 は旣ぅ 避ける 勇 かなくな つた。 —— 彼女 は 可 

恐し く 悔恨した。 自分の 境遇 を悲 み、 来るべき 運命の 影 を 望んで 慄然と した。 が、 悔恨、 悲痛、 恐 

懼の襄 に は 亦 一 片 過を恕 すろ の 情 を 禁じ 得ない と M: 時に、 一 點 星の 如き 愛 の 熱に 觸れ ざる を 得な 


かった。 —— 怨 うして 罪惡は 次第に 進行した。 

彼女 は 今 は 寧ろ、 花 過ぎての 栴を惜 まなくな つた。 貞 也の 志望 を さへ 達せ さすれば、 自分の 頭上 

に 落ちる 惡運は 避く ると ころに あらず とまで 思 做る のであった。 貞也は 理非 を說 い- 7- 上京 を勸 めた 

が、 棄身 になった 姉 は 理由 もな く 担んだ。 頑強に、 執拗に、 駄々 を 担ね るので あつたが、 真 也 は 無 

論 其な 取 あぐべ くもなかった。  - 

褒 京へ 来てから は、 ヒス テレイに でもな り はせ ぬかと 思 ふくら ゐ、 志 萍子は 殊勝に 悔恨の 形で あ 

つたが、 寅 也 は 其 後 姉の 過往 について は、 叭 にも 出さなかった。 暗雲 は 何時か 吹拂 はれて、 三人の 

家庭に は 何となく 希望の 光が 耀 いて 来た。 けれど 貞 也の 心に は、 消す ベ からざる 幽愁が ^つてみ 

て、 銀行の 業務 を 取る にさへ、 彼 講堂で 講義 を攀 記した 昔の 勇银 はない のであった。 

かく 

其 年 も 平和に 暮れ やうと した。 貞 也は恁 して 姉の 良緣 もな く、 本： しく 面影の 變る を悲ん だが、 然 

し 失 はしなかった。 . I -或晚 の 事で、 黑門 町の 貞 也が 家の 門前に 停った 一 臺のポ があった。 星 は 

花の やうに、 息 は 凍り さうな 寒さで、 率から 翻然と 飛びお りたの は、 お 高祖に 顏を 包んで、 瑠璃色 

の ブラシ テン を檐 いだ、 色白 轟 高の 様子の 好い 女で、 四方に 香水の 句 を 迸らせながら、 ちゃらち や 

せった 

らと 雪^の 音であった。 

町の 閬寂を 破る 鈴の 音 を 後に、 女 は玄關 口に 案 內を請 ふので あつたが、 志 津子は 下女 を 連れて 寄 

桎  五 0 ヨ 
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席、 讓次は S 舍仕 込の 英語の 不足 を 補 ひに 夜學に 出て ゐ るので、 長火鉢の 處で、 讀ん でるた 經^ 雑 

誌 を投り 出して、 貞也は 立 現れた。 開け っぱなしの 襖の 奥から：^ れる 灯影に、 ばつと 映し出された 

の は、 水の 滴り さうな 束 髮に藩 化粧、 風 通の 被 布 を 着て、 少し を 屈めて 立った 澄 江 子で。 

貞也 は此頃 姿の 出来た ロ髯を 捻りながら、 

「や あ！」 と； 百った きり 突立って ゐた。 

「誠に 何う も 御無沙汰。」 と 指環の 手で 片頻を 抑へ て、 極り 惡さ うに 些と撟 態 を 作った が、 

「ぉ處 が 知れません ので、 大曆搜 しまし たんで 御座いま すよ。」 と 伏 ほに なった。 

「まあお 上り 下さい。」 

「宜し いんで すか。」 と 輿 口 を 窺 ふ。 

「誰も 居りません。」 

「では 些 とお 邪魔 を 致し ませう。」 

奥の 八疊へ 通して.. 慌てた 形で 自身 ラム プゃ手 炙 を 運びながら、 漸く 座に 就いた。 幾 也 は  一 ：H 澄 

江 子 を 念頭から 放した こと はない ので あるが、 姉と 若 械の關 係 も 有り、 自分 も 亦 當分獨 身で 居ろ に 

決した ので、 歸 京の 後 はふ ッ つり 消息 を 絶って 了った。 歸 京の 前鄕 里から 手紙 を 出して、 斷然處 置 

をし やうと 思った が、 頭が 昏亂 して ゐ るので、 筆 を 執ろ 事 もしなかった。 其から \% つて 事 を 話さ 


うかと も 思った が、 其も變 であるので、 氣 にしながら 延延に なった。 旣ぅ 人の 審君 になって 了った 

らうな どと、 獨 語つ こと もあった が、 又 何となく 一筋の 希望の 綱が 繋って 居る やうの 感 もして、 

, も すると おちおち 眠り もせず 澳惱 する こと もあった。 澄 江 子 は 態 勤に 挨！^ をした が、 何處 か怯氣 

づ いた 科で、 少時 忸惊 して ゐた。 床の間の 置 時計の 刻む 音と、 後の 家から 拽れ るニ絲 琴の 音と が 聞 

える ばかり、 窒內は 閬と靜 り 返って ゐる。 屋代は 莨 を 一 本、 半分ば かり 煙に した 時分、 辛と 口 を 切 

るので あった。 

おしつま 

「私から ぉ尋 をし やうし やうと 思 ひながら、 其 節 は 家事 向で 取 込んで 居りましたり， 推 塞って 又 非 

常に 勤務の 方が 忙しい ものです から、 遂遂 御無沙汰 をし まして。」 

「いいえ。」  . 

「私の 一家の ことにつ いて、 御 父 様の 方からで も、 何ぞも 聞の こと は 有ません か。」 

「いいえ、 別に 何とも 言つ ちゃ 寄越しませんで すが、 此間 ちょ ッと、 此頃 貴方に お 目に かからない 

かと、 那様事 を 聞いて 寄越した ので ございま すよ。」 

「單に 其 だけ。 然 うです か。」 

「私の 方から も 言って やりたい こと も 有る ので 御座います けれど、 何分 貴方に 御 目に かからない も 

G ですから、 何だか 薩張 様子が 解ら な いんで せう。 ：： 屋 代さん、 贵方何 爲ぉ歸 りの 節ち ょッ とお 
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知らせな すて 下さらなかった ので ございます。 何ぞ譯 でも あるの なら、 何 爲然ぅ 仰つ ちゃ 下さらな 

ことば 

くって？」 と 中頃 辭が强 み を 有って 来た。 

「そんな 譯じゃ 有りません けれど、 事情 は些と 私の 口から 申 あげに くいので す。 決して 等閑に 附し 

た譯ぢ やない のです よ。 11 無論 御父さんに 願った ところで、 御 承諾の あろ やうな 形勢で も ありま 

なまじ ヅ 

せんで したし、 其で なくと も、 色色 私の 家庭の 都合 もあった り、 何 かした ものです から、 慰 かお 目 

にか かろよりか、 此 儘に 御 消 息をしない 方が、 お の 利益 だら うと 思った のです。」 

「：： では あの、 もう 御 結婚 をな すった ので 御座いませう。」 と 澄 江 子 は低聲 ながら、 凡なら ぬ 調子 

であった。 

「否、 そんな 處ぢゃ 有りません。 私に は 姉と いふ 係累 も 有ります し、 とい ふ 厄介 もの も 有ます し 

…-。 」 

ちゃん 

「です けれど， 其 事なら、 初めから、 丁と 知れき つた 事です わ。 矢 張 外に、 私に は 仰ら れ ない 御 事 

情が お 有ん なさ ろんで ございませう。 屹度 然 うなんで せ う。」 澄 江 子 は现不 盡にー 一; 一 ：1 つ たが 、 

「其なら 然 うと 何故 仰 つち や 下さらなかった ので ございませう。」 

「困ります な、 那様推 溯 をされ て は。 11 那様 場合なら ば 無論、 一 言お， 斷を 申し あげる ilw です よ。 

然 うでない からして、 御無沙汰 をして をる のです。 加 之若槻 さん は、 決して 私 風情と 贵 女との 結婚 


を 御 承諾な さろ 理. s はない のです。 ですから、 私斷 今ん したので す。」 

「それなら ズ猶 のこと、 何とか 私にまで 仰って 下す つたって お 宜し いぢ や ございま せんか。 父が 承 

あれき り 

諾を する もの か爲 ない もの か、 其 處は又 何とか 御 相談の 爲樣も ございませ うのに， 彼 限お 處さ へお 

知らせ 下さらな くって、 其 ぢゃ餘 り：：。」 と 澄 江 子 は 手 帕でロ を 押へ た。 

「いや、 お 沙汰 をし なかった の は眞筒 私が 惡 かった のです。 私が お詫 を 致します。 11 然し 更 つて 

お 話 をし ますが、 歸京 以前の 事は旣 ぅ斷然 休して 了 ひませ う。 而 して 貴女 は 然るべき 御緣 にお 着き 

下さい。 私 ま. 貴女が 結婚で もな すって 了ったら、 或は さッぱ りすろ かも 知れません。 でない と 始終 

何だか 煩悶 をして ゐる ばかりで、 誠に 苦しい 思 をす るので す。」 

「まあ 何です か、 私に は薩張 解りません けれど、 其ぢゃ あの、 父が 何 ぞ失禮 な ことで も * したので 

ございま すか。」 

「否、 然 うぢゃありません。 事情 は 早晚ぉ 解りになる だら うと 思 ひます が、 觅 角に 圓滿 でない ので 

す 。ですから、 お 互に 那 のこと は 忘れて 了 はなく ちゃなら ない のです C 私 も 幾ん ど落膽 したので 

す。 其です から、 伺 ふ 勇 I おもなかった のです。」 

「ま ぁ那麼 こと を 仰って、 其 位なら ぉ處 ぐら ゐ お知らせ 下さり さうな ものです のに：： 其 は、 御禀 

情が お 有ん なさる もの を、 私が いくら 焦燥した ところで 爲様 がご. ざいません わ。 孰れ 仰り にくい 御 
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事情なん で ございませう けれど、 ：：。」 と 澄 江 子 は 張が 脫 けた やうに、 目に 泪を 浮べ て 首 を 垂れた。 

貞 也も俛 いて、 溜息 を泄 した。 良久あって、 

「澄 江 子さん、 左 之 右 之お fil.; にさら りと 斷 念して 了 はなく ちゃなら ない 場合と お 思 ひ 下さい。」 

「です けれど、 私 御 事情 も 聞して 下さらな くって、 斷 念の 爲 やうが ありません わ。」 

「其 は强 ひて お包み 申す 必要 もない やうな ものです けれど、 お 互に 赤面 をし なくち やなら ないやう 

な 事で も 有ます し、 何う も 私の 口から は 申 難い ことです 力ら  o」 

「まあ 甚麼 事です か、 承らない うち は 何だか 不安心で なりません から、 萬 望 仰って 下さい ましな。」 

寅 也 は 暫く 沈思した。 良久あって、 顏を擧 げて切 出さう とした 途端、 門 鈴が 劇しく 描れ た。 

「姉です。」 と： H ふうち 其聲が 聞え る。 間もなく 「只今！」 と 襖 を 細 H に 言った が、 貞也は 澄 江 子 を 

紹介し なかった。 話の 汐が此 で 氣を脫 かれて 了って、 澄 江 子 は 要領 を 得ず 歸 つて 了った。 

貞也は 部屋の 中央に 鉢 を 投げる やうに、 横にな つて、 然も 詰らな さう に 溜息 を 吐く のであった。 

納戶の 方から 入って 來た 志津子 は、 

「貞 さん、 澄 江 子さん ね。」 

「は。」 

「河う したの。」 


「何う もしません。」 と、 じろ りと 姉 を 見 あげた C 姉 は 何う したの か、 其 處へ打 坐って、 重い 溜息 を 

吐いた が、 手 炙の 火 を 直し 直し、 

「貪さん、 澄 江 子さん を^ 爲ぉ 貰む 申さな いんです。」 

「今更 貰へ ろ ものです か ノー 

「何 うして ノーと 無意識に 首 つ た。 

「何う してた つて、 那樣 莫迦な ことが 出來た 義理 ぢ やな いぢ や 有ません か。」 

「然 うね C 私の 所爲 です わ。 —— 貞 さん、 私が 恁 やって ゐ ちゃ、 貞 さん は 何 かにつ けお 困り だら う 

ね。」 

「何爲 です ノ I 

「いいえ 吃度然 うだ わ。 だから 私 は 別に 出ます わ。 然 うすり ゃ貞 さんだつて、 澄 江 子さん と 結婚の 

出来ない 譯 はない から。 ねえ、 然うして 下さいよ。」 

あざわら 

「何 を 1r ふので すよ。 J と貞也 は微に 冷笑った。 

r 然 うしないと 私は貞 さんに^まない から C ねえ、 後生 だから 然うして 下さいよ。」 

「煩 いぢゃありません か。 詰らない ことお 休しなさい。」 

志津子 は， X を 弄りながら 默 つて 了った。 默 つて 重い 溜息 を泄 したが、 旋 て低聲 に、 

0  桔  tAO 九 
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「私の 鉢なん か佝 うでん 可 いんだ もの。 良さん に 苦勞を かけち ゃ眞 筒濟 まない わ。」 

「叉 そんな 愚痴つ ぼい こと を 言って、 私を：^！らせろんですか。 一 

「いいえ、 愚痴 ぢ やありません よ。 私は貞 さんに、 散散 迷惑 を かけて ろんで すから ね。」 

「莫迦な、 私が 何時 迷惑した のです。 那樣 こと を-: n はれろ と、 私 は滅に W るんで すから、 何も彼も 

私に,^: してお いて 下さい。 それ は 迚も： t さんに 對 して、 恩 を 報ずろ なんて こと は 難しから うけれ 

ど、 然し 私に も 亦 色色 考が あろんで すから、 那 様に やきもき しないで、 もっと ハ划を 暢氣に 持って 下 

さい。 今姊 さんに、 那樣氣 に なられる と、 折角是 までの 苦心が 水の 泡に なって 了 ふので す。 其 位の 

ことの 解らない、 贵姊 でもない のです。」 

「だけど、 私 何う しても 是ぢゃ 可け ない と 思 ふわ。 私が おちゃ、 何 かに 负 さんの 足 手 纏に な ろんだ 

か ら ね。 私 そ んな 意で 居た 譯ぢ やな いんです からね ノ 1 

「だって、 夫ぢゃ 何う しろと いふので す。」 

ですからね、 私 は 別になります から、 ¥ (さん は 矢 張 澄. 江 子さん と 結婚 をなさい よ。 然 うしないう 

ち は、 私 は 始中終 何だか 一 がまな いやう な氣が してなら な いんです から。」 

「それ は、 はつつ して 一 つに 居ち や 姉さんが 不自， E だと 仰ろ なら、 ^に なられな いこと も 有ません け 

れど、 先づ 暫くのと ころ 我 して 下さいよ。 經濟 が处も 許さな いんです から。.」 


「いいえ、 だから、 決して 寅さん の 御迷惑に ならない やうに。 何う せ 私の 鉢は癀 つて るんで す 力ら、 

何うな つたって 介 やしません よ。」 

「もう 休して 下さい。 ー體 何う しょうと いふので す OJ 

「町う か恁 うか 女 一 人く らゐ のと こ、 行って 行けない こと はなから うと 思 ひます から。」 

「其 立なら、 私 は 何も 姉さん を柬 京へ 引 張って 來 はしません よ。 下らない こと は 一一 一 n はないで、 默っ 

て 私の 爲ろ こと を 見て ゐて 下さい。 一と 貞也は 坐り 直して、 茶 を 煎れながら、 姊に勸 めた。 志津 子が 

何 かにつ けて 祌經 を惱 し、 そして 可 恐し く 子供ら しくな つたの は、 今夜に 限らぬ ので。 

「其ぢ や 姉さん、 何う しても 私の： 一； n ふこと を iS いちや 下さらな いんです か。」 

と 貪 也 は 長火鉢の 緣で、 莨の 灰 を 落しながら 伏 E 勝に 言った。 —— 見たところ、 薄汚い 二階の 六 

疊で、 入口が 開きに なって、 杉の； 大井は 低く、 煤けた 窓の 障子 は 破れて、 隅に は 茶棚に 長火鉢、 

丸 心の ラム プが 載せて あって、 衣紋 竹に かかった の は 大名 縞の 節糸 織に 五所 紋の 男の 羽織、 敷 

詰めた 毛氈 G 上に 茶道具 や 菓子器 や 法律の 雜誌 などが 亂 かって ゐろ。 

「あら、 貞 さん 聞かない とは首 やしま せんよ。， 一と 机のと ころに 長火鉢の 向へ 坐った の は、 無論 志津 


子で ある c  . 

志津子 は黑ぃ 細い 綿琉 に、 派手な 柄の 銘仙の 羽織 を 被て、 髮 を朿髮 にして ゐ るが、 較 垢染みた 薄 

鼠の 縮緬の 襦抨の 襟に 友 仙の 袖、 鬢は耗 けて 取 繕 はぬ 形で あるが、 面 はふつ くりと 肉づ いて、 額 か 

ら頰の あたり、 細い 肌现が てら てらと、 何となく 若 やいでも 見えろ し、 ^かに も 見えた。 

「其ぢ ゃ何爲 素直に 歸 つて は 下さらな いんです。」 

「だって 貞 さん、 私 も 恁ぅ云 ふ 羽 E になって、 今更 どうもね、 薄情な 眞似 もして 昆 たく はない し、 

する から、 まあ 歸 るの だけ は 休し ませうよ。」 と 志 律 子 は 片膝 を 立てて、 片手 は頰 杖、 片手 は 火， 著で 

灰 弄り をしながら、 細長い、 白い 其 手の指 環の ルビ ィ がきら きらと 光って 居る。 

「其ぢ や 姉さん は 何です か、 私の 名譽 なんか 介つ ちゃ 下さらな いんです か。」 と 貞也は 相手 を 仰ぎ見 

るので あつたが、 彼の 面 は 著しく 蜜れ て ゐた。 二三 分の びた 髭の 腐 は 骨ば つて、 窪んだ H に は 凄い 

一種の 祌經 性の 光 を さへ 湛 へて ゐる。 通った. 界の邊 は 何となく 淋しくな つて、 濃い 眉のと ころが 妙 

に辛氣 喚く も 見える。 

時 は 三 e: の 初め： S でもあった らう か、 殊に 空風の 寒い 晚で、 表 通の 角の 大 時計が、 今 丁度 九 時 を 

打った ところで、 路 行く 下駄の 音、 人語、 路 次の 溝板 を 行く 音、 格子の 開く 音な どが、 折折 森閑と 

して g: 下の 寂莫を 破って ゐる。 舞、 也 は 其のち、 失望と 维：！ 惱 のうちに、 强 ひて 光明 を 作って、 然うして 


趣味 を も 感じない 世の中に、 負うた 愦務を * す やうな 氣 になって、 家庭の 平和の ために 努力す ろの 

であった。 其 年 も 慕れ て、 自ら 春は來 た。 姉が 妙な 一種の 執拗と 沈 露と は 愈よ 嵩ず るば かりで、 溫 

. 厚 な貞也 をして 動 もす ると、 理非. を辨 ずるの 遑 なく、  一一 E を 荒て て 遣 込めろ ほどに 涂せ しむる ので あ 

• つたが、 然 うなる と 志 津子は 又 平 あやまりに 謝罪った 後が、 しくしく泣 出す かと 思う ど、 急に 又 

ふさ ざ むし つの 

欝の 虫が 嵩って 来る のであった。 一 日 調子が 好い と、 次の 日 は 屹度 滅入 込む のが 癖で、 貞也は 其 機 

嫌 を 取る のに 一 方なら ぬ 骨 を 折る ので あつたが、 堪 へがたい 失戀の 愧惱を さへ 消す に 由の ない 彼 は、 

めづら 

動 もす ると 冷笑に 附し、 煩 さう に 口 を かぬ 事 すら 希し としなかった。 

舂の暮 頃、 丁度 緣組を 周旋す る 人が あって、 貞也は 色色 說勸 めて、 到頭 結婚す る ことにした。 無 

il 大した 支度 は 出来なかった が、 然し 貞也 にして は 大膽に 過ぎる くら ゐ、 負愤を も 作った。 相手と い 

ふの は、 三流く らゐの 辯護士 で、 名 を 諸 澄と 謂って、 正直な、 順し い、 孰 かと 謂へば 辯護士 肌と は 

いへ ない 三十 五六の 紳士であった。 諸 澄 は 凡なら ず 志 津子を 望んで、 頓に緣 談は纆 まって、 歸 いで 

から も 彼 は 無上の 愛を滿 がう とした。 貞也は 今 は 己が 畢生の 理想に でも 逹し たかの 如く 滿足 すると 

同時に、 夫婦な かの 幸福な らんこと を 祈り、 そして 姉の 性情 も 昔の 健全 を 回復す ろで あらう と 期待 

した。 けれど 志 律 子 は 案外 樂 まなかった。 と 謂 ふの は 自分の 古疵の 記憶が 餘 りに 深く 腦 底に 滲 込ん 

で 居た からで も あらう が、 又 諸 澄の 家， M が餘 りに^ 笳 であった のと、 諸 澄 其 人の 氣 質が 志津 子に は 
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虫が 好かなかった ので。 赏際諸 澄に は 意地の 惡ぃ繼 母と、 其 娘と が 居た。 娘 は 諸 澄の ために は 義理 

の 妹で、 志^！-子のためには小姑でぁるが、 此は 十九に なった ばかりの 無 邪 翁な 女で あつたが、 容貌 

は 其 母 の 醜い 方であった。 母親 は 大の娘 SS じ、 片胺 痛い くら ゐ 娘の 自慢 をす ろので、 娘 も 知 

-fi ま  とつ 

ら ず識ら ずお 調子 づ いて、 我儘な 擧動も 見えた。 自然 志 律 子へ 辛く 當 つて i§ しくす るの 一し、 歸ぃ 

でから 物の 一 月 も經 たぬ に、 志潘 子の 胸に は：： 十く も 一 片の驟 しの 雲が 出来た。 蕃 良な 諸 澄 は、 極め 

て i 早 純な 考へを 持って ゐ るので、 家庭の ii に蟠 つて ゐる、 此の 暗雲の 影 を氣づ かずに ゐ るので あつ 

たが、 識訴は 到頭 母親の 側から 始まって、 母に 對 して は蒌縮 がちの 諸 澄 は 陰に は 志 律 子 を 慰 諭す る 

傾きが あった にしろ、 志维 子が 色色 邪推 を 廻す に 逢うて は、 自ら 妻 を 押へ ろ やうな 體度を ら ずに 

はるら れ なくなった。 

然し 志津 子に は 味方が 一 人あった。 其 は 諸 澄の 事務 を 助けて ゐる、 半ば 書生、 半ば 友人の 蠛 山と 

いふ 三十 年輩の 男で、 蟥山は 去年 免妝を 取った ばかりの 辯護士 で、 舉窓 では 諸 澄 を 先輩と して ゐた 

が、 事務所 を 開く 資力と 名望と がない ので、 今 其 奢 君と 有樂 町に 宅 を 構へ ながら、 1=  く 諸 泣の 事務 

所へ 通って ゐた。 此- 一と 小才の 利く 與で、 & 物が 輕 佻で ある 外 は、 先非 難すべき ところはなかった。 

おさ 

諸 澄が 宇都 宮へ 出張の 留守、 姑と志^！^子の問に起った葛藤を理めたのが緣となって、 其から 厘赛君 

側に 立って 盡カ する ので あつたが、 其 等が ロ實 となって 蟻 山と 志津 子との ^ について、 彼此 怪しい 


風聞 を 立てられた。 志 津子は 無論 蟻 山を德 として ゐ たと 齊 しく、 蟻 山 は志津 子に 滿 腹の 同情 を 寄せ 

て 居た。 最初 母親の 口から 出た とい ふ 此の 風聞の 蟻 山の 耳へ 人った とき、 彼 は 唯 微笑して ゐ たと 同 

時に、 諸 澄が 志 津子を 詰問した とき、 彼女 は 唯 冷 かに 笑って 澄して 居た。 

其から して 諸 澄の 夫婦 間 は、 愈よ 不愉快に なった。 一 旦 弟の 許へ 歸 つたこと もあった が、 其 時 も 

周旋す ろ 人が あって、 志 津子は 再び 諸 澄へ 歸り、 感情 は 一時 融解した かの 觀 もあった が、 其 問に 蟥 

山と 志津 子との 關 係が、 次第に 成立して 了った。 

志 津子は 遂に 先月の 終に 諸 澄 を 飛 出して、 此の 二階に 潜んで ゐ るので あるが、 無論 貞 也へ は 再び 

面 を も 合 はさぬ 意で ゐ たのが、 何う して か 今夜 突然 其 闖入に 逢うて、 彼女 は 穴へ も 入りたい 意で あ 

つたが、 偖 其 を 面へ も 現さなかった。 彼女 は 最早 舊の 志津 子で はなくな つた。 貞 也が 驚き 悄 るるば 

ふて くさ 

かり 太 腐れの 口 を 利いて、 頑として 動かぬ のであった。 

「何う して 此が、 貞 さんの 名 譽に係 るんで すの。.」 と 志 津子は 推 切って、 強い 語調で 反問す ろので あ 

つた。 貞也は 熟 熟 其 顏を打 戌って ゐ たが、 

「姉さん、 そり や 何 を 言 ふので す。 え、 姉さん、 何う して 那様 情ない： ：。」 と 感情が 迫って 來 たの 

で、 不圖首 淀んで、 重苦しい 溜息 を 吐く のであった。 

「ですから、 私ゃ貞 さんのと ころへ 歸 つて こそ、 貞 さんの 不名 響に も、 不面目に もな り ませう けれ 
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ども：： だから 歸ら ない んぢゃ 有ません か。 私 どうしても 歸 りません よ。 もう 爲樣 のない 姉 だと 思 

つて、 さっぱりと 諦めて 下さいよ。 私 其方が 結句 氣樂で 可 いんです から。 萬 望 然うして 下さいよ、 

よう 貞 さん。」 

「然 うは 行きません よ。 貴女 は 其で 可い かも 解らない。 けれど 私が 其で 平氣で 澄して ゐられ る もの 

か、 居られな いもの か、 少し は 私の 身に もな つて 見て 下さい。」. 

「ですからね、 放 抛って おけば 可 いぢゃありません か：：。」 

「放 抛って おける くら ゐ なら、 私 も苦勞 はしないです。 私 は 何も 自身の 名譽 ばかり を考 へろ 譯ぢゃ 

ありま せんよ。 姉さんの 將來が 案じられて ならない、 姉弟の 義務と して、 殊に 私の ために は、 姉 さ 

んは實 に 牛 生の 幸福 を 抛って 下す つた 大恩が あらう とい ふので す もの、 私 は 姉さんが、 這麼 風に な 

つたと ころ を 見る と 實に旣 う、 熟と して ゐる瀨 もない のです。 ：： 私 は單に 肩書 を 得る ために、 こ 

ん な 苦 勞を買 つた かと 思 ふと、 實に殘 念で ならな いんです。」 

r ： ： 私が 惡ぅ ござんした。 皆な 私が 惡 いんです よ。」 と 姉 は 妙に 皮肉に 言 ふので あった。 

「私が 此 だけ 苦勞 をして、 而 して 姉さんに 這麼事 をされ ちゃ、 實に 今日までの 苦心 は 水の 泡で、 私 

は 何のた めに 骨 を 折って ゐた のか。 薩張 解ら な いんです C それ は 姉さん はお 氣 毒です。 私 十分 其 を 

察して をる のです、 姉さんの 幸福の ためなら、 甚麼 事で も肯て 難事と しない。 だけれ ど、 這. S 風で 


は、 決して 姉さんの 幸. 幅 は 得られな いのです。 今に 悲慘を 見る の は、 知れ 切った ことなの です。 重 

ね 重ねの 不幸 は 何も 是非 もない と 諦めて、 何 爲鉢面 を 重んじて 下さらない のです。」 

「お 抛つ といて 下さいよ。 私の 鉢なん か、 何せ 散散 鉢 面 を 損じて るんで す もの、 何うな つたって 介 

やしな いぢゃありません か、 諦めて お置きな さいよ。 私 一 人で、 貞 さんのと ころへ 近寄らない 分に 

や、 些とも 貞 さんの 名譽 にか かる こと はな いぢ や 有りません か。」 

「姉さんに 近寄らなくて 可い くら ゐ なら、 私 は 何も 氣を 揉み ゃ爲 ません よ。 那様 無法 を 言 はずに、 

今夜 はま あ 私と、 一緒にお 歸 りなさい。 其 上で、 姉さんの 仰る こと も 聞いて 見 ませう し、 私も亦 言 

ひたい こと も あるので す。 こんな 處で、 彼此 押 問答 は、 實に 外聞が 惡 いんです から。」 

「有難う。 私 も 一 人なら、 そり ゃ歸 つて 介 やしない やうな ものです けれど、 實は然 う も 行かな いん 

ですから。」 

「夫 は 私が 後から、 十分 話 をつ けます よ。 蟻 山と いふ 人 だって 然 うだ、 恁 やって るた つて 實に 詰ら 

ない 話です。 早晚 妙な 工合に なって、 お 互に 不味い 思 をし なくち やならない 時が 來 るので す。 其 を 

姉さんが、 意地 づ くで 恁 して ゐ ろの は、 不幸の 上に 不幸の 種 を 蒔く やうな ものです。 一 

「そり や 先 あ 不幸で せう さ。 だけど 寅さん の 御 厄介に なら なきや、 其で 可 いぢゃありません か。」 

「困ります な。 私 曾て 姉さん を、 厄介に なんか 思 やしま せんよ。 まあ 那様 现裔は 後と して、 何う で 
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す、 歸り ませう。」 

まさか 

「可 厭です よ。 歸 りません よ。 那樣に 心配し ないで おいて 下さいよ。 正可貞 さんの 名前に かかる や 

うな こと は爲 やしま せんから。」 

「まあ 左 之お 之お 歸 りなさい。 私が 會 つた 以上、 放 抛って おく 譯には 行かない のです から。」 と貞也 

.5- くし 

はメシ ヨンの パイプ を 衣 兜へ 入れて、 然うして 時計 を 引出した。 けれど 姉 は 動き さう にもし ない。 

「さあお 起ちなさい。」 と 桌也は 手 を 取らん ばかりにした。 

「成さん、 まあ 私 は 今 晚は歸 りません からね：：。」 と 志津子 は、 斜に顏 を 仰むけ て、 鬢を搔 揚げた 

や、 、 

力 

「だから 歸ろ ものなら 後で 歸 ります よ。 —— 貞 さん は歸 つて 下さい。」 

「いいえ、 姉さんが 歸ら なきや、 私は歸 りません よ。」 

「那 様に 言った つて 爲 様がない ぢゃ 有ません か。 私 色色 貞 さんの 名譽 だと か、 何とか 心配 をす るか 

ら辛 いやうな もの だけれ ど、 恁 やって 一 入で ゐる 分に は、 世の中 は 平氣で 渡られる のです。 出 房り 

をし やうが、 男 を 椿へ やうが、 棄 てられ やうが、 誰も 何とも 謂 ふ ものはありません からね。」 

「そんな 亂 暴な こと を 一一 H はずに、 私の 首 ふこと をお 聞きなさい。」 

「たから、 放 抛つ といて 下さいよ。 私ゃ貞 さんの 舉士 にお 成の を 見り や、 其で 澤 山なん です もの。 


私 は 何 をして でも、 氣樂に 世 を 送る のは譯 はない のです よ。 ですからね、 此 から 歸 つて、 叉貞 さん 

のお 世話になって、 這 度 また まごつく やうな ことがあつ ちゃ、 貞 さん も 誠にお 困り だら うし、 私 も 

眞筒辛 いんです から、 矢張恁 うや. つて、 氣儘 にさして おいて 貰った 方が 有難い のよ。 11 私も是 迄" 

にや、 もう 散散 懲懲 したんです からね。.」 

「それ は 自棄と いふ ものです OJ 

「自泰 でも 可 いんです。 —— 今から 何も、 受けた 惡名は 消えな いんです から。」 

_ そんな 事 を 言って、 姉さん は 私 を呵め やうと なさろ もの ぢ やありません。 一 

「呵 める なんて、 私 然ぅ云 ふ^ ぢ やな いんです よ。 私 眞箇歸 りません からね。」 

「：： 此 くら ゐ 私が 理非 を 分けて 言って るのに、 貴女 其で 意地み-立 通さう とい ふんです か。」 

「何 ぅも爲 方が な いんで す も の 。」 

真 也 は 何 を 思った か、 默 つてつ かっかと 部屋 を 出た。 旋て 段階 子 を 降 切って 了った かと 思 ふと、 

がらり 

格子戸が と 開いた。 

「お 歸 りなさい ます か。. 一とい ふ、 下の 內 儀さん の聲が 聞え たのち、 貞 也の 靴 昔 は、 ぼか ぼかと 横町 

の 方へ 遠ざかる のであった。 

下で はお 店 通 ひの 亭主が、 八 時 頃から 始めた 酒 か 未だ 後 を 引いて ゐる のか、 折折 鼻唄が 聞え て、 
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ぶんぶん- の 3 "と、 煮物の 香であった。 

看る と 開き 戶の處 に、 貞 也の 帽子と 外套が 置粱て になって ゐる。 多分 車で も 命じに 行った ので あ 

らう。 志 津子は 聽 耳 を 立てて ゐ たが、 灯 を めた IE のうち は、 濡れ色に きらきらして、 旋て 重い 溜 

息と^ 共、 透 通る やうな 淚が、 ほろほろと 顿へ轉 るので あった。 

物の 五分 も經 たぬ うち、 がらがらと 体の 昔、 然し 其 は 唯一 臺 であった が、 旋て 梶棒が 降され ろと、 

ひらりと 飛 降りた の は 下駄の 昔であった、 格子戸が 開いた と 思 ふと、 愛 相の 好い 內 儀さん の聲、 其 

に挨接 をして ゐ るの は、 爽な、 何となく 賑な蟒 山の 聲で。 

蟒山は 開き 戶を 啓け て、 脚下に 橫 つた 外套と 暢 子と を、 熟と 見詰めた が、 穩 ならぬ 目色で、 志津 

子 を 見ながら 近寄って 來た。 志 津子は 起って 席を與 へやう ともしず、 伏！ in になって ゐ るので、 彼 は 

余 俵な く 此方に 座 を 取って、 靜に長 煙管 を 引 寄せた が、 塞った の を 吐きながら、 火鉢の 緣へ强 く 叩 

きつける のであった。 

「誰が 來てゐ ろんだ。  え お客様 は？」 と 蟻 山 は 調子 は づれに 聞いた。 

「い い え 弟です。」 と 志 津子は 辛辛 面 を 擡げて、 冷に 言 つ た。 

ns- さん？ 何 處にゐ ろんだ。」 

ちょ ヴ 

「何です か、 些と 表へ 出たん です よ。」 


「外へ？ むむ、 何う したんだ。」 

「いいえ、 出 突に 遣って 来た ものです からね、 Ijg からもう、 歸 れ歸ら ない の 推 問答で もって： ：。」 

と 横の 炭 斗 を 引 寄せて、 炭 を 注ぎ 注ぎ、 

そば 

「蟻 山さん、 貴郞 お宅へ 寄って 人し つたで せう。」 と 白い 目 を 側めた。 

「いいえ。」 と 蟒山は 煙 を 吐きながら、 淸 しい 其 HE を踩 つた。 寒 氣に顿 から 耳朶が 紅くな つて、 眞白 

の 丸顔 は、 いと ど耀 かしく 見えろ。 

「何ぎ？」 と頰の 邊を拊 でながら、 膝の 上で 煙草 を 詰めて ゐる。 

「何爲 でもな いんです けれど、 • . ： 奥さんに 何 か 言 はれた でせ う。」 と まじま じ 其 顔 を 戌った。 

「それ は會 へば 何れ、 小 曾の 一 つくら ゐー K ふだら うけれ ど、 二三 日 宅へ 寄らない から、 何とも 言 は 

れ やう もない のさ。」 

「嘘 を 仰い よ。 這麼に 歸が晚 いんです もの。」 と 淋しく 笑った。 

「然 う； 一； 一：： や、 お前 こそ 變だ。 留守の まに、 弟と か 何とか を 引 張 込んで、 此の 弟て 奴が 何だか 解る も 

G か OJ 

あん： 

「あら、 那麼 こと を-一一： E つて らっしゃる。」 と 志 津子は 呆れた 顏 をした が、 

「奥さん は、 屹度 怒って 入つ しゃる でせ う。」 

0  0  五一 二 


さ 三 

「それ は 何れ、 餘 り悅ん でる 方で も あるまい よ。」 

「そら、 其 だから： ：。」 

「何が そら だ。」 

「だって、 贵 方のお 顔が 何だか 心配 さう です もの。 屹度 御 心配が お 有ん なさる でせ うね。」 

「何 を 一一；  一 ：！ つて るんだ。 其よりか 其の、 弟さんが 那樣 に歸れ とい ふの なら、 歸 つたら 可 いぢ やない 

か。」 

「ほら、 矢張然 うだ。」 

「何が 矢張然 うだ。」 

「いいえ、 是を 好い 汐に、 私を歸 して 了 ふお 意で せうよ。」 . 

「那様 こと を 誰が 言つ たんだ。」 

ちゃん 

「貴 郞の樣 子で、 丁と 知れます もの e し 

「お前 は 可 恐し い 観察力 を 持って るね。」 と 蟻 山 は 鼻 頭で 笑った。 

「いづれ 私の やうな もの は、 歸 つて 了った 方が 可 いんで せう けれど：：。」 

「はは、 お 察しの 好い こと。 那 様に 言 はなくたって、 tl りたくな つたら、 さっさと 歸ろ さ。 私が 莫- 

迦を 見る  分の  こと だ  OJ 


「然 うで もないで せうよ。 私が 居ち や、 貴方 は 飛んだ 迷惑で せうよ。」 

「お前 は 一 鉢 邪推が 深す ぎる よ。」 

「貴方 だって、 弟が 来たと 富って ますのに、 隨分だ わ。」  . 

「其 だから、 諸 澄と も 巧く 調和 しないんだ。」 

「は、 何う せ 私の やうな もの は、 誰と も 調和の 出来つ こなん か あり やしません。」 

「直 其 だから 困る よ。 些は 外からで も歸 つて 来たら、 お 愛 相の 一 つくら ゐは 首って 見ろ もの さ。 一 

「ええ、 私 は 無 愛 相なん です。 貴方の 奥 さまの やうに は 無 いんです。. I 

「爲 様がない ね。 まあ 其よ か、 弟さんが 來 てると いふの なら、 何 か 御馳走 をしたら 可 いぢ やない 

か。 一 

「いいえ、 可 いんです よ。 澤 山です。」 

「いい. やさ、 お前に 御馳走 を するとい ふん ぢ やない よ。」  . 

處へ ffi^ と {4i 車の 昔が した C 無論 其 はニ臺 で、 貞 也の 靴 昔が 次第に 高くな ろ。 

「おや、 歸 つたよ。 — &: お 方 何う しませう ね。」 

「私が 會 ふさ。」 

「もう 頑固で 爲様 がな いんです から、 —— 莫迦 に 姉お も ひの、 其 はもう、 ：： 私隱れ ますから、 貴 
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方、 何處 かへ 行った と-一： 一：： つて 下さいな。」 

「莫迦な。 那様 苦しい こと をす るより、 奇麗に 話 をす る さ。」 

あしおと  あわた だ 

貞 也の 跫 昔が 早 や、 段階 子の 處に 聞え 出した が、 其と！： 時に 志津 子は遽 しく 押 人へ 身 を 潜める の 

であ つた。 

貞 也が 入って 來 ると、 蟥山は ぼかり ぼかり 煙 を 噴出しながら、 正座に 端坐して ゐた。 貞也 は些と 

錢踞 する ので あつたが、 進み 寄って、 一 禮 をしながら、 

「私 は屋 代と いふ ものです。 姊は 何方へ かま ゐ りました か。」 と氣 勢を氣 取った のか、 押入の 方へ 目 

を 配った。 

「さあ、 私 も今歸 つたば かりで、 一向 存じません が：： すると 貴方が 屋 代さん で。 然 うでした か。 

私 は：：。」 と 彼 は 名前 を 告げながら、 叮喀な 口 を 利く のであった。 

「姉 は 必ず 何處ぞ へ隱れ たでせ う。」 

「然 うです か。」 と蟥 山は倪 けた 顔 をしながら、 茶 を 煎れて、 而 して 話み 他へ 轉 じた。 

「：： 恁ぅ 云った やうな 風で もって、 姉さん は 到底 永く 那の 家に 辛抱の 出 來る氣 遺 は 有り やしませ 


ん。」 

と 蝮 山 は 盛んに 諸 澄の 攻撃 を 始めて、 梶妮 として 辯 じた。 

「まあ 婶の 不幸で もあった のでせ. う。 ！ 過往は 咎めた ところで 爲様 がありません が、 私 は 弟の 義 

務 として、 此に姉 を 引受けなければ ならない のです から、 左 之 右 之 連れて 歸 りたい のです。 J 

「可う ございます。 其 は 無論お 連に なっても 可う ございます。 孰れ、 私から 善く 說 きまして、 不日 

お 送 をす る ことに 致し ませう 。一 

「は、 不日と 云 ひましても、 鬼 角 こんな こと は 手 連になる と、 結 ST か 巧く 行かない とい ふ 虞 も あり 

ますし、 幸 ひ 序です から、 是非 今夜 連れて 歸る ことにし ませう。.」 

「可う ございます。 今に 歸る でせ うから：： 0 J と 蟻 山 は まじま じして ゐた。 

話が 途絶えた ところで、 通の 角の 時計が 丁度 十 一 時 を 打った。 

「何う です、 今夜 は 一旦お 引取に なって、 重ねて 私から お 送 をす る ことにいた しまして は？」 

貞也は 暫く 考 へて ゐ たが、 

「其に も 及ばんで せう。 1 私 も 姉が 歸 つて くれません と、 何だか 何う も、 毎日の 職務ん 手に つか 

ないやうな 始末です し、 非常に 氣を 揉む のです から、 今夜 は 尋ね 常た を 幸 ひ、 是非 速れ て ら なけ 

れば、 氣が濟 まない のです。」 

ほ  培  さ Is 
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「はは、 御尤 です。 —— 然し 何も、 其 ほど 御 心配な さる 程の 事 は 有りません よ。」 

「處 が、 私の 氣象 として、 又 姉が 前後の 境遇 を 察します と、 實は 一刻 も 等閑に 附 して はお かれ ませ 

ん ので：：。」 

「然 うでせ う。 然うして 貴方 は 姉さんの 御 處置を 何うな さるお 意です —— 失 禮 ながら。」 

「其 處ま では 未だ 考 へて 見ません。」 と貞也 は素氣 もな く 首った が、 

「：： 左 之 右之贵 下との 關係を 絶って からの 事な のです。 恁ぅ云 ふこと を、 贵君も 決して 正 當なこ 

とだと はお 思 ひな さらないで せう。 して 見れば 一時の 氣 粉で、 餘り事 iiE が 込 入って 來 ない 前に、 潔 

ぃ處置 をした 方が、 失禮 ながら、 双互の 利益 だら うと 思 ふ：. ，0」 

「利益？ 其は然 うでせ う。 正當 でな いのも 解りき つて ゐる。 けれど 然ぅ 何も、 贵 方の やうに 一一 Ho 

た 日に は、 身 も 蓋 も 亡な つて 了 ひ はしません か。 私 姉さんの 境遇に、 非？ おな 同情 を 寄せた のです。 

戀愛 だと か 何とかい ふやうな 意志で なく、 其 はもう 實に 潔白な ものな のです。 —— 無論 私に も、 三 

年 前に 結婚した 妻が あります よ。」 

「其で は尙 のこと。」 

「です けれど、 然 うは 行きません な。 吾 吾權利 義務の 乾燥な 眼で 見ても、 然 うは 行きません よ。 —— 

ですから、 妙な 意地に なった のです。 私 も恁 」*5 風の 人 1^ ですからな、 —— 妙に 脆い 性質です から、 


途遂 家の ことなん か 顧みない 氣 になって 了った のです。 餘り 前後の ことなん か考 へる 遑 はなかった 

んで すよ。 人 マ も 友人から、 散散 攻擊を 受けて 来たと ころです。 けれど、 何も、 おい それと：：； 一：： つて、 

別れる 譯 にも 行きません し。 本人の 心意 氣をも 善く 聞いた うへ で、 不日 何とか 決する ことにで もし 

ませう。 而 して、 今夜 は 一 先お 引取り 下さい。」  - 

「それ は、 姉が 吃度歸 ると いふ ことなら、 歸 つても 可いです が：：。」 

「さあ、 其 處の ところ は、 本人に 聞かない と、 何とも 言へ ません が： ：。」 と 蟥山は 貧乏 搖を しなが 

と £ 

ら、 頭を搔 いて、 怳 けた 笑顔 をす るので あった。 

「其 ぢゃ困 るんで す。」 

「です けれど、 私の 所爲ぢ やな いんで すから な：： 其に 貴方が お困りに なれば 私. f 隨分 困る ので 

す。 名譽 や、 家： tor そんな こと を考 へる 日になる と、 私 は 寧ろ 貴方の 比ぢ やない のです。 です けれ 

ど、 本人が 歸ら ない とい ふ もの を、 强 ひて とも 言へ ない のが 人情です。 無論、 其邊は 十分 說 いて は 

鬼 ませう が： ：。」 と 急き立て 顏で、 崩れた 膝 を 立直して、 しく 一一： n つた。 

「其 ぢゃ困 るんで す。」 

「だから、 困る の は 貴方ば かり ぢ やない， 人 r となって は 私が 眞箇 困って をる のです。 元元 意地 づく 

なんです から、 人 r 更引 くに 引かれず、 幾ん ど 手 甲 招の 形なん だけれ ど、 本人 は 又、 何う 云 ふ もの か 
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弟の 方へ は歸 りたくな いと、 恁ぅ云 ふので すから：：。」 と 手 を 懐に、 腰 を 折って は 前後に 胴 を搖っ 

てゐ た。 

「何う です、 もう 晚 くもあります し、 左 之 右 之お 歸 になって は？^ に 今夜お 連に ならな くと も危ぉ 

のない 話です：：。」 と 叭を生 咬に する のであった。 

「いや、 御迷惑で せう けれど、 今 暫く 待って 見 ませう。」 

「迷惑な こと は 決して 無い。 お待ちになる の も 可い けれど：：。」 

「其に 私 は、 姉 は 遠くへ は 行かない と 思 ふ：： 勿論 斷首 は出來 ない けれど：：。」 

r 其ぢ や、 勝手にお 連れなさい。 . 1 . 私も大 助り だ。」 

二人 は 妙に じろ じろ 目 を 見合った。 出 突に 押入の なかで、 ^唏 る聲 がした と 思 ふと、 さや さやと 

衣の 音であった。 11 後 は 少時 閬 として ゐ たが、 良久あって、 唐紙が すっと 啓いて、 志津子 は手帕 

^^目に當てながら、 ずっと 出て 來た。 

「お前お 歸 りなさい！」 と 蟻 山 は 突 |ii 貪な 聲 をした。  - 

「は、 私歸 ります。」 と尙も 劇しく 爐晞 をした。 

「ぢゃ 萬 望お 連れ 下さい。 本人 も歸る さう ですから。」 と 蟒山は 冷然と して 言った。 志 津子は 愈よ 嘘 

唏げ るので あつたが、 


「蟻 山さん、 どうも 色色お 世話になりました。 嘸、 貴方 はお 困りでした らうね。 私 はもう 諦め まし 

た。 I」 

「何 を |£ つて るんだ。」 

「いいえ、 貴方 は御泰 君の あるお 體 なんです。 私なん か：：。」 と 志 律 子 は衝と 起って、 鉋の 中から、 

そ H 

紙 入 やうの 狱紗 包み を 取 出して、 其を懷 中す ると 齊 しく、 

「寅さん、 其 ぢゃ私 は今歸 ります からね。 —— 私 はもう、 何も彼も 諦めて 了 ひました OJ と 下へ 降り 

るので あった。 臺 所の 方へ 出た 氣勢 であった が、 無論. 1 を 洗 ひに でも 行った ので あらう。 下の 夫婦 

はもう 寢た のか、 森と して 居た。 

二十 分 も經 つた 時分、 志 律 子 は 何う したの か、 いそいそと 入って 来た。 然うして、 支度に 取 かか 

らうと したが、 又 古 打 をして、 解かけ た帶を 結び 直した。 

「さあ 貞 さん。 - —— それ ぢゃ蟻 山さん、 私 ります。 何時お： E にか かれます か、 多分 此 でお E にか 

からない かも 解りません。」 

「夫ぢ や 愈よ ぉ歸 りか。 」 と 蟻 山 は 冷に 一一 r つたが、 憤 憤した 氣味 もあった。 

其 問に 負 也 は 挨按を めして、 早 や 外套と 帽子と を 抱へ て、 人口に 突立った が、 旋て志 律 子 は黑ぃ 

吾妻 コ I トを 被て、 後に 精く の であった。 てらて らして ゐた顔 は、 妙に 陰ハ艰 くさい： $1! を 生じて、 劍 
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をお つた 其 目と 眉の 間に は、 疑ん なく 幾重の： が閉 して ゐた。 

貞也は 姉の 乘 つた 俥に 先 を 切せ て、 自分 は 後に 績 きながら、 念 はず 哮と太 息 を 吐いた。 さは 一面 

やや 彗んだ 色に 碧み 一 且つて、 何處か 凛と した 月が、 滿 街の 平和 を 擁した 餘寒 の^しい 光 を 落して ゐ 

る。 八宫 町の 裏手から、 溱端、 其から 丸の 2： へ脫 ける と、 W いだと 思った 風 は、 案外、 劇しい 吹 方 

まとも 

で、 折折 白い 砂 を 捲 揚げて は、 眞 向に 帽子の 厢を衝 くので あった。 看る と、 姉 は.^ 時 か幌を 卸して 

居た。 

風に 逆った 俥が 黡行惱 みの 鉢で、 牛 込 若宮 町の 1:}? に 到着いた の は、 目白の 鐘が 旣ぅ 一 時 を撞く 51 

でもあった らう。 

重い 疲勞と 深い 沈思と に 沈んで ゐた貞 也 は、 俾を 門前に 停めて、 先 ひらりと 降りた。 賃銀 を拂っ 

て、 車夫 を犒 うて、 姉の 降りる の を 待って ゐた貞 也 は、 纏て つかつかと 其 体に 近寄った。 

マ 姉さん、 宅です。」 

「あ。」 と 極めて 弱い 返辭 をしながら、 志 津子は よろよろと 降りた。 月影 を 浴びた 所爲 か、 額から 頰 

は 丸で 眞 白で、 張の ある 其 目 は、 眠って ゐた ともなく、 悉皆 光 を 失って ゐた。 

「何う したので す OJ と 手 を 取らう とする。 

「可い のよ。」 と つた 足を蹈 締めながら、 先に 立った。 貞 也は潢 から 門 を 開きながら、 扶 けて 內\ 


入る ので あつたが、 內には 幽暗い ラム プ -S 下で、 がらがら 沸った 鐵 瓶の 火鉢 側に、 十八 九の 丸 ぼち 

やの 女中が 居 眠 をして ゐる。 贞也は 其 處に姉 を 坐ら せながら、 

「姉さん、 . ^うした のです。 え、 氣 分が 惡 いんです か。」 と 鐵瓶を 卸して、 火 を引擾 廻した。 

「いいえ、 大丈夫よ。」 と志津 子は强 ひて 笑顏を 作らう としたが、 筋肉の 緊張す る 力が 亡くなつ たか 

の やう、 言 ふば かりない 陰 慘の氣 味を帶 んで來 た。 

「大曆 顔色が 惡 いで すよ。 一 鉢 何う したので す。 寒 かったんで すか。」 

だろ  ふ 

「いいえ。」 と志津 子は慵 さうな 顔 を、 微に掉 るので あつたが、 「寢 かして 頂戴！」 と 言 ふさへ 呼吸 苦 

しさう である。 

「變 だ。」 

姉 は其處 へだらん と 突 伏した。 而 して、 弱い、 長い 唸聲の やうな、 溜息の やうな 聲を發 した。 

そ-^^  ゅづら 

貞也は 急ぎ 女中 を 起して、 然して 臥床 を 命じた。 女中 は ラム プを點 して、 希し さう に 志 津子を 戌 

ろと： E 時に、 

「まあ、 何うな すつ たんです。 お 瘤ぢゃ 有ません か。」  . 

が、 貞也 は返辭 もしず、 姉の 様子に 目 を 放さなかった。 姉 は 又、 悶 入す るが 如く、 弱い 長い 唸聲 

を泄 すと 同時に、 身 を 勢の ない 悶え 方 をした。 
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「ね、 . おして！」 と 消えさうな I 降。 

女中と 二人で、 貞 也は扶 けて コ オト を 脫し、 そして 臥床へ 送る ので あつたが、 早 や 鉢の 冷くな つ 

た 志 津子は 横にな つたき り、 い HE をー胺 るかと 見る と 瞑って、 今 は 仕切な しに 絶え入り さうな 細い 

t ゎ聲 であった。 

靜な騷 のうちに、 謹 次 は 目を覺 した。 —— 彼 は 一 人で 醫 者へ 駄 出す ので あつたが、 志 津子は 次第 

に n を 利かなくなる と 11： 時に、 ；；^鉢が可恐しく；^^って來た。 貞也は 幾 ど 途方に 暮れて、 唯 其 手 を 取 

り、 鉢 を 擦って、 一時に 細った やうな 其 顔 を 見入り、 をり をり 睜く其 目 を » め るば かりであった。 

が、 悉皆 血行の 停り 切らぬ うち、 ドクトルが K つけたので、 彼 は 譲 次から 容體を 聞 取って、 氣を 

利した のか、 先 注射器と コ 口  D 鐵 液と を 携 へて 来た。 檢 血の 結果、 鐵液は 3^ 然綠 色を呈 して、 可 恐 

しい 劇薬の 反 應は、 顯 然として グラスに 顯れ た。 —— 一 W はずと 志津子 は、 蟒 山を辭 すろ 前、 沈痛 劑 

として 私に 用意して あった、 モ ル ヒネの 極量 三倍 を 服した ので。 

志 津子は 極めて 微； 1^ な 苦悶のう ちに、 任 心くて 靜に 平和な 眠に 就いた。 

貞 也に 取って、 其 曰くら ゐ 不幸な 日 は 無った。 其 日は貞 也が 舉窓 時代の 光明であった 澄 江 子が、 

結婚 披露の 招待 狀を 受けた 日で、 叉 彼が 半生の 志 業 を 成さし めた、 慈 姉の 逝いた 日で ある。 


然し 貞 也の 不幸 は 其に 止らなかった。 彼 は 失戀の 苦痛 を博惱 して ゐ たとい ふ 點 から、 平生 屢 姉と 

言 f- つて、 志津 子が 泣いて ゐ たとい ふ點 から、 姉が 太し く 歸家を 厭うて ゐ たとい ふ點. から、 其夜强 

ひて 連れて it つたと いふ 點 から、 故殺の 嫌疑 を 受けて、 豫審廷 から、 公判廷へ さへ 廻され るので あ 

つた。 11 無論 幾ん ど 喪心の 鉢であった 貞也 は、 詳く 前後の 事情 や、 自分の 心情 や、 家庭の 閲歷な 

どに 就いて、 詳細 を吿 ぐる を 厭うた からで もあった の で。 

貞 也が 無罪 放免と なった 切 は、 其 夏の 中頃であった。 同時に 讓 次は擧 業み- 廢 して、 橫濱の 商館へ 

人れ られ たが、 貞 也の 姿 はもう 東京に は 見られなかった。 

數ハ やの 後朽 野が 避暑 旅行に 北海 を 廻った 時、 船の 事務長に、 善く 肖た 男が あつたので、 近寄って 

口 を 利いて、 其から 三 鞭 を 呼って、 談當 時の 述懐に 及ぶ のであった が、 彼 は 可 恐し い アイ ロニ スト 

と 成って ゐ たと 同時に、 可 恐し く 愉快な 調子で、 航海の 面白味 を說 くので あった。 
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三 R 吹續 いた 風に、 大方の 櫻 は^き も あへ ず 散って 了って、 棺には 旣に鴛 色の 若葉の 色淺 う、 二 

三輪 松に 懸 つた 八重の 落桥 も、 銅の 鍺 びた やうに 腐って、 偶に 蒲公英 の^いた 廣ぃ 芝生 は、 點點色 

の 褪せた 春の 名 殘の落 紅 を 着けて 居る。 まだし も 八重 櫻の 淡色な のが 瓔珞の 如く、 午前 十 時 頃の 日 

の 光に 搖 いで、 深更から 曉 かけて 降った 雨の I 下 を 啣んだ 色 は、 築山の 繁み 隱れの 低い 若楓の 紅と 相 

ただ まひ 

映 じて、 其處ら 夏の 氣 勢の 立った かと 思 ふ 庭の 布置 を、 一一： 一 II ふば かりなく 媚 かせて！ 15 る。 

舂江 は、 今朝 希し く 蒲 坐の 側に、 水 彩畫の 道具 を 引 寄せて、 庭の スケッチ を 一枚 撮らう と 云 ふの 

いちり  や V, がっかり  といき  ふさ ざこ 

で、 坐って、 小 机の 上に、 繪具弄 をして 居た が、 旋 て萎頓 したやう に 太 息 を 吐いて、 込んで 了 ふ。 

「おや、 奈何 遊し ました。」 と顏 を^ 込む やうに 首った の は、 年来 使 慣れた 小間使の 清と 云 ふ 心 優し 

二と し  か 

い 女、 今玆廿 二と 云 ふ、 東京 は淺 草の 產 である。 野暮な 瓦斯 双子に 萌黄色の 緩 子の 帶を 締めて、 頭 

髮 を夜會 に取擧 げてゐ るが、 爪 は づれ、 何處か 51^ 脫 のした、 人品 賤 しからざる 容貌で ある。 

す *- 

春 江 子 は 十六に も 成ったら うか、 碧 味 を 持った、 睫毛の 長い、 淸 しい 目の 險の脹 ぼつたい のと、 

頰 の下脹 なと ころに 特色が あって、 鼻は較 丸く、 脊も 猫脊に 成った、 肉 づきの 好かった らしい 娘で 

あるが、 顔色 は 一 點の紅 味 を も 持たず、 目の 張 も 亡せ て、 都て：^ 弱と して ゐ るの は、 肋 膜 を 病んで 

仏^ 夫 人  五三 七 


せゐ  ね まき  あぶらけ 

居ろ 所爲 であらう。 淸ら かな 銘 選の 寢 衣の 上に、 メ レンスの 帶を 締めて、 脂氣 のない、 ばさばさし 

た髮 を、 此も 無造作に 束ねて ゐる。 

はじめ  まと 

病氣は 去年の 秋の 初旬からで、 無論 一度 は輕 快に 赴いて、 正月の 頃 は 幾ん ど 健康 を 回復した かと 

思った が、 二月 中旬から、 叉 ぶらぶら 床に 就き 出して、 時には L 日に 二度 も 醫師の 来診 を必耍 とし 

た 場合 もあった。 けれど、 熱 も 今 は 大方 薄らいで、 單だ 衰弱の 劇しかった 爲に、 未だ 急に は 床揚も 

爲 兼ねる と 云 ふに 止まる ので ある。 

よ  いらつ  きづか は 

「もし 御氣 分が ぉ惡 いのなら、 ぉ寢 つて 在し やい ましよ。」 と 淸は氣 遣 しげに 言った。 

1  そんな 

「いいえ、 那樣 でもな いんだ けれど、 何だか、 目が ちかち かして、 描け やしない わ。」 

「然 う で ござい ま せ う とも。」 と淸は 吞 込んだ やうに 言 つ て、 

それ  ハらっ 

「あの 位の 御病氣 だった ので 御座いま すから、 其 はもう、 目 もお 弱くな つて 在し やい ませう し、 少 

な  それに 

しで も 御 無理 を爲 すつ ちゃ 可け ません わ。 加旃、 今日はお 天氣が 好い ものです から、 お 庭が 何です 

か、 ぱっとし 過ぎまして：： でも 好い 陽氣に 成った では 御座いま せんか。 恁 うお 暖かに 成ります 

ひとりで  どうか 

と 自然に 御 病氣も 薄らいで 參り ませう でございます。 切望お 早く、 ぉ床揚 をなさい ます やうに ね。」 

と淸 は世辭 笑を爲 た。 

「あ、 お前に は、 大層 世話にな つたから、 快く 成ったら、 私 多 度お 禮を する わ。」 と 春 江 子 は 元氣ら 


しく 一 K つて、 ぉ淸の 顏を蹬 めた。 

「まあ。」 とお 淸は 笑って、 

「何 を 下さいます の o」 

「何た つて、 今 差 あたって、 思つ きもし ない けれど、 紀 念に 何ぞ： ：o」 

「おや、 大變で 御座いま すね。 私 はお 禮 なん ぞ 頂きませんでも、 ぉ孃 さまが 快く 成って 下さいます 

れば、 其が もう、 何より 嬉しい ので 御座いま すわ。 一時 は本當 に、 甚麽に 御 心配 致した か 知れ やし 

ません よ。 です けれど、 私なん か、 御 心配 申す だけで、 何のお 役に も 立ち や 致しません。 本當 に、 

御 姉 様が 色色 氣を お着けなさい ますので、 甚麼 にか：： お 間のお 睦 じい 事と 申したら、 見て 居り ま 

しても お 羨し い 位で 御座います もの。 私の やうな、 妹 や 弟が 御座いましても、 腹が 異 つて ゐ るので 

は、 誠に 滿ら ない ので 御座います。」 

そんな  まし  おつか あ 

「さう。 那樣 話だった ね。 でも、 無い よりか 優 だ わ。 阿 母さん も 有る の だから。」  . 

！  あ  いそ 

「有っても 無い も 同じで ございます。 那の 位なら、 寧 そ 無い 方が、 佝 のく らゐ 助かる か 知れ やしま 

せんで 御座いま すよ。」 

ちつ  い 

「私 だって、 些とも 可い ことない わ。 と 言つ ちゃ、 御 父樣ゃ 姉さんに 濟 まない けれど、 阿 母さんが 

有って 無い やうな、 無くて 有ろ やうなん だから、 翁 始末が 惡 いわ。」 と赛江 は 想 出した やうに 溜息 を 
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な  しばらく  し 

吐いて、 に 伏目に 爲 つた。 ぉ淸 も、 はっとして、 惡ぃ事 を 言った ものと 氣が 着いて、 多 時 答を爲 

かねて 居た が、 良久あって、 

二ん ち  ち 

-ぉ孃 さま、 今日は 風 も ございま せんから、 些 とお- M でも 御 散歩な すって は 如. W で 御座います。 誠 

に氣 が晴晴 致します よ。」 

「然 うね。」 と 春， 江 は 張の ない HI に淚を 持って、 庭 を 見遣った が 風 ありと も 見えぬ 稱の花 は、 三片五 

片 ちらちらと 散って、 花やかな うちに、 何處か 寂寞の 氣 味が あろ。 

うち  いで  どんな 

「私 も 阿 母 さまが、 宅に お 在になる と、 甚麼 にか 樂み だか 知れ やしないの だけれ ど。」 と 力なげ な聲 

であった。 

「本當 でございますね。 然ぅ 致しましたら、 今よりか ずっとお 賑か でも 御座いませ うし、 旦那 様 も 

御 不自由 を 遊さないで、 甚麼 にお 樂み だか 知れ やしま せんのに。 11 です けれど、 其う ちに は、 

屹度 元 ど ほりに ぉ歸 なさる ので 御座いませうよ。 いくら 旦那 さまが 一 酷な 事 をお 仰っても、 恁 うし 

てお 二人までお 立派な ぉ孃 さまが お 有ん なさる ので ございます もの、 然ぅ 何時までも、 意地 をお 通 

しなされろ もの ぢゃ 御座いません。」 

「どうか、 然ぅ 成って くれれば 可い けれど、 御 父 さま は 又、 言 出した 事 は、 一歩 も 後へ引 かないと 

云 ふ 御 氣象だ から、 今のところ 迎も 望がない の。 本 常に 阿 母 さま もお 可哀 さう でなら ないし、 私考 


出す と 何だかもう、 心細く 成って 爲 様がない の e 一と 春 江 子 は 一 際聲を 沈めて、 訴 へる やうに 首った.^ 

「お 察し 申します わ OJ と淸は 染染言 つて、 

「何 御 不足ん お 有ん なさらな いお 鉢で、 是 ばっかり は眞筒 皆様の 御 苦勞の 種子な ので 御座います。 

萬 望お 早く、 旦那 さまが 我 をお 折り 遊して、 お宅 へ ぉ迎 へ 遊ばす やうに なれば 宜しう ご ざ い ま す 

ね。」  . 

f ひ 

「だから、 私心 配な の。 姊 さん は 叉、 あんな 强ぃ氣 象 だから、 何ともお 思ぢ やない の だら うけれ ど、 

まったく 

私 は 姉さんと は、 3 具 筒反對 なの。」 

「それ はね、 奈何して もお 孃 さまの 方が、 何 かに 心； IS くて 在 しゃいます から。」 

し £ らく 

「ああ、 多： 時お 尋を しないんだ けれど、 矢 張 色色 心配ば つかり 爲 てお 在な さるで せうよ。 早く 快く 

なって、 私行って 上げな くち やならない の だけれ ど：：。 一と 可懷 さう に 言って、 慷 さう に身悶 する 

のであった。 

ちき  い で 

「直で 御座いま すわ。 今一 一 週 2§ も經 ちま すれば、 屹度お 出に なられます わ。， 一 

「どうかね、 c 十く 快くな りたい もの だ わ。 —— 私 は 阿 母 さまの 心 を 善く 知って ゐ ろの。 御 父 さま は 

那麼に 有 仰ろ けれど、 那は 5sf 人氣 質の、 頑固と 云 ふ i,G なの" 軍人 は 名譽を 重んずる、 それ はもう、 

そんな 

誰た つて 然ぅ思 ふの。 だけれ ど、 阿 母 さま だって、 何も 那樣、 御 父 さまの 不名饗 になろ やうな：： 

夫人  一 


五 四 li 

ちゃん  よし 

ねえ、 私 丁と 知って ゐ るの。 設んば 過が あつたと ころで、 其 は 決して 阿 母 さまの 心から ぢ やない 事 

きのどく  ま つ たく つ ま 

は、 私が 丁と 知って 居る の。 だから、 私 は 阿 母 さまが ぉ氣 毒で ならない の。 眞 筒滿ら ない 境遇に お 

在な さるの だもの。. -ーと 春 江の 目 は、 知らず 識 らず耀 しくな つて 来る。 お 淸は當 惑した やうに、 性 促 

して ゐ たが、 

一 です か、 私 は 善く は 存じない ので ございます けれど、 其 はもう、 然 うに 違ない ので 御座いませ 

うね。 ぉ寫眞 を拜見 致しました 處で、 誠に 品の 好い、 目元のお 優しい 氣 立の 好 ささうな 御 方で 御座 

います もの、 其 は 吃 度 何 かの 問 違に 遠ない ので 御座いませう けれど。」 

「御 父 さま は义、 よし 遠に しても、 恁ぅ云 ふ 間違 は 家の 瑕瑾 になる から、 棄て ちゃ 置かれな いと 

有 仰って、 其 はもう、 なかなか 頑固な の だからね。」 

さ  ど-ついた  -んら つ 

「然 よで 御座いませ うね。 何 致しても、 私共の やうな 身分と は 違って 在し や ろ ので 御座いま すか 

ら。」 

「あ、 軍人 だから 尙更 なの だ わ。」 

きつ  ゐらっ 

「强 ちお 氣が强 くて 在し やる のぢ やない ので 御座いませう けれど、 其處が 御身 分が お 高くて 在し や 

おち 

ろ だけに、 意 ふやう にならない と 云 ふやうな 事. お 有ん なさい ませう し、 なかなか 難し いんで 御座 

います わ。」 


「考 出す と、 私 何だか 氣が恼 惜して、 もう 爲様 がない の。」 

「何にも 考 出さずに 在し やい ましよ。 御 病氣に 障っても 惡 ございま すから、 阿 母 さまの 事 は、 其う 

ち 吃 度 善く 成る ものと、 お 思 ひなす つて 在し やい ましよ。 那樣事 は 御 姉 さまに お任せ 申して、 貴女 

はお 年 も 行かない のです から、 唯氣を 面白く 持って 在し やい ましよ。 氣 から 病氣が 出る ので ござい 

ますから ね。」 とお 淸は忠 實忠實 しく 言 慰 め て 、 

「あれお 孃 さま、 あの 櫻の ちらちらと 散る 處は、 何とも 首へ ない 美し いぢ や 御座いま せんかね。 那 

麼處 を畫に 遊して は 奈何で ございます。 其と も、 あの 袖垣の 山吹が 好い ので 御座いま すか。 躍躑も 

大分 色づ いて 來たぢ や 御座いま せんか。 さあ、 些と お出な すって、 其處 いら を 散歩して 見 ませ うぢ 

や ございま せんか。」 と狎狎 しい 身 振で 誘 はう とする。 

赛江子 は輕く 額いて、 慵ぃ身 を 起して 緣先 へ 立 出で たが 、清が 沓脫の 上に 直した 庭下駄 を 穿いて、 

旋て靜 に 庭に 降 立った。 お 淸も續 いて、 古 下駄 を 突かけ て、 芝生の 緣に沿 ふて、 櫻の 木蔭へ と 歩 を 

移す のであった。 

「去年 は 此の 處で、 田 樂を燒 いて、 お 花見が 御座いま したのに、 今 歳 はお 孃 さまの 御病氣 やら、 旦 

那 さまのお 勤が お 忙しい やらで、 其 も 御座いま せんし、 皆さん も 何です か、 今年 は 一 つ 年 をお 取ん 

なすった 所爲 です か、 ずっと 大人に お 成ん なすって。」 

」 ^夫人  五 四 一一： 


「ああ、 然 うね c 御 父 さま は、 矢 張お 忙しくて 在 るの。： 

「もう、 昨 晚も九 時 過に お 退に なりまして、 今朝 は 叉 八 時半 頃お 出 ましに 成りまして 御座います 

よ。」 

「然 う。 ぢゃ 愈よ 戰が 始まる のぢ やない か 知ら。」 

「そんなお も 伺 ひません やうで 御座います けれど、 龍さん (馬丁の 名) のお 話で は、 何でも 追 着 

近 衞師團 に 動：： s の 御沙汰が ある だら うと か 申しまして、 少し 傻麻窒 斯の氣 が あるから、 お供のお 聽 

が 出ない と滿ら ない と 申す ので、 此頃は 毎日 毎日 病院 通 をして、 お 酒 も 戴かず、 藥 ばかり 飲んで 居 

ります の。」 

「さう。 ぢゃ然 うか も 知れない わ。 御 父 さま も、 去年 御 病 氣を爲 すって から、 滅 切お 鉢が おおくお 

成ん なすった のに、 愈よ と 成れば、 這 度 は 幾 一い 所 だし、 隨分御 苦勞な .譯 だ わ。」 と 春 江 子 は 櫻の 木蔭 

め， 0 ら 

に 立 寄って、 物 希し さう に 梢の 花 を： あげた。 

「露 西亞は 强ぃ國 だと か 申します から、 隨 分お 骨折で お 座い ませう ね。 萬 望ま あ、 始まらないで 纆 

まろ やうな ことに 成れば 可う 御座いま すね。」 

「又 然ぅも 行かない の だからね。」 と眞 白い 手 を 伸して、 櫻の 一房 を 千切って、 句 を g< ぎながら、 

「おう、 好い だ こと。」  . 


こんな  ど 5 

「這麼 まあ 綺麗な 花が、 奈何して くんで 御座いませ うね。 人 も 女と 生れた からに は、 恁ぅ 有りた 

いもので 御座いま すね。 私の やうな 野末の 蒲公英 か 蓮華草の やうな もの は、 から 爲 様が 御座いませ 

ん ね。」  . 

「お前 は 叉 那麼事 を 言って お 在 だよ。 女 は 顏容に 由らない わ。 綺麗 だって、 賤 しい 藝者ゃ 何 か 在ろ 

ぢ やない か。」 

きり や 5 

「それ はま あ、 然 うで 御座います けれど、 成らう ことなら 縹致も 好くて、 而 して 物 も 出来て、 氣立 

も 優れて 居た 方が 可いで は 御座いま せんか。 ぉ孃 さまの やうに。」 

それ  ふし あはせ 

「でも 世の なかには、 鏢致も 好く、 心 も 優しくて、 其で 隨分簿 命の 人 も ある ぢ やない か。」 

やつば り 

「それ は然 うで 御座いま すね。 して 見ます と、 矢 張 名 名の 運賦 天賦と か 申す ので 御座いませう， 

ね。」 

それ 

「櫻の 花に くの も、 蒲公英に 咬く の も、 其が もう 名 名の 運ぢ やない かね。」 

まったく  つま 

「眞箇 で 御座いま すね。 女 は 何と 云 ふ滿ら ない ものなん で 御座いませう。 誰し も緣に 就かなくて は 

成らない ので ございま すが、 良人 次第で 面白く も、 滿ら なく も 成る ので ございま すから、 此 位意氣 

地の ない 者 は 御座いません わね。， 一と 沈んだ 聲で 述懐ら しく 言 ふ。 

「でもお 前 は、 一 生 良人 を 持たない とお 言 ひだった ぢ やない か。」 

前夫 人  五 四 五 


■1  五 四 六 

つ か 

「ほほ、 然 うでした ね。 ぢゃ 一 生.， ぉ孃 さまのお 側で 逢って 下さいます か—」 

「ああ、 可い とも。」 

「ぉ片 づきに 成りましても。」 

「お前 さ へ 居て くれれば、 私 は 何時までも。」 

「それ 程に 參 りませんでも、 萬 §; ぉ孃 さまのお 片附 先までお 供 を 致しまして、 奥様に お 成 遊ばす 處 

を拜見 致しまして、 成らう ことなら 赤さん のお 世話が 爲て 見た う 御座いま すわ。 甚麼に 好い 奥様に 

お 成ん なさい ますで 御座いませう。」  . 

「可 祆な淸 だ わ。 這麼 病身で、 餘所へなんぞ行かれゃ^^なぃゎ。」 

「でもお 孃 さま、 直で 御座いま すよ。 私共の 稚 友達で.. もう 子供の 二人 も 有る のが、 幾許 も 御^. - 

ますよ。」  . 

春 江 は返辭 もぎず、 木蔭 を 離れて、 に 動いた が、 丁度 廻緣の 向の 庭の 隅から、 首輪 を 鳴し な 

がら ジョンと 云 ふ大ぃ 洋犬が、 い 目を爲 ながら 此方へ 遣って 来た。 舂 江 は 近づいて、 跪 坐んで、 

頭へ 花房 を 突つ けながら、 頭 を： i でて ゐ ると、 其處へ 姉の 俊 子が 現れる。 


俊 子 は 今玆 十八 歲。 けれども、 其の 身長の 細長い のと、 顔の きつ そりした のと、 鼻の 度 强く秀 た 

のと 氣 骨の 髙 いのと、 一文字 形の 眉の 濃い のとで、 年より は 二つ 三つ も 更けて 見える。 加旃體 度の 

男性的な の は、 大に 妹の 舂 江と 趣 を 異にして、 若し 較大ぃ 其 口元の 幾分 婀娜 なと ころと、 二 皮 目の 

ばっちりと 清し いうちに、 一種の 情愛 を湛 せて 居なかったら、 被 女 は、 何う 見ても 女性と は 額れ ぬ 

位で あらう。 

額際の 美しい こと、 髮の 濃い こと は 春. 江より は數等 上で、 權 威と 品格と に 於て は、 世 2§餘 り 多く 

見受けぬ 立派 さで ある。 色 は 白い と は 謂へ ぬ。 

し P ちん 

俊 子 は色氣 無しの、 無造作な 夜會 に、 身に は 素朴な 綿 八 丈、 白 茶 地の 襦 珍の 古びた の を 締めて、 

ij  fW 一  こ £ ん I  あゆ V よ 

紬の拼 の 長い 書生 羽織 を 着けて 居ろ が、 雪沓 を 穿いて、 大 i;;- に 此方へ 歩 寄りながら、 

あんま  i  さめ き 

「舂 江さん、 貴女 餘り 外へ 出ない 方が 可 いんだ わ。 未だ 十分 熟が 冷 切った と 云ふ譯 でもな いんです 

から。.」 

「もう 大丈夫よ。」 と 春 江は俛 きなが ら言 つ た。 

「然 う。 ぢゃ 可い けれど、 今日なん か、 此で なかなか 風が 寒い のです からね。」 

「は あ。」 

「私此 間に、 ざっとお 孃樣 のお 部屋 を 掃除して 參り ませう。 一と 淸は 刻足に. 彼方へ 去った。 

* 人  .  ....  Ifelv 


s 四 八 

「貴女 今朝、 善く 寐 入って 居ました ね。」 と 俊 子 は 側に 屈みながら、 妹の 氣色を 候 ふ。 

ち つ 

「然 うでした か。 私 些とも 知りませんでした よ。」 と 春 江 は 笑 窪 を 見せて、 

「あの、 姊 さん、 戰爭が 始まる つて、 然 うです か。」 

「さう ね。」 と 俊 子 は 反って 怪詠 らしく 妹の 顔 を 暖めて、 

ちつ  そんな  ど 5 そんな 

「御 父 さ. i へから は、 些とも 那 様お 話はありません し、 私 もお 聞き 申し もしない けれど、 奈何 も那様 

様子 だ わ。」 

「戰爭 が 始まれば、 御 父樣も 行つ しゃろ でせ うね。」 

1 , いらつ  こ ご ゑ 

「勿論 行し や るで せ う。」 と 姉 は 低 聲に首 つ て、  - 

ち つ 

I 夠父 様の 御 様子 は、 平生と 些ともお 變 はない けれど、 能く 春 江さん の 病 氣を氣 にして、 お 勤に お 

出に なろ 時と、 ぉ歸の 時には、 吃 度 私に 注意 を爲 すったり、 容體 をお 聽き なすった のが、 此頃は JI^ 

どころ 

處ぢ やない やうな 御 様子な の。 ひょっとすると、 急に お 立に 成る かも 知れない わ。」 

どんな 

「お 留守に なったら、 又 甚麼に 心細いで せう ねえ。」 

し かた  たと  いで 

「其 は爲 方が ありません わ。 設ひ 一年が ニ年戰 地に お出な すった つて、 御 父 さま は御國 のために 責 

務 をお 盡 しな さるので すから ね。 そして 甚麼に 御苦勞 をな さる か 知れ やしない。 其 を 思へば お 留守 

いづ  , 

居の 心細い 事なん ぞ言 つて は 居られません もの。 孰れ 後始末のお 話 も 有る でせ うし、 事によると、 


叔父さんの お宅へ 引取られろ 事に 成ろ かも 知れません けれど、 這 度 は 一 一人と も 好い くら ゐ年も 取つ 

てゐ るの だから、 何う か 可成なら 此 ままに、 人の 御 厄介に 成らな いやう に爲 なければ 成りません 

わ。」 と 姉 は 雄雄しく 言った。 ， 

「私 も 其の 方が 可い の だ わ。 而 して、 事に 依ったら、 阿 母 さまに 來て 戴けば、 甚麼に 好い か 知れ や 

しません のね。. 一 

「え、 阿 母 さま を？」 と姊は 柳眉 を颦 めて 反問した。 

しばたた 

「可け なくって。」 と 春， 江 は怯ぢ たやう に、 目 を連瞎 いて、 「阿 母 さまに 來て 戴い ちゃ 可け なくって？」 

「貴女 は 本 當に阿 母 様 思ね！」 と 姉 は 張の ない 聲で首 つて、 

「春 江さん、 贵女 そんなに 阿 母 さまが 戀 しくって？」 と 優しく 聞いた。 

春 江 子 は 目に 淚の露 を 一 ト零ニ タ举、 輕く 頷いて 差俛 いたが、 良久あって、 

い  どんな 

「阿 母 さまが お出でな されば、 甚麼に 好い か 知れ やしな いぢ や 有りません か。」 と訴 へる やうに 首 ふ 

のであった。 

「それ は、 まあ 可いで せう。 私 も 然ぅ思 はない 事な いんです けれど、 —— 私 は 左に 右、 春 江さん の 

爲に、 然ぅ思 ふので すけれ ど、 其で は 御 父 さまに^まない のです。 御 父 さまの 先祖に 對 して まな 

いのです。」  . 

前夫 人  五 四 九 


五 五 〇 

「姉さん、 其 は 私 も 知って をり ますの。 です けれど、 阿 母 さま もお 可哀 さう-ちゃ 有りません か。 阿 

母 さまが、 惡 いのです か 知りません けれど、 其 だって、 私達の 母親 ぢゃ 有りません か。」 と 少し 聲を 

甲高に 爭 はう とすろ。 

「然 うです の。 贵女 は氣が 優しい から、 其 はもう 爲 方がない の。 其が 人 かも 知れません のです。 

だけれ ど、 其ぢゃ 人の 過に 對 する 制裁と 云 ふ ものが 立た なくなる わ。 だけれ ど、 春 江さん、 私 阿 母 

さまに 制裁 を 加へ やうと 首 ふの ぢ やない のです よ。 其 はもう、 御 父 さまが 赦 してお 上げな されば、 

其の 位 嬉しい 事 はない の だけれ ど、 其で は 御 父 様の 名眷 に、 瑕が 着く と 云 ふ ものな のです。 拭 ふに 

拭へ ぬ 瑕な のです。 是 迄の 動 功 も、 其が ために 幾分の 汚點を 蒙る と 云 ふやう では、 誠に^ まないで 

は 有りません か。」 と 姉 は 念 はず 辯 じたが、 急に 氣を替 へて、 

「です けれど 春 江さん、 貴女 病氣に 障ろ と 可け ません から、 んぅ這 麼ぉ話 は 休し ませう ね。 女 は 

何爲然 ぅ氣が 一?^ いでせ うね。 世の なかには、 隨分 父親 も 母親 も、 兄？^ もない 人が 在ろ ちゃ ありませ 

ん か。」 

そんな  どんな 

「那樣 人 は、 まあ^ 麼に 心細いで せう。」 

むやみ 

「然ぅ 貴女の やうに、 濫に 心細が つて 居った HI に は、 一日 も 安心して 活 きて ゐられ はしな いぢ や 有 

りません か。 ですからね、 設ひ 貴女に I： 母さんが なくった つて、 贵女を 護ろ 神 も あれば、 愛する 人 


も澤山 あろので すから、 何 かに 就けて、 一 々寂しがらない やうに、 氣を 面白く 持って お 在なさい よ。 

此が 正常に 阿 母さんと 呼んで 差閊 のない、 慈愛 も あり 淑德も ある 母親なら ば、 其 はんう 何より 難 有 

いのです けれど、 其 だけの 德 のない 母親なら、 寧 そ 無い 方が、 優なん ですからね。」 

「でも 親 は 親なん です もの。」 

「其 は、 自然 的 然ぅ言 ふ 關係は 有ろ のです けれど、 御 父 さまから 離緣を 成す つた 以上、 其 も 緣が切 

れて 居ろ のです。」 

「御 父 さま は離緣 をな すった でせ うけれ ど、 阿 母 さま は 何も、 私達に 惡ぃ 事を爲 すった 譯ぢ やない 

のでせ う。」 

「直接に は、 何も 惡ぃ 事と 謂つ ちゃ、 爲 さり はしない けれど： ：。」 

「阿 母 さま は、 私達に 對 して は、 其 は 誠に 善くして 下す つたの だ わ。 今でも！ &張 私達の 身の上 を 案 

じて、 ^麼 に氣を 揉んで 在し やる か 知れ やしない のです もの、 一概に 阿 母 さま を惡 いと 思 ふの は、 

本 當に濟 まないだ らうと 思 ひます の。」 

あんぷ  ちゃ まち 

- そんなに 私達の 事 を氣に 懸けて 下さる のなら、 何 だって 那麼. ： 其が 大體阿 母 さまの 過なん でせ 

うよ。 本當に 私達 を 愛して 下さる 御 心なら、 決して 那麼 事に は 成らない だら うと、 私 はま あ 思 ひま 

すの。 です けれど、 過ぎた事 は爲 方がない。 阿 母 さま を 咎める の は、 私達の 事ぢ やない のです。 私 

前夫 人  五 五一 


五 五 二 

そんな 

達 は、 那様御 母 さまの 有った 事 を愧ぢ て、 十分 御 父 さまの 御 心 を 汲んで 上げなければ ならない ので 

す。 貴女 は 阿 母 さま を可哀 さう だと 有 仰る、 けれど 實際御 父 さまが ぉ氣 毒で ならない のです。 御 父 

さま を 一 酷 だなん と 思って は、 眞箇濟 まない のです。 御 父 さまのお 受けな すった 傷、 其 を も 察し 申 

すと、 私達 はも 互に 品行 を愼ん で、 氣心を 高く 持って、 二倍の 孝行 を爲て 上げなければ ならない の 

です。」 

それ 

「其 は 私 だって 然ぅ思 ひます わ。」 

「然 うでせ う、 ですから 貴女 も、 阿 母 さま をお 可哀 さう と 思 ふなら、 十分 心 を 磨いて、 立派な 婦 A 

あやまち 

に 成って、 そして 阿 母 さまの 過 を 償って あげる だけの 心掛 がなくて はなる まいと 思 ふので す。 然ぅ 

すれば、 阿 母 さま も 安心して お 在な さるで せう し、 所詮 阿 母 さまに 對 しても、 此上 もない 孝行に 成 

ろので す。」 と 相手が 病人で ある 事 を 忘れた かの 如く、 姉 は 熱心に 說 くので あつたが、 忽ち 心づ いて、 

そんな  ど • つ  からど 

「まあ 那樣事 は 奈何で も 成る でせ うから、 貴女 は氣に 懸けないで、 體を 丈夫に して 下さいよ。 御 父 

よ ヅぼど 

さまが、 愈よ 戰地 へで もお 出に なれば. 猶の事、 二人で 家 を 守らなければ ならない のです から、 餘程 

氣を 引締めて ゐ なくて は 可け ない のです。 學校 も恁ぅ 長く 休んで ゐて は、 爲 様がない のです から 

ね 0  1 

「病氣 はもう 大丈夫よ。」 


こんど 

- いいえ. 又 板 返す やうです と 可け ません から， 這 度 は 十分 養生して 下さいよ。 - 

「は あ、 私 何だか 寒氣 がすろ から、 裏へ 人り ませう。」 と 春， 江 子 は 膝の 花片み-打 拂 つて、 急に 身 を M 

した。  . 

俊 子 は：： 艰遣 しさう に、 妹の 顏を打 眺めて、 後に 續 いたが、 部屋の 前まで 来ろ と\1| じく 緣 先へ 走 

二し ちと 

出た の は 侍女のお 淸で、 其 處に腰 を 屈めながら、 

「ぉ孃 さま、 麻布から お出に なりました。」 と 首 ふうち、 早 や 部屋へ 通った の は、 卅 五六の フロック 

で たち  ら 

打 粉の，々" 士、 眞白レ チョッキの 胸に 金鎖 を晃 つかせて、 ぎろ りと した： E に は暴胆 鏡、 でつ ぶりした 

頰の 髯は較 伸びて、 髮を 短く 刈 込んで ゐる、 餘り 大ぃ體 ではない が、 肩 は 張り、 色は黑 く、  口 は 引 

締 つて、 素朴と 嚴 格と 高尙 とが、 好い 工合に 調和 を 保って ゐる。 武官で な いのは 勿論で あるが、 何 

處か 英ハ拟 識爽の 風が あって、 取籍 はぬ うちに 一種の 威嚴 を- つて ゐる。 

「や あ、 御 病氣は 未だ 涉涉 しからん と 聞いた が、 散歩が 出来る や うぢ や、 案じろ 程で もない 0J と 笑 

顏を 作って、 緣へ立 現れた。 

-は あ、 有難う。」 と 妹 は可懷 さう に 見 あげたが、 俊 子 は 突立って、 會 釋を爲 たきり、 多時默 つて ゐ 

， ) 0 

「其で 何です か、 床 はもう 揚げて 了った のです か。」 と 姉妹の 顏を 見比べ る。 

前ジ人  五 五三 


.  五 五 四 

「は あ、 いいえ。」 と 俊 子 は幽に 答へ て、 

あちら 

「淸、 彼方のお 座敷へ 御案內 巾したら 可いで せう。.」  . 

「いや、 此で渫 山です。 實は、 御 病氣は 奈何 かと 思って：： 御 庭の 樱も、 なかなか 美事です ね。」 と 

すす 

闘 際の 處に 坐った ので、 お 淸は遽 てて 座 布團を 侑め る。  . 

姉と 妹と は 上へ 登って、 下手の 方に 坐って、 更 めて 挨楼 をした が、 此は 二人の 爲には 叔父の、 關 

-f はさし あ 

谷 謙 三と 云 ふ純士 で、 今 ®^ 合って ゐた、 所謂 母の. 雷の である。 

し £ らく 

謙 三 は 廿八九 年頃の 大學の 法科 出で、 其 當時ク 《時 地方 廳に職 を 奉じて 居た が、 今 は 内閣の 書記官 

を 勤めて、 豪し い 敏腕家と 謂 ふ ほどで な いまでも、 先 令名の 有る 方で、 其の 勤勉な のと、. 篤實 なの 

とで 前途有望と 稱 せられて 居る。 彼 自身 も、 大した 野心 を 懐いて ゐな いので、 未來の 大臣 を氣 取つ 

ただ 

て 官 海の 浮游 術に 心を碎 かう と 云 ふ 風 も 見えぬ が、 單 「使へ る 人物 だ」 と 云 ふの は 一般の 評 制で、 

又 過たぬ 批判で あろ。 其 器から 謂へば 參事官 が適當 で、 又 今のところ、 其 以上に 發展 した 抱負 を以 

つて 居 やうと は 見えぬ ので ある。 

學生 時代 11 いや、 寧ろ 其の 少年 時代に は、 多くの 困難と 打鬪 つた。 で 意志の 健全 を i 得た 

比 に、 丁度 拯 取られて、 學資を も 給せられ、 監督 を も 爲られ て、 先づ 甚だしい 逆境に 立つ ことん 

なく、 邪 徑に踏 入る こ ともなく して、 首尾よく 中舉 から 大擧の 科 程 を蹈ん だので ある。 


謙 三 を 扱った の は、 卽ち 今の 有吉 陸軍 少將、 其 頃の 少佐 有吉佐 武郞其 人で、 今の 俊 子 春 江 子の 嚴 

父、 彼が 姉の 爲には 良人た る 人で ある。 其 は 丁度 彼の 尋中 時代で、 有吉が 佐官に 昇進した と 同時に、 

或 夏の 休暇 を 一度 鄕 里へ 歸 省した 時であった。 少佐の 知人の 周旋で、 謙 三の 姉 勢子 は有吉 家に 歸ぃ 

で、 愛でた く 手を携 へて 上京した が、 同時に 謙 三も拉 れられ た。 

關 谷の 家 は 素と 中流の 士族で、 勢子が 十二 三 歳の 頃 迄 は、 可也の 生計 を 立てて ゐ たので あろが、 

とつ  のこりす くな 

有 吉へ歸 いだ 時分 は、 父が 病死して から 次第に 傾いた 資産の 殘 少 となった 比で、 母と 弟の 謙 三と 

三人、 細細と 煙 を 立てて 居た。 其で、 力と すろ の は 謙 三 一 人で、 學 事の 成績が 頗る 優等な ので、 前 

途に 多大の 希望 を 懐いて ゐろ のであった が、 扨 學資が 其まで 續くか 奈何 か は、 疑問であった。 否、 

此 多望な 少ハ牛 は、 高等の 敎 育を受 くべき 資力の ないど ころ か、 今にも 畢事を 中絶して、 一家の 生計 

を 支へ ねばなら ぬと 云 ふ 悲運に 臨んで 居る のであった。 

勢子 は 恐く 美人であった。 敎育は 高等 小學 卒業に 止まって ゐ るが、 天性 才はぢ けた 方で、 其の 碧 

さま 

味 を 持った、 黑眼 勝の 一皮の 目の、 一種の 情 を 帶んで ゐる狀 は、 人に 依って は 凄い と 首 はれる 程で 

あった。 柔順と 云 ふより は、 寧ろ 如 才の無 さ 過ぎる 方で、 必ずしも 惡黠 いので はない が、 商 入の 妻 

君なら ば 左に 右 軍人の 夫人に して は、 今一 際き りり とした 處 があった らばと 思 ふくら ゐ。 髮の たつ 

ぶりした、 肉 づきの 豐な、 色 は 中 白、 鉢 も中脊 で、 其 癖 骨 組が 華奢な ので、 如何に.， > 嫂婷 として Bf^ 


五 五六 

える ひ 

母親 は 非 〈s の滿 足で、 是を 冥途の 土產 に、 何時何時 死んでも、 亡き 良人に 自慢話が 出来る。 其 上 

謙 三 も 好い 義兄 を 有って、 大船に-^ つた やうな • 心 持が 爲る。 ^れ、 るの は 辛い が、 其う ち 孫で も產れ 

そ ^ 

たら、 顔 見に 行く のが： E より 樂 みと、 ；大 へで も 昇った やうな 氣に 成った が、 其 も 其 害で、 彼女 は 事 

赏 娘の 嫁入 支度と して は、 何等の 衣裳 調度 を 調へ る 力 もなかつ たのに、 軍人 氣 質の 有吉は 裸が 可い 

と 云 ふので、 質朴な 結婚式 を擧 げたの ち、 謙 三が 一 人前に 成る まで、 萬 事 世話 も爲、 監督 もす ると 

けれども 

云 ふ 5 で、 自分から 强 ひて 引取った 位な ので。 雕然、 冷淡と いふ 程で はなく とも、 而 して 此 結婚 

に對 して、 決して 不 滿を懷 いて 居た ので はなく とも、 勢子 は 然迄 喜び も爲 なかった。 

ただち 

喜んだ の は 謙 三で ある。 彼 は 直に 有吉の 義弟と して 其 懇篤な ろ 保護 を 受け、 新な ろ學校 生活に 登 

つた。 初め 有吉 は、 謙 三み- 勸 めて 海軍に 入れ やうと したが、 謙 三 は 何 爲か餘 り 軍人 を 好まなかった。 

有 吉の說 は 至極 簡 短で、 日本 は 四面 環海の 國 であろ から、 進んで 攻む るに しても、 退いて 守る にし 

て も 海軍が 必要で あろと 云 ふの を根據 として、 多少 當 時の 世界の 形勢、 東洋の 事情に 關す るき 家の 

意見 を附 し、 3;- 兒爲す あらんと 欲せば、 ： 球 艦 操縦の 術 を銶ら ざる 可から ずと 說き、 猶 一身上の 都合 


上より 見ても、 武人 も 亦才榦 によって、 榮 達の 差等 は 有ろ としても、 概して 成功の 堅實 にして、 且 

っ迅 いのは 武官で、 有事の 秋に 當 つて、 身を將 つて 國に殉 ずる は 當然の 義務で あるが、 其 代り、 陛 

下の 御 思 召に!！ ひ、 國 民の 敬愛 を. 受 くろ 事 も 亦 非常で、 謙 三の 如き は、 軀斡 長大に 失せず、 虛；^ の 

病な く、 文事 も 有り、 思慮 もあって、 最も 海軍 士官に 適して 居ろ。 今の 秋、 身 を 海軍に 置かず して、 

將た 何の 處に身 を 立つ るの 地み-求む る、 云云と 熱心に 說 くので あつたが、 由来 悧巧な 謙 三 は、 に 

右豫備 校の 試 驗を受 くる 前に、 體 格檢査 をして 貰 ふと 云 ふので、 唯唯と して 席 を 退き、 面前で は 一 

首の 反抗 を も 試みなかった。 心臓と 耳と が惡 いと 云 ふロ實 で、 彼は體 よく 吉の勸 誘 を \lt けた。 然 

たら ネ  カづ ら  ニ* つめ Js 

ろの ち 徐ろに 自分の 志望 を說 いて、 十七 歳 弱の 少年に して は 希し い 思慮と 抱負と を微 見した の 

で、 有 吉はー も 二 もな く 賛成の 意 を 表して、 自分の 生命に 恙の 無い 問 は、 必ず 大舉 卒業までの 保護 

を 怠らぬ 旨 を 約す るので あつたが、 謙 三に 對 すろ 愛 は、 是 より 愈よ 濃密 を 加へ て 来た。 

謙 三 はぎして、 其 歳 二十に して 大學の 法科に 進んだ。 勢子 は旣に 長女の 俊 子 を 設けて、 有吉 との 

間 は、 愈よ 琴瑟相 和して ゐた。 變遷は 單だ是 に 止まらぬ。 故鄕の 母親が、 其の 多年の 志望の 如く、 

初孫の 顏を 見る 爲 めに 上京して 一 年 目、 宿 病の 胃弱 は 胃 塊癰と 成って、 問 もな く 其 婿の 家で 永眠に 

"たんー-ト 

就き. 有吉は 再度 昇進して、 大佐と は 成った。 爾來 少將に 昇進す ろまでに は、 最も 多くの 時日 を 費 

したが、 然し 有 吉が作 戰計畫 の 智略に 長け てゐ ると 云 ふ^と、 部下 を 率 ゆろ 堯誠を 以てする のと、 
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i: 僚に 對 して 磊落で あるのと、 廉直で あろのと で、 好將 軍の 名 は、 夙く 此 時から 陸軍 部內に 聞え て 

居た ので。 

たおち 

卒業した 時、 謙 三 は 優等の 成績で あつたが、 直に 地方 廳の 參事官 として 赴任し、 二 年ば かりして、 

今の 中央の 書記官に 轉 任した が、 前途有望の 良吏 を以 つて 上 長官に 指 目せられ て 居る。 

有 吉は謙 三に 取って は、 第二の 親で も あり、 兄で も あり、 師 でも あるので、 彼 は 其の 姉が、 有吉 

に對 する 不貞の 罪の ために、 1： くべ からざる 怒 を 買って、 破鏡の 憂き目に 逢って、 此三四 年 悔恨と 

ほと 

慚愧に 身 を 責められて、 幾ん ど 幽愁 境に 陷 らんと して ゐる にも拘らず、 今 も 猶子の 如く、 第の 如く、 

有吉の 門に 出入して、 昔に 渝らぬ 敬愛 を献 げてゐ る。 有吉 もまた、 其 罪 を 憎んで 其 人 を 憎まず の 筆 

そ  あ ひか は 

法で、 赛に對 する 怒 を 其 弟に 移して、 多年 親愛の 情 を 殺ぐ やうな 事は爲 なかった。 彼 は 相 渝らず 光 

風 霧 月の やうな 襟度で、 昔の 義第 を、 今の 友人と して 遇して ゐ るので あるが、 金鐵 より 堅き 男兒の 

一 言 を 重んじて、 曾て 隻語の 其の 姉の 身の上に 及ばう とは爲 ぬのであった。 

謙 三 は其當 時、 恩人の 赫怒に 遇って、 直に 絶交 を 宣言せられ るで あらう と豫 期して ゐ たのに、 有 

吉の 態度 は 全く 反對に 出で て、 彼が 恐る 懼る姉 を 引取に 行った 時に、 

ど-つか あ ひか は 

「君の 方で 感情 を 害する やうな 事 もない やうなら、 切望 相 渝らず 交際 をして 欲しい、 否、 決して 君 

の 罪ぢ やない。 俺 は 又 君に 對 して、 寧ろ 氣 毒に 感じて をる くら ゐぢ や。 が、 どうも 爲 方がない。 今 


後の 處 置に 就いては、 俺よりか 君の 方が 好い 考を 持って をる ぢゃ らうから、 俺 は 其 事に 就いては、 

何にも 言 はん。 唯一 言言って おくの は、 今後 如何なる 事が 有らう とも、 覆 水 を 盆に 還す やうな 事 は、 

斷 じて 爲ん から、 其 だけ は 含んで 置いて 貰 ひたい。」 と 笑って 告げろ のであった。 

が、 有 吉と雖 も 情の 濃な 點に 於て は、 敢て 人後に 落ちない ので ある。 彼が 任? る 勇 斷を敢 てす るに 

ち と 

至った の は、 固より 彼が 家庭の 重大 事件で、 十 年の 愛 を 弊履の 如く 抛った の は、 忍ぶべからざる 汚 

辱 を 蒙った からで ある。 勢子 夫人 は、 見たところ 愛情 も あり、 思 遣 も あり、 又 一般の 常識 を も 具へ 

て、 賢と 云 ふ ほどで はなく とも、 少く とも 家庭 を溫 かなら しむる だけの 美質 は 保って ゐ たので、 家 

政 を 取 蹄って、 子女 を敎 育す る ほどの 才德 はなく とも、 良人が 一 日の 勤勞 を、 晚餐幾 杯の 酒に 忘れ 

, 、 .  -  たど 

しもる たけの 力 は 有った ので ある。 が、 單其 だけで ある。 彼女 は 其 以上、 武人の 名 譽と云 ふ 事 や、 

職責と 云 ふ 事 や、 武人の 妻た る ものの 淑德 や、 家庭の 眞 意義に 就いては、 曾て 深く 思考 を 煩 はした 

それに 

事はなかった。 加旃 意志 は、 1^ かと 言へば 弱い 方で、 自ら 節制し、 反省す る 習慣 を 養って ゐな いの 

で、 有吉が 若し、 情事に 關 して、 彼の 如く 粗大な 頭腦を 有って ゐ なかったら、 愛情 は疾に 冷却して 

了 ふので あったら うが、 彼 は ー齒の 婦人、 一 筒の 妻 を 知って ゐ るに 過ぎぬ ので、 其 問に 何等の 不滿 

足 を 感ずる ところ は 無かった。 

家に は、 始終 二三 人の 食客 は 居た が、 最も 持餘 したの は、 故 陸軍 少將野 村 某の 子の 健 太 郞と云 ふ 
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男で、 其の 時分 丁度 方方 失敗の 果、 故舊 友人に 見棄 てられて、 有吉の 家に 身 を 寄せて ゐた。 ハ牛は 二 

十七 八で もあった らう か、 素と 軍人 志願の 落第生で、 其 後 法律 を學ん だり、 外 國語を 修めたり した 

が、 生來の 怠け もので、 其 癖 生 意 _M で、 惡氣 のない、 意地 無であった ので、 何 を 修めても 成功し や 

うと も爲 ない。 二度目に 有 吉に泣 着いた の は、 丁度 奉職して ゐ た神奈 川の 巡 查を罷 めら れて、 飄然 

東京へ 歸 つて 来た 時の 事で ある。 

能と いって は、 柔道と 騎馬ぐ らゐの もので、 道樂は 比較的 多かった。 色 を 好む とい ふ 方で もない 

が、 强 酒家で あるので、 醉 へば 必ず 惡德を 働く。 有吉の 外套 を^に 入れても、 惡所 通は爲 かねぬ 方 

で、 法律 を 修めた のが 身の 毒に なって、 辯 口の 巧い のが、 幾度と なく 有吉 み-欺き、 又 勢子 を 欺いて、 

不思議に 甚 しい 怒 を 買 はない。 事實 怒る だけの 惯値 はない ので、 有吉も 一た び は、 十 年の 亂に 谷將 

軍に 附 いて、 熊 本に 籠城 を爲、 凝 諸 所の 野に 轉戰 して 殊功の あつ， た、 父少 將の武 勳を說 き、 爲 人虱， 

釆を說 聞せ て、 泣かぬ ばかりに 訓誡 を 加へ るので あつたが、 糠に 釘と は此 事で、 健 太郞の 耳に は、 

其 熱心な 聲が、 蚊の 鳴く ほどに も 響 かなかった ので、 有吉は 幾と 失望して、 

「國も 盛に 成って 来れば、 必ず 腐敗す る。 人物 も 二 代と は續 かぬ ものと 見えろ。」 と 熟 熟 嗟嘆す るの 

であった。 

健太郞 とても、 強ち 恩義 を 感じない 譯 ではない。 彼 は 何う かすろ と、 意氣 軒昂の 鉢で、 


「inn 吉 さんに は、 俺 は 必ず 酬 ふべき 時機が あろ だら うと 思 ふ。 俺 は有吉 さんの 爲に は， 水火 も 厭 ひ 

はせん。 一 朝 事が あれば、 屹度 身命 を 抛って 見せる。」 と大 言す るので あつたが、 其 を 耳に した 有吉 

は、 

「野 村 どんの 子息が、 俺の 爲に 身命 を 抛つ や うぢ や 世 も末ぢ や。 が、 何 か 役に立つ 事 も あろ ぢ やら 

う。，」 と 苦笑した。 

^^ととなり  もと 

けれど 健太郞 の風釆 は、 其の 爲 人に は 似 もっかなかった。 父 少將の 夫人が、 故 は 京都の 藝者 であ 

つたと 云 ふので、 母に 肖た 彼 は 一 言に して 言へば、 威あって 猛 からず とも 評すべき で、 色の 白い、 

目の 奇麗な、 鼻筋の 通った、 頰の ふつく りした 工合 は、 磨かば 玉の やうな 光 を も 放つべき 容貌で、 

凛々 しい カイゼル 風の ロ髯 に、 仇氣 ない 口元、 脊も 可也 高くて、 何處か 態度の 大様な ところ は、 誰 

が 目に も然 るべき 門地 の 貴公子と 蹈め ろので ある。 

勿論 其の 取留 のない 無 邪氣な 態度と、 毒の ない、 無頓着の 口の 利き やう、 其 等が 有吉 夫人の 氣に 

人った に は 相違な からう が、 這麼亂 暴な 厄介 ものが、 勢子に 嫌 はれ もせず、 彈 劾せられ も爲 なかつ 

け ヅ く 

たの は 不思議で、 實際 他の 勤 直な 書生よりも、 此の方が 結句 氣が 置け なくて 可い と 云 ふので、 一面 

眉 を 顰めながら、 一面 愛する? 態の あつたの は、 勢子の やうな 氣 風の 婦人に して は、 强ち 不合理と 

は 言へ なから う。 
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a 六 二 

健太郞 が神奈 川から 來た當 時 は、 意 氣も銷 沈し、 幾分 慚愧の 念 も 生じて ゐ たので、 毎， の 放肆に 比 

ベる と、 犬に 謹 愼の體 であった。 有吉 も、 結句 艱苦が 藥 だと 云 ふので、 多少 望を屬 して ゐ たが、 半 

年ば かり ぶらぶら 無駄飯 を 喰った 揚句、 彼 は 到頭 一 大罪 惡を 犯した。 

其 は 腸 窒扶斯 と 云 ふ、 病後の 衰弱 を 養 はう と 云 ふので、 夫人 勢子が 伊豆の 修禪 寺に 湯治 をして 居 

^'ぐらし  いくか 

た 時分で、 S- は 十月、 森の 蜩の聲 が 漸く. 1 らうと 云 ふ、 新凉の 頃、 幾日と なく 雨が 降績 いて、 勢子 

が 逗留して ゐた 旅館の あたり、 一面の 山海 嘯、 家 は 覆され、 樹は摧 がれ、 山が 崩れて 橋が 流れる と 

云ふ慘 劇、 死傷者 も 六 七 人 は 有って、 勢子 は 幸に も、 旅館の 位置が 比較的 高かった k 爲か辛 じて 生 

命 は 助かった やうな ものの、 浸水 は 免 かれなかった ので、 衣類 調度 を 流された のか、 其と も 盗まれ 

たの か、 指環と 時計と 手提飽 との 他、 一物 も殘ら なかった と 云 ふので、 有吉は 直に 健 太郞に 吩咐け 

て、 迎 かたがた 衣類 や 金子 を 持せ て、 修禪 寺へ 出立 させた。 

行って 見る と、 勢子 は 難 を 汚い 木賃宿に 避けながら、 蒼くな つて ゐた。 無論 回復し かけた 健康 も、 

ざ やく ち どり 

一時に 逆 戾 の 形で、 其 時の 可怕 かった 事、 再び 海 嘯が 襲って 來 はしない かと 云 ふ 虞、 唯 おどおど 

して 居る ばかりで あつたが、 健 太 郞の顏 を 見ろ と、 漸く 蘇生の 念で、 其 人 自身が 大に 親切で も あり、 

頼もしく も あるかの やうに 感じた ので あらう。 

さら 

健 太郞は 勞を犒 はれて、 其 晚は久 振で、 羽目 を 外して 酒 を 飲んだ が、 醉 へば 昔の 健太郞 で、 自身 


の 使命 は 何 鹿へ か 取 忘れて 來 たかの 如く、 散散 夫人に お 荷物 を 背負した。 

其 明くる 朝、 さは 全く 晴 切って、 出水の 迹の山 や 野に は、 肅條 たる 殘 炎の 日の 光、 一種 凄 凉の氣 

味 は； 大地に 充滿 ちて ゐ たが、 I 一人 は 頓に歸 京の 途に 就き さうな 氣色 もなかった。 

修禪 寺を辭 してから、 二人 は 熱 海へ 廻って、 其處で 三日ば かり 遊んで、 初めて 歸 京した ので あつ 

た C が、 之 を摘發 したの は、 同じ 有吉の 食客の 一 人 某で、 健 太 郞に對 する 夫人の 同情が、 歸來頓 に 

加 はって 來 たの を、 窃に E を聳 てて、 評って 居た が、 一日 健 太郞が 夫人 G ルビ ィ 入の 指環 を 袂に持 

つて ゐ るの を 發 見して、 其 出 所 を 詰った。 が、 無論 一 笑に 附 して、 實を 告げなかった が、 旋て 其が 

變 じて 散髮 代と 展り、 煙草 代、 酒錢と 成り、 而 して 某 を 誘って、 料理屋 酒 を 奢った 時に、 健 太郞は 

醉に乘 じて、 何時か 夫人との 關 係を微 見した。 彼 は 其 を追窮 して、 略實を 得た ので、 今更の 如く 驚 

こ 5 らい 

きもし、 偶み もした が、 厚く 後 來を誡 めて 共に 家に 歸 つた。 

そ つ 

某が 傍觀 する に 忍びず、 私と 有 吉に警 吿を與 へたの は、 其から 一 ト月程 後の 事で、 有吉は 平生 深 

.i ムもひ あた 

く 某 を 信じて ゐ たのと、 多少 自身に も 思 當る事 もあった のとで、 夫人 を 詰問し やうと も爲 ず、 卽座 

に 離緣を 宣告した。 夫人が 驚いて 我知らず、 其 理由 を 聞いた 時、 有吉は 鋭い 目を耀 して、 

「其 理由 を 聞く の は、 お前の 爲に 不得策 ぢゃ。 何爲 そんな 事 を 聞く 必要が 有る か。」 と 言 放った きり 

さすが  こ.. 

夫人 は 有繁に 返す 辭も なく、 突 伏して 泣 入る のであった。 

前夫 人  五六 三 


五六 四 

ことば 

謙 三が 有吉 から 事情 を聽 取った 時の 心 持と 云 ふの は 無った。 彼 は 答 ふべき 辭も 知らず、 唯 脊に洽 

じつ うつ む 

汁 を 流し、 目に 熟淚 み-浮べて、 熟と 俛 いて、 自身 罪惡を 犯した かの やうに 術愧の 念に 責められ るの 

であつ-たが、 座 を 退って、 姉 を 拉れて 立た うとす ろと、 勢子 は 其现. E がない と 云って、 ^^！ぃて動か 

ず、 かと 思 ふと 辯 解して くれろ と 一一： 一 ：！ つたり、 謝罪して くれろ と 取 縫ったり、 他愛 もない 體 であった 

が、 一方に は、 健 太 郞が魯 にも、 獵錢に 彈を墳 めて、 胸に 擬 しゃう とする。 一と 方なら ぬ S であつ 

ちと 

たが、 勢子の 離緣 と共に、 有吉の 家庭 は、 急に 寂寞 を 告げる と齊 しく、 又舊の 如く 淸く澄 切って、 

爾來 } 吹の 風 も 敢て此 平靜な 家庭 を搔亂 さう とする もの は 無かった ので ある。 

四 

し W らく 

謙 三 は 俊 子と 春 江 子と を 相手に、 霎時無 邪 氣な話 をして 居た が、 春 江 子 は 姉に 遠慮す るが 如く、 

低い 聲で、 ， 

「阿 母 さま はお 變も 御座いま せんか。」 と 聞く のであった。 先刻から、 幾度と なく 口まで 出かかった 

ことば 

辭 なので。 

「相 變ら ずです が。」 と 謙 三 も 急に 聲を 低く して、 姉 は 又、 舂 江さん の 病氣を 大曆氣 にして、 一度 見 

舞 ひたいと 言って をろ が： ：。」 


「然 うです か。 何爲 お出でな さらない のでせ う。」 と 滅入 込む やうに 富 ふ。 

「御父さん は、 まだお 立になる やうな 樣子は 有ません かパ」 

「さあ、 甚. % で すか。 一 向そんな^！^も有りませんけれど、 何れ 行く にや 行く でせ うよ。」 と 俊 子は輕 

輕に 答へ た。 

「御 父 さまが 戰地 へ お出でな すったら、 まあ 甚麼に 寂しいだ らうと 思 ふので すよ。」 と 春 江 子 は 心細 

さう に官 つて、 「戰爭 なんて、 私大 嫌 ひよ。」 

「誰も 戰爭の 所 好な もの は 有 やしないで せう けれど、 休む に 休まれない 事が あれば こそ、 行ろ んぢ 

やありません か、 軍人の 子が、 そんな 弱い 音 を 吐い ちゃ、 戰が 負けます よ。」 と 俊 子 は 究める やうに 

一一； E つて、 

「私 御 父 さまが 許して 下されば、 篤志 看護婦に 成りたい のです けれど、 お 留守居 も 亦 大事です から、 

切め て繃帶 でも 捲きたい と 思 ふわ。」 

「ああ、 其 位の 事 は 爲ても 可い ね" 一と 謙 三 は 微笑 を 浮べ て、 

「さう。 俊 子さん なぞ は、 確に 男子で あるべき 處だ" 女に 產れ たの は、 何 か 造：^ の 間違 かも 知れ 

ぬ。」 

「は あ、 ぉ轉 婆と 云 ふ 意味で せう。 吃度然 うでせ う。 私 は然ぅ 思って ゐ ろので すよ。 私が 男子なら、 

夫人  五六 五 


五六 六 

どんな 

支 叩 人に 化けて、 哈爾濱 邊へ忍 込んで、 甚麼 目に 逢っても 介 はない から、 何う かして クロパトキン 

や 何 か、 二三 人の 大將を 刺殺して 遣ります わご 

『刺客です ね"」 

「は あ 刺客。 其で 怖れば、 露西亜の 非道な 事を說 いて、 口 を 極めて 篤って やります わ。」 

「はは、 可 恐い 元氣 だな。」 

「其で なけり や、 間諜。 諜 くら ゐ なら 女で も出來 るんで すね。」 

「が、 然し、 日本 はお 藤と、 まだ 女が 戰 地へ 出ろ ほど 逆境に 立って をらん から、 安心なさい。」 

「其 はもう、 安心 は 安心です けれど、 何でも 然ぅ 云った やうな 事が 爲て 見たい のです ね。 而 して 一 

念に 銃殺で もされり や、 隨分心 持が 可いで せう ね。」 

「おお、 可 厭 だ。」 と 妹 は 身 を打慄 はす。 

「はは、 厄介な お 嬢 さま もお つた もの だ。」 

「私 あの、 兵士が 脫營 したり、 逃亡した りする のが 有ろ でせ う、 那が 奈何しても 解らない のです 

わ。」 

「うむ、 あれ は些と 愚な 話 だね。」 

「でも、 氣の いもの は爲 方がない わ。」 と 妹が 嫁な 容れ ろ。 


「男の 癖に、 奈何して 那樣に 氣が弱 いんで せう ね。」 

「姉さん は 又、 女の 癖に 何う して 然ぅ 氣が强 いのでせ うね。」  -, 

はやくち 

「おや 春 江さん、 酷い ことね。 可く つてよ。」 と 急 辯に 言って、 快活に 笑った。 

ある  .Jf る ひとえ 

處へ 口笛 を 吹きながら、 ひょろひょろと 庭 を 行きながら 現れた の は 野 村 健太郞 で、 挪の單 物に ケ 

ン トンの 帶を 締め、 耕の 袷 羽織 を 着て、 葉 捲 を 燻らせながら、 大様な 面 構で あつたが、 謙 三が 目に 

ちょつ  あなが 

入ろ と、 輕 く會釋 をして、 顏を些 と 銀め た。 此が健 太郞の 癖で、 強ち 含羞んだ とも 限らない。 

こヒた  と そ M 

此方の 話 聲は頓 に遏ん で、 三人 齊 しく ：ni を 側めた ので、 健 太 郞は默 つて 行 過ぎ やうと したが、 急 

に緣 端へ 寄って 来て、 這 度 は 俊 子 姉妹の 顏を 等分に 見比べた。 三人が 翁 も 妙に 押默 つて ゐ ろので、 

淋しい 笑 方 をして、 

あった 

「暖かに 成って 来ました な。」 と 謙 三の 顏を 眺めた。 

「好い 時候に 成り ましたな。 此頃 は：：。」 と 偶む やうな 目容 をす ると、  ， 

ちょつ 

「僕です か。 相瑜ら ず風來 です。」 と些と 銀くな つて、 

「お 役所の 方に、 何ぞ义 人？ I が 入ろ やうな ことで も あったら、 何卒 御 周旋 下さい。 1 

「いや、 君なん ぞ、 好んで、 腰 辨當の 飯なん ぞ喰 はんで..，、 門閥 は 可し、 ハ牛は 少し、 必ずしも 私な 

んぞの 周旋 を 待たん 譯で せう。 J と 謙 三 は 微笑みながら、 揶揄 ふ ともなく 言った。 

前夫 人  五六 七 


五六 八 

「巩心 入る ですな。 僕 も 5^ 人に 成って をれば、 今頃 は 少佐 ぐら ゐには 成った でせ うが、 方向 を 過った 

さっぱり 

ものです から、 薩 張意氣 地が ありません。」 

あしら 

「いや、 然 うでない、 なかなか。」 と 謙 三 は 可い くら ゐに 待って、 

「まだ 失望す ろハ 牛で もないで せ う。」 

あんま  や  、"一 

「まあ 然ぅ 忍って 慰めて るです が、 實は餘 り 吝な事 を 行れば、 親父の 名に 係ります 力ら な 下手に 

出て 人に 笑 はれる よりか、 寧ろ 時機 を 待った 方が 可から うと 云ふ考 であろ ので。」 

「犬に 其點も ありませ うからね。.」 と氣の 無い 返辭 をす る。 

まぜつ かへ  • 

「ほほ、 すろ と 何 か 豪 さう だ わね。」 と 俊 子が 混 返した。 

「此 叫、 此も矢 張 親父の 知己の 人 問で、 臺灣の 方に 行かん か、 と 云 ふて 勸 めて くれろ 者 も ありまし 

あちら 

たけれ ど、 何う も 彼方 は 熱くて：：。」 

「其で も 束 京に 遊んで るよりか、 優ぢゃ 有りません か。」 と 俊 子。 

「行って 健康 を 害すろ よりか、 行かない 方が 得策 だと 思って、 斷 つて 了 ひました よ。 是 なん ざ 割の 

好い 口でした けれど。」 と 平然として 辯って ゐる。 

「惘れ た。 臺灣へ 行く のが 可怕 くって、 何が 出来ろ ものです か。」 

「いや、 貴方 熱 いのは 嫌 ひです か。」 と 謙 三は眞 面目に 聞く。 


「熱 いのは 堪 りません な。 是 から 夏に 成ります と、 眞箇 身の 置 場がない です。」 

「そんなら 滿洲 へお 出かけな さいな。」 と 俊 子 は 言下に 言って、 一， 幸 ひ日术 人が 働く 舞臺に 成ろ のです 

から。 J  . 

ちょつ  5 さん 

- さう、 朝鮮なら、 些と 面白い 仕事 も出來 やうと 思 ふ。」 と 健 太 郞は胡 散らしく 首 を 傾げた ので、 俊 

子 は、 

I  さ  かど 

「然ぅ 聞く と、 然も 何だか 一廉の 働きが 有り さう だ わ、 だけれ ど、 其實 大食と 晝寐 くら ゐが 精精な 

ん だから、 野 村さん は 可け ない とい ふ 事 ださう です。」 

「俊 子さん の 口に や、 眞箇敵 ひません よ。. 一と 健 太郞は 苦笑 をして、 

「近頃の 婦人 は 生 意氣で 可け ません な。 僕學 校が 惡 いと 思 ふ で すな。. 一と 俊 子と 謙 三の 顏を 見比べ 

る 0 

「然 う、 ぢゃ贵 方 文部大臣に 成って、 改革お 爲 なさい な 。一と 俊 子 は 嘲笑の 目色で、 揶揄った。 

「どうも 口ば かり 達者で、 第 一 男子 を輕 蔑す るの が惡ぃ 癖です な。」 

「御 自分から、 輕 蔑され な いやう に 御注意な さ い な 。J 

「僕 だって、 一生 風 来で 居る 譯 でも 有りません さ。 失敗 を 重ねて、 不遇の 境遇に 居る からと 謂って、 

^に 力量 を 見 劃ろ の は 可け ません よ。」 

& 夫人  五六 九 


五 七 0 

「おや 然 うです か e 力量 を 速く 試して 頂、 戴。 酒量なら 毎度 拜 見して ろます から。」 

「や あ、 どうも。」 と 健 太 郎は艴 然した やうな、 凹んだ やうな 顔で、  <11- に 口 を 噤んで 了った。 

まったく  ちつ  おとな 

「眞箇 どうも、 俊 子さん は 口が 達者で。 そろそろ 結婚 期 だから、 些とは 順し く 成っても 可から う。」 

と 謙 三 は笑談 らしく 言った。 俊 子は默 つて 笑って ゐ たが、 良久あって 健太郞 は、 卒然として、 

「御姉さん は、 ぉ變 もありません か。」 と 低聲で 聞いた。 

「は あ、 有難う。」 と 謙 三の 不愉快 さうな： E が、 きらり と 健 太 郞の目 を 射た。 と 同 時に、 俊 子 も 首 を 

た  さまで 

悅れて 了 ふ。 けれども、 然迄 感じの な いのは 健太郎 で、 彼 は 今 何 を か 憶 出した やうに、 目 を 庭の 面 

へ 据えて、 考 込んで ゐ たが、 

あ  きのどく 

「僕 は 何う も 御姉さんに 對 して、 那の 事が ぉ氣 毒で ならんで すな。」 と； 一： n つたが、 謙 三 は 再び じろ り 

と 其顏を 見た ばかり。 健 太郞は 重ねて、 

「僕の 酒癖が 惡 いからして、 遂に 御迷惑 を 掛けて 了ったです が、 眞筒覺 えの ない 事です。 確に 佐 藤 

そんな 

が揑 造した ので、 僕は醉 つて ゐ ましたから、 或は 那様 やうな 事 を、 言 はんに も 限らんで すけれ ど、 

事實は 無根で：：。」 

「そんな 事 を 言 ふ 必要ないで せう。」 謙 三 は 低い 聲で 力強く 首 つ た。 

「いや、 僕が 佐 藤に 其 事 を 首った ために、 那 fK ふ 御迷惑 を かけた とすると、 實に 心外な ので、 赛怨 


まれて をろ だら うと 思 ふです。 一度お しにかかって、 其 事を說 明したい と 思つ ちゃ 居ります が。」 

「そんな 必要ないで せう。」 

「然し、 有吉 さんの ために、 得策でないです な。 今日と 成って 見れば、 反って、 双互の 不幸です 

な。」 

「何です ね 野 村さん、 妙な 事を言 出す もの ぢ やありません わ。 もう 其 事 は、 皆 忘れて 居ろ 害 ぢゃぁ 

たしな 

りません か。」 と 俊 子 は 窘める やうに 言 ふ。 

「は、 一一； 一 II ひますまい。」 と 健 太 郞は目 を ばち ばちして、 「然し 殘 念です な。 佐 藤の ために 御迷惑 を 掛け 

たかと 思へば、 實に殘 念です な。」 

「姉 は然 うは 言って をらん。 j と 謙 三 は 打消して、 

まつだく  はるか いさざよ 

「姉 は眞筒 懺悔して をろ です。 今ぢ やもう、 以前よりか 逾に 潔 い 人間に なって、 幸福に 暮 して を 

るの だから、 少しも 心配す る 事はありません。 君 も、 那様 事が 殘念 であるなら、 有吉 さんの 御說の 

如く、 少時 節 を 屈して、 他日 雪辱の 日 を 期したら 可いで せう。」 と 言った が、 相手の 顏を 見る と、 急 

に 失望した やうに 溜息 を いた。 

それ  や  もと  かへ り 

「其 はもう、 無論 行る 決心であります が、 然 うした 曉に、 御姉さん は舊の 通り、 お 還に 成る ことが 

きづ か は 

出來 るで せう か 。 J と氣遣 しさう に 言 ふ 。 


s 七 二 

マ そんな 事 は、 君の 關 せんと ころ ぢ やない か。 君 は 君^ 一身 を 善く すれば 可いで はない か。」 

「は あ。」 

あなが 

「無論 姉 は 一 生 を 過って 了った。 誠に 不幸 ぢゃ あろ けれど、 强ち 君が 惡 いので はない。 叉緣 とい ふ 

もの は 不思議な もので、 任-して 二人 も 立派な 令嬢が 有って みれば、 有吉 さん も 其う ち氣が 折れて、 

再び 晴れて 母子の 對 面が 出來 ない とも 限らない。」 

「いいえ、 然ぅ云 ふ 事 は 決して 御座いません。」 と 俊 子は更 つて 嫁 を容れ た。 

「或は 無い かも 知れん。」 と 謙 三 は 頷いて、 

「有吉 さんの 氣象ぢ や、 迚も 然ぅ云 ふ 事の 有り やう はない かも 知らん けれど、 然し 此 はお 互の 希望 

です。 犯した 罪 は、 決して 消 ゆる もので は あるまい けれど、 赦 される 秋が 來ん とも 限らん。」 

「いいえ、 父 は 決して、 自分の 名譽を 澄す やうな 事 は 致しません から。」 と 主張した ので、 謙 三は微 

笑んで 口 を 噤んで 了った。 

謙 三が 姉の 勢子 は、 久しく^^が保護の下に、 悔恨と 慚愧 との 憂き 年月 を 送り 來 たので ある。 有吉 

と は 十三 四の ハ牛齡 の隔懸 であった。 が、 其 時 は 旣已に 女の 盛 は跑に 過ぎて 了って、 美貌で ある だけ 


若 やいで 見えろ ので、 誰も 俊 子と 云 ふ 立派な 娘の あるの を 想像し ない 位で はあった が、 再婚 を爲る 

に は 少しく 旬 を 失して ゐろ。 事實俊 子と 二人 外出 をした 時には、 誰も 母子と は 思 はぬ ので、 壞屢迷 

惑 を爲ろ こと もあった。 無論 俊 子. が 年に 比べて は 大人び 過ぎて ゐ ろので、 其 思想から 態度、 動 もす 

す <  . ？? やま さ  つね 

ると 都て 母の 勢子 を壓 倒す る 11 否 正しく 母 優りであった 11 ので、 勢子 は 毎に 娘に 一 目 を 措いて、 

敢て爭 はう ともしない。 勢子に は 何等の 深い 敎育、 高い 品性と 謂った やうな もの もない ので、 從っ 

て 主義 も 人格 も、 先づ 無い と 謂って 可い くら ゐ。 唯有吉 に盲從 して、 時として 恁る 婦人に せ 勝な 我 

儘な"！ E び もあって、 其 日 其 曰 を 極めて 浮華に、 極めて 淺 慮に 暮 して ゐた。 外界の 誘惑に 過 たれる の 

は、 寧ろ 當然 で、 內心は 左に 右、 思想 行 爲の可 恐し く 頑固で、 一片 女女しい 情の 淚を 持たぬ 俊 子 か 

ら、 絶 對に彈 劾され たの も、 亦至當 である。 俊 子 は 實際產 みの 母を彈 劾した 譯 ではない。 亦 母に 向 

つて、 兎角の 言論 を 試みた 譯 でもない。 勢子が 離緣の 原因 を、 種種の 見聞から、 其と 斷定 したの は、 

i 後の 事で あつたが、 彼女から、 勢子 は 左に 右有吉 以上の 精神的 刑罰 を 受けた ので ある。 

と かく  ，つち  こす - 

「御 父 さまが、 ああ 有 仰る のです からね、 左に 右 私 は 宅 を 出ます。」 と 勢子が： E を 擦りな^ら 二人 

の 娘の 前に、 面冃 なげに 吿 げた 時、 俊 子 は 不思議 さう に、 

M  f  なぜ  いらつ し 

「. &爲 です の、 阿 母さん。 何爲 貴女 は 叱られて：：：^ いてば つかり 在 やる ので 御座います。 十分 御 父 さ 

まの 前で、. 御 辯 解 をな すったら 可いで は ございません か。」 と 明晰と 詰つ た。 


五 七 K 

r でも、 那麼 にお 氣の强 い 事 を 仰る もの、 辭を 返せば 返す だけお 氣に 障ろ ばかりです。.」 

「一 體甚麼 事な ので ございます。 阿 母 さまに 罪がない のなら、 私達が 甚麼 にで も 御 父 さまに 然ぅ言 

つて.， ぉ；1?^5-しますから。」 

ど- f ぞ ぅヅ ちゃ 

「いいえ、 誰が 言っても、 なかなか 御 父 さまの 御 心の 和ぎ やう は 有ません。 萬 望 放 抛って おいて 下 

さい。： 

「ぢ や、 阿 母 さま は、 御 父 さまから 離緣を されても、 爲方 のない やうな、 何 ぞ惡ぃ 事を爲 すった の 

でございます か OJ 

「然云 ふ譯ぢ やない けれどもね：： 私 は 決して 然 うと は 思 やしないの だけれ どもね、 御 父 さまが 那 

麼に有 仰ろ もの、 何う も爲 方が ありません からね。 - 

なぜ  はつ きり 

「何 爲阿母 さま は、 發 揮した こと を 仰らない のでせ う。 惡ぃ 事が あるの なら 有る で、 お； f 化 をな すつ 

し かた  そんな 

て、 其で ぉ聽容 がなければ 爲方も 御座いません けれど、 然ぅ でもない のでしたら、 何も 那 様に、 御 

<f ち  いま は 

父 さまの 仰る 通りに、 も を 出る の 何のと、 忌し いこと をな さらな くと も 可いで は 御座いま せんか。. 

萬 望 明晰 理非 をお 判け なすって 下さい。 其が 妻た ろ ものの 權 利と 云 ふ もの ぢゃ ございま せんか。」 と 

母子が 押 問答 をして ゐる 時、 

おどおど 

「ぉ孃 さま、 お 召で ございます。」 と 女が 戰戰言 つた。 


俊 子 は舂江 子と 共に、 父の 前へ 出る と、 彼 は 顎髯を 撫でながら、 熊の 皮の 敷物の 上に 端坐して、 

目で 其處へ 坐れ と侖 じた。 

「外で もなかつ たがの、 お前 達の 阿 母さん は、 お前 達の 母と して 崇める だけの 淑德 のない と 云 ふ 事 

それ 

が、 今日 事實の 上に 現れた から、 只今から 母子の 緣 は斷れ たものと 思って 居る が 可い。 何、 其 は 御 

父さんが、 十分 考 へて 後、 決斷 したので、 後日お 前 達の 一身上に も、 大曆 な禍を 及す に 相違ない か 

ら、 今日 かぎり、 斷 じて 母と 思 はんが 可い。 若し 又、 御 父 さまの 命令が 不道理で あると 云 ふやうな 

考 があるなら、 お前 達 も 今日 かぎり 御 父 さまの 子で ない と 云 ふ 覺悟を せんければ ならん。」 と 鐵の如 

とぎ さと 

き 語調で 說諭 すので あった。 

かく  すごすご  あたま 

恁て 勢子 は 謙 三に 引渡されて、 悄悄と 住 慣れた 邸 を 出る のであった が、 是 よりして 俊 子の 頭腦に 

は 磨滅すべからざる 嫌惡の 情が、 母に 對 して 起った ので ある。 同時に 勢子 も 亦、 俊 子に 對 して、 一 

種 忌憚の 情なき を 得ず で、 二人の 問 は 自然 繼 母子の やうな 形であった。 勢子 は 時と すると、 ^^に向 

つて、 有吉の 酷薄 を訴 へやう とする こと もあった が、 善く 有 吉の氣 象 を 知れる 謙 三 は、 曾て 其に 耳 

を 傾け やうと は爲 なかった。 無論 姉に 向って、 一片 同情の 念 を 持たずに は 居られなかった ので、 一 

たび は 其 過 を 責め もした が、 其が ために 一毫 も、 友愛の 情に 減損 を來 たさなかった。 

さすが 

離緣 後一 年ば かりの 問 は、 有 繁に謙 三 も 姉の 再緣を 希望して 居た。 而 して、 其と なく 熱心に 有吉 
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の 動靜を 窺って ゐた。 勢子 は 無論、 一年 經 つても、 ニ年經 つても 再緣の 機がない ものと は 諦め 得ら 

れ なかった。 「1 1 度と 歸られ る ものと は 思 やしない」 とは斷 言して ゐ たが、 其 を 口癖の やうに 言 ふの 

が、 卽ち 未練の 殘 つて ゐ る證據 なので。 

が、 其 希望 は 次第に 藩いで 來た。 日が. 5- へ 人っても、 有吉の 初一念 は飜 さるべく も 見えなかった 

ので、 勢子 は 漸く 切實 なる 失望の 悲 みを覺 えて 來る のであった。 同時に 劇しい 悔恨の 情に 責められ 

て、 一時 は 幽愁 境にまで 沈んで、 海濱に 健康 を 養 ふ 事 さへ 有った。 

「私が 莫大な 恩義に さへ 預 つて 居なければ、 或は 一度 は 謝罪 をして、 左 も. 一.^ 說 いて 見ろ と 云 ふ 事 も 

まったく 

あるが、 何しろ 他なら ぬ有吉 さんの 事 だ。 事柄が 事柄で ある だけに、 眞筒 進退に 翁した ので。」 と 弟 

が 首 を 傾げる 度に、 勢子 は 1 一重に 罪 を 犯した やうな 氣が爲 て、 言 はう やうない 苦痛 を 感ずる ので あ 

つた。 今 は單、 一 樓の望 もな しに 生活して ゐろ。 悔恨の 情 も 漸く 薄いで 來た。 をり をり 春 江 子が、 

こころやり  そんな 

父と 姉との 目 を 忍んで、 會 ひに 來 るの が、 切 めても の 心 遣で、 「御父さんに 叱られ ますから、 那 様に 

たしな 

繁繁 お出でで ない よ。」 と 窘めながら も、 其の 來 るの を 待 遠が つて 居ろ ので。 

やや 

其 日の 三時 過、 勢子 は 年に は較 派手す ぎた、 小紋 縮緬の 羽織の 仕 立直しに 取 かかって ゐ たが、 同 

時に 是を 盛に 着飾った 十 年 以前の 事歷 が^ばれる。 其 時分 は、 唯 衣裳の 殖えろ のが 樂 みで、 折折 「武 

官の妻 は 赏朴と 云 ふこと を 心がけな けり や 可 けん。」 と 首 はれた の を、 何の 事と も 思って ゐ なかった 


が、 今にして 想へば、 此の 一語のう ちに は 多大の 訓誡が 籠って ゐる。 若し 少しく 適切に 其 意味 を 悟 

り 得たなら、 此 羽織 も恁る 悲しき 紀 念と は 成らなかった であらう、 と 勢子 は 針の 手 を 休めて、 多 時 

昔の 自分の 愚し さを悔 ひて ゐ ると、 美 喜 子 (弟の 妻) の聲 がして、 茶が 入った から お出でな さいと 

云 ふ。 

目角 を 推 拭って、 納戶へ 行く と、 美 喜 子 は 今 外の 散歩から 歸 つて 來た。 當年ニ 歳の 子供 を、 膝元 

に 引 寄せながら、 湯の 加减を 見て 居る。 今 歳が 二十 五と 云 ふので、 姉から 見て は 姿 色 は 落ちる が、 

面長の 瘦ぎ すで、 眉 は 濃く 鼻 は 高く、 身長 も 可也に 高い、 何處か 威の あろ 女で ある。 

ちッ  とこ  あいそ 

「おや、 勉 ちゃん、 些と 伯母さんの 處へ來 て 頂戴。」 と 愛 相 を 言 ひながら 坐った。 

ぶらさが  いらつ  おとな 

「何です よ、 お a に 垂下って、 伯母 ちゃんが 笑って 在し やる から、 大人に ぉ爲 なさい。」 と 横の 方へ 

坐ら せて、 カステラ を摑 ませた。 

め つ きり 

「まあ、 此四 五日、 滅切 智慧が つきました ね。」 

どんな 

「は、 段段 可け なくなり ますの。 此分ぢ や、 今に 甚麼 腕白に 成る か 知れ やしません。」 

「でも、 男の子 は、 煩くな くって、 甚 麼に樂 みです か。 私なん ぞ" ：。」 と 首 かけて、 勢子 は 急に 口 

を 結んだ。 

「然 うでせ うね。」 と美 喜 子は氣 のない 挨 1^ をして、  , 
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「本 當に 一 人前に すろ までに は、 何のく らゐ 手が 掛 るんで すか。 貴女なん ぞは、 善く. まあお 一 一人 ま 

で….。」 

あち f- 

「いいえ、 女の子で すから、 些とも 手柄に 成り やしません。 でも 姉の 方 はね、 那 謂った やうな 氣象 

ですから、 其は隨 分骨が 折れ ましたよ。 十二 三まで は、 那麼 でもありませんで したが、 高等へ 入る 

時分から、 段段お 轉婆 になって、 私の 言 ふ 事なん ざ、 一 つも 肯き やしません。 那 でも、 嫁に 貰 手が 

しょつ ち-つ 

あろ か 知らなん て、 始中終 然ぅ言 つてみ-り ましたが、 其 代り 氣は なかなか 確な ものです。」 

まッ たく  すす 

「眞箇 です ね。 女の 方に は 希ら しい。」 と 茶 を 信め る。 

「迚も 私 は 還り は爲な いのです から、 思つ た 處で爲 様の な いやうな ものです けれど、 離れて をれば 、 

あんま 

離れて をる で 泡 氣に懸 つて、 姉に 引かへ て、 妹の 餘り 苦勞 性な の も、 また 何だか 案じられて、 何う 

して 那麼 丁度に 行かない だら うなん て、 然ぅ思 ふので すよ。」 

「でも、 今にお 片 づきな さると、 其が 不思議に 丁度 好い 工合に 成 ろんで すわ。 何う かね、 有吉 さん 

いで  もと ど ほ 

も戰爭 にお 出な さると 云 ふお 話です から、 此を汐 に 貴女 も舊 通りお 歸り なさる やうに 成ろ と 可う ご 

ざいます ね。」 

ふた h- 

「いいえ、 今と 成つ ちゃ、 其 もなかな か 難しいで せう から、 切め て 留守中 だけ、 姉妹の 世話 を爲て 

たと 

やりたい と、 然ぅ 思って ね。 何う せ、 もう 廢 つて 了った 鉢です から、 自分 一 人、 設ひ 一 2： 職 をして な 


りと、 弟 や 貴女の 御 厄介に 成らずに 行きたい と 思 ひます けれど、 然うして は 叉、 弟の 顏に褂 りで も 

すろ かと 思って、 恁 うして、 ぐ づぐづ 日 を 送って をり ますの。 皆な 齊 分の 罪です けれど、 子で もな 

けり や、 叉 這麼に 切ない 念 をす る こと もなかう と 思ったり、 本當に 何う して $ャ つ 不束な 性分なん 一 じ 

せう。」 と 溜息 を陶 いたが、 急に 氣を替 へて、 

「ほほ、 又 愚痴が 始まった と 思 ふでせ うね。 j と 淋しい 笑 方 をす る。 

「いいえ、 然 うは 思 やしま せんよ。 屹度 今にお 歸 りに 成る やうになります から、 氣 永に 待って お， ぽ 

なさる が 可 いんです わ o」 

丁度 玄關 先に ポ 夫の 聲が爲 て、 謙 三が 歸 つて 來た。 出迎 ふるま もな く 打 通った が、 美 喜 子 は 子 共 

ぁづ 

を 5^ 母に 托 けて、 次の間から 着換を 持って 來た。 謙 三 は 洋服 を脫 ぎながら、 

「有吉 さん も 愈よ 出る さう です ね。」 と 勢子の 顏を 見た。 

「然 うです か。」 と 勢子 は 何となく 胸を癱 せて、  . 

「そして、 春 江の 病氣は 何う でした。」 

「大曆 好い と； K ふ 事です。 起きて 散歩なん かして ゐる。 宜しくと 云って 吾 つたです。」 

「然 です か。 そして 何時 立つ のです。」 

あさつ て 

「明後日 あたり 立つ やうな 模様です。. 話 を 聞いて ゐ ると、 一向 戰爭に 行く やうた 氣色 もない ので- 
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極めて 平氣な ものです。 久 振で 碁 を 一石 附 合った が、 何う も 感服し ましたね。 何 かなし、 大波 澗 を 

なぎ わた 

貯 へて ゐ ながら、 a: 遍 つて ゐる 海の やう だ。」 

「それで、 何ぞ 姉さんのお 話が 出ました の。」 と美 喜 子は氣 遣し さう に 聞いた。 

「其が 何う も、 思 はしく. ない の だ。」 と 謙 三 は 中央に 座 を 占めて、 姉が 注いで くれた 茶 を 一 トロ 啜つ 

た。 

むか ふ  二 ちら 

「先方から は 無論、 何とも 口 を 切ろ 譯 はなし、 此方から 突つ いて 見る だけの 話 だが、 一 向聽 いてく 

れ さうな 氣 もない ので、 犬に 照れた 譯 だ。」 

「然 うでせ うね。」 と 勢子 は投 出す やうに 言った。 

つまり 

「所詮 復歸 とい ふ 話 も 持 出に くいから、 留守中、 春 江さん も 病 氣の事 だから、 偶に は 見舞が てら、 

出入す る 事く らゐ は、 許して ほしいと； K ふやうな 事で、 少しば かり 話して 見た が、 髯ぱ かり 捻って 

ゐて、 一向 取合 はう ともしな；， の だ。」 

あんま 

「其 も 餘りぢ やありません か。」 と美 喜 子 は 洋服の 埃を拂 ひながら、 緣 側の 方から 口 を 利いた。 

「其から、 うむ、 相 變らず 君の 宅に 居る のか。 何爲 速に 何處ぞ 然るべき 處へ、 緣 づけない の だ、 と 

か 首 出して、 少し は氣が 動いた やうだった から、 私 は 一 ト 通り 姉さんの 心情 も說 いて 見た の だ。 處 

きのどく  あなた 

が、 其 は氣毒 だと 一 言言った きり、 何の 手應 もない と 云 ふ 始末。 無論、 貴姉の 一 身上の 事 は 心配 も 


して ゐる やう だが、 留守中 は、 幸と 俊 子が 確りして ゐ るから、 間違 もなから うと 思 ふ、 猶 君達 も 注 

意 をして くれ 給へ。 勢の 來る 必要 は 無い とせ ふやうな 話しで、 其 上に 說 いて 見たところで、 効力 も 

それ  よ 

無 ささう だった から、 其な りに 休して 了ったです。」 

「然 うでした か、 何う も： ：。」 

「だから 矢 張ね。」 と美 喜 子 は 低 聲に言 つたが、 

「姉さんが 直に お出でな すって、 お 目に かかって お話しな すったら、 其處 のと ころが 又 何とか 工合 

よく 行き さうな ものです けれどね。」 

「然 うで すね。」 と 勢子 は氣の 無い 返辭 をして、 

「と 首 つ た處 で、 迚も 〈1" つち やくれ ないで せ 、つし。」 

「まあ、 あの 模様 ぢゃ # はんで せう ね。 けれども、 其處が 貴姉の 氣 働きで、 折角 遠征し ようと 云 ふ 

それ 

のです から、 何時 歸 ろか、 歸ら ないか 其 すら 解らない の だから、 此ま ま會 はんと 云 ふの も變 なやう 

な もので、 蔭ながら 見送る と 云 ふ 事 も、 強ち 不必要で もない。 人情の 上から 言って、 然ぅ あろべき 

だら うと 思 はれる のですな。」 

いくらか  しきり 

「然 うです ね。 然ぅ でも すれば、 多少 氣が濟 むかと も 思 ふんです けれど。」 と 勢子 は 何 か 連に 思 人つ 

てゐ た。 

前夫 人  五八 I 


五ぺニ 

「謙さん、 私の やうな もので も、 看護婦に 成らう と 思へば、 成れない こと はない の。」 

「看護婦で すって？」 

「あ、 戰爭の 怪我人 や 何 か 看護す る。」 

「其 は、 手鑌 さへ 蹈 めば 成れない こと もないで せう。」 

まさか  i  D 

「少しば かり 敎 はったら、 正 可 勤まらん こと もないで せう ね」 

「而 して、 贵女 それ を 志願す るです か。」 

r 然ぅ でもしたら、 少し は 罪 を 償 ふ 事に なり はしない かと 思って。」 

お £ き  あなた  ご ほっしん 

「其 は 允に 可いで せう が、 何も 貴姉の 御發心 一 つで。」 

「私、 何う でもして、 其 を 行りたい と 思 ひます わ。」 

「誠に 立派な 思つ きです。 貴姉が 特殊の 事情の 下に 立って ゐな いとしても、 軍人の 夫人と して、 當 

然^め て 好い 事です 。況して 此 場合、 其で こそ、 悔恨の 實も擧 らうと 云 ふ もので。」 

どんな 

「私の 鉢 は、 一度 死んだ も 同じなん ですから、 甚 麼苦勞 をした つても、 一向 厭 ひ はしません。 其 か 

と 言って、 ?3?< 兵粮 を 運ぶ わけに は 行きません から、 切め て 軍人の 看護で もして、 自分で 自分の 心 

しば たた 

を 安め たいと 思 ふので す。」 と 勢子 は 急に 光明に 耀く目 を連瞎 いた。 


有吉 が、 豫 期の 時日に 五日ば かり 後れて、 或 日の 朝 突然 邸 を 出た 其 夜、 密に 新橋から 出立して か 

らと云 ふ もの、 邸に は 俊 子 姉妹に 士官 學 校へ 通って ゐ る松澤 とい ふ 遠緣の 書生が 一人、 見舞に 來て 

ゐろ、 今 は 銑 子 在に 緣づ いて ゐる春 江 子の 乳母、 其に 五十六 七の 爺、 是は 少佐 時代から 幾 ど 十年餘 

使って ゐろ j^K で、 外に 女中が 近頃 二人 あつたの を、 俊 子の 主張で、 此頃 二人とも 斷 つて 了った か 

ら、 總て五 人の 家族、 猛犬が 一頭 家の 周に 哨 偵の 役 を 務めて 居る ばかり。 

ー體 勢子が 去って から は、 何となく 寂しい 家庭であった のが、 主人 出征の 後 は、 一入の 寂 莫を吿 

げて相 變らず 元 氣の好 いのは 獨り俊 子で あろ。 親戚から、 誰か 手賴 になる 人 を 雇って 來る 害で あつ 

たの を、 俊 子が 例の 進んで 否決して 了った ので、 單だ 時時の 注意 を拂 つて ゐ るの は、 謙 三と、 有吉 

の從 兄に 當る、 1: 官の職 を 奉じて ゐる 某氏と で。 

0  A-0  ちと 

出立 後 三日ば かり 經 つて、 勢子 は 留守宅 見舞の 意で、 昔 住 慣れた 赤 坂 丹 後町の、 奮の 我家 を 訪れ 

た。 繙こ， 門 を 入った ところで、 傅から 降りる と、 見知らぬ 犬が、 の そりの そり 近寄って、 太い 聲で眇 

えたて る。 其に も氣が 後れて、 勢子 は頓 にも 歩 は 前まなかった が、 辛 じて 車夫の 助で 玄關 から 右へ 

寄った 勝手口へ と 近寄った。 氣 の所爲 か、 見慣れた 目 隱の棕 梠の木 も、 玄關に 飾って あろ 衝立 も、 

前夫 人  五八 三 


五八 四 

しばらく 

何 用あって 來 たと 謂 ひさう で、 勢子 は默 つて 通ろ べき か、 案 內を乞 ふべき かと， 多 時禱路 して ゐた。 

つか ひな じみ  ちい や 

折よ く朞を 持って、 妻の 方から 出て 來 たのが、 使 馴染の 例の 爺、 腰 も 案外 曲らず、 鉢つ きも 丈夫 

ぬの こ にんじん ばし 

丈夫して ゐ るが、 一分 刈の 頭 は 可 恐し く禿揚 つて、 頰が がっくりして 居る。 どんつ く 布 子 を 人參端 

折に して、 十 時 頃の 日 を、 てら てらと 額に 浴びながら、 異様の 人の 影に 立 停って 目 眩 さうな 目 を 連 

たた  めじり  したた 

瞎 くと 同時に、 外 眦に絶 か 小皺 を 寄せて、 心から 可懷 いやうな 笑顔 をした。 

「おや、 爺！」 と 低聲に 首った。 

「ひや、 奥様で ございまし たかい。 善く 似た お 方 だと は 思った が、 豪い 様子が ぉ變ん なすった もん 

だで、 頓 とお 見 外れ 申して、 是 はは あ 豪い 濟 まない 事 を 致しました。」 

な あに  すっかり 

「何 有お 前、 もう 悉皆 婆さんに 成った から、 無理 も 有ません。」 

「だが、 相 變らず 御機嫌で お愛でた うご ざり ます。」 

「爺 も 達者で 結構 だ ことね。」 と 勢子 は ほろ りと 成った。 

「へえ、 難 有う ごぜえ ます。 お蔭 さまと 恁 うやって、 風 一 つ 引き ましね えが、 爭 はれね えもんで、 耳 

は 遠くなる、 目 は 薄くなる、 鉢の 動が 昔の やうに や、 てきば きと 行かね えんで、 何の 役に も 立ち ま 

しねえ。 もう 駄目で ごぜえ ますよ。」 と、 更に 勢子 を 見 あげ 見お ろして、 

「単、 様 は 又、 豪い お 年み-召した ぢゃ ごぜえ せんか。 目の 所爲か 知ん ねえが、 何だか 恁ぅ、 昔の 面影 


なんて 云 ふ もの は、 些とも 見え やしま せんや。」 

1  そんな 

「あ， 然 うでせ うね。 自分 ぢゃ那 様 だと も 思 はないけれ ど。」 

と 勢子 は 淋しく 笑った。 ■ 

t で 

- さあ、 お 上ん なせえ まし。 善く こそお 出な すった。 旦那 さま も 到頭、 遂 g: 五日 前にお 立なさい ま 

して、 何だか $ャ つ 急に 物 忘 をした やうで、 誠に 早 や 手 頼の ない 事で ござえ ますよ。」 

「然 うだって ね。」 

「さあ、 其處 から、 ずっとお 上りな せえ まし。」 

ぢハ c 'あ. 二 ふん 1  *  '  C 

「ぢ や、 御免 蒙って。」 と 勢子の 上る の を 見て、 爺 は慌忙 裏口へ 廻った。 大方 庭 口から、 ぎ に 注進す 

ろ爲 であらう。 

ちぢち； 0 

勝手の 方に 忸怩 して ゐろ まに、 逸 速く 立 出た の は s?- 母 やと 春 江 子であった。 乳母 や は 今年 三十に 

ちと 

成る か 成らず で、 舊は八 王子 在の 生 だと かいふが、 育 は 束 京で。 が、 今 は 見ち がへ ろ ほど 田舍 喚く 

なって ゐる。 

「まあ 、奥 さまお 久振 でございます。」 と 叫ぶ。 

「お前 は 杉，. まあ。」 と 勢子 は 突立って 1 一人の 顔 を 見比べる。  . 

1 おとつ ひ 

「一 昨日 来て くれました の。」 

き チ人  SAH 


s 八 六 

「然 う。」 

「お^あたり、 S とお 孃 さまと、 ぉ訪 しゃう と 御 相談 申して 居た 處で ございま すよ。 II 其 後 は 誠 

に….。」 

「御挨 接なら 彼方で 爲. U 方が 可い わ。 さあ 行き ませう。」 

「だけれ ど、 春 江さん：：。」 

「可う ございま すよ、 阿 母さん。」 

「お前 は 善くっても。」 

「何で ございま すねえ、 奥様。 ぉ孃 さまば かり ぢゃ 御座いま せんか。 御 遠慮なん か爲 さる 事、 些と 

も 御座いません わ。」 

勢子 は 春 江 子に 推 併んで、 伏目が ちに 奥へ 通った。 

「is が 可いで せう。」 と舂江 子が 導いた の は、 八疊の 父の 居間で、 床に 懸 つたの は、 今 は 故人に 成つ 

た、 有吉が 先輩の 豪傑 某の 手蹟、 其 下に、 段 高く 据えた の は 有吉の 寫眞、 影 膳 を 供へ て、 白い 花瓶 

に 荅の躑 15^ を揷 して ある。 勢子 は 見る から、 はッ として、 意 はず 首を縮め たが、 質素な 部屋の 様子、 

庭の 昔に^ら ず、 漸く？||^らんとする新綠の隙に、 燃 立つ やうな 若楓、 斜に 見ろ 築山 は較荒 

もと  た ね 

れ たやう に 田」 はれて、 一 株の 唐松の、 北の方の 枝から 枯れて ゐ ろの も、 何となく 哀を 催す 種子で 


あった。 一 鉢 蓄財の 観念に 乏し いのは、 有 吉少將 の 天性で、 必ずしも 貧しい とい ふで はない が. 打 

見たところ、 家財 調度 昔の ままなる 六 年 以前の 邸宅 は、 今 も 依然として 彼が 廉潔 摯實の 氣分を 語つ 

てゐる 0  , 

乳母 や は 座 布圑を M めて、 下手に 坐って、 sli に挨 をす ろと、 勢子 は 手で 制し 止めて、 先有吉 

の 小 照の 前に 跪いて、 i がに ぉ辭義 をす る。 昔の 浮 浮した 調子に 引換へ て、 驚く ばかり 重重しく 落 

盲 ひた 勢子の 様子に、 乳母 は 多 時 怪訝な 顏 をして ゐ たが、 旋て 畏敬の 念 を 加へ て來 ると 同時に、 襟 

はんけ ち 

を 正して 端座し. UC 席み-下って 勢子 は、 手土産の 包 を 乳母 やに 渡して、 手 巾で 目角 を 押 拭って 

「ああ、 何だか 夢の やう。」 と 微な聲 を 打 曇せ たが、 氣.^ 巷へ て、 

「一度お 立の 前に 伺って、 餘 所ながら でも 可い から、 お 見送 申さう と、 思った の だけれ ど、 何だか 

氣が 咎めて、 何う しても 思 切って 來る氣 に 成れなかった もの だから、 遂ぉ 目に も かからないで 了つ 

て… .0」 

「可い わ、 阿 母さん。」 

それ が £.  とりの ぽ 

「春 江さん も病氣 だと 言 ふし、 其 や 彼 やで、 胸が 一杯に なって、 何だか 近頃 氣が取 逆上せた やうに 

なって 了って、 今 もお 玄關 先で、 犬に^ えられて、 まごまごして 居りました の。」 

「ほほ、 何で 御座いま すね。 もうあ 孃 さまの 御病氣 は御覽 _5 通りです し、 且那 さま も大 暦お 丈夫で、 


這麼 はま あ、 お 寒い 處だ そうで * お骨が折れ ますで ござ. i ませう けれど、 些とも 御 氣遣ひ 遊す 事 は 

御座いま せんし、 單だ まあ、 お 留守居が お 寂しく つて 在 やる のです から、 何う か 奥様が お 遊す や 

うな、 御 都合に 參ら ない もの か 知らと、 今 も 其のお 噂 を. S. して 居った ところで 御座います よ。，」 

「さう。」 と 勢子 は氣 の乘ら ぬ返辭 をして、 何 か 落着かぬ やうに 匹 下を眺 廻した。 

「阿 母さん、 是 からず ッと 居て 下さい ましよ。」 

「然ぅ も 行かない のです よ。 御 父 さまが 今更お 聽し なさる V ので もな し、 恁 うして 來 ろの も、 何 だ 

あんま 

か 餘り厚 ましい や うで。」 

r 然 うまで 爲 さらな くと もお 宜しいで は ございま せんか。 現在 奥様のお 邸で は ございま せんか。 加 

旃、 恁 うして お 立派な ぉ孃 さまが お 二人までお 有ん なさい ますのに、 何も 然 うお 氣を お兼ね 遊す 事 

ないで は 御座いま せんか。」 

そんな  . »  , 

「お前 達が 然ぅ 思って おくれの は、 其 は 麼に 嬉しい か 知れ やしない けれど、 那樣事 は 一 ト昔 今 

ぢゃ 夢にも 見られ は爲 ない よ。」 

「まあ、 奧 さま、 何爲 そんな 心 弱い 事 を 有 仰る ので ございます。 私 ども は、 奥 さまが お 邸 をお 出 遊 

ばした と は、 何 致しても 思 はれない ので 御座いま すよ。 今 にお 歸り 遊ばす ものと しか 思 はれない の 

でございます もの、 奥 さま も、 萬 §マ： 其お 意で、 ぉ孃 さまのお 世話 を爲 すって 下さい まし。 旦那 さま 


だって、 戰爭 からお 歸 りに でも 成り ますれば、 吃 度お 氣も 折れて、 お 呼 戻しになる に 決って をる の 

でございます。」 

「まあ、 然ぅ氣 安め でも 一一： 一 n つて くれる 志 は 難 有い の だけれ ど」。 

「いいえ 奥 さま、 私 は 旦那 様の 御氣象 を、 善く 存じて をる 意な ので ございます。 今日が 日まで、 後 

添 をお 迎へ 遊ばす 話の ない ところ を 見 ますれば、 晚 かれ 早 かれ、 お 呼 戻しに ならう と 云 ふお 思 召な 

ので ございます。」 

そんな 

「いいえ、 私 は 那樣事 は 思っても 見やし ない けれど、 切め て 俊さん や 春 江さん から は、 世 問 晴れて 

阿 母さんと 言って 貰 ひたい、 唯 其 だけが 望みな のです。 病氣 ふ-した らば 介抱 をして 貰 ひ、 死ぬ 時に 

は 死 水 を 取って 貰 ふ、 其 だけが 懷 へば、 外にもう 望み も 何にも あり はしない の だよ。」 

「まあ、 奥 さま、 何 を 有 仰ろ ので ございます。」 

「其 は然 うと。」 と 勢子 は 猝に憶 出した やうに、 

「俊さん はお 留守 かい。」 

「居て よ。」 と 春 江 子が 乳母に 目 配 をす ろ。 

「私が お呼び. S. して まゐり ませう。」 

「然 うね。」 と 勢子 は 思案 をして、 


1  ...  ちお 5v  ■ 

「わざわざ 呼ぶ 事 もな i けれど、 何なら 些と會 ひたい ものだね。」 と 言 ふうち、 乳母 や は 立って 部屋 

を 出た。 

母子 二人、 ひそひそ 話 をして ゐる うち、 大様な 跫 音が 爲て、 俊 子が 入って 来た。 勢子の 顏を 見て、 

1  くちの- f ち  しばらくつ ッた 

「おや！」 と 口中で 首った きり、 多 時 衝立って ゐた。 

「まあ 入って 下さいよ 。誠に 多 時だった ね。」 と 勢子が 可懷げ に， -見 あげ 見お ろして、 目に 淚を 浮べ る。 

俊 子 も 胸が 迫った やうで、 急に 伏 E になって、 物 を も 首はなかった が、 

「何時 入らし つたので ござ い ます。」 と 低 一 S に 言 つ た。 

「今し方よ 姉さん。」 

「然 うでした か。」 と 不承不承に 其處に 坐って、 更 まって、 嚴 重な 挨拶 をした。 勢子 は猶も 飽かず 打 

眺めて、 

「まあ、 大暦大 くお 成 だね。」 と 又 一時 目に 湧出る 淚を、 辛くも 面 を 背 向けて、 私と 手 帕で押 拭つ 

た。 俊 子 も はら はらと、 膝に 零る ろ淚を 禁じ 得なかった。 良が あって、 

「阿 母さん、 私達 はお 互に 因果なん でございますから ね：： 。」 と 言 淀む。 

「：： 其 も 私が 惡 いの だから： ：。」 

「ですからね、 阿 母さん は 宅へ お出でな さらないで 下さいよ。」 と 俊 子 は 曇った 聲 を打顫 はして、 得 


堪へ ぬが 如く 外方 を 向いて 了 ふ。 

「まあ 姉さん、 貴女 何故 そんな 事 を 有 仰 るんで すね。」 と 春 江 は 目を睜 つたが、 

「阿 母さん、 姉さんの 言 ふ 事 は、 氣 にしないで 下さいよ。」 

「ああ、 其 はもう、 氣 になん か爲る どころ ぢ やありません。 皆な 私が 惡 いんです から。 - 

「後生です から、 此限來 ないで 下さいよ。」 と 俊 子 は 這 度 は 較カづ よく 言 ふ。 何時か 側に 座 を 占めた 

乳母 は、 此時ー ト膝乘 出して、 

「ぉ孃 さま、 貴女 そんな 氣强ぃ 事 を 有 仰る もので は ございま せんよ。」 と是も 聲を顫 はした。 

「氣强 いと 思 はれても、 酷い と 思 はれても、 其 はもう 爲 方がない の だ わ。 現在の 阿 母さんに、 私些 

とも 這 麼事言 ひた かありません。 私 だって、 何も 妄に這 麼事を 言 ふ譯 ではありません。」 

「では 貴女 宜しいで は 御座いま せんか。 御 父 さまが お 在 遊びて こそ、 遠慮 も ございませう けれど、 

お 留守のと ころへ お 出 遊ば すのに 些 とも 差 岡な いぢ や 御座いま せんか o」 と 夷 か に I 一 ヲ%: め る 。 

「其 は 先 あ 可い として、 度度 お出でな さると、 遂 私達 も、 何だか 變な氣 になって、 始終 刖れ ちゃ 居 

られ ないやう になる かも 知れな いぢ やない か。 然 うすれば、 自然 御父さんの 御 命令に 背かな くち や 

ならない やうに 成る だら うと、 私 は 其が 心配です から、 其で 這 麼事を 言 ふので ございます 。一 

「そんな 事、 些とも 御 心配 遊ばす 事な いぢ や 御座いま せんか。 其が 母子の 情愛、 世の なかの 人情と 
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云 ふ もの ぢゃ 御座いま せんか。 餌 父 さま だと 申して、 那樣氣 强ぃ事 を 有 仰る 害 は ございません。」 

「いいえ、 御 父 さま は 御 出立な さる 前に、 くれぐれも 其 事 を 有 仰って でした。 留守中 阿 母 さまが お 

出で になっても、 堅く 斷 つて、 顏を 合しても ならん と 云 ふ、 其は嚴 しい 御吩咐 でした。」 

「其 はま あ、 表 向 そんな 事 を 有 仰い ません にも 限りません けれど、 其處が 貴女 人情と 申す もの、 折 

角恁 うしても 出 遊ばした もの を、 那樣事 を 有 仰る の は、 其 は 貴女が 餘り 不人情と 申す もので 御座い 

ます。 いいえ、 御 無理で 御座います。」 と 5^ 母 や は聲に 力を入れて、 官 爭 はう とする。 

「可い わ、 お前の 知った 事ぢ やない わ。」 と 俊 子 は 冷笑って、  一 

「私 は 御父さんの 御 命令 を 受けて、 御父さんの 御 留守 を預 つて をる の だから。」 

おこ * ば 

「然 やうで ございませう とも。 其 はもう、 何も彼も 貴女が お捌きな さる やうに との 御 曾で も 御 

ませう し、 私 風情が、 何も 差 出て 申す ところでは 御座いますまい けれど、 其ぢ やお 嬢 さま、 こんな 

に 奥 まさをお 慕 ひ 遊ばす、 春 江 さまが お 可愛 さう でございます。」 

そんな 

「お前が 那様 こと をお 首 ひだから、 猶氣が ST, くなる ぢ やない かね。 一生 會 へない もの だと 諦めて を 

れば、 何もお 目に かからな くち や、 居られな いと 云 ふ ほど： ：。」 

いらつ  つもり 

「ぢ やお 孃 さま、 貴女 は 一生、 現在の 阿 母 さまに、 お！ E にかから ないで 在し やる お 意で ございます 

か。 其で 何ともな いと 有 仰る ので ございま すか。」 


「もう 休して おくれで ないか。」 と 勢子 は 術な さう に 急に 押 止めて、 

「もう、 其 事 は 何にも 言 はないで おくれよ、 後生 だからね。」 

A- つ， しゃ  あんま 

「はい。 でも 奥 さま、 お 孃 さまの 有 仰り やうが、 何 ぼ 何でも 餘 り素氣 なう ございま すから、 私 は 先 

の 事が、 案じられて なりません ので 御座います。」 

「可いで はない か。 *| も 私 一 人が 惡 いの だから。 11 です がね 俊さん。」 と 勢子 は 居住 を 正して、 

「貴女 は、 それで は、 私 を 母親と も 思って おくれで ない のです か：：。」 

「其 は：：。」 と 俊 子 は 少時 胸に 手 を 置いて、 

「それ は， 阿 母 さま かも 知れません：： 阿 母 さまと 思 はない 事 は ございません けれど、 其 を 思へば、 

色色 切な い 念 をし なければ なりません から、 私 は 何う かして 忘れて 了 ひたいと 思って をる ので ござ 

つし や  * ど-つ ぞ  つもり  とほ ざ か  なまじ 

います。 御父さん も 然ぅ有 仰 ろんで すから、 阿 母さん も 萬 望 其お 意で、 成た け 遠って ゐた 方が、 懇 

ひお H: にか かるよりか、 何の くら ひお 互に 幸福 だが 知れない では 御座いま せんか。 御 父 さまのお 顏 

と、 家の 名譽に 係る ことならば.、 其 位の 事 は、 我慢し なくち やならない では 御座いま せんか。 私 は 

然ぅ 思って をり ますの。」  . 

「理窟 は然 うで も ございませう けれど、 此が 何も、 奥 さまが 此 此の 惡ぃ事 を 遊した と 云 ふ、 手證が 

あろと 云 ふで は 御座いま せんし、 設んば 其が あつたに しました 處で、 產 みの 御 恩の ある 御 母 さまに、 
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あんま 

つけつ け 物 を 有 仰って、 貴女 それで は、 餘 り勿體 ない. では 御座いません か。」 

「いいえ、 此は御 父 さまの 前です。 私 は 御 父 さまに 成 代って、 此 だけの 事 を 申す のです。」 

「でも 御座いませう けれど、 今日は まあ。」 

ち  ぢき あれ  くやし 

「いいえ、 宅に は 書生 も 居る ことです、 御 父 さまが お 立に 成る と、 直に 那 だと 思 ばれる の も 可悔ぅ 

ございま すから、 守るべき 事 だけ は、 嚴 重に 守りた うご ざいます。 阿 母さん、 決して 惡く 思って 下 

さいます な o」 

「いいえ、 惡く思 ふ どころ ぢ やありません よ。 其 はもう、 俊さん のお 言 ひのに、 一 ッも 無理が ある 

どんな 

と は 思 はない けれど、 お 立になる のにお 見送 も爲 ず、 其に 春 江さん の病氣 も甚麼 かと 思って、 其で 

今日は 些 とお 邪魔 をし ました Q。 もう 歸 ります。 私 も不圖 したら、 近いう ち 遠方へ 行く かも 知れな 

いし、 春 江さん は 貴女と 違って、 氣も 弱い し、 病身で も あるので すから、 善く 氣を つけて 上げて 下 

さいよ。」 

す  つもり  どうぞ 

「はい、 其 は 私が 出来るだけの 事 は爲ろ 意です から、 萬 望 御 安心な すって 下さい。」 

「ぢ や、 つ； はお 暇に しませうよ。」 

「まち、 奥 さま、 お 宜しいで は ございま せんか。 俊 子 さまば かりが、 貴女の 御子で は ございません、 

舂， にさんと、 寬り お話しな すって 下さい ましよ。」 


「俊さん も、 隨 分お 大事に ね。」 

「は あ。 阿 母さん、 先刻から 巾した 事 は、 嘸 生意氣 だとお 思 ひな さるで せう けれど、 色色な 事を考 

きり  どうぞ 

へて ゐた tn に は 限が な いんです からね、 贵女も 萬 望、 是 までの 事 は、 ふつつ り 忘れて お 了 ひなす つ 

て、 面白く 日 を 送って 下さい。 何時まで、 那樣 事を考 へて ゐ たって、 爲様 がな いんです からね。 爲 

様の ない 事 は、 諦める より 外な いんです からね。」 

「ああ、 然 うでした ね、 善く 解りました。 私 は 蔭ながら 御 父 さまの 御 武運 を 祈って をり ます。」 

「阿 母さん、 萬 望 もっと て 下さいよ。 而 して 御 父 さまに は、 私が お 館 をし ますから、 遠方へ なん 

ぞ 行かないで、 ちょくちょく 来て 下さいよ。」 と 春 江 子が 低 聲に霄 へば、 

どうぞ  * いで  やっぱり 

r 然 うです とも、 俊 子 さまのお 考 はお 考 として、 萬 望 東京に お 在な すって、 矢 張 昔の やうに、 ぉ睦 

いらし 

じくな すって 在って 下さい ましよ。」 

「いづれ、 朿 京に は歸ろ だら うけれ ど、 少し 思 立った こと も あるから ね。」 

「其 は 又 何で ございます。」 

「後で 解る こと だけれ ど、 決して 心配す る事ぢ やない の だからね。」  . 

「でも 何です か、 遠方と 有 仰る のが、 私 は 氣に懸 りまして。」 

「いいえ、 決して 氣を 揉んで おくれで ない よ。 先刻から 段段 俊さん のお 話で、 私 も 愈よ 決心が 堅く 
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なって、 是非 一つ 奮發 しゃう と 思 ふの ですからね。」 

「然ぅ 承 はりまして は、 猶更 氣に懸 るで は ございません か。」 

「まあ、 何 だね、 大丈夫 だとい ふのに。」 

「其で は、 & つてお 伺 ひ 致しますまい けれど、 萬 望お 鉢 をお 大事に、 而 してお 氣 永に 時節 をお 待 も 

なすって 下さい まし。」  < 

しあ +* せ 

「ああ、 お案じで ない とも。 人 は 何が 幸に 成る か 知れ やしないの だから、 私の やうな 莫迴 な、 物の 

解らない もので も、 這. 度と いふ 這 度、 少し は 明み へ 出た やうな 氣 がする ので、 もう 此 くら ゐ 氣の晴 

晴 した 事 はない の だよ。」 

それ 

「まあ、 然 やうで 御座いま すか。 其 を 承 はり と、 私 は 何です か、 猶ぉ 身のう へが 案じられ てな 

らな いので ございます。」 

「然 うお 思 ひの も、 無理 はない けれど、 決して 案じる こと はない の だからね。 ああ、 人間と 云 ふん 

あ，？. おそろ 

の は、 那麼 に、 可怕 しい ほど、 1^ いもの だけれ ど、 ：：」 と 言 はう とする 途端、 不意に 部屋の 入口 

から 人の 影が 差した。 

ぞっと 

勢子 は 思 はず 慄然した。 其 も 其 害で、 影 は 正しく 野 村 健 太郞の 姿であった。 人人 は齊 しく 面に 一 

朶の^^を騎したのでぁる。 


風雲 牧ま つてから、 勢子 は 其の 拔 群の 勤 勞に 依り、 勳六等 旭日 桐 葉 章 を 胸に かけて 歸 つて 来たが 

爾来 彼女 は 看護 事業に 係 はって、 半生 を 公共 的 事業に 献げ つつ、 極めて 嚴 正な 生活 を 送って ゐ る.. 

云 ふ。 彼女の 前半生 を 知る もの は、 此の 甚 しい 變化 を、 誰と て異 しまぬ ものはなかった。 
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